っ で 


3 M は ふい ょ 呈 a 
和 を = て テイ ルズ オプ リバ ー ス ファ イナ ル マ ニ アッ クス ーー カ レキ ギア 見 聞録 


い 


みな さん が パイ を …… ビ ピー チ パ イ を 食べ る こと が あっ た ら ……・ 


ー 度 だ け 目 を 閉じ て 考え て くだ さい 。 


に 


本 


あな た が 美味 し いと 感じ る 心 に 種族 は あり ます か ? 


ー ア ガー テ ・ リ ンド ブロ ム ベル サス で の 演説 より 


本 当 に カレ ギア 王国 を 旅行 する と し た ら 、 

こん な ガイ ドブ ッ ク が あっ て も いい の で は な いで し ょ うか が . 
ここ で は 、 カレ ギア 王国 に ある 街 や 村 の 紹介 、 特産 品 、 
お みや ばけ 、 お 店 の 情報 な ど を 掲載 し て いま す 
冒険 の 途中 、 お 立ち より の 際 は 、 ぜひ 活用 し て くだ さい , 


【 街 ・ 村 】 

列 スー ルズ 

9 ペ ト ナ ジャ ンカ 
馬 サ ニ イ タ ワン 

葛 ミナール 

5 アニ カマ ル 

委 バ パ バビ ロ グ ラー ド 
| ノル ゼン 

8 ベル サス 

9 ラン シル ダ 
馬 ピ ビビ スタ 
キョ グエン 
12 モク ラド 村 

18 うさ に ん の 村 
4 バル カ 


【 港 】 

隊 パ ビ ロ グ ラー ド 港 
ベ ル サ ス 港 

旭 ラ ジル ダ 港 

8 バル カ 港 


【 小 屋 】 

9 ケ ケ ッ ト 街 道 沿い の 小屋 
9 トヨ ホウ ス 河 の 小屋 

語 テ ル ア ラ 街道 沿い の 小屋 
2 キョ グエン 近郊 の 小屋 

28 ネ レ グ の 塔 近 く の 小 屋 


て 6g/%gco 7 の 4/. の 622o4 
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か っ wa by 


ーー yr 


【 施 設 

2 ラル レン 大 橋 
25 エト レー 橋 

8 ポ ク ナ ン 大 模 
バル カ 収 容 所 
8 食材 調達 施設 


【 ダ ンジ ョ ン 】 

9 登山 洞 

30 アル ヴァ ン 山 脈 北部 
3| アル ヴァ ン 山 上 脈 南部 
2 迷い の 森北 側 

3 迷い の 森 西 側 


34 カレ ー ズ 北側 


42 レン パオ 空中 庭園 
43 ネ レ グ の 塔 

44 メ セ チ ナ 洞 窟 

5 聖火 台 

46 ユ リス の 領域 
47 サ イグ ロー グ の 館 


56 /. 雇 ノ // クー クタ ク ー 


過 訂 の 科 


スー ルズ ] 


主人 公 ヴ ェ イ グ や クレ ア の 育っ た 小さ な 村 。 
そびえ た つ 山 々 は 、 1 年 中 純白 の 雪 を た た えて いる 。 
高 名 な 鞭 術 家 の 作品 も 堪能 で きる 大 人 の 隠れ 家 。 


ee ます ーーー 
こさ ーー 


【 宿 屋 白 銀 亭 


※ ク レア の 家 で 無料 で 休め る 


ケ ケ ッ ト 街 道 沿い の 小屋 
の あみ / の ・ の る ce/ 


【 雑 貨 屋 】 か さぐる ま 


EPCPCCOP シ ア 1 


雪 深 い 山 間 の 村 、 スー ルズ 。 人 口 は と て も 少な い 小さ な 村 だ 。 夏 で 
も 気温 が 低い た め 、 暖房 需 具 は 年 中 活躍 する 。 近年 、 避暑 地 と し て 
年 々 人 気 に な りつ つ あ る 。 酷 民 と 高原 野菜 が 有名 で 、 村 を 訪れ る 旅 
人 た ち を スー ルズ 産 の 牛乳 を た っ ぷり 使っ た スー プ が も て な し て く 
れる 。 宿屋 は 1 軒 し か な い が 、 有名 作家 の 絵画 が 堪能 で きる 、 と マ 
ニア の あい だ で は 密か な 人 気 。 予約 は 常に いっ ぱい で 、 ふい に 立 
ち 寄 っ て も 泊まる こと は で き な い 。 ゆとり を 持つ っ て 1 年 前 に は 予 
約 を し て お きた い 。 

スー ルズ で 一 番 盛 り 上 が る イベ ント は 、 毎 月 定期 的 に 開催 され る 「 ポ プラ 
の パイ パー ティ 」。 村 一 番 の 料理 自慢 ポプラ さん が 、 腕 に より を か が け て 作る 
パイ を 村人 た ち で 堪能 する も の だ 。 これ は 、 も と も と 収穫 を 終え た 初秋 の 頃 、 
村人 た ち を ね ざら い 、 親睦 を 深め る た め に 行なわ れ て いた 小さ な パー ティ だ 
っ た の が 、 いつ し か が 村 を 訪れ る 旅人 た ち も 参 加 す る よう に な り 、 口コミ で 広 
まっ た も の 。 ポプラ さん は 、 26 の 得意 料理 を 持っ つて いて 、 その な か で も 甘 酸 
っ ぱい ピー チ パ イ は 、 村 の 子供 た ち に 大 人 気 。 食べ た 人 の 心 も 暖 か くす る ポ 
プラ さん の パイ 、 一 度 食 べた ら 病 みつ き に な る こと 間違い な し 。 


お みや け げ け は 高原 野菜 

スー ルズ の 高原 野菜 は 、 寒い 気候 の お か げ で シャ キシ ャ キ し た 歯ごたえ が 
売り 。 また 、 短い 夏 の あい だ に 甘味 を 蓄え る の で 、 他 の 地域 より 圭 す る の が 
叶 い と 言わ れ て いる 。 鮮 型 な 香り の ニン ジン が 特に 人 気 だ 。 

また 、 放牧 も 盛ん で 、 新鮮 な 牧草 を 食べ た 乳牛 の 出す ミル ク は 、 香り が よ 
く て スー ダ に ぴっ た だ ぢ 。 

春 に は 、 こ の あたり に し か 咲か な いと いわ れる リラ ピッ チ の 花 が 咲き 乱れ 、 
この 花 の 押し 花 を 使っ た 菜 や アク セ サ リ ー は 特に 女性 に 喜ば れる 。 


雪 深 い 村 の た め 、 どの 家 も 屋根 か ら 雪 が 落ち て いき や 
すい よう に 工夫 され て いる 。 屋根 に は 農作物 を イメ ー 
ジ し た 絵 が 描か れ て いる 。 


7/ の の の 6 の oo を - の / 


と 

村 に は 牧場 が あり 、 乳牛 た ち が 
の び の びと 飼育 され て いる 。 ミ う 
ルク 缶 の ラベ ル は ラベ ル 収 集 マ 
ニア に 人 気 だ 。 


村 の 食材 屋 に は 、 お いし そう な 
野菜 が ずら り と 並 京 。 いずれ も 、 
毎朝 と れ た て の も の ば か り だ 。 


の ち Z み // の * 27224 
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* パ ナシ ー ア ボトル 
* ラ イフ ボトル 拓 和 ・ 80 の 


【 武 器 屋 】 瞬 撃 の 残 光 

* ブ ロー ド ソ ー ド 

* ネ ディ フェ ンダ ーー……… ・63 の 
ネ ま ワ ウッ ド ト ン ファ ー …360 
* ス パイ カー ……… 26: ・ ダ 6 の 
* ネ スピ アー … ド ーー プ 2 の 


【 防 具 屋 】 守 り の 要 

* レ ザー アー マー ーー………… 225 
キ フ トレ レノス アー マー … (350 
* キ ルト ジャ ケッ ト ………325 
* メ ッシュ ジャ ケッ ト …… る 290 
フロ ンズ メイ ル 220 
* メ ッシュ クロ ー ク ……… る 5 


ーー-【 食 材 屋 】 は ら ぺ こ 
| 2 ※ マ ゴ めく 


noa 
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温暖 な 気候 の ミナ ー ル 
は 、 いつでも 爽やか な お 
天気 が 続く 。 雨 だ っ て め 
っ つた に ふら な い 。 


潮騒 が 耳 に 心地 いい この 街 は 、 首都 バル カ と の 定期 船 が 往来 する 大 き な 港 
だ 。 ここ に 多く の 人 々 が 訪れ る よう に な っ た 理由 は 、 役場 、 図書 館 、 体育 館 と 
いっ た 、 他 の 街 に は 見 られ な い 特 殊 な 施設 が 充実 し し と いる た め 。 これ は 、 ダ 
ジャ レ 好 き で 愛さ れ て いた 第 十 代 ド ラガ ン 王 の 「 ミ ナー ル に は 皆 あ る ! 」 と い 
う 一 言 が 端 を 発し て 建設 され た も の で 、 以来 、 勉学 に 熱心 な 若者 や 、 住所 変 
更 な どの 行政 手続 が 必要 な 人 々 も 多く 集まる よう に な っ た 。 

この 街 の オス ス メ ス ポッ ト は 、 港 近く の 食堂 。 ら 階 の 窓 か ら 見 える 雄大 な 海 
景色 を 堪能 し な が ら 、 お いし い 料 理 と 酒 に 舌鼓 を 打つ 。 と くに 、 浜辺 で 採れ 
る ミナ ー ル の 人 魚 貝 を 使っ た パエリア は 絶品 と 評判 だ 。 

美しい 貝 を 使っ た 指輪 や ビア ス 、 海 産物 の 缶詰 と いっ た 、 
海辺 の 街 な ら で は の 特産 品 も 充実 し て いる 。 海 の 水 を 使っ 
た 化粧 品 は この 街 で し か 手 に 入ら ず 、 肌 が な め ら か に 
な る と 若い 女性 に 人 気 。 この 化粧 品 を 目当て に 遠方 
か ら や っ て くる 女性 も 少な く な い 。 


歴史 と 伝統 が 息 つく 豊か な 特 

ミナ ー ル の 歴史 は 古く 、 いま か ら 1 世紀 前 に は 、 
ほぼ 現在 の か た ち が で き あ が っ て いた と 言わ れ て 
いる 。 その た め 、 街 の あちこち に は 、 長い 歴史 を 感じ させ 
る 品々 を 目 に する こと が で きる 。 

な か で も 一 度 は 目 に し て お きた い の が 、 旅人 の 宿 ・ 夕 凪 亭 に 飾ら れ て いる 
アン ティ ー ク 絵画 。100 年 前 に 執り 行わ れ た “ゴルド 八 の 日 "の 月 夜 を 描い 
た 、 歴史 的 価値 の 高い 逸品 だ 。 また 、 雑貨 屋 に は 、 野生 味 あ ふれ る 勇姿 で 
人 々 を 魅了 し た 第 六 代 ギ ガ 王 が 着用 し て いた 鎧 の レプ リカ が 、 酒場 に は 有名 
ビ ピアニスト が 腕 を 鳴ら し た 年 代物 の ビア ノ が 、 飾ら れ て いる 。 

また 、 忘れ て は な ら な い の が 、 ユニーク な 催し 物 。 市 民 マ ラ ソ ン 大 会 や 、 大 食 
い 大 会 な ど 、 大 き な 大 会 が 頻繁 に 行なわ れ て いる 。 早 食い 大 会 は 、 今 年 で 101 
回 目 を 針 え る 歴史 ある 行事 。 表 袋 に 自信 の ある 人 は 、 ぜ ひ 参 加 し て みて は ? 
間 種 イ ベン ト の 開催 日 な どの 詳細 は 、 ミ ナー ル 役 場 へ お 問い 合わ せ を 。 


【 武 器 屋 】 切 従 天 麻 
ディ フェ ン ヴ ーッ 者 
* バ デレ ー 且 
ネス / トイ カー の だ 

アイ ント ン フ ァ ー 


工場 が 幸 ち 並ぶ 、 カ w 放 ア "有数 の 業 地 に ーー 還 生 レッ 
公害 と は 無縁 で | まわ り に は 緑 の 木 々 が 萌え 、 NM 
。 っ 蔵 と 誠 し の 誤 合 を 見 事 に 四 図っ 旨 


【 防 具 屋 】 質 実 剛健 
ネプロ ンズ アー マー 
エイ ン ア ーー マー 

※ メ ッシュ ユ ジ ャ ケッ ト ……" 9 の 
* ォ フェ ザー ジャ ケッ ト ……633 
* ブ ロン ズ メ イル 


1 絡 


* パ ナジ ー ア ボトル ル の = 
* リ キュ ー ル ポ トル ー………200 

* ラ イフ ボトル 

※ ボ イス ン デ ヂ ェ ッ ク 


[宿屋 】 快 食 選 上 200 
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MD PT PT 


誠 山 を 切り 開い て 作ら れ た 工業 の 街 。 三方 を 険しい 山 に 囲ま れ 、 山肌 に 沿 
つよ うに 階段 状 に 家々 が 軒 を 連ね る 。 他 で は 決し て お 目 に か か れ な いそ の 珍 
し い 街 並み に 、 若い 建築 家 た ち が 視 察 に 訪れ る ほど 。 人 口 は 多く 、 か つて ゴ 
ー ル ドラ ッシュ な ら め ぬ 、 良質 の 石炭 ラッ シュ に 沸き 、 世界 中 か ら 一 揚 千 金 を 
夢見 て 集まっ た 人 々 の 一 部 が 、 その まま 定住 し て いる 。 

風 に 乗っ て 届く 燥 の 臭い は 、 街 の 裏手 に ある 製鉄 工場 が 一 年 中 休み な く 稼 
働 し て いる 証 。 それ だ け に 環境 対策 に は か な り 力 を 入れ て いて 、 街 の あ ち こ 
ち に は 、 ベト ナジ ャ ンカ 環境 委員 会 に よる 省エネ 、 緑化 を 呼び か ける ポス タ 
ー が 貼ら れ て いる 。 その た め 、 環境 の よさ は 他 の 街 に 比べ て も 劣ら ず 、 こ れ 
まで 大 気 汚染 や 公害 の 報告 が され た こと は な い 。 

この 街 の 製鉄 工場 は 、 カレ ギア で も そこ そこ の 規模 と 実績 を 誇る 。 近郊 の 
山 か ら 採掘 で きる 石炭 を 精製 訪 で 加工 し 、 溶 鉱 炉 の 原料 と し て 使用 し て いる 。 
溶 鈴 妨 で 砂鉄 を 溶かし て 鉄 塊 に し 、 それ を 鍛冶 場 で 物品 に 加工 する と いう 流 
れ だ 。 その 技術 力 は カレ ギア 王族 も 認め る ほど で 、 武器 や 鎧 、 台所 用 品 、 記 
受 品 と し て 贈呈 され る 装 節 品 まで 、 各地 か ら さ ま ざ ま な が 需要 が 絶え な い 。 工 
場 長 は 、 も っ と も 加工 が 難し いと いわ れる ナカ ココ 鉱石 を 扱え る 数 少な い 技 術 
者 の ひと り で 、 その 匠 の 技 は 、 若い 工員 た ち に 受け 継が れ て いる 。 


※ イ メー ジ 図 広々 と し た 工場 の エン トラ ンス 
で は 、 工 員 た ち が 休 憩 時 間 に 集 
まっ て 話 に 花 を 咲か せる 。 
C の 2224 グ みみ の の 262ooZ - の 
@ 


ペ ト ナ ジャ ンカ で も 、 指折り の 
製鉄 工場 。 街 の 人 は ほとん どこ 
の 工場 で 職 を 得 て い る 。 


知る 人 ぞ 知 る 隠れ た 名 所 

ベト ナジ ャ ンカ は 、 ウエ スタ リア 大 陸 の も っ と も 西 に ある 小さ な 街 で 、 周 
囲 に は 雄大 な 大 自然 以外 は な に も な い 。 し か し 、 静か な 休息 を 旅 の 目的 と し 
て いる な ら ば 、 つ うっ て つけ の 場所 だ 。 製鉄 工場 の 稼働 音 も 市 街 地 まで は 聞こ 
えて こない 。 観光 客 が 訪れ る こと は ほとん ど な い た め 、 隠れ た 名 所 と し て 旅 
行 マ ニア か ら 高 い 支 持 を 受け て いる 。 

宿屋 ・ 快 食 快眠 の シェ フ は 、 有名 な グル メ 雑 誌 で ご 三 つ 星 を 獲得 し た 知る 人 ぞ 
知る 名 コッ ク 。 デ ィ ナ ー コ ー ス の メイ ン デ ィ ッ シュ に 出 て くる サメ の ステ ー キ は 、 
世界 の 食通 を も ら せる 逸品 だ 。 現在 、 宿泊 室 の 一 室 が 改装 中 の た め 、 非 常 
に 予約 が 取り に くく な っ て いる 。 予約 は お 早め に ! 


の ち Z み / の 8 ルル ルク の / の ZZ 
【 道 具 屋 】 水 の 戯れ 
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3 ー グ クミ " 
* ネ シル バ パーク ロー ク 
* チ ェ イ ンプ レー ト …… ゃ 
* ス ケー ルプ レー ド 
* シ ル バ ー ロ ローブ 


* フ ィ ー ド パー ル 
* マ ッ ス / パ 形 ee 
* シ ー ル ド バ ー ル ……… 
* プ ロ テ ク トバ ー ル …… 
* ボ ポイ ズン チェ ッ ク 

※ デ ィ レ イチ ェ ッ ク 

* ラ イト リス ト 


【 食 材 屋 】 太 陽 の 恵み 


【 宿 屋 】 オ ー シ ャ ン ビ ュー 


トヨ ホウ ス 河 の 河口 に 建つ 、 ウ エス タリ ア 大 陸 い ちの 大 都市 。 四方 を 河 と 海 
に 囲ま れ て いる 、 そ れ は それ は 美しい 水 の 都 だ 。 人 口 が 多く 家屋 が ひし めき 
合っ つて お り 、 街 の 周囲 に は 、 海底 に 土台 を 構築 し て 直接 海 の 上 に 建つ っ て いる 家 
屋 も 珍し く な い 。 水辺 の 家庭 の 地下 室 に は 小舟 が 泊め て あり 、 こ の 小舟 を 使 
っ た 水上 交通 が 市 民 の 定 が わり に な っ て いる 。 住人 た ち は 陽 気 な 歌 を 口 ず さ 
みな が ら 船 を 溝 ぎ 、 行き 交 う 船 に 手 を 上 げ て 挨拶 を する 。 そん な マ ド ロ ス 風 
な 日 常 風景 も 、 サ ニ イ タウ ン の 魅力 の うち の ひと つ だ ろう 。 

建築 物 は 色彩 豊か で 、 窓辺 に は 季節 ご と に 飾ら れる 色とりどり の 花 。 別名 、 
芸術 の 都 と も 呼ば れ 、 多 く の 画 家 や 音楽 家 が この 街 を 訪れ る 。 町 は ずれ の 小 
さ な 家 に 暮らし て いる 画家 の 老人 も 、 その ひと り だ 。 猫 を 愛し 、 猫 を モチ ー 
フ に し た 繧 を 描き 続け て いる 彼 は 、 芸術 を 志す 者 を 温か く 受 け 入 れ 、 さ ま ざ 
まな 繧 画 を 無料 で 鑑賞 ご せ て くれ る 。 

と ころ で 、 グミ 愛好 家 た ち に と っ て 、 サニー イタ ウン は あま り に も 有 
名 だ 。 な ぜ な ら 、 世界 中 で 愛さ れ て いる グレ ー プ グミ を 考案 し た 少 
女 が 住ん で いる た め 。 多く の グミ 好き が 彼女 の 家 を 訪ね て サイ ン 
や 記念 写真 を ね だ る も 、 当 の 本 人 は 新作 の 開発 に 余念 が な い 。 も 
し か し た ら 、 新しい グミ に お 目 に か か れる 日 も 近い か も し れ な い 。 


水上 都市 の サ ニ イ タウ ン は 、 満潮 に サ ニ イ タウ ン 全 体 を 空 か ら 見 る と 、 


な る と 船 を 出さ な けれ ば 通れ な い 場 水上 に ぽっかり と 浮か ん で いる よ ce のみ の %4242o4 - 0Z 
所 も ある ほど 。 うに も 見 える 。 


伝説 の 戦士 トータス キン グ 由 

サ ニ イ タウ ン の 子供 た ちの みな ら ず 、 大 人 た ち に と っ て も ヒー ロー。 それ が 
伝説 の 戦士 トー タス キン グ だ 。 か つて 、 世界 を 減 ぼ そう と する 魔王 を 倒し て 
人 類 を 守っ た トー タス キン グ は 、 ト ヨ ホ ウス 河 に 泳ぎ 着き 、 自ら の 甲羅 の 上 に 
街 を 築い た と いう 伝説 が 語り 継が れ て いる 。 

その た め 、 こ の あたり で は カメ は 幸運 を 呼ぶ 生き 物 と し て 崇め られ て いる 。 
宿屋 ・- オ ー シ ャ ン ビ ュー の 店 頭 に は サ ニ イ ミド リガ メ が 飾ら れ て いて 、 宿泊 客 
の 目 を 引い て いる 。 写真 撮影 だ け で も 快く 受け 入れ て くれ る の で 、 興味 を 持 
っ つた な ら ぜ ひび ひ 宿 屋 へ 足 を 運ん で みよ う 。 また 、 防具 、 装飾 品 屋 で は トー タス キ 
ング が 身 に つけ て いた と いう 鎧 の レプ リカ に 触れ る こと も で きる 。 


/2 


ウエ スタ リア 大 陸 最 大 の 玄関 港 
サ ニ イ タウ ン は 、 西 大 陸 最 大 の 玄関 港 。 昼夜 を 問わ ず 多 く の 蒸 気 船 が 出入 
り し て いて 、 世 界 各 地 か ら 旅 人 だ け で な く 、 さ ま ざ ま な 荷物 や 物産 品 が 往来 し 
て いる 。 バル カ へ の 直行 便 は も ちろ ん の こと 、 ノ ー ス タリ ア 大 陸 や 、 ボ ー ダ リ 
ア へ の 定期 船 も 出 て いる の で 、 と て も 便利 。 た だ し 、 便数 の 少な い 定 期 船 も 
ある た め 、 出 航 日 と 出航 時 間 は きち ん と 前 も っ て 確認 し C て お きた い 。 
水上 都市 だ け あ っ て 、 街中 の いた る と ころ に 棲 橋 が 見 られ る が 、 大 
型 の 蒸気 船 が 到着 する の は . 街 の 中 心 に ある 港 だ け 。 
ほか の 小さ な 棲 橋 に は 、 川下 り の 後 や 、 住民 の 定 
代わ り の 小舟 が 発 間 す る 。 


船 は な く て は な ら な い 乗 り 物 。 
現在 港 に 停泊 中 の 蒸気 船 は 、 カ 
レギ ア 軍 の も の が 多い 。 


民家 は 、 満 潮時 の 水没 を 避け 
る か の よう に 、 地 下 室 を 利用 
し て 高 さ を 保っ つて いる 。 


海抜 ゼロ メー トル の 街 

坂道 は サ ニ イ タウ ン 特 有 の 美しい 景観 に ひと 役 買 
っ て いる が 、 じ つ は これ は 、 水 没 を 最小 限 に 抑え る 
た め の 建 築 策 。 海 の 上 に 建つ この 街 に は 、 海抜 ゼロ 
メー トル の エリ ア も 多い 。 その た め 、 少 し 強い 嵐 が 
起こ る と 、 そ れ だ け で た ち ま ち 街 中 が 水浸し に な っ 
て し まう の だ 。 地面 が すべ て 石畳 な の も 、 侵入 し て 
きた 水 を 効率 よく 流し 、 早く 乾かす た め の 工 夫 だ 。 

気象 記録 に よる と 、 も っ と も ひど い 水 害 は 、 いま か 
ら 十 数 年 前 。 季節 外れ の 大 型 台風 が 海 を 荒らし 、 坦 
防 を 飲み 込ん で 街 の ほぼ 全域 が 海水 に 浸っ た と い 
う 。 日 頃 の 準備 の 賜物 で 死傷 者 は 出 な か っ た が 、 住 
民 た ち は さ ら に 意識 を 高め 、 各 家庭 の 寝室 に 寝袋 と 
緊急 避難 用 具 を 常備 し 、 い つ で も 持っ て 逃げ られ る 
よう に し て いる と いう 。 

水 と 喧嘩 は サ ニ イ タウ ン の 華 …… と 古人 が 言っ た 
か どう か は わか ら な い が 、 い ざと いう と き の た め に 、 
警戒 を 師 ら ず に いて 損 を する こと は な い 。 宿屋 に お 
泊まり の 際 は 、 椅子 の 下 の 収 納 庫 や タン ス を 開け て 
みて 、 いろいろ と 確認 を し て お こう 。 


絶景 を 望む 河 下り 

サ ニ イ タウ ン の 観光 名 所 と いえ ば 、 な ん と いっ て も トヨ ホウ ス 河 だ 。 は る か 
北西 の 湖 か ら 流 れ て くる この 河 は 、 全長 3 干 キロ メー トル を 越え る 大 河 で 、 ビ 
ュー ポイ ント ご と に さま ざま な 表情 を 見 せ て くれ る 。 また 、 多く の 川 魚 も 生 
息 し て いる の で 、 フィッシング スポ ッ ト と し て も 有名 。 釣り が 解禁 され る 夏 を 
迎え る と 、 世界 中 か ら 多く の 旅人 が 腕 を 磨き に や っ て くる 。 

この 河 の 本 当 の 楽し み は 、 激流 河 下 り に ある 。 上 流 か ら 後 に 乗っ て 、 ス リリ 
ング な ラフ ティ ング を 体験 で を る の だ 。 ラフ ティ ング に 挑戦 し た い 人 は 、 ペ トナ 
ジャ ンカ の 東 に ある トヨ ホウ ス 河 の 小屋 に いる ググ ラ さ ん に 申し 込み を 。 サ ニ 
イタ ウン の 北門 を 出 て 道 な り に 歩く と 、 小屋 の 裏手 に 出 ら れる 抜け 道 が ある 。 
十 車 で バト ナジ ャ ンカ まで 行き 、 そ こ か ら 歩 いて 向かう の も いい だ ろう 。 

トヨ ホウ スズ 河 の 流れ は 、 緩やか な と ころ あり 、 激流 あり 、 渦 あり と 、 じ つ に 骨 豆 
泣か が せ 。 切り 立つ 断崖 絶壁 に 囲ま れ た 河 に 出れ ば 、 嫌 が お うに も 血 が 騒ぐ ! 

チャ レン ジ し て サ ニ イ タウ ン ま で 辻 り 着 く と 、 グ グラ さん か ら 「 ラ フ テ ィ ング ・ 
マン 」 と いう 称号 を 頂戴 する こと が で きる 。 多く の 若者 が この 称号 に 憧れ 、 
ラフ ティ ング に 挑戦 する も 、 いま だ 獲得 者 は いな い 。 さら に 、 河 下り を し て 
朋 っ て くる ボス を 、 スコ ア 100000 点 で 倒す と 「S ・ ラ フ テ ィ ング マン 」 と い 
う 称号 も ある 。 も ちろ ん 、 絶景 と スリ ル を 楽し お た め に 、 気楽 に の ん びり 河 
下り を する の も お すす め だ 。 


見 事 な 景色 だ が 、 激流 の た め あ 
まり 楽し お ゆとり は な い 。 それ 
より スリ ル を 楽し も う 。 
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※ 写 真 は 


プク ん / の 。 ん グ Z み zo/ 
【 道 具 屋 】 行 商人 


* バ パナ シー アボ トル 

* リ キュ ー ル ボトル 

* バ ー ス ト ポ ボトル 

* ラ イフ ボトル 

※*※ ホ ー リ イボ トル 300 
* ダ ー ク ボトル 30 の 


【 武 器 屋 】 行 商人 

ャ ルス ター ソー ド 

* ク レイ モア 

* エ トウ ゥ ウー リ ア 

* ス チー ルド ン フ ァ ー…/675 


* ま フェ イス タッ フ 

* ソ ウル セプター 72Z30 
* サ イ テ イ ィ ………ー…… 990 
* ア イア ン ア ー ム ズ 

* カ ー ド 3 … 77S/ 
ォ ソ ウル カー ド 

【 防 具 屋 】 行 商人 

* ス ケー ルアー マー 60 
* ま デア ゴイ アン アー マーー… だ 3 
* ォ シルバー ジャ ケッ ト …… 325 
* ム ー ン ジャ ケッ ト ……/05? 
ォ ス ケー ル メ イル ~ 695 
* ア イア ン メ イル ‥ 7740 


ロー 


マイ ツジ ツ ド ルー ルル ーー ンー Z8? 
* ネ レル ジス トバ パール こ -……" Z8 の 
* ヒ ー ル パール 

* ま フォ ルス パー ル 

ま ラ イフ バー ル 

*※ ポ ボ ポイ ズン チェ ッ ク 

* ネ ディ レイ チエ ッ ク 750 の 
ネル ニッ ツチ ェ ッ クシ 200 の 
* ア クア リス ト 

* ま ライ トリ スト 


【 食 材 屋 】 大 地 の 恵み 


こぢんまり と し た 小さ な 集落 で 、 人 々 は た っ た ひと つの 泉 を 拠り 所 に 、 肩 
を 寄せ 合う よう に し て 暮らし て いる 。“ ア ニカ マル "と いう 、 背丈 が 低く 、 幹 の 
太い 樹 が いた る と ころ に 生え て いて 、 その 樹 が その まま 村 の 名 前 に な っ た と 
いう 。 アニ カマ ル の 樹 は 、 堅く て 丈夫 。 これ を 使っ て 作ら れ た タン ス や 棚 は 、 
世界 中 で ふた つと な い 高 級 品 と し て 珍重 され て いる 。 また 、 アニ カマ ル の 樹 
の 葉 は 香り が よく 、 風呂 に 浮か べた り 香 炉 で 装 く な どす る と 、 リ ラッ クス 効果 
を 得 ら れる 。 過酷 な 環境 と は 裏腹 に 、 こ の 村 に 暮らす 人 々 の 心 は 豊か で 、 質 
素 な が ら も 工夫 を し て 生活 を 楽し ん で いる の だ 。 

各 家 庭 で は 、 移 熱 の 乾燥 地帯 な ら で は の 生活 の 知恵 を 見 て 取る こと が で き 
る 。 赤土 で で きた 家 の 壁 、 体 温 を 逃がす た め に 地面 に 直接 敷物 を 敷い た 寝床 、 
食物 の 腐敗 を 遅らせ る 地下 貯蔵 庫 な ど 、 砂漠 に 馴染 み の な い 者 に と っ て は 、 
すべ て が 珍し く 、 目 新しい だ ろう 。 

観光 客 に も っ と も 注意 し て も らい た い の は 、 熱 射 病 だ 。 外出 時 に は 、 太陽 
光 か ら 身 を 守る た め に 帽子 や ベー ル で 素肌 を 覆う の は も ちろ ん の こと 、 で き 
る だ け 建 物 の 影 や 、 木 の 際 を 歩く よう に し よう 。 


砂漠 の 街 な の で 、 移動 手段 と し て ラク ダ を 飼育 し て い 
る 家 も けっ こう 多い よう だ 。 


後世 に 遺し た い 匠 の 技術 

アニ カマ ル 周 辺 の 地面 を 掘 の 下げ る と 、 水気 を 多く 含ん だ 
上 質 な 赤土 が 採取 で きる 。 これ を 使っ た アニ カマ ル の 卿 土 品 
は 、 どれ も 世界 中 で 愛さ れ て いる 逸品 だ 。 

た と えば アニ カマ ル 式 水がめ 。 これ に ワイ ン を 入れ て 一 上 晩 
寝かせ る と 、10 年 も の と 同じ 味わい が 醸 し 出さ れる と 言わ れ 
て いる 。 その 味 は 折り 紙 つ き で 、 周辺 の 街 の レス トラ ン で は 、 
ちゃ っ か りこ の 水がめ を 活用 し て 、 若い ワイ ン を 熱 成 し た も の 
と 同じ 値段 出す と ころ も ある と いう 噂 が ある ほど 。 

また 、 通称 アニ 窯 と 呼ば れる か ま ど は ご どの 家庭 に も あり 、 ナ 
ン を 焼い た り 、 カレ ー を 煮込ん だ り と 、 住民 の 食 を 支え て いる 。 

も っ と も 珍重 され て いる の は 、 ア ニカ マル 式 つ ぼ だ 。 この つ 
ぼ を 作る に は 熟練 し た 技術 が 必要 で 、 現在 、 つぼ 職人 は 世界 中 
に た っ た 4 人 し か いな い 。 深刻 な 後継 者 不定 に 悩ん で いる アニ 
カマ ル で は 、 本 格 的 に 未来 の 継承 者 を 募集 し こい る 。 我 こ そ は 
と いう や る 気 の あ る 若者 は 、 ア ニカ マル の 村長 を 訪ね て みよ つっ 。 
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な) 


2 どの,  / ププ / ち 
エ も 


※ 写 真 は イメ ー ジ で す 


ア // 


キソ ウル カー ド 
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[道具 屋 】 泰 蒼 

* ビ ピーチ グミ AORRDGPDSGRR 500 
* バ バナ シー アボ トル 

* リ キュ ー ル ボトル 

* バ ー ス ト ポ ボトル 

* ラ イフ ボトル 

* ホー リ イ ボトル 

* ダ ー ク ボトル 

[武器 屋 】 蒼 獣 の 了 

* ネ クレ イモ ア 

* 八 ル シ ュ タッ ト 

* ス チー 夏 ト ン フ ァ ー …767? 
* モ ル ゲ ンジ 凶 エ テル 270 の 
* ギ サル メ 

* シ ョ ヴ ヌ J リ 

まま ノ ソン ワル ゼ ジ ター 

※ ホ ー ジ ロッ ド 

ま ア イア ン ア ー な スズ 

* ブ ラン 2 ル 明 コ 


[食材 屋 ] 山 の 意 み こ 。。 
* ジ ャ ガイ モー の 


際 0 


【 宿 屋 】 蒼 宮 の 宿 ro 


【 食 材 屋 】 海 の 恵み 


【 防 具 屋 】 天 空 堂 * 
* ス チー ルアー マー- 
なー ス ジワ ャ ケッ 
※ ゴ ヨー ルド ジャ 


高い 山 の 山頂 付近 に ある 街 で 、 敬 度 な 蒼 獣 信仰 信者 が 暮らす 街 と し て 名 高 
い 。 街 の 高台 に は 蒼 獣 を 祭る 立派 な 聖 殿 が あり 、 巡礼 者 た ち は 、 登山 洞 に 作 
られ た 長い 階段 を 堂 っ て バビ ログ ラー ド を 目指 す 。 登山 洞 は 自然 の 洞窟 に 手 
を 加え て 作ら れ た も の で 、 全長 お よそ 5 キロ メー トル 。 厚い 信仰 心 と 体力 な 
くし て 、 登り 切れ る も の で は な い 。 信仰 心 と 持久 力 に 自信 の な い 観 光 客 に は 、 
北側 の 港 か ら リ フト で 登っ て くる ルー ト が お すす め だ 。 

バビ ログ ラー ド を 訪れ る な ら 、 な に は と も あれ 、 蒼 獣 信 仰 の 戒律 に つい て 
理解 を 深め な く て は な ら な い 。 これ は 、 この 街 で 暮らす 男女 が 、 家族 以外 の 
異性 と 話す こと を 禁じ る と いう 厳し い 戒 律 。 子供 の 頃 か ら 徹 底 さ れ て いる 
た め 、 街 の 住人 は 別段 不便 は 感じ て いな いよ うだ が 、 街 の 住人 以外 の 人 に 対 
し て も 同様 に 接する た め 旅 行者 は 気 を つけ た い 。 商店 や 宿屋 の 主人 と 性 別 
が 違え ば 、 その 店 を 利用 する こと すら で き な 
い の で 、 ひ とり 旅 や 、 同性 同士 で 旅 を する 場 
合 は 利用 で きる 施設 が 限ら れ て くる 。 

最近 で は 、 身内 以外 の 男女 が 会 話 で き な い 
と いう 戒律 を 潔癖 だ と し て 、 若い カッ プル や 、 
新婚 旅行 客 の 姿 が 目立つ よう に な っ た 。 


天空 を 望む 芸術 の 街 

バビ ログ ラー ド の 建つ 山 は 、 カ レギ ア で 1]、 
ら を 争 つ 高山 。 標 高 の オ メー トル を 越え 、 そ 
の 頂上 を 間近 に 望め る この 街 は 、 世 界 で も っ 
と も 天空 に 近い 場所 に ある と いえ る だ ろう 。 街 そ の も の が 山の上 に 位置 し て 


> ロ 寺 空 だ け で ー ナ た ボ ーー に : いる 。 体力 が な いと 、 登山 洞 は 
周囲 を 見 渡せ ば 、 鮮 や か な 青空 だ け で な く 、 眼 下 に 広がる エメ ラル ド 色 | 代 D き る こと が で き な い 。 


の 海 と 、 深 い 緑 を 望む こと が で きる 。 そ の た めか 、 こ の 街 に 暮らす 人 々 の 
感性 は 豊か で 、 山 頂 で 採れ る 土 を 使っ て 作ら れ た 陶器 に は 、 青 や 赤 な どの 
鮮やか な 染 材 で 、 絵 画 の よう な 美 し い 図 柄 が 描か れる の が 主流 だ 。 芸 術 性 
の 高 さ は 街並み に も 現われ て いて 、 美 し い 曲線 を 描い た 家屋 の 屋根 や 、 そ 
こ に 描か れ た 複雑 な 紋様 、 地 面 の 石畳 を 飾る 絵 な どか ら も 感じ 取れ る 。 こ 
の 街 に は 、 イ ンス ピ レ ー シ ョ ン を 求め て 訪れ る 詩人 や 作家 も 多い 。 


C 7224 ググ. の Zoo - 0 の 「 


// 


N 凌 屋 。 | 
人 l ゅ 上 9 し 
1 人 
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] 


蒼 獣 の 聖典 と 聖なる 滝 

蒼 獣 信仰 の 総本山 と も 言え る の が 、 街 の も っ と も 高い 場 
所 に ある 蒼 獣 の 聖典 だ 。 巡礼 者 た ち は 日 々 この 聖 殿 に や っ 
て き て は 、 司祭 の あり が た い 教 え を 受け 、 その 日 の 健康 と 
食事 に 感謝 する 。 バビ ログ ラー ド に お ける 司祭 は 、 蒼 獣 信 
仰 の 教え を 説く 聖者 で ある と 同時 に 、 蒼 の 聖典 を 守り 、 街 
の 行政 も 執り 行なう 有力 者 で も ある 。 

聖 殿 の 裏 に 落ち る ソ ポ チャ ナ の 滝 は 、 観光 名 所 と し て も 名 
高い 神聖 な も の 。 標高 2000 メ ー ト ル 以 上 の 山頂 か ら 流 れ 
落ち る 滝 の 迫 力 は 圧巻 だ 。 水 の 砕け る 清々 し い 音 は 、 ど ん な 
高尚 な 音楽 に も か え が た い 。 バビ ログ ラー ド の 祭司 に な る た 
め に は 、 8 日 8 晩 、 こ の 滝 に 打 た れ な く て は な ら な いと いう 。 

この 滝 の 水 は ミ ネ ラ ル と カル シウム が 豊富 な 便 水 で 、 飲 
料 水 と し て 、 健康 志向 の 若い 女性 た ち が 頻 繁 に 通っ つて は 波 ん 
で いく よう だ 。 地元 で は 「 聖 獣 様 の 涙 ] こ し て 親しま れ て いる 。 


聖 殿 に は 、 観光 客 の た 
め に 神 の 教え を 説く 本 
も 用 意 さ れ て いる 。 初 
心 者 で も 安心 だ 。 


( 准 獣 聖典 の 教え ) 
才 ら 切 き 海 、 切 き 空 、 菅 き 都市 に 生ま れん 
交 し き 海 、 話し き 空 、 か の 海 と 空 、 守り 伝え ん 


巡礼 の 儀式 

蒼 獣 の 参拝 に は 、 あらかじめ し て お くべ き 儀 式 と 厳し い 決 まり が ある 。 財 殿 
の 中 を 観光 する な ら ば 、 これだけ は 覚え て お こう 。 

まず 、 聖 殿 に 足 を 踏み 入れ る 前 に は 、 必ず 身 を 清め て お く こ と 。 入 治 の で 
きる 宿屋 は 街 の 中 心 部 と 、 港 に 2 箇所 ある 。 ソ ポ チャ ナ の 滝 の 水 で 両手 両 定 
を 清め て 、 入 沿 に か えて も いい 。 

つぎ に 、 若い 女性 は 、 大 き な 黒 い 布 を 用 意 す る こと 。 女性 は 、 巡礼 中 に 素 
顔 を 晒す こと が 禁じ られ て いる 。 目 と 鼻 の 部 分 だ け 切り 抜い た 黒い 布 を 頭 か 
ら か ぶる こと で 、 これ を 破 ら ず に すむ 。 


リフ ト で 北側 の 港 街 へ 

バビ ログ ラー ド の 北側 に は 、 ボ ー ダ リア で 唯一 の 港 が 広がっ て いる 。 中 心 
街 と は 違う 開放 的 な 雰囲気 を 感じ られ る が 、 こ こ で も 萌 獣 信仰 の 戒律 は 遵守 
され て いて 、 異性 同士 が 話す て と は で き な い 、。 

港 で 目 を 引く の は 、 広場 に ある 大 き な モ ザイ クタ イル だ 。 これ は 港 で 行 な 
われ て いる 准 獣 祭 と 大 湾 祭 の 様子 を 描い た 方 位 板 で 、 毎 年 開催 の 時 期 に な る 
と 多く の 観光 客 の 目 を 楽し ませ て いる 。 

海 に 面 し た 港 の 宿屋 潮騒 は 、 屋上 に ある 展望 台 が 自慢 。 天気 の いい 日 に 
は 、 海 の 向こう に ある カレ ギア 城 や 、 獣 王 山 が 肉眼 で は っ きり と 見 える 。 この 
展望 台 目 当て に 訪れ る 録 光 客 も 多く 、 あ まり に 神秘 的 な 風景 を 望め る こと か 
ら 、 蒼 獣 様 の 腰掛 け と 呼ば れ て 親しま れ て いる 。 


柱 に ある 港 で も 、 戒律 の お か げ で 
異性 と は 話 が で き な い 。 た だ し 、 
観光 客 ど うし な ら 0OK。 


ユニ ー ク な お みや け 品 の 数 々 

バビ ログ ラー ド の お みや げ は 、 蒼 獣 神 に まつ わる も の が 
多い 。 蒼 獣 神 を 象 っ た クッ キー や 、 蒼 獣 神 を 描い た 湯飲み 、 
蒼 獣 神 の レプ リカ 模型 と いっ た 、 信者 に と っ て は 喉 か ら 手 
が 出る ほど ご ほし いも の ば か り だ 。 ちょ っ と 変わ っ た お みや 
げ を 探し て に いる な ら 、 あな た の お 部 屋 が た ち ま ち 神 聖 な 空 
間 に な る 、 蒼 の 聖典 の 空気 を つめ た 缶詰 や 、 蒼 獣 グ ミ な ど 
が お すす め 。 蒼 獣 グミ は 、 カ ッ コ イイ と 子供 た ち に 大 人 気 。 
いずれ も 宿屋 の 受付 に お 問い 合わ せ を 。 

信者 で は な い 人 へ の お みや げに は 、 特 産物 の ジャ スミ ン 
ティ ー が うっ て つけ 。 同じ く 特産 の バビ ロ 焼 の 陶器 で いた 
だ く の が 、 バビ ログ ラー ド 流 。 ドラ イフ ルー ツ と 合わ せ て 
贈 れ ば 、 喜ば れる こと 請け 合い だ 。 
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@%Z6zeg の み の み 62oo6 - の の 


有 霧 深き 王 都 
[バル カ | 


ーー 年 の 3 分 の 1 は 濃い 霧 に 覆 わ れ た 
城下 町 。 


王族 が 住む カレ ギア 城 が 間近 に ひか える た め 、 


重厚 な 城壁 が 街 の まわ り を 取り 囲む 。 


※ 写 真 は イメ ー ジ で す 


の wc 


【 食 材 屋 ] 万 感 の 実り 


* パ ナシ ー ア ポト ル ーー・20 の 
_ * ま リキ ュー ルポ ボトル 


* バ パー スト ボトル 
* ラ イフ ボトル ………… 
* ホ ー リ ィ ボ トル 

* ダ ー ク ボトル 


【 道 具 屋 】 都 の 友 ( 語 や ) 

ォ * ォ ビ ピーチ グミ 500 
ま ラ イム グミ ーー 80 の 
* バ ナシ ー ア ボトル 20 の 
* リ キュ ー ル ポ ボトル ……… る 90 
* バ ー ス ト ボ トル 

* ネ ライ フ ボ トル 

* ホ ー リ イィ イボ トル 

* ダ ー ク ボトル 


【 道 具 屋 】 都 の 友 直 診 
* ビ ー チ グミ ミヤ マジ ヤヤ タタ ヤッ: 50 の 
2 の 0 ひ の 
ネ ラ イム クニ 和 党 注 涼 : 和 人 800 
* ネ バ パナ シー アポ ボトル 2 の 
* リ キュ ー ル ボトル 
* ォ バー スト ボトル 
* ラ イフ ボトル 
* ホ ー リ イィ イ ポ ボトル 
と ク ーー シー 
[武器 屋 】 烈 丸 II 
* ネ クレ イモ ア 
* ル ハル シュ タッ ト 
* ス チー ルト トンファー …/65 
モル ゲン シュ テル 2700 
* キ サル メ 
来 ジ ヨ ワ スズ RS や 222 ひ の 
ォ ン ソウ ル セ ブ プター 
* ホ ー ン ロッ ド 
デイ アンデ アー ムズ 
ま ネプ ランディ ッシュ 
ャ ソン フル 2 


。 邊 具 屋 ] 歌 王 の お き て (gp) 

_ * ま アイ アン アー マー……7250 。 
、* ス チー ルアー マー の 7 の 
ーー プク リ トド の 


+ ゴ ー ル ドン ジャ ケッ ト 、 


ーー ュー リド クロ ー ク ーー ・2075 
_* ア イア ン フ レー ト 3 婦 
 * ス チー ルフ レー ト 7/20 
 * ム ー ン ロー プ 5 
、\ コ ー ル ドロ ー プ 7490 


【 防 具 屋 】 獣 王 の お き て 5 


* プ ラチ ナ ア ー マ ー・…9409 


ネフ ォ ル ティ アー マー …72750 


* ォ ブリ ズム ジャ ケッ ト … の 5 
* ま フォ ル テ ィ ジ ャ ケッ ト 79725 
* プ ラチ ナメ イル 70825 
* フ ォ ル ディ イメ イル 7 ダ 7Z?5 
* ブ リズ ムク ロー クウ 2230 
* ネ フォ ル デ ティ クロ ー ク …/5795 
* プ ラチ ナブ レー ト 70725 
* フ ォ ル ティ プレ ー ト …| 73760 
* ォ プリ ズム ロー ブ 

* フ ォ ル ティ ロー ブ 


[装飾 屋 】 王 都 の 堂 れ (前 ギ や) 
* シ ー ル ド オ ニキ ス 762Z2 
* ネイチャー オニ キス … 

* ブ レイ クオ ニキ ス 

* ま ミス ティ オニ キス 

* ビ ヨハン オ ニキ ス 

ネ ボ ポイ ズン チェ ッ ク 

* テ ィ レ イチ ェ ッ ク 

まま バニ ッ ク チ エッ ツ 

* ア ー ス リス ト 

* ゲ イル リス ト 

* ま フレ アリスト 

* ア クア リス ド 

* ラ イト リス ト 

ター 8 


ト 


ャ フォ ルディ トド 2 


【 武 器 屋 】 世 界 の 中 心 ( 檜 ) 

* ま スピ アー 和泊 ダブ ひ 
* プ レデ ィ ッ ト 

※* フ ルー リー 


* ギ サル メ 
* シ ョ ヴ ス リ 


※* フォル ティ スピ アー ・…79822? 


、 WW み F 
* シ ル バ パー カー ド 


【 防 具 屋 ] 世 界 の 中 心 
フロ ンス アー マー 250 
_* チ ェ イン アー マー …… 235 
"の ぐ 
》 。 。* ア イア ン ア ー マ ー 250 
po 
、  * シ ル バ ー ア ー マ ー ……292 の 
5 * ス ター アー マー ………2635 
。  \ ミ スリ ルアー マー ……5535 
、  * ル ー ン アー マー ……… ク 39 
、 プラ ズリ アー マー %o 
* フ ォ ル ティ アー マー 7250 


【 防 具 屋 】 世 界 の 中 心 
* キ ルト ジャ ケッ ト ……… 3 グ 25 
* メッ シュ ジャ ケッ ト 

ネ *※ フェ ザー ジャ ケッ ト 

* シ ル バ ー ジ ャ ケッ ト 

※ ま ムー ンジ ジャケット 

* ゴ ー ル ドジ ャ ケッ ト …732 
* ミ ニス ティ ジャ ケッ ト 2825 
* ク リス タル ジャ ケッ ト …3690 
* ウィッチ ジャ ケッ ト 

* ス ピリ ッ ト ジ ャ ケッ ト …620 の 
*※ プ リズ ムジ ャ ケッ ト …Z の 5? 
* ま フォル ティ ジャ ケッ ト 709725 


、  * フ ォ ル ティ メイ ル 


【 防 具 屋 】 世 界 の 中 心 


* レ ザー メイ ル 
* プ ロン ズ メ イル ……… の の 


※ ま チェイン メイ ル 


ネス ケー ル メ イル 


* ア イア ン メ イル 


* ス チー ル メ イル 
* シ ル バ ー メ イル 
* ス ター メイ ル 


。。* ま ミス リル メイ ル 


* ォ ルー ン メ イル 765 
* プ ラチ ナメ イル 708 ダ 2? 
7 ダ /Z5 


、【 防 具 屋 】 世 界 の 中 心 


* メ ッシュ クロ ー ク ……… の 5 


.* ま フェ ザー クロ ー ク 


* シ ル バ パー クロ ー ク 

* ょ ムー ンク ロー ク 

ォ ゴ ー ル ドク ロー ク 

まさ スティ クロ ー ク 

* ク リス タル クロ ー ク 342? 
※ ま ウイ ッ チ クロ ー ク 225 
* ス ピリ ッ ト ク ロー ク 5?680 
* ま プリ ズム クロ ー ク Z23 の 


※ ネ フォ ル テ ィ ク ロー ク 7578? 


【 防 具 屋 】 世 界 の 中 心 
※ チ ェ イ ンプ レー ト 

* ス ケー ルプ レー ト 

* ま アイ アン プレ ー ト 

* ス チー ルプ レー ト 

* ゃ シルバー プレ ー ト 

ま ス ター プレ ー ト 

* ミ ニス リル プレ ー ト 


、 * ま ルー ンプ レー ト 


プラ チ ナ プレ ー ト …72/2? 


ネ * ネ フォル ティ プレ ー ト … 7/3760 


【 防 具 屋 】 世 界 の 中 心 
* シ ル バ パ バー ローブ 

* ム ー ン ロー ブ 

* ネ ゴー ルド ローブ …… 728 の 
ォ ニ ステ ィ ロ ー ブ 

* ク リス タル ロー ブ 

本 ウィ イッ チロ ー プ 

※ ス ピリ ッ ト ロ ー ブ 

* プ リズ ムロ ー ブ 

ネフ ォ ル ティ ロー ブフ ブ 


【 宿 屋 】 
* カ レギ ア の 栄光 


※ 世 界 の 中 心 は 、 あら すじ 57 以 降 に 登 


+ 呈 | コ 
場 し ます 


バル カ 港 ガイ ド 


【 道 具 屋 ] 外 門 市 場 


4 ょ ビン ミ 300 
ネネ ライ ム グ ミ は 80 の 
* パ バナ シー アボ トル 

* リ キュ ー ル ボトル プ 00 
* バ ー ス ト ボ トル 6 の の 
* ラ イフ ボトル 

* ホ ー リ イボ トル 

* ォ ダー クボ トル 


【 食 材 屋 】 外 門 商店 
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※ イ メー ジ 図 


王族 を 守る た め 、 その 城門 は 版 
重 に 警備 され て いる 。 


深い 有 霧 に 包ま れ て いる バル カ 。 


バル カ 島 は 、 年 間 の 3 分 の 1 は 濃い 邑 に 視界 が 遊 ら れ て いる 。 周囲 を ぐる 
り と 囲む 山脈 と 、 首都 バル カ を 走る 燕 気 機関 車 が 特徴 的 だ 。 王族 警備 の 一 環 
で 、 バル カ 島 へ は 定期 船 で の 上 陸 し か 認め られ て いな い 。 その た め 、 バル カ 
港 に は 、 世界 各地 か ら 集 まる 観光 客 や 荷物 で で っ た が え し て いる 。 港 単体 の 
規模 と し て は 世界 一 。 邑 を か き 分 ける よう に 港 か ら 北 に 向かっ て 歩く と 、 強 
固 な 要 寒 に も 似 た 首都 バル カ が 見 えて くる 。 

バル カ は 古く か ら 肥 の 都 と し て 国民 に 親しま れ 、 季節 を 問わ むず 、 カレ ギア 
城 を ひと め 見 よう と や っ て くる 観光 客 で に ぎわ っ て いる 。 カレ ギア 城 は 、 カレ 
ギア の 歴史 その も の に し て 、 行 政 の 中 心 で あり 、 王族 の 住居 で も ある 。 その 
た め 、 い つも 王 の 盾 兵士 た ち に よる 厳し い 警 備 が 敷 か れ て いる 。 怪し い 動 き 
を する 者 や 課 反 を 起こ し た 者 は 、 容赦 な く バ ルカ 収容 所 へ 投獄 され る 。 観光 
に 訪れ た 際 は 、 不審 な 言動 を 慎む よう に 。 


観光 は 蒸気 機関 車 で 

バル カ の 観光 に は 、 蒸気 機関 車 は 欠 か せな い 。 耳 に 心 
地 い い 汽 笛 と と も に 、 城下 町 を 探索 し よう 。 カレ ギア の 歴 
史 を 学ぶ な ら 、 博物 館 が お すす め だ 。 ここ に は 、 ベト ナジ 
ャ ンカ の 工場 長 が 寄贈 し た 鉄板 製 立体 世界 地図 を は じ め 、 
世界 各地 か ら 珍し い 物 品 が 集め られ て いる 。 

夜 に な っ た ら 、 庶民 の 交流 所 で ある 酒場 へ 。 ここ は 、 素 
材 に こだわ っ た 料理 が 自慢 。 ノル ゼン 産 白 ビー ル ・ ワ ン 人 ハバ 
ンド レッ ドロ ン リ ー を は じ め 、 アカ ダマ タケ ステ ー キ 、 ア 
カト ゲ サ ボ テン 焼き 、 スール ズ 和 牛乳 スー プ な ど 、 各地 か ら 
取り 寄せ た 新鮮 食材 に 酒 が 進む こと 間違い な し 。 

ひと と お り 市 内 観光 を 終え た ら 、 宿屋 ・ カ レギ ア の 栄光 
に 宿泊 を 。 世界 で ここ に し か な い ゆい 水車 式 打ち 風呂 に 浸 か 
れ ば 、 旅 の 疲れ も と れる こと だ ろう 。 部 屋 数 は 多い が 、 間 
近 に 迫る ゴル ド 人 バ の 日 の 前 後 は 大 変 な 混雑 が 予想 され る 
た め 、 早め に 予約 を 入れ て お きた い 、。 


バル カ の 城下 町 は 、 と て も 広い 
た め 蒸 気 機関 車 を 使っ て 移動 す 
る 。 駅 は 四 ヵ 所 に ある ぞ 。 


歴代 カレ ギア 王 の 栄光 

王族 の 歴史 と 功績 な くし て 、 カレ ギア の 歴史 を 語る こと は で き な い 。 歴代 
王 と 大 世 は 、 さ ま ざ ま な 法 や 制度 を 整え 、 国民 に 信頼 と 安らぎ を 与え て きた 。 
国内 の 寺 党 か ら 民 を 守る た め 、 ま た 、 災害 処理 な どの 諸 問 題 解決 の た め 、 カレ 
ギア は 正規 軍 と 王 の 盾 と いう 二 大 軍隊 を 持つ 。 首都 の 中 央 に そびえ る 城 は 、 
強大 な 権力 と 武力 の 象徴 。 唆 に 包ま れ た カレ ギア 城 を 描い た 絵はがき は 、 老 
若 男女 に 喜ば れる 定番 の お みや げ だ 。 

城 を 中 心 に 放射 状 に 区 画 整理 され た 美しい 街並み を 見 て も 、 国 が 安泰 に 治 
め ら れ て いる こと が わか る 。 夜 の 歩道 を 彩る 無数 の 街灯 は 、 こ こ で し か 見 られ 
な い ガ ス 灯 で 、 豊か な 財力 と 、 高い 技術 力 の 表 わ れ と も いえ る だ ろう 。 


カレ ギア の 紋章 は 、 ガ ジュ 
マ と ヒュ ー マ が 向き 合っ て 
配置 され て いる 。 その 解釈 
は 諸説 ある 。 


バル カ の 街並み は 、 歴史 あ ※ イ メー ジ 図 


る 石造 り の 家 が 連なっ て い 
る 。 石 の 家 に は 、 湿気 を 逃 
が す 効 果 も 。 
zez ググ . の 262 の oo を - の 6 
さて 、 こ こ で 歴代 王 た ちの 功績 の 一 部 を 紹介 し よう 。 初代 ゴル ド バ バ 王 は 、 大 【 の 2】 
陸 を 統一 し て 国 を 興し た 偉大 な 人 物 。 ここ か ら 、 カレ ギア の 歴史 の すべ て が : 
は じ ま っ た 。 ゴル ド 八 王 の 即位 記念 日 は "ゴルド バ の 日 "と 名 前 を 変え 、 毎 年 。 | 23 


この 日 に は 重大 な 儀式 が 執り 行わ れる こと に な っ て いる 。 

第 五代 ミ マ ー ナ 女王 は 、 そ の 人 な つこ い 性 格 で 、 王 と 国民 の 距離 を 縮め た 。 
よく お 忍び で 街 へ 出 て いた ミ マ ー ナ 女王 は 、 人 々 に 湧 愛さ れ 、 広場 に は 女王 
の 銅像 が 建て られ た ほか 、 後 年 に な っ て 女王 を モデ ル に し た 絵画 が 多数 発見 
され て いる 。 第 十 代 ド ラガ ン 王 は 、 人 々 の 生活 を より 豊か に する べく 、 ミ ナー 
ル に 図書 館 や 体育 館 、 役場 を 建設 させ た 。 第 三 十 二 代 ヤ ー ジ 王 は 、 小動物 へ 
の 虐待 を 防ぐ 法律 「 小 動物 慌 れ み の 令 」 を 発布 。 この こと で 、 当時 ヤー ジ 王 の 
名 前 を つけ た 狼 の ぬい ぐる み が 世 界 中 で 大 流行 し た 。 

先代 ラド ラス 王 は 、 初代 ゴル ド バ 王 の 再来 と いわ れる ほど の 名 君 。 現在 、 
カレ ギア 王国 は 永い 安泰 と 繁栄 の 日 々 を 衣 歌 し て いる 。 (編集 部 調べ ) 


のみ / の / 7Z ン ん ん 


る アク / 「/ の 2: 
ロア 中 還 リプ 


ヒュ ー マ と ガ シ ジュマ 、 同じ 街 に 生活 し な が ら 、 【 道 具 屋 】 イ ー ス タリ ア の 華 【 装 飾 屋 】 極 の 樹 
ラテ が お 3 季 三 ビー チタ ミミ mm 50 の ※ ま プロ テク ト オ ニ キス … 
それ を れ が 独立 し て 長 を た て 、 ャ ウイ ムダ ミ の の 80 の ま マ イン ド オ ニキ ス … 
別 な 生活 を 営ん で いる 街 。 * バ パナ シー アボ トル 2 * ラ イフ オニ キス 
* ま リキ ュー ル ボ トル の * ま メデ ィ カ ルオ ニキ ス … 
か つて は 協力 し あっ て いた が * バ ー ス ト ボ トル * メ ンタ ルオ ニキ ス 
ー * ラ イフ ボトル * ポ イズ ンチ ェ ッ ク 
* ホ ー リ イィ イボ トル - * ま ディレイ チェ ッ ク 
* ダ ー ク ボトル : * パ ニッ クチ ェ ッ ク 
SSR SO ※* ラ イト リス ト 
【 武 器 屋 】 棒 の 樹 * ア ー ス リス ト 
* 人 ルル シュ タッ ト ZZ? RSSRSSSESRRRSSG5 寺 SS35SSS33 人 SG 
* グ レー ト ソ ー ド 【 食 材 屋 】 旅 の 仲間 
* モ ル ゲ ンプ シュ テル 
* シ ル バ ー ト ン フ ァ ー… 
玉 ショ ヴ ス ズリ SS ァ 
* ル ハル ベル ト 
* ホ ー ン ロッ ド 226 の 
* リ リッ クセ プ ブダ ーー 、.…293$ 
* ブ ラッ ディ ッシュ 7675 
キス チー ルアー ムズ 3390 SS 
7935 【 宿 屋 】 旅 の 仲間 
* サ リッ ク カ ー ド 2285 ce 


【 防 具 屋 】 極 の 樹 

祭 胡 ナー ルアー マー 

ポジ 多 人 バー アー 守 ツヤ ー 
ォ コ ニル ドジ ャ みみ ト … 
* 義 ま オ 記 ケ ッ トッ 
* ス チー ル メ イル 

* ネ シルバ ー メ イル 

* ゴ ー ル ドク ロー ク 

※ 齋 : 和 ティ クロ ー ク 
楽 太字 ー ル プレ ー ト 

2 も ナー プ レー ト 

※ ヨ コー ルド ロー ブ 


※ 写 真 は イメ ー ジ で す 


土 路 に 灯 瓦 造り の 家屋 、 荷物 を 運ぶ 山車 と いっ た 、 な つか し いり 牧歌 的 な 景 
色 の 広がる 小さ な 街 。 屋台 の 店 に は 色とりどり の 花 が 並び 、 訪れ る 人 の 目 を 
楽し ませ て くれ る 。 観光 客 の ほとん ど は 、 この 街 の 南 に 広がる ゼ レ ン 湿 原 を 
目当て に や っ て くる 。 湿原 の 規模 は 世界 最大 で 、 さま ざま な 動植物 と 触れ 合 
うこ と が で きる た め 、 最近 で は それ を 目的 に や っ て くる 旅人 も 多い 。 

この 街 に は 、 ヒュ ー マ の 旗 と ガ ジ ュ マ の 旗 が あり 、 その ふた つの 紋様 を 併 
せ た も の が 、 ラ ジル ダ の 旗 と され て いる 。 近年 、 両 種族 の 衝 
突 が 噂 され る ラジ ル ダ だ が 、 か つて は 他 の 地域 に は な い ほ ラジ ル ダ の 6 
どの 協力 体制 を 築い て いた 土地 な の で 、 観光 客 は それ ほど 
神経 質 に な る 必要 は な い だ ろ う 。 

ラジ ル ダ に きた ら ぜ ひ 試 し こみ た い の が 、 ラ ジル ダ 茶 。 口 
に 含め ば 、 ほのか な 渋み と 芳本 な 香り が 広がる 高級 茶葉 だ 。 


宿屋 ・ 旅 の 仲間 の ウエ ルカ ム ド リ ンク に も な っ て いる 。 ラジ ル ダ の 巡 。。 ニ ラジ ル ダ の 反 b 
最近 、 若者 た ちの あい だ で マニ アッ ク な スポ ッ ト と し て 人 
気 な の が 武器 屋 。 カウ ンタ ー の 横 に 、 ラド ラス の 右腕 と し て 
信頼 の 厚かっ た 将軍 ・ 銀 牙 人 ルー マ が 愛用 し て いた 盾 が 飾ら 
れ て いる 。 王室 マニ ア 垂 光 の 逸品 だ が 、 残念 な が ら 非売品 。 


ラジ ル ダ は 、 ヒ ュー マ と 
ガ ジ ュ マ 、 それ ぞ れ が 分 
か れ て お 互い 干渉 し な い 
よう 暮らし て いる 。 


PRE 
ジュマ ゥ リー サー の 雰 - 生 Suk Tv 


ム な に 功 箕 YY 
な ぃ で ぶす. 


※ イ メー ジ 図 


ラジ ル ダ 織 と 四季 の 花 を お みや け げに 
街 の あちこち で 、 目 に する こと の で きる ラジ ル ダ 織 。 目 が 
細か く 、 丈 夫 で 肌触り の いい この 織物 は 、 旗 、 敷物 、 シ ー ツ 


な ど 、 さ ま ざ ま な 用 途 で 重宝 され て いる 。 ラジ ル ダ の 女性 1 < 
た ち は 、 幼い 頃 か ら こ の 織物 を 学び 、 大 人 に な る 頃 に は 一 rs 


人 前 の 職人 に な る 。 ひと つ ひ と つが 手織 り の た め 、 大 型 商 
品 の 予約 は 半年 先 お で いっ ぱい 。 それ で も 、 ランチョン マッ 
ト や 花瓶 の 下敷 き な ど は 、 比較 的 手 に 入り や すい 。 
ラジ ル ダ で は 、 年 間 を 通し て 四季 の 花 が 見 られ る 。 ゼ レ 
ン 湿 原 の 特 異 が 環境 が 、 春 夏秋 冬 の 花 を 一 度 に 咲か せる の 
だ ここ タム クタ ラン ロ ー ゼ ズ 、 ア メー ラマ ナス 、 ラジ は 5) アシス 
イセ ン 、 ド ル チ ェ ジラ ソー レ を 小さ な 花束 に し て 、 大 切な 人 
へ の 贈り 物 に し て みて は ? と ェ - マ の リー ダー の 光 


2 


※ 写 真 は イメ ー ジ で す 
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S00 

20 の の 
* リ キュ ー ル ボトル ォ 00 
* ォ バー スト ボトル 60 の 
* ラ イフ ボトル … 8 
* ホ ー リ イボ トル 300 
* ダ ー ク ボトル 306 


【 武 器 屋 】 鋭 きく ちば し 


※ グ ダグ レート ソ ー ド 
洋 ラディ ウス 
※ ま シルバー ト ン フ ァ ー 


* 八 ルベル ト 

* ス コー ピオ ン 

*※ リ リッ クセ ブタ ー ・ 

* ホ ー リ ィ ス タッ フ 

* ス チー ルアー ムズ 339 の 
※ バ ナウ 立入 タフ ゞ 
* り リリック カー ド 
ネー ワリ イカ ー ド 


【 防 具 屋 】 鋭 きく ち 

* シ ル バ ー ア ー マ ー 

* ス ター アー マー … 

* ミ ステディ ジャ ケッ ト 
* ク リス タル ジャ ケッ ト 36 


263 ゞ 
* ク リス タル タダ ローク 225 
* シ ルバーブ フレート …… 2260 
* ス ター プレ ー ト 2900 

7S80 
* ク リス タル ロー ブ ……395? 
【 装 飾 屋 】 風 の 羽 

720? 
※ マ ッ ス ルオ ニキ ス 7683 
* レ ジス ト オ ニ キス 7Z76 
* ビ ヒー ルオ ニキ ス 7875 
* フ ォ ル ス オ ニ キス 783Z 
※ ポ イズ ンチ ェ ッ ク 7500 
ネ * ネ ディレイ チェ ッ ク 7500 
* バ ニッ ツチ ェ エック 2000 
※ ま ゲイ ルリ スト ・ 7500 
アク デリ スズ ド いい: 7500 


【 食 材 屋 】 卵 卵 


※ 評 ツ ジ ン 
* スタ 


岩 と 砂 だ うけ の ツル ベ バナ 荒 野 に ある 、 小さ な 集落 。 震 を くり ぬき 、 そ の 中 で 
きす さ 点 風 か ら 身 を 避け る よう に し て ガ ジ ュ マ た ちび が 暮らし て いる 。 村 に は 、 
者 や 旅行 者 以外 の ヒュ ー マ の 姿 は な い 。 
あま り に も 厳し い 自然 環境 だ が 、 ツル ベ バナ 荒野 に 描か れ た 地上 繧 を ひと 目 
見 よう と 、 遠方 か ら 足 を 運 点 観光 客 も 少な く な い 。 水 を 入手 し に くい 極 乾燥 
地帯 な の で 、 訪れ る 際 に は 十分 な 飲み 水 を 用 意 し て お く こ と 。 また 、 昼夜 の 
温度 差 が 激しい た め 、 冷た い 夜 風 か ら 身 を 守る 防寒 具 も ある と 心強い 。 

地上 絵 は 、 ピ ピス タ で は 神 の 使い と し され て いる 巨大 な 鳥 の 線画 で 、 いつ ど 
の よう に 描か れ た か は 、 多く の 学者 が 研究 に 没頭 し こい る が 、 い まだ 解き 明か 
され て いな い 。 地上 絵 の 上 に 立て ば 、 え も いわ れ ぬ 神秘 的 な 力 を 感じ られ る 
こと だ ろう 。 絵柄 の 全景 を 見 る こと は で き な い の で 、 地上 絵 の 高空 ポス ター 
で 確か め る と いい 。 この ポス ター は 、 道具 屋 で お みや げ 品 と し て 売ら れ て い 
る 。 ほか に も 、 鳥 の 羽 や 踏 を 使っ た アク セ サ リ ー、 鳥 を 象 っ た 木彫 り の 置物 と 
いっ た 、 さ ま ざ ま な 鳥 グ ッ ズ が 手 に 入る 。 

また 、 ツ ル ベ バナ 荒野 の 環境 は 、 サボ テン の 生息 に 最適 。 カレ ギア に 生息 す 
る 108 種 類 の サボ テン の うち 、 約 65956 に あたる 26 種類 が 、 ツル ベ ナ 荒 野 で 
確認 で きる の だ 。 地上 絵 を 観光 し が て ら 、 新種 の サボ テン を 探し て みる の も 
お も し ろ い だ ろう 。 サボ テン の トゲ に は くれ ぐれ も ご 注意 を 。 
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一 度 は 触れ た い 食 文化 

乾燥 地帯 の ビビ スタ だ が 、 売 られ て いる 野菜 は いつ 
で も みず みず し く 新鮮 。 毎朝 毎 夕 、 遠く の 街 か ら 直 送 
され て くる た め だ 。 と くに 、 水 を 極限 まで 控え て 育て 、 
まっ 赤 に 熟 さ で せ た ト マト は 、 甘味 と 酸味 の バラ ンス が 
よく 、 食材 屋 の 店 主 も イチ オシ 。 

珍味 と し て は 、 この 地域 特有 の アカ トゲ サボ テン は 、 
苦味 の ある 大 人 の 味 で 、 一 度 食べ た ら や みつ き に な る 
お いし さ 。 細か く 刻 ん で スー プ に し 、 か ま ど で 焼い た 
ナン を つけ て 食べ る と 絶品 だ と 評判 だ 。 直 火 に か ける 
と 赤 燥 が 出る の で 注意 ! ほか に も 、 ダチ ョ ウ の 卵 も 
お も し ろ い が これ は 食べ られ な い 。 ビビ ピス タ で は 、 ほ 
か で は 決し て 味わえ な い 食 文化 を 体験 で きる 。 


街 で は 地上 絵 の 島 に ちな ん で か 、 鳥 の 形 の 標識 な ど が 目立つ 。 ダチ ョ ウ を 飼う 少女 も 。 


6zcz の みみ グ の Zoo を - の の 
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[道具 屋 】 雅 々 . 


\* ラ イム グミ 

* パ ナシ ー ア ボトル 

* リ キュ ー ル ボトル 

* バ ー ス ト ボ トル 

ラプ イフ ボトル *wei 80 の 
* ホ ー リ イボ トル ……* …"309 
* ダ ー ク ボトル 982:6> 0 


【 装 飾 屋 】 雅 々 。 
* ブ レイ クト パー ズ ……32283 
※ マ ゴイ ディ イド バー ムズ で "2 う 06 
* リ カバ ー ト パー ズ ・::・ 多 ZZ 
* チ ャ ー ジ トパーズ *… 獲 う 9 
* ビ ピヨ ハン シン トバ ー ズ "名 28 
* ォ ポイ メン チェ ツタ 7500 
=* ネ ティ レイ チェ ッ ク 7500 
* パ ニッ クタ チェ ッ ク 200 の 
* パ ララ イチ ェ ッ ク …… 200 の 
* フ レア リス ト 


【 食 材 屋 】 満 福 商店 


風光 明 開 と いう 言葉 が ぴっ た りな 、 異国 情緒 漂う 小さ な 街 。 紅葉 の 葉 が 地 
面 を 赤く 染め 、 街 を ぐる り と 囲む 堀 に は 錦鯉 が 優雅 に 泳ぐ ……。 風情 あふ れ 
る この 景色 は 、 一 生 に 一 度 は 訪れ た い 観 光 名 所 と し て 、 旅行 雑誌 で も つね に 
人 気 上 位 を 譲ら な い 。 

キョ グエン の 民族 衣装 は 、 と て も 芸術 的 だ 。 前 合わ せ の 美しい 織物 で 、 そ 
の 常に は ビビ スタ 産 の 高級 つむ ぎ 糸 が 使用 され て いる 。 住人 た ち は 、 この 高 
価 な 着物 を 何 着 も 持っ て いて 、 朝晩 ご と に 着替え た り 、 寝間着 に し た り と 、 
使い 分 け て いる 。 経済 的 に 裕福 な 人 の 多い この 街 で も 、 大 富 衰 ワン ・ ギ ン 氏 
は 、 特別 な 存在 。 その 邸宅 は あま り の 豪 秦 さ に 、 観光 スポ ッ ト に な っ て いる 
ほ ご ど 。 また 、 ワン ・ ギ ン 氏 は 自邸 で 定期 的 に オー クシ ョ ン を 開催 し 、 趣味 で 
集め た 骨董 品 を 出品 し て いる 。 参加 は 無料 な の 
で 、 一 度 の ぞい て みて は ? 

キョ グエン の 郷土 料理 を 目 に する と 、 大 抵 の 観 
光 客 が 和 い て 目 を 丸く する 。 口 に する と 、 た ち ま 
ち 火 を 吹い て 走り 出し て し まう ほど 。 そう 、 キョ 
グエン で は 赤 唐 辛子 を ん だ ん に 使っ た 、 まっ 赤 
な 激辛 料理 が 主流 な の だ 。 食べ れ ば 汗 は ダラ ダ 
ラ 、 口 の 中 は ヒリヒリ 。 激辛 マニ ア の あい だ で は 、 
キョ グエン 食い 倒れ ツア ー が 人 気 な ほど 。 白菜 を 
唐辛子 で 長期 間 つ け 込ん だ 漬物 は 、 お みや げに 
最適 。 ぜひ 一 度 は お 試し を 。 


落葉 樹 の 葉 の 美しい 色 の 変 
化 を 、 こ ころ ゆく まで 堪能 で 
きる 。 ゆ っ た り と し た 雰囲気 。 
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※ イ メー ジ 図 


自然 の 街 、 文 化 の 街 

季節 ご と に 葉 の 色 を か える 雑木 林 が 山里 の 秋 を 感じ させ る 、 キョ 
グエン 。 銀杏 や 木 水 母 な どの 恵み も 多く 、 見 て 楽し い 、 食べ て お い 
し いと 魅力 は 尽き な い 。 キョ グエン は 、 こ の 風情 を 愛し た 旅 の 芸術 
家 た ち が 定 住 し た こと で も 有名 で 、 家々 の 壁 に は 200 年 前 の 書道 
家 ネ イ ・ サ ン や 、 その 弟子 ボウ ・ サ ン の 書画 が 飾ら れ て いる 。 いま で 
は わずか が 宿屋 ・ 青 狼 酒 家 で し か 見 られ な い 、 天才 建築 士 に よる 裸 状 
窓 も 、 キ ョ グエン に 残る 芸術 作品 の うち の ひと つ だ 。 

また 、 天才 陶芸 家 サ ン ・ ダ ル マ の 作品 が ワン ・ ギ ン の 家 に ふた つ 
ある 。 いま で は 、 サン ・ ダ ル マ の 孫弟子 が 、 近郊 の 小屋 で 作品 作り 
に 没頭 し て いる 。 作業 の 邪魔 を し な けれ ば 、 見 学 は ご 自由 に 。 
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【 道 具 屋 】 ゆ きだ る ま 


* パ ナシ ー ア ボトル 20 の 
* リ キュ ー ル ボトル 77// 
* バ ー ス ト ボ トル 

* ラ イフ ボトル 

* ネ ホー リ イ ボ トル 

* ダ ー ク ボトル 


【 武 器 屋 】 硬 き ツ ララ 

* グ ラディ ウス 

* エ スト ホック“ 。 

* ジ ャ グ ナ 

※ 寺 ズリ ルド トン ファ ー… 

* ス コー ピオ ン 

* ト ライ デン ト 

* ホ ー リ イス タッ フ 

* ム ー ン セプター 

ステ / 

* シ シルバー アームズ 

* ホ ー リ イカ ー ド 

* シ ル バ ー カ ー ド 

【 防 具 屋 】 極 光 の 結晶 

* ス ター アテ マー 0 SN な 

* ミ スズ リル アー マー…… 5535 
* ク リス タル ジャ ケッ ト 369 の 


*※* ウ ィ ッ チ ジ ャ ケッ アト … の 95 
* 共 ター メイ ル 376 の 


* ミ スリ ル メ イル 406 の 
* グ クリ スタ ルク ロー ク …33426 
ャ ウイ クチ グ ローク ぞ 25 
* ミ スリ ルプ レー ドー 36 
* ク リズ タル ロー ブ ・ 


【 装 飾 屋 】 極 光 の 結晶 

* フ ィ ー ト トパーズ 

* ヒ ビー ルト パー ズ 

* フ ォ ル スト パー ズ 

ネイ チャ ー ト バー ズ … ぞ 
* ミ ステ ィ ト パー ズ 

* ま ポイ ズン チェ ッ ク 

* ま ディレイ チェッ ク 

ナ ニック ツチ エッジ 
ポラ ライ チエ ッ ツ 


ウィ ー ク チェ ッ ク 


* ま アー スリ スト 
* ま フレ アリ スト 


【 食 材 屋 】 マ マ の スー プ 


年 間 の 大 半 が 雪 に 覆 わ れ て いる この 街 で は 、 夏 は 短く 足早 に 過 
ざ 去 っ て いく 。 極寒 の 外気 の 侵入 を 防ぐ た め 、 家 は 機密 性 の 高い 
つく り に な っ て いる 。 外 は 寒く 、 中 は 暖か い 。 これ が ノル ゼン だ 。 
宿屋 ・ だ ん らん の 館 で は 、 寺 道 を 楽に 歩け る よう ノル ズ ィ ブ ー ツ 
を 無料 貸出 し て いる の で 、 ま ず は ここ で 防 寺 対策 を し て お こう 。 

ノル ゼン が も っ と も に ぎわ う の は 、 降雪 の 多い 年 末 に 開か れる 
雪だるま コン テス ト 。 家族 や 友人 ら で チ ー ム を 組み 、 作り 上 げた 
雪だるま の 出来 栄え を 競う も の だ 。 雪だるま の 形 や 大 き さ は 自由 
だ が 、 必ず 2 本 の 角 と 尻尾 を つけ な く て は いけ な いと いう 決ま り 
が ある 。 これ は 、 ノ ル ゼ ン に は ヒュ ー マ と ガ ジ ュ マ の ハー フ が 住 
ん で いた 名 残 だ と 言わ れ て いる が 、 真相 は 定か で は な い 。 去年 の 
優勝 作品 は 、 広場 に 飾ら れ て いる 。 

寒い 夜 を 週 ご す の に うっ て つけ な の は 、 お 漂 だ 。 食材 屋 ・ マ マ 
の スー プ で は 、 ノ ル ゼ ン 銘 酒 大 賞 を 受賞 し た ワン ハン ドレ ッ ド ロ 
ン リ ー と いう お 酒 を た し な め る 。 冷た く 氷 っ た 白 麦 か ら 作ら れる 、 
芳 酸 な 味わい を ぜひ 堪能 し よう 。 数 に 限り が ある の で 、 予約 は お 
〒 め に 。 た だ し 、 お 漂 は 20 歳 に な っ て か ら 。 

村 の あちこち で 遊ん で いる マフ マフ は 、 ド ング リグ ミ が 大 好物 。 
ドン グリ グミ は 、 こ の 街 の グミ 優良 販売 店 の オリ ジ ナ ル 商 品 だ 。 


童話 の 里 ・ 人 人魚 伝説 

ノル ゼン は また 、 世界 中 の 子供 た ち に 愛さ べ れ て いる カレ ギア の 童話 「 人 急 
と 靴 屋 の ハンス 」 の 舞台 と し て も 馴染 み が 深い 。 これ は 、 美 し い 人 魚の 女性 
が 、 病 を 賭け て 村 を 柚 う 海 の 怪物 を 倒し た と いう 伝説 を も と に 書か れ た も の 。 
この 人 介 に 恋 を し た ハン ス と いう 靴 屋 の 青年 が 最高 の 靴 を 作っ て プレ ゼン ト 
を する も 、 彼女 に は 履く こと が で き な か っ た と いう 物語 だ 。 表現 を 変え て 、 カ 
レギ ア 四 大 喜劇 の ひと つと し て も 親しま れ て いる 。 

人 人 伝 説 は 、 こ の あたり に ハー フ が 住ん で いた と 噂 され る 要因 だ が 、 ほ か 
に も 、 ノ フル ゼン に は 学者 が 諸説 を 唱え る 謎 が 多い 。 か つて 、 雲海 に そびえる 
培 に 暮らす 古代 人 が いた と いう 文献 も その うち の ひと つ 。 その 塔 の 目撃 証言 
は な く 、 こ ちら も 真相 は 解き 8 明か され て いな い 。 


、 ※ イ メー ジ 図 
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【 道 具 屋 】 プ レシ ャ スツール 


- * バ ー ス ト ポ ボトル .、 … 
。 * ラ イフ ボトル 


* ホ ー リ イボ トル …………30 
ま * ま ダー クボ トル ………- ンス 300 
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[武器 屋 ] ス ドレ ング スウ ェ ボ 


*※ エ スト ッ ク 

* フ ラム ベル グ 8 の 60 
※ ミ スリ ルト ン フ ァ ー …2225 
AI ea し ーッ 
* ト ライ デン ト 

ネリ ユ ッ セ 九 

* ム ー ン セプター 人 ー チ 

* シ ャ イニ ング ロッ ド * 

* ネ シルバ ー ア ー ム ズ 


66 プ の 
07s】// 


【 防 具 屋 】 タ フネ スガ ー ド 
艇 ルアー ャ ここ の 5535 
om Z230 
* ワ ウィッチ ジャ ケッ ト …… ダ の? 
* ス ピリ ッ ト ジ ャ ケッ ト …6200 
ミスリル メイ ル 7// 
* ル ー ン メイ ル う 765 
ネ ワ ウチ ダダ ローク タフ 5 
*※ 錠 和 トー レーーー 一 っ 
ーー"369 の 
ミル ー ン プレー トー ポン 
* ウ イッ チロ ー ラ ヲ 
Mb 
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【 装 飾 屋 】 タ フネ スガ ー ド 


* マ ッ ス ルト バ パーズ 

* プ ロ テ ク トト パー ズ …36 
* レ ジス トト バー ズ 

* ラ イフ トパーズ 

* メ ディ カル トパーズ ・… 

* ま ポイ ズン チェ ッ ク 

* デ ィ レ イチ ェ ッ ク 

ネバ ニッ クチ ェ エッ ダグ "の 
NAK ゲン 


“ 、 サビ ムイ ン 


※ ま キュウ けけ ke<・ い Sky Ne 29 


切り 立つ 山 と 海 に 囲ま れ た ベル サス は 、 ス ー ル ズ の すぐ 南 に 位置 し な が ら 、 
陸路 で 立ち 入る こと は で き な い 。 少し 離れ た ベル サス 港 が 、 住民 や 観光 客 の 
定 と な っ て いる 。 美しい 景観 と 、 に ぎ や か な 環境 に も か か わら すず 、 川 の せ せ ら 
ざと 島 の さえ ずり が 人 気 を 呼び 、 お も に 夏 の 避暑 地 や 、 スト レス 緩和 の た め の 
療養 地 と し て 利用 され る 。 裕福 な 観光 客 が 多い た めか 、 物価 は 比較 的 高め 。 

ベル サス は 、 有名 人 の 故郷 と し て も 名 高い 。 た と えば 、 海 賊 王 ア イフ リー ド 。 
か つて カレ ギア 中 の 海 を 股 に か け 、 北半球 を 制覇 し た 伝説 の 海賊 だ 。 悪い 金 
持ち か ら 盗 ん だ 金品 を 貧し い 者 た ち に 分 け 与 える 義賊 だ っ た た め 、 ベ ル サ ス 
の 英雄 と し て 語り 継が れ て いる 。 また 、 只 遊 待た 人 ジョ ニレ イス も その ひと り 。 
楽器 を 手 に 旅 し て 歩き 、 世界 中 の あちこち に 美しい 詩 を 残し て いる 。 彼ら の 生 
家 を 訪ね る 旅 は 、 歴史 を 学ぶ 若 者 た ちの 間 で 密か な ブー ム に な っ て いる 。 


ベル サス で 一 番 の 有力 者 、 
スカ ラベ の 住む 屋敷 。 美 し 
い 娘 さん が 客 を 出迎え て く 
れる と か 。 


ベル サス の 光 と 闇 

か つて 、 ベル サス の 広場 に は ヒュ ー マ と ガ 
ジュ マ の 友好 関係 を 象徴 する “調和 の 像 "が 建 
て られ て いた 。 し か し 、 近 年 の 治安 悪化 に 伴い 、 
現在 は この 像 は 倒さ ご され て いる 。 ガ ジ ュ マ た ち 
は 街 の 片隅 で ひっ そり と 暮らし て いる よう だ 。 

それ が 、 ジャ ン ニ 橋 の 向こう に 見 える 小さ 
な 街 並 。 市街 地 の ヒ ュー マ た ちの 華やか か 様 
子 と は うっ て 変わ っ て 、 ここ で の 生活 は と て 
も 質素 な も の 。 夜 に な る と 街 燈 も 少な く 、 昼間 で も 薄暗い 場所 が ある た め 、 
観光 客 が ひと り で 歩く こと は あま りお すす めし な い 、。 日 没 以降 は 特に 用 事 が 
な い 限 り 、 ジャ ン ニ 橋 を 渡ら な い ほ うがい い だ ろ う 。 

か つて 、 ふた つの 種族 が 街 の 発展 の た め に 協力 し て 建設 し た ジャ ン 二 橋 が 、 
いま 種族 を 隔て る 壁 と な ろう と し て いる 。 


※ イ メー ジ 図 


2 ググ ん の. の 4622o を - / 


99 


の ZZ/ の * グ ZZ る 7442c 


【 道 具 屋 行商 人 


* バ ナシ ー ア ボトル 
* リ キュ ー ル ボトル 
* ぇ バースト ボ トル 

* ラ イフ ボトル 

* ホ ー リ イィ イボ トル 

* ダ ー ク ポ ボトル 


【 武 器 屋 】 決 断 

ポン ラム ベル プ 

セー ソー ド 

* チ エイ ロバ ー 生き を 9295 
* プ ラナ ナギ キン ファ ー 72750 
* リ ュ ッ セル 


* シ ャ イニ ング ロッ ド …6200 
* ネ クラ ンド セブ プター. 2075 
* ウ ルコ 

* ミ スリ ルアー ムズ 

※ ム ー ン カー ド 

* シ ャ イニ ング カー ド 77280 


【 防 具 屋 】 望 郷 

* ォ ルー ン ア ーー マー Z230 
* ブ ラチ ナ ア ー マ ー パグ 200 
* ス ピリ ッ ト ジ ャ ケッ トド …6200 
※ ブ リズ ムジ ャ ケッ トー ク の 和 2 
* ル ー ン メイ ル 5765 
* プ ラチ ナメ イル 70845 
* ォ スピリット クロ ー ク …・568 の 
ネプ リス ムク ロー グ 2230 
* ル ー ン プレ ー ト ZZ50 
* ブ ラチ テ ナ ブレ ー ト …/0729 
ォ * ス ピリ ッ ド ロー ソ 6Z75 
※ ま プリ ズム ロー ブ 868 の 


【 装 飾 屋 ] 望 郷 

* ォ シー ルド エメ ラル ド …98097 
* マ イン ド エ メ ラル ド …6832Z 
* ラ イフ エメ ラル ド 9773 
* メ ンタ ル エ メラ ルド …92950 
* フ レイ クエ メラ ルド 29422 
* リ カバ ー エ メラ ルド …2529 
* ビ ヨハ ン エ メラ ルド … 9 の Z327 
* ポ イズ ンチ ェ ッ ク 7500 
ネ デ ィ レ イチ ェ ッ クン 750 の 
※ ル バー ニッ タチ ナチ エッグ 

ォ ネバ ララ イチ エッ グ 2000 
* ネ ウィー チェン クン 250 の 
* フ リー ズ チェッ ン 250 の 


【 食 材 屋 } や ずら き 


【 宿 屋 】 や すら ぎ ………… 709 


雪 の 吹 さ すさ 京北 の 果て に ある 、 小さ な 集落 。 世界 地図 に も この 村 の 存在 
は 記さ れ て いな い 。 人口 は わずか 20 人 ほど で 、 山 に 洞穴 を 堀 り D、 そ こ を 住 
居 と し て 翌 ま し く 暮 らし て いる 。 四方 を 氷山 と 氷 海 に 団 ま れ て いる た め 、 陸 
路 は 遮断 され て いる 。 も ちろ ん 定期 便 も 出 て いな い 。 村人 た ち が ど の よう に 
し て ここ へ 辿り 着き 、 定住 し た の か は 明か され て いな い が 、“ 里 な さ 者 の 住む 
村 ' と いう 異名 や 、 村 に ヒュ ー マ と ガ ジ ュ マ の 夫婦 、 ハー フ の 子供 の 姿 が 見 て 
取れ る こと か ら 、 な ん ら か が の 理由 で 故郷 に 住み づつ づらく な っ た 者 た ち が 人 行き 着 
いた アル カ デ ィ ア で は な いか と 推測 で きる 。 

実り の な い 氷 っ た 大 地 に 、 青空 の 見 えな い 分 厚い 雲 。 極寒 の 生活 環境 に も 
関わ ら ず 、 村人 は みな 温か く 、 親切 だ 。 宿屋 ・ や すら ぎ に 用 意 
され た 旅人 を 歓迎 する スノー ザン リリ ー や 、 丁寧 に 刺繍 され 
た 寝間着 、 そ れ に 、 寒さ の 吹き 飛 応 温か い 食 事 な ど か ら 、 彼 
ら の 人 間 性 を 感じ 取る こと が で きる 。 村人 た ちの 生き 方 は 、 
まる で 寺 を 押し 分 け て 生え る ほど の 強 融 な 生命 力 を 持つ ユ 
り 、 ス ノー ザン リリー そ の も の だ 。 

長く 厳し い 冬 を 乗り 越え る 秘訣 は 、 短い 夏 の 間 に 行なわ れ 
る 準備 に 才 訪 が な いか ら に ほか な ら な い 、。 保存 食 と し て 、 モ 
クラ ドリ ン ゴ の 花 の 人 ハチ ミツ を は じ め 、 プラ ム の 果実 酒 、 イチ 
ゴジ ャ ム 、 パプ リカ の 漬物 な ど 、 さま ざま な 食材 が アニ カマ 
ル 焼 き の 丸 電 に 貯蔵 され て いる 。 


放浪 の 旅 か ら 戻 っ た 占い 師 

か つて 、 タロ ッ ト カ ー ド を 手 に 世界 中 を 旅 す る ガ ジ ュ マ の 占い 師 が いた 。 
旅人 や 冒険 守 の 間 で は うわ さと し て 語ら れる 程度 だ が 、 彼女 の 目撃 証言 は 、 
西 は スー ルズ か ら 、 東 は ノル ゼン まで 、 じつに 広範 囲 に 渡っ て いる 。 占い の 
的 中 率 は 高く 、 予言 は ほぼ 10096 当 た る 。 

お よそ ら O 年 前 、 夫 と 娘 と 海 を 越え て 環状 列石 遺跡 へ 向かっ た まま 、 彼女 は 
行方 を くら まし た 。 そし て 、 数 年 後に た た び ぴ び モ クラ ド 村 に 戻っ て きた と き に 
は 、 ひ と り ぼ ば っ ち だ っ た と いう 。 彼女 の 身 に な に が 起き た の か は わか ら な い 
が 、 現在 は 、 こ の 村 で 評判 を 聞き つけ て や っ て きた 迷い 人 た ち に 、 占い で 救 
い の 手 を 差し 伸 べ て いる 。 興味 が あれ ば 、 村 の 最 奥 の 民 家 を 訪ね て みよ う 。 


海 の 方 へ 抜け る と 、 
大 陸 の 反対 側 へ の | 
近道 と な る 。 これ な 
ら 環 状 列石 遺跡 も と 
て も 近い 。 


道 に 迷っ た 旅人 が 、 寺山 の ふも と 
で 偶然 見 つけ た モク ラド 村 。 気 
温 は 低い が 人 々 は みな 温か い 。 


7 の 0 欄 7 7777c 


ー テ ヨ 二 
の 7222772720// の 4/74 ' の 622g 計 ) こ こ ア 2 < 
魅惑 の 隠れ 里 


うさ に ん の 柚 


不思議 な 住人 た ち に よる 、 楽 まぐ 愉 
た どり 着く に は 空路 し か な いと 2 
特殊 な 場所 に も か か わら す 、 軸 計 


訪れ る 人 は あと を た た な い 


革 


※ 写 真 は イメ ー ジ で す 


北極 海 に 浮か ぶ 小 さ な 島 に 、 一 件 の 建物 が 建つ て いる 。 と て も 村 と は いえ な 
いぼ ほど 小さ な 集落 で 、 地面 の 穴 や 木 の う ろ に 住む お "の こ "、 ニ ンジ ン が 大 好き な 
" つ さ に ん "、 寒 い の が 苦手 で 家 の 中 か ら 出 て こない "ねこ に ん "た ち が 、 面 白 お 
か し く 暮 らし て いる 。 一 見 少 人 数 だ が 、 隠れ て いる 村人 が いる らし い 。 

彼ら は ヒュ ー マ で も ガ ジ ュ マ で も ハー フ で も な い 特 殊 な 存在 。 学者 た ち が 彼 
ら の 実体 解明 の た め に この 村 を 訪れ る も 、 あ まり に の ん びり し と し た 雰囲気 に 
すっ か り 研 究 心 を そ が れ 、 楽し く 遊 ん で 帰っ て いく の こと の ほう が 多い よう だ 。 

凍てつい た 大 地 に 食料 は 少な く 、 の この 耳 が 、 うさ ざ に ん と ね こ に ん の 主食 
に な っ て いる 。 の この 耳 は 食べ て も すぐ に 生え て くる し 、 放っ て お く と 上 自然 に 
落ち て し まう も の な の で 、 耳 を 取ら れ て も 、 の こ に と っ て は 爪 や 髪 を 切る よう 
な も の 。 痛く も か ゆく も な い 。 また 、 う ざさ に ん は 小さ な 畑 で わずか な が ら も 藤 
園 を 営ん で いる 。 ここ で 自作 し た ニン ジン を 紐 に 通し て 干し 、 渋み を 抜い て い 
た だ く 。 旅人 に と っ て は 、 あ まり 美味 と は いえ な いよ うだ が ……。 

建物 は 和風 の 暖房 器具 、 コ タツ の 形 を し て いて 、 中 に 入る と 、 夫 井 に は あ た 
た か そう な も の が 装着 され て いる 。 じつは カレ ギア の どこ より も ハイ テク ノロ 
ジー の 駆使 され て いる 場所 か も し れ な い ? 


※ イ メー ジ 図 


ね こ に ん の 家 は 、 コタ 
ツ の 形 。 中 で は ネコ 
を 飼っ て いる 。 よ く 見 
る と 、 コー ド の よう な 


1 の 22224 グル ん の グ の. の 4222o を - 7 タダ 
L 】 
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うさ に ん 流 お も て な し 

うさ に ん た ち は 、 お 客 さ ん が 大 好き 。 観光 客 が や っ て くる と 、 カー ド を 使 
っ た 愉快 な ゲー ム で 旅 を 盛り 上 げ て くれ る 。 また 、 何 度 も うさ に ん の 村 へ 定 
を 運ん で 顔なじみ に な る と 、 特別 な が も の を 見 せ て も ら え る 。 

また 、 ね こ に ん の うち の ひと り は 、 世界 の 武器 の コレ クタ ー。 ある も の と 
引き 替え に 、 コレ クシ ョ ン を 見 せ て くれ る と いう 噂 も あり 、 離島 で め ある に も 
か か わら ず 、 旅行 者 が と きど き 立 ち 寄 っ て いく こと も ある と いう 。 


Gg/Ze を の の ZZ を oo - ラク 


果て の な い 館 . 
[サイ グロ ー グ の 館 ] 


雪山 に 囲ま れ た 、 幻惑 の 屋敷 。 


みごと な キャ ンド ルツ リー が 旅人 を 迎え る 。 


サイ グロ ー グ と いう 道化師 が 住ん で いる 
謎 の 多い 館 。 北海 に 浮か 上 ぶ 島 に あり 、 四方 を 
ぐる り と 高い 土山 に 囲ま れ て いる た め 、 こ て の 
場所 を 発見 で きる 者 は ほとん どい な い 。- も ち 
= ろ ん 地 図 に も 記さ れ て いな い 。 

見 た 目 は 3 階 建 て ほど の 小 ざ な 城 に 見 える 
が 、 一 度 足 を 踏み 入れ る と 、 そ こ は も う 異 空 
間 。 進め ど 進め ど 果 て は な く - 最 高階 は 40 
階 と も 60 階 と も 噂 され て いる 。 か わい らし 
いぬ い ぐ る あや 色とりどり の 花 、 風船 で 飾ら 
れ た 室内 は 、 夢 と メル ヘン の 世界 に も 見 える 
が 、 軽装 で 行く と イタ イ 目 に あう だ ろう 。 


の 22222272 の ん 〆 グ の ん o る を - / の 2 


虚無 街 
に 2 リ ュ ン ヘル rl 


地図 に あの っ て いな い 、 幻 の 街 
軒 に 2 の か 全く 不明 。 


、 世界 の どこ か に 存在 する 街 だ が 、 そ れ を 知 
る も の は 誰 も いな い 。 すべ て が 謎 に 包ま れ て 
いる 不 恩 議 な 場所 だ 。 
、 王国 で は 、 大抵 の 子供 が 「 悪 いこ と を する 


_ ド 和 い 街 に つれ て いか れる ] と 叱 られ た 経 


otn その [頂い 街 」 が こ 


0 ける の だ 。 
7 迷い 込む か も 知れ な い …- 


館 の 主 は 不思議 な 人 

物 。 ここ に 一 度 足 を 
踏み 入れ る と 、 いつ 
出 ら れる か わか ら な 
いと いう 。 


いた 場所 な の だ ろう か それ と も …… 4 1 よう だ ーー 


* 旅 の し お り * 


第 1 章 42 第 2 章 /90 第 3 章 /132 


と // 
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第 / 章 - ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ぞ ン 


スー ルズ で の 出来 事 一 ーーーーーーーーーーーー タ の 


四 星 ・ フ ワル トゥ ダイ の 
ナレ ルウ アァ アア 0 山本 え ーーーーーー…ー の 
雨 の フォ ルス ・ ア ニー ーーーーーーーーーーーー ジ ダ 
能力 者 の 悲劇 一 一 ーーーーーーーーーーーーー ジ の 
迷い の 礎 の 悪魔 一 一 一 ーーーーーーーーーーー2 ぎ 
樹 の フォ ルス ・ テ ィ ト レイ 一 一 ーーーーーーー ぞ の 
河 を 下っ て サ ニ イ タウ ン へ -ーーーーーーー の 3 
雷 の フォ ルス ・ ヒ ル ダ 一 ーーーーーーーー 一 の ヶ 
悲し い 運命 を 背負 う ハ ー フ ーーーーーーー 一 6Z 
砂漠 を 抜け る 地下 水路 ・ カ レー ズ 6 の 
旅人 と 村人 の 確執 を 経て ーーーーーーーーー ク の 
訂 礼 者 の 石段 一 一 ーーーーーーーーーーーー ク 2? 
大 空 に 近い 本 邊 一 ーーーーーーーーーーーーZ 
船 で クレ ア を 追え ! 一 ーーーーーーーーーー9 の 
族 の 秘 奉 通路 一 ーーーーーーーーーー 空 
カレ ギア 城 へ の 潜入 一 一 ーーーーーーー ぴ ダ 
ふた た び カ レギ ア 城 へ 一 ーーーーーーーーー9@Z 
第 2 章 一 ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ク タク 
クレ ア と と も に 新た な る 旅立ち 一 一 一 一 一 2 
ガ ジ ュ マ と ユー ジー ン の 変化 一 ーー 一? 
秘薬 を 探し て 東 の 大 陸 へ 一 ーーーーーーーー の ぎ 
闇 の 力 の 正体 ・ 聖 獣 イ ー フ ォ ン - ZZ/ 
聖なる 鳥 を 蘇ら せろ 一 一 ーーーーーーー/ の Z 
聖 獣 フォ ニア と マオ の 記憶 ーーーーー/ の 2 
ラジ ル ダ で の 種族 間 抗 争 一 一 ーーーーー/ の ク 
アガ ー テ と クレ ア ーーーーーーーーーーー/// 
白銀 の 大 地 へ -- 一 ーーーーーーーーーーー/Z3 
偽り の 塔 ーーーーーーーーー 一 7/ タ 
受け 継が れる ドク ター・ バ ー ス の 心 7/2 
聖 獣 ウォ ン テ ィ ガ が 語る 真実 一 一 ーー-// ぎ 
アガ ー テ の 訴え 一 ーーーーーーーーーーー/2/ 
ヒュ ー マ 好 き な 聖 獣 シ ャ オル ー ン 72 タ 2 
大 空 を 駆り 、 新た な る 大 地 へ 726 
聖 獣 ギリ オー ヌ と 真実 の 姿 一 一 72 ぎ 
幻 の 島 と 聖 油 ラ ンド グリ ー ズ ーーーーーーー/3 の 
第 3 童 一 ーーーーーーーーーーーーー/32 
砂漠 に 追い や られ た ヒュ ー マ ーーーーーーー/36 
蒼 獣 信仰 の 司祭 を 巡っ て 一 ーーー 一 一 /39$ 
将 を 出 た 子供 を たち 一 ーーーーーーー ブ タク 
容 を 消し た クレ ア ーーーーーーーーーーーー/ ダ 2 
スー ルズ か ら の 再 出発 一 ーーーーーー ア タタ 
聖なる 王 が 眠る 幕 一 ーーーーーーーー/ ダ の 
ジル バ の 野望 7 ば 
負 の 感情 の 巣窟 へ 一 一 ーーーーーーーーー/2/ 


破滅 の 連鎖 を 断ち 切る 最後 の 戦い /2 


終 東 ーー ーーー ニー ニー ニニ mm ニニ ーー ニー ニー の 


[攻略 ペー ジ の 見 方 ] 


スト ー リ ー を 追う こと で 、 攻略 ポイ ント や 、 次 に 進む べき 場所 が わか る よう に な っ て いま す 。 また 、 重要 な 言 
葉 は 太字 で 表記 され て いま す 。 文中 の ※ は 、 写真 を 使っ て 補足 し て る も の を 意味 し 、 写真 の ※ の 番号 と 対 


応 し て いま す 。 ダ ンジ ョ ン が ある と ころ は 、 ダン ジョ ンマ ッ プ を 掲載 し て いま す の で 、 迷わ ず 進 むこ と が 可能 
で す 。 


可 い の 森 の 悪夢 


[マッ プ グ 上 の 記号 の 見 方 ] 


グ 
start マッ プ の スタ ー ト 地 点 ② 冒険 の 記録 を セー ブ で きる 場所 
に は っ 
ゲ ャ っ 
AA、 ア ンプ Ap AE 
。Y。 フ ォ ルス を 使っ て 仕掛 け を 解く 場所 1 宝箱 が ある 場所 
生 、 呈 O 
GS 足元 が 崩れ た り 、 ルー プ し た りす る 場所 cBiras2 その 地域 に 出現 する バイ ラス や 蔽 
Tr&P 


ンー スイ ッ チ を 入れ た り 、 特定 の アイ テム を 


crtemm? ダン ジョ ン 内 で 入手 で きる アイ テム 
POIPP 使う こと で 先 に すす め る 場所 


ボス キャ ラク ター と の 戦闘 に な る 場所 


グ / 


80 


9006 


が 建 穫 較 面 を ひき 、 カジ ュ 


平和 な 共存 を し て いる な に より の 証 だ っ た 


ラド ラス が 国民 の 前 に 次 を 現 わ さ な く な っ て 、 どの くら い が 経 


日 に 奏 弱 し て いっ た 


生命 ・ 精 神 の 力 に よっ て 生み 出さ れる 特殊 能力 の 総称 だ 


2 
2 


て の フォ ルス は 6 つの 属 


半 


即 し て 生き る ガ ジ ュ マ に 現われ る も の だ 


2 の 


スー ルズ で の 出来 事 


スー ルズ 


幼なじみ の クレ ア が どう し て 水 漬 け に な っ て し まっ た の か 、 ヴェ イグ に は わか ら な 
い 。 た だ 、 そ れ が 自分 の 放っ た 妙 な 力 の せい だ と いう こと だ け は は っ きり し て いた 。 
1 年 前 、 ク レア は ヴェ イグ の 目 の 前 で 、 ヴェ イグ の 手 に よっ て 氷 漬 け に な っ た の だ 。 
水 は H 叩 けど 燃やせ ど 、 溶け る こと は な か っ た 。 

それ 以来 、 ヴェ イグ は 毎日 の よう に クレ ア の 任 む 集会 所 へ 通い つめ 、 氷 に 閉じ 
こめ られ た クレ ア を 見 守っ た 。 村人 の 中 に は 、 は っ きり と 口 に は 出さ な い が 、 ヴェ イ 
グ を 責め る 者 も いた 。 子供 た ち は ヴ ェ イ グ の 上 顔 を 見 る な り 怖 が っ て 声 を あけ で 逃 
げ て いっ た が 、 彼 に と っ て は そん な こと は どう で も よかっ た 。 誰 よ り も ヴェ イグ を 責 
め て いる の は 、 村人 で も クレ ア の 両親 で も な く 、 彼 目 身 だ っ た か ら だ 。 

そん な ある 日 、 ふた り の 旅人 が ヴェ イグ を 訪ね て きた 。 マ オ と 名 乗る ヒュ ー マ の 
少年 と 、 ガ ジュ マ の ユー ジー ン で ある 。 突然 「 お 前 を 迎え に 来 た 」 と 言い 放つ 来 
訪 者 に 、 ヴェ イグ は 剣 を 構え た 。 少 し 剣 を 交わ し た の ち 、 マオ と ユー ジー ン は 、 ヴ 


て 4 円 (イメ 

を / の ZZ -/ ZZ の の の 
ヴェ イグ ・ リ ュ ン グ ベ ル 

幼い 頃 に 両親 を 亡くし 、 ク レア と 
と も に 育っ た 青年 。 暴走 し た 氷 
の フォ ルス で クレ ア を 氷 漬 け に し 
て し まっ て 以来 、 心 を 閉ざし 、 笑 
顔 を 失っ て し まっ た 。 

調 種 泊 / ヒ ュー マ 講 年齢 プ 18 歳 
護身 長 ・ 体 重 プ 183cm・71kg 


ェ イ グ の 力 が フォ ルス と 呼ば れる 特殊 能力 で ある こと を 教え て くれ た 。 ヴェ イグ が 
フォ ルス に 覚醒 し た 際 、 た また ま 近 くに いた クレ ア が 、 暴走 し た 力 の 犠牲 に な っ て 
し まっ た の だ 。 マ オ は 炎 の フォ ルス で クレ ア の 氷 を 溶かし 、 ク レア は 無事 に 救出 さ 
れ た 。 ク レア は 1 年 前 に な に が 起こ っ た の か 、 まっ た く < 覚え てい ない 様 子 。 氷 を 砕 
こう と し て 傷 だ ら け に な っ た ヴェ イグ の 手 を 心配 し つつ 、 自 分 を 案じ て いる で あろ う 
家族 に 会 うた め 、 ひと あし 先 に 家 に 帰っ て いっ た 。 

クレ ア が 去る と 、 村 の 中 まで 入り 込ん で きた バイ ラス が 襲い か か っ て くる が 、 フ 
ォ ル ス 能 力 者 で ある 3 人 の 敵 で は な い 。 マオ の 話 に よる と 、 フォ ルス 能力 者 も バイ 
ラス の 増加 も 、 と も に ある こと が 原因 だ と いう 。 

さて 、 マオ と ユー ジー ン は クレ ア の 思 人 と な っ た わけ で 、 諸 険 に は で き な い 。 ひ 
と まず すず 、 ふた り を 連れ て クレ ア の 家 で 食事 を と る と と に し た 。 そこで 、 ヴェ イグ は 、 1 
年 前 に 起こ っ た ラド ラス の 落日 に つい て 聞か され る 。 

1 年 前 、 国王 ラド ラス は 自ら の フォ ルス を 全 解 放し て 逝去 。 解き 放 た れ た 王 の フ 
ォ ル ス は 、 眠っ て いた 人 々 の フォ ルス を 呼び 覚まし 、 多く の 者 が フォ ルス 能力 に 覚 
本 し た 。 ヴェ イグ も また 、 その ひと り だ と いう 。 フォ ルス 能力 者 と と も に バイ ラス も 


7 ん の e (の みん ze と 
クレ ア ・ ベ ネッ ト 

ヴェ イグ の 幼なじみ で 、 身寄り の 
な い ヴ ェ イ グ と は 、 家族 同然 に 育 
っ た 仲 。 前 向き で 明る い 性 格 で 、 
いつ も 不器用 な ヴェ イグ を さり ば げ 
な く フ ォ ロ ー す る 。 

贈 種 族 プ ヒュ ー マ 議 年 齢 17 歳 

圏 身長 ・ 体 重 プ 163cm・45kg 


77722772 と z/7/y ん 
ユー ジー ン ・ カ ラル ド 

鍛え 抜か れ た 肉体 と 冷静 沈着 な 
精神 を 併せ 持つ 、 鋼 の フォ ルス の 
能力 者 。 カ レギ ア 国 王 直 属 部 
隊 ・ 王 の 盾 の 元 隊長 だ が 、 ある 事 
件 を 起こ し て 軍 を 追わ れ た 。 

詳 種 族 / ガ ジュ マ 護 年 齢 /40 歳 
較 身長 ・ 体 重 /193cm・108kg 


ン シノ クン * マオ 

明朗 活発 な 少年 。 記憶 を 失っ て 
暴走 し て いる と ころ を 、 ユー ジー ン 
に 保護 され る 。 以降 、 ユ ー ジ ー ン 
を 父親 の よう に 慕っ て きた 。 災 の 
フォ ルス の 能力 者 。 

時 種族 プ / ヒ ュー マ 較 年 齢 13 歳 
圧 身 長 ・ 体 重 プ 153cm・38kg 


2/ 


2 


増加 し 、 世界 は 混乱 に 


旅 を し て いて 、 ヴェ イグ を 訪ね て きた の た 。 
そん な 話 の 途中 で 、 マル コ が 慌て て 家 に 駆け 込ん で きた 。 村 の 集会 所 に 、 カレ 
ア 国 王 直属 部 隊 ・ 王 の 盾 と 、 そ の 中 で も 選りすぐり の エリ ー ト ・ 四 星 の ト ー マ が 
RS p で 美しい ヒュ ー マ の 娘 を 集め て いた 。 ヴ 


テオ イグ 。 マ オ 、 ユー 


| ヴェ イグ 、 ちょ っ と 行っ て くる ね 」 ク レア は まる で 近 


中 っ た 。 マオ と ユー ジー ン は 世界 を 救う た め に 仲間 を 探す 


ジー ン の 3 人 が 有力 を 合わ せ て 斬り か か る も 、 雄 の フォ ルス を 持つ 
トー マ に は 到底 か な わな い 。 


そこ へ 四 星 の サレ まで も が 姿 を 現 わ し 、 ヴェ イグ の 必 
死 の 抵抗 も むなしく 、 クレ ア は 王 の 后 に 連れ 去ら れ て し まっ た ……… 


そう 言い 残し 、 王 の 盾 と と も に 村 を 出 た 。 
ヴェ イグ の 心 は も う 決 まっ て いる 。 ク レア を 助け る た め 、 マオ 、 ユー ジー ン と と も 


に 王 の 盾 を 追う と ! 


ラキ ヤ 

クレ ア の 母親 。 ヴェ イグ に と っ 
て は 育て の 親 に あたる 人 物 。 
いつ も あがい 和 呆 を だ re. 電 
いる 。 得意 料理 で ある シチュ 

ー は 、 スー ルズ 産 の 牛乳 を 使 
っ た 人 逸品 。 料理 の 腕前 は 、 ク 
レア に も 受け 継が れ て いる 。 


クレ ア の 母親 。 ヴェ イグ に と っ 
て は 育て の 親 に あたる 人 物 。 
VPI 陽 RG 
いる 。 得意 料理 で ある シチュ 
ー は 、 スール ズ 産 の 牛乳 を 使 
っ た 胸 品 。 料理 の 腕前 は 、 ク 
レア に も 受け 継が れ て いる 。 


7/ グ / 


利和 
四 星 の 中 で ゆい いつ の ヒュ 
マ 。 知 的 な 顔立ち と は 裏腹 に 、 
他人 の 苦し みや 不幸 を 好む 猟奇 
的 な 性 格 を し て いる 

調 種 族 プ ヒュ ー マ 画 年 齢 ノ 24 上 
田 身 長 ・ 体 重 プ 169cm・54kg 


丘 所 に 出かけ る か の よう に 笑顔 で 


の ン ZZ/ トー マ 

主 の 捕 、 四 星 の う ちの ひと り 。 
磯 の フォ ルス を 持ち 、 サ レ と と も 
に 行動 し て いる 。 サ レ の お 目付 
役 と の 暗 も …… 。 ユー ジー ン に 
ライ バル 心 を 抱い て いる 。 

詳 種 族 プ ガ ジ ュ マ 年 齢 プ 38 歳 
田 身 長 ・ 体 重 プ 192cm・126kg 


スー ルズ ー ラ ルレ ン 大 橋 ケ ケッ ト 街 道 沿い の 小屋 


マオ と ユー ジー ン は 、 王 の 盾 に 所 属し て いた 。 ラ ドラ ス の 落日 に 端 を 発し た 
ー 連 の 異変 と 、 王 の 盾 の 関連 を 調べ る うち 、 ユー ジー ン は ある 事件 を 起こ し て 
軍 か ら 姿 を 消し た と いう 。 

話 を 聞い た あと 、 ラ キヤ と マル コ に 見 送ら れ 、 ヴェ イグ た ち は 村 を 出 た 。 この 
村 の 宿 の 主人 は ヴェ イグ を 嫌っ て いた か ら 、 バイ ラス と の 戦闘 で 傷つい て も 休ま 
せ て は くれ な い 。 だ が 、 ラ キヤ と マル コ は 、 いつ 戻っ て も ヴェ イグ を 暖か く 迎 えて 
くれ る の だ っ た 。 地下 の 部 屋 で 、 ゆっ くり 体 を 休め る こと が で きる 。 

トー マ と の 戦い で 覚え た 技 を 試し が て ら バ イラ ス と 戦う うち 、 少 し ガル ド が 貯 
まっ た よう な の で 、 長旅 に 備え て マオ と ユー ジー ン の 防具 を 買い に いっ た ん 村 の 
装備 品 屋 に 戻る こと に し た 3 人 は 、 店 主 の ステ ィ ー ブ の 様子 が お か し いこ と に 気 
付く 。 な ん で も 、 クレ ア 誘 拐 の 一 件 で 、 モ ニカ が 自分 に 責任 が ある と 思い 込み 、 
落ち 込ん で いる と いう の だ 。 集会 所 に いる モニ カ に 元気 を 出せ と 声 を か け て み 
た が 、 彼女 は 気 が 治 ま ら な いよ うだ っ た 。 

道具 屋 と 食材 屋 の 主人 に 挨拶 を する と 、 鱗 別 に ライ フ ボ トル な どの アイ テム を 
くれ た 。 ヴ ェ イ グ の 味方 を し て くれ る 者 は 決し て 少な く な か っ た の だ 。 装備 も 整 
え 、 いよ いよ 本 格 的 に 出発 。 

王 の 盾 は 、 海路 で 首都 バル カ へ 戻る は ず だ 。 港町 ミナ ー ル へ 行け ば 、 追い つ 
く か も し れ な い 。 ミナ ー ル を 目指 し て ラル レン 大 橋 に 差し 掛か る と 、 漆黒 の と 


漆黒 の 舞 の リー ダー 的 存在 。 ギン ナル を 尊敬 し 、 行動 を と お 洒落 と 貴金属 が 大 好き な 、 
見 栄 っ 張り の 強がり 。 大口 ば も に し て いる 変わ り 者 。 食 べ 漆黒 の 細 で ゆい いつ の 女性 。 


か り た た くわ り に は 、 や る こと が 
小さ い 。 威勢 は いい が 、 力 は 凛 
いと 散々 だ が 、 どこ と な く 憎 め な 
い 性 格 。 顔 は 悪く な いた め 、 意 
外 と 女性 に モテ る らし い ……。 


る こと が 大 好き で 、 その 巨漢 
を 生か し て 重厚 な 攻 を ぶん ぶ 
ん と 振り まわ す 。「 一 で や ん ス 」 
が 口癖 で 、 ギ ン ナ ル の 言う こ 
と に 反対 し た こと は な い 。 


雷 の フォ ルス の 能力 者 だ が 、 見 
習い の た め 、 使え る 術 は ひと つ 
し か な い 。 ギン ナル と ドル ン ブ を 
小 馬 鹿 に し て いて 、 裏 の リー ダ 
ー は 自分 だ と 思っ て いる 。 


の 6 
ee 


に Cy 前 


と 4/ 


の 


名 乗る 3 人 組 が 行く 手 を ふさ ぐ 。 だ が 、 どう も この 3 人 は 王 の 盾 の 下っ 端 の よう 。 
ギン ナル 以外 は 動き も 緩慢 で 、 簡単 に 退け る こと が で きた 。 

旅人 の 多い ケ ケ ッ ト 街 道 に は 、 休憩 の た め の 小 屋 が ある 。 育ち 盛り の マオ が 
空腹 を 訴え た た め 、 ひと まず 宿屋 に 泊まる こと に し た 。 翌朝 に な る と 、 親切 だ っ 
た 小屋 の 人 々 が 一 変 。 み な 手 に 武器 を 持ち 、 ヴ ェ イ グ た ち に 襲い か か っ て きた 。 
だ が 、 人 々 か ら フ ォ ル ス は 感じ な い 。 マ オ と ユー ジー ン は 、 こ の 事態 を 引き 起こ 
し て いる 人 物 に 見 当 が つい て いた 。 小屋 の 人 々 は 、 四 星 ・ ワ ルト ゥ の 暗示 に か 
けら れ て いる に 違い な い 。 ユー ジー ン に よれ ば 、 暗示 を 解く に は 、 暗示 の きっ か 
け と な っ た 音 を も う 一 度 聞 か せれ ば いい らし い 。 ヴ ェ イ グ は 部 屋 の も の を か た っ 
ば し か ら 調 べ 、 鶏 時 計 を 鳴ら し た 。 
「 コ ケ コ ッ コ ーッ ]」 鶏 時 計 の 音 で 、 糸 が 切れ た よう に 気 を 失う 小屋 の 人 々 。 そ 
し て 小屋 の 外 に は 、 や は り ワ ルト ゥ の 姿 が あっ た 。 

ワル トウ ゥ は 、 ユー ジー ン が 王 の 庄 に いた 頃 の 部 下 で 、 ふた り は 20 年 来 の 戦友 
だ 。 ワ ルト ウゥ は 、 ユー ジー ン が 軍 を 辞め る きっ か け と な っ た 事件 を 何者 か の 陰謀 
だ と し 、 王 の 丘 に 戻る よう 説得 し て きた 。 だ が 、 ユ ー ジ ー ン に は その 気 が な いと 


7 な ワル トゥ 


四 星 の うち の ひと り 。 音 の フォ 
ルス で 人 々 に 催眠 を か け 、 自由 
に 操 る 。 か つて の 上 司 で ある ユ 
ー ジ ー ン を 区 愛す る 一 方 、 国 へ 
の 忠誠 心から 剣 を 向け て くる 。 

国 種 族 プ / ガ ジュ マ 罰 年 齢 /44 歳 
主 身 長 ・ 体 重 /178cm・48kg 


わか る と 、 な に も せ ず に 去っ て いっ た 。 

国王 に 背 い た ユー ジー ン と 、 カレ ギア に 忠誠 を 故 う ワル トゥ 。 ふ た り は 旧友 だ 
っ た が 、 も は や 相 容 れ る こと は な い 。 つ ぎ に 会 うと き は 、 蔽 同士 な の だ 。 

ユー ジー ン は 王 の 丘 を 追わ れ た 事件 の こと を 話し た が ら な い が 、 い ずれ わか 
る と き が くる だ ろう 。 いま は た だ 、 ミ ナー ル を 目指 し て 、 南 へ 向かう だ け だ 。 


Bs ツ 
※ ス ー ル スズ 周 衣 エリ ナッ ツ ォ 、 コ デー コマ て 、 プレ イズ ボア 、 パシ イフ ラウ ワー 


ケ ケ ッ ト 街 道 治 い の 小屋 


2/ 
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アル ウ ヴァン の 山越 え 


エト レー 橋 一 アル ヴァ ン 山 朋 


か つて 、 アル ヴァ ン と ミナ ー ル の 人 々 は 、 和 争い を くり 返し て いた 。 そ ん な 両者 
の 仲 を 取り 持ち 、 和解 させ た の が 、 古代 カレ ギア の 偉人 エト レー だ 。 エト レー 橋 
は 和解 の 成立 し た 記念 すべ き 場 所 だ っ た た め 、 以降 長き に 渡っ て 彼 の 名 で 親 し 
まれ る こと に な っ た 。 

そん な 由緒 正しい 橋 が 、 壊さ れ て し まっ た 。 犯人 は 、 ラ ルレ ン 大 橋 で 追い 払っ 
た 、 あ の 3 人 組 。 ヴェ イグ た ち を 足止め し よう と 、 爆弾 を 仕掛 け て いた も よう 。 3 人 
は 漆黒 の 改 め 、 漆黒 の 牙 と 名 を 変え て いた が 、 相変わらず 隙 だ ら け 。 軽く 蹴 散 
ら す と 慌て て 逃げ て いっ た が 、 途中 で 通り か か っ た 旅人 に つか まり 、 橋 の 修理 を 
させ られ る こと に 。「 なんとなく 憎め な いよ ネ 」 と マオ は 笑っ た が 、 回 り 道 を 余儀 な く 
され た ヴェ イグ は 怒り を 隠せ な い 。 一刻 も 早く 、 ク レア に 追い つき た い の に ……。 

エト レー 橋 が 使え な いい ま 、 ミ ナー ル へ 行く に は 、 アル ヴァ ン 山 脈 を 越え る し 
か 道 は な い 。 アル ヴァ ン 山 脈 は 軍 の 訓練 に 使わ れる ほど の 険しい 山 で 、 峠 まで 
の 道のり は 容易 で は な い 。 だ が 、 と ころ どこ ろ に 軍 の 残し て いっ た アイ テム が 落 
ち て いる 。 アイテム を うま く 使 えば 、 体力 が 尽き る こと も な い だ ろ う 。 

登り 道 は 足場 が 悪く 、 奈落 や 段差 を ジャ ンプ で 飛び 越え な いと 向こう 側 へ 渡 
る こと は で き な い 。 ジャ ンプ に は 助走 が 必要 だ 。 身軽 な マオ が 手 本 を 見 せ て く 
れ 、 ヴェ イグ たち も あ と に 続く 。 

崖 を 登る と き は 、 ヴェ イグ の フォ ルス が 役に立つ 。 水 の フォ ルス で 足場 を 作り 、 
それ を 使っ て ジャ ンプ すれ ば いい の だ 。 フォル ス に は 、 戦闘 以外 に も いろ いろ な 
使い 方 が ある も の だ 。 また 、 マ オ の 秋 の フォ ルス は 、 峠 の 山小屋 で 休憩 し た と き 、 
新 に 火 を つけ る の に 役立っ た 。 小屋 が 明る く な る と 、 閑 の 横 に 置か れ て いる ハ 
ン バ ー カ ガー が 目 に つい た の で 、 空腹 だ っ た 3 人 は さっ そく それ を 食べ た 。 簡単 に 
作れ そう な うえ 、 な か な か が 味 も いい 。 

下山 道 は 大 き な 氷 塊 で ふさ が れ て いた か ら 、 こ 
こ で も マオ の フォ ルス が 役に立つ 。 し か し 、 炎 
で 氷塊 を 溶かし て 下山 し て いく 途中 、 ジャ ンプ の 
足場 に ちょ うど いい 氷塊 まで 溶かし て し まっ た 。 
これ で は 先 に 進む こと が で き な い 。 そ こ で 、 ふた 
た び 氷 塊 が で きる まで 、 し ば らく 待つ こと に し た 。 


山 の 麓 に は 行商 人 が いて 、 さま ざま な 食材 を 買う こと が で きた 。 レタ ス や ブレ 
ッ ド も 売っ て いる の で 、 さき ほど 作り 方 を 覚え た ば か り の ハン バー ガー が さっ そく 
作れ る 。 し か し 、 ほ っ と し た の も 束の間 、 山 を 出 よ うと する ヴェ イグ た ち を 、 巨大 
な バイ ラス の レグ タイ ト が 襲っ た 。 レグ タイ ト は 手 暴 で 、 そ の 豪 腕 か ら 繰 り 出さ れ 
る 攻撃 は 強力 だ 。 だ が 、 冷静 に な れ ば 、 レグ タイ ト が 攻撃 を 仕掛 け て くる 前 に 、 
両 腕 を 高く 掲げ る な どの 大 き な 動 き を する こと が わか る 。 ヴ ェ イ グ の 氷 の フォ ル 
ス が レグ タイ ト の 堅い 体 を 砕き 、3 人 は 無事 に アル ヴァ ン 山 脈 を 越え る こと が で 
きた 。 ミナ ー ル は 、 ここ か ら 東 へ 進む と 見 えて くる 。 

道中 、 南側 か ら エ トレ ー 橋 の 様子 を うか が うと 、 漆黒 の 牙 の 3 人 が 橋 の 修理 に 
汗 を 流し て いる の が 見 えた 。 や は り 、 どこ か 憎め な い 連 中 だ ……。 


アル ヴァ ン 山 脈 北部 

スー ルズ か ら ミ ナー ル へ 向かう た め の 下 回 路 。 
山道 は 凍っ て いる 場所 も あり 、 足 場 は 悪い 。 
途中 の 山小屋 や 行商 人 が あり が た い 。 


BOSS き の 


水 属性 に 競 く 、 ヴ ェ イ グ の 絶 氷 刃 で 8tart 
大 ダメ ー ジ を 与え られ る 。 レ グ タ イ 

ト が 両 腕 を 振り 上 げた と き は 、 ガ ー 

ド に 徹し よう 。 


Birus ツ 
デュ ロッ ク 、 フロ ー ズ ドク ロウ 、 フロ スト フロ ー ネ 


6 も GT 
ライ フ ボ トル 、 ピー チ グ ミ 、500 ガ ルド 、 斬 錬 石 、 セ ー ジ 、 ビー フ 、 ブレ ッ ド 、 レタ ス 、 打 錬 
石 ( あ ら す じ 25 以 降 )、 ハンバーガ ー (料理 ) 


りう 


ソ ダ 


だ ペペ ヘ ムズ サ ィ 


=。 | 雨 の フォ ルス ・ ア ニー 


乾燥 地帯 の ミナ ー ル 平原 に 、 雨 が 降る の は 珍し い 。 大 降り に な ら な いう ち に 
平原 を 抜け よう と 、 ヴェ イグ た ち は 歩 み を 早め た 。 と ころ が 、 雨 は 勢い を 増し 、 つ 
い に は 雪が ちら つき は じ め る 。 これ は いよ いよ 異常 気象 だ 。 

異変 に 最初 に 気づい た の は 、 ヴェ イグ だ っ た 。 妙 な 気配 を 感じ て 背後 に 放っ 
た 氷 の フォ ルス で で きた 氷塊 が 、 先 を 急ぐ ヴェ イグ た ちの 前 方 に 見 えて きた の だ 。 
どう や ら 、 進め ど 進 めど 同じ 道 を 通っ て いた 様子 。 誰か の フォ ルス が 、 ミ ナー ル 
平原 を 雨 と 雪 の 迷路 に 変え て し まっ た の で は な いか と ユー ジー ン は 推測 し た 。 

そう だ と すれ ば 話 は 早い 。 マオ が フォ ルス で 雪 を 溶かす と 、 肥 の 中 か ら ひ と り 
の 女の子 が 姿 を 現 わ し た 。 ユー ジー ン は 、 こ の 女の子 を 知っ て いた 。 親友 で あ 
二 0 あさ t/08E20 け 本 が SR/ 和 ot だ 5 だ PR ラー ジー ン を 区 の 人 と の 
の し り 、 備 兵 を 引き 連れ て 斬り か か っ て きた 。 興奮 し た アニ ー を 鎮め る た め に 、 
少し 相手 を し な く て は な ら な いよ うだ 。 戦い を 終え を た の ち 、 フォ ルス を 使い 果 た 
し た アニ ー は その 場 で 気 を 失っ て し まっ た 。 

ユー ジー ン は ドク ター・ バ ー ス の 殺害 を 認め 、 弁解 も 抵抗 も せ ず 、 アニ ー の 怒り 
の 刃 を その 身 に 受け さえ し た 。 た が 、 ユー ジー ン が 理由 も な く 人 を 殺め た りす る だ 
ろう か ? ユー ジー ン は な に も 語ら な い が 、 いつ か 真実 が わか る と き が くる だ ろう 。 


ベープ IS ニー マー の 


ミナ ー ル 平原 


それ より も 、 いま は アニ ー を 助け る た め 、 ミ ナー ル 
へ 女 が な く て は な ら な い 。 

幸運 な こと に 、 ミ ナー ル に 着く と すぐ 、 街 い ちば 
ん の 名 医 ・ キ ュ リ ア と 、 その 助手 の ミー シャ に 会 う 
こと が で きた 。 宿屋 で 医者 に 者 て も ら う と 、 アニ 
ー は ひど く 衰 詳し て は いる も の の 、 命 に 別 状 は な 
いと の こと ど 、 村 っ だ も な ツェ イク た も る ば 、 ジ ニュ の 
目覚 め を 待た ず に 港 へ 向かっ た 。 

港 は 、 大 勢 の 兵士 た ち に よっ て 物 々 し い 警 備 が 
敷 か れ て いた 。 バル カ で 何 か が 起こ っ て いる らし く 、 
現在 は 港 を 封鎖 し て 、 カレ ギア 軍 の 船舶 以外 は 運 
行 を 停止 し て いる と の こと 。 王 の 眉 に つい て 根 ほ り 葉 ほり 尋ね て みる と 、 すっ か り 
兵士 た ち に 怪し まれ て し まっ た 。 マ オ が と っ さ に 「 お 兄ちゃん と 召使 い の 3 人 で 、 生 
き 別 れ の ママ を 探し て いる 」 と 無茶 苦 茶 な 言い 訳 を は じ め た が 、 ご ま か し は な ん と 
通用 し た よう だ 。 

どう に か し て 海 を 渡れ な い だ ろ うか ? 困っ て いる と ころ に 、 ト ミッ チ と いう 怪 
し い ゴ ロ ツ キ と 、 軍船 に 荷物 を 運ぶ 途中 の 酒場 の 主人 に 出会っ た 。 トミ ッ チ に 
頼め ば 、 1000 ガ ルド で バル カ へ 渡る 船 を 用 立て し て くれ る と いう 。 だ が 、 酒場 の 
主人 を 手伝う ふり を し て 軍船 を 乗っ 取れ ば 、 タ ダ で バル カ へ 渡れ る か も し れ な い 。 
さて 、 どちら の 方 法 を 選ば ぼう ? 

結局 、 ト ミッ チ に 頼ん だ ら 叉 され て し まっ た 。 だ が 、 も し 軍 の 船 を 乗っ 取っ て も 、 
海上 が 封鎖 され て いる いま 、 海路 で バル カ へ 渡る こと は で き な か っ た だ ろう 。 仕 
方 が な い の で 、 一 度 街 へ 戻る こと に し た 3 人 。 


ン の Zzze の 2 ん ッ w 
アニ ー・ バ ー ス 
ユー ジー ン を 父 の 信 と し 、 命 を 
狙う 少女 。 ユー ジー ン へ の 憎 し 
みか ら 、 す べ て の ガ ジ ュ マ に 対 
し て 憎悪 を 抱く よう に な っ た 。 
雨 の フォ ルス を 操る 能力 者 。 
対 種 族 プ ヒュ ー マ 讃 年 齢 15 歳 
肌身 長 ・ 体 重 プ 155cm・40kg 
に 
※ ミ ナー ル 平 原 アン ガー シュ リン プ 、 ゲー トル 
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St 


9// 


=* 能力 者 の 悲劇 


ミナ ー ル 


海 を 渡る 方 法 を 見 つけ られ ず あ て も な く キ ュ リ ア の 診療 所 を 訪ね る と 、 な ん と 、 
少し 前 に クレ ア が 軽い 怪我 を 負っ て 治療 を 受け に きた と いう で は な いか が !? ク 
レア は 「 船 に は 乗ら な い 」 と いう ヴェ イグ 宛 の 伝言 を 、 キ ュ リ ア に 託し て いた 。 や 
は り 、 王 の 持 は ミナ ー ル に 立ち 寄っ て いた の だ 。 そ し て 、 海路 で は な く 、 陸路 で 
バル カ に 向かっ た こと も わか っ た 。 

ちょ うど その と き 、 アニ ー が 目 を 覚まし た 。 だ が 、 心 配 し て 駆け 寄っ た ミー シャ 
を 、 アニ ー は 強い 言葉 で 拒絶 し て し まう 。 ミー シャ は ガ ジ ュ マ だ っ た 。 アニ ー は ユ 
ー ジ ー ン を 憎む あま り 、 すべ て の ガ ジ ュ マ を 忌み 嫌う よう に な っ て し まっ て いた の 
だ 。 心 に 傷 を 負っ た ミー シャ は 、 泣 き 叫ん で 宿屋 を 飛び 出し て し まっ た 。 ミー シ 
ャ の 様子 は ふつ うじ ゃ な い 。 キ ュ リ ア の 話 で は 、 ミーシャ も ラド ラス の 落日 以来 
の フォ ルス 能力 者 で 、 拒 絶 され る こと を きっ か け に 暴走 し て し まう らし い 。 街 の 畑 
に 隠れ て いた ミー シャ を 発見 する も 、 逃げ られ て し まっ た 。 そ こ で 、 キュ リア に 心 
配 し な いよ う 伝 え 、3 人 は ミー シャ を 追っ て 海岸 へ 向かう 。 

ミー ン ヤ は 、 バイ ラス を 自在 に 操れる 牙 の フォ ルス の 持ち 主 だ っ た 。 暴走 し た 
ミー ン ャ を 止め る に は 、 や は り 戦 うし か な い 。 先ほど の 気 ま ず さ か ら か 、 後 か ら か 
けつ け て きた アニ ー の 助け も あり 、 な ん と か ミー シャ を 落ち 席 か せる こと が で き 


馬 
街 と 街 を 馬車 で つなぐ 、 市 民 の 腕 の いい 女医 で 、 宿屋 の 地下 キュ リア の 助手 を 務め る ガ ジ ュ 


便利 な 移動 手段 。 片道 300 ガ 
ルド と いう お 手軽 料金 も 、 人 気 
の 秘密 だ 。 世界 中 の どの 街 に 
も 現われ 、 た いて い 街 の 入口 
近く で 乗客 を 待つ 。 タイ ミン グ 
に よっ て は 、 利 用 で き な い こと も 。 


で 小さ な 診療 所 を 営む 。 学生 
の 頃 、 ア ニー の 父 の 教え を 受 
け て いて 、 現在 は カレ ギア 王 
国 が 認め た 優秀 な 医師 に だ 
け 与 えら れる 、 王 国 発布 特殊 
医師 免状 を 持つ ほど の 胸 前 。 


マ の 少年 。 ラド ラス の 落日 で 
牙 の フォ ルス 能力 に 目覚 め て し 
まい 、 いま も うま く フ ォ ル ス を 操 
れ な いで いる 。 フォ ルス 能力 の 
せい で 、 実 の 親 に 捨て られ た と 
いう 悲し い 過 去 を 持つ 。 


た 。 正気 に 戻っ た ミー シャ は 、 ひど いこ と を 言っ た アニ ー を 責め た り せ ず 、 た だ 
た だ フォ ルス を 制御 で き な か っ た 自分 の 至ら な さ を 詫び る ば か り 。 アニ ー は 肩 を 
沙 と し た ミー シャ の 後ろ 密 に 、 な に を 感じ た だ ろう か ? 

ミー シャ は すっ か り 疲 れ 切 っ て 眠っ て し まっ た 。 名 残 は 惜しい が 、 先 を 急ぐ 旅 。 
キュ リア に 短い 挨拶 を 済ま せ て 出発 する 一 行 。 ミー シャ の 一 件 で すっ か り 気 落 
ち し た アニ ー は 、 ヴェ イグ た ちと 一 緒 に 街 を 出る こと に な っ た 。 ユ ー ジ ー ン に 対 
し て は 心 を 陸 ざ し た まま だ が 、 頼も し い 仲間 が ひと り ふ えた の は よし と し よう 。 そる そ 
れ に 、 旅 を と も に する うち に 、 いつ か ふた り の 関係 も 変わ っ て くる か も し れ な い 。 

陸路 を 選ん だ 王 の 盾 は 、 き っ と ここ か ら 一 番 近い 町 ・ ペ トナ ジャ ンカ へ 向かっ 
て いる だ ろう 。 和 盾 を 出る 前 に 、 旅 の 準備 を する こと に し た ヴェ イグ たち 。 

大 き な 港 町 だ け あ っ て 、 街 に は さま ざま な 店 や 施設 が 並ん で いる 。 人 手 不 足 
で 臨時 ウェ イタ ー を 探し て いる 酒場 。 マ オ の バト ル ブ ッ ク に 興味 津々 な 元 戦士 の 
労 。 図 書館 に は さま ざま な ジャ ン ル の 本 が あり 、 この 世界 の 歴史 や 不思議 な 出 
来 事 に つい て の 本 を 読む こと が で きた 。 ち な み に 、 こ この 司書 は 、 本 の 返却 率 
の 低 さ に 悩ん で いる と の こと 。 余裕 が あれ ば 旅 の つい で に 本 の 回 収 を 手伝う こ 
と も 可能 な の だ が ……。 また 、 役 所 で は 称号 の 変更 を 受け つけ て いた 。 いつ で 
も 、 好き な と き に 称号 名 を 変更 し て くれ る と いう 。 

また 、 ヴェ イグ た ち は 道 具 屋 で まね き ネ コ と いう な ん と も ユニ ー ク な 土産 品 を 
見 つけ る が 、 どん な 御 利益 が ある の か わか ら な い 。 とりあえず 思い 出 に ひと つつ 買 
っ て で みる こと に し た 。 


6 遇 irus ツ 
※ ミ ナー ル 周 辺 グレ ッ グ アン ト 、 ゲイ ティ フロ ウ 、 スカ ー ビ ー、 モル ド プ ラン ト 
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= 迷い の 森 の 悪夢 


トー で ad パ 5 5 も (4 
9 迷い の 森 


ミナ ー ル と ペ ト ナ ジャ ンカ の 間 に は 、 深い 森 が ある 。 陽 の 光 も 満足 に 届か な 
い 、 暗く 般 蒼 と し た 樹海 だ 。 うか つ に 足 を 踏み 込め ば 、 方 向 を 見 失っ て 出 ら れ な 
く な る と いう 噂 に 違わ ず 、 ヴェ イグ た ち も す ぐに 道 に 迷っ て し まっ た 。 

し か し 、 幸 運 な こと に アニ ー が 正しい 道 を 知っ て いた 。 ドク ター・ バ ー ス が 生 
き て いた 頃 、 回 診 の 旅 の 途中 で いっ し ょ に ここ を 訪れ た こと が ある と いう の た だ 。 
この 森 は 、 か つて の 森 の 住人 が 外敵 の 侵入 を 防ぐ た め に 自然 を 利用 し て 作ら れ 
た 迷路 な の だ と いう 。 

と ころ で 、 その 住人 た ち は ど こ へ 行っ て し まっ た の だ ろう ? 「 み ん な バイ ラス 
に 食べ られ ちゃ っ た の か な 」 と ふざけ る マオ に 、 アニ ー は 本 気 で え て いる よう 。 
強気 な アニ ー で も 怖い 話 が 苦手 だ と いう 意外 な 一 面 が 垣間見 られ た と ころ で 、 
ふざけ すぎ た マオ が 崖 か ら 転 落し て し まっ た 。 自 業 自得 と いっ た と ころ だ ろう が 、 
足場 が も ろく な っ て いる の で 、 で きる だ け 道 の 端 を 歩か な いよ うに 注意 し よう 。 

歌 が 好き だ と 言う マオ の な ん と も 言え な い 独 特 の 歌 を BGM に 、 ヴェ イグ たち 
は 森 の 奥 へ と 足 を 進め た 。 この あたり に は 知能 の 高い バイ ラス が 多く 、 考 えな 
し に 動い て いる だ け で は 、 こ ちら の 攻撃 を 防御 され て し まう 。 これ まで 以上 に チ 
ー ム ワー ク が 大 切 に な っ て きそう だ 。 

途中 、 道 が 途切れ て いる 場所 が ある が 、 ジャ ンプ で 簡単 に 下 に 降り る こと が 
で きた 。 ア ルヴァン 山脈 の 山越 え の 要 領 と 同じ だ っ た か ら だ 。 居 の 下 に 見 える 
宝箱 を 取る に は 、 わざ と 道 の 端 に 体重 を か け て 崖 
月 れ を 起こ せ ば いい 。 先 住民 や 旅人 が 残し た も 
の だ ろう か ? ここ で は 、 ラ イフ ボトル な どの 貴重 
な アイ テム を た くさ ん 手 に 入れ る こと が で きた 。 

森 の 出口 が 見 えて きた と ころ で 、 頭上 か ら 不 気 
味 な うな り 声 が 聞こ えて きた 。 森 に 住み つく 木 の 
バイ ラス ・ グ ラン バス ク だ 。 アニ ー が 弧 法 陣 で サ 
ポー ト し て くれ な か っ た ら 、 危な か っ た か も し れ な 
い 。 グ ラン バス ク は 導 術 を 使っ て くる 手強い 相手 
だ っ た が 、 4 人 の 力 を 合わ せ て どう に か 倒す こと が 
で きた 。 それに 、 こ の 戦い を 通じ て 奥義 を 覚え る 


こと が で きた の は 、 思わ ぬ 収 穫 だ 。 

それ に し て も 、 不 気味 な バイ ラス だ っ た …… 。 マオ の 作っ た コワ イ 話 は 、 あ な 
が ちあ りえ な いこ と で は な い の か も 知れ な い 。 

森 を 抜け て トヨ ホウ ス 河 を 渡る と 、 すぐ に ペ ト ナ ジャ ンカ が 見 えて きた 。 ず い 
ぶん 手間 取っ て し まっ た か ら 、 王 の 盾 は も うず っ と 先 へ 行っ て し まっ た か も し れ な 
い 。 と も が か がく 、 一 刻 も 早く ペ ト ナ ジャ ンカ へ 向 か は な く て は 。 


迷い の 森 
スタ ー ト 地点 に は 、 旅人 を 迷わ せる 仕掛 けが 。 道 が 
見 えな く て も 、 横 の ほう に 逸れ て 歩い て いっ て みよ う 。 


BOSS い ず 


クラ | ン | バス | タク 
導 術 を 発動 させ な いよ う 、 グラ ン バ ス ク に ぴっ た り と は りつ い 
て 通常 攻撃 を 仕掛 け て いこ う 。 


% 人 imus》 
アヴェ ン ガ ー、 ア ンク ロウ ラー、 ベル キャ ー、 フ ィ オ トラ ス 


<T も em? 

ビ ピーチ グミ 、 ラ ベン ダー、 カモ ミー ル 、 レジ スト パー ル 、 ミ ルク 、 

ニン ジン 、 ジャ ガイ モ 、 765 ガ ルド 、 ライ フ ボ トル 、 ブレ ッ ド 、 

グリ ュー ン リ キッ ド (あら すじ 25 以 降 ) 、 ベ ル ベ ー ヌ (あら すじ 25 以 降 ) 
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人 。 と | 樹 の フォ ルス ・ テ ィ ト レイ 


人 Y 二 "の 生 S 7 
て こつ ベト ナジ ャ ンカ ー 製 鉄工 場 


に ぎ や か な 工場 町 で ある は ず の ペ ト ナ ジャ ンカ に 来 た 一 行 だ が 、 どう も 様子 
が お か し い 。 人 の 気配 が な く 、 静 ま り か えっ て いる の だ 。 近く の 民家 に 立ち 寄っ 
て みる も 、 誰 も いな い 。 住人 の 留守 を いい こと に 、 マ オ が フル ー ツ ボ ポンチ を つま 
み 食 いし た が 、 も ちろ ん そん な こと を し て いる 場合 で は な いよ うだ 。 町 の 奥 か ら 、 
強い フォ ルス 反応 を 感じ た か ら だ 。 誰か の フォ ルス が 暴走 し て いる !? 

工場 の 前 に は 、 住人 た ち が 集まっ て いた 。 な ん で も 、 カレ ギア 兵士 た ち が 町 
を 占拠 し 、 ヒ ュー マ の 娘 た ち を 工場 に 閉じ こめ て し まっ た と いう の だ 。 や は り 土 
の 牛 は この 町 に いた 。 テ ィ ト レイ と いう 青年 が 娘 た ち を 助け 出し た も の の 、 その 
本 人 と 、 姉 の セレ ー ナ が まだ 工場 内 に 残さ れ て いる と いう 。 ユー ジー ン の 見 た と 
ころ 、 暴走 し て いる フォ ルス は 樹 の フォ ルス だ と いう 。 娘 た ち を 助け る た め に 工 
場 に 乗り 込ん だ ティ トレ イ の 力 だ ろう 。 

その と き 、 サレ と トー マ が セレ ー ナ を 連れ て 工場 か ら 姿 を 現 わ し た 。 セ レー ナ 
は 気丈 に も 弟 の 身 を 案じ 、 連れ 去ら れ 際 に ヴェ イグ た ち に ティ トレ イ と 町 の こと 
を 託し て いっ た 。 憎き サレ と トー マ が 、 手 の 届 く と ころ に いる 。 王 の 盾 を 追跡 し 
た い の は 、 みん な 同じ だ 。 だ が 、 こ の 状況 を 放っ て お く こ と は で き な い 。 ヴェイ グ 
た ち は 、 暴走 し た ティ トレ イ を 助け る た め 、 製鉄 工場 に 乗り 込む こと に し た 。 

中 に は 取り 残さ れ て いた 工員 が いて 、 途中 で 妙 な 花 が 道 を ふさ いで いる こと 
を 教え て くれ た 。 燃え た ぎる 溶鉱炉 の 
せい だ ろう か ? 工場 の 中 に は 火 や 毒 
を 吐い て くる バイ ラス が つぎ か ら つ ぎ へ 
と 現われ る 。 工員 が くれ た 毒 を 防ぐ 装 
飾品 、 ポ イズ ンチ ェ ッ ク が 役に立っ た 
ほか 、 戦い の あと に は 、 ひん や り と し た 
食 感 の フル ー ツ ポン チ が 体力 を 回 復 
し て くれ て あり が た か っ た 。 マオ の つ 
まみ 食い も 捨て た も の じゃ な い 。 


ンク の ee の OZ の の 
ティ トレ イ ・ ク ロウ 

樹 の フォ ルス の 持ち 主 。 目 の 前 
で 姉 を 連れ 去ら れ た 和 公 り か ら 、 
フォ ルス を 暴走 させ て し まう 。 
明る い 熱 血 漢 で 、 パ ー テ ィ ー の 
ムー ド メ ー カ ー 的 存在 。 

議 種 族 / ヒ ュー マ 計 年齢 17 歳 
較 身 長 ・ 体 重 プ 178cm・69kg 


製鉄 工場 

ティ トレ イ の 樹 の フォ ルス に よっ て 、 植物 が 生い茂る 。 
ドア が ふさ が れ て いる た め 、 ベル トコ ン ベ ヤ ー を 上 手 に 
動か し て 進ん で いく 必要 が ある 。 


呈 OSS 


と に か く 動 き が 素早 く 、 追い か け て 攻 4 Sta&rt 
撃 を 当て る の は 難し い 。 和 破 衝 な ど 、 0 
有効 男 囲 の 広い 術 技 で 攻撃 し よう 。 9 


〒. 0 え 


6 請 3rtuS2 
ヴィ ザッ クシ ー ル ド 、 バラ スク レス 、 ベネ レオ ン 、 ベラ ッ ジ 


<TteTmn ジ 
ピー チ グ ミ 、 1500 ガ ルド 、 ライ フ ボ トル 、 パナ シー アボ トル 、 キウイ 、 イチ ゴ 、 アッ プル グミ 、 石炭 、 


バナ ナ 、 術 錬 石 、 リ キュ ー ル ボトル 、 メデ ィ カ ル パ ー ル (ティ トレ イ 戦 後 ) 
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工員 の 言っ て いた 妙 な 花 は 、 マ オ の フォ ルス で 簡単 に 焼き 消す こと が で きた 。 
ドア は 開か な か っ た が 手近 な レバ ー を 倒せ ば 、 ベ ルト コン ベ ヤ ー に 乗っ て 隣 の 
部 屋 に も 行け る 。 だ が 、 溶鉱炉 の 部 屋 へ た どり 着い た と ころ で 、 問題 が 起こ っ た 。 
青い 花 は 、 燃 や し て も すぐ に 元 通 り に な っ て し まう の だ 。 どう や ら 、 溶 鉱 炉 の 上 
に 咲い て いる 巨大 花 が 、 青い 花 に 力 を 送っ て いる よう 。 ヴェ イグ の 氷 で 巨大 化 
を 凍ら せ 、 その 間 に 青 い 花 を マオ の 炎 で 焼く こと に し た 。 

巨大 花 の 生命 力 は 遅し く 、 凍ら せ て も すぐ に 元 通 り に な っ て し まう 。 本 格 的 に 
巨大 花 を 退治 する た め に は 、 溶 鉱 炉 を 燃やす し か な さそ うだ 。 燃料 に な る も の 
を 探し て みる と 、 溶 鉱 炉 近く の 小 部 屋 で 石炭 を 発見 し た 。 これ を 使っ て 炉 を 殺 く 
と 、 巨大 花 は 燃え 尽き た 。 あと は 落 魔 な 花 を すべ て 燃やし 、 ベ ルト コン ベ ヤ ー 
に 乗っ て 工場 の 奥 を 目指 す だ け だ 。 

姉 を 連れ 去ら れ た ショ ッ ク か ら か 、 ティ トレ イ は 完全 に 暴走 し て いた 。 も は や 戦 
うし か 道 は な い ! 乱暴 だ が 少し 戦っ て みる と 、 ティ トレ イ は 我 を 取り 戻し 、 ヴ ェ 
イグ た ちの 旅 に 同行 する こと を 決意 し た 。 


ティ トレ イ の 姉 。 や ん ちゃ な 弟 
が 心配 で 、 い つも 世話 を 焼い 
て いる 。 街 一 番 の 器量 よし で 、 
製鉄 工場 の 工員 た ちの 憧れ 
の 的 。 サ レ と ワル トゥ 率い る 
王 の 盾 に 連れ 去ら れ 、 そ こ で 
クレ ア と 知り 合う こと に な る 。 


Birrus? 
※ ペ トナ ジャ ンカ 周辺 アン ファ ン ガ ス 、 カイ ラス ビー トル 、 ブラ ン オ ウル 、 ログ ア ー ロ 


= 河 を 下っ て サ ニ イ タウ ン へ 


くつ トヨ ホウ ス 河 の 小屋 て サ ニ イ タウ ン 


クレ ア と セレ ー ナ 、 そし て 多く の 娘 た ち が 王 の 后 に 連れ 去ら れ た 。 だ が 、 深刻 
な 事態 と は 裏腹 に 、 ティ トレ イ は 屈託 の な い 笑顔 を 見 せる 。 パー ティ の 村 囲 気 が 
ぐっ と 明る く な っ た と ころ で 、 一 同 は 決意 を 新た に ペ ト ナ ジャ ンカ を 出発 し た 。 目 
指す は 、 バ ルカ 行き の 船 が 出 て いる サ ニ イ タウ ン だ 。 

地元 に 明る い テ ィ ト レイ の 提案 で 、 小舟 で トヨ ホウ ス 河 を 下る ルー ト を 選ぶ こ 
と に し た 一 行 だ っ た が 、 小舟 は サレ の 嵐 の フォ ルス で 壊さ れ て し まっ て いた 。 ど 
こま で も 憎い 相手 だ 。 そ こ で 、 ウェ イグ た ち は ト ヨ ホ ウス 河 の 小屋 の 裏 の 森 で 舟 
の 修復 に 必要 な 木材 を 集め る こと に 。 

森 に は 木材 が 落ち て いる だ け で な く 、 美味 し そう な キノ コ が た くさ ん 生え て い 
る 。 テ ィ ト レイ が あと で 料理 を する か ら つ いで に 採っ て お いて ほし いと 言う 。 

木材 と キノ コ が だ いた い 集まっ た と ころ で 、 ヴェ イグ は ティ トレ イ の 様子 を 見 に 
いっ た 。 す る と 、 ティ トレ イ と 怪し い 男 が 、 な に や ら こ そこ そ と 話 を し て いる で は な 
いか 。 隠れ て 様子 を うか が うと 、 怪し い 男 は 「 仲 間 に 毒 を 盛 れ ば 、 姉 を 返し て や 
る 」 と ティ トレ イ に 毒薬 を 手渡 し 、 去っ て いっ た 。 い っ た い ど うい うこ と だ ろう ? 

ヴェ イグ が 声 を か け そ びれ る まま 、 ティ トレ イ の キノ コ 料 理 は 完成 し 、 小屋 で 
の 食事 会 と な っ た 。 お いし そう に 料理 を 食べ る 仲間 た ち 。 こ の 段階 で は 、 特 に 
供 変 は な いよ うに 見 えて いた の だ が ……。 
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トヨ ホワ ウス 河 


その と き 、 先ほど ティ トレ イ と 話し て いた 謎 の 男 が 、 修理 中 の 舟 を 壊し に や っ 
て きた 。 男 の 正 体 は 、 フ ォ ル ス 能 力 者 を ね た む 盗 賊 団 、 ヴ ェ イ グ た ち を 倒す 
た め に ティ トレ イ に 取り 引き を 持ち か けた の た 。 

料理 を 食べ た 仲間 は 、 先ほど まで 何事 も な か っ た の に 、 みる みる 顔色 が 悪く 
な り 、 不気味 に 笑い は じ め る 。 や は り 、 料理 に は 毒 が 盛 ら れ て いた の か ? ティ 
トレ イ に 裏切ら れ た の だ ろう か …….。 フ ォ ル ス 能 力 者 で は な い 男 た ち を 退け る 
の は 簡単 だ っ た が 、 問題 は ティ トレ イ の 裏切り 行為 。 だ が 、 ティ トレ イ は 強く 否定 
し 、 ア ニー も ティ トレ イ が 毒 藤 を 河 に 投げ 捨て て いる の を 目撃 し た と 言う 。 どう 
や ら 毒 の 症状 は 、 単純 に ティ トレ イ が 毒 キ ノコ を 選別 し まち が えた こと が 原因 だ 
っ た よう だ 。 な ん と も 人 騒が せな 料理 人 だ ……。 

そう こう し て いる うち に 、 舟 の 修理 は 完了 。 ラフ ティ ング で 軽快 に 河 を 下る と 、 
その まま サ ニ イ タウ ン に 到着 し た 。 河 下り は な か な か スリ リン グ で 楽し め る 。 トヨ 
ホウ ス 河 に 立ち 寄る こと が あっ た ら 、 また 挑戦 し て みよ う 。 

サ ニ イ タウ ン は 、 大 き な 港 町 だ 。 こ れ ま で 立ち 寄っ た 街 に は な い 装 飾 屋 が あ 
り 、 宝石 の 合成 を する こと で 、 よ り 便 利 に 使え る 宝石 を 作る こと が で きる 。 ユ 
ニー ク な 住人 も いて 、 ネコ 好き の じい さん に ミナ ー ル で 買っ た まね き ネ コ を プレ 
ゼン ト す る と 、 世の中 の あちこち で 見 られ る 不思議 な も の や 、 動植物 の 話 を 聞か 
せ て くれ た 。 ヴ ェ イ グ た ち は 装 備 を 整え 、 食材 屋 で マオ お 得意 の つま み 食 い を 
済ま せ 、 バ ルカ 行き の 船 に 乗る た め に 港 へ 向かっ た 。 し か し 、 こ こ で も 港 は 還 
に よっ て 封鎖 され 、 定期 便 は 止め られ て いた …… o 


トヨ ホウ ス 河 の 小屋 
BirynS7 
※ サ ニ イ タ ウン 周辺 クア コッ ク 、 スワ ー ミ ッ ク 、 ド ル ホ ッ グ 、 ラウ フラ イ 、 ロ グ ア ー ロ 


= 雷 の フォ ルス ・ ヒ ル ダ 


の も) サ ニ イ タウ ンー テル アラ 街道 沿い の 小屋 


また し て も 海路 で バル カ を 目指 す 道 は 断 た れ て し まっ た 。 サ ニ イ タ ウン の 広場 
で 途方 に 暮れ る ヴェ イグ た ち に 、 サレ と トー マ に 娘 を さら われ た と いう 母親 が 助 
け を 求め て きた 。 娘 を さら っ た 王 の 計 は 船 に は 乗ら ず 、 つい 先日 、 大 勢 の 娘 を 連 
れ て 西 へ 向かっ た と いう 。 サ ニ イ タウ ン の 西 と いえ ば 、 テル アラ 街道 方 面 だ 。 連 
れ 去 られ た 娘 の 名 前 は ヒル ダ 。 き っ と その 娘 た ちの 中 に 、 ク レア や セレ ー ナ も い 
る に 違い な い ! さっ そく 後 を 追う ヴェ イグ た ち 。 

テル アラ 街道 沿い に は 、 旅人 の た め の 休息 小 屋 が あっ た 。 小屋 に 入る と 、 る 
こ に ヒル タダ が 飛び 込ん で きた 。 な ん で も 、 クレ ア や セレ ー ナ に 助け られ 、 王 の 盾 
か ら ひ と り 逃 げ て きた と 言う 。 

その と き 、 マオ が 強い フォ ルス 反応 を 感知 し た 。 小屋 の 外 に は 、 ヒ ル ダ を 追っ 
て きた トー マ の 姿 が 。 トー マ を 迎え 撃 と うと 構え た ヴェ イグ たち だ が 、 背後 か ら 思 
い が け な い 不 意 打ち を 受け て し まう 。 不意 打ち を し て きた の は 、 ヒル ダ だ っ た 。 
ヒル タダ は 王 の 丘 の 能力 者 で 、 ヴェイグ た ち を だ まし て 近づい た 刺客 だ っ た の だ ! 
クレ ア と セレ ー ナ の 名 を 語っ た の も 、 サニー イタ ウン で 他人 の 女性 に 母親 を 名 乗 
ら せ た の も 、 すべ て は ヴェ イグ た ちの 隙 を つく た め の 罠 だ っ た の だ 。 

襲い か か っ て くる ヒル ダ と 兵士 を 倒す と 、 ト ー マ は ヒル ダ を 役立た ず の 醍 い ハ 
ー フ だ と 激しく 旦 っ た 。 ヒル ダ は 、 ヒ ュー マ と ガ ジ ュ マ の 間 に 生 まれ た 、 この世 
究 で は と て も 珍し い 存 在 だ っ た の だ 。 
誰 よ り 自 分 自身 の 姿 を 嫌っ て いた ヒル 
ダ は 、 折れ た 角 と 耳 を 帽子 で 隠し 、 王 
の 盾 に 身 を 置く こと で 、 心 の 均衡 を 保 
う も た の だ ちら た 。 


77 ん 277/772 
に ル タ ダ ュ ラン ブリ ング 

ヒュ ー マ と ガ ジ ュ マ の 間 に 生 ま 
れ た ハー フ で 、2 本 の 角 と 耳 を 
持つ 。 幼い 頃 に 両親 に 捨て られ 、 
王 の 盾 の 一 員 と し て 育っ た 。 埋 
の フォ ルス の 能力 者 。 

較 種 族 プ ハー フ 計 年 齢 プ 21 歳 
咽 身長 ・ 体 重 プ 168cm・48kg 
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トー マ に 見 放さ れ 、 帽子 を 奪わ れ た ヒル ダ は 、 フォルス を 制御 で きず に みる み 
る 暴走 を は じ め て し まっ た ! 

ハー フ で ある ヒル ダ の 力 は 、 恐ろし く 強 い 。 フォ ルス が 完全 に 暴走 し て いる い 
ま は 、 な お さら だ 。 ヒル タダ 自身 が ハー フ で ある こと を 嫌い 、 自ら 角 を 折っ て いな か 
っ た ら 、 歯 が 立た な か っ た だ ろう 。 ヴェ イグ た ち は ヒ ル ダ の 術 攻撃 の 隙 を 見 計ら 
っ て 攻撃 を くり 返し 、 な ん と か 暴走 を 止め る こと が で きた 。 

ヒル ダ と 戦っ て いる 間 に ト ー マ に は 逃げ られ て し まっ た が 、 いま は 気 を 失っ た 
ヒル ダ が 心配 だ 。 ひ と まず サ ニ イ タウ ン に 戻る 一 行 。 

宿屋 の 一 室 を 借り て ヒル ダ を 休ま せる と 、 外 か ら 女 の 子 の 悲鳴 が 聞こ えた 。 
強い フォ ルス も 感じ る 。 王 の 盾 が 戻っ て きた と いう の か 7? 宿屋 を 出る と ヒュ ー 
マ の 娘 が 王 の 盾 か ら 逃 走 し て いる と ころ に 出くわす 。 追っ 手 は 四 星 の うち の ひと 
り 、 ミリ ッ ツ ァ 。 彼女 も ヒル ダ と 同じ 角 と 耳 を 持っ て いる ハー フ で 、 虹 の フォ ルス 
の 使い 手 だ 。 ミリ ッ ツ ァ よ り も 先 に 逃げ た 娘 を 見 つけ て 保護 し な く て は 、 た い へ 
ん な こと に な る ! 

し か し 、 街中 に ミリ ッ ツァ の 分 身 が 待ち 構え て いて 、 ヴェ イグ た ち に し つこ く 襲 
いか か る 。 ミリ ッ ツ ァ は 光 を 歪め て 自分 の 周囲 に 幻 を 作り 出し 、 操っ て いる よう 
だ 。 ア ニー の 考え で は 、 光 を 遮 れ ば 幻 は 消え る は ず だ と 言う 。 ヴェ イグ の 氷 を 
マオ の 炎 で 溶かし て 水蒸気 を 発生 させ る と 、 光 を 失っ た ミリ ッ ツ ァ の 幻 は 消え た 。 


アニ ー の 読み どおり だ っ た の た だ 。 


-、 で 悲し い 運 命 を 背負 う ハ ー フ 


2 サラ イタ ウン 


ミリ ッ ツ ァ の 本 体 を 町 は ずれ に 追い つめ た と ころ に 、 目 を 覚まし た ヒル ダ が 駆 
けつ け て きた 。 ヒル ダ は か つて の 仲間 だ っ た ミリ ッ ツ ァ を 必死 で 説得 し た 。 王 の 
盾 に いれ ば ヒュ ー マ の 体 が 手 に 入る と いう の は 、 すべ て 嘘 だ っ た こと 。 ハ ー フ の 
並 は ずれ た 力 を 欲し た トー マ に 長年 騙さ れ て いた こと …… 。 し か し 、 ミ リッ ツァ は 
耳 を 貸さ ず 、 ふた た び ヴ ェ イ グ た ち に 襲い か か っ て きた 。 

戦い の 中 で ミリ ッ ツ アァ は また し て も 分 身 を 作り 出す も の の 、 一 度 仕掛 け を 見 破 
っ た ヴェ イグ た ち に と っ て 、 今 回 も 見 破る の は 容易 だ 。 分身 は 本 体 に 比べ る と 
非常 に 玉 く 、 体力 も 少な い 。 分 身 を 無視 し て 本 体 だ け に 攻撃 を 集中 させ する と 、 
ミリ ッ ツ ァ は と うと う 力 尽き 、 サ ニ イ タウ ン を 退 い た 。 

長かっ た 騒動 が 収まっ た と ころ で 、 ヴェ イグ た ち は ヒ ル ダ に 仲間 に な ら な いか 
と 声 を か けた 。 一 度 は 敵 同 士 と し て 戦っ た 相手 だ が 、 ヒ ル ダ は 騙さ れ て いた だ 
け の 被害 者 だ 。 そ れ に 、 王 の 盾 を 追う と いう 共通 の 目的 も ある 。 ヒル ダ も 納得 
し 、 旅 を と も に する こと に な っ た 。 ア ニー は お 姉さん が で きた よう だ と 喜ん だ が 、 
マオ は な に か に つけ て 自分 を 子供 扱い する ヒル ダ に 、 ちょ っ と し た 反抗 心 を 抱い 
た よう 。 と も あれ 、 ど ちら も いい コン ビ に な り そ う だ 。 

さて 、 ミ リッ ツァ が 追っ て いた 娘 だ が 、 わざ わざ 四 星 が 追い か け て きた こと を 考 
える と 、 な に が 重要 な 情報 を 知っ て いる か も し れ な い 。 捜し 出し 、 事情 を 聞い て 
みる こと に し た ヴェ イグ た ち 。 娘 は 、 裏 路 地 の 民 家 に 逃げ 込み 、 ボー ト の 中 で 頭 
か ら 毛 布 を か ぶっ て 類 えて いた 。 


ZZ ミリ ッッ ァ 

虹 の フォ ルス の 使い 手 。 王 の ベル サス の 大 富 衰 の 娘 、 サレ 
盾 こそ 、 ハー フ で ある 自分 を 受け と トー マ に 連れ 去ら れ 、 カ レギ 
入れ て くれ る ゆい いつ の 場所 と ア 城 に 軟禁 され て いた が 、 命 
信じ 、 四 星 の ひと り と し て カレ ギ  。 か ら が ら で 逃 げ 出し て きた 。 ア 
ア に 忠誠 を 故 っ て いる 。 ガー テ と 会 い 、 な に か し ら の 秘 
肌 種 族 プ ハー フ 机 年 齢 23 歳 密 を 知っ た と いう 理由 で 、 ミ リ 
詞 身 長 ・ 体 重 プ 163cm・46kq ッ ツ ァ に 追わ れ て いる 。 
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スー ジー と 名 乗る 娘 は 、 ク レア や セレ ー ナ より も 前 に 王 の 圧 に 連れ 去ら れ 、 
船 で カレ ギア 城 へ 連れ て いか れ た らし い 。 そ こ で アガ ー テ に 調 見 し た が 、 不 因 
な 光 を 浴び て 気 を 失い 、 恐く な っ て 逃げ 出し て きた と いう 。 と も か く 、 連れ 去ら れ 
た 娘 た ち は 大 切 に 扱わ れ て いる と いう スー ジー の 言葉 に 、 一同 は ほっ と 胸 を な 
で 下ろ し た 。 そ れ な ら ば 、 クレ ア や セレ ー ナ の 身 に も 危険 は な い だ ろ う 。 

街 を 出 よ うと する と 、 初代 カレ ギア 王 の 即位 記念 日 ゴル セ ド バ の 日 に アガ ー テ 
女王 の お 披露 目 式 典 が 執り 行なわ れる と いう 通達 が 耳 に 入っ て きた 。 物 々 し い 
港 の 封鎖 は 、 式典 に 伴う 警備 の 一 ら し い 。 

アガ ー テ は 大 事 な 式 典 を 目前 に ヒュ ー マ の 娘 た ち を 集め 、 いっ た いな に を し よ 
うと し て いる の だ ろか ? 

ポポ ギ ポ 

スー ルズ を 離れ て 、 どの くら い 経 っ た だ ろう 。 そ し て 、 いま 自分 は どこ に いる の だ ろう ? 
クレ ア は 聖堂 の よう な 場所 に 、 セ レー ナ や 数 人 の 女の子 と いっ し ょ に 軟禁 され て いた 。 
今日 は ここ で 一 上 晩 明 か すこ と に な り そ う だ 。 外 に は 見 張り が た くさ ん いて 、 と て も 逃げ ら 
れ そ うに な い 。 

各地 か ら 集 め ら れ た 女の子 た ち は 、 みな 不安 そう に うつ むい て いる 。 クレ ア は ひと り 
ひと り に 話し か け 、 手 を 握っ て 励ま し た 。 き っ と 、 誰か が 助け に き て くれ る 。 幼なじみ の 


ヴェ イグ が 、 いま に 助け に き て くれ る …… に 


CO 
sr 


= 砂漠 を 抜け る 地下 水路 ・ カ レー ズ 


億 で 2 カレ ー ズ 


サ ニ イ タウ ン を 出発 し た 一 行 は 、 ゆ いい つ 軍 の 閉鎖 が 行なわ れず に 港 が 解放 
され て いる と いう バビ ログ ラー ド 港 を 目指 すこ と に し た 。 ここ か ら は 、 クロ ダダ ク 
砂 漠 を 歩い て 越え る 長旅 に な る 。 マ オ が 食料 の 心配 を し た と ころ に 、 ちょ うど 珍 
し い 屋 根 の 建物 が 目 に つい た 。 世界 の さま ざま な 食材 を 扱う 、 食材 調達 施設 だ 。 
ここ で は 、 食材 チケ ッ ト を 預け る こと で さま ざま な 食材 を 配達 し て くれ た り 、 変わ 
っ た レン シン ピ を 教え て くれ る 。 同じ 施設 は 各地 に あり 、 うま く 利 用 すれ ば いろ いろ 
と 便利 で 快適 な 旅 を 送れ そう だ 。 

砂漠 に 到着 する も 、 ひど い 砂 嵐 で 先 へ 進め な い 。 そ の と き 、 偶然 に も ティ トレ 
イ が 古井 戸 か ら つ な が る 地下 水路 ・ カ レー ズ を 見 つけ た 。 と いう より も 、 慌て て 
古井 戸 に 落ち た と いう べき か …… 。 筆 向 か ら 駒 と は まさ に この こと 。 ヴェ イグ た 
ち は 陽 炎 の 立ち 昇る 稚 熱 の 砂漠 を 避け て 、 涼し い カ レー ズ を 進む こと に し た 。 

道 を ふさ ぐ 大 き な 岩 は 、 ユ ー ジ ー ン の 鋼 の フォ ルス で 簡単 に 砕く こと が で きる 。 
だ が 、 つ い 力 が 入り すぎ た の か 、 衝撃 で 天井 の 隙間 か ら 大 量 の 砂 と いっ し ょ に 
バイ ラス が 降っ て き て し まっ た ! 岩 を 砕く た びに パイ ラス を 退治 し て いて は 、 ら 
ち が あ か な い 。 し か し 、 も と も と 器用 な ユー ジー ン の こと 。 岩 の 大 き さ ご と に うま 
く 力 加減 を し 、 以降 は バイ ラス と 戦う こと も な く 、 すん な り と 歩け る よう に な っ た 。 
また 、 水路 だ け あ っ て 、 と ころ どこ ろ に ひび 割れ た 壁 か ら 水 が 勢 いよ く 噴 き 出す 
こと が ある 。 押し 流さ れ な いよ う 、 水流 の 止ま る タイ ミン グ を 見 計ら っ て 一 気 に 
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/ の 


走り 抜け て 進む 一 行 。 

途中 、 ア ニー の 具合 が 悪い こと に ユー ジー ン が 気がつい た 。 砂漠 の 熱気 と 、 
水路 の 冷気 に あて られ た の だ ろう か ? アニ ー が 大 丈夫 だ と 言い 張る の で 、 短 
い 休 憩 の の ち 、 一 行 は 先 を 急ぐ こと に し た 。 心配 げに お ず お ず と 声 を か ける ユ 
ー ジ ー ン だ が 、 アニ ー は 無視 を 決め 込ん で いる よう 。 そ ん な ふた り の 事情 を 知ら 
な い テ ィ ト レイ と ヒル ダ は 、 怪 応 そ うに 顔 を 見 合わ せ た 。 

初代 国王 即位 記念 日 ゴル ド バ の 日 。 ゴ ルド バ と いう 言葉 に は 別 の 意味 も あ 
り 、 王家 に 代々 伝わる 守護 石 が ゴル ド バ の 月 と 呼ば れ て いる 。 し か し 、 ユー ン 
ー ン に も その 詳細 は わか ら な いら し い 。 そ ん な こと を 話し な が ら 歩 くう ち 、 無事 に 
砂漠 を 抜け る こと が で きた 。 カ レー ズ に 入る 前 は 、 ギ ラ ギ ラ と 机 陶 し か っ た 太陽 
だ が 、 久しぶり に 浴び る と 気持 ちがい い 。 


その と き 、 アニ ー が 気 を 失っ て どう と 倒れ た 。 すご い 熱 で 、 息 も 荒い 。 み ん な 
に 迷惑 を か け ま いと し ば らく 前 か ら ず っ と 無理 を し て いた の だ ろう 。 幸い 、 すぐ 近 
くに アニ カマ ル と いう 村 が ある 。 ひと まず 、 アニ ー に 休息 を 取ら せる た め 、 ヴェ イ 
グ た ち は ア ニカ マル へ 向かっ た 。 


カレ ー ズ 

クロ ダダ ク 砂 漠 の 下 に 広がる 、 井戸 と 井戸 を つなぐ 地 
下水 路 。 か つて 、 こ の 水路 を 利用 し て いた 村 は 流行 病 
で 全滅 し た 。 
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Save 二 


生理 OX 


※ 夫 とき は 、 一度 カレ ー ズ を 抜け て か ら 
また 来る と 、 道 が で き て つなが っ て いる 。 


Biru87 
グ バ ー ア クティ 、 フィ ズ ケ イノ 、 ベル ク フ ロ ッ グ 、 レヴ ィ マ ー ク 、 アン ガー シュ リン プ 、 
ゲー トル 、 ト リネ ー ク 、 ロッ クス コー ピオ ン 


もら 327 

サフ ラン 、 ピー チ グ ミ 、 ライ フ ボ トル 、 回 錬 石 、 ブ ラオ リキ ッ ド 、 セ ボ リー、 フレ アパ ウ ダ ー (あら すじ 25 以 降 ) 、 
術 錬 石 (あら すじ 25 以 降 ) 、 パ ナシ ー ア ボトル 、 ディ レイ チェ ッ ク 、 1500 ガ ルド 、 ロー ダマ リー、 ベル ベー ヌ 、 
スペ シャ ル ピ ザ (あら すじ 47 以 降 ) 


// 


/2 


で 旅人 と 村人 の 確 軌 を 経て 


の < は ・ アニ カマ ルー オア ンス 


アニ カマ ル の 人 々 の 旅人 を 見 る 目 は 、 と て も 友好 的 と は いえ な か っ た 。 それ ば 
か りか 、 敵意 すら 感じ る 。 アニ ー を 宿屋 に 寝かせ て 医者 を 捜す ヴェ イグ た ち を 、 
村人 た ち は 冷 た く あ し ら っ た 。 宿屋 の 女 持 も 、 ガ ジュ マ の 女性 も 、 泉 で 釣り を し 
て いる 男 も 、 み ん な 「 医 者 な ど 知 ら な い 」 の 一 点 張 り 。 温厚 な ユー ジー ン も 、 さ 
す が に 怒り を 隠せ な い 。 と いう より も 、 アニ ー の こと と な る と つい 感情 的 に な っ 
て し まう よう だ ……。 こん な 状況 に も 関わ ら ず 、 い つの 間 に か 民家 で カレ ー ラ イ 
ス を つま み 食 いし て いた マオ は 、 さ す が と いっ た と ころ だ ろう か 。 

散々 村 中 を さま よっ た あと 、 村 の は ずれ で よう や くま と も に 話 を 聞い て くれ る フ 
ラン ツ と いう 冒険 家 に 出 会 5 か 彼 は 医学 の 心得 が ある と の こと な の で 、 さ っ そ 
く ア ニー を 和 珍 て も ら う こと に し た 。 

フラ ン ツ の 診断 は 、 一 同 に と っ て 過酷 な も の だ っ た 。 アニ ー を 苦し め て いる の 
は 、 か つて カレ ー ズ の 上 に あっ た 村 を 全 減 させ た 流行 り 病 ・ デ スガ ロ 熱 だ と いう 
の だ 。 お そら く 、 カレ ー ズ で ユー ジー ン が 岩 を 砕い た と き に 降っ て きた 砂 に 、 病 
原 体 が 紛れ て いた の だ ろう 。 デ スガ ロ 熱 は 致死 率 が 高く 、 早急 に 治療 を し な け 
れ ば 、 翌日 を 待た ず に 死 を 迎え て し まう 恐ろし い 病 気 だ と いう 。 

アニ ー が デス ガロ 熱 に 置 さ れ て いる こと は 、 すぐ に 村 中 に 広まり 、 ヴェ イグ た 
ち は 宿 屋 を 追い 出さ れ て し まっ た 。 ひと まず 村 は ずれ の フラ ン ツ の テン ト に 身 を 
隠す 一 行 。 そ こ で 、 よう や く こ の 村 が よそ 者 を 嫌う 理由 を 聞か され る の だ っ た 。 
その 昔 、 ア ニカ マル は 旅人 の 持ち 込ん を だ デス ガ 
ロ 熱 に よっ て 、 全 減 し か けた こと が ある と いう の だ 。 
旅人 は 、 村人 の 必死 の 看病 に 礼 も 言わ ず 、 女人 然 
と 姿 を 消し た 。 そ の 後 、 そ の 旅人 か ら 感 染 し た 村 
人 が 次 々 と 倒れ た 。 病気 を 持ち 込ま れ 、 恩 を 信 
で 返さ れる か た ちと な っ た アニ カマ ル は 、 以来 、 
旅人 を 憎ん で 拒絶 する よう に な っ た と いう 。 

その 旅人 は 、 リ ブ ガ ロ と いう 幻 の バイ ラス を 探 
し に いっ た の で は な いか 7? と フラ ン ツ は 考え て 
いた 。 万 病 を 治す 薬 と 言わ れ て いる リブ ガロ の 
角 を 持ち 帰り 、 アニ カマ ル の 人 々 か ら 愛 けた 因 に 


報い る つも り だ っ た の で は な いか 、 と 。 

アニ ー を 助け る た め に は 、 そ の リブ ガロ の 角 に 頼る し か な い 。 ヴェイグ た ち は 
フラ ン ツ の 案内 で 、 リブ ガロ が 目撃 され た と いう オア シス へ 向かっ た 。 

オア シス の 奥 に は 、 一 本 角 を 持つ 金色 の バイ ラス が いた 。 フラ ン ツ の 教え て 
くれ た リブ ガロ の 特徴 その まま だ 。 ユー ジー ン が 先陣 を きり 、 リブ ガロ に 挑む 。 

アニ ー の 弧 法 陣 に 頼れ な い 戦い は 、 思 っ た より も 厳し か っ た 。 ア ニカ マル で 
グミ や ライ フ ボ トル を 大 量 に 買い 込ん で お いて 正解 だ っ た 。 何 度 か リブ ガロ に 
追い 討ち を か け 、 よう や く 角 を 手 に 入れ る ヴェ イグ た ち 。 あ と は 、 光 に 編 い この 
角 を 煎じ る た め の 、 暗い 部 屋 を 確保 する だ け 。 だ が 、 は た し て アニ カマ ル の 人 々 
は その 場所 を 貸し て くれ る だ ろう か ? 一 抹 の 不安 が 彼ら の 胸 を よぎっ た 。 


オア ン シ ンス 同 剛 回 (回 目 ) 

砂漠 の 地下 水 が 湧き 出る 貴重 な 場 フィ ー ル ド で リブ ガロ に 触れ る と 、 戦 
= っ ゃ ベル オ ーー 闘 に 突入 。 リブ ガロ は 火 属 性 に 弱い の 
St PS な は で は で 、 マオ の 導 術 を メイ ン に 攻め よう 。 
な く 、 多 く の バ イラ ス も 集まっ て くる 。 


( 木 の 中 に 3 つ ) 


6 の 
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上 軸 憎 陣 回 23 回目 ) 

BOSS 1 回 目 で 倒せ な か っ た 場合 、 再度 戦 

( 木 の 陰 ) い を 挑め る 。1 回 目 と 同じ 戦法 で 、 リ 
ブ ガ ロ の み を 集中 的 に 狙っ て いこ う 。 

人 の 23 

和 〒.BOX 


% 遇 irus ツ 
ポー ント ホー ス 、 EE 光 ゲ イタ ター、 ラウ ロウ 


ボス は 30 秒 以内 に 倒さ な いと TPemm" ' 
8tart 逃亡 する 。 の ゆー の っ …③ー①… 2000 ガ ルド 、 チ キン 、 アッ プル グミ 、 セー ジ 、 
と 3 ヶ所 を 順番 に まわ っ て いく 。 フイ フ ボ トル 、 フ ィ ー ト パー ル 、 ポー ク 、 醒 錬 石 


/ グ 


案の定 、 ア ニカ マル に 戻る と 、 村人 た ち は 石 を 投げ て ヴェ イグ た ち を 追い 返 
そう と し た 。 一 刻 を 争う 事態 に 、 ユージ ー ン は 、 力ずく も 謙 わな い 様子 。 い つも 
の 冷静 な ユー ジー ン は 見 る 影 も な い 。 カレ ー ズ で アニ ー に 砂 を か ぶせ て し まっ 
た こと に 、 強い 責任 を 感じ て いる の だ ろう 。 

一 触 邑 発 の その と き 、 ひと り の 老婆 が や っ て き て 、 村人 た ち を 説得 し て くれ た 。 
デス ガロ 熱 が 流行 っ た 昔 、 老婆 は ユー ジー ン の 手 に 握ら れ た リブ ガロ の 角 と 同 
じ も の を 村 の 近く で 拾い 、 村人 を 病 か ら 救 っ た と いう 。 そ の 角 は 姿 を 消し た 旅人 
が 命 と 引き 替え に 手 に 入れ 、 置い て いっ た の だ ろう と 老婆 は 語る 。 その 老婆 の 
計ら いで 、 宿屋 の 一 室 を 貸し て も ら う こと が で きた ヴェ イグ た ち 。 

こう し て 、 ア ニー は デス ガロ 熱 を 克服 し た 。 旅人 に 裏切ら れ た わけ で は な いこ 
と を 知っ た アニ カマ ル の 人 々 は 、 これから 少し ずつ 、 頑 な に 閉ざし た 心 を ほぐし 
て くれ る こと だ ろう 。 そ し て アニ ー も 、 自 分 を 助け る た め に 必死 に 奏 走 し た ユー ジ 
ー ン に 対し て 、 少し だ け 心 を 開い た よう だ 。 明日 の アニ ー の 日 記 に は 、 な に が 書 
か れる の だ ろう ? 

村 に 滞在 し て いる 間 、 慣れ な い 猛 暑 と 疲労 か ら か 、 ティ トレ イ が 軽い 日 射 病 で 
目 を まわ し て し まっ た 。 北国 育 ち で 暑 さ に 慣れ て いな い ヴ ェ イ グ も 音 を あげ る 寸 
前 だ 。 世話 に な っ た フラ ン ツ と の 別れ は 寂し か っ た が 、 お 互い 冒険 を し て いれ ば 、 
また どこ か で 会 える は ず 。 いつ まで も 移 熱 の 地 に と ど ま っ て いる わけ に は いか な 
い 。 み ん な に 礼 を 言っ た ら 、 すぐ に 出発 だ 。 


% 遇 iuLS 
※ ア ニカ マル 周辺 ダー ダー、 ト リネ ー ク 、 リグ リッ ト 、 ロッ クス コー ピオ ン 


世界 七 大 幻 を 追い 求め る 、 軒 
険 家 。 リュ ッ ク と テン ト を 抱え て 
世界 中 を 飛び まわ り 、 夢 と ロマ 
ン を 食べ て 生き て いる 。 古今 東 
西 の 幻 に 詳し く 、 医 学 の 心得 も 
ある 頼も し い 男 。 アニ ー を 診察 
し 、 治療 方 法 を 教え て くれ る 。 


金色 に 光る 体 に 一 本 角 を 持つ 、 
幻 の バイ ラス 。 多く の 目撃 証言 
は ある も の の 、 実際 に 捕らえ られ 
た 記録 は な い 。 その 角 は 万 病 を 
治す 特効薬 に な る が 、 光 に 懇 い 
た め 、 薬 に 煎じ る と き に は 暗室 
で 行なわ な く て は な ら な い 。 


EN we に 3 
っ 登山 洞 


ヴェ イグ の 氷 の フォ ルス の お か げ で 、 ティ トレ イ の 具合 は すっ か り よ く な っ た よ 
うだ 。 砂漠 を 南東 に 進む と 、 シ ー ラ グ 橋 が 見 えて きた 。 ここ か ら 先 は 、 緑 の 豊か 
な 南 の 大 陸 。 歩き な が ら 少 し 注意 すれ ば 、 ウマ イナ ゴ や カブ トム シ な どの 珍し い 
生き 物 を 目 に する こと が で きる 。 

山 の 頂 上 付近 に ある バビ ログ ラー ド に は 、 洞 窟 を 利用 し て 作ら れ た 登山 洞 を 
登る の だ が 、 登 山 洞 は 薄暗く 、 黒い 霧 が 立ち こめ て いる 。 この 黒 胃 に 紛れ て バ 
イラ ス が い か か っ て くる こと を 知っ た ヴェ イグ た ち は 、 立ち入っ た と きか ら マ オ 
が 微妙 な フォ ルス を 感じ 取っ て いた こと も あり 、 じゅ うぶ ん に 注意 し な が ら 進 ん で 
いく 。 不思議 な こと に 、 杉 を すべ て 払い の ける と 、 バイ ラス は まっ た く 姿 を 現 わ 
さ な く な っ た 。 ここ の バイ ラス た ち は 、 ずい ぶん 勝 病 の よう だ 。 と ころ どこ ろ で 道 
を ふさ ぐ 鉄 格子 が や っ か い だ が 、 近く に ある レバ ー を 動か す と 簡単 に 開い た 。 

し ば らく 石段 を 登る と 、 懐か し い 顔 ぶれ に 遭遇 し た 。 漆黒 の 爪 と 名 を 変え て 
いた が 、 ラル レン 大 橋 と エト レー 橋 で 邪魔 を し て きた 例 の 三 組 ・ 漆 黒 ト リオ だ 。 リ 
ー ダ ー の ギン ナル は 「 待 ち 伏 せ を し て いた 」 と 強がっ て いた が 、 どう や ら 足 に 怪我 
を 負っ て 動け な いで いる よう 。 ア ニー が 応急 処置 を する と 、 漆黒 トリ オ は 元気 よ 
く 立 ち 去 っ て いっ た 。 は じ め て 3 人 に 会 っ た ティ トレ イ も 「 悪 い ヤ ツ ら じゃ な さそ う ] 
と 思わ ず 拍 子 抜け だ …… 。 山 の 中 腹 に 差し か か る と 、 向こう か ら サ レ と トー マ が 
歩い て くる の が 見 えた 。 し か し 、 どう に も 様子 が お か し い 。 そ こ へ 、 サレ の 部 下 
を 名 乗る ド ネ ル が 現われ た 。 ド ネ ル は 土 の フ ォ ル ス の 使い 手 で 、 さ き ほ どの サレ 
と トー マ は 、 ド ネル が 作り 出し た 泥 人 形 だ っ た の だ 。 登山 洞 に 入っ た と き に マオ 
が 感じ た 微弱 な フォ ルス は 、 漆黒 トリ オ の も の だ け で は な か っ た 。 

泥 人 形 の サレ と トー マ は 、 倒し て も すぐ に 復活 し て し まう 。 ここ は 泥 人 形 を 作り 
出し て いる ド ネ ル に 狙い を 定め 、 集中 攻撃 する の が 賢明 だ 。 ヴェ イグ た ち に 敗 
れ た ド ネ ル は 、 最後 の フォ ルス を 全 解 放し 、 自爆 同 然 に 谷底 に 落ち て いっ た 。 
衝撃 で 落ち て きた 大 岩 に 道 を ふさ が れ て し まっ た が 、 ユー ジーン の フォ ルス で 、 
簡単 に 壊す こと が で きた 。 一 度 、 カ レー ズ の と き の よ うに 力 加減 を 間違え て 余計 
に 岩 が 沙 ち て き て し まっ た が 、 あと は うま く や っ て くれ た 。 岩 を すべ て 砕き 、 よう 
や く 登 山 洞 を 登り きっ た 先 に は 、 バビ ログ ラー ド へ の 道 が 開け て いた 。 


Brus7 
※ 和 登山 洞 カー スコ ッ ト 、 ガル トン 、 ニ グ シェ イド 、 ラン カー カス 


Z。?. 


の 
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登山 油 

も と も と あっ た 洞穴 に 作ら れ た 登り 道 。 
バビ ログ ラー ド に ある 蒼 の 聖典 に 参拝 する 
信者 が 巡礼 に 使用 する 。 


王 の 盾 の 一 員 で 、 サレ の 直属 
の 部 下 。 土 の フォ ルス の 能力 
者 で も る 。 土 で サレ や トー マ 
の 人 形 を 作り 出し 、 そ れ を 操 


っ て ヴェ イグ たち に 戦い を し か の 
け で て くる 。 言葉 の は じ め に 「[ ド 」 農 
を つけ て し ゃ べ る の が 特徴 。 TBOX 


泥 人 形 の サレ と トー マ は 、 
倒し て も すぐ 復活 する 。 泥 
人 形 は 無視 し 、 ド ネル だ け 
を 集中 攻撃 し よう 。 風 属 


性 が 騰 点 。 
人 の 
富 . BOX 
Bt&T も 
% 宙 imS7 
カー スコ ッ ト 、 ガル トン 、 ニニ グ シ ェ イ ド 、 ラン カー カス 代 の 
中 . 選 O 叉 
itemn? 


ライ ス 、 マイ ンド パー ル 、 ライ フ ボ トル 、 パニ ッ ク チ ェ ッ ク 、 2575 ガ ルド 、 
ピー チ グ ミ 、 チーズ 、 アッ プル グミ 、 エリ クシ ー ル (あら すじ 25 以 降 ) 、 

シー ルド パー ル 、 ライ フエ メラ ルド (サブ イベ ント 後に 入手 可 。 序盤 で は 入手 不可 ) 、 

リン ゴ 、 ジャ ガイ モ 、 2469 ガ ルド 、 フォ ルス パー ル 、 ニン ジン 、 2100 ガ ルド 、 氏 の 
セ ボ リー、 ナッ シェ ビル ド (あら すじ 25 以 降 ) や BOX 


9 の あく て な 2 も を 
『 Oo バビ ログ ラー ド 


放 。 \i 天空 に 近い 聖 殿 

街 に 入る と すぐ 、 ユー ジー ン が この 街 の 蒼 獣 信仰 の 戒律 に つい て 教え て くれ 
た 。 バビ ログ ラー ド で は 、 家族 以外 の 男女 が 会 話 を する こと を 堅く 禁じ る 、 絶対 
的 な 搾 が ある らし い 。 女性 と 会 話 で きる の は 、 デニ ー ガ が ビ 沙 が 起 け と いう さあ 民 
な る 。 これ は 店 主 に 対し て も 同じ だ 。 少々 面倒 だ が 、 卿 に 入っ て は 郷 に 従え 。 
ここ は 戒律 を 守っ て 行動 し た ほう が よさ そう だ 。 

街 で は 、 ガ ジュ マ の 娘 ・ ダ ナ と 、 ヒュ ー マ の 青年 ・ オ ックス が 密会 し て いる 場面 
に 出くわし た 。 戒律 に 反する ば か り で な く 、 ヒュ ー マ と ガ ジ ュ マ と いう 珍し い カ ッ 
プル だ 。 ふ た り は 人 の 目 を 逃れ る よう に 、 ど こ か へ 立ち 去っ て し まっ た …… o 
少々 気 に な る が 、 先 を 急ぐ こと に 。 

バビ ログ ラー ド の 港 は 山 の 反対 側 の ふも と に あっ た 。 港 ま で は リフ ト で 往来 で 
きる の だ が 、 リ フト は た っ た いま 港 に 向かっ た ば か り で 、 つぎ の 便 が 出る まで 少 
し 時 間 が か か り そ う だ と 言う 。 仕方 が な い の で 、 街 の 人 の 話 を 聞き な が ら 待 つ 
0 の ly に 

広場 へ 行く と 、 聖典 か ら 祭 司 と 巡礼 者 に 出くわし た 。 巡礼 者 た ち は 女 性 な の 
だ ろう 。 み ん な 一 様 に 顔 を 布 で 隠し て いる 。 若い 娘 が 人 前 で 素顔 を さら さ な い 
の も 、 誰 上 獣 信 仰 の 戒律 の うち の ひと つら し い 。 すれ違い ざま 、 巡礼 者 の ひと り が 
ヴェ イグ に ぶつ か り 、 小声 で 謝っ て いっ た 。 

宗 品 た ち は リ フト の ほう へ 歩い て いっ た 。 リフ ト が 戻っ て きた の だ ろう か ? ふ 
た た び リ フト の 管理 人 を 訪ね る が 、 うわ ご と の よう に 「 ダ メ だ ダメ だ | と くり 返す ば 


ガ ジ ュ マ で ある ダナ を 愛す ヒュ ー マ で ある オッ クス に 思 
る 、 ヒュ ー マ の 青年 。 異 性 と い を 寄せ る 、 ガ ジ ュ マ の 女性 。 
口 を きい て は いけ な いと いう 蒼 獣 信 仰 の 戒律 に 反する こと 
誰 獣 信仰 の 戒律 より も 、 種族 を 知り な が ら 、 人 目 を 忍 ん で 
の 違い と いう 大 き な 壁 に 思 オッ クス と 密会 を くり 返す 日 々 
い 悩 ん で いる 。 を 送る 。 


// 
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か り で 乗せ て くれ ず 、 様子 が お か し い 。 まる で 、 ケ ケ ッ ト 街 道 治 い の 小屋 で 起こ 
っ た 現象 と そっ くり だ 。 だ と し た ら 、 管理 人 は ワル トゥ の 暗示 に か けら れ て いる の 
か が !? 

そう いえ ば 、 広場 で すれ 違っ た 祭司 も 様子 が 変 だ っ た 。 そし て 巡礼 者 も ……! 
ヴェ イグ は 巡礼 者 と な つか っ た と き に 感じ た 違和感 を 思い 出し た 。 男 の ヴェ イク 
に 声 を か け て きた と いう こと は 、 巡礼 者 は この 街 の 者 で は な い 。 き っ と 、 王 の 盾 
に 連れ 去ら れ た 娘 た ち だ っ た の だ ! 

また し て も 目 の 前 で 王 の 盾 を 取り 逃がし て し まっ た 。 一 刻 も 早く 管理 人 に か け 
られ た 暗示 を 解い て 、 リ フト で 追い か け な け れ ば な ら な い 。 

暗示 の も と と な っ た 音 を 探す うち 、 こ ご 数 日 、 祭司 の 手伝い を し て いた 男性 た 
ちの 様子 が お か し か っ た こと が わか っ た 。 し か し 、 祭司 の 言葉 を 聞い た と た ん 、 
スイ ッ チ が 切れ た か の よう に も と に 戻っ た と いう 。 どう や ら 、 暗示 の きっ か け は 祭 
司 の 発し た な に か し ら の 言葉 の よう た 。 

聖 殿 を 訪ね た が 、 祭司 も また 別 の 暗示 に か か っ て いる よう で 話 に な ら な い 。 


リフ ト 管 理 人 


蒼 獣 神 に 仕え 、 蒼 の 聖典 を 守 
る 者 。 祭司 は 同時 に バビ ログ 
ラー ド の 有力 者 で あり 、 街 の 政 
治 や 在り 方 を 決め る 存在 で も あ 
る 。 ワル トゥ の 暗示 で 操 ら れ 、 そ 
うと は 知ら ず に 参拝 に 訪れ た 住 
人 に 暗示 を か け て し まう 。 


バビ ログ ラー ド と バビ ログ ラー 

ド 港 を つなぐ リフ ト の 管理 人 。 
リフ ト は 住人 や 旅人 の 貴重 な 
交通 手段 で ある だ け で な く 、 荷 
物 の 運搬 に も 利用 され る 。 リ 
フト の 操作 は 難し く 、 こ の 管理 
人 で な いと 行なえ な い 。 


蒼 の 聖典 


と りあ え ず 、 リ フト 管理 人 の 暗示 を 解く 言葉 を 探す こと に し た 。 祭司 が 口 に し て 
も 不 自然 で は な く 、 そし て 、 ひん ば ん に 発せ られ る 言葉 ……。 祭司 の 机 の 上 に 
置か れ て いる 蒼 獣 聖典 が 怪し い 。 

ーーーーー 我ら 蒼き 海 、 蒼き 空 、 蒼き 都市 に 生ま れん . 愛し き 海 、 愛 しき 空 、 か の 
海 と 空 、 守 り 伝え ん 

この 加 典 に 書か れ て いる 言葉 の どれ か が 、 暗示 に な っ て いる は ず だ 。 

街 の 人 々 に 話 を 聞い て 歩く と 、 男 た ちの 様子 が お か し く な っ た 日 の 祭司 の 言 
葉 に つい て 、 い くつ か ヒン ト を 得 ら れ た 。 い と し き そ ら 街 の 男 た ち は 、 こ 
の 言葉 で 暗示 に か か っ た に 違い な い 。 予想 どおり 、 その 言葉 を 聞か せる と 、 リ 
フト の 管理 人 は すぐ さま 真顔 に 戻っ た 。 

管理 人 の 手 で リフ ト が 動か され る と 、 祭司 の 暗示 も また 解け た 。 祭司 の 暗示 
の きっ か け は 、 リ フト の 音 だ っ た の だ 。 これ ほど 手 の 込 ん だ 晴 示 を か け て いく と 
は 、 いよ いよ 王 の 盾 の 迎撃 も 厳し く な っ て きた 。 ヴェ イグ た ち は 港 に 降り る 前 に 、 
狼 備 を 見 直し て 態 勢 を 整え て お く こ と に し た 。 
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- | 船 で クレ ア を 追え ! 


バビ ログ ラー ド 港 一 バル カ 港 


_ タ の 
いふ 

ッ タデ ニー・ 

AN 。 交 、/ 


S ( 借 < 
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リフ ト を 降り る と 、 そこ は も う 潮 風 の 吹 きつ ける バビ ログ ラー ド 港 。 港 で は 、 
ワル トウ ゥ と ミリ ッ ツ ァ が 待ち 構え て いた 。 そ の 後ろ に は 、 テ ィ ト レイ の 姉 セ レー 
ナ の 姿 も ! 人 質 を と られ て いて は 手出し で き な い と 戸惑う ティ トレ イ を 、 セレ 
ー ナ は 一 喝 し た 。「 私 た ち も 命 を 賭け る か ら 、 戦い な さい !」 と 。 

も う 遠 慮 は いら な い 。 ミリ ッ ツ ァ の 詠唱 を 止め る の は 苦労 し た し 、 パニック 
チェ ッ ク を 備 し て いな か っ た ら ワ ルト ゥ の 攻撃 に 倒れ て いた か も し れ な い が 、 
どう に か ふた り を 倒す こと が で きた 。 ワ ルト ゥ は 最後 の 力 を 振り 絞り 、 ヴェ イグ 
た ち を 攻撃 し よう と 身構え た 。 

その と き 、 白銀 の 甲南 に 身 を 包ん だ 威風 立派 な 男 が ワル トゥ を 止め た 。 男 は 
カレ ギア 王国 軍 将 軍 ・ ミ ル ハ ウス ト で あっ た 。 ア ガー テ の 勅命 で 動い て いる 四 
星 と は 指揮 系 統 が 違う も の の 、 格 上 な の は ミル ハウ スト の ほう 。 ワ ルト ウ と ミリ 
ッ ツ ァ は 、 セ レー ナ た ち を 置い て バビ ログ ラー ド 港 を 引き 上 げた 。 

ミル ハウ スト と ユー ジー ン は 、 か つて と も に 力 を 合わ せ た 同 志 だ 。「 ア ガー テ 
の も と で な に が 起こ っ て いる か 確か め て くれ 」 と いう ユー ジー ン の 頼み に 、 ミ ル 
ハウ スト は 、 首 を 継 に も 横 に も 振ら ず 、 苦渋 の 表情 で 去っ て いっ た 。 

こう し て 、 セレ ー ナ は 無事 に 解放 され た 。 連れ去ら れ た 娘 た ち は 、 し ば らく バ 
ビ ロ グ ラー ド の 聖典 に 閉じ こめ られ て いた と いう 。 ク レア も そこ に いた が 、 数 
日 前 に バル カ へ 連れ て いか れ て し まっ て いた らし い 。 ヴェイグ は 、 ま た し て も ひ 
だ が 二 志 か っ た の だ つた “…" 8 

セレ ー ナ は 、 捕 まっ て いる 間 に 王 の 盾 の 兵士 た ち が し きり に 「 も う 時 間 が な い 。 
月 が 満ち る ] と 焦っ て いた こと を 教え て くれ た 。 つ ぎの 満月 は 、 お 披露 目 の 儀式 
が 執り 行わ れる ゴル ド バ の 日 。 や は り 、 王 の 后 に よる 誘拐 事件 と 儀式 に は 、 


な に か し ら の 関連 が ある よう だ 。 

ティ トレ イ は セレ ー ナ と いっ し ょ に は 帰ら ず 、 旅 を 続け る こと に し た 。 も ちろ 
ん 、 こ れ に は セレ ー ナ も 大 区 成 。 い っ し ょ に 王 の 盾 に 連れ まわ され る うち に 、 
クレ ア は セレ ー ナ に と っ て も 、 大 切な 友人 に な っ て いた の だ 。 

バル カ 行 き の 定 期 船 は ゆっ くり と 港 を 離れ 、 や が て 、 駿 に 包ま れ た バル カ 港 
へ 到着 し た 。 王 都 カ レギ ア の 玄関 港 で ある ここ に は 、 ゴ ルド バ の 日 が 近い こと 
も あり 、 厳重 な 警備 が 敷 か れ て いる 。 

港 は 、 お 披露 目 の 儀式 に 参列 し よう と や っ て きた 大 勢 の 観光 客 や 、 物資 を 抱 
えた 商人 た ち で に ぎわ っ て いた 。 は る か 遠く 、 キ ョ グエン や ノル ゼン か ら や っ 
て きた 人 も いる 。 そ の 中 に 、 ペ トナ ジャ ンカ か らき た ふた り の 青年 が いた 。 彼 
ら は な ん と ティ トレ イ の 知り 合い だ っ た 。 思わず 話し こむ ティ トレ イ 。 

ティ トレ イ を 待ち 、 いよ いよ バル カ 港 を 出発 する こと に な っ た 一 行 だ が 、 ヴェ 
イグ は 占い 師 の 老婆 に 呼び 止め られ 、 意 味 深 な 進言 を 受け た 。「 導 に 飲ま れ ぬ 
よう 、 心 を 強く 持て 」 …… と 。 これ は どう いう 意味 な の だ ろう か ? 


昌 ////722/2 ン 全う / フ ノブ ルク 
ミル ハウ スト ・ セ ルカ ー ク 

カレ ギア 軍 を まとめ る 将軍 。 若く 
し て トッ プ に まで 上 りつ め た 才能 
の 持ち 主 。 カ レギ ア に 忠誠 を 故 
い 、 密か に アガ ー テ に 並々 な ら ぬ 
思い を 抱い て いる 。 

且 種 泊 プ ヒュ ー マ 雇 年 齢 /28 歳 
肌身 長 ・ 体 重 プ 185cm・72kg 
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バル カー メ セ チ ナ 洞 窟 

首都 バル カ は 、 年 中 深い 到 に 覆 わ れ て いる 。 ヴェ イグ と ティ トレ イ は は じ め て 訪 
れる が 、 ユー ジー ン と マオ に と っ て は 馴染 み の 深い 街 。 案内 は ふた り に 仕 せ る こと 
に し た 。 大 き な 街 だ け あ っ て 、 店 の 品ぞろえ も 充実 し て いる 。 と くに 、 装飾 屋 に ず 
ら り と 並ん だ 世界 の 護符 は 圧巻 だ 。 武器 屋 に も 強力 な 武具 が そろ っ て いる 。 ま 
た 、 酒場 に 寄っ た の は 、 ミ ナー ル 以 来 だ ろう か ? 酒樽 に 興味 津々 な ヒル ダ を よ 
そ に 、 マオ は 目 に も 止ま ら ぬ 鮮やか な つま み 食 い を 披露 し て くれ た 。 

世界 の 歴史 の 礎 と な っ た 六 厳 な カレ ギア 城 だ が 、 い ま の ヴェ イグ たち に と っ て は 、 
大 切な 人 を 閉じ こめ て いる 宇 獄 に すら 見 える 。 クレ ア は 無事 で いる だ ろう か ? 

ポ ※※ ポ 

クレ ア は 大 勢 の 娘 た ちと いっ し ょ に 、 カレ ギア 城 の 客室 に 閉じ こめ られ て いた 。 連れ 
て こら れ た 娘 は ほか の 部 屋 に も た くさ ん いて 、 毎 日 ひと り ず つ ア ガー テ に 呼ば れ て は 、 何 
事 も る な か っ た か の よう に 戻っ て くる 。 た だ 楽し く 会 話 を し た だ け の 者 も いれ ば 、 載 見 時 の 
記憶 を 失っ て いる 者 も いた 。 丁重 な 扱い を 受け て は いる も の の 、 みな 不安 は 隠せ な い 。 
女王 の 目的 は 、 誰 に も 明か され て いな い の だ か ら …… バ 。 

そし て 今日 つい に クレ ア の 名 前 が 呼ば れ た 。 ア ガー テ と の 調 見 は 、 あっ と 言う 間 だ っ 
た 。 ア ガー テ に 会 うな り 顔 や 体 の 美 し さ を 褒め られ 、 不思議 な 光 を 浴び せら れる と 、 クレ 
ア は その まま 意識 を 失っ て し まい ……。 


※※ ポ ※ ネ 
ゴル ド バ の 日 を ひか えた バル カ の 警備 は 、 い つ に な く 厳 重 だ 。 どう に か カレ キ 
ア 城 に 港 り 込む 方 法 は な い だ ろ うか ? 煮詰まっ て いる ヴェ イグ た ちの 前 を 、 ガ ジ 


カレ ギア の 辞書 と 称 され る 情 。 引退 し た 老人 を 演じ て いる が 、 ジ ベ ー ル の 下 で 働く 、 真 面目 
報 屋 。 王族 より も カレ ギア に  。 じつは バル カ の 裏 社会 を 仕切 な 青年 。 古代 史 を 勉強 し て い 


つい て 詳し く 、 ゴ シッ プ か ら 国 
の 歴史 まで 、 その 情報 量 は 計 
り し れ な い 。 か つて 、 城 に 忍び 
込ん で 捕らえ られ た と ころ を 、 
ユー ジー ン に 助け られ た こと が 


る 陰 の 支配 者 で 、 ヨ ッ ツ ア の 
ボス で も ある 。 カレ ギア の こと 
な ら な ん で も 知っ て いて 、 城 へ 
忍び 込む 方 法 を 隠し て いる 。 
用 心 深く 、 初対面 の 人 間 を 疑 
っ て か か る 。 


る 学者 で 、 世界 中 の 遺跡 や 謎 
を 追っ て いる 。 調査 に 夢中 に 
な る あま り 、 まわ り が 見 えな く な 
る 傾向 が あり 、 い つの 間 に か 
ピン チ に 陥っ て し まう お っ ちょ 
こち ょ い 。 


ュ マ の 男 が すご い 勢 いで 走り 抜け て いっ た 。 城 に 不法 侵 和信 し た 罪 で 、 兵士 た ち 
に 追い か けら れ て いる 様子 。 ユ ー ジ ー ン は この 逃げ た 男 の こ と を 知っ て いた 。 カ 
レギ ア の 辞書 と いう 別名 を 持つ 情報 屋 ・ ヨ ッ ツ ア で ある 。 

ヨッ ツア は 、 街 は ずれ の 商店 に 隠れ て いた 。 城 に 潜り 込む 方 法 を 聞く と 、 昔 な 
じみ の ユー ジー ン の 顔 を 立て 、 雑貨 屋 の 向かい に 住む ジ ベ ー ル と いう 男 の 存 在 を 
教え て くれ た 。 さっ そく ジ ベ ー ル に 会 い に 行 く こ と に 。 

ジ ベ ー ル に 城 の 潜入 方 法 を 聞い た ヴェ イグ た ち だ っ た が 、 兵士 の お と り 捜 査 で 
は な いか と 疑わ れ 、 一 筋 縄 で は いか な い 。 も っ と も と いえ ば 、 も っ と も だ 。 そこで 、 
信頼 を 得る た め 、 メ セ チ ナ 洞 窟 へ 行っ た きり と いう ジ ベ ー ル の 部 下 ・ ハ ッ ク を 迎え 
に いく こと に し た 。 し か し 、 疑 り 深い ジ ベ ー ル の た め に 、 人 質 代 わり に 仲間 を 2 人 
残し て いく こと に な る 。 誰が 残る か 決め 、 す ぐに 出発 する 一 行 。 

メ セ チ ナ 洞 窟 は 、 バ ルカ の 北東 に ある 小さ な 洞 究 だ っ た 。 月 の 光 と いう 意味 の 
と お り 、 中 は 月 明か り が 差し て いる か の よう に 明る い 。 地図 に も 小さ くし か 載っ て 
いな い 洞 窟 だ が 、 な ぜ か 不思議 な 力 を 感じ る 。 

洞窟 の 奥 へ 進む と 、 バイ ラス に 襲わ れ て いる 男 を 見 つけ た 。 ハ ッ ク だ ! バイ 
ラス を 追い 払う と 、 ハッ ク は 礼 を 言っ て バル カ へ 戻っ て いっ た 。 これ で 、 ジ ベ ー ル 
の 信用 を 得 ら れる こと だ ろう 。 大 急 ぎ で バル カ へ 戻る ヴェ イグ た ち 。 

置い て きた メン バー も 心配 だ 。 喧嘩 な ど し て いな けれ ば いい が ……。 


% 生 imULS ツ ? 
※ バ ルカ 周辺 イン セ ウ ルス 、 ヴェ スコ ン 、 エク スガ ス 、 ルアー ブ 、 レオ モー ル 


メ セ チ ナ 洞 窟 
地元 の 人 し か 知ら な い 小 さ な 洞窟 。 

メ セ チ ナ と は “月 の 光 ” と いう 意味 が ある 、 
バル カ で は 由緒 正しい 場所 。 
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6 も GT 
アッ プル グミ 


og 


定 、BO 双 


622 


ご 、。。 カレ ギア 城 へ 潜入 


ここ ーー 地下 通路 一 カ レギ ア 城 バル カ 収 容 所 


ふた た び ジ ベー ル を 訪ね る と 、 つい に カレ ギア 城 へ 潜入 する 方 法 を 教え て も ら 
うこ と が で きた 。 ジ ベ ー ル の 家 の 裏 手 か ら 、 城 の 内 部 へ つなが る 地下 通路 が 伸び 
て いる と いう の だ 。 も と も と は 、 王族 の た め の 緊 急 避 難 通 路 だ っ た が 、 長年 使わ 
れ な いう ち に 、 忘れ 去ら れ て し まっ た と の こと 。 これ を 利用 し な い 手 は な い 。 

ふと 、 ハッ ク が ヴェ イグ の お まもり に 目 を つけ た 。 旅立つ 前 、 ク レア が くれ た ペン 
ダン ト だ 。 蒼 月 石 と いう 珍し い 石 で 、 月 の 満ち 欠け に 呼応 し て 輝き を 変え る の だ と 
いう 。 そ し て 、 この 石 に 月 の 光 が 満 ちる と き 、 封 有 され た 聖なる 王 が 蘇る …… と も 
教え て くれ る 。 と ま ど う ヴェ イグ に 、「 あ くま で 言い 伝え だ よ 」 と ハッ ク は 笑い 、 助け 
て くれ た お 礼 に と 珍し い 武 器 を くれ た 。 アニ ー に ちょ うど よさ そう な 杖 だ 。 

地下 通路 で は 、 一 度 詞 に か か っ て 部 屋 に 閉じ こめ られ た も の の 、 な ん の こと は 
な い 。 部 屋 に ある ふた つの 時 計 の 針 を 進行 方 向 に 合わ せる だ け で 、 仕掛 け は 簡 
単に 解け た 。 

地下 通路 を 出る と 、 カレ ギア 城 の 客室 に 出 た 。 廊下 の 警備 兵 が 立っ て いて 、 
見 つか ら な いよ う 進む の は 難し い 。 乱暴 だ が 、 少し 眠っ て いて も ら う こと に 。 

兵士 を 倒し た 後 、 ク レア を 探し て 城 の 奥 へ 進む と 、 ち ょ うど 、 アガ ー テ と ジル バ 
に 遭遇 し た 。「 話 を 聞い て ほし い ! 」 と いう ユー ジー ン の 必死 の 訴え に 、 ア ガー テ 
は 心 を 動か され た よう で 、 王 の 間 で の 調 見 が 許さ れ た 。 


ンダ の < _ ノ み z の ん ん / 
アガ ー テ ・ リ ンド ブル ム 
先王 ラド ラス の 一 人 娘 で 、 現在 カ 
レギ ア 王 国 の 女王 。 ヒュ ー マ で 
ある ミル ハウ スト に 思い を 寄せ る 
あま り 、 ガ ジ ュ マ の 容姿 を 嫌い 、 あ 

る こと を 思い つく 。 

敵 種族 プ ガ ジュ マ 計 年 齢 プ 20 歳 

肌身 長 ・ 体 重 プ 165cm・43kg 


2 ん み この Zzz の zz 


ジル バ ・ マ ティ ガン ・ 

アガ ー テ の 側近 で 、 幼い 頃 か ら ア 
ガー テ の 面倒 を 見 て きた 。 フォ ル 
ス 能 力 者 を 集め て 王 の 盾 の 戦力 
強化 に 務め る な ど 、 軍部 に も 多大 
な 影響 力 を 持つ 。 

種 導 プ ガ ジ ュ マ 計 年 齢 37 歳 
還 身 長 ・ 体 重 /175cm・58kqg 


ユー ジー ン が ヒュ ー マ の 娘 の 誘拐 に つい て 間 う と 、 ア ガー テ は 静か に 、 聖 な 
る 王 に つい て 語り は じ め た 。 国 の た め 、 そし て 自分 目 身 の た め 、 月 の フォ ルス を 
使っ て 聖なる 王 を 復活 させ る つも り だ と 。 そ し て 、 その た め に は どう し て も クレ 
ア が 必要 だ と …… 。 穏やか な 話し 合い は ここ まで だ っ た 。 ヴェイグ た ち は あ っ と 
いう ま に 大 勢 の 眉 兵士 た ち に 押さ え 込 まれ 、 そ の まま 意識 を 失っ て し まっ た 。 

気がつく と 、 ヴェ イグ は 収容 所 の 独房 に いた 。 仲間 た ち も 、 それ ぞ れ 個別 に 監 
禁 さ れ て いる よう 。 ここ は フォ ルス 能力 者 用 に 作ら れ た 特別 な 皇 で 、 な に を し て 
も びく と も し な い 。 

万 事 休 す と 肩 を 落と し た その と き 、 場違い に 明る い 笑 い 声 が 近づい て きた 。 
声 の 主 は 漆黒 の 鍵 と 名 乗る 例 の 3 人 組 だ っ た 。 ギン ナル は 、 登山 洞 で の 借り を 


地下 通路 

王族 の 緊急 避難 用 と し て 作ら れ た 秘密 の 通路 。 
長年 の 安 奏で 使用 され な いう ち 、 王族 に すら 忘 
れ 去 られ た 。 


6 の 


TP.BOX 


<TteYn ツ > 
アク アパ が ウ ダー、 ピ ー チ グミ こそ モデ ィ ナ ニキ スズ 
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カレ ギア 城 バル カ 収 容 所 


地下 水路 か ら 忍 び 込む と 、 カレ ギア 城 の 罪人 を 捕らえ る 宇 獄 。 
客室 に 出る 。 城内 に は 警備 兵 が 巡回 し て フォ ルス 能力 者 対策 の た め 、 呈 に は フォ ル 
お り 、 移動 も まま な ら な い 。 ス を 無効 化す る 装置 が 取り つけ られ て いる 。 


<T も ten 
ライ フ ボ トル 、 ライ ム グ ミ 、 バー スト ボトル 


返す と 言っ て 、 王 の 盾 か ら 盗 ん で きた 鍵 で ヴェ イグ の 補 を 開け て くれ た 。 漆黒 の 
鍵 と 名 乗っ た 理由 は 、 こ れ だ っ た の か …… o 

ギン ナル は 鍵 と メモ を ヴェ イグ に 手渡 す と 去っ て いっ た 。 この 鍵 で ティ トレ イ と 
ユー ジー ン の 宇 は 開い た が 、 問題 は マオ 、 ア ニー、 ヒ ル ダ の 呈 だ 。 ギ ン ナ ル の 
メモ に よれ ば 、 フォ ルス を 無効 化し て いる 装置 を いじ れ ば 、 扉 を 開け る こと が で 
きる らし い 。 全員 分 の 鍵 を 置い て いか な か っ た の は 、 王 の 后 に 対す る 漆黒 トリ オ 
の せめ て も の 中 誠心 だ っ た の か も し れ な い 。 

ギン ナル の メモ の と お り 、 装置 の 前 に 置か れ て いる 玉 を 左 か ら 青 ・ 黄 ・ 赤 ・ 
傘 ・ 灰 色 の 順に 並べ 替え る と 、 呈 は 開い た 。 成功 だ ! 

収容 所 に は 、 ほ か に も 幽閉 され て いる 者 が いた 。 現役 時 代 か ら ユー ジー ン を 
慕っ て いる 兵士 、 ベ ル サ ス と ラジ ル ダ か ら や っ て きた 青年 。 み ん な 、 い われ の な 
い 理 由 で 捕まっ て いる 様子 だ っ た 。 彼ら も 助け る ヴェ イグ たち 。 


= 。、 ふた た び カ レギ ア 城 へ 


カレ ギア 城 


ヴェ イグ の 蒼 月 石 は いま に も 満ち よう と し て いる 。 儀式 まで 残さ れ た 時 間 は 少 
な いと いう こと だ 。 女 い で バル カ へ 戻り 、 ク レア を 助け 出さ な く て は ! 

ー 行 は 、 地下 通路 か ら ふ た た び カ レキ ギア 城 へ 潜入 し た 。 一 度 通 っ た ルー ト だ 。 
抜け る の に た いし て 時 間 は か か ら な い 。 城内 に 入る と 、 巡回 兵 は つぎ か ら つ ぎ 
へ と 現われ 、 容赦 な く < 襲い か か っ て くる 。 だ が 、 ひる ん で いる 帳 も 、 遠慮 を し て 
いる 余裕 も な い 。 邪魔 だ て する な ら 、 全員 な ぎ 倒 し て 突き 進む まで だ 。 

途中 、 娘 た ちの 軟禁 さ れ て いる 3 つの 客室 を 見 つけ た 。 だ が 、 クレ ア の 姿 は ど 
こ に も な い 。 娘 の うち の ひと り が 、 クレ ア が 少し 前 に ジル バ に 連れ て いか れ た こ 
と を 教え て くれ た 。 ついに 儀式 が は じ ま る と いう の か !? そこ へ 、 バ ルカ 収容 所 
で 助け た 兵士 ・ ナ ッ ツ が や っ て きた 。 ユー ジーン に 思 返 し を し よう と 、 駆け つけ 
て き て くれ た の だ 。 娘 た ちの 救出 は ナッ ツ に 任せ 、 先 を 急ぐ こと に 。 儀式 を 止 
め る た め 、 屋上 の 祭儀 場 へ 早く 行か が なく て は 。 

屋上 へ と 続く 了 段 が 見 えて きた 。 そし て 、 そこ に は ヴェ イグ た ち を 待ち 構え て い 
て いた サレ と トー マ の 姿 も …… 。 正面 きっ て 剣 を 交え る の は は じ め て だ が 、 さ す 
が に 四 星 だ け あ り 、 強い ! し か し 、 ヴ ェ イ グ の ほう も スー ルズ で 惨敗 し た あの 頃 
と は 別人 だ 。 それ に 、 いま は 頼も し い 仲間 た ち が 知 恵 と 力 を 貸し て くれ る 。 

サレ と トー マ を 退け る と 、 今度 は ワル トゥ と ミリ ッ ツ ァ が 行く 手 を 塞い だ 。 だ が 、 
怒り に 燃え る ヴェ イグ の 敵 で は な い 。 ク レア は も うす ぐ そ こ に いる ! 


カレ ギア 軍 の 兵士 。 バ ルカ 収 
容 所 に 投獄 され て いた と ころ 
を 、 ヴェ イグ ら に 助け られ る 。 そ 
の 罪状 は 、 サ レ と トー マ に 反論 
を し た と いう ささ いな も の 。 現役 
時 代 か ら ユー ジー ン を 慕っ て お 
り 、 恩返し に 手 を 貸し て くれ る 。 


9/ 


カレ ギア 城 

カレ ギア の 歴史 の 中 心 部 に し て 、 王 
族 の 住ま いで ある 城 。 祝い 事 や 儀式 
な ど は 、 屋上 の 祭儀 場 で 行なわ れる 。 


< 呈 irus の 

バ に プン ジャ ー、 ス ピア ナイ ト 、 ソー ド ソ ル ジ ャ ー、 
ソー ドナ イト 、 ブレ イド ソル ジャ ー、 ブレ イド ナイ ト 、 
90 ァ デンス ジル ジ ャ ー、 ラ ンス ナイ ト 

引 回 四 回 四 四 
ゲオ ルギア ス が 低い 位置 に いる と き は 
防御 を 固め 、 HP を 高く 保つ こと 。 空中 
に 移動 し た ら 、 ラ ッシュ を か け よ う 。 


還 四 回 回 司 頒 
HP の 低い サレ を 先 に 倒す と いい 。 

Bos8 細か く < 物理 攻撃 を 当て 、 詠唱 を 阻止 し よう 。 
トー マ は 水 属性 の 導 術 で ! 
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Save 


2 


る ッッ ン Save 
6 の トー マ と 戦う まで ) 


か の いこ 

バン 
2 陸 の | ン 
ヾ S うう に の 


る 996 


99 


< も enn 7 
オプ シディ アン 、 グン グ ニ ル 、 アッ プル グミ 、 
クワ ンジ ャ ル 、 ライ フ ボ トル 、 ピー チ グ ミ 


よう や く 城 の 屋上 へ 辿り 着く も 、 儀式 は すでに は じ ま っ て いた 。 呪文 を 唱え 、 
月 の フォ ルス を 解放 する アガ ー テ の 隣 に は 、 ク レア の 姿 が !! そし て 大 勢 の カレ 
ギア 兵 た ち が 見 守る 中 、 増長 する 月 の フォ ルス は アガ ー テ と クレ ア を 飲み 込み 、 
そこ か ら 聖 な る 王 ・ ゲ オル ギア ス が 復活 し て し まっ た ! 

凄まじ い エ ネル ギー と 緊張 感 が 辺り を 包ん だ 。 これ が 、 聖なる 王 ・ ゲ オル キ 
アス な の か ……。 ゲオ ルギア ス は 声高 に ヒュ ユー マ の 組 滅 を うた い 、 あ た り 構 わ 
すず 攻撃 を し か け て きた 。 

ヴェ イグ た ち は 懸 命 に 応戦 する も 、 と て も 生身 の 力 で 太刀 打ち で きる 存在 で 
は な い 。 そ の と きだ っ た 。 ア ガー テ と クレ ア を 包み 込ん だ 月 の フォ ルス が ゲオ ル 
ギアス の 力 に 反発 し 、 ゲ オル ギア ス は 恐ろし い 史 を あげ て 散り 散り に な っ た 。 
アカ ガー テ の 目的 が な ん だ っ た に せよ 、 儀 式 は 失敗 に 終わ っ た の だ 。 

ゲオ ルギア ス が 消え 去る 瞬間 、 ヴェ イグ は 間 一 髪 で クレ ア を 救出 する こと が 
で きた 。 と ころ どこ ろ に 怪我 を し 、 気 を 失っ て は いる が 、 命 は 助かっ た 。 

だ が 、 ア ガー テ の 姿 は どこ に も 見 つけ る こと は で き な か っ た ……。 打ち ひし が 
れる 家臣 た ち に か ける 言葉 を 、 誰が 知っ て いる だ ろう か ? ヴェ イグ は クレ ア を 
抱え 上 げ 、 静か に その 場 を あと に し た 。 


の 
* プ の グ の ア ? イノ 騙 
を 

ゲオ ルキ アス 

世界 を 見 守る 六 聖 獣 の 頂点 に 
君臨 する 、 聖 獣 の 王 。 太古 の 
昔 、 ヒ ュー マ の せん め つ を 目 論 
ん だ こと で 六 如 獣 と 補 を 分 か 
ち 、 六 聖 獣 に よっ て 封印 され 
た 。 ア ガー テ の 月 の フォ ルス で 、 
長年 の 眠り か ら 復 活 を 遂げ る 。 
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。 カル レギ ア 還 正規 軍 と は 別 の 指揮 系 統 で 動く 特別 な 部 隊 王 の 計 。 
中 に 本 計れ た ん 国 邊 属 の 衣 


、 王族 の 警護 は も と より 、 公 に は で き な い 秘密 任務 を 遂行 する 。 


、。。 こ の 部 隊 を 率い る の は 、 四 星 と 呼ば れる 強力 な フォ ルス を 操る 能力 者 た ち 


カレ ギア 王国 が 重用 し た の は 、 正規軍 で は な く 、 


の 市 は 、 各 地 で 勤 発する 当 乱 に は 日 も くれ すま 、 呈 
圧倒 的 で 人 々 を 押さ えつ は 、 つき つき を 美しい ヒュ ー マ の を を 5 て いた 5 
- すべ て は 、 改 ラ ドラ ス 国 王 と エレ ノア 王妃 が 遺し た ひと り 角 、 ま ] 


現 カ レキ ギア 女 王 ・ ア ガー テ の 勅命 に よっ て …… | 


初代 カレ ギア 王 の 即位 記念 日 “ゴル ド バ の 日 "。 


ガー テ 女 王 が ヒ ヒュ ー マ の 娘 を 集め る 理由 は わか ら な いま ま 、 を 、 


日 アカ ー テ の 表 ま が 人 われ 3B こ の を なっ た 1 


4 ミ に ま 
<『 き 
が 2 2 


1 、 女王 ア ガー テ の 件 炎 を ひと め 見 よう と パル カ に 集まっ た 人 「 
、 ギア 王 還 を 動向 か 6 っ て くれ る で あろ タ 王 の 8 


「 アガ ー テ が 月 の フォ ルス を 使っ て 聖 


KN 


祭儀 場 に 駆け つけ た 6 人 の フォ ルス 能力 者 た ち に よっ て 、 


に O: 


その 娘 の 命 は 助かっ た も の の 、 


て 


、 ゲ オル ギア ス 消 滅 時 の 爆発 に 巻き 込ま れ た アガ ー テ は 行方 不明 に 。 


せら れ た 状態 。 


3 < 


5 られ た 娘 F 


> 


た ちる 解放 され 、 カレ ギア 王国 は 、】 


何事 も な か っ た か の よう に 政 を 進め て いた 。 


0 


ら 
Sg 
SS 


// 


て クレ ア と と も に 新た な る 旅立ち 


アッ スー ルズ 


仲間 と 別れ て スー ルズ へ 戻っ た ヴェ イグ は 、 クレ ア が 目覚 め る まで の 数 日 間 、 
眠れ ぬ 夜 を 過ごし て いた 。 し か し 、 よう や く 目 を 覚まし た クレ ア は 、 不思議 そう に 
自分 の 両手 を じっと 見 つめ 、 あ た り を 見 まわ す ば か り 。 きっ と 、 カレ ギア 城 で の 
謎 の 儀式 の ショ ッ ク で 混乱 し て いる の だ ろう 。 

水 を 取り に 台所 へ 向かっ た ヴェ イグ を 、 ステ ィ ー ブ が 慌て て 呼び に きた 。 ポ プ 
ラ お ば さん 率い る 村 の ガ ジ ュ マ た ち が 、 集会 所 の 入口 に 居座っ て 中 へ 人 れ て < く 
れ な いと いう の だ 。「 ガ ジュ マ が 建て た 集会 所 だ 。 ヒュ ー マ に 使わ せな い !」 と 鼻 
息 を 荒く する ポプラ は 、 か けつ けた ヴェ イグ の 説得 に も 耳 を 貸さ な い 。 そ の うち 、 
ヒュ ー マ た ち も 売 り 言葉 に 買い 言葉 で 、 ガ ジュ マ を 馬 り は じ め た 。 

いさ か い を 止め に 入っ た ヴェ イグ の 首 を 、 ポプラ は 鬼 の 形相 で 締め 上 げ る 。 
村 の 子供 た ち に ピー チ パ イ を 焼い て 微笑 む お 優し い ポ プラ お ば さん の 姿 は 、 も う 
どこ に も いな い 。 

その と き 、 唐突 に 冷た い 雨 が 降り 出し 、 ポ プラ は よう や く 我 を 取り 戻し た 。 雨 
を 降ら せ た の は 、 ア ニー の フォ ルス 。 アニ ー は マオ に 頼ま れ て ヴェ イグ を 呼び に 
き て 、 た また まこ の 騒動 に 遭遇 し た の だ 。 

途中 で 寄っ た 街 で も 、 ア ニー は 種族 間 の 小競り合い を 目 に し た と いう 。 原因 
は わか ら な い が 、 各地 で ガ ジ ュ マ が ヒュ ー マ に 対し て 憎しみ を 抱き は じ め た よう 
だ 。 そ し て 、 ガ ジ ュ マ で ある ユー ジー ン に も 異変 が ……。 

ユー ジー ン は メ セ チ ナ 洞 窟 に こも り 、 ひと り 苦 し み に 耐 えて いる と いう 。 い っ 


スー ルズ で 武器 屋 を 営む 若 陽気 な ガ ジ ュ マ の お ば さん で 、 クレ ア の 幼なじみ で 親友 。 


主人 。 ヴェ イグ と は 幼い 頃 か ヴェ イグ を 自分 の 子供 の よう 王 の 盾 に クレ ア が 連れ 去ら 
ら の 友達 。 こ の と ころ 、 クレ に か わい が っ て いる 。 ピー チ れ た の を 自分 の せい だ と 落 
ア 誘 拐 の 一 件 で 気落ち し て パイ 作り の 腕前 は プロ 級 。 ち 込 み 、 ク レア が 戻っ て きた 
いる モニ カ が 心配 で た ま ら な 騒動 を 起こ し た こと で 気落ち いま で も 、 ま だ 立ち 直 れ な い 
ず 、 気 に か け て いる 。 じ て や も \ き 。 で いる 。 


た い ユ ー ジ ー ン の 身 に な に が 起こ っ た と いう の か 7? クレ ア の こと も 、 様 子 の お 
か し い ポ プラ の こと も 心配 だ が 、 大 切な 仲間 の 危機 を 放っ て は お け な い 。 ヴ ェ 
イグ は アニ ー と と も に 、 メ セ チ ナ 洞窟 へ 向かう こと に し た 。 

出発 前 に 武器 屋 に 寄る と 、 ステ ィ ー ブ は 相変わらず 元気 の な い モ ニカ を 心配 
し て いた 。 集会 所 の 前 で 泣い て いる モニ カ に 声 を か けた が 、 まだ クレ ア 誘 拐 の 
件 を 気 に 病 ん で いる 様子 。 今度 、 ク レア を 連れ て き て 、 ふた り で 話 を させ よう 。 

その 後 、 ス ー ル ズ を 出発 し た ヴェ イグ た ち が ケ ケッ ト 街 道 沿い の 小屋 で 一 休み 
し て いる と 、 クレ ア が 馬車 に 乗っ て や っ て きた 。 ヴェ イグ の あと を 追い か け て きた 
の だ ろう か 。 村 に 戻る よう 説得 する が 、 クレ ア の 意志 は か た い 。 仕方 な く 、 旅 に 
同行 させ る こと に し た 。 そ れ に し て も 、 クレ ア に 一 番 な つい て いた は ず の ザビ ピ ィ 
が 、 ク レア を 警 形 し て いっ こう に 近づこ うと し な い の は 、 ど うし て だ ろう ? 

以前 壊さ れ て 修復 中 だ っ た エト レー 橋 は 、 爆破 され た 跡形 も な く 、 きれ い に 復 
元 さ れ て いた 。 修復 を や ら さ れ て いた 漆黒 トリ オ は 、 王 の 眉 を 追い 出さ れ て も 大 
工 で 食べ て いけ る だ ろう 。 た いし た 腕前 だ 。 橋 を 渡れ ば 、 ミ ナー ル ま で は 一 直線 。 
そこ か ら テ ィ ト レイ の 住む パト ナジ ャ ンカ まで は 、 馬車 を 使え ば 早い 。 ティ トレ イ 
に も 声 を か ける と し よう 。 


2 を ザビ イィ 

正式 名 称 は 、 ノ ー ス タリ ア ケ 
ナガ リス 。 寒い 地域 に 生息 し 、 
マフ マフ と いう 愛称 で 親しま 
れ て いる 。 タレ だ は で な く 、 
ヴェ イグ に も よく な つい て お り 、 
ヴェ イグ が スー ルズ を 旅立つ 
と き 、 肩 に 乗っ て つい て きた 。 


め 


// 


。 ご ガ ジ ュ マ と ユー ジー ン の 変化 
ーー プー ペ ト ナ ジャ ンカ ー メ セ チ ナ 洞窟 

アニ ー の 言う と お り 、 ミ ナー ル で も ヒュ ー マ と ガ ジ ュ マ に 異変 が 起き て いた 。 
どう や ら 、 ボ プ ラ や ユー ジー ン だ け で な く 、 世界 中 の 人 々 の 様子 が お か し く な っ 
て いる よう 。 体育 館 の 前 で 、 以前 クレ ア と 一 緒 に 王 の 盾 に 誘拐 され た ヘレ ン に 
会 うこ と が で きた 。 ヘ レン は クレ ア と の 再会 を 喜ん だ が 、 ク レア の ほう は どう いう 
わけ か 歯切れ が 悪い 。 ヴェ イグ た ち は 、 つい で に 体育 館 に いる 元 戦 士 の 男 に 挨 
拶 を し 、 街 を 出る 前 に 酒場 を の ぞ く と 、 酒場 の 主人 か ら 、 い つ ぞ や の 荷物 運び 
の お 礼 に ハン バー グ を 食べ させ て も ら っ た 。 

ミナ ー ル か ら 馬 車 で パト ナジ ャ ンカ へ 。 製鉄 工場 を 訪ね る と 、 ティ トレ イ と セ 
レー ナ に 再会 で きた 。 ユー ジー ン が 呼ん で いる こと を 伝え る と 、 ティ トレ イ は 仕 
事 を 放り 出し て すぐ に 出発 を 決意 する 。 

バル カ 行 き の 定期 船 は 、 ミ ナー ル 、 サ ニ イ タウ ン 、 バビ ログ ラー ド か ら 出 て い 
る 。 各地 と も 馬車 で 向かえ ば 楽 だ が 、 こ こ は ひ と つ 、 久しぶり に ラフ ティ ング を 
楽し み が て ら 、 サ ニ イ タウ ン を 目指 すこ と に し た 。 

メ セ チ ナ 洞 窟 の 入口 で は 、 マ オ が し びれ を 切ら し て ヴェ イグ た ちの 到着 を 待っ 
て いた 。 マオ の 案内 で 洞窟 の 奥 へ 急ぐ と 、 ユー ジー ン が 模 に 閉じ 込め られ て い 
る 。 ユ ー ジ ー ン が 自ら 権 を 閉め 、 出 られ な いよ うに し た らし い 。 ヴ ェ イ グ が 声 を か 
ける と 、 あろ うこ と か 「 一 刻 も 早く 俺 を 殺せ ! |] と いう で は な いか が !? 

も ちろ ん 、 ヴェ イグ に そん な こと が で きる は ず は な い 。 ユ ー ジ ー ン は 苦 問 の 表 
情 で 、 自 分 の 心 が ヒ ュー マ へ の 憎しみ で 乱れ て いる こと 、 こ の まま で は 見 境 いな 
く ヒ ュー マ を 殺し て し まう だ ろう こと を 告白 する と 、 そこ で 自我 を 失っ て 員 皮 を あ 
げた 。 と も に 叉 地 を 乗り 越え た 仲間 と は いえ 、 こ れ 以 上 ヒュ ー マ で ある ヴェ イグ 


た ちと 話 を する こと に 耐え られ な か っ た の だ ろう …… o 

いつ で も 冷静 沈着 だ っ た ユー ジー ン の 変貌 ぶり に 、 み な 驚き を 隠せ な い 。 事 
上 は 思っ た より も 深刻 だ 。 な ん と か し て ユー ジー ン を 救う 方 法 は な い だ ろ うか ? 
アニ ー は 、 ラ ジル ダ 大 陸 で 用 いら れ て いる と いう 、 心 を 静め る 秘薬 が ある と の 噂 
を 思い 出し た 。 そ の 秘薬 な ら 、 ユー ジー ン を 正気 に 戻す こと が で きる か も し れ な 
い 。 噂 の 真意 は 定か で は な い が 、 いま は 全員 が わら に も すがる 思い だ 。 ヴェ イグ 
た ち は マ オ と クレ ア を 残し 、 大 急ぎ で バル カ 港 へ 向かっ た 。 定期 船 に 乗れ ば 、 
ラジ ル ダ 港 まで は あっ と いう 間 だ 。 
|「 ヒ ュー マ が 憎い !」 と 叫ぶ ユー ジー ン に 、 アニ ー は え て いた 。 せ っ か が く 、 ユー 
ジー ン に 対し て 心 を 開き か け て いた と いう の に ……。 


メ セ チ ナ 洞 窟 

バル カ の 北東 に ある 洞窟 。 中 は 光 
苔 に 照ら され て いて 明る い 。 この 奥 
に 、 ユー ジー ン が 義 じ こも っ て いる 。 


Btart Ba&VB ⑳ 
(鎮静 錠 入 手 後 、 飲ま せる せき 
イベ ント を 起こ すま で ) (鎮静 錠 を 飲ま に 
せ た 後に 出現 ) 鹿 
% 遇 jms7 放 


イン セ ウ ルス 、 ヴェ スコ ン 、 エク スガ ス 、 ルアー ブ 、 レオ モー ル 


M/】 


- 秘薬 を 探し て 東 の 大 陸 へ 


る < ラジ ル ダ 港 ご ラジ ル ダ ー メ セ チ ナ 洞 窟 


ラジ ル ダ 港 へ 行く と 、 財布 を 落と し て 困っ て いる 男の子 と 知り 合っ た 。 家 で は 
家族 が シー フー ドカ レー を 作る た め の 材 料 を 待っ て いる と 言う 。 そ こ で 、 ヴェ イグ 
た ちの 持っ て いた 食材 を 分 け て あげ る と 、 男の子 は お 礼 に と 大 きく 立派 な 鎧 を 
くれ た 。 ヴェイ グ た ち は 、 こ の 鎧 を 元気 に 身 に つけ る ユー ジー ン の 姿 を 想像 し 、 
秘薬 探し に 全力 を 注 ご うと 決意 を 新た に する 。 

東大 陸 の バイ ラス は 、 か な り の 至 敵 だ 。 3 人 で 全力 を 尽く し て も 、 追い 払う の 
に 時 間 が か か っ て し まう 。 いま は 寄り 道 を せ ず 、 急ぎ 足 で ラジ ル ダ へ 向かっ た ほ 
うがい い だ ろ う 。 

ラジ ル ダ の 住民 に 話 を 聞い て みる と 、 族長 が それ らし い 秘 薬 を 持っ て いる こと 
が わか る 。 し か し 、 こ の 街 に は ヒュ ー マ と ガ ジ ュ マ の ふた り の 族長 が お り 、 ガ ジ ュ 
マ の 族長 は 、 ヒ ュー マ で ある ヴェ イグ た ち に 会 っ て も くれ な い 。 や は り 、 この 街 で 
も ヒュ ー マ と ガ ジ ュ マ の 対立 は 深刻 な よう だ ……。 

ヒュ ー マ の 族長 ・ イ ー ガ は 、 親身 に 話 を 聞い て くれ 、 こ の 地方 に だ け に 伝わる 
秘薬 ・ 鎮 魂 錠 を わけ て くれ る と いう 。 だ が 、 会 話 の 中 で ヴェ イグ た ち が 助 け よ うと 


し て いる の が ガ ジ ュ マ で ある こと を 知っ た イー ガ は 、 衣 度 を 一 変 。 ヴェ イグ た ち 
は 鎮魂 錠 を 分 け て も ら え な い ば か りか 、 家 か ら 追 い 出さ れ て し まっ た 。 だ が 、 鎮 
魂 錠 の 原料 が な ん な の か が わか っ た 。 この あたり の 海岸 に だ け 生 える 特別 な 植 
物 、 ベルデ 革 が それ だ 。 


ラジ ル ダ を 治め る ヒュ ー マ の 
族長 。 ガ ジ ュ マ を 嫌っ て お り 、 
街 の ガ ジ ュ マ た ちと は 対立 関 
係 に ある 。 心 を 静め る 秘薬 
の 製法 を 知る 、 ゆ いい つの 
人 物 。 若 く て 綺麗 な 女性 に 
弱い らし い 。 


バル カ 収 容 所 で 助け 出し た 
青年 の うち の ひと り で 、 イ ゴ 
ル の ひと り 息 子 。 秘 薬 を 探 
し て いる ヴェ イグ た ち に 、 恩 
返し と ば か り に 鎮魂 錠 を 分 
け て くれ る 。 男気 の ある 気持 
ちの いい 若者 。 


その と き 、 これ まで 大 人 し くし て いた ザビ イィ が な に か を 感じ 取っ た の か 、 どこ か 
へ 走り 去っ て いっ た 。 ザ ピ ィ を 追い か け て 宿屋 へ 行く と 、 そ こ に は ヒル ダ の 姿 
が !| ヒル ダ は 、 ゲ オル ギア ス に つい て 調べ る 旅 の 途中 で 、 ラ ジル ダ へ 立ち 寄 
っ た の だ と いう 。 久 し ぶり の 再会 だ が 、 胸 を 躍ら せ て いる 帳 は な い 。 ヒル ダ に も 
手 を 貸し て も らい 、 一 同 は ベル デ 草 を 探し に 海岸 へ 向かっ た 。 

海岸 で は 、 思 わ ぬ 人 物 と 再会 で きた 。 バ ルカ 収容 所 で 助け た ラジ ル ダ の 青 
年 ・ イ ゴル だ 。 驚い た こと に 、 イ ゴ ル は イー ガ の 息子 な の だ と いう 。 イ ゴル は 、 
世話 に な っ た 礼 に と 、 鎮魂 錠 を 手配 し て くれ た 。 ラジ ル ダ の 宿屋 で 鎮魂 錠 を 受 
け 取 っ た ら 、 すぐ に 出発 し な けれ ば 。 

ポ ※※ ポ 

方 その ころ 、 メ セ チ ナ 洞 窟 で ヴェ イグ た ち を 見 送っ た クレ ア は 、 マオ に 気づか れ な 
いよ う 、 ひ と り で そっ と 洞窟 を 出 た 。 向 か っ た 先 は 、 首都 バル カ の カレ ギア 城 ……。 

し か し 、 城 に は 入れ て も ら え ず 、 ミル ハウ スト に 追い 払わ れ て し まう 。 ミル ハウ スト に 拒 
耕 さ れ 、 戸惑う クレ ア は 、 仕方 な く メ セ チ ナ 洞窟 に 戻っ た 。 

ポポ ※※ ポ 

メ セ チ ナ 洞 窟 に 戻っ た ヴェ イグ た ち は 、 さっ そく 鎮魂 錠 を 飲ま せよ うと 、 ユー ジ 
ー ン の 権 を 開い た 。 し か し 、 ユージーン に は も う 、 薬 を 受け 取る わずか な 理性 も 
残っ て いな か っ た ! 暴走 する ユー ジー ン を 止め る に は 、 も う 力 ずく し か な い 。 で 
きる だ け 傷 つけ ず に ユー ジー ン を 大 人 し くさ せる の は 至難 の 業 だ っ た が 、 マ オ と 
ヒル ダ の 導 術 が うま く 決 まっ て くれ た 。 

鎮魂 錠 を 飲ま せる と 、 ユー ジー ン は いつ も の 冷静 さ を 取 り 戻 し 、 こ れ ま で の い 
き さ つ を 語っ て くれ た 。 儀式 の 直後 か ら 妙 に 精神 が 高 ぶ り 、 種族 に 対す る 偏見 
や 、 ヒュ ー マ に 対す る 激しい 憎悪 に 侵食 され て いっ た と いう の だ 。 そ し て 、 ヒュ ー 
マ を 傷つけ な いよ う 、 自ら を 棋 に 閉じ こめ て いた の だ っ た …… 

と も あれ 、 こ うし て 無事 に 仲間 全員 が 集結 し た 。 ク レア を 含め た 7 人 で 、 こ れ 


バル カ 港 


// 
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か ら の こと を 考え る こと に する 。 

カレ ギア 城 で 戦っ た あと 、 ゲ オル ギア ス は ヒュ ー マ の 鍼 減 を うた い 消 減 し た 。 
も し か し た ら 、 ゲ オル ギア ス の 復活 と ガ ジ ュ マ の 心 の 変化 に は 、 な に か 関連 が あ 
る の か も し れ な い 。 その こと に 気付 いた ユー ジー ン と マオ は 、 ゲ オル ギア ス に つ 
いて 調査 を し て いる 途中 だ っ た 。 ハ ッ ク の 話 で は 、 ここ メ セ チ ナ 洞 窟 は 、 聖なる 
王 と 関連 が 深い 場所 な の だ と いう 。 

洞窟 内 を 調べ る と 、 ふと 、 出口 と は 別 の 場所 か ら 空 気 の 流 れ を 感じ た 。 岩 壁 
の 一 部 を 呆 い て みる が 、 ほか の 場所 と 音 が 違う 。 どう や ら 、 奥 に 通路 が ある よう 
だ 5 ユー ジー ン の フォ ルス で 岩 壁 を 砕く と 、 や は り そ こ に は 小さ な 部 屋 が あり 、 
ふた つの 石碑 が ひっ そり と 祭 ら ちら れ て いた 。 
ーーー か つて 聖なる 王 は 倒さ れ た が 、 王 の 怒り だ けが 残り 、 影 響 を 受け た 
人 々 は 憎しみ あい 、 争っ た …… 

と ころ どこ ろか すれ て いて 読め な い が 、 石碑 に は 、 この よう な 言葉 が 刻ま れ て 
いた 。 いま の 状況 と 、 あま り に も 酷似 し て いる で は な いか !? ほか に も 、 石 碑 に 
は 、 ヒ ル ダ が ラジ ル ダ で 見 た も の と 同じ 紋章 が 刻ま れ て いた 。 つ ぎ な る 手 が か 
り は 、 ラ ジル ダ に あり そう だ 。 


6 号 irus ク の 
※ ラ ジル ダ 周 辺 スー チー、 パン ド フ ァ ン グ 、 ボ グ ラ ナー、 ロー ネイ ル 、 
レヴ ィ マ ー ク 、 ベル フロ ッ グ 


。 痢 の 力 の 正体 ・ 聖 獣 イ ー フ ォ ン 


> 僅 。 ラジ ル ダ ー ゼ レン 湿原 の 泉 て イー フォ ン の 聖 殿 
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ヒル ダ の 記憶 を 頼り に 再度 ラジ ル ダ へ 。 一 行 は 、 宿屋 の 廊下 の 壁 に か けら れ 
て いる 旗 に 、 石碑 の も の と よく 似 た 紋章 が 描か れ て いる の を 見 つけ た 。 だ が 、 以 
前 に 見 た 旗 と は 、 ど こ か が 違う 。 宿屋 の お か み に 聞 いて みる と 、 や は り 別 の 旗 だ 
と 言う 。 以前 は ラジ ル ダ の 旗 で 、 いま は ヒュ ー マ の 旗 に な っ て いる 様子 。 

ラジ ル ダ に は ヒュ ー マ の 旗 と ガ ジ ュ マ の 旗 が あり 、 その ふた つ を 合わ せ た ラ ンジ 
ル ダ の 旗 が 、 街 の 旗 と し て 掲げ られ て いた 。 し か し 、 こ の と ころ の 種族 対立 で カ 
ジュ マ の 旗 は すべ て 燃やさ れ て し まっ た らし い 。 

処分 され ず に 残っ て いる ラジ ル ダ の 旗 は な い だ ろ うか 。 街 の 人 に 話 を 聞い て 
歩く と 、 病弱 な 孫 の 世 話 を し て いる ひと り の 老婆 が 昔話 を 聞か せ て くれ た 。 な ん 
で も 、 ラ ジル ダ の 旗 に 記さ れ た 紋章 は 闇 の 力 を 表わし て いて 、 か つて ガ ジ ュ マ と 
ヒュ ー マ は 協力 し て 痢 の カ を どこ か の 泉 に 沈め た の だ と いう 。 聞 の カカ に つい て 、 
族長 た ちな ら 詳し いこ と を 知っ て いる だ ろう 。 

族長 を 刺激 し な いよ う 、 ユー ジー ン は フォ グマ を 、 マ オ は イー ガ を 訪ね る こと 
に し た 。 両 族長 か ら は 、 そ れ ぞ れ の 旗 を も ら う こと が で きた が 、 や は り 泉 の 場所 
まで は わか ら な い 。 ラ ジル ダ の 先祖 は 、 泉 の 場所 を 記し た 地図 を 残し 、 そ の 泉 
の 封印 を 解く 鍵 を ふた つ に 分 けた と いう の だ が ……。 

宿屋 に 戻り 、 手 に 入れ た 2 枚 の 旗 を 眺め る うち 、 旗 に 描か れ た 花 を 互い 違い 
に 合わ せる こと で 、 ラ ジル ダ の 旗 に 記さ れ た 紋章 が 完成 する こと に 気がつい た 
ヴェ イグ た ち 。 お そら く 、 泉 の 地図 は ラジ ル ダ の 紋章 で 、 こ の 紋章 に まつ わる 詩 
が 、 泉 の 封印 を 解く 呪文 な の だ ろう 。 少 し ずつ だ が 、 先 が 見 えて きた ! 


ラジ ル ダ を 治め る ガ ジ ュ マ の 
ヒュ ー マ の 旗 族長 。 イー ガ と は 対立 関係 に 
“真実 "を 表わす バラ と 、“ 希 望 " を 表わす あり 、 すべ て の ヒュ ー マ を 嫌 
スズ ラン が 描か れ て いる 旗 〆 痢 に お いて 、 っ て いる 。 ラ ジル ダ に 伝わる 
我 は 真実 に 至る 。 痢 に お いて 、 我 は 希望 闇 の カカ を 悪し きも の と し 、 決 
を 求め る "と いう 言い 伝え が ある 。 し て 近づか な いよ うに と ユー 


ジー ン に 警告 する 。 
ガ ジ シュ マ の 旅 
“ 導 に お いて 、 我 は 勇気 を 得る 。 闇 に お 
いて 、 我 は 愛 を 知る " と いう 詩 が つけ られ 
て いる 。“ 勇 気 " を ヒマ ワリ の 花 で 、“ 愛 " 
を スイ セン の 花 で 表わし て いる 。 
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と ころ で 、 ラ ジル ダ の 紋章 の 花 は 、 何 を 表わし て いる の だ ろう か 7? 宿屋 を 出 
て 花屋 の 前 を 通り か か っ た と き 、 ティ イト レイ が ある こと に 気づい た 。 店 先 に は 、 
紋章 に 描か れ て いる 4 種類 の 花 が 並ん を で いる の だ 。 し か し 、 どこ か が 妙 。 紋章 の 
花 は 、 ヒ マ ワ リ 、 スイ セン 、 スズ ラン 、 バラ 。 そ れ ぞ れ の 咲く 季節 は バラ バラ で 、 
同時 に 咲い て いる と ころ は 見 られ な い は ず な の だ 。 配達 中 の 花屋 の 女の子 に 聞 
く と 、 売り 物 の 花 は 、 ゼ レ ン 湿 原 で 採っ て きた も の だ と 教え て くれ た 。 き っ と 、 四 
季 の 花 が 一 度 に 咲く その 場所 こそ 、 泉 の ある 場所 に 違い な い ! 

ゼ レ ン 湿 原 は 、 ラ ジル ダ の 南 に 広がる 大 規模 な 湿原 だ 。 道のり は 長かっ た が 、 
宿屋 の お か み が ご ち そ うし て くれ た ミー トロ ー フ で 、 パーテ ィ の 鋭 気 は 十分 。 ヴェ 
イグ た ち は 、 すぐ に 四季 の 花 が 咲き 乱れ る 美しい 泉 に 辿り 着い た 。 
ーー 一 間 に お いて 、 我 は 希望 を 求め る 、 勇気 を 得る 、 真実 に 至る 、 愛 を 知る 

ラジ ル ダ の 旗 に 描か れ た 紋章 の 詩 を うた いあ げ る と 、 泉 の 水 が 引き 、 聖典 の 
入口 が 現われ た 。 神殿 に 近づく と 、 謎 の 声 が 語り か け て くる 。 

「 闇 の カ が 欲し けれ ば 、 ここ へ 来 て 力 を 示せ 」 

謎 の 声 に 導 か れ 、 ヴェ イグ た ち は 神 殿 へ 足 を 踏み 入れ た 。 神殿 の 中 に は 不 気 
味 な 霧 が 渦巻 いて いて 、 この 双 に 飲ま れる と た ち ま ち バ イラ ス が 襲っ て くる 。 闇 
の 力 の 眠る 聖典 だ け あ っ て か 、 住み つい て いる バイ ラス は みな 光 属 性 に 静 い 。 
ヴェ イグ た ち は ラ イト リス ト を 装備 し 、 戦闘 に 備え た 。 

神殿 の 奥 に 進む に つれ 、 残酷 な 幻影 が ティト レイ を 襲う 。 そ れ は 、 ペ トナ ジャ 
ンカ の 人 々 が ガ ジ ュ マ を 虐げ て いる と いう も の だ っ た 。 テ ィ ト レイ は 動揺 し な が 
ら も 、 先 へ 進む こと を 選ん だ 。 樹 の フォ ルス で 作っ た ツタ で 断崖 絶壁 を 登り 、 手 
の 届か な いと ころ に ある スイ ッ チ は 、 ツタ を 飛ば し て 切り 替え た 。 こう し て 聖 殿 の 
奥 に 近づく に つれ 、 幻影 は どん どん 残酷 に な り 、 つ い に は 、 セレ ー ナ を 含め た ペ 
トナ ジャ ンカ の 人 々 は 、 ガ ジュ マ の 反乱 に よっ て 命 を 落と し て し まう ……。 

ティ トレ イ は し か し 、 それで も ガ ジ ュ マ を 恨む こと は し な か っ た 。 これ に 満足 し 
た の か 、 つい に 聞 の 力 は その 姿 を 現 わ し た 。 闇 の 力 の 正体 は 、 聖 獣 イー フォ ン 。 
聖なる カカ と 呼ば れ て いる 存在 の うち の ひと つ だ 。 

ティ トレ イ に と っ て は 、 悪 趣味 な 幻影 を 退け る より 、 イー フォ ン に 力 を 認め させ 
る こと の ほう が よっ ぱ ぽ ど 楽 だ 。 剣 を 交え る 戦い な ら ば 、 ティ イト レイ は ひと り じ ゃ な 
い 。 仲間 の 手助け が ある ! ヒル ダ の 遵 術 が イー フォ ン に と ど め を 刺し 、 力 比べ 
の 試練 は 終わ っ た 。 テ ィ ト レイ は 、 聖 獣 イー フォ ン の 力 と 、 その 証 で ある 聞 の エ 
メラ ルド を 手 に 入れ た の だ 。 


「 陽 炎 の 荒野 に 眠れ る 相 を 呼び 覚ませ 」 

イー フォ ン は 、 ゲ オル ギア ス の 思念 を 浄化 する 
た め に は 、 す べ て の 聖 獣 の 力 を 集め る 必要 が あ 
る こと を 教え て くれ た 。 つ ぎ な る 聖 獣 が 細 を 持っ 
て いる の な ら 、 古代 カレ ギア 語 で 鳥 の 巣 を 意味 
する ピピ スタ が 怪し い 。 

力 を 手 に 入れ た も の の 、 幻影 を 見 せら れ た せ 
いか 、 ティ トレ イ は 製鉄 工場 や セレ ー ナ の こと が 
心配 で た ま ら な い 様 子 。 聖 獣 を 巡る 旅 が 少し 沙 
ち 着 いた ら 、 ペ トナ ジャ ンカ を 見 に 行く と し よう 。 


イー フォ ン の 聖典 

ゼ レ ン 湿 原 に ある 四季 の 花 が 咲く 泉 
に 封印 され た 、 聖 獣 の 聖 。 奥 へ 進 
む に は 、 樹 の フォ ルス の 力 が 必要 だ 。 
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クォーツ ォ ル ブ 、 グル ー ム レプ ティ ル 、 Start 
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に レン | as 
うし ろ る 足 に よる 物理 攻撃 は 強烈 。 
イー フォ ン の 後方 に まわ ら ず 、 正面 
か ら 戦 お う 。 前衛 は 盾 に な り 、 後衛 
は 導 術 で 責め ろ ! 


Oe24oZz イー フォ ン 
痢 を 司る 聖 獣 。“ 野 生 "“ 力 "を 
体現 する 猛々 し い 姿 。 自然 を 炉 
らし て 文明 を 築く ヒュ ー マ に 反 
感 を 抱き つつ も 、 ゲ オル ギア ス 
の 考え に 賛同 で きず 、 聖 獣 戦争 
に 参戦 し た 。 
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聖なる 鳥 を 蘇ら せろ 
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> We ビビ ピス ター 聖火 台 


ガ ジ ュ マ が 住む ビビ ピス タ は 、 排他 的 な 住民 が 多く 、 ユージ ー ン が いな か っ た 
ら 、 満 足 に 話 を 聞く こと も で き な か っ た だ ろう 。 だ が 、 中 に は 親切 な ガ ジ ュ マ も い 
て 、 民家 に いる 女 の 人 は パー ティ に ミー ト ソ ー ス を ご ち そ うし て くれ た 。 

村 の 奥 が な に や ら 騒 が し い 。 様子 を うか が っ て みる と 、 ハッ ク が 村人 た ち に 捕 
まっ て いる で は な いか 。 ピピ スタ の 聖地 を ハッ ク が 荒らし た と いう の だ が 、 きっ と 
あの ハッ ク の こと 。 な に か の 誤解 だ ろう 。 ヴェ イグ た ち は 苗 長 の ド バ ル に 話 を 聞 
いて みる こと に し た 。 

ド バ ル の 話 で は 、 ハッ ク は 、 ド バル の 家 に ある 聖 壇 に 忍び 込み 、 こ と も あろ う 
か 火 を 放っ た の だ と いう 。 これ は ハッ ク の 言い 分 も 聞い て みな けれ ば 。 民家 に 
捕らえ られ て いる ハッ ク に 会 い に い く と 、 彼 は 聖なる 鳥 に つい て 調査 を し て いた 
こと が わか っ た 。 ハ ッ ク は ある 文献 を 調べ る うち 、 ピ ピス タ の 聖 壇 に 火 を 放つ こ 
と で 、 聖なる 鳥 が 蘇る こと を 突き 止め たと いう の だ 。 

イー フォ ン の 言っ て いた 聖 獣 だ ろう か !? 村 の 人 に 聖なる 鳥 に つい て 聞い て 
歩く と 、 サボ テン 好き の お じい さん が 、 ピ ピス タ の 伝説 を 教え て くれ た 。 太古 の 
昔 、 邪悪 な 王 と 戦っ た 聖者 が 、 こ の 地 で 眠り に つい た と いう も の だ 。 
ーー 一 聖 壇 に 命 の 珠 の 赤く 燃 ゆ る 時 、 聖なる 鳥 は 羽 ば げた か ん 

この 伝説 が 確か な ら 、 た だ 聖 壇 に 火 を と も す だ け で は な く 、 命 の 珠 を 燃やさ な 
いと 加 な る 鳥 は 復活 し な いこ と に な る 。 命 の 珠 と は 、 い っ た い 何 な の だ ろう ? 

村 を 探索 する と 、 それ らし きも の が ふた つ 見 つか っ た 。 ひ と つ は 食材 屋 の 主人 


ビビ ピス タ の 菌 長 。 ヒ ュー マ に 
強い 嫌悪 感 を 抱い て いる が 、 
村 に ヒュ ー マ が 住ん で いな い 
た め 、 い ま の と ころ 害 は な い 。 
ピピ スタ に 伝わる 聖 壇 を 守 
っ て お り 、 聖 壇 を 荒らし た ハ 
ッ ク を 捕らえ て いる 。 


が くれ た アカ トゲ サボ テン 、 も う ひ と つ は 、 ダチ ョ ウ の 卵 だ 。 この どちら か を 使っ 
て 聖なる 鳥 を 復活 させ る こと が で きれ ば 、 ハッ ク の 無実 は 証明 され る 。 

命 の 珠 は 、 ア カト ゲ サ ボ テン の こと だ っ た 。 マオ の フォ ルス で アカ トゲ サボ テ 
ン を 燃やす と 、 赤い 燥 が 壁 に 大 き な 鳥 の 絵 を 浮か が び 上 が ら せ た 。 聖なる 鳥 の 正 
体 は 、 聖 獣 で は な く 、 壁画 だ っ た よう だ 。 ともかく 、 これ で 誤解 の 解け た ハッ ク は 
無事 に 解放 され 、 聖 壇 の 調査 を 許さ れ た 。 

ハッ ク の 調べ で は 、 聖 壇 に 浮き 出 た 聖なる 鳥 は 、 ツル ベ ナ 荒 野 に 描か れ て い 
る 巨大 な 地上 絵 と 同じ 絵柄 だ と いう 。 そ し て 、 そこ に は 強 き 心 に 強 き 翼 を 持て 
と いう メッ セー ジ が …… 。 地上 絵 を 調べ て みる 価値 は あり そう だ 。 

ツル ベ ナ 荒野 は 、 ピ ピス タ の 目 と 鼻 の 先 に ある 。 地 上 絵 は か な り の 大 き さ で 、 
この 絵 が どの よう に 描か れ た の か は 、 謎 に 包ま れ て いる 。「 巨 人 が 描い た ん だ よ 」 
と いう マオ の 冗談 を 真 に 受け た の は 、 ティト レイ だ け だ っ た 。 

地上 絵 を 巡っ て みる と 、 要 所 要 所 に は 聖火 台 が 設け られ て いた 。 頭 と 胴体 、 
それ に 尾 と 両 細 に あたる 部 分 に 全部 で 8 つ あ る よう だ 。 聖火 台 に は 、 マ オ の フ 
ォ ル ス で 火 を と も すこ と が で きる 。 ここ で 、 アニ ー が 、 聖 壇 に 記さ れ て いた 言葉 を 
思い 出し た 。 強 き 心 、 強 き 細 ……。 要 の 先端 と 、 心 に あたる 胴体 の 3 ヶ所 の 聖 
火 台 に 火 を つけ て みて は どう だ ろう か ? 

アニ ー の 予想 は 的 中 。 聖火 台 に と も し た 3 つの 秋 か ら 巨 大 な 鳥 の 影 が 羽 ば た 
いた よう に 見 えた か と 思う と 、 地 中 か ら 大 き な 塔 が 出現 し た の だ 。 き っ と 、 この 
塔 こ そ 聖 獣 が 眠っ て いる 場所 に 違い な い 。 
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- 始 の 塔 に 近づく と 、 ヴェ イグ た ち は ま た し て も 不思議 な 声 に 呼び 止め られ た 。 
や は り 、 ここ に は 聖 獣 が いる ! な ぜ だ か 、 マ オ は この 声 に 聞き 覚え が あっ た 。 
暖か く 、 ど こ か 懐か し い 感じ の する 声 ……。 の 塔 に 入る と 、 今 度 は マオ が 奇 
妙 な 幻影 を 見 た 。 マ オ の 記憶 と 出生 に 関す る も の だ 。 この 聖 獣 は 、 マ オ を 己 の 
力 の 持ち 主 に 選ん だ と いう こと か 。 

「 あ な た た ちの 知恵 を 私 に 示せ 」 と いう 聖 獣 の 言葉 どおり 、 塔 の あちこち に は 侵 
入 を 阻む 仕掛 けが 用 意 され て いた 。 

最初 の ふた つの 仕掛 け は 、 着火 台 か ら 燃 台 ま で 、 マ オ の フォ ルス で 作っ た 災 
を 飛ば すこ と で 解け た 。 床 の スイ ッ チ を 踏ん で 矢印 の 方 向 を 変え 、 うま く 燈 台 ま 
で 炎 を 導く と 、 仕 掛け が 解け て 扉 が 開く 。 」 

3 つめ の 仕掛 け は 、 火柱 が 行く 手 を ふさ ぐも の だ っ た 。 偽り の 火柱 を 見 破り 、 
そこ に マオ の フォ ルス を ぶつ けれ ば 、 火柱 は 消え て 、 先 へ 進め る よう に な っ た 。 
2 色 の スイ ッ チ は 、 偽り の 火柱 の 位置 を 変え る も の の よう だ 。 辿り つい た 順に 踏 
ん で いく と 、 うま く 火 柱 を 消す こと が で きた 。 


最後 の 仕掛 け は 、 途切れ た 道 の 向 こう 側 に ある 光 の 灯っ た 台座 に 、 浮遊 する 
バイ ラス を 誘導 する と いう も の だ 。 し か し 、 不 用意 に マオ の フォ ルス を 放つ と 、 
バイ ラス は フォ ルス に 触れ て 凶悪 化し 、 襲い か か っ て くる 。 そこで 、 台座 の 近く に 
フォ ルス を 放ち 、 フォ ルス 目 が け て 近寄っ て きた バイ ラス を 、 台座 の 光 に 吸い 込 
ませ る こと に し た 。 作戦 は 成功 し 、 途切れ た 道 に 光 の 橋 が 出現 し た 。 

姿 を 現 わ し た 聖 獣 フェ ニア は 、 マオ の 心 こ 語り か け て きた 。 マオ の 本 当 の 名 
前 は オル セル グ 。 古代 カレ ギア 語 で けが れ な き 瞳 と いう 意味 だ と いう 。 ここ に 
くる まで の 間 に 、 幻影 は 、 マ オ に 自分 と いう 存在 に つい て 改め て 考え させ て い 
た 。 記憶 は 失わ れ た の で は な く 、 最初 か の ら な か っ た の だ 。 マ オ は 、 ヒュ ー マ を 救 
うべ きか 償 か を 見 極め る た め に 聖 獣 た ち に 創り 出さ れ た 、 フェ ニア の 心 と 目 の 
五感 の 化身 だ っ た の だ ! 
| あな た は 何者 で すか ? 」 と いう フェ ニア の 問い に 、 マ オ は 「 ボ ク は ボク で し か な 
い 」 と 答え る の が 精いっぱい だ っ た 。 そ れ は 、 こ れ か ら じ っ くり 考え れ ば いい 。 い 
ま は 、 世界 を 救う た め に 聖 獣 の 力 が 必要 な の だ 。 

その 答え は 、 フェ ニア を 満足 させ た よう だ 。 こ うし て マオ は 、 聖 獣 フェ ニア の 
力 と 、 火 の ル ビー を 手 に 入れ た 。 

ユー ジー ン は 心配 そう に し て いた が 、 マオ は し ば らく 自分 の 正体 を 駄 っ て お く こ 
と に し た 。 み ん な に 真実 を 告げ る の は 、 自 分 が 何者 な の か 、 自 分 自身 で 答え を 
見 つけ て か ら で も 遅く な い だ ろ う 。 


ング ルル ZZ/ み フェ ニア 


火 を 司る 聖 獣 。 “慈愛 "“ 母 性" 
を 体現 する 。 優 し い 物腰 に 違わ 
ず ヒ ュー マ 擁 護 派 で 、 そ の 考え 
は いま で も 変わ っ て いな い 。 ヒ 
ト の 動向 を 監視 する 目 と し て マ 
オ を 生み 出し た 創造 主 で 、 マ オ 
に と っ て は 母親 的 存在 。 
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和 の 塔 
地上 絵 の 首 の 部 分 に 封印 され て いた 、 
フェ ニア の 眠る 聖典 。 知 恵 を 試す よ 
うな 複雑 な 仕掛 けが 行く 手 を 阻む 。 


べく 
0 
電 BNX 
/4 
BuS ツ 
マニ プ ド ー ル 、 モル ター ブ 、 ラディ ー キ ャ ベル 、 ルビ ナス マテ ル 
0 cTtemm ク 
8 も ar も ブラ ー ヴ ァ ス 、 ライ フ ボ トル 、 ポイ ズン チェ ッ ク 、 ラベ ンダ ー、 
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で ラジ ル ダ で の 種族 間 折 争 


ラジ ル ダ ー ポ ボク ナン 大 橋 


「 雲 海 に そびえ し 古 の 塔 を めざせ 」 

始 の 塔 で フェ ニア の くれ た ヒン ト も また 、 ずい ぶん と 抽象 的 だ っ た 。 ヴ ェ イ グ 
た ち は ハ ッ ク か ら 情 報 を 得 よ うと 、 ピ ビス タ へ 立ち 寄っ た 。 だ が 、 ハ ッ ク は ひと と 
お り 調 査 を 終え て 、 ラ ジル ダ に 向かっ た よう 。 ラジ ル ダ に 戻る 途中 、 火 を 灯 し た 
財 火 台 の うち の ひと つ に 流浪 の 男 の 姿 が 。 男 に 鍛錬 石 を ふた つ あ げ る と 、 お 礼 
に と ふた つの 防具 を くれ た 。 

ラジ ル ダ へ は 、 馬車 で 向かえ ば 楽 だ 。 ヴェイ グ た ち が ラ ジル ダ に 着く と すぐ 、 
ハッ ク が 何者 か に 追わ れ て 逃げ て いる と ころ に 出くわす 。 急い で 彼 を 追い か け 
た が 、 見 失っ て し まっ た 。 近く に いた ガ ジ ュ マ に 聞い て みて も 、 知ら ぬ 存 ぜ ぬ の 
ー 点 張り 。 ここ は 、 フォ グマ に 話 を 聞い て みた ほう が よさ そう だ 。 

ユー ジー ン が 家 を 訪ね る も 、 フォ グマ は な に も 教え て くれ な い 。 どう や ら 、 いろ 
いろ と 調べ まわ っ て いる ハッ ク を 、 闇 の カカ を 手 に 入れ よう と し て いる 募 と 勘違い 
し て いる よう だ 。 ハ ッ ク を 見 つけ て 助け 出さ な いと 、 大 変 な こと に な る 。 

ハッ ク は どう な っ た の か イ ゴ ル に 聞い て みる と 、 イー ガ が ハッ ク を 連れ て どこ か 
へ 向かっ た こと が わか る 。 イ ー ガ は 、 ハ ッ ク を 利用 し 、 聞 の 力 を 手 に 入れ よう と 
し て いた の だ 。 と すれ ば 、 行き 先 は ひと つ 。 ヴェ イグ た ち は 、 ふた た び ゼ レン 湿 
原 に ある イー フォ ン の 聖 殿 に 向かっ た 。 

イー フォ ン の 回 殿 に 着く と 、 中 か ら イ ー ガ が 慌て て 飛び 出し て きた 。 途中 で バ 
イラ ス の 群れ に 襲わ れ 、 ハ ッ ク を 置い て 逃げ て きた の だ と いう 。 バ イラ ス を 追い 
払っ て ハッ ク を 助け 出し た ヴェ イグ た ち は 、 ハッ ク の 怪我 の 治療 の た め に いっ た 
ん ラジ ル ダ に 引き 返す こと に し た 。 

フラ ジル ダ に 戻っ た 一 行 は 、 悲惨 な 状況 を 目の当たり に する 。 
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ヒュ ー マ と ガ ジ ュ マ が 闇 の 力 を 巡り 、 互い の 種族 を 滅ぼそ うと 本 格 的 に 衝突 し は 
じ め た の だ 。 この まま で は 、 ラ ジル ダ は 全 減 し て し まう 。 
その と き 、 ミ ル ハ ウス ト 率 いる カレ ギア 軍 が や っ て き て 、 あっ と いう 間 に 騒 動 を 
鎮圧 し て し まっ た 。 ミル ハウ スト は 圧倒 的 武力 で ラジ ル ダ を 制圧 し 、 ヒ ュー マ と ガ 
ジュ マ を 街 の 東西 に 分 け て 生活 させ る こと を 強制 し た 。 ミル ハウ スト の や り 方 に 
は 賛成 し か ね る が 、 両 種族 の 平和 な 共存 を 望む 心 は 、 ヴ ェ イ グ た ちと 同じ た だ 。 こ 
ちら は こち ら で 、 で きる こと を する し か な い 。 
ポポ ネネ 
同じ 頃 、 イブ ゴル の 家 の ベ ッ ド で アガ ー テ が 目 を 覚まし た 。 すっ か り 衰 弱 し て 海岸 に 倒れ 
て いる と ころ を 、 偶然 通り か か っ た イ ゴ ル に 助け られ た の だ 。 アガ ー テ は 自分 の 手足 を 見 
て 一 瞬 驚 いた も の の 、 外 の 騒ぎ が 気 に な り 、 イ ゴ ル の 家 を 飛び 出し た 。 そこ に は 、 種族 間 
の 抗争 で 傷つき 、 倒れ ん る 人 々 の 姿 が ! アガ ー テ は 手当 て を 施す た め 、 必死 で 怪我 人 を 


その 後ろ 姿 を 、 驚 慢 の 眼差し で 見 つめ る ひと り の 少女 が いた 。 クレ ア で ある 。 クレ ア が 

見 て いる の は 、 自分 の 姿 。 いや 、 か つて 自分 の も の だ っ た 身体 の 後ろ 義 だ っ た ……。 
ネネ ※※ ポ 

カレ ギア 兵 に 囲ま れ た ラジ ル ダ は 、 す っ か り 物 々 し い 究 囲 気 に な っ て し まっ た 。 
ヴェ イグ たち は 気 を 取り 直し 、 宿屋 で 休む ハッ ク に 会 い に い っ た 。 雲海 に そ び 
え し 塔 に つい て 聞い て みる と 、 か つて 、 キョ グエン の 山頂 に ヒト が 住ん で いた と 
いう 言い 伝え を 教え て くれ る 。 

この 頃 の 騒動 で 、 カ レギ ア 軍 の 警備 は 厳し さ を 増 し て いた 。 ポ ク ナ ン 大 橋 も 
閉鎖 され て いた が 、 警備 兵 が ユー ジー ン の 元 間 部 下 だ っ た た め 、 臨時 通行 証 を 融 
通し て くれ た 。 そ ん な こと か ら も 、 王 の 盾 時代 の ユー ジー ン の 活躍 は 、 よほど の 
も の だ っ た こと が 伺え る の だ っ た 。 


紹 デア ガ ー テ と タレ ア 


に か っ て キョ グエン キョ グエン 近郊 の 小屋 


キョ グエン の 街並み は 、 ほ か の どこ と も 違う 美 し さ 。 し か し 見 と れる ヒマ も な く 、 
さっ そく 街 一 番 の 物知り と し て 有名 な 老人 に 、 雲海 に そびえ し 古 の 塔 の こと を 聞 
いて みる 。 す る と 、 キョ グエン に 伝わる 幻 の 庭 の 昔話 を 教え て くれ た 。 また 、 少 
し 前 に も 、 同じ こと を 聞き に きた 男 が いる と いう 。 

宿屋 に 行く と 、 懐か し い 顔 が あっ た 。 フ ラン ツ だ 。 彼 の 探し て いる 世界 七 大 
まぼろし の ひと つが 幻 の 庭 だ と いう 。 だ が 、 フ ラン ツ に も 詳し いこ と は わか ら な 
いら し く 、 街 一 番 の 金持ち ワン ・ ギ ン に 話 を 聞い て みる よう すす め て くれ た 。 宿 
屋 で は 、 マ オ は こっ そり 蒸 籠 の 中 の まん じゅ う を つま み 食 いし た が 、 中 に は 意外 
な も の が 入っ て いた よう 。 マ オ の 表情 を みる 限り 、 不思議 な 味 だ っ た よう だ … 

了 年 に し て いた 悪評 に 違わ ず 、 ワン ・ ギ ン は 人 金銀 財宝 に うる さい 男 だ っ た 。 会 う 
な り 挨 拶 も そ を こそ こ に 、 ヒ ル ダ の タロ ッ ト カ ー ド を 高額 で 買い 取り た いと いう 始 
末 。 幻 の 庭 に つい て 聞く と 、 や は り タ ダ で は 教え て くれ な いと 言う 。 

そこ で 、 ヴェ イグ たち は 情報 と 引き 替え に 、 ワン ・ ギ ン 邸 で 開か れる オー クシ 
ョ ン の 手伝い を する こと に し た 。 フ ラン ツ に 事 の 次 第 を 報告 し 、 急い で ワン ・ ギ 
ン 邸 へ 戻る 一 行 。 

ワン ・ キ ギン 邸 で は 、 ク レア が 接客 の た め に 会 場内 に 連れ て 行か れ て し まっ た 。 
残る メン バー の うち の 3 名 は 、 オークション 参加 者 の 出迎え だ 。 た だ し 、 ゲ オル 
キア ス の 思念 の 影響 で 、 ガ ジュ マ を 嫌う 者 も 多い 。 トラ ブル を 避け る た め に 、 ヴ 
ェ イ グ は ユー ジー ン 以 外 の 2 名 を 連れ て いく こと に し た 。 


金持ち の 集まる キョ グエン に ワン ・ ギ ン に 雇 わ れ 、 忠誠 を 
お いて 、 も っ と も 資産 を 持つ 響 っ て いる 用 心 棒 。 ワ ン ・ ギ 
街 の 有力 者 。 金 で すべ て を ン に 服従 し て いる か の よう な 
解決 で きる と 信じ て 疑わ な い 態度 を と っ て いる が 、 内 心 で 
ほど の 亡者 で 、 世界 中 の 金 持 は 「 金 で すべ て が 手 に 入る 」 
ち を 自邸 に 招き 、 オ ー ク ショ と 坦 語 する ワン ・ ギ ン を 軽 茂 
ン を 開催 し て いる 。 し で いる 。 
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街 に ちら ば っ て いた 3 名 の 参加 者 を 会 場 に 案内 し 終え る と 、 ワン ・ キ ギン 邸 か ら 
悲 只 が あがっ た 。 客 に 失 し た 盗賊 に 有 わ れ た の だ ! この 時 、 小 部 屋 に 隠れ て 
いた ガ ジ ュ マ の 娘 か ら 、 ク レア が さら われ た こと を 聞く 。 

盗賊 は 、 キョ グエン の 東 に ある 小屋 に いた 。 クレ ア は 無傷 で 助け る こと が で 
きた が 、 何やら 落ち つか な い 様 子 。 他 に 捕らえ られ た 娘 が いな いこ と を クレ ア に 
確認 し て ほっ と し た も の の 、 ヴェ イグ の ワン ・ ギ ン へ の 怒り は 治まら な い 。 キ ョ グ 
エン に 戻る や いな や 、 ヴェ イグ は ワン ・ ギ ン を 力いっぱい 殴り 飛ば し て し まっ た 。 

ヴェ イグ た ち は 屋 敷 を 追い 出さ れ 、 幻 の 庭 へ の 手がかり は 断 た れ て し まっ た 。 
し か し 、 ワ ン ・ ギ ン に 仕え る クウ ・ ホ ウ と いう 男 が 、 ノ ル ゼ ン に 幻 の 庭 に 詳し い 人 
物 が いる こと を 教え て くれ る 。 この 街 に も 、 ワン ・ ギ ン の や り 方 に 疑問 を 抱く 者 
が いた の だ 。 出発 前 に 、 フ ラン ツ に も ノル ゼン の こと を 教え て あげ よう 。 

ふと 、 ク レア が 捕らえ られ て いた 小屋 を 覗い て みる と 、 天 焼 き 職 人 が 作業 を し 
て いる 。 パウダー 系 アイ テム を 分 け て あげ る と 、 お 礼 に ティ イト レイ と ヒル ダ の 強 
力 な 武器 を くれ た 。 

ま 玉 玉 

クレ ア は 、 ワン ・ ギ ン 邸 で アガ ー テ に 会 っ た こと を みん な に 言い 出せ な いで いた 。 の 2 
テ は 、 ヴェ イグ を 追い か け て キョ グエン に 向かう 途中 、 バイ ラス に 襲わ れ て いる と ころ を ワ 
ン ・ ギ ン の 手下 に 助け られ 、 屋敷 に 連れ て こら れ た の だ っ た 。 アガ ー テ は 、 いま 頃 ど うし 
て いる だ ろう ? 

アガ ー テ は 、 確か に 自分 の こと を 「 ク レア ・ ベ ネッ ト 」 と 名 乗っ た 。 アガ ー テ こそ 、 ヴェ イグ 
が 必死 に 守 ろ うと し て いる 、 本 物 の クレ ア だ と いう の に ……。 
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※ キ ョ グエン 周辺 ヴェ スパ 、 へ ヘリ アン ト 、 ボル ティ ー プ 、 ライ プ フ ラ クト 、 フィ オト ラス 
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寒い 寒い と 文句 ば か り 言 っ て いた マオ だ が 、 ノル ゼン の 民家 で ボル シ チ を 口 
に し た と た ん 、 すっ か り 機 嫌 が よ く な っ た よう だ 。 は じ め て 見 る 寺 に 子供 の よう に 
は し ゃ ぐ で ティ トレ イ は さて お き 、 ヴェ イグ た ち は さ っ そく 幻 の 庭 に つい て の 情報 を 
集め る こと に 。 ノ ル ゼ ン は 住人 が ピリ ピリ し て いて 、 ヒュ ー マ と 口 を きき た が ら な 
い ガ ジュ マ も 多い 。 ユ ー ジ ー ン が 先頭 に 立っ て 話 を 聞い て くれ た 。 

村 は ずれ の 民家 で 、 つい に 幻 の 廃 に つい て 知っ て いる 男 に 会 うこ と が で きた 。 
ノル ゼン の 北東 に ある ネ レ グ の 塔 の 頂上 に 、 美しい 庭 が ある と いう の だ 。 

降雪 の 中 を 歩き まわ っ た か ら だ ろう か 7? 疲労 を 隠せ な い ユ ー ジ ー ン を 休ま せ 
る た め 、 一 同 は ひと まず 宿屋 へ 向かっ た 。 

外 の 風 に あたっ て くる と 、 ユー ジー ン が 外 に 出 た 直後 、 マ オ の フォ ルス キュ ー 
ブ が 強烈 な 反応 を 示し た 。 ま さか 、 四 星 が や っ て きた の か !? 

村 の 外 に 出る と 、 尋 奪 し た ユー ジー ン が バイ ラス 相手 に 大 暴れ し て いた 。 9 
ォ ル スキ ュー ブ は 、 ユー ジー ン の フォ ルス を 感知 し て いた の だ 。 バ イラ ス に 襲わ 
れ て 慌て た と ユー ジー ン は 苦笑 い を し た が 、 どう も 様子 が お か し い 。 な に も 語ら 
な い ユ ー ジ ー ン だ が 、 マオ は 心 配 で た ま ら な い 。 

一 晩 休 み 、 ユ ー ジ ー ン は すっ か り 沙 ち 着き を 取り 戻し た 。 ユー ジー ン が な に や 
ら 悩 み を 抱え て いる の は た し か だ が 、 そ の と き が くれ ば 、 き っ と 上 自分 か ら 話し て く 
れる だ ろう 。 ご と は ユー ジー シン を 信じ る し か な い 。 

ネジ ャ ナ 半 島 の 端 か ら 夜空 を 見 上 げ る と 、 見 事 な オ ー ロ ラ が 出 て いた 。 この 
発光 現象 は 吉兆 か 凶 兆 か ? ネ レ グ の 塔 は 、 も うす ぐ 目 の 前 だ 。 


% 了 Bis 
※ ノ ル ゼ ン 周 辺 サル ティ ペン ギン 、 ジル ヒル 、 ド ラス ティ ル 、 ネ ゴ ー モ 
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も う ネ レ グ の 培 


ネ レ グ の 塔 を 見 上 げ る と 、 その 頂上 は 雲 の 彼方 に 隠れ て いる 。 まさ に 雲 海 に 
そびえ し 塔 だ 。 中 に 入る と | 一 番 上 まで あがっ て こい 」 と いう 声 が 聞こ えて きた 。 
だ が 、 今回 は 誰 も これ まで の よう な 幻影 に 有 わ れ て いな い 。 本当 に 、 こ の 塔 に 
聖 獣 が 眠っ て いる の だ ろう か ? 

塔 の 中 に は 緑色 に 光る エレ ベー ター が あり 、 3 箇所 で バイ ラス が 待ち 構え て い 
る 以外 は 、 す ん な り と 机上 へ 登る こと が で きた 。 な ん だ か 拍子 抜け だ 。 

頂上 で ヴェ イグ た ち を 待っ て いた の は 、 ノ ル ゼ ン で ネ レ グ の 塔 の こと を 教え て 
くれ た 男 だ っ た 。 この 男 の 正 体 は 、 変装 し て いた サレ …… に チレ 絡 ヴ ェ イ グ た 
ち を だ まし 討ち し よう と 、 人 目 に つか な い 辺 境 の 塔 に 呼び 寄せ た の だ 。 

そこ に 、 漆黒 トリ オ が 現われ た 。 今回 も な ん だ か ん だ と いっ て 手 を 貸し て くれ 
る も の か と 思い き や 、 いつ も と 様子 が 違う 。 漆黒 トリ オ は 、 サレ の 暗示 に か か っ 
て 自我 を 失っ て いた 。 す っ か り 目 つき が 変わ り 、 こ れ ま で の 彼ら と は まる で 別人 
だ 。 サ レ は どこ まで 卑 快 な 男 な の だ ろう か ! 

杯 走 し て いる 3 人 に は 、 生半可 な 攻撃 は 効か な い 。 ユ シア の 導 術 を 止め る の 
は や っ か い だ っ た が 、 ヴェ イグ た ち は ど うに か 3 人 を 大 人 し くさ せる こと が で きた 。 
正気 に 戻っ た 漆黒 トリ オ は 、 今 日 を も っ て 王 の 盾 を 辞め 、 新た な 漆黒 の 思 と と し て 
生ま れ 変 わる こと を 宣言 し て 去っ て いっ た 。 まっ た く 、 めげ な い 連 中 だ 。 

サレ に は まん ま と 騙 され て し まっ た わけ だ が 、 雲 よ り 高 いこ の 塔 へ 登っ た こと 
で 、 ベ オ 平 原 の 方 角 に 塔 を 発見 する こと が で きた 。 き っ と 、 あれ が 本 物 の 聖 獣 
の 眠る 塔 だ ろう 。 災い 転じ て 福 と 成す 、 だ 。 ヴェイ グ た ち は ベ オ 平 原 に 渡る 船 
を 手 に 入れ る た め 、 一 度 ノ ル ゼ ン に 戻る こと に し た 。 

帰り 道 、 ネ レ グ の 塔 近く の 小屋 に 立ち 寄る と 、 悪夢 に 悩む トモ イ と いう 男 が い 
た 。 話 の 最 中 で トモ イ は 寝 て し まい 、 ヴェ イグ た ち は ト モイ の 夢 に 取り 込ま れ て 
し まう こと に ……。 ア ニー の 診断 に よる と 、 ト モイ は 夢 の フ ォ ル ス の 能力 者 で 、 
誰か が 夢 の 中 の 事件 を 解決 し な いと 、 悪夢 が 続い て し まう と いう 。 時間 が あれ 
ば 、 協力 し て あげ られ る の だ が 。 


ネ レ グ の 増 
カレ ギア 大 陸 の 極北 に そびえ る 、 さ 
びれ た 塔 。 訪 れる 者 は ほとん ど な く 、 
軍 の 監視 の 目 も 届い て いな い 。 し 
へ と ユシア を ぴっ た り マ ー ク し 、 物 理 攻 撃 
Bo88 で 訪 唱 を 止め よう 。 ユ シア さえ 倒せ ば 、 
あと は 力 と 力 の ぶつ か り 合 い だ 。 


中 . BOX 


6 量 imus ツ の 
シン アラ ー ネ オ 、 ノ ク ト ファ ルク 、 フィ ズン シェ ルド 、 マス ナッ ジグ 
ヴィ ザッ クシ ー ル ド 


<Ttemn?? 

に ペリ オン 、 ウィ ー ク チェ ッ ク 、 サニー レイ ン 、 
チェ ンク ンチ ェ (あらすじ 37 以 降 ) 、 ア ワー グラ ス 、 
アッ プル グミ 、 メン タル トパーズ 、 アー スパ ウ ダ ー 
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受け 継が れる ドク ター・ バ ー ス の 心 


た 7 フル ゼン シ 


ノル ゼン に 戻る と 、 カ レギ ア 軍 が 乗り 込ん で き て いた 。 種族 間 抗 争 の 激化 に 
より 、 村 は 軍 の 管理 下 に お か れ た の だ 。 港 も 封鎖 され て いて 、 船 は 出せ そう に 
な い 。 困 っ て いる と ころ に 、 偶然 ミー シャ が 通り か か っ た 。 軍 の 要請 を 受け て 、 
キュ リア と と も に ノル ゼン へ き て いる の だ と いう 。 

宿屋 へ 行き 、 キュ リア に これ まで の いき さ つ を 話す と 、 キュ リア は ここ ろ よ く 軍 
に 船 の 出航 を か け あ うと 約束 し て くれ た 。 し か し 、 出かけ て いっ た キュ リア は 、 な 
か な か 帰っ て こない 。 心配 し て 様子 を 見 に いく と 、 そ こ か し こ に 、 バイ ラス の 群 
れ に 襲わ れ て 傷つく 人 々 の 姿 が あっ た 。 

あま り の 怪我 人 の 多 さ に 、 キュ リア の 指示 で アニ ー も 患者 の 冶 療 に あたる こ 
と に な っ た 。 だ が 、 アニ ー の 心 に は 、 ま だ ガ ジ ュ マ へ の わだかまり が 残っ て いる 。 
ヒュ ー マ も ガ ジ ュ マ も 同じ 患者 。 頭 で は わか っ て いる の だ が …… o 

アニ ー は 宿屋 や 民家 を まわ り 、 懸命 に 怪我 人 を 手当 て し た 。 し か し 、 い ざ ガ ジ 
ュ マ の 加 者 に 向き 合う と 、 思う よう に 手 を 動か すこ と が で き な い 。 つ い に 、 アニ 
ー は 手当 て が で きず に 目 の 前 で ガ ジ ュ マ の 兵士 を 見 殺し に し て し まっ た 。 

「 バー ス 、 死ぬ な !| 息 を 引き 取っ た 兵士 に 向かっ て 、 ユー ジー ン が 思わ ず そ う 叫 ん 
だ の は 、 目 の 前 で 親友 バー ス が 亡くな っ た と きのこ と を 思い 出し た か ら だ ろう か 。 

ユー ジー ン の 悲痛 な 叫び は 、 ア ニー の 目 を 覚まさ せ た 。 そう 、 兵士 も 住人 も ヒ 
ュー マ も ガ ジ ュ マ も 、 みん な 同じ 患者 、 同じ 命 な の だ ! 

それ か ら の アニ ー の 行動 は 、 ま る で 別人 の も の だ っ た 。 ヒル ダ の フォ ルス を 電 
気 シ ョ ッ ク が わり に し て 兵士 の 心臓 を 蘇生 させ る と 、 すべ て の 民家 を まわ り 、 怪 
我 人 を ひと り 残 ら ず 冶 療 し た 。 それ は それ は 見 事 な 腕前 で 、 キ ュ リ ア は 驚き と 喜 
びに 顔 を ほこ ろば せ た 。 


こう し て 無事 に 騒動 は 収まっ た 。 カレ ギア 軍 は アニ ー の 功労 に 感謝 し 、 フリ ー 
シッ プ を 用 立て て くれ た 。 これ で 、 ベ オ 平 原 に 渡る こと が で きる 。 

アニ ー の 献身 の 看病 は 、 ノ ル ゼ ン の ガ ジ ュ マ た ちの 心 を 少し だ け 解 き ほ ぐし た 
よう だ 。 村 を 出る 前 、 宿屋 の ガ ジ ュ マ の 主人 は 、 感謝 を 込め て 勇者 が 身 に つけ 
て いた と いう 立派 な 鎧 を 持た せ て くれ た 。 

つぎ な る 聖 獣 の 塔 は すぐ そこ だ が 、 せっ か く フ リー シッ プ が 手 に 入っ た の だ か 
加 少し 寄り 道 を し て みる こと に し た 。 バ ルカ の カレ ギア 城 と 博物 館 、 キ ョ グ エ 
ン の ワン ・ ギ ン の 屋敷 、 バ ビ ロ グ ラー ド の 登山 洞 ……。 また 、 イー フォ ン の 幻影 
以来 、 ティトレイ が し きり に 気 に に し て いた ペ ト ナ ジャ ンカ の 様子 も 見 に いっ た 。 フ 
リー シッ プ と 定期 船 、 そ れ に 馬車 が あれ ば 、 世界 中 の ほとん どの 場所 へ 簡単 に 
移動 が で きる 。 

少し 無理 を し て 、 ベル サス と いう 街 ま で 足 を 伸ばし た の は 正解 だ っ た 。 食材 屋 
で お いし い ポ テト サラ ダ を ご ち そ うに な れ た し 、 強い 武器 と 防具 、 そ れ に 装飾 品 
類 を 買う こと が で きた か ら だ 。 これ で 、 今後 の バイ ラス と の 戦い も ぐっ と 楽に な 
る だ ろう 。 


BS” 
※ 海 上 ギル 、 ク ロウ マー、 バ パン シー ル 、 ビデ ュー サ 


フリ ー シ ッ プ で 移動 可能 な エリ ア 
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、*| 聖 獣 ウォ ン テ ィ ガ が 語る 真実 


2 ウォ ン テ ィ ガ の 聖典 ベル サス 港 且 ベル サス 


山脈 に 囲ま れ た ベ オ 平 原 に そびえ る 、 古 の 塔 。 中 に 入る と 、 聖 獣 ウォ ン テ ィ 
ガ を 名 乗る 声 が 聞こ えて きた 。 今度 こそ 、 本 物 の よう だ 。 

ウォ ン テ ィ ガ の 幻影 は 、 アニ ー を 襲っ た 。 幻影 は 、 カレ ギア 城 で 父 が ユー ジー 
ン に 殺さ れる 朋 間 を 映し た 過酷 な も の だ っ た …… 8 

聖典 内 の 仕掛 け は 、 知恵 を 使う も の ば か り 。12 の 数 字 が 刻ま れ た 部 屋 で は 、 
1 か ら 12 ま で 順に 数 字 を 踏ん だ あと 、 今度 は 12 か ら 1 ま で 逆順 に 数 字 を 踏み 直 
すこ と で 解く こと が で きた 。 

つき ぎの 仕掛 け は 水車 。 ア ニー の フォ ルス で 水車 を まわ し 、 赤色 が 頂点 に きた 
と き に 止め れ ば 、 道 が 開け た 。 間 違え て 黄色 が 頂点 に きた と き に 水車 を 止め て 
し まっ た が 、 な ぜ か 道 の 先 に 宝箱 が 落ち て いた の で よし と し よう 。 

3 つ 目 と 4 つ 目 の 仕掛 け は 、 発光 する スイ ッ チ を すべ て 踏ん で 光 を 消す こと で 解 
けた 。 上 段 に 移動 する と き は 、 上 昇 気流 に 乗っ て ジャ ンプ すれ ば いい 。 上 昇 気 
流 が 止ま る タイ ミン グ で ジャ ンプ すれ ば 、 同じ 段 の 向こう 側 へ 渡れ る 。 

最後 の 仕掛 け は 、 燃え さか る 赤い 炎 を 消す も の だ 。 次 々 に 立ち 昇る 炎 を 、 ア 
ニー は 雨 の フォ ルス で 懸命 に 消し て いっ た 。 炎 が 消え る た び 、 アニ ー は 自分 の 中 
に わずか に 残っ て いた 怒り や 憎悪 が 消え て いく の を 感じ て いた 。 

つい に 姿 を 現 わ し た ウォ ン テ ィ ガ は 、 アニ ー に バー ス 殺 害 事 件 の 一 部 始終 を 
見 せ て くれ た 。 バ ー ス は 治療 と 称し て 、 ラド ラス 陸 下 の 殺害 を 企 て て いた の だ 。 


77 の Z の の ウォ ン テ ィ ガ 
風 を 司る 聖 獣 。 狂 猛 な その 見 た 
目 と は 裏腹 に 、 六 聖 獣 で も っ と 
も 知性 が 高い 。、 イ ー フ ォ ン 同様 、 
行き 過ぎ た ヒュ ー マ の 行い に 疑 
間 を 持っ て いた が 、 ヒ ュー マ せ 
ん 減 に は 賛同 で きず 、 ゲ オル ギ 
アス の 封印 に 助力 し た 。 


ウォ ン テ ィ ガ の 聖 殿 

四方 を 山 と 海 に 囲ま れ た ベ オ 平 原 
に そびえ る 、 古代 の 塔 。 内 部 は 吹 
き 抜 け に な っ て いて 、 強風 が 吹き 上 
ぞい る 。 


Birus7 
ガレ プティ ッ ク 、 グリ ッ ト ル 、 バル プ エ ッ ジ 、 ブ ュ ー ア 
マス ナッ プ 


(すら 7 
グリ ュー ン リ キッ ド (ルーレット で 入手 1) 、 ゲイ ル パ ウ ダー( ル 
ー レ ッ ト で 入手 2) 、 カモ ミー ル 、 アー キュ イ バ ス 、 アヤ ナー ル 、 
アッ プル グミ 、 セ ボ リー (あら すじ 39 以 降 ) 


そし て 、 それ に 感 づ いた ユー ジー ン を 殺 そ うと 襲い か か り 、 も み 合 うう ち に 目 分 の 
胸 に ナイ フ を 突き 刺し て し まい …… 。 ユー ジー ン は この 真実 を 隠し 、 バ ー ス の 人 奇 
怪 な 行動 の 原因 を 探る た め 、 王 の 盾 を 去っ た の だ 。 
アニ ー は 幻影 の 中 で 、 ミ ナー ル 平 原 で 出会っ て か ら こ れ ま で の ユー ジー ン の 5 
姿 を 追 蛋 し て いた 。 ユー ジー ン が いつ で も 正しい 言動 を し て いた こと は 、 いっ し 
ょ に 旅 を し て きた アニ ー に は よく わか っ て いる 。 誤解 か ら 憎 し み で 剣 を 向け た ア 
ニー に 、 ユー ジー ン は 何 度 も 何 度 も 手 を 差し 伸 べ て くれ た 。 
こう し て アニ ー は 、 心 の 迷い と ユー ジー ン へ の 憎しみ を 完全 に 払拭 し 、 か わり 
に ウォ ン テ ィ カ の 力 と 風 の ダ イヤ モン ド を 手 に 入れ た 。 


帰り 際 、 聖 獣 シ ャ オル ー ン が 、 マオ を 通じ て ヴェ イグ た ち に 呼び か け て きた 。 
すぐ に ベル サス に 向かわ な いと 、 ヴェ イグ は 大 切な も の を 失う こと に な る と いう 
の だ 。 ヴェ イグ の 大 切な な に か が 、 ベル サス に ある と いう の か !? 


ベル サス 港 ま で は 、 ノ ル ゼ ン か ら 定 期 便 に 乗っ て 向かえ ば 早い 。 ベル サス に 
着く と 、 スージー と 再会 で きた 。 笑顔 で 家 に 招待 し て くれ た スー ジー は 、 ミ リッ ツ 
ァ に 追わ れ て え て いた あの と き と は まる で 別人 だ 。 

この 街 の 種族 差別 は 筋金入り で 、 ガ ジュ マ は みな スラ ム 街 へ と 追い や られ 、 
ヒュ ー マ の 吾 使い と し て 働か され て いる よう 。 シ ャ オル ー ン の 言っ て いた ヴェ イグ 
の 大 切な も の を 探 そ うに も 、 ガ ジュ マ の ユー ジー ン が いっ し ょ で は 、 し か め 面 で 
追い 払わ れる ば か り 。 この 街 で まとも に 話 を 聞い て くれ る の は 、 スージー だ け と 


定期 便 の 行き 先 マ ッ プ 


① ベ ル サ ス 港 ③ サ ニ イ タ ウン ⑤ バ ルカ 港 (〈⑦ ラ ジル ダ 港 


・ ノ ル ゼ ン ・ ミ ナー ル * ミ ナー ル ・ ミ ナー ル 
72 の ・ ミ ナー ル ・ バ ビ ロ グ ラー ド 港 " ・ サ ニ イ タ ウン ・ サ ニ イ タ ウン 
・ バ ルカ 港 ・ バ ビ ロ グ ラー ド 港 ・ パ ビ ロ グ ラー ド 港 
② ミ ナー ル ・ ラ ジル タダ 港 ・ ラ ジル ダ 港 ・ バ ルカ 港 
・ サ ニ イ タ ウン 
・ バ ビ ロ グ ラー ド 港 ① バ パ バビ ログ ラー ド 港 ノル ゼン 
・ バ ルカ 港 ・ ミ ナー ル ・ ベ ル サ ス 港 
・ ラ ジル ダ 港 ・ サ ニ イ タ ウン ・ ミ ナー ル 
・ ノ ル ゼ ン ・ バ ルカ 港 


・ ベ ル サ ス 港 ・ ラ ジル ダ 港 
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ば こ で て ア カー テ の 訴え 


7 ベル サス 


キョ グエン で 行方 が わか ら な く な っ た アガ ー テ は 、 街 の 有力 者 ・ ス カラ ベ 邸 で メイ ド 
と し て 働い て いた 。 し か し 、 ス ー ジ ー は アガ ー テ を こっ そり 屋敷 か ら 逃 が し て し まう 。 市 
街 地 の ヒュ ー マ た ちの 態度 は 冷た く 、 ア ガー テ は 追わ れる よう に ガ ジ ュ マ の 住む スラ ム 
街 へ 足 を 踏み 入れ た 。 

スラ ム 街 に は 、 ガ ジ ュ マ た ち が 寄 り 添う よう に し て 貧し い 暮 らし を し て いた 。 ス ラム を 
まとめ る ジャ ン ニ の 話 で は 、 ラ ドラ ス の 溢 日 以降 、 ガ ジュ マ に 対す る 風当たり が 悪く な り 、 
つい に は ヒュ ー マ た ち は ガ ジュ マ を 虐げ 、 ス ラム に 追い や る よう に な っ た の だ と いう 。 
話 を 聞い て 歩く と 、 ス ラム 街 の が ガ ジュマ た ち は み な 、 いわ れ の な い 差 別 で 傷心 の 日 々 を 
送っ て いる よう 。 ジ ャ ン ニ の 必死 の 懇願 を 受け 、 ア ガー テ は この 慈 惨 な 現状 を 打破 す 
べく 、 スカ ラベ に 協議 を 持ち か ける こと を 決意 する 。 

※ ポ 末 ※ 

スー ジー の 家 を 訪ね る も 、 スカ ラベ は ユー ジー ン の 同席 を 許さ な か っ た 。 な ら 
ば 、 ヴェ イグ た ちと て 招待 を 受け る つも り は な い 。 申 し わけ な いと 頭 を 下げ る ス 
ー ジ ー に 別れ を 言い 、 宿屋 に 戻っ て 休む こと に し た 。 

クレ ア が ひと り 、 宿屋 を 抜け 出し た よう だ 。 大 切な も の を 失う と いう シャ オル 
ー ン の 言葉 が 気 に な っ て た ヴェ イグ は 、 すぐ に あと を 追っ た 。 

ジャ ン ニ 橋 で 話 を し て いる と 、 スラ ム 街 か ら 大 勢 の ガ ジ ュ マ が 歩い て くる で は 
な いか 。 あ と を 追う と 、 ガ ジュ マ た ち は ス カラ ベ 邸 の 前 で 「 女 王 陸 下 を 返せ ! | と 
騒動 を 起こ し て いた 。 アガ ー テ は や は り 生 き て いた の だ ! 女王 は 、 ス カラ ベ べ の 
も と へ 和平 協議 の 打診 に 訪れ た らし い 。 協議 は 明日 、 街 の 広場 で 行なわ れる と 
いう 。 ヴェイグ た ちば は 宿屋 に 戻り 、 協議 の 日 を 待つ こと に し た 。 


スー ジー の 父親 で 、 ベ ル サ 
ス の 実力 者 。 金 と 権力 で 街 
の ガ ジ ュ マ を 迫害 し 、 奴隷 と 
し て 働か せ て いる 。 ス ー ジ 
ー が アガ ー テ に 誘拐 され て 
以来 、 ま すま す ガ ジュ マ を 有 忌 
み 嫌 う よ う に な っ た 。 


| ジャ ン ニ 

スラ ム 街 に 追い や られ た ガ 
ジュ マ た ち を まとめ る 、 リー 
ダー 的 存在 の 女性 。 ガ ジュ マ 
の 地位 を 確立 すべ く 、 スカ ラ 
べ に 両 種族 の 協議 の 場 を 申 
し 入れ き て ほし いと アガ ー テ 
に 頼み 込む 。 
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翌日 、 広場 へ 向かっ た ヴェ イグ た ち は 、 驚く べき 光景 を 目の当たり に する 。 用 
意 さ れ て いた の は 、 両 種族 の 話し 合い の 場 な ど で は な く 、 女王 の 処刑 台 だ っ た 
の だ ! スカ ラベ べ は 、 ヒ ュー マ が 番 権 を 握る べき だ と 民衆 を 煽り 、 ア ガー テ を 処 
刑 合 に 上 げた 。 

アガ ー テ は それ で も 、 両 種族 が と も に 手 を と り 平 和 に 生き る こと の 大 切 さ を 訴 
えた 。 命 を 失う こと より 、 大 好き な 人 を 憎ん で 生き る こと の ほう が 妨 い 。 楽し い 
こと を 楽し いと 感じ る 心 に 、 種 医 な ど あ り は し な い 。 み な 同じ 大 地 に 生き る ヒ 
ト な の だ …… と 。 

笑顔 を た た えて そう 語る アガ ー テ に 、 ヴェ イグ は 思わ ず ク レア の 姿 を 重ね て い 
た 。 し か し 、 ア ガー テ が クレ ア に 見 える の で は な か っ た 。 ア ガー テ の 口 か ら ポ プ 
ラ の ピー チ パ イ の 話 が 出 た と き 、 ヴェ イグ は 確信 し た 。 ア ガー テ の 次 を し て いる 
が 、 あれ は クレ ア だ 。 ア ガー テ と クレ ア の 心 は 、 あの 儀式 の と き に 入れ 替わっ て 
いた の だ ! 

そう いえ ば 、 ヴェ イグ に は 思い 当たる こと が いく つも あっ た 。 ザビ ピ ィ が クレ ア に 
近づこ うと し な か っ た り 、 ク レア 自身 が ヴェ イグ に 贈っ た は ず の 蒼 月 石 の こと を 
汗 え て いな か っ た り ……。 どう し て いま まで 気づけ な か っ た の だ ろう !? 

その 時 、 騒動 を 聞き つけ た ミル ハウ スト 率い る カレ ギア 軍 が か けつ け 、 ヴェ イ 
グ は 間 一 胃 で アガ ー テ 、 いや クレ ア を 助け 出す こと が で きた 。 そ し て 、 クレ ア の 
姿 を し た アガ ー テ は 、 ヴェ イグ た ちの 前 か ら 姿 を 消し た 。 い まま で 心 が 入 れ 替 わ 
っ た こと を 黙っ て いた こと を 責め られ 、 い た た まれ な く な っ た の だ ろう 。 


アガ ー テ ( 右 ) と クレ ア ( 左 ) は 、 月 の フォ ルス で 入れ 替わっ て いる 。 アガ ー テ 
の 次 を し て いる の は 本 当 の クレ ア で 、 クレ ア の 姿 を し て いる の が 本 当 の ア 
ガー テ だ 。 これ を 知っ て いる の は 、 ヴェ イグ た ち 、 ミ ル ハ ウス ト 、 四 星 だ け 。 


アカ ガー テ を 追 お うと し た その と き 、 また し て も シャ オル ー ン が マオ を 通じ て 語り 
か け て きた 。 急い で バビ ログ ラー ド に 来い 、 と いう も の だ っ た 。 

本 当 は 、 い ます ぐに で も アガ ー テ を 追い 、 ク レア の 体 を 返し て も らい た い 。 だ 
が 、 クレ ア は 、 自 分 の 体 を 取り 戻す より も 、 世界 を 救う 旅 を 優先 させ る こと を 願 
っ た 。「 ガ ジュ マ の 体 に は 慣れ た わ 」 と 笑う クレ ア は 、 本 当 に 心 の 強い 人 間 だ 。 
ヴェ イグ た ち は 、 クレ ア を 連れ て つぎ な る 聖 獣 シ ャ オル ー ン の 待つ バビ ログ ラー 


ド 公 発つ こと に し た 。 
バビ ログ ラー ド 港 へ の 定期 船 は 、 ミ ナー ル か ら 出 て いる 。 途 中 立ち 寄っ た べ 
ル サ ス 港 に は 、 宝石 を 収集 し て いる 女性 が いた 。 手持 ちの 中 か ら 余っ た 宝石 を 723 


ふた つ 分 け て あげ る と 、 お 礼 に 武器 を くれ た 。 ティ トレ イ と アニ ー に ぴっ た り の 、 
な か な か いい 武器 だ 。 


< 設 3yus2 
※ ベ ル サ ス 周辺 ヴァ ウラ ー、 バン グル ー、 フォ リ ベ ル 、 ブラ キロ ッ パ ー、 
ヴェ スパ 、 ポル テッ ィ ー プ 
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- 蒼 の 聖典 


バビ ログ ラー ド に 着い た 一 行 は 、 オ ックス と ダナ に 再会 し た 。 ふ た り は 戒律 と 
種族 対立 を 逃れ 、 ハ ー フ が 暮らす 村 を 目指 す の だ と いう 。 だ が 、 ヒ ル ダ は 、 ふた 
り の 決意 に 猛 反 対 。 事 情 を 知ら な い ク レア は 、 不思議 そう な 顔 を し て いた 。 ヒ 
ル ダ は まだ 、 ハー フ で ある 自分 を 受け 入れ られ な いで いた の だ ……。 

蒼 獣 の 聖典 へ 行く と 、 シ ャ オル ー ン が 呼び か け て きた 。 試練 を 乗り 越え れ ば 、 
ヴェ イグ に 力 を 与え て くれ る と いう 。 聖 殿 の 地下 に 続く 階段 が 開か れ た 。 シ ャ オ 
ルー ン は この 奥 に いる 。 

先 へ 進む の は 、 苦労 し な か っ た 。 通路 を 塞ぐ 水泡 は 、 ヴェ イグ の フォ ルス で 水 ら 
せ て し まえ ば いい 。 た だ 、 ヴェ イグ を 細 う 幻影 が や っ か い だ 。 幻影 の 中 で 、 アガ ー 
テ と クレ ア は 、 自分 こそ 本 当 の クレ ア だ と 訴え 、 ヴェ イグ を 苦し め た 。 アガ ー テ は ク 
レア で あっ て 、 クレ ア じ ゃ な い 。 ク レア は アガ ー テ で あっ て ……。 ヴェ イグ は 混乱 し 
て いた 。 で も 、 いま 自分 の と な り に いる の は 、 間違い な く ク レア な の だ ! 

フォ ルス で 吹き 出す 水 柱 を すべ て 水 ら ちせ る と 、 つ い に シ ャ オル ー ン と 対面 で きた 。 
最後 の 試 績 は 、 シ ャ オル ー ン に 勝利 する こと 。 戦い は 長引い た が 、 どう に か ヴェ イ 
グ た ち は 力 を 認め て も ら う こと が で きた 。 

こう し て 、 ヴェ イグ は 聖 獣 シ ャ オル ー ン の 力 と 、 水 の ア クア マリ ン を 手 に 和信 れ た 。 
「 自 分 が 何者 か を 知れ 。 道 は 次 の 中 に ある 」 

シャ オル ー ン は 、 ヒ ル ダ に こう 告げ た 。 つ ぎ な る 聖 獣 は 、 ヒ ル ダ を その 力 の 持 
ち 主 に 選ん だ よう だ 。 だ っ た ら 、 ヒル ダ の 生い立ち を 探っ て みよ う 。 オ ックス と ダ 
ナ の 言っ て いた 、 ハー フ の 住む 村 に 手がかり が ある か も し れ な い 。 フ ラン ツ な ら 
ば 、 こ の 村 に つい て な に か 知っ て いる だ ろう か ? 


ソル 4Zoyv/ze シャ オル ー ン 
水 を 司る 聖 獣 。 ヒ ト か ら 転 生 し 
て 間もなく 、 六 聖 獣 の 中 で も っ 
と も 幼い 。 ヒ ュー マ 擁 護 派 で 、 
その た め に ヴェ イグ た ちと 行動 
を と も に する 。 子供 の よう な 無 
邪気 な 振る 舞い 、 ま だ 加 獣 と し 
て の 自覚 が 薄い こと の 表 わ れ 。 


蒼 の 聖典 

倉 獣 の 聖 殿 の 地下 に 広がる 、 本 当 
の 回 殿 。 狭 い 通路 に は 浮遊 する 水 
が 漂い 、 侵入 者 を 足止め あし て いる 。 


< の | シ | ャ | オ | ル |-| ン 

ー フリ ー ズ チェ ッ ク で 、 水 属性 攻撃 の ダ 

中 .BOX メー ジ を 抑え る の が ポイ ント 。 火 属性 
攻撃 を メイ ン に 使っ て 責め よう 。 


. 遇 0 交 


$ 


ForCe に 、 /2 


<《 調 yyulS7 C の 


アイ スケ レッ ト 、 アル メデ ィ ッ プ 、 グラ イズ ブラ ー、 フロ ー リ ッ ク 


もら Y177 

ライ フ ボ トル 、 バイ タル バー ナ 、 エク ス ヴ ェ ル ン 、 アク アパ ウ 
ダー、 フ ォ ー ト トパーズ 、 グ レー プ グ ミ 、 アップル グミ 、 町 錬 石 、 
ダー ク パ ウ ダ ー (あらすじ 41 以 降 ) 
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。、。 * 大空 を 駆り 、 新た な る 大 地 へ 


ko モク ラド 村 


シャ オル ー ン は 少し 変わ っ た 聖 獣 だ 。 ヒト が 好き で 、 ヒト と 仲良 く な り た い の だ 
と いう 。 ヴェイグ た ちの 旅 に 同行 する と いっ て 、 シャ オル ー ン の 抱き か か えて いる 
水晶 の 中 に ヴェ イグ た ち を 入れ 飛び 上 が っ た 。 

空 の 旅 は 快適 で 、 マ オ と ティ トレ イ は 、 思わ ず 使 命 を 忘れ て 大 は し ゃ ぎ 。 空 を 
駆け る と 、 キ ョ グエン の 北 に 不思議 な 庭園 を 見 つけ た 。 フラ ン ツ の 探し て いる 、 
世界 七 大 まぼろし の うち の ひと つ だ 。 ここ に は 、 羽 の フォ ルス の 暴走 に 苦し お む 少 
女 ・ ニ ノン が 、 住ん で いた 。 どう に か し て ニノ ン の 暴走 を 止め て あげ た い の だ が 

ネ レ グ の 塔 か ら 西 に 向かっ て 飛ぶ と 、 うさ に ん の 村 と 、 サイ グロ ー グ と いう 学 
の 住む 城 が 見 えて きた 。 旅 が 一 段落 し た ら 、 も う 一 度 訪れ て みた い 。 

スー ルズ へ 戻り 、 ス ティ ー ブ と モニ カ に も 会 っ た 。 モ ニカ は アガ ー テ の 次 を し 
た クレ ア に 励ま され 、 少し だ け 元 気 を 取り 戻し た よう 。 また 、 キ ョ グエン の ワン ・ 
ギン 邸 と カレ ー ズ に 足 を 運ぶ と 、 意外 な 人 物 の 次 が ……。 

世界 中 を 巡り 、 空 の 旅 に も よう や く 慣 れ て きた 一 行 は 、 聖 獣 探し の 旅 に 戻る 
こと に し た 。 ノ ル ゼ ン に 滞在 中 の フラ ン ツ を 見 つけ 、 ハー フ の 住む 村 に つい て 
聞い て みた が 、 は っ きり し た こと は 知ら な いよ う 。 だ が 、 ヒルダ の タロ ッ ト カ ー ド を 
見 せる と 、 ノ ル ゼ ン に よく 似 た カー ド を 持つ 占い 師 が いる こと を 教え て くれ た 。 
オス ミナ 山地 を 越え た 先 に ある 、 小さ な 村 だ と いう 。 

シャ オル ー ン に 乗れ ば 、 天 高く そびえ る 山 も ひと っ 飛び だ 。 モ クラ ド 村 は 、 山 
の 木々 に 隠れ る よう に 、 ひっ そり と 建っ て いた 。 村 に 入り 人 々 に 話 を 聞い て みる 
と 、 民家 の 老夫婦 と 宿屋 の 主人 が 、 ナイ ラ と いう 占い 師 の こと を 教え て くれ る 。 
さっ そく 、 その 家 を 訪ね て みる ヴェ イグ た ち 。 そ こ に は 、 一 人 の 女性 が ひっ そり と 


暮らし て いた 。 ヒルダ が 名 前 を 名 乗り 、 タ ロッ トカ ー ド を 見 せる と 、 な ん と ナイ ラ 


は 目 分 が ヒル ダ の 母親 だ と いう で は な いか ! 感動 の 再会 を 果たし た 親子 だ っ 
た が 、 ナイ ラ は 突然 な に か に 打 た れ た か の よう に ヒル ダ の タロ ッ ト カ ー ド を 破り 
捨て 、 村 か ら 出 て いく よう に と 突き 放し た 。 
| ハー フ の 娘 な ん て 見 た くも な い 」 そう 怒鳴 っ た ナイ ラ は 、 明らか に 様子 が お か し 
か っ た 。 無理 を し て いる の は 、 誰 の 目 に も 明らか だ 。 もう一度 、 ナ イラ に 話 を 聞 
いて みな く て は 。 

ヒル ダ は 当然 渡っ た が 、 ク レア が うま く 説 得 を し た よう だ 。 し か し 、 ナイ ラ は 感 
情 的 に ヒル ダ を 拒絶 する ば か り で 、 と て も 向き 合え る 状態 で は な い 。 民家 の 老 
夫婦 に 相談 する と 、 ナ イラ は か つて 、 夫 を 亡くし た の ち 、 奪わ れ た 娘 を 捜し て 国 
中 を 旅 し て いた こと を 教え て くれ た 。 そ れ が 本 当 な ら 、 探し 求め て いた 娘 に あん 
な 態度 を と る だ ろう か ? 

モク ラド 村 に トー マ が 現われ た の は 、 み た び ナ イラ を 訪ね よう と し た その と き 
だ っ た 。 ナ イラ は トー マ て の 前 に 躍り 出る と 、 夫 と ヒル ダ を 奪わ れ た 憎しみ を ぶつ 
けた 。 トー マ は 、 ハー フ で ある ヒル ダ の 力 欲し さ に ナイ ラ 夫 婦 を 帝 い 、 父親 を 殺 
し て ヒル ダ を 誘拐 し た と いう の だ 。 

ヒル ダ が 両親 に 捨て られ た と いう の は 、 すべ て トー マ の 作り 話 だ っ た ! 果 然 
と する ヒル ダ に 、 ト ー マ の 魔 の 手 が 襲 いか か る 。 だ が 、 ナイ ラ は 身 を て いし て ヒ 
ル ダ を 守り 、 その まま 息 を 引き 取っ て し まっ た …… o 

真実 を 知り 、 母 を 失っ た ヒル ダ の 怒り と 悲し み は 、 想像 に 難い 。 トー て へ の 
憎悪 は 、 ヒ ル ダ の フォ ルス を 増大 させ た 。 ヒル ダ の 凄まじ い 力 の 前 に 、 さしも の 
トー マ も 帝 怖 を 抱き 、 尻尾 を 巻い て 逃げ 帰る し か な か っ た 。 
ーーーー 古き 星 を つか む 時 、 ふ た つの 角 を 抱く 女 が 、 北 の 村 で 大 地 に 還る 

ナイ ラ の 家 の 壁 に 、 こん な 予言 書 が 貼ら れ て いた 。 古き 星 は 、 タロ ッ ト を 意味 
する 。 そ し て ふた つの 角 を 抱く 女 と 
は 、 ナイ ラ だ け で は な く 、 ヒル ダ に も 
当て は まっ て し まう …… oc Be 4 
ル ダ の 命 を 守る た め 、 ヒ ル ダ の タロ 
ッ ト カ ー ド を 破り 、 北 の 村 で ある ここ 
か ら 去 る よう 、 冷た く あ た っ た の だ 。 
そし て 、 自 分 が 予言 書 の 身代わり と 
な が つた だ の だ っ た 。 


ヒル ダ と 同じ タロ ッ ト カ ー ド を 
持つ 占い 師 で 、 ヒ ル ダ の 母親 。 
ヒュ ー マ と 恋 を し て ヒル ダ を 授 
か る も 、 ト ー マ に 夫 を 殺さ れ 、 
ヒル ダ を 連れ 去ら れ て し まう 。 
女 を 捜す 放浪 の 旅 の 未 、 モ グ 
ラド 村 で 傷心 の 日 々 を 送る 。 


<《 弄 ivus7 
※ モ クラ ド 村 周辺 サル ティ ペン ギン 、 ジル ヒル 、 ド ラス ティ ル 、 ネ ゴ ー モ 
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。  … 聖 獣 ギリ オー ヌ と 真実 の 次 


ギリ オー ヌ の 聖典 


村 の 老婆 が 手渡 し て くれ た ナイ ラ の 遺書 に は 、 ヒ ル ダ が 両親 に 望ま れ た 命 で 
ある こと 、 ハー フ で ある こと を 誇り に 思っ て ほし いこ と な ど 、 母 の 愛 が いっ ぱい に 
つづ られ て いた 。 ヒル ダ に と っ て 、 これ 以上 この 村 に いる の は 辛 す ぎる 。 一 行 は 
ナイ ラ の 家 に ある ロー ブ と カー ド を 形見 に も らい 、 村 を 出 た 。 

結局 、 聖 獣 に 関す る 手がかり は 得 ら れ な か っ た 。 そ こ で ヴェ イグ た ち は 、 ナ イ 
ラ 夫 婦 が 若い 頃 、 ヒ ル ダ の 成長 を 願っ て 参拝 し た と いう 島 へ 行っ て みる こと に し 
た 。 老夫婦 の 話 で は 、 そ れ は アル ヴァ ン 山 脈 の 麓 に ある らし く 、 そ の と き に ナイ 
ラ が 身 に つけ て いた と いう 紫水 晶 を くれ た 。 村 を 出る と 、 どう も ユー ジー ン は 老 
夫婦 の こと が 気 に な る よう で 、 一 行 は 引き 返す こと に 。 ユー ジー ン が お じい さん 
に 声 を か ける と 、 お じい さん は 自分 も 昔 カ レギ ア の 軍人 だ っ た と 言っ て 、 立派 な 
武器 を くれ た 。 民家 の 袋 の 中 に あっ た パエリア を つま み 食 いし て いる マオ を に 声 
を か けた ら 、 今度 こ そ 出 発 だ 。 

アル ヴァ ン 山 脈 の 訂 の 島 に は 、 環状 列石 遺跡 が ある 。 ヒル ダ が 近づく と 紫水 
晶 が 光り 、 遺跡 入口 が 出現 し た 。 そ し て 、 聖 獣 ギリ オー ヌ の 呼び 声 ……。 

[ 我 の も と へ 来い 、 すべて は 自ずと 明らか に な る 」 

幻影 の 中 で 、 ヒ ル ダ は 決し て 幸福 と は いえ な い 自 分 の 幼少 時 代 を 追憶 し た 。 
ハー フ と 忌み 嫌 わ れ 、 真 実 を 知ら ず に トー マ に だ まさ れ 続 けた 日 々 。 だ が 同時 に 、 
自分 の 誕生 を 喜び 、 成長 を 願う 両親 の 姿 も 目 に し た 。 幻影 の 中 の 両親 は 、 ヒ ル 
ダ に 大 切な こと を 気づか せ て くれ た 。 自 分 は ヒュ ー マ で も ガ ジ ュ マ で も ハー フ で 
も な い 、 愛 され て 生ま れ た ヒト な の だ と いう こと を 。 

道 が 途切れ て いる 部 屋 で は 、 紫色 に 光る 物体 に ヒル ダ の フォ ルス を ぶつ け て 
電気 を 送る こと で 、 床 が 空中 移動 し 、 先 へ 進む こと が で きた 。 

遺跡 の 最 奥 に 着く と 、 ギリ オー ヌ が 姿 を 現 わ し た 。 | ヒューマ 、 ガ ジ ュ マ 純 粋 な 
体 を や ろう 。 どちら か を 選べ 」 と いう ギリ オー ヌ の 提案 を 、 ヒ ル ダ は 拒 合 する 。 ヒ 
ル ダ は も う 、 ハー フ の 体 は 醒 い も の で は な く 、 両親 か ら 受 け 継 い だ 大 切な も の だ 
と 気づい た の だ か ら 。 

ギリ オー ヌ と の 戦い は 、 ヒ ル ダ の 幻影 と の 戦い で も あっ た 。 ハー フ で ある こと を 
拒絶 し 、 真 の 力 を 発揮 で き な い で いる 幻影 の ヒル ダ は 、 己 の すべ て を 受け 人 れ た 
いま の ヒル タダ の 敵 で は な い 。 過去 の ヒル ダ は 、 ヒ ル ダ 自 身 の 手 で 消し 去ら れ た 。 


ギリ オー ヌ の 聖 殿 

環状 列石 遺跡 と 呼ば れ て いる 聖 殿 。 
ヒル ダ は 幼児 の 頃 、 両親 に ここ へ 連 
れ ら れ 、 ギリ オー ヌ の 加護 を 受け た 。 


よ トラ フタ ディ 、 ホー マッ スズ 、 腔 ム ソ 和 クル 、 レス デュ ィ 


《 す も らら Y3177 

ウッ チャ リグ ミ 、 パラ ライ チェ ッ ク 、 回 錬 石 、 バウ ルス タン グ 、 
エリ クシ ー ル 、 アッ プル グミ 、 マイ ンド エメ ラル ド 、 ヴェ スコ ン 
ティ 、 ベー ルイ ー ル (あら すじ 43 以 降 ) 


し 

導 術 を 使わ せな いよ う 、 ヒ ル ダ の 幻影 
Bo88 に ぴっ た り と 張り つき 、 通常 攻 琶 で 該 
唱 を 止め る こと 。 特技 は ひか えよ う 。 


の ん の と キリ ォ ー ヌ /29 
光 を 司る 聖 獣 。 ラ ンド グリ ー ズ に 

次 ぐ 年 齢 で 、 凛 と し た 厳し い 性 

格 を し て いる 。 ヒュ ー マ と ガ ジ ュ 

マ の 争い に は あま り 関 心 が な く 、 

傍観 し て いた が 、 ゲ オル ギア ス の 

考え は 行き 過ぎ と 判断 し 、 封印 

戦争 に 加勢 し た 。 
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ご 、. * 幻 の 島 と 聖 獣 ラン ド グ リ ー ズ 
0 > フル ゼン サ ニ イ タウ ン 
アガ ー テ は 、 ジ ル バ に 助け を 求め る た め 、 カレ ギア 城 へ 戻っ た 。 城 の 祭儀 場 に 上 が っ 
た な チ ガー ニテ は に そこ で 、 ジル バ が 「 ヒ ュー マ を 減 ぼ せ 」 と ガ ジ ュ マ た ち を 扇動 し て いる 姿 を 
目 繋 し て し まう 。 思わ ず 逃 げ 出 し た アガ ー テ を 、 サレ が 追い か け て きた 。 サ レ の 口 か ら 、 
ジル バ が ガ ジ ュ マ の 社会 を 作ろ うと し て ゲオ ル ギア ス 復 活 の 儀式 を で っ ちあ げた こと を 聞 
いた アガ ー テ は 、 傷心 の まま カレ ギア 城 に 育 を 向け 、 バル カ を あと に し た 。 
ポポ ネ 

「 幻 の 島 を 探せ 。 そ れ が 最後 の 聖 獣 ラ ンド グリ ー ズ へ の 道 だ 」 

ギリ オー ヌ は こう 教え て くれ た 。 幻 と いえ ば 、 フ ラン ツ だ ろう 。 そこ で ノル ゼン 
へ 行き 、 フ ラン ツ に 聞い て みる と 、 ベル サス に いる 伝説 の 海賊 の 子孫 を 訪ね る 
と いい と 教え て くれ た 。 さっ そく 、 シャ オル ー ン で ベル サス に 飛ん だ 。 

ベル サス に 住む 海賊 の 子孫 と は 、 マ ウロ の こと だ っ た 。 バ ルカ 収容 所 で 助け 
た 、 あ の 青年 だ 。 話 を 聞い て みる と 、 マウ ロ は 先祖 の 航海 日 記 を 見 せ て くれ た 。 
そこ に は 、 マ ウロ の 先祖 が 大 海原 に 宝 を 隠し た その と き 、 地図 に な い 巨 大 な 島 
を 見 た と 書か れ て いて …… o 

マウ ロ の 先祖 が 見 た の は 、 幻 の 島 だ ろう か ? ヴェ イグ た ち は 、 マウ ロ に 宝 探 
し に 行く こと を 告げ 、 宝 の 場所 を 示す 地図 を も ら っ た 。 

シャ オル ー ン で ベ オ 平 原 に 飛び 、 そこ か ら フ リー シッ プ で 地図 に 示さ れ た 場所 
へ 向かっ た 一 行 は 、 ミ ナー ル の 東 の 海上 に 渦潮 を 発見 し た 。 近づく と 海 の バ イ 
ラス が 襲っ て くる が 、 簡単 に 払い の ける こと の で きる 相手 。 バ イラ ス を 追い 払う 
と 、 沈め られ た 海賊 の 宝 を 引き 上 ける こと が で きた 。 だ が 、 幻 の 島 ら し き 影 は ど 
こ に も 見 当たら な い 。 


一 度 ベ ル サ ス に 引き 返し て マウ ロ に 海賊 の 宝 を 渡す と 、 マウ ロ は お 礼 に と 、 


中 に 入っ て いた 古代 の 地図 を ヴェ イグ た ち に くれ た 。 古代 の 地図 を 開い た ヴェ イ 
グ は 、 現在 の 地図 と 違っ て いる ある 部 分 に 気がつく 。 古代 の 地図 に は 、 サ ニ イ 
タウ ン の ある 島 が 描か れ て いな い …… ? 

も し か し た ら 、 幻 の 島 と は サ ニ イ タウ ン の こと か も し れ な い 。 ヴェイグ た ち は 、 
真実 を 確か め に サ ニ イ タウ ン へ 向かっ た 。 

サ ニ イ タウ ン の 街並み に 変わ っ た 様子 は な い が 、 広場 へ 行く と どこ か ら と も な 
く 声 が 聞こ えた 。 聖 獣 ラン ド グ リ ー ズ だ ! 上 声 に 導 か れ て 一 歩 踏み 出す と 視界 
が 一 脚 真っ 白 に な り 、 目 の 前 に ラン ド グ リ ー ズ が 現われ た 。 サ ニ イ タ ウン の ある 
この 島 そ の も の が 、 力尽き た ラン ド グ リ ー ズ の 亡骸 だ っ た の だ 。 

ラン ドク グ リー ズ の 試練 は 、 ユ ー ジ ー ン に 与え られ た 。 幻影 の 中 で ユー ジー ン は 、 
さま ざま な 人 物 と 話 を し 、 彼ら の 本 音 を 耳 に する こと と な る 。 ド バ ル 、 サレ 、 ミ ル 
ハウ スト 、 アニ ー…… 。 みな が 種族 の 対立 の 正当 性 を 訴え る た び 、 心 の 中 に い 
る も う ひ と り の 自分 が 「 ヒ ュー マ が 憎い 」 と 叫ぶ 。 

ユー ジー ン は 、 そ ん な 自分 を 拒否 する こと も 受け 入れ る こと も し な か っ た 。 対 
の 心 に も 、 憎悪 の 念 は ある 。 だ が 、 そう いう 負 の 感情 は 信頼 や 友情 に よっ て 相 
殺さ れる も の だ と 力説 し た 。、 そ れこ そ 、 ラ ンド グリ ー ズ の 望ん だ 答え だ 。 

ユー ジー ン は 聖 獣 ラ ンド グリ ー ズ の 力 と 地 の ブ ラッ クダ イヤ を 得 て 、 ここ に 六 
聖 獣 の 力 が そろ っ た 。 

つい に 浄化 の と き が きた 。 聖 獣 た ちの 希望 の 光 が 世 界 中 に 降り 注ぎ 、 人々 の 
心から ゲオ ルギア ス の 思念 が 消え て いっ た 。 

そし て 、 ユー ジー ン が 必死 に 耐え 、 押さ え 込 ん で いた 最後 の 負 の 思念 も 、 ユー 
ジー ン の 中 か ら 消 え 去 っ て いっ た …… e 


の zz の の マン 
ラン ド グ リ ー ズ 

地 を 司る 聖 獣 。 六 聖 獣 の 中 で は 
最高 齢 で 、 そ の 肉体 は と うに 減 
び 、 い ま は サ ニ イ タウ ン の 土台 
と な っ て いる 。 目 に 見 える 姿 は 、 
ラン ド グ リ ー ズ の 精神 体 。 ゲ オ 
ルギア ス に か わり 、 六 了 翠 獣 を ま 
と め る 議 者 的 存在 。 


79/ 


提 が 3 


54 


ルギア ス と 太 聖 獣 は 守 


中 を 基 を 込ん で の 大 いな る 聖 を る 旨い の の ち 、2 


大 聖 獣 の 壮絶 な 戦い で 大 地 は 打ち の め さ れ 、 ヒ ュー マ は 勢力 を 失っ 


まき 


、 初代 カレ ギア 王 か 世界 を 統治 し 、 平和 な 時 代 が 訪れ る こと と な る 。 


生 の 放っ た 昨 を 、 24v の SE ビー マ ペ の 人 しみ を えり な 。ー 
人 7 を いい に PR し の 2 1 ふ > 事 に 6 み NT デ が 2 As 2 まま [< 『 た 1 - 間 2 


ます て ~ を て の 人 を 切り た ヒュ ー マ は 、 ジュ マ を 憎み は し ea 


世界 各地 で 、。 憎しみ の 連鎖 が は じ ま っ た の だ 。 


倒さ れ て な お 、 強い 思念 に に っ て ヒュ ー マ せ ん 減 を 狙う ゲオ ルギア ス 。 
6 人 の フォ ルス 能力 者 た ち は 、 人 々 の 心から その 思念 を ぬぐい 去る べく 、 


各地 で 永き 眠 り に つく 六 聖 獣 を 探し 出し 、 試練 を か いく ぐっ て その 力 を 得 た 。 


そし て 、 数 千年 の 時 を 経て 、 ひと つ に な っ た 六 聖 鹸 の 力 は 、 
形 を 変え て ふた た び 聖 獣 王 ゲオ ルギア ス を 阻止 する こと と な る 。 
人 々 の 心から 、 悪 の 思念 を 浄化 し た の だ 。 、」 は 
、 6 2 
全う 条 . ME っ ae プレン 下っ な 


浄化 の 光 は 、 希 望 の 光一 一 一 一 


ヒュ ー マ と ガン ュ マ が も うい ち ど 手 と 手 を と っ て 共存 す る こと の で きる 、 


平和 な 世界 へ の 希望 だ ゆら た 2。 


8 っ ュー 1 
ほ 衝 信 1 半生) に わ 


/ が 4 


いな か っ た 。 
' 入 々 の 心から 潜在 的 な 憎悪 、 嫌悪 、 如 み 、 恨み と いっ た 、 


を 引 き 出し て いた の だ 。 


増大 する 人 々 の 負 の 感 


これ まで に な い 大 規模 な ヲ 変 地異 が つぎ ざ つき と 発生 し 、 カレ ギア 全 土 を っ た 。 


滅 Q の 道 を つき 進ん で いた 。 


想像 も つか な い 恐 ろ し い 怪 物 を 生み 出 そ うと し て いた ……。 
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796 


の 〆 アニ カマ ルー オア シス 、 バル カ 


ゲオ ルキ ギア ス の 思念 は 、 人 々 の 潜在 的 な 対立 意識 を 呼び 覚ます きっ か け に 
な っ た に 過ぎ な か っ た 。 差別 、 憎悪 、 如 み 、 起り …… 。 表面 化し た 負 の 感情 ヵ 
世界 中 の ヒュ ー マ て と ガ ジ ュ マ に 対立 を 起こ させ よう と し て いる ! ヴェ イグ た ち は 
各地 で 勃発 する 争い を 鎮め る べく 、 ふた た び シ ャ オル ー ン に 乗っ て 旅立っ た 。 

ニカ マル へ 降り 立っ た 一 行 は 、 な ん と も いえ な い 嫌 な 空気 を 感じ た 。 よそ 
者 に 対す る 嫌悪 感 で は な い 。 そ れ は も う 拭 われ た は ず だ 。 そ れ よ り 、 村 に ヒュ ー 

マ の 姿 が な い の は お か し い 。 以前 、 0 マ の 老夫婦 が 住ん で いた 家 を 訪ね る 
RA そこ に は ガ ジ ュ マ の 男 の 姿 が あっ た 。 老夫婦 の 行方 を 聞く と 、 村 の ヒュ ー マ 
た ち を 村 か ら 追 い 出し た と いう で は な いか 。 砂漠 に 放り 出さ れ た 者 が 行く 先 と い 


えば 、 オア シス し か な い 。 し か し 、 オ アシ ス は バイ ラス の 巣 に な っ て いた は ず 。 ヴ 


ェ イ グ た ち は ヒ ュー マ の 救出 に 向かっ た 。 

オア シス の 奥 で は 、 や は り 老 夫婦 ら が バイ ラス に 組 わ れ て いた 。 ヴ ェ イ グ た ち 
に と っ て は バイ ラス を 追い 払う の は 朝飯 前 だ が 、 武器 を 持た な い 彼 ら が この まま 

ここ に いて は 危険 だ 。 一 行 は ヒュ ー マ た ち を 村 に 連れ て 帰る こと に し た 。 

アニ カマ ル に 戻る と 、 的 邊 古 パ イジ スズ が 売 履 CR た 。 ヴェ イグ たち が オア 
ス に 行っ て いる 間 に 、 バイ ラス が 入り 込ん で きた の だ 。 バイ ラス は 全部 で 9 体 。 
怪我 人 が 出る 前 に 、 すべ て 倒さ な く て は ! 

騒動 の 中 で 、 ヒ ュー マ の 娘 が 、 バイ ラス に 襲わ れ て いた ガ ジ ュ マ の 男 を か ば っ 
て 軽い 怪我 を し た よう だ 。 ひ どい 仕打ち を し た の に な ぜ と 動揺 する 老人 に 、 娘 は 


| 考え て いる ひま も な か っ た 」 と 話す 。 そ う 、 同じ 村 の 仲間 を 助け る の に 、 考え た 
理由 な ん て 必要 な い は ず だ 。 

力ずく で ヒュ ー マ を 追い 出し た ガ ジ ュ マ も 悪い が 、 ガ ジュ マ を 牙 っ て いた ヒュ ー 
マ も 悪い 。 お 互い が 素直 に 非 を 認め 、 謝罪 し 合っ た いま 、 も う ヴ ェ イ グ た ちの 助 
力 が な く と も 、 村 は 本 来 の 平和 な 姿 を 取り 戻す こと だ ろう 。 

ポポ ネギ 

その 頃 、 ア ガー テ は まだ バル カ に いた 。 街 を 発 と うと し た と き 、 急病 で 昔 し ん で いる ガ 
ジュ マ の 女性 を 見 つけ た の だ 。 し か し 、 手 を 貸 そ うに も 女性 は か た く な に 「 ヒ ュー マ の 助 
け は 必要 な い 」 と は ね の ける ば か り 。 近く に いる ヒュ ー マ た ち は 、 知ら ぬ 存 ぜ ぬ で 足早 に 
去っ て いく 。 

目 の 前 で 苦し ん で いる 人 を 放っ て お く こ と な ど で き な い 。 ア ガー テ は 近く に いた 老人 
に 薬 が 手 に 入る 場所 を 聞き 出し 、 町 は ずれ の 商店 に 向かっ た 。 
性 に つげ 口 さ れ 、 ガ ジ ュ マ に 与え る と 知ら れ て し まっ た か ら だ 。 だ が 、 アガ ー テ は 何 度 も 
然 願 し 、 よう や く 一 袋 の 薬 を 手 に 入れ る こと が で きた 。 と ころ が 、 その 袋 の 中 身 は 薬 で 
は な く 、 た だ の 胡 板 ……。 アガ ー テ が 苦し む 女 性 を 前 に 手 を こま ね いて いる と 、 ヒュ ー マ 
の 少年 が 薬 を 持っ て か けつ け て きた 。 

こう し て ガ ジ ュ マ の 女性 は 一 命 を 取り と め た 。 この 小さ な 少年 の 偏見 の な い 行 動 は 、 
バル カ の 大 人 た ち に 気づか せ て くれ る は ず た 。 種族 云々 の 前 に 、 な に が 正しく て 、 な に 
が 間違っ て いる の か と いう こと を 。 
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計 > 蒼 獣 信仰 の 司祭 を 巡っ 


LN 1 和 バビ ログ ラー ド ^ 蒼 の 聖典 、 ペ トナ ジャ ンカ 


人 ヒュ ー マ と ガ ジ ュ マ が 対立 し て いた 。 港 に 悲し け げに た た 
ずん で いた ダナ に 声 を か ける と 、 蒼 獣 を 守る 祭司 の 座 を 巡っ て 騒動 が 起こ っ た 
の だ と いう 。 山 の 上 の 市 街 地 に は ヒュ ー マ 、 港 に は ガ ジ ュ マ と いっ た よう に 各種 
族 は 別れ て 住み 、 街 と 港 を つなぐ リフ ト も 止め られ て いる 。 仕方 が な い の で 、 ヴ 
ェ イ グ た ちば は 登山 洞 か ら バ ビ ロ グ ラー ド に 向かう こと に し た 。 

登山 洞 に 入る と 、 また 道 は 落石 で ふさ が っ て いた 。 道 を ふさ ぐ 沙 石 を ユー ジー 
ン の フォ ルス で 砕い た ら 、 バビ ログ ラー ド は 目 の 前 だ 。 

バビ ログ ラー ド で は 、 オ ックス が ダナ と 離れ ば な れ に な っ た 辛 さ に 耐え て いた 。 
リフ ト を 動か す よ う 管 理 人 に 頼み 込む も 、 管理 人 は 頑 な に 首 を 縦 に 振ら な い 。 
そこ で 、 ヴェ イグ た ち は 祭 司 に 直談判 する こと に し た 。 

祭司 に 話 を 聞く と 、 祭司 の 座 を 狙う ガ ジ ュ マ が 祭司 を 暗殺 し よう と し た た め 、 
街 か の ら ガ ジュ マ を 追い や っ た こと が わか る 。 そ の と き 、 登山 洞 を 上 っ て きた ガン 
ュ マ の 男 が 、 祭司 を 殺 そ うと 聖典 に 押し 入っ て きた 。 地下 の 遺跡 に 逃げ 込ん だ 
祭司 を 、 ガ ジュ マ の 男 が 追い か ける …… ! 

蒼 の 聖典 に 急ぐ と 、 や は り ふ た り は バイ ラス に 襲わ れ て いた 。 バイ ラス を 追い 
払い 、 ふ た り を 地上 に 逃がす こと は で きた が 、 この 騒動 で 地下 室 の バイ ラス が 地 
更 記 持て し まっ た よう だ 。 だ が 、 ヴェ イグ たち が か け つけ る と 、 街 の ヒュ ー マ と ガ 
ジュ マ が 有力 を 合わ せ て 、 この バイ ラス を 退治 し た と ころ だ っ た 。 

力 を 合わ せ て 危機 を 乗り 越え た こと で 、 ヒュ ー マ と ガ ジ ュ マ の 間 に は 和解 の 心 
が 生じ た よう だ 。 祭司 は 、 よ か れ と 思っ て 種族 を 隔て た こと を 詫び 、 街 は 平穏 を 
取り 戻し た 。 バ ビ ロ グ ラー ド は も う 大 丈夫 だ ろう 。 


手 を 取り 合っ て 再会 を 喜ぶ ダナ と オッ クス を 見 る ヒル ダ の 目 は 、 ハ ー フ で ある 
自分 を 嫌っ て いた 以前 と は 、 ま っ た く 違 う 穏 や か な も の だ っ た 。 
ポポ ネギ 
く 当 て も な く 初 入 う アガ ー テ は 、 ペ トナ ジャ ンカ の 騒ぎ に 足 を 止め た 。 ガ ジュ マ の 
工員 た ち が 待 遇 の 件 で 不平 不満 を 訴え を 、 スト ライ キ を 起こ し て いる と いう の た だ 。 工場 長 
と セレ ー ナ の 話 で は 、 ガ ジュ マ た ち は 製 鉄工 場 の 一 室 に 閉じ こも り 、 と て も 話し 合い が 
る 状態 で は な いと いう 。 どう に か し て 、 ガ ジュ マ た ち に 部 屋 か ら 出 て き て も ら え な 
いた だ ろう か ? 
その 方 法 を 探し て 工場 を うろ つく アガ ー テ に 、 工員 の 男 が 「 勝 手 に あちこち 触る な 」 と 
注意 を し て きた 。 機械 を むやみ に 動か す と 、 凌 走 起こ し て し まう と いう の だ 。 これ に ピン 
と きた アガ ー テ は 、 工 員 の 目 を 盗ん で すべ て の レバ パー を 動か し た 。 こう すれ ば 、 立て こも 
る ガ ジ ュ マ た ち は 、 燕 し 風呂 と 化し た 部 屋 か ら 出 て こざ る を えな い だ ろ う 。 ア ガー テ の 目 
論 見 どおり 、 ガ ジ ュ マ た ち は 機 械 を 全 稼 働き せ て 間もなく 部 屋 を 飛び 出し て きた 。 
と ころ が 、 新た な 問題 が 発生 。 早 く 作 動 を 止め な いと 、 熱 で 蒸し 焼き ! に な SS 
工員 た ち は 種 族 間 で 対立 し て いた こと な ど 忘 れ 、 力 を 合わ せ て 機械 を 止 め て 歩き 、 記 S 
を 乗り 切っ た 。 協力 し 、 歩み 寄る こと の 大 切 さ に 気づい た 工員 た ちな ら ば 、 も め 事 の 
原因 を 解決 する の は 容易 いた だ ろう 。 
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と に の めい に 夫 ア か に 
叶 、 。 ご 村 を 出 た 子供 た ち 
の 【 つ に メー 


の W 引 / ピピ スタ 


ピピ スタ の 差別 意識 は 、 こ れ ま で の どこ より ひど いも の だ っ た 。 ヴ ェ イ グ た ち 
ヒュ ー マ を 劣等 民 と し 、 村 に 立ち 入る こと さえ 禁じ て いる 始末 だ 。 そ こ で 、 ユー 
ジー ン が 「 こ いつ ら は 召使 い だ 」 と 機転 を を きかせ 、 な ん と か ド バ ル 苗 長 と 会 うこ と 
が 許さ れ た 。 以 前 、 ミ ナー ル で マオ に 召し 使い 扱い され た こと を 思い 出し て 真似 
を し た だ け だ と 笑う ユー ジー ン に 、 マオ は ちょ っ ぴり 困り 顔 ……。 

ド バ ル 苗 長 は 、 各地 で 起き て いる 混乱 に 備え て 階級 制度 を 設け 、 村 の 規律 と 
秩序 を 保つ こと に し た の だ と いう 。 同じ ガ ジ ュ マ で も 、 角 を 持つ 者 は 特等 民 、 羽 
根 を 持つ 者 は 優良 民 、 そ の 他 は 二 級 民 。 ヒュ ー マ は 劣等 民 ら し い 。 ヒルダ は 
「 私 の 階級 は な に か し ら ね ? 」 と あき れ た 様子 。 釈然 と し な い が 、 目 立っ た 争い が 
な い 以 上 、 こ の 村 に いて も 仕方 が な い の か も し れ な い 。 

ピピ スタ を 去 ろ うと する と 、 村人 た ちの 委 う 声 が 聞こ えて きた 。 様子 を うか が 
っ て みる と 、 ト ッ ポ と レイ と いう ふた り の 子供 が 、 行 方 不明 な の だ と いう 。 だ が 大 
人 た ち は 、 姿 を 消し た 子供 た ちの こと より も 、 その 責任 を な すり つけ 合い 、 互い 
の 随 級 を 野 る ば か り 。 業 を 意 や し た ヴェ イグ たち は 、 喧嘩 に 忙し い 親 を 後 目 に 、 
トッ ポ と レイ を 探し に 行く こと に し た 。 

子供 の 足 で は 、 村 か ら そ う 遠 くに は 行け な い は ず 。 ヴェ イグ た ち は 、 始 の 塔 の 
近く に ある 聖火 台 で 子供 た ちの 姿 を 見 つけ た 。 ふた り は 、 階級 に 縛ら れ て 喧嘩 
ば か りす る 大 人 た ち が 嫌 で 、 村 を 逃げ 出し た の だ と いう 。 大 好き な 友達 と 自由 
に 遊ぶ こと さえ 許さ れ な い 子 供 た ちの 悲し み は 、 計り し れ な い 。 ふ た り を ピピ ス 
タ に 連れ て 帰り 、 大 人 た ちの 目 を 覚まさ せ て や ら な く て は 。 

トッ ポ と レイ の 必死 の 訴え に も 、 大 人 た ち は 耳 を 貸さ な か っ た 。 つ い に 自 分 の 
姿 が 了 級 を 決め 、 階級 が 友達 を 遊ぶ こと を 禁じ て いる こと に 気づい た レイ は 、 自 
ら の 羽根 を 切り 落と そう と ナイ フ を 掲げ た 。 


ET し トッポ ( 右 ) 】 

ガ カジ ュ マ の 少女 。 消 根 を 持つ ガ ジ ュ マ の 小さ な 男の子 。 芝 
優良 民 の た め 、 親 か ら 下 等 民 身 に 体毛 を 持つ た め 、 二 級 民 
の 友達 と 口 を きか な いよ うに と し て 扱わ れ 、 仲良 し の レイ 
言い つけ られ て いる 。 と 遊ぶ こと を 禁じ られ て いる 。 


間 一 髪 で ヴェ イグ が 止め に 入っ て 事なき を 得 た が 、 く だら な い 随 級 制 度 が な く 
な ら な けれ ば 、 子供 た ちの 心 の 傷 が 癒え る こと は な い 。 自分 た ちの 差別 意識 が 、 
ここ まで 子供 を 追い つめ て いた こと に 気づい た 大 人 た ち は 、 反省 の 念 で 頭 を 垂 
れる し か な か っ た 。 今後 は 、 考え を 改め て くれ る こと だ ろう 。 

ヴェ イグ た ち が 懸 命 に 各地 で 名 い を 鎮め る も 、 負 の 感情 は それ を 上 まわ る 速 
度 で 増大 し て いる 。 世界 は いっ た い ど うな っ て し まっ た の だ ろう ? そし て 、 負 の 
感情 に 比例 する よう に 、 ヴェ イグ の 心身 に も ある 変化 が 起こ っ て いた 。 心配 を か 
け ま いと ヴェ イグ は ひ た 隠 し に し て いた が 、 クレ ア に は 、 ヴェ イグ の 気持 ち が 痛 い 
ほど に わか っ て いた 。 

ミナ ー ル で は 、 ヒ ュー マ と ガ ジ ュ マ が 一 
触 即発 の 状態 だ っ た 。 船着 き 場 を 通り か 
か っ た アガ ー テ は 、 ミ ー シ ャ が 懸命 に 両 竹 
族 の 言い 争い を 仲裁 し て いる と ころ に 出 く 
わす 。 アガ ー テ が 一 喝 し 、 こ の 場 は な ん と 
か 治め る こと が で きる の だ が ……。 


/ ダ / 


/ 多 


二 、 革 を 消し た クレ ア 


ミナ ー ル エト レー 橋 


ミナ ー ル に 降り 立っ た ヴェ イグ た ち は 、 ヒュ ー マ と ガ ジ ュ マ の 激しい 種族 間 抗 
争 を 目の当たり に する 。 そ こ へ 、 ミ ル ハ ウス ト 率 いる カレ ギア 軍 が や っ て き て 、 あ 
っ と いう 間 に 街 を 武力 制圧 し て し まう 。 

キュ リア を 訪ね て 宿屋 へ 行く と 、 キュ リア REO まり に の 
ヴェ イグ に 診察 を 受け る よう に 耳打ち し て くれ た 。 フォ ルス が 暴走 し 、 手袋 の 下 
の ヴェ イグ の 手 が い つの ま に か 凍っ て いた こと を 見 抜か れ た よう だ 。 ク レア の 姿 
を も と に 戻し た い が 、 その 方 法 が わか ら な い 。 そ ん な 韻 立 ち が ヴ ェ イ グ の 心 を 乱 
し 、 う まく フォ ルス を 制御 で き な く な っ て いた の た だ 。 

診療 後 、 ミ ー シ ャ が 港 で アガ ー テ に 会 っ た こと を 知る と 、 ヴェ イグ は 宿屋 を 飛 
び 出 し て 船着 き 場 へ 走っ た 。 いつ も の 平常 心 を 失い 、 港 に いる ガ ジ ュ マ を 責め 
る よう に アガ ー テ の 行方 を 問い つめ る ヴェ イグ を 見 て 、 心 を 痛め る クレ ア 。 だ が 
それ に も 気づか ず 、 ヴェ イグ は アガ ー テ を 探し て 走っ た 。 

広場 へ 行く と 、 カ レギ ア 軍 の 兵士 た ち が 、 クレ ア を 見 て 「 女 王様 だ ]| アガ ー テ 
様 万 歳 ] と 共 し 立て た 。 そし て 、 この 出来 事 が ヴェ イグ の 心 を さら に 乱 し 、 氷 の フ 
ォ ル ス は つい に 暴走 を は じ め て し まっ た ! すぐ に 暴走 を 止め あな けれ ば 、 周囲 の 
人 間 だ け で な く 、 ヴ ェ イグ 自身 の 身 も 危な い 。 一 行 は 海岸 に ヴェ イグ を 追い つめ 、 
総力 を あげ て どう に か 彼 を 落ち 着 か せる こと が で きた 。 

宿屋 で 目 を 覚まし た ヴェ イグ は 、 クレ ア が 姿 を 消し て し まっ た こと に 気づい た 。 
必死 で 街中 を 探す ヴェ イグ に 、 ミ ー シ ャ は クレ ア が 北 に 向かっ た こと を 教え て くれ 
る 。 ヴェイグ が フォ ルス を 暴走 させ た 原因 が 、 自 分 の 姿 に ある こと を 情 っ た クレ 
ア は 、 何 も 語 ら ず 自ら ヴェ イグ の も と を 去っ て し まっ た の た だ 。 

クレ ア は スー ルズ へ 向かっ た の だ ろう か ? これ 以上 仲間 に 迷惑 を か けら れ 
な いと 思っ た ヴェ イグ は 、 誰 に も 告げ ず に ミナ ー ル を 出 て 、 北 へ 向かっ た 。 


途中 の エト レー 橋 ま で 行く と 、 ヴェ イグ を 待ち 構え る 影 が あっ た 。 ミル ハウ スト 


だ 。 ミル ハウ スト は 、 カレ ギア 軍 が クレ ア を 女王 と し て 保護 し た こと を 伝え る と 、 
ヴェ イグ に 剣 を 抜け と 戦い を 挑ん で きた 。 「 

ヴェ イグ が ミル ハウ スト に 惨敗 を 喫し た の は 、 力 の 差 に よる も の ば か り で は な 
い 。 な に より ヴェ イグ の 心 の 迷い が 、 弦 さ に つなが っ た の だ 。 剣 を 以 て それ を 気 
づか せ た ミ ル ハ ウス ト は 、「 ベ ル サ ス で お まえ が 救っ た の は 誰 だ っ た の だ ? | と だ 
け 言 い 残し 、 去っ て いっ た 。 

つぎ に 目 が 覚め た ヴェ イグ は 、 ミ ナー ル の 宿屋 に いた 。 偶 殺 エ トレ ー 橋 を 通り 
か か っ た アガ ー テ が 、 ヴェ イグ を ミナ ー ル へ 運ん で くれ た の だ 。 し か し 、 ヴェ イグ 
の 迷い は まだ 払拭 され て いな か っ た 。 業 を 煮やし た ティ トレ イ は 、 ヴェ イグ を 海岸 
に 呼び 出し 、 素手 で の 殴り 合い を 仕掛 ける 。 

拳 で 語り 合う ! と いう 、 暑 苦 し く も ティ トレ イ ら し い 友 情 は 功 を 奏し 、 よう や 
く < ヴェ イグ は ぼ ぽつり ぽつり と 心中 を 語り は じ め た 。 頭 で は わか っ て いて も 、 アガ 
ー テ の 姿 を し た クレ ア を 完全 に 受け 入れ られ な いで いた こと 。 ま っ すぐ に クレ ア 
を 見 る こと が で き な か っ た こと 。 無理 に 受け 入れ よう と し て いた こと ……。 本 音 
を 語り 、 語ら れる こと で 、 ヴェ イグ た ち は よ り い っ そう 絆 を 深め た の だ ろう 。 この 
日 を 境 に 、 ヴェ イグ の フォ ルス は ぴた り と 暴走 を 止め た 。 


/ 外 


と スー ルズ か ら の 再 出発 


だ 光 、 と て ス ー ル ズ 


アガ ー テ は 、 ゲ オル ギア ス 復 活 の 儀式 で 月 の フォ ルス を 使い 果たし て いた 。 
クレ ア と アガ ー テ の 体 を 戻す こと は で き な い の だ ろう か ? だ が 、 フ ォ ル ス の 源 
は 心 の 力 。 アガ ー テ が 強い 心 さ え 取 り 戻 せ ば 、 方 法 は ある は ず だ 。 

ヴェ イグ は 自分 自身 を 見 つめ 直す た め 、 い っ た ん スー ルズ の 家族 の も と へ 戻 
る こと に し た 。 も ちろ ん 、 ア ガー テ も いっ し ょ だ 。 マ ルコ と ラキ ヤ を 気遣い 、 ア ガ 
ー テ は クレ ア の ふり を する こと を 決意 する 。 
[た だ いま 」 ヴェイグ と アガ ー テ の この 一 言 で 、 マ ルコ と ラキ ヤ は 、 ふた り の 旅 が 
まだ 終わ っ て いな いこ と を 悟っ た よう だ 。 ヴ ェ イ グ は 堀 を 切っ た よう に 、 マル コ と 
ラキ ヤ に 思い の た け を ぶつ けた 。 ふ た り が ヴェ イグ に 与え た 答え は 、 こう だ 。「 人 
を 見 分 ける た め に 姿 は 大 切 だ が 、 姿 だ け で 人 は 人 を 好き に な っ た り は し な い 。 
目 を 閉じ て 心 を 感じ ろ ] と 。 ヴェ イグ は 目 が 覚め た 思い だ っ た 。 

ポプラ が 気落ち し て いる と 聞い て 、 ヴェ イグ は 様子 を 見 に 行く こと に し た 。 ボ ポ 
プラ は 玄関 の ドア 越し に 、 集会 所 で 騒動 を 起こ し た こと を 詫び た 。 彼女 は 一 時 
で も ヒュ ー マ を 憎い と 感じ た 自分 を 恥じ 、 落ち 込ん で いる 様子 。 結局 、 ヴェ イグ 
の 前 に 顔 を 出し て は くれ な か っ た 。 

ふと 、 どこから か 甘酸っぱ い 香 り が 漂っ て きた 。 帰宅 する と 、 ティ イ トレイ が ラキ 
ヤ の 手ほどき で ピー チ パ イ を 焼い た と いう で は な いか 。 味 は いい が 、 や は り ポ プ 
ラ の ピー チ パ イ と は どこ か 違う 。 そこ へ 、 本 家 本 元 の ピー チ パ イ を 手 に 、 ポプラ 
が や っ て きた 。 ヴェ イグ の 気持 ち が 、 ポプラ に 通じ た の だ 。 

村 に は まだ 、 集 会 所 の 騒動 の わだかまり が 残っ て いる 。 そこ で 、 アガ ー テ の 提 
案 で ピー チ パ イ パ ー テ ィ ー を 開く こと に な っ た 。 

ヴェ イグ と クレ ア が 村人 に 声 を か け て 歩き 、 集会 所 を 借り 切っ て の パー ティ ー 
は 大 い に 盛 り 上 が っ た 。 ひと り ひ と り の 顔 を し っ か り と 見 つめ た ヴェ イグ は 、 村 
人 た ちの 心 が ふ た た び ぴ ひ と つ に な っ た こと を 確信 し 、 そし て 、 自分 の 心から 不安 


が 完全 に 消え 去っ て いく の を 感じ た 。 

ヴェ イグ の 心 に も う 迷 い は な い 。 み た び 旅 立 と うと し た その と き 、 見 送り に き 
た マル コ と ラキ ヤ が 、 アガ ー テ に 向かっ て 言っ た 。「 ど な た か 存じ ませ ん が 、 我々 
の た め に あり が と う 」 と 。 ふた り は 、 真実 に 気づい て いた の だ 。 

スー ルズ を 出る と 、 不気味 な 地 八 き が 大 地 を 揺るが し た 。 こ れ ま で 経験 し た 
こと の な い カ レギ ア 全 体 を 揺るが す よ うな 載 音 は 、 東大 陸 か ら 聞 こえ て くる 。 ヴ 
ェ イ グ た ち が シ ャ オル ー ン に 乗っ て 上 空 か ら 見 下ろ す と 、 激しい 地割れ と 大 津波 
で 、 ラ ジル ダ が 海 に 沈ん で いく で は な いか | 

大 地 を 司る ラン ド グ リ ー ズ な ら 、 な に か 知っ て いる か も し れ な い 。 一 行 は サ ニ 
イタ ウン へ 急ぎ 、 ラ ンド グリ ー ズ を 訪ね た 。 
「 ヒ ト の 心から 生ま れ し 負 の 力 が 、 悪し き 力 と な っ て 世界 を 減 ぼ さん と し て いる 」 
ラン ド グ リ ー ズ は 異変 の 真相 を こう 語っ た 。 そ し て 、 この 負 の 力 に 対抗 で きる の 
は 、 聖 獣 王 ゲオ ルギア ス だ け だ と いう 。 だ が 、 ゲ オル ギア ス は ヒュ ー マ せ ん 減 の 
考え を 変え て いな いか も し れ な い ……。 

も は や 選択 の 余地 は な い 。 ヴェ イグ た ち は ゲ オル ギア ス を ふた た び 復 活 させ 
る た め 、 ゲ オル ギア ス の 魂 が 眠る 獣 王 山 へ 向かっ た 。 は た し て 聖 獣 王 は 、 ヴェ 
イグ た ちの 説得 に 耳 を 貸し 、 力 を 与え て くれ る だ ろう か ? 
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クレ ア は ミル ハウ スト に 守ら れ 、 カレ ギア 城 で 女王 の 椅子 に 座っ て いた 。 し か し 、 ヴェ 
イグ た ち が 獣 王 山 に 向かっ た と いう 情報 を 得 た 軍 上 層 部 は 、 ミ ル ハ ウス ト に ヴェ イグ ら 討 
伐 の 出動 命令 を 下す 。 

ヴェ イグ た ち が 国 の た め に 戦っ て いる こと は 、 ミ ル ハ ウス ト に も わか っ て いる は ず だ 。 
だ が 、 命令 が 下っ た 以上 、 彼 は 行か な く て は な ら な い 。 ク レア の 必死 の 説得 も 、 軍 人 で 
ある ミル ハウ スト に 届く こと は な か っ た ……。 

ネ ポ ※ ギ 

獣 王 山 は 、 バ ルカ の 北 に ある 大 山 だ 。 バル カ 港 に 降り 立っ た ヴェ イグ た ち は 、 
獣 王 山 に つい て アガ ー テ に 聞い て みた 。 獣 王 山 は 代々 の 王家 の 聖 所 と され て 
いて 、 まさ か そこ に ゲオ ルギア ス が 有 眠っ て いる こと な ど 、 アガ ー テ も 知ら な か っ た 
と いう 。 

バル カ 港 で は 、 料理 屋 に よう や く 新 鮮 な 海 の 幸 が 入荷 し た らし い 。 マ オ が 声 
を か ける と 、 舟 盛 り を ご ち そ うし て くれ た 。 また 、 以前 ヴェ イグ を 呼び 止め た 占い 
師 の 老婆 が 、 ヒ ル ダ に 時 読み を 教え て くれ た 。 タ ロッ トカ ー ド を 使い 、 さ ま ざ ま な 
運勢 を 占 え る も の だ 。 さて 、 この 後 の ヴ ェ イ グ た ちの 運勢 は ? 

その 後 、 獣 王 山 に 向かっ た 一 行 だ っ た が 、 王 の 盾 が 先 に 獣 王 山 へ 着い て いた 。 
聖 所 の 入口 で ヴェ イグ た ち を 待ち 構え て いた の は 、 四 星 。 みな 、 ク レア の 次 を し 
た アガ ー テ を 真 の 女王 だ と 知り な が ら 、 剣 を 抜い た 。 い まや 、 カレ ギア を 率い て 
いる の は 、 ジ ル バ だ と いう の だ ! 戦い は 凄 烈 を 極め た 。 サ レ と ミリ ッ ツ ァ の 詠 
唱 を 止め ながら 、 ト ー マ と ワル トゥ の 攻撃 を 防ぐ 。 だ が 、 心 の 強 さ 、 結束 の 強 さ で 
は ヴェ イグ た ち は は る か に 四 星 に 勝っ て いた 。 四 星 を 退け 、 ユー ジーン は ワル ト 
ゥ を 、 ヒルダ は ミリ ッ ツ ァ を 説得 し た 。 この 国 を 守り た いな ら 、 正しい 道 を 選べ 。 
自分 の 進む べき 道 、 自 分 の 居場所 は 、 自 分 で 見 つけ る べき だ と 。 ふ た り は 静か 


7 に うな ず き 、 引き 下がっ て いっ た 。 だ が 、 残さ れ た サレ と トー マ は 、 般 積 し た 他 種 
族 へ の 憎しみ か ら 、 互い を 刺し 違え て 命 を 落と し し て し まう …… き 


墓 を 荒らす 盗賊 対策 だ ろう か 。 獣 王 山 の 内 部 に は 、 侵入 者 を 阻む 仕掛 けが あ 
っ た 。 一 見 する と 、 道 が 途切れ て いる の だ が 、 アニ ー が フォ ルス で 雨 を 降ら す と 、 
目 に 見 えな い 透 明 の 道 が 続い て いる こと が わか る 。 水たまり の で きた と ころ が 、 
その 道 だ 。 雨 を 降ら し て 数 歩 進 み 、 ま た 雨 を 降ら し て 数 歩 進 む 。 こ れ を くり 返す 


と 、 よう や く 透 明 の 床 の 仕掛 け を 抜け る こと が で きた 。 

つぎ の 障害 は 、 断崖 絶壁 だ 。 イ ー フ ォ ン の 聖典 で 似 た 状況 を 経験 し た ティ トレ 
イ は 、 ここ で も 樹 の フォ ルス で ツタ を 飛ば し 、 すべ て の スイ ッ チ を 切り 替え た 。 足 
場 が で きた と ころ で 、 伸ばし た ツタ を 伝っ て 断崖 を 登れ ば いい 。 

ケ オ ルギア ス の 有 眠る 聖 所 は 、 こ の 山 の ] 頂 上 に ある 。 足 を 進め る ヴェ イグ た ち 
の 行く 手 を 、 動く 巨大 な 柱 が ふさ ぐ 。 ユ ー ジ ー ン が 動く 柱 に 鋼 の フォ ルス を 打ち 
込ん を で みる と 、 柱 は ぴたり と 止ま っ た 。 だ が 、 し ば らく する と また 動き 出し て し ま 
う よ う だ 。 4 本 の 柱 に 素早 く フ ォ ル ス を 叩き 込む と 、 柱 は 地 中 に 消え 、 代わ り に 
上 層 階 に つなが る 階段 が 出現 し た 。 


獣 王 山 の 
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バル カ の 北 に ある 山 。 王族 の 墓 と され 
て いた が 、 じつは 聖 獣 王 ゲオ ルギア ス 
が 封印 され て いる 聖 所 。 
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その 先 の 仕掛 け で は 、 マ オ が 活躍 し て くれ た 。 石版 に 書か れ た ヒン ト に よる と 、 
床 の 特 定 の スイ ッ チ を 踏ん で か ら 、 発生 し た 赤い 煙 に フォ ルス で 火 を つけ れ ば い 
いら し い 。 適当 に スイ ッ チ を 踏ん で 火 を つけ て みた が 、 黄色 い 煙 に 引火 させ る の 
は 不正 解 の よう だ 。 だ が 、 宝 邊 が 落ち て きた の で 無駄 で は な か っ た 。 

結局 、 石版 を 背 に 、 向かっ て 左側 の 3 つの スイ ッ チ を 踏む と 、 赤 と 青 の 煙 が 発 
生 。 フォ ルス で 赤い 煙 に 火 を つけ る と 、 青 い 煙 に 引火 し 、 道 が 開け た 。 

つぎ は 、 ギリ オー ヌ の 聖 殿 に も あっ た 動く 床 の 仕掛 けが 待っ て いた 。 ヒル ダ 
の フォ ルス で 、 浮遊 する すべ て の 紫 の 物体 に 電気 を 送り 込め ば いい 。 紫 の 物体 
の 動き は 複雑 だ が 、 難し いこ と は 考え ず に 回 転 板 に 向かっ て フォ ルス を 連発 する 
と 、 う まく いっ た 。 橋 が か か り 、 先 へ 進め る よう に な っ た の た だ 。 

最上 階 を 目前 に 、 動き 回 る 水 の 蛇 が ヴェ イグ た ち を 襲っ た 。 著 魔 な 水 は 、 ヴ 
ェ イ グ の フォ ルス で 凍ら せ て し まえ ば いい 。 蛇 に フォ ルス を 当て 、 部 屋 の 四隅 に 
ある 水たまり を 氷 ら せる と 、 封印 され た 扉 が 開い た 。 

聖 所 の 前 に は 、 ミ ル ハ ウス ト が ひと り 立 っ て いた 。 世界 を 救い た いと いう 共通 
の 願い は あっ て も 、 ここ で は ヴェ イグ たち は 侵入 者 で 、 ミ ル ハ ウス ト は カレ キア の 
将軍 。 戦い を 避け られ な いこ と は 、 互い に わか っ て いた 。 

ヴェ イグ と ミル ハウ スト の 壮絶 な 一 騎 打 ち に 、 そ の 場 に いた 全員 が 息 を の ん だ 。 
だ が 、 こ の 戦い で 心 に 迷い を 抱え て いた の は 、 ミ ル ハ ウス ト の ほう だ っ た 。 幾度 
と な く 剣 を 交わ し た の ち 、 ま っ すぐ な ヴェ イグ の 剣 は 、 ミ ル ハ ウス ト を 打ち 破っ た 。 
いま の ヴェ イグ に な ら 、 ミ ル ハ ウス ト に は っ きり と 言え る 自信 が あっ た 。「 本当 に 大 
切な も の が な に か 、 わか っ た 」 と 。 

その と き 、 クレ ア が 姿 を 現 わ し た 。 ヴェ イグ が 獣 王 山 に くる と 聞き 、 ミ ル ハ ウス 
ト に つい て きた の だ 。 ク レア は 黙っ て ヴェ イグ の も と を 去っ た こと を 詫び 、 ふ たり 
は 再会 を は た し た 。 さあ 、 いよ いよ ゲオ ルギア ス と 対面 だ 。 

だ が 、 最後 に ヴェ イグ た ち を 待ち 構え る 者 が いた 。 ジル バ で ある 。 ジル バ は ゲ 
オル ギア ス の 力 で ヒュ ー マ を せん 減 し 、 ガ ジュ マ だ け の 理想 卿 を 作ろ うと 目論ん 
で いた 。 そ の た め に 、 ア ガー テ を だ まし て 月 の フォ ルス を 利用 し た と いう 。 掌 に 鞭 
を 打ち 鳴ら し て 得意 げに そう 語る ジル バ の 姿 に 、 ア ニー と ユー ジー ン は 亡くな る 
前 の バー ス の 姿 を 重ね た 。 様子 が お か し く な っ て か ら の バー ス は 、 よく ジル バ の 


よう に 掌 に ペン を 打ち 昌 ら し て は いな か っ た か ? 

問い つめ る と 、 ジル バ は 冥土 の 土産 だ と いわ ん ば か り に 、 すべ て を 白状 し は じ 
め た 。 月 の フォ ルス で バー ス と 入れ 替わり 、 ラド ラス の 薬 殺 を 企 て た の だ と 。 そ 
し て 、 それ に 感 づ うい た ユー ジー ン 条 半 そ う と し て そ ゃ や o 

ジル バ は 聖 獣 王 の 力 を 渡す まい と 、 本 性 を 表わし た 。 ヴェ イグ た ち は 力 を 合 
わせ 、 ジル バ に 立ち 向う 。 月 の フォ ルス を 使う ジル バ は 強敵 で 、 何 度 も 何 度 も 床 
を 舐め る こと に な っ た が 、 ここ で 退く わけ に は いか な い ! 

よう や く ジ ル バ を 倒し た が 、 安心 し て いる 暇 は な い 。 ヴェイグ たち は 六 聖 獣 の 
力 を 合わ せ 、 つ い に ゲ オル ギア ス を 復活 させ た 。 し か し 、 つぎ の 瞬間 。 ヴェ イグ 
た ち は 、 ゲ オル ギア ス か ら 絶 望 的 な 言葉 を 告げ けら れる こと に な る 。 
[も う 遅 い 。 災 い の 獣 ・ ユ リス が 降り 立っ た 」 と 。 

カレ ギア 城 で ゲオ ルギア ス を 破っ た と き に 飛散 し た 負 の 思念 は 、 ゲ オル ギア 
ス の も の で は な く 、 ユリ ス の も の だ っ た の だ 。 ゲオ ルキ ギアス は 封印 され て も な お 、 
長年 、 ユ リス の 思念 を 抑え 続け て きた 。 そ の ゲオ ルギア ス が ヴェ イク た ち に 倒 
され た こと で 、 東 績 を 逃れ た ユリ ス の 思念 が 飛び 散っ た と いう の だ 。 六 聖 獣 の 
力 で 悪 の 思念 は 浄化 され た が 、 思念 に よっ て 引き 出さ れ た 人 々 の 人 負 の 感情 は 、 
ふた た び ユ リス を 生み ……。 破 減 の 連鎖 の は じ ま り だ っ た 。 

聖 江 王 の 力 を も っ て し て も 、 生ま れ 変 わっ た ユリ ス を 抑え る こと は で き な か っ 
た 。 人 々 の 負 の 感情 は 、 それほど 甚大 だ っ た の だ 。 ゲ オル ギア ス は この 事態 を 
予見 し 、 負 の 感情 が 生ま れ な いよ う 、 尊大 に な り が ちな ヒュ ー マ を 減 ぼ すべ き と 


考え た の だ と いう 。 破滅 の 連鎖 は 、 ユリ ス の 領域 が 世界 を 飲み 込み 、 す べ て が 


暗黒 に 帰し な けれ ば 終わ ら な いと いう の か !? いや 、 ま だ 方 法 は ある は ず だ 。 ユ 


リス の 領域 に 乗り 込み 、 ユ リス を 倒せ ば いい ! 


ん / 
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獣 王 山 
聖 獣 王 が 封 有 され て いる 墓 。 盗賊 や 侵入 者 を 寄せ つけ 
な いよ う 、 中 に は さま ざま な 仕掛 けが 用 意 され て いる 。 


全体 へ の 闇 属性 の 攻撃 が や っ か い 。 
B08S パニ ッ ク チ ェ ッ ク は 必須 。 


定 . 昌 0 区 
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回 四 四 欠 四 回 

戦う の は ヴェ イグ ひと り だ が 、 
防御 し つつ チャ ンス を 狙 お う 。 


ーP.147 
(の 
中 .BOX 
Birus” 


アク ラナ ッ ツ ォ 、 ア ルケ プ ター、 ヴァ ビル ス 、 マー ロン エイ プ 


THtemn? 

オー ルディ バイ ド 、 術 錬 石 、 ラ イフ ボトル 、 

アン カス 、 フ ォ ル スエ メラ ルド 、 アッ プル グミ 、 エリ クシ ー ル 、 
マッ スル エメ ラル ド 、 マク シミ リア ン 、 セー ジ (あら すじ 58 以 降 ) 


> 負 の 感情 の 巣窟 へ 


ユリ ス の 撤 域 上 憎 中 層 


これ まで の 戦い で 、 装備 が ずい ぶん 傷ん だ よう だ 。 テ ィ ト レイ の 提案 で 、 一 行 
は バル カ で 態勢 を 整え る こと に し た 。 そ こ へ ヨッ ツア が や っ て き て 、 交 商 店 に 新 
し い 武 具 や アイ テム が 入荷 し た こと を 教え て くれ る 。 

ユリ ス の 領域 は 、 獣 王 山の上 空 に 渦巻 いて いる 。 一 行 は シャ オル ー ン に 乗り 、 
領域 の 上 層 に 突入 し た 。 領域 に 充満 する 負 の 感情 に 、 ヴェイ グ た ち は 足 の すく 
む 思 い だ っ た 。 だ が 、 も は や 引き 返す こと は で き な い ! 

道 を ふさ ぐ 石 壁 は 、 ユージ ー ン の フォ ルス で 砕く こと が で きる 。 だ が 、 砕け る 

の は 、 周囲 に 灯っ て いる 人 秋 と 同じ 色 の 石壁 だ け 。 い ま は 赤い 炎 が 灯っ て いる の 
和義 NNSN RSS 領域 を 簡 細 する うち 、 ヴェイグ た ち 
は 、 墓石 に フォ ルス を 送 むこ と で 、 炎 の 色 が 変化 する こと に 気づい た 。 緑 の 
墓石 に は ティ トレ イ 、 紫 の 墓石 に は ヒル ダ 、 赤 の 墓石 に は マオ 、 青 の 墓 石 に は ア 
ニー の フォ ルス が 対応 し て いる 。 各色 の 墓石 に は 、 フ ォ ル ス 能 力 者 に つい て の 
記述 が 刻ま れ て いる 。 その 場所 で フォ ルス を 使う べき メン バー の 性 格 を 言い 当 
て て いる 墓石 に だ け 、 フォ ルス を 送り 込め ば いい 。 

墓石 に フォ ルス を ぶつ け て 和 炎 の 色 を 変え 、 同じ 色 の 石壁 を 破壊 する 。 これ を 
くり 返し 、 光 る 4 つの 石壁 を 壊す と 、 中 層 へ 続く 道 が 開か れ た 。 あ と は ヴェ イグ 
の フォ ルス で 火の玉 を 氷 ら せ て 足場 を 作り 、 マグ マ の 海 を 渡る だ け だ 。 

中 層 で は 、 自 分 た ちの 幻影 が 待ち 構え て いた 。1 戦 目 は マオ と ユー ジー ン 、 2 
戦 目 は ティ イト レイ と ヒル ダ 、 最後 は ヴェ イグ と アニ ー の ふた り ひ と 組 で 向かっ て こ 
いと いう こと らし い 。 斬り か か る と 、 幻影 は 正体 を 現 わ し た 。 地上 で は 見 た こと 
の な い バ イラ ス 、 ガル エン ブリオ だ 。 

フル ー エ ン ブ リ オン 、 ラム エン ブリ オン を 生み 出し て くる の は 厄介 だ っ た が 、 ガ 
ル エ ン ブ リ オン と の 戦い は 苦戦 を 強い られ る も の で は な か っ た 。 

還 の 2 の RS 先 を 急ぐ と 、 目 の 
前 に 不思議 な 光景 が ……。 
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ユリ ス の 和 領 域 上 層 

ユリ ス が 創り 出し た 亜 空間 で 、 中 に は 負 の 感情 が 渦巻 いて いる 。 
4 色 の 柱 が 行く 手 を ふさ ぐ 。4 箇 所 に ある 墓石 に は 、 仲間 の こと を 
生 徒 させ る 不吉 な メッ セー ジ が ……。 
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Birus ツ 
2 プラ アル 、 トル ドビー、 バ パルティ 、 ラズ ザウ ラー 


6 も GTn 2 
リカ バー エメ ラル ド 、 エリ クシ ー ル 、 ライ フ ボ トル 、 バー スト ボ ト 
ル 、 セ ボ リー、 ラベ ンダ ー、 知恵 の 宝玉 


ユリ ス の 領域 ・ 中 層 
宇宙 空間 を 思わ せる 、 領域 の し 


中 層 部 。 細く 連なっ た 通路 と ワ 4 ヴェ イグ と アニ ー だ け で 戦う 。 ヴ ェ イグ 
ー プ ポイ ント で 構成 され て いる の 広範 囲 攻 撃 で 、 本 体 と 分 身 を 同時 に 
5 攻撃 し よう 。 


グ し りこ 2 


Nada BOSS 也 OS8 
較 四 回 狗 罰 四 四 田 四 外 回 田 四 四 避 


ティ トレ イ と ヒル ダ だ け で 戦う 。 本 体 は 
ティ トレ イ に 狙わ せ て 、 分 身 は ヒル ダ は 759 
導 術 で 倒せ ! 


コー ジー ン と マオ だ け で 埋 う 。 ユー ジーン で 
本 体 を 、 マ オ の 導 術 で 分 身 を 狙う と いい 。 


Biryus7 
グリ ー ム アニ ム 、 テ ン ブ ラ ー、 パウ ミー、 ハッ クア ー マ ー 


6 も ら Y77 
エン ダー ル 、 ピヨ ハン エメ ラル ド 、 ホー リィ ボトル 、 エリ クシ ー ル 、 オ ー ル ディ バイ ド 、 ロン ギ ヌ ス 、 サフ ラン 、 斬 錬 石 、 


ライ ム グ ミ 、 ミ ステ ィ エ メラ ルド 、 打 錬 石 、 プ ロ テ ク ト エ メラ ルド 、 セイ クレ ッ ド 、 力 の 宝玉 


/2 タ 2 


に 破 減 の 連鎖 を 断ち 切る 最後 の 戦い 


テー 人 w ヴ て グリ ュ ン ヘル デー ユリ ス の 領域 下層 


そこ は 街 の よう に 見 える 、 奇妙 な 場所 だ っ た 。 ワン ・ ギ ン の 選 霊 を 思わ せる 金 
に 汚い 男 が 商店 を 営ん で いて 、 アイ テム を 買う こと も で きる 。 だ が 長居 は で き な 
い 。 ヴェ イグ ら は 短い 休憩 の の ち 、 先 を 急い だ 。 

ヴェ イグ た ちの 残し た 平和 へ の 思い は 、 地上 で 徐々 に 芽吹き は じ め て いた 。 
答 地 で 起こ る 天変 地異 や バイ ラス の 雷 撃 に 、 ヒ ュー マ と ガ ジ ュ マ は 力 を 合わ せ 
て 立ち 向かい は じ め た の だ 。 そ ん な 人 々 の 心 の 変化 が 、 ユ リス の 領域 を 揺るが 
し 、 最終 決戦 に 向かう ヴェ イグ た ちの 足取り を 軽く し た 。 人 々 は よう や く 気 づい 
た の だ 。 み な 、 同じ 血 と 肉 と 心 を 持つ ヒト だ と いう こと を 。 

ユリ ス の 領域 の 上 層 よ と 中 層 で 手 に 入れ た 、 知恵 の 宝玉 と 力 の 宝玉 。 この ふ 
た つ は 、 知識 に 長け た ヒュ ー マ と 、 腕力 に 長け た ガ ジ ュ マ を 象徴 する も の だ 。 

ヴェ イグ た ち は ユ リス の 体内 を 思わ せる 不気味 な 通路 を 進み 、 戦士 の 銅像 こ 
の ふた つの 宝玉 を は めこ ん だ 。 これ で 、 ユ リス の 待つ 最深 部 へ の 道 が 開け た 。 

ヴェ イグ たち は 強く 感じ て いた 。 戦っ て いる の は 自分 た ち だ け で は な い 。 これ 
まで に 出会っ た 人 々 が 、 地上 で この 危機 に 立ち 向かっ て いる ! いま や 、 領 域 
に 渦巻 いて いた 著 悪 な 空気 は 消え 去り 、 フォ ルス と も 聖 獣 の も の と も 違う 、 暖 
か く て 強い 力 が 満ち あふ れ て いる 。 これ が 、 ヒト の 心 の 本 当 の 力 な の だ 。 

全員 が 、 ユ リス に 勝て る こと を 確信 し て いた 。 そ の と き 、 ミ ル ハ ウス ト が クレ ア 
と アガ ー テ を 連れ て 現われ た 。 ヴェ イグ た ちと と も に 戦 お うと 、 あと を 追っ て きた 
の だ 。 み な が 、 と も に 手 を 取り 戦う こと を 碑 い 合っ た 。 カ レギ ア の 未来 の た め 
ヒト の 未来 の た め に ! 

ユリ ス は 、 人 々 の 心 の 奥底 に 眠る 、 醒 い 感情 の 権化 。 人 々 の 心 が ひ と つ に ま 
と まっ た いま 、 ユリ ス は 力 を 玉 め 、 ヴェ イグ た ち は 力 を 得 た 。 だ が 、 ヴェ イグ た ち 
こ で きる の は 、 ユリ ス の 実体 は 減 ぼ すこ と だ け 。 そ の 邪悪 な 思念 は 、 目 に 見 える 
物理 的 な 力 で は 消す こと が で き な い 。 


アカ ガー テ は 、 自 分 の すべ きこ と を わか っ て いた 。 自身 の 中 に わずか に 残っ て い 
た 月 の フォ ルス を 全 解 放し 、 六 聖 獣 の 力 を 借り て ユリ ス の 思念 を 封じ た の だ 。 
そし て 、 フォ ルス を 使い 果たし た アガ ー テ は ……・ 8 


ユリ ス の 領域 下層 人 の 
ユリ ス の 和 領域 の 最深 部 。 い くつ も の 小島 か ら 成 り 、 e 
島 と 島 の 間 は ワー プ ポ イン ト を 使っ て 移動 する 。 
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全員 1 ヵ所 に か た ま ら ず 戦 うこ と 。 ユリ ス 
アイ を 放っ て お か ず 、 現われ た ら す ぐに 
倒 そ う 。 ユリ ス 本 体 は 、 ユ リス アイ の い 
な い 隙 に 攻撃 すれ ば いい 。 


Birus ク 
スケ リッ チ 、 ディ ケイ ヴァ ー、 ファ ー オ スト 、 ライ ゾ ム 
2 
ITtem7? 
アラ キラ ー ス 、 ライ フエ メラ ルド 、 醍 錬 石 、 
ブレ イク サフ ァ イ ア 、 アワ ー グ ラス 、 アッ プル グミ 、 
ビグ ラー トン 、 カモ ミー ル 、 ライ フ ボ トル 、 
ペイ ルド ラグ 、 セ ボ リー、 オー ルディ バイ ド 
※ グ リュ ン ヘ ル デ アッ プル グミ 


ユリ ス は 、 人 々 の 人 負 の 感情 を 媒介 


に 生ま れる 災い の 存在 。 


悪 の 思念 は 、 ユリ ス が 復活 する べく 、 ユリ ス 自 身 が 生み 出し た も の 


の 思念 を 抑え て いた ゲオ ルギア ス が 倒れ た こと に より 、 飛 痢 し た も の だ と 


ユリ ス の 存在 と 、 その 破壊 の 意志 を 知っ て いた の は 、 聖 獣 王 た だ ひと り 。 
ゲオ ルキ ギアス は 、 人々 が ユリ ス の 人 負 の 感情 に 影響 され る こと の な いよ う 、 


- ふた つの 種族 の うち 、 尊大 に な りか け て いた ヒュ ー マ を 減 ぼ そう と し た 。 


2 伯 。 。。。 こ れ が 、 ゲオ ルギア ス が ヒュ ー マ せ ん 減 を 唱え た 理由 。 


44。 そし て ゲオ ルギア ス を 止め よう と し た 六 聖 獣 と の 間 に 


聖なる 戦い を 引き 起こ し て し まっ た 、 真 実 の 理由 で ある 。 
4 二 


し ek ゲオ ルギア ス に と っ て 、 


2 PO 
考 導 に こ 


ーー 人 失 を ユリ ス の 族 の か 5 る た め の 源 だ っ た 。 


3 0 
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ヒュ ー マ 減 亡 を 目論む 聖 獣 王 の 復活 を 予期 し た ラフ ドラ ス 先 王 は 、 
ヒト が この 強大 な 力 に 立ち 向かう こと の で きる よう 、 


自ら の フォ ルス 一 自ら の 命 一 を も っ て 、 多く の 者 の フォ ルス 能力 を 呼び 醒 ま し た 。 


そし て 、 六 聖 獣 に 選ば れ た 6 人 の フォ ルス 能力 者 た ち は 、 
長い 旅 の 未 、 本 当 に 倒す べき 強大 な 力 の 存在 を 知り 、 


ラド ラス に 与え られ た フォ ルス で 、 ユリ ス の 肉体 を 打ち 破る こと と な る 。 


ュ リ ス の 上 を も 泊 す こと が でき の 人 の 

ゲオ ルギア ス を 失っ た 今 、 の 束 人 6 間 する こと が で まな 

だ が 、 ルキ アス の 人 あり を うど の 5 れ る と りな 

月 の フォ ルス を 持つ 女王 アガ ー テ 。 " 

彼女 は 、 自ら の な か に 眠る すべ て の フォ ルス を 開放 し 、 ゲオ ルギア ス の 代役 を 勤め た 。 


ヒュ ー マ と ガ ジ ュ マ の 区 別 な く 、 セ ト が 平和 に 暮らせ る 世界 の た め 


愛す る カレ ギア 王国 の た め に 一 一 一 


あり りな 加 倫 た ちと 月 じ カ を 放っ た アガ ー テ も また 、 永遠 


6 \ 


アカ ー テ が ヒュ ー マ の 娘 を 集め た の に は 、 理由 が あっ た 。 


ビュー マ の 部 下 を 愛し て し まっ た が ゆえ に 、 その 男 と 同じ ヒュ ー マ の 肉体 を 欲し た の だ 。 


月 の フォ ルス で て 、 ヒュ ー マ の 娘 の 体 と 入れ 替わっ た アガ ー テ 女王 は 、 
ビュー マ の 糧 g& ま さま な 地 を 0 れ 、 

ヒュ ー マ の 目 で きま ざま な る の を 拉 え 、 

ヒュ ー マ の 呈 で きま さま な 声 を 間 ま 


# で さま ざま な も の に 触れ 、 そし て つい に 、 あ る こと に 気づい た 。 


それ は と て や 単純 で 、 簡単 な こと 。 


けれ 国 を 担う 者 と し て 生ま れ 育ち 、 苔 視 な し に 誰か に 会 うこ と も 、 


。 四 由 に 外 に 出る こと も 許さ れ な か っ た 女王 に は 、 な か な か 気づけ な か っ た こと 。 


4 


"大 切な の は 、 次 で は な く 心 " だ と いう こと に 一 一 


KAY 


ユリ ス の 起こ し た 天変 地異 に 力 を 合わ せ て 立ち 向かっ た 人 々 も また 、 


上 


ルル 


アガ ー テ 女王 の 遺し た カレ ギア 王国 の 未来 は 、 


"大 地 に 生き る ヒト ” と いう ひと つの 種族 が 暮 ら 表 平和 の 光 に 満ち た も の に な る だ ろう 。 
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各種 アイ テム や カレ ギア 大 陸 の 人 物 ・ 文 化 を 
編集 部 独自 に 解析 し て 網羅 し た 用 語 辞 典 で す 。 
疑問 や 謎 が 頭 を よぎっ た と き に 紐解く こと で 、 
困難 な 道程 や 複雑 な 問題 も きっ と 茶 口 が 見 え 、 
また 一 層 理 解 が 深まる こと で し ょ う 。 


[大 百科 の 見 方 ] 


[ツァ ルム ブル ] 


《@ 了 手 ] ( 変 ) フ ォ ル ティ カー ド 


攻 ]469[FG]321[ 強 化 ]5[ 衝 撃 ]50[ 価 格 ] 一 


アッ シュ バイ ター ② ⑯ 

【 ア ッシュ バイ ター]】 罰 武 器 / 有 機 的 か つ 
妖艶 な 意匠 の 剣 。 異 界 に 住む 位 の 高い 
魔物 を 模 し た デザ イン と され て いる 。 グ レ 
ー ト ソー ド が 変異 し て この 姿 に な る の は 、 
魔物 が 剣 に 宿る からだ と も いわ れる 。 [ 装 
備 ] ヴェイグ [ 斬 攻 1315[ 打 攻 ]221[ 術 
攻 ]155[FG]191[ 強 化 15[ 衝 撃 ]180[ 価 格 ] 一 
[入手 ] ( 変 ) グ レー ト ソ ー ド 

アン カス 

【 ア ンカ ス 】 了 武 器 / 両 端 に 紫水 晶 を 埋 
め 込 ん だ トン ファ ー。 ポッ プ で キッ チュ な 見 
た 目 と は 裏腹 に 、 導 術 の 威力 を 飛躍 的 に 高 
め る 。 きら びやかな 水晶 の 輝き が 相手 の 目 を 
くら ませ る 効果 と いう も も る あな どれ な い 。 [ 装 


@ 名 称 
用 語 の 読み か た で す 。 か っ ご 内 は 正式 名 
称 で す 


@⑨ 大 分 類 

各 項 目 の 分類 で す 。 詳細 は 以下 の 通り で 
す 

陣 ノ アイ テム 全般 で す 。 ゲー ム 中 で は ステ 
ー タ ス 画 面 の 「 ア イ テ ム 」 で 確認 で きま す 。 
岡 街 や ダン ジョ ン な どの 地名 で す 。 ワー 
ルド マッ プ 画 面 の 「 街 」|「 ダ ンジ ョ ン 」 で 確 
認 で きま す 。 

図 発 見物 で す 。 ゲー ム 中 で は ワー ルド マ 
ッ プ 画面 の 「 発 見 物 ]」 で 確認 で きま す 。 
門人 物 名 や 一 般 的 な 名 詞 で す 。 

過 慣用 表現 で す 


@ 小 分 類 

大 分 類 内 の 項目 を 細分 化し た も の で す 。 
大 分 類 に 対応 し た 小 分 類 は 以下 の 通り で 
する 

[ ア ] プ 武器 、 防具 、 護符 、 宝 石 、 薬 、 パ ラ 
メー タ 上 昇 、 装 備 強 化 、 そ の 他 、 貴重 品 、 
食材 

[ 地 ]/ 地 名 、 建造 物 な ど 

[ 発 ]/ な し 

[名 ]/ 人 物 、 国王 、 聖 獣 、 団体 、 フォ ルス 、 
文化 、 そ の 他 

[ 慣 ] プ な し 


⑩ 説 明 
各 項 目 の 説 明 で す 。 な お 略称 を 用 いて い 
る も の に つい て の 詳細 は 以下 の 通り で す 。 
・ 武 器 に つい て 
[装備 ] 特 定 の 装備 者 
[ 斬 攻 ] 斬 撃 に よる 攻撃 力 の 基本 値 。 エン 
ハン ス や 武具 継承 に よっ て 強化 可能 。 
[ 打 攻 ] 打 撃 に よる 攻撃 力 の 基本 値 。 エン 
ハン ス や 武具 継承 に よっ て 強化 可能 。 
[ 術 攻 ] 術 に よる 攻撃 力 の 基本 値 。 エン ハ 
ンス や 武具 継承 に よっ て 強化 可能 。 
[FG] 攻 撃 時 の FG の 回 復 量 。 
[強化 エン ハン ス 最 大 回 数 。 
衝撃] 攻撃 時 に 与え る 衝撃 値 。 高い ほど 
敵 の RG を 上 げ や すい 。 
[価格 ] 店 で 買う と き の 値段 。 単位 ガル ド 。 
[入手 ] 入 手 方 法 

(店 ) 各 街 の 店 で 購入 

( 宝 ) ダ ンジ ョ ン な どの 宝箱 か ら 入 手 

( 英 ) 特 定 の 敵 か ら 入手 

その 他 、 特定 の イベ ント な ど に つい て は 
その 旨 を 特記 
また 実際 の 攻撃 力 は 、 斬 撃 攻撃 力 と 打 
撃 攻撃 力 の いずれ か 高い ほう の 数 値 が 反 
映 さ れ ま す 。 
・ 防 具 、 装備 品 に つい て 
[装備 ] 特 定 の 装備 者 
[ 斬 防 ] 斬 撃 か ら の 防御 力 の 基本 値 。 エン 
ハン ス や 武具 継承 に よっ て 強化 可能 。 


【 イ ヤー ソー ド 】 罰 武 器 / 淡 い ピ ンク 色 
刃 が 美しい 争 で 、 剣 身 の 鎧 に 近い 部 分 
放射 状 に 広がる 形 に な っ て いる の が 特徴 
振り 下ろ す 際 に この 部 分 が 空気 を 切り 3 
き 、 相手 の 三半規管 の 機能 を 破壊 する 
[装備 ] ヴ ェ イ グ [ 斬 攻 ]1405[ 打 攻 1283[6 
攻 1202[FG]121[ 強 化 15[ 衝 撃 1120[ 
格 ]10415[ 入 手 ] (店 ) モ クラ ド 村 

ヴァ ルム ブル 

【 ヴ ァ ル ム ブ ル ]】 罰 武器 / 天 より 振り 降り 
と いわ れる 槍 。 伝説 で は 光 を まとっ た - 
関 で 、 地上 に 住む すべ て の 民 を 平定 し た 
その 長居 すべ き 威 力 は 、 ほ か の あら め ゆる: 
畜 の 追随 る 許さ な い 。 [装備 ] ユ ー ジ ー ン 上 
攻 ]1680[ 打 攻 ]309[ 術 攻 ]289[FG]154[9 
化 ]5[ 衝 撃 ]180[ 価 格 ] 一 [入手 ]( 変 ) フ ォ 


[ 打 防 ] 打 撃 か ら の 防御 カ の 基本 値 。 エン 
ハン ス や 武具 継承 に よっ て 強化 可能 。 
[ 術 防 ] 術 攻撃 か ら の 防御 力 の 基本 値 。 エ 
ン ハ ンス や 武具 継承 に よっ て 強化 可能 。 
[HP] 防 御 時 の HP 回 復 量 。 
[強化 エン ハン ス 最 大 回 数 。 
[衝撃 ] 防 御 時 の 衝撃 吸収 値 。 高い ほど 自 
分 の RG が 上 が り に くい 。 
[価格 ] 店 で 買う と き の 値段 。 単位 ガル ド 。 
[入手 ] 入 手 方 法 

(店 ) 各 街 の 店 で 購入 

( 宝 ) ダ ンジ ョ ン な どの 宝箱 か ら 入 手 

( 敵 ) 特定 の 敵 か ら 入 手 

( 変 ) アイ テム が 変化 

( サ ) サブ イベ ント 

その 他 、 特定 の イベ ント な ど に つい て は 
その 旨 を 特記 


図解 

と くに 必要 な も の に つい て は 、 欄外 に 絵 や 
写真 を 用 いた 解説 を 取り 入れ て いま す 。 さ 
ら な る 理解 の た め に ご 活用 くだ さい 。 また 、 
イラ スト は 、 編集 部 で 想像 し た も の を 独自 
に 描き 下ろ し た も の で す 。 
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/ ダ 


武器 ) アイ アン アー ムズ 一 ヴィ スコ ン テ ィ 


[ツァ ルム ブル ] 


(武器 


アイ アン アー ムズ 
【 ア イア ン ア ー ム ズ ] 苗 武 器 / 甲 の 部 分 に 
鉄板 を 編み 込ん だ グロ ー ブ プ ブ 。 熟練 者 な ら 剣 
を 受け 止め る こと も で きる 。 [装備 ] テ ィ ト レ 
イ [ 斬 攻 ]39[ 打 攻 ]131[ 術 攻 ]53[FG]112[ 強 
化 ]4[ 衝 撃 185[ 価 格 ]1270[ 入 手 ] (店 ) ア ニ 
カマ ル 、 バビ ログ ラー ド 

アイ アン トン ファ ー 

【 ア イア ント ン フ ァ ー】 茹 武器 / 木 製 の トン 
ファ ー に 鉄板 を 貼っ て 強化 し た も の で 、 相 
手 の 攻 撃 を 受け 止め や すく な っ て いる 。 
も ちろ ん 殴打 し た と き の ダ メー ジ も 倍増 。 
[装備 ] マ オ [ 斬 攻 ]42[ 打 攻 ]106[ 術 
攻 ]93[FG153[ 強 化 13[ 衝 撃 190[ 価 
格 ]590[ 入 手 ] (店 ) ペ ト ナ ジャ ンカ 、 サ ニ イ 
タウ ン 

アイ ンダ ー ル 

【 ア イン ダー ル 】 罰 武 器 ノ 邪悪 な 瞳 が 描か 
れ た タロ ッ ト カ ー ド 。 強力 な 呪い が 込め られ 
て いる らし い 。 す べ て を 見 透 か す か の よ 
うな 視線 に 屈する こと の な い 強 い 意 思 を 
持つ 術 者 が この カー ド に よっ て 未来 を 見 
極め る と き 、 真 の 力 が 発揮 され る と いう 。 
[装備 ] ヒ ル ダ [ 斬 攻 ]1430[ 打 攻 ]129[ 術 
攻 ]469[FG]321[ 強 化 15[ 衝 撃 ]50[ 価 格 ] 一 
[入手 ] ( 変 ) フ ォ ル ティ カー ド 
アッ シュ バイ ター 

【 ア ッシュ バイ ター】 罰 武 器 / 有 機 的 か つ 
妖艶 な 意匠 の 剣 。 異 界 に 住む 位 の 高い 
魔物 を 模 し た デザ イン と され て いる 。 グ レ 
ー ト ソー ド が 変異 し て この 姿 に な る の は 、 
魔物 が 剣 に 宿る あか ら だ と も いわ れる 。[ 装 
備 ] ヴェイグ [ 斬 攻 ]315[ 打 攻 ]221[ 術 
攻 ]155[FG]191[ 強 化 15[ 衝 撃 180[ 価 格 ] 一 
[入手 ] ( 変 ) グ レー ト ソ ー ド 

アン カス 

【 ア ンカ ス 】 蓄 武器 の 両端 に 紫水 晶 を 埋 
め 込 ん だ トン ファ ー。 ポッ プ で キッ チュ な 見 
た 目 と は 裏腹 に 、 導 術 の 威力 を 飛躍 的 に 高 
め る 。 きら びやかな 水草 の 輝き が 相手 の 目 を 
くら ませ る 効果 と いう も も あな どれ な い 。 [ 装 
備 ] マ オ [ 斬 攻 ]102[ 打 攻 ]203[ 術 
攻 ]406[FG]153[ 強 化 15[ 衝 撃 180[ 価 格 ] 一 
[入手 ] ( 変 ) ミ スリ ルト ン フ ァ ー、( 宝 ) 獣 王 山 
アン スワ ー ク 

【 ア ンス ワー ク 】 罰 武 器 / バ イラ ス の 鋭い 
刃 で 作っ た グロ ー プ ブ 。 甲 を 包み 込む アゴ が 


相手 に 斬り 込み 、 命 を むさ ぼる まで 離さ な い 。 
[装備 ] テ ィ ト レイ [ 斬 攻 1378[ 打 攻 ]1378[ 術 
攻 ]184[FG]0[ 強 化 15[ 衝 撃 ]100[ 価 格 ] 一 
[入手 ] ( 変 ) ミ スリ ルアー ムズ 
アン ダリ ュー サイ ト * 

【 ア ンダ リュ ー サ イト 】 罰 武 器 / 黒 と 朱 の 
対 に な っ た 羽 を デザ イン し た 杖 で 、 多く の 
術 師 の あい だ を 転々 と する あい だ に 意思 
を 宿 し た 。 日 頃 の 手入れ や 持ち 運び 用 の 
保管 布 の 材質 な ど に こだわ り が ある らし く 、 
通り 一 遍 の ご 機嫌 取り で は 済ま され な い 。 
愛らしい 見 か け に 似合わ ず 、 力 の な い 術 
師 の 手 に あま る わが まま ぶり を 発揮 する 。 
し ぼれ る だ けし ぼり 取っ た ら 見 切り を つけ 
て 、 も っ と 自分 に ふさ わし い 所 有 者 を 求め 
て 飛び 立っ て いく 。 [装備 ] ア ニー[ 斬 
攻 ]206[ 打 攻 ]271[ 術 攻 ]116[FG]91[ 強 
化 ]5[ 衝 撃 ]140[ 価 格 ] 一 [入手 ]( 変 ) ソ ウル 
セプター、 メ セ チ ナ 洞 窟 の イベ ント 後に ハ 
ッ ク か ら も ら う 

アン ナー ル 

【 ア ン ナ ー ル 】 茹 武 器 / シ ンプ ル な 意匠 な 
が ら 強 い 念 が 感じ られ る 杖 。 初代 ゴル ド 
バ 王 の 時 代 か ら 生き 続け る 術 師 が 作り 上 
げた と いう 。 ち な み に そ の 作り 手 は 今 も どこ 
か で 生き て いる と いう 噂 。 [装備] アニ ー[ 斬 
攻 ]213[ 打 攻 ]421[ 術 攻 ]198[FG]76[ 強 
化 ]5[ 衝 撃 ]70[ 価 格 ] 一 [入手 ] ( 変 ) リ リッ ク 
セプター、( 宝 ) ウ ォ ン ティ ガ の 聖 殿 
イヤ ー ソ ー ド ※ 

【 イ ヤー ソー ド 】 茹 武器 / 溢 い ピ ンク 色 の 
刃 が 美しい 剣 で 、 剣 身 の 鎧 に 近い 部 分 が 
放射 状 に 広がる 形 に な っ て いる の が 特徴 。 
振り 下ろ す 際 に この 部 分 が 空気 を 切り 肌 
き 、 相手 の 三半規管 の 機能 を 破壊 する 。 
[装備 ] ヴ ェ イ グ [ 斬 攻 1405[ 打 攻 ]1283[ 術 
攻 ]202[FG]121[ 強 化 15[ 衝 撃 1120[ 価 
格 ]10415[ 入 手 ] (店 ) モ クラ ド 村 

ヴァ ルム ブル 

【 ヴ ァ ル ム ブ ル 】 四 武 器 / 天 より 振り 降り た 
と いわ れる 槍 。 伝説 で は 光 を まとっ た 一 
内 で 、 地 上 に 住む すべ て の 民 を 平定 し た 。 
その 暴 怖 すべ き 威 力 は 、 ほ か の あら ゆめ る 武 
器 の 追随 も 許さ な い 。 [装備 ] ユ ー ジ ー ン [ 斬 
攻 ]680[ 打 攻 ]309[ 術 攻 ]289[FG]154[ 強 
化 ]5[ 衝 撃 1180[ 価 格 ] 一 [入手 ]( 変 ) フ ォ ル 
ディ スピ アー 

ヴィ スコ ン テ ィ 

【 ヴ ィ ス コン ティ 】 臣 武器 / 黄 家 を 暗示 す 
る タロ ッ ト カ ー ド 。 光 と 痢 の 狭間 を さま よう 
者 の 道標 と な り 、 進 むべ き 道 を 指し 示す 。 
[装備 1 ヒル ダ [ 斬 攻 185[ 打 攻 1282[ 術 
攻 ]274[FG]189[ 強 化 ]5[ 衝 撃 150[ 価 格 ] 一 


2-1 ※ 印 の つい て いる も の の 内 容 に 関し て は 、 編集 部 が 独自 に 推察 、 想像 し た も の で す 。 


[入手 ] ( 変 ) シル バー カー ド 、( 宝 ) ギリ オー 
ヌ の 聖 殿 

ウソ ッ ト ド ト ン ラテ ァ ー 

【 ウ ッ ド トン ファ ー】 四 武器 / 握 り の つい た 
木 の 棒 で 、 両手 に それ ぞ れ 持っ て 使用 す 
る 。 脇 に 抱え る よう に し て ひじ か ら 叩 きつ 
けた り 、 くる くる 回 し て 攻撃 する 。 使い こ な 
す に は か な り の 訓練 が 必要 。 [装備 ] マ オ 
[ 斬 攻 132[ 打 攻 ]80[ 術 攻 ]70[FG]40[ 強 
化 ]3[ 衝 撃 ]80[ 価 格 ]360[ 入 手 ] (店 ) ス ー ル 
ズ 、 ミナール 

ウル ゴ 

【 ウ ル ゴ ]】 婁 武器 / 熊 を 入 徳 と させ る 鋼 爪 
の グロ ー ブ 。 岸壁 の 登 鉄 に も 便利 。 [装備 ] 
ティ トレ イ [ 斬 攻 179[ 打 攻 ]1263[ 術 
攻 ]106[FG]226[ 強 化 15[ 衝 撃 185[ 価 
格 ]7440[ 入 手 ] (店 ) ベ ル サ ス 、 モク ラド 村 
エク ス ヴ ェ ル ン 

【 エ クス ヴェ ルン 】 蓄 武器 / 片 刃 の 大 剣 。 
の こぎ り 状 の 丸 で 引き ちぎ る よう に 斬る 。 
また 妨 の 隙間 を 利用 し て 相手 の 剣 を 絡め 
取り 、 その まま 折る こと も で きる と いう 。 切 
れ 味 の 良し 悪し は 使用 者 の 腕力 に よる と 
ころ が 大 きく 、 力 の ある 熟練 され た 剣士 向 
け の 武器 。 [装備 1 ヴェイグ [ 斬 攻 1334[ 打 
攻 ]1174[ 術 攻 ]108[FG]108[ 強 化 15[ 衝 
撃 ]100[ 価 格 ] 一 [入手 ]( 変 ) グ ラディ ウス 、 
( 宝 ) 蒼 の 聖 殿 

エク リプ ソン 

【 エ クリ プ ソ ン 】 罰 武 器 /「 人 触 」 の 名 の 通 
り 、 重なり 合っ た ふた つの 環 が 美しい 武 
器 。 表面 は 金 細工 が ほど こさ れ 、 実践 用 
の 武器 と し て だ け で な く 、 美術 品 と し て も 名 
高い 。 と くに 斬 撃 能力 に 秀 で て いる 。 [ 装 
備 ] ティ トレ イ [ 斬 攻 1297[ 打 攻 ]189[ 術 
攻 ]121[FG]185[ 強 化 15[ 衝 撃 ]70[ 価 格 ] 一 
[入手 ] ( 変 ) シルバー アー ムズ 

エス トッ ク 

【 エ スト ッ ク 』 罰 武 器 / 非 常に 細い 刀身 の 
剣 で 、 ディ フェ ンダ ー と 同じ レイ ピア タイ プ な 
が ら 、 より 実戦 を 意識 し た つく り と な っ て い 
る 。 針 の ご と く < 鋭利 な 刀身 で 、 重 装甲 の 隙 
間 を ぬっ て 相手 を 員 く 。 [装備 ] ヴ ェ イ グ [ 斬 
攻 ]306[ 打 攻 ]214[ 術 攻 ]153[FG]92[ 強 
化 ]5[ 衝 撃 180[ 価 格 ]16200[ 入 手 ] (店 ) ノ ル 
ゼン 、 ベル サス 、( 敵 ) ギ ン ナ ル 林 走 
エト ウゥ ウー リア 

【 エ トゥ ー リ ア 】 茹 武器 ノ 半 月 型 の 刃 が 仕 
込ま れ た トン ファ ー。 遠心 力 を 活か し て 斬 
りつ けれ ば 、 切れ 味 は さら に アッ プ す る 。 
単なる 打撃 武器 だ と 油断 し て 近づく と 痛 
い 目 を 見 る 。 [装備 ] マ オ [ 斬 攻 ]49[ 打 
攻 ]122[ 術 攻 1106[FG]61[ 強 化 13[ 和 


(武器 ) ウッ ド ト ン ファ ー … グラ ディ ウス 


撃 ]80[ 価 格 ]1235[ 入 手 ] (店 ) サ ニ イ タ ウン 、 
デニ カマ ヤル 

エレ キ ギ ター 

【 エ レキ ギタ ー】 茹 武器 / 自 己 実 現 の 手段 
の ひと つ 。 ソウ ルフ ル な ハー ト を 表現 し 、 
大 都会 で ビッ グ に な る 。 初心 者 の 登竜門 
と 言わ れる F を 押さ えら れる よう に な れ ば 、 
は じ め の 山 は 越え た と 思っ て よい 。 相手 を 
酔わ せ て 打ち 負かす に は 相当 の 訓練 と 音 
楽 的 才能 、 ビ ジュ アル の 露出 に 耐え られ る 
だ け の 容姿 を 兼ね 備え て いる こと が 必要 。 
夢 に 挫折 し た と き 、 殴打 用 の 武器 と し て 生 
まれ 変わ る と いう 。 [装備 1 ヴェイグ [ 斬 
攻 ]50[ 打 攻 ]200[ 術 攻 ]120[FG]150[ 強 
化 ]5[ 衝 撃 ]140[ 価 格 ] 一 [入手 ] ( 変 ) バ スタ 
ー ソ ー ド 

オプ シディ アン 

【 オ ブシ ディ アン 】 罰 武 器 / 刀 身 に 黒曜石 
が 埋め 込ま れ た 美しい 反り 刀 。 この 刀 に 
対 財 し た も の は 、 独特 の 糧 め き に 魅了 さ 
れ な が ら 絶 命 す る と いう 。 宝 物 と し て カレ 
ギア 城 に 上 限っ て いる と 言わ れ て いる 。 [ 装 
備 ] ヴェイグ [ 斬 攻 1217[ 打 攻 ]101[ 術 
攻 ]146[FG]78[ 強 化 ]5[ 衝 撃 ]160[ 価 格 ] 一 
[入手 ] ( 変 ) クレ イモ ア 、( 宝 ) カレ ギア 城 


カー ド 

【 カ ー ド 】 蓄 武器 市 場 に 多く 流通 する タ 
ロッ トカ ー ド 。 新品 は 触れ た だ け で 手 が 切 
れる 。 [装備 ] ヒ ル ダ [ 斬 攻 ]106[ 打 
攻 ]32[ 術 攻 ]122[FG]85[ 強 化 13[ 衝 
撃 ]50[ 価 格 ]1150[ 入 手 ] (店 ) サ ニ イ タ ウン 、 
デニ カマ ル 

ギ サ ル メ 

【 ギ サル メ 】 罰 武 器 / 切 っ 先 に 釣 爪 が つい 
た 槍 。 ここ で 相手 を 引っ か け て 引き 倒し 、 
お も むろ に 突き まく る 。 [装備 ] ユ ー ジ ー ン 
[ 斬 攻 ]192[ 打 攻 ]77[ 術 攻 ]105[FG]52[ 強 
化 ]4[ 衝 撃 ]140[ 価 格 ]1150[ 入 手 ] (店 ) ア ニ 
カマ ル 、 バビ ログ ラー ド 

キュ ラー バ 

【 キ ュ ラ ー バ 】 茹 武器 / バ イラ ス の 角 か ら 
作ら れ た トン ファ ー。 打撃 に よる 攻撃 は も 
ちろ ん の こと 、 突き か ら 引 き 裂 く 戦闘 スタ 
イル も 有効 。 [装備 1 マオ [ 斬 攻 1221[ 打 
攻 ]201[ 術 攻 ]132[FG]113[ 強 化 15[ 衝 
撃 ]50[ 価 格 ] 一 [入手 ] ( 変 ) モ ル ゲ ン シ ュ テ 
ル 、( 宝 ) フ ェ ニ ア の 聖 殿 

グラ ティ ウス 

【 グ ラディ ウス 】 四 武 器 / 肉 厚 で 幅 の 広い 


[エレ キ ギ ター] 


に キュラ テー バ 
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(武器 ) グラ ンド セプター … ジス トロ シー ズ 


| グン シグ よ ル ] 


両刃 の 胃 身 の 剣 。 簡素 で 実戦 向き の デザ 
イン と な っ て いる 。 グラ ディ エイ ター と 呼ば れ 
る 剣 闘士 の 由来 と な っ た 。 [装備 ] ヴ ェ イ グ 
[ 斬 攻 ]266[ 打 攻 1186[ 術 攻 ]133[FG]80[ 強 
化 ]4[ 衝 撃 ]100[ 価 格 ]4745[ 入 手 ] (店 ) ピ ビ 
スタ 、 吉 ル ゼ ン 


- グラ ンド セプター 


【 グ ラン ド セ プ ター】 茹 武器 / 大 地 か ら 吹 
き 上 が る マグ マ を 模 し た 杖 。 地 脈 を 操り 天 
変 地異 を 引き 起こ す と 恐 れ ら れる ほど の 
威力 を 持つ 。 [装備 ] ア ニー[ 斬 攻 1422[ 打 
攻 ]528[ 術 攻 ]264[FG]144[ 強 化 15[ 衝 
撃 ]140[ 価 格 ]13015[ 入 手 ] (店 ) モク ラド 村 
グリ ー ザ ル * 

【 グ リー ザル 】 罰 武器 / 若 い 女 性 の 術 師 
用 に 作ら れ た 杖 。 か よわ い 腕 で 繰り 出す 
一 振り も た ち ど こ ろ に 数 倍 に 増幅 させ る 。 
か つて これ を 所 持 し て いた 妙齢 の 術 師 
が 、 荒く れ 者 た ち を つぎ つぎ に 血 祭り に 
あげ た た め 、 愛 らし い ピ ンク 色 に 染まっ た 。 
[装備 ] ア ニー[ 斬 攻 ]136[ 打 攻 ]1537[ 術 
攻 ]184[FG]91[ 強 化 ]5[ 衝 撃 1200[ 価 格 ] 一 
[入手 ] ( 変 ) ムー ンス タッ フ 

クレ イモ ア ※ 

【 ク レイ モア 】 功 武器 高地 民族 の 戦士 の 
あい だ で 使用 され て いた 剣 。 あま り の 大 き 
さ ・ 重 さ に 従者 ふた り に 担 が せ て 戦場 に 
運ん だ と いう 伝説 が ある 。 [装備 ] ヴ ェ イ グ 
[ 斬 攻 ]175[ 打 攻 ]122[ 術 攻 ]87[FG]52[ 強 
化 ]4[ 衝 撃 ]100[ 価 格 ]1385[ 入 手 ] (店 ) ア ニ 
カマ ル 、 バビ ログ ラー ド 

グレ ー ト ソー ド 

【 グ レー ト ソ ー ド 】 茹 武器 / 腕 の 立つ 剣士 
が 愛用 する 大 剣 。 柄 に 刀身 を 埋め 込ん 
だ だけ の 極め て 簡素 な 作り な が ら 、 威力 
は な か な か の も の 。 [装備 ] ヴ ェ イ グ [ 斬 
攻 1231[ 打 攻 ]162[ 術 攻 ]116[FG]69[ 強 
化 ]4[ 衝 撃 1100[ 価 格 ]2260[ 入 手 ] (店 ) ラジ 
ダー ピ ビビ スタ 

グロ ウィ イン 

【 グ ロウ イン 】 茹 武器 竜巻 の 描か れ た タ 
ロッ トカ ー ド 。 使用 者 の 魔力 を 編み 、 巨大 
な 力 に 変え る 。 フォ ルス の 集結 する 様子 は 
まさ に 竜巻 さながら で 、 それ を 見 て 生き て 
帰っ た も の は いな いと いう 。 [装備 ] ヒ ル ダ 
[ 斬 攻 ]152[ 打 攻 ]46[ 術 攻 ]131[FG]130[ 強 
化 ]5[ 衝 撃 ]40[ 価 格 ] 一 [入手 ] ( 変 ) ソ ウル カ 
クワ ン シ ジャル 

【 ク ワン ジャ ル 】 囲 武器 ノボ ディ が 短め の 
トン ファ ー。 先端 部 に は か な り 重 量 の あ 
る 金属 が 装着 され て お り 、 肘 ご と 打ち 出 
し て 攻撃 する と 殺傷 能力 が 高まる 。 蒼 獣 


に 仕え を る も の が 愛用 し た と いう 伝承 が あ 
る 。 [装備 ] マ オ [ 斬 攻 ]60[ 打 攻 ]238[ 術 
攻 ]85[FG]63[ 強 化 ]5[ 衝 撃 1100[ 価 格 ] 一 
[入手 ] ( 変 ) スチ ー ル トンファー、( 宝 ) カレ 
ギア 城 

ゲン ダニ ル 

【 グ ング ニル 】 罰 武器 /「 人 貫く 」 と いう 名 
の 必殺 の 槍 。 左右 の ウィ ング が 大 きく 開い 
た デザ イン に な っ て あお り 、 一 度 突き 刺し た 
あと さら に 切り 裂 い て ダメ ー ジ を 与え る 。 
要 を 広げ た 鳥 の 意匠 は 、 殺傷 を 目的 に つ 
くら れ て いる こと を 忘れ させ る 美 し さ 。 [ 装 
備 ] ユ ー ジ ー ン [ 斬 攻 1]240[ 打 攻 ]231[ 術 
攻 ]153[FG]76[ 強 化 15[ 衝 撃 1100[ 価 格 ] 一 
[入手 ] ( 変 ) ギ サ ル メ 、 ( 宝 ) カレ ギア 城 

ゲイ ボル グ 

【 ゲ イボ ル グ 】 牙 武器 極北 の 伝 基 に 名 を 
残す 勇者 の 愛用 し た 槍 。 悲劇 の 最期 を 遂 
げた 英雄 の 神速 の 突き は 、 類 ま れ な 三叉 
の 槍 が 生み 出し た も の だ と いわ れ て いる 。 
[装備 ] ユ ー ジ ー ン [ 斬 攻 ]260[ 打 攻 ]105[ 術 
攻 ]140[FG]210[ 強 化 ]5[ 衝 撃 160[ 価 格 ] 一 
[入手 ] ( 変 ) シ ョ ウズ リ 

ゲイ リュ イオ ン 

【 ゲ イリ ュ イ オン 】 陣 武 器 / 持 つ 者 を 不幸 
に 陥れ る と いう 魔性 の 杖 。 強い 呪 力 を 秘 
め た この 杖 を 使い こなせ る か は 使用 者 次 
第 。 [装備 ] ア ニー[ 斬 攻 ]297[ 打 攻 ]375[ 術 
攻 ]243[FG]71[ 強 化 ]5[ 衝 撃 ]140[ 価 格 ] 一 
[入手 ] ( 変 ) ホ ー リ ィ ス タッ フ 、 ベル サス 港 の 
アイ テム 交換 イベ ント 


サイ ズ 

【 サ イズ 】 藻 武器 / 死 の 使い の 大 鎌 。 巨大 
な 丸 先 は た っ た ひと 振り で 相手 の 胴 を 骨 ご 
と 断つ 。 福 々 し い 名 前 と は 裏腹 に 発祥 は 農 
具 か ら 。 [装備 ] ユ ー ジ ー ン [ 斬 攻 ]445[ 打 
攻 ]178[ 術 攻 ]243[FG]121 [強化 ]5[ 衝 
撃 ]100[ 価 格 ]8680[ 入 手 ] (店 ) モ クラ ド 村 
サイ ティ 

【 サ イ テ ィ 】 罰 武器 / ス タッ ド を つけ て 威力 
を 高め た グロ ー プ ブ 。 思わ ぬ 事 故 を 招く こと 
が ある の で 、 普段 は 外し て お く こ と 。 [装備 ] 
ティ トレ イ [ 斬 攻 134[ 打 攻 ]114[ 術 
攻 ]46[FG]198[ 強 化 13[ 衝 撃 155[ 価 
格 ]990[ 入 手 ] (店 ) サ ニ イ タ ウン 、 アニ カマ ル 
ジス トロ シー ズ 

【 ジ スト ロ シ ー ズ )】 四 武 器 / 地 下水 脈 を 探 
り 当 て 、 乾い た 大 地 を 潤す 力 を 持つ 杖 。 
心 さ えも 癒し て くれ る 。 [装備 1 アニ ー[ 斬 


2-1 ※ 印 の つい て いる も の の 内 容 に 関し て は 、 編集 部 が 独自 に 推察 、 想像 し た も の で す 。 


攻 ]281[ 打 攻 ]243[ 術 攻 ]123[FG]101[ 強 
化 ]5[ 衝 撃 ]110[ 価 格 ] 一 [入手 ] ( 変 ) ホ ー ン 
ロッ ド 

ジブ ルッ ト 

【 ジ ブル ッ ト 】 罰 武 器 / 携 帯 に 便利 な 小型 
の トン ファ ー。 短い 筒 の 多重 構造 に た っ て 
お り 、 使用 の 際 に は 引っ 張り 出し て 棒状 
に する 。 大 き さ ゆ え ぇ に 物理 的 な 攻撃 能力 は 
平均 的 な もの だ が 、 その ぶん 導 術 の 威力 
を 高め る 力 が 込め られ て お り 、 術 師 の 護身 
用 の 武器 と し て 人 気 が 高い 。 [装備 ] マ オ 
[ 斬 攻 ]93[ 打 攻 ]234[ 術 攻 ]227[FG]117[ 強 
化 15[ 衝 撃 ]80[ 価 格 ] 一 [入手 ] ( 変 ) シ ル バ 
ー ト ン フ ァ ー 

シャ イニ ング カー ド 

【 シ ャ イニ ング カー ド 】 藻 武器 希望 の 灯 
火 と し て の 太陽 を 掲げ た タロ ッ ト カ ー ド 。 心 
の 闇 を 蔽 う 。 [装備 ] ヒ ル ダ [ 斬 攻 ]282[ 打 
攻 ]85[ 術 攻 ]325[FG]226[ 強 化 15[ 衝 
撃 ]40[ 価 格 ]11280[ 入 手 ] (店 ) モ クラ ド 村 
シャ イニ ング ロッ ド 

【 シ ャ イニ ング ロッ ド 】 田 武器 の 強い 魔力 
が 込め られ た 杖 。 使用 者 の 脈 動 に 感応 し 
て 科 光 を 発する た め 、「 輝 ける 命 」 の 別名 
で 呼ば れる 。 [装備 ] ア ニー[ 斬 攻 ]367[ 打 
攻 ]459[ 術 攻 1229[FG]125[ 強 化 15[ 衝 
撃 ]170[ 価 格 ]16200[ 入 手 ] (店 ) ベ ル サ ス 、 
モク ラド 村 

ジャ グ ナ 

【 ジ ャ グ ナ 』】 四 武 器 プ 大型 の トン ファ ー。 先 
端 に 巨大 な 鉄 球 が つい て お り 、 お も に 鉄 
球 に よる 殺傷 に 重点 が お か れ て いる 。 
[装備 ] マ オ [ 斬 攻 185[ 打 攻 ]1213[ 術 
攻 ]186[FG]106[ 強 化 ]14[ 衝 撃 190[ 価 
格 ]3480[ 入 手 ] (店 ) ピ ピス タ 、 ノル ゼン 

し ゃ みせ ん 

【 三 味 線 】 罰 武 器 ノ 気 位 高 く 自由 春 放 な 、 
美しい 動物 の 皮 を 使用 し た 楽器 。 ぞ ん ざ 
い に 使 い 続 け て いる と 化け て 出る の で 大 
切 に 扱う こと 。 か つぐ 姿 が 似合う よう に な 
る と 、 ちょ っ と 嵐 っ ぽい 女 に な れ た 証拠 。 
[装備 ] ア ニー[ 斬 攻 180[ 打 攻 ]120[ 術 
攻 ]200[FG]109[ 強 化 ]5[ 衝 撃 ]50[ 価 格 ] 一 
[入手 ] ( 変 ) フェ イス タッ フ 

ショ ヴ ス リ 

【 シ ョ ヴ ス リ 】 藻 武器 / 柄 を や や 短め に し 、 
乱戦 で の 使い 勝手 を 追求 し た 槍 。 取り 回 
し が 容易 な の で 剣 を 振る う 感 覚 で 使用 で 
き 、 小柄 な 人 間 が 扱う の に も 向い て いる 。 
[装備 ] ユ ー ジ ー ン [ 斬 攻 1221[ 打 攻 ]88[ 術 
攻 ]121[FG]60[ 強 化 14[ 衝 撃 1120[ 価 
格 ]2420[ 入 手 ] (店 ) バビ ログ ラー ド 、 バル 
カ 、 ラ ジル ダ 


(武器 》 ジ ブル ッ ト ー スタ ー カ ー ド 


シル バー アー ムズ ※* 

【 シ ル バ ー ア ー ム ズ j 茹 武器 / 魔 よ け の 銀 
の 鈴 を 埋め 込ん だ グロ ー ブ 。 不 光 な る も の 
に と くに 威力 を 発揮 する と いわ れ 、 鈴 の 涼 
や か な 音色 と は 裏腹 に [浄化 の こぶ し 」 と 
いう 漢 く さい ふた つ 名 が つい て いる 。 [ 装 
備 ] ティ トレ イ [ 斬 攻 169[ 打 攻 1229[ 術 
攻 ]93[FG]197[ 強 化 15[ 衝 撃 ]170[ 価 
格 ]5755[ 入 手 ] (店 ) ノ ル ゼ ン 、 ベル サス 
シル バー カー ド 

【 シ ル バ ー カ ー ド ]】 牙 武器 / 銀 板 を ご く 薄 
く 加 工 し た タロ ッ ト カ ー ド 。 鏡 と し て も 使 
用 で きる 。[ 装 備 ] ヒ ル ダ [ 斬 攻 ]213[ 打 
攻 ]64[ 術 攻 1245[FG]171[ 強 化 15[ 衝 
撃 160[ 価 格 ]6640[ 入 手 ] (店 ) ノル ゼン 、 ベ 
ル サ ス 

シル バー トン ファ ー 

【 シ ル バ ー ト ン フ ァ ー】 茹 武器 / 魔 を 蔽 う 
と され る 銀製 の トン ファ ー。 側面 に は 美 し 
い 浮 き 彫 り が 施さ れ て お り 、 武器 で あり な が 
ら も 芸術 品 の ご と き 気 品 さえ 漂う 。 [装備 ] マ 
オォ [ 斬 攻 ]74[ 打 攻 ]185[ 術 攻 ]162[FG] 
93[ 強 化 ]4[ 衝 撃 ]70[ 価 格 ]2710[ 入 手 ]( 店 ) 
ラジ ル ダ 、 ビビ スタ 

シン ガー タ 

【 シ ン ガ ー タ 】 罰 武 器 / 四 方 人 方 に 突き 出 
た トゲ が 痛々 し い グ ロー ブ 。 誤っ て 自分 が 
ケガ し な いよ う 、 普段 は 取り 外し て お く と 
安全 。 [装備] ティ トレ イ [ 斬 攻 ]54[ 打 
攻 ]181[ 術 攻 ]47[FG]178[ 強 化 15[ 衝 
撃 ]140[ 価 格 ] 一 [入手 ] ( 変 ) アイ アン アー ム 
ズ 、( 宝 ) イー フォ ン の 聖 殿 

スコ ー ピ オン 

【 ス コー ピオ ン 】 落 武器 /「 砂 漠 の 大 サ ソ 
リ 」 の 異名 を 持つ 槍 。 刃 が さま ざま な 方 
向 に 向い て お り 、 多彩 な 攻撃 が 可能 。 体 
に 深く 突き 刺さ る と 穂先 が 食い 込ん で な 
か な か 外れ な いた め に 、 軽装 の 格闘 家 
た ち に は 非常 に 恐れ られ て いる 。 [装備 ] 
ユー ジー ン [ 斬 攻 ]293[ 打 攻 ]117[ 術 
攻 ]160[FG]80[ 強 化 14[ 衝 撃 ]1100[ 価 
格 ]4110[ 入 手 ] (上 店) ピピ スタ 、 ノル ゼン 


すす 

【 す ず 】 罰 武 器 ノ 両手 に 握っ て 振っ て も よ 
し 、 片手 に 持ち 、 空い た ほう の 手 で 手首 
を 打つ よう に し て 鳴ら し て も よし 。 鈴 の 部 分 
が 当たる と 意外 と 痛い 。 [装備 ] テ ィ ト レイ 
[ 斬 攻 ]21[ 打 攻 ]115[ 術 攻 ]43[FG]134[ 強 
化 ]5[ 衝 撃 ]40[ 価 格 ] 一 [入手 ] ( 変 ) サ イ テ ィ 

スタ ー カ ー ド 

【 ス ター カー ド 】 牙 武器 ン 星 の 紋様 が 刻ま 
れ た タロ ッ ト カ ー ド 。 味 方 に は 吉兆 を 、 敵 
に は 凶 兆 を も た ら す 。[ 装 備 ] ヒ ル ダ [ 斬 
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(武器 ) ス チー ルアー ムズ 一 チェ ンク ンチ ェ 


[ソル チ フ ェ ン デイ ー] 


攻 ]140[ 打 攻 ]42[ 術 攻 ]161[FG]112[ 強 
化 ]4[ 衝 撃 150[ 価 格 ]1935[ 入 手 ] (店 ) バビ 
ログ ラー ド 、 パ ルカ 、 ラン ル ゲ 
スチ ー ル アー ムズ 

【 ス チー ルアー ムズ 】 茹 武器 / 防 御 力 を 高 
め る た め に 、 手首 の ほう まで 保護 で きる グ 
ロー ブ 。 [装備 ] ティ トレ イ [ 斬 攻 ]152[ 打 
攻 ]173[ 術 攻 ]70[FG]149[ 強 化 14[ 衝 
撃 ]85[ 価 格 ]13390[ 入 手 ] (店 ) ラ ジル ダ 、 ピ 
ピス タ 

スチ ー ル トン ファ ー 


【 ス チー ルト ン フ ァ ー】 罰 武 器 ノ 全身 鋼鉄 


製 の トン ファ ー。 芯 まで ぎっ ちり つま っ て 
いる の で 非常 に 重い 。 楽に 扱え る よう に 
な る ころ に は 、 腕 力も 相当 の も の に な る 。 
[装備 ] マ オ [ 斬 攻 ]56[ 打 攻 ]140[ 術 
攻 ]122[FG]70[ 強 化 14[ 衝 撃 190[ 価 
格 ]1615[ 入 手 ] (店 ) アニ カマ ル 、 バビ ログ 
ラー ド 

スパ イカ ー 

【 ス パイ カー】 罰 武器 / 東 に し た トゲ を 先 
端 に 取り つけ た トン ファ ー。 これ で 突 か れ 
る と 問 絶 する 。 殺傷 行為 を 意識 し て 作ら れ 
て お り 、 見 た 目 も 護身 用 と いう 言葉 に は 程 
遠い 凶悪 さき が ある 。 [装備 ] マ オ [ 斬 
攻 ]37[ 打 攻 ]92[ 術 攻 181[FG]46[ 強 
化 ]3[ 衝 撃 ]70[ 価 格 ]460[ 入 手 ] (店 ) ミ ナー 
ル 、 ペ ト ナ ジャ ンカ 

スピ アー 

【 ス ピア ー】 罰 武器 ノ 科 素 な 槍 。 武具 屋 
で 扱わ れ て は いる が 、 武器 と し て 仕立 て ら 
れ た の で は な く 、 猟 で 使用 する る の を 若干 
強化 し た だ け の も の 。 [装備 ] ユ ー ジ ー ン [ 斬 
攻 ]110[ 打 攻 ]44[ 術 攻 ]60[FG]30[ 強 
化 ]3[ 衝 撃 ]120[ 価 格 ]420[ 入 手 ] (店 ) スー 
ルズ 、 ミ ナー ル 

セイ クレ ッ ド 

【 セ イク レッ ド 】 茹 武器 ノ 清 廉 な 愛 を 象徴 
する タロ ッ ト カ ー ド 。 恋愛 成就 の お 守り と し 
て も よし 。 [装備 ] ヒ ル ダ [ 斬 攻 ]465[ 打 
攻 ]140[ 術 攻 ]198[FG]180[ 強 化 15[ 衝 
撃 ]60[ 価 格 ] 一 [入手 ]( 変 ) ム ー ン カー ド 、( 宝 ) 
ユリ ス の 領域 ・ 中 層 

セイ ロス タ 

【 セ イロ スタ 】 茹 武器 / 水 が め の 描 か れ た 
タロ ッ ト カ ー ド 。 な みな み と 水 を た た えた か 
め の ご と く 、 術 者 の 持つ 魔力 を 蓄積 し 、 一 
気 に 開放 する 。 豊 生 の シン ボル と し て 尊 ば 
れる 。 [装備 ] ヒ ル ダ [ 斬 攻 ]178[ 打 攻 ]53[ 術 
攻 ]206[FG]134[ 強 化 ]5[ 衝 撃 ]50[ 価 格 ] 一 
[入手 ] ( 変 ) スタ ー カ ー ド 、 キョ グエン 近郊 の 
小屋 の アイ テム 交換 イベ ント 

セプター 


【 セ プター】 茹 武器 / 夜 空 の 星 の ご と くき 
ら め く 宝石 が は め 込 まれ た 杖 。 フォ ルス 能 
力 発 動 の 媒体 と し て だ け で な く 、 お し ゃ れ 
の 小道 具 と し て 王侯 貴族 が 愛用 する こと も 
ある 。 [装備 1 アニ ー[ 斬 攻 1138[ 打 
攻 ]173[ 術 攻 186[FG]47[ 強 化 13[ 和 
撃 ]140[ 価 格 ]645[ 入 手 ] (店 ) ペ トナ ジャ ン 
カ 、 サ ニ イ タウ ン 

ソウ ルカ ー ド 

【 ソ ウル カー ド ] 茹 武 器 / 魂 の 紋様 が 刻ま 
れ た タロ ッ ト カ ー ド 。 使い 続け る うち に 術 者 
の 魂 が 宿る と いう 。 持ち 主 の 死期 が 近く な 
る と 紋様 が 薄れ て くる の で 、 気 が 小さ い 人 
に は 使え な い 。 [装備 ] ヒ ル ダ [ 斬 攻 ]122[ 打 
攻 ]137[ 術 攻 ]140[FG]98[ 強 化 ]4[ 和 
撃 ]60[ 価 格 ]1500[ 入 手 ] (店 ) アニ カマ ル 、 
バビ ログ ラー ド 、( 敵 ) ミ リッ ツァ 
ソウ ル セ プ ター 

【 ソ ウル セプター】 茹 武器 / 法 陣 師 の 魂 が 
封じ られ た 杖 。 ゆえ に 意 の 犠牲 と な っ た 
法 陣 師 の 数 し か 存在 し な い 。 若い 女 術 師 
の 魂 入 り の も る の は レア で 人 気 も 高い と いわ 
れる 。 [装備 ] ア ニー[ 斬 攻 ]183[ 打 
攻 ]228[ 術 攻 ]114[FG]62[ 強 化 14[ 衝 
撃 ]110[ 価 格 ]1730[ 入 手 ] (店 ) アニ カマ ル 、 
バビ ログ ラー ド 

ソル チ フ ェ ン ティ ー 

【 ソ ル チ フ ェ ン ディ ー】 区 武 器 ノ と ある バイ 
ラス の 巨大 な 角 を 用 いて 創 られ た 魔 剣 。 
剣 と し て ヒト に 使役 され る こと と な っ た 自ら 
の 生 を 呪う か の よう に 、 すさ まじ い 勢 いで 
バイ ラス の 血 肉 を すす る 。 それ ゆえ 圧倒 的 
な 威力 を 誇る が FG が まっ た く 回 復 し な い 。 
[装備 ] ヴ ェ イ グ [ 斬 攻 ]519[ 打 攻 ]519[ 術 
攻 ]319[FG]0[ 強 化 ]5[ 衝 撃 ]1120[ 価 格 ] 一 
[入手 ] ( 変 ) イ ヤー ソー ド 


寺 


チェ イロ バー 

【 チ ェ イ ロバ ー】 罰 武 器 ノ 鎌 状 の 刃 が 仕込 
まれ た トン ファ ー。 殴る と 同時 に ざっ くり と 切 
りつ ける 。 深い 紺碧 の ボディ は 非常 に 洗練 
され た 印象 で 、 おしゃ れ 小 物 と し て 特に 若 
い 男 性 術 師 に 人 気 が 高 い 。 [装備 ] マ オ [ 斬 
攻 ]113[ 打 攻 ]1281[ 術 攻 ]246[FG]141[ 強 
化 ]5[ 衝 撃 190[ 価 格 19295[ 入 手 ] (店 ) ベ ル 
サス 、 モク ラド 村 

チェ ンク ンチ ェ 

【 チ ェ ン クン チェ 】 罰 武 器 / 丸 を 装着 し た 
金属 の 輪 で 、 本 来 は 舞踏 の 小道 具 と し て 
用 いら れ て きた も の 。 軽やか な ステ ッ プ 


2-1 ※ 印 ひつ いて いる も の の 内 容 に 関し て は 、 編集 部 が 独自 に 推察 、 想像 し た も の で す 。 


で な ぎ 払 う よ う に 斬り つけ る 。 指 で くる く 
る と 回 し て 遠心 力 を つけ れ ば 、 飛び 道具 
と し て の 威力 も 相当 の も の に な り 、 女性 の 
格闘 家 の な か に は 隠し 武器 と し て 愛用 す 
る 者 も 少な く な い 。 [装備 ] ティト レイ [ 斬 
攻 ]241[ 打 攻 ]73[ 術 攻 ]78[FG]201[ 強 
化 15[ 衝 撃 ]145[ 価 格 ] 一 [入手 ] ( 変 ) ス チー 
ルアー ムズ 、( 宝 ) ネ レ グ の 塔 

ツウ ェ イ セル 

【 ツ ウェ イセ ル ]】 罰 武 器 ノ 聖なる 刃 を 備え 
た 武器 。 柄 を 握っ て 相手 に 繰り 出し 、 え ぐ 
る よう に し て 斬り つけ る 。 命 を 奪う と 引き 換 
え ぇ に 、 魂 を 浄化 する 。 [装備 ] テ ィ ト レイ [ 斬 
攻 ]471[ 打 攻 ]117[ 術 攻 ]169[FG]317[ 強 
化 ]5[ 衝 撃 ]55[ 価 格 ] 一 [入手 ] ( 変 ) フ ォ ル テ 
ィ ア ー ム ズ 

ティ アボ リッ ク 

【 デ ィ ア ボリ ッ ク 】 武 器 / 全 身 が 笑 の う 
ろ こ で 杉 わ れ て いる と いう 、 伝説 の バイ ラ 
ス を 模 し た 槍 。 穂先 に は モデ ル と な っ た バ 
イラ ス の 牙 が 使わ れ て いる と され 、 載 音 と 
と も に 繰り 出さ れる 一 撃 は 、 すべ て を な ぎ 
払う 。 強大 な 威力 を 誇る が FG が 一 切 回 復 
し な く な る の で 、 武器 の 潜在 能力 を 最大 限 
に 発揮 で きる か どう か は 使用 者 の 技量 に 
か か っ て いる 。 [装備 ] ユ ー ジ ー ン [ 斬 
攻 ]1550[ 打 攻 ]1347[ 術 攻 ]327[FG]0[ 強 
化 ]5[ 衝 撃 1200[ 価 格 ] 一 [入手 ] ( 変 ) サ イズ 
ディ スト ラン ゲ 

【 デ ィ ス トラ ン ゲ 】 茹 武器 / 獅 子 の 魂 を 封 
じ た グ ロー ブ 。 百獣 の 王 の ご と き 強 さ を 見 
せる 。 公衆 浴場 で よく 見 られ る 吐 水 口 を 
元 に 考案 され た と か 。 [装備] ティ トレ イ [ 斬 
攻 ]241[ 打 攻 ]241[ 術 攻 ]75[FG]1209[ 強 
化 ]5[ 衝 撃 ]70[ 価 格 ] 一 [入手 ] ( 変 ) バ グ ナ 
ウ 、 ベル サス 港 の アイ テム 交換 イベ ント 
ティ ファ レー ト 

【 テ ィ フ ァ レ ー ト 】 茹 武器 バイ ラス の 骨 で 
作っ た 杖 。 ナイ フ の よう に 研ぎ 澄 ま さ れ 
た 先端 で 切り 裂き 、 頑丈 な 頭 部 で 叩き 割 
る 。 FG が 回 復 し な い 。 [装備 ] ア ニー[ 斬 
攻 ]693[ 打 攻 ]302[ 術 攻 1367[FG]0[ 強 
化 ]5[ 衝 撃 ]170[ 価 格 ] 一 [入手 ] ( 変 ) グ ラン 
ド セ プ ター 

ディ フェ ンダ ー 

【 デ ィ フ ェ ン ダー】 罰 武 器 / 細 身 の 美 し い 
剣 で 、「 守 る も の 」 の 名 の 通り 、 城 を 守護 す 
る 近衛 兵 の 儀礼 用 の 剣 と し て 多く 用 いら 
れ て いる 。 威力 が 重視 され て いる わけ で 
は な い の で 、 さ ほど 実戦 を 意識 し た 性 能 で 
は な い 。 細 い 刀 身 を 利用 し 、 斬る と いう よ 
り 突き 刺し て 傷 を 負わ せる 。 [装備 ] ヴ ェ イ 
グ [ 斬 攻 ]115[ 打 攻 ]81[ 術 攻 ]58[FG]35[ 強 


(武器 》) ツ ウェ イセ ル 一 ネー トス タン ゲ 


化 ]13[ 衝 撃 180[ 価 格 ]630[ 入 手 ] (店 ) ミ ナー 
ル 、 ペ トナ ジャ ンカ 

デュ オニ クス 

【 デ ュ オ ニク ス 】 罰 武 器 / 内 部 か ら 放 た れ 
る 魔力 で 、 周り に 緑 を 茂 ら ちせ て いた と い 
う 杖 。 自ら 作り 上 げた 湿原 の な か で 眠り 
続け て いた が 、 近年 と ある 冒険 家 の 手 に 
よっ て 俗 世 に 現れ た と いう 。[ 装 備 ] ア ニ 
ー[ 斬 攻 1341[ 打 攻 ]254[ 術 
攻 ]328[FG]178[ 強 化 ]5[ 衝 撃 190[ 価 格 ] 一 
[入手 ] ( 変 ) シャ イニ ング ロッ ド 

テル ケル ティ 

【 デ ルケ ル テ ィ 】 茹 武器 / 褐 々 し い バ イラ 
ス を 描い た タロ ッ ト カ ー ド 。 カ ー ド が 術 者 の 
精神 を 触 み FG が まっ た く 回 復 し な く な る た 
め 、 使 いこ な せ ば 脅威 と な る が 代償 も 大 き 
い 。 [装備 ] ヒ ル ダ [ 斬 攻 1313[ 打 攻 ]94[ 術 
攻 1504[FG]0[ 強 化 ]5[ 衝 撃 ]75[ 価 格 ] 一 
[入手 ] ( 変 ) シ ャ イニ ング カー ド 

デル トル ー イ 

【 デ ルト ルー イ ]】 牙 武器 / 血 染め の 贅 を 求 
め る 呪 わ れ た 魔 槍 で 、 刃 は 片刃 の 曲 刀 。 
術 攻撃 力 を すべ て 犠牲 に し て 、 ひ た すら 
に 斬り 続け る 。 [装備 ] ユ ー ジ ー ン [ 斬 
攻 1411[ 打 攻 ]121[ 術 攻 ]0[FG]100[ 強 
化 ]5[ 笑 撃 180[ 価 格 ] 一 [入手 ] ( 変 ) ス コー 
ピオ ン 、 モク ラド 村 の 退役 軍人 の お じい ち 
ゃ ん か ら も ら う 

トラ イデ ント 

【 ト ライ デン ト 】 革 武 器 ノ 海賊 た ち が 好 ん 
で 使っ た と いわ れる 三叉 の 槍 。 外 と し て 使 
えば 魚 も 獲れ る と いう 便利 な 一 品 。 [装備 ] 
ユー ジー ン [ 斬 攻 1336[ 打 攻 ]135[ 術 
攻 ]184[FG]92[ 強 化 15[ 衝 撃 ]1120[ 価 
格 ]5315[ 入 手 ] (店 ) ノレ ゼン 、 ベル サス 


ナタ ー ル 

【 ナ ター ル 】 罰 武 器 ノ ボディ 全体 に 細か な 
刃 が 埋め 込ま れ た トン ファ ー。 相手 に 当て 
た と き に 多数 の 裂傷 を 作る た め 、 斬 撃 に 
よる 殺傷 能力 は か な り の も の 。 ア ウト ロー 
の トン ファ ー 職 人 と し て 名 高い ナタ ー ル は 、 
の ち に 自分 の 名 を 冠 し た この 武器 で 暗殺 
され て いる 。 [装備 ] マ オ [ 斬 攻 1380[ 打 
攻 ]380[ 術 攻 ]216[FG]166[ 強 化 15[ 衝 
撃 ]120[ 価 格 ] 一 [入手 ] ( 変 ) チ ェ イ ロバ ー 
ネー トス タン ゲ 

【 ネ ー ト スタ ン ゲ 】 罰 武 器 プ 死刑 執行 人 の 
剣 で その 名 も 「 斬 首 妃 」。 骨 ご と 断ち 切る 
た め に 刀身 は 非常 に 重く 、 刀 と いう より も 


[ディ アボ リッ ク ] 


[ティ ファ レー ト ] 
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《 武 器 ) バー ティ ロン ギ ー ヒュ ベリ オン 


鈍 番 に 近い 。 肉 を 引き ちぎ る よう に し て 斬 
る 「 ハル シュ タッ ト 」 に 妖しい 魔力 が 宿る と 、 
この 次 に 変貌 する と いわ れ て いる 。 [ 装 
備 ] ヴェ イグ [ 斬 攻 ]280[ 打 攻 ]196[ 術 
攻 1136[FG]87[ 強 化 ]5[ 衝 撃 ]120[ 価 格 ] 一 
[入手 ] ( 変 ) ハ ル シ ュ タッ ト 


バー ティ ロン ギ 

【 バ ー テ ィ ロ ン ギ 】 罰 武 器 ノ 無骨 な 拳 を 思 
わせ る グロ ー ブ 。 鈍い 輝き を 放つ 表面 は 
非常 に 硬く 、 相手 を 骨 ご と 粉々 に し て し ま 
う 。 相応 の 重量 が ある の で 、 手首 を し っ 
か り 鍛 えて お か な いと 、 思わ ぬ 人 怪我 を 招 
く 。 [装備 ] テ ィ ト レイ [ 斬 攻 ]140[ 打 
攻 ]465[ 術 攻 ]83[FG]274[ 強 化 15[ 衝 
撃 ]120[ 価 格 ] 一 [入手 ] ( 変 ) ジ ル ゴ 
ハイ ン デ ル タ 

【 ハ イン デル タ 】 藻 武器 / 古 代 カ レギ ア 語 
で 「 幸 せ の 鳥 」 の 意味 を 持つ タロ ッ ト カ ー 
ド 。 あら ゆる 東 縛 か ら の 解放 を 暗示 する 。 
[装備 ] ヒ ル ダ [ 斬 攻 ]233[ 打 攻 ]70[ 術 攻 ] 
223[FG]204[ 強 化 15[ 衝 撃 ]50[ 価 格 ] 一 [ 入 
手 ] ( 変 ) ホー リィ カー ド 、 モ クラ ド 村 ・ ナ イ 
ラ の 部 屋 

パグ ナウ 

【 バ グ ナ ウ ]】 罰 武 器 /「 虎 の 爪 」 を 意味 す 
る グロ ー ブ 。 3 本 の 物 爪 で 相手 を ず た ず た 
に 切り 裂く 。 [装備 1] ティ トレ イ [ 斬 攻 ]60[ 打 
攻 ]199[ 術 攻 ]80[FG]171[ 強 化 14[ 衝 
撃 ]70[ 価 格 ]4425[ 入 手 ] (店 ) ピ ピス タ 、 ノル 
ゼン 

バス ター ソー ド 

【 バ スタ ー ソ ー ド 】 罰 武 器 ノ 切っ 先 が 広 が 
っ た 大 振り の 剣 。 扱え る に 耐え る 腕力 と 技 
術 を 有する も の の 、 ひと た び 振 る えば 安定 
し た 威力 を 発揮 する 。 [装備 ] ヴ ェ イ グ [ 斬 
攻 ]152[ 打 攻 ]106[ 術 攻 ]76[FG]46[ 強 
化 ]3[ 衝 撃 ]120[ 価 格 ]1070[ 入 手 ] (店 ) サ ニ 
イタ ウン 、 デ ニカ ヤル 

バ デ レ ー ル 

【 バ デレ ー ル 】 國 武器 / ノ 刀身 の 重み で 対 
象 を 断ち 切る 反り 刀 。 重量 を 出す た め 
に 刃 は 厚く 、 ま た 折れ る の を 防ぐ た め に 
短め に 設計 され て いる 。 扱う 人 間 の 腕力 
次 第 で 、 さ ら な る 威力 の 増加 が 期待 で き 
る 。 [装備 ] ヴ ェ イ グ [ 斬 攻 ]132[ 打 攻 ]93[ 術 
攻 ]66[FG]40[ 強 化 13[ 衝 撃 1100[ 価 
格 ]825[ 入 手 ] (店 ) ペ ト ナ ジャ ンカ 、 サ ニ 
イタ ウン 

パ バフ ァ ー ダ ム * 


【 バ ファ ー ダ ム 】 菩 武器 ノ 山 合 部 の 先住 民 
族 の 意匠 を 凝ら し た トン ファ ー。 神 の 獣 と 
称え られ た 虎 の 紋様 が 刻ま れ 、 呪術 的 な 
力 が 込め られ て いた 。 近年 極北 の 館 に 持 
ち 込 まれ た と いう 噂 が ある 。 カレ ギア 王宮 で 
永久 展示 品 に 定め られ て いた が 、 数 百年 前 
に 行方 不明 と な っ て いる 。 [装備 ] マ オ [ 斬 
攻 ]150[ 打 攻 ]511[ 術 攻 ]382[FG]223[ 強 
化 ]5[ 衝 撃 ]180[ 価 格 ] 一 [入手 ] ( 変 ) フ ォ ル 
ディ トン ラファ ー、( 室 ) サ イグ ロー グ の 館 
ハル シュ タッ ト 

【 ハ ル シ ュ タッ ト 】 茹 武器 / 丸 の 先端 が 細 
くく びれ た 剣 。 突 きか ら の 殺傷 能力 を 高 
め る た め と いわ れ て いる が 、 詳し い 由来 
は カレ ギア 武器 防具 協会 に も わか ら な い 。 
[装備 ] ヴ ェ イ グ [ 斬 攻 ]201[ 打 攻 ]141[ 術 
攻 ]101[FG]60[ 強 化 ]4[ 衝 撃 180[ 価 
格 ]1775[ 入 手 ] (店 ) バビ ログ ラー ド 、 バル カ 、 
ラジ ル ダ 

バル スン ク 

【 バ ルス ンク 】 茹 武器 / 包 丁 を ヒン ト に 編 
み 出 され た 剣 で 、 柄 が 片側 に つい て いる 。 
長く 重い 刀身 を 相手 に ぶつ ける よう に し 、 
衝撃 で 叩き 切る と いっ た 感 が ある 。 毒々 
し い 色 が 印象 的 。[ 装 備 ] ヴ ェ イ グ [ 斬 
攻 ]302[ 打 攻 ]360[ 術 攻 ]183[FG]105[ 強 
化 ]5[ 衝 撃 ]160[ 価 格 ] 一 [入手 ] ( 変 ) エ スト 
ッ ク 、 スー ルズ サ プ ブイ ベン ト 

ハル ベル ト 

【 ハ ルベル ト 】 四 武 器 ノ / 逢 の よう な 刃 を 取 
り 入 れ 、 斬り 、 突き 、 殴り な ど さ ま ざま な 
攻撃 方 法 を 可能 に し て いる 。 い ぶし 銀 の 
輝き も 美しい 棋 。 [装備 ] ユ ー ジ ー ン [ 斬 
攻 ]254[ 打 攻 ]102[ 術 攻 ]139[FG]69[ 強 
化 ]4[ 衝 撃 ]140[ 価 格 ]3160[ 入 手 ] (店 ) ラ ジ 
ル ダ 、 ピピ スタ 

ビシ ュ ア 

【 ビ シュ ア 】 落 武器 / 朱 と 翠 の 姿 が 目 を 引 
く ト ン フ ァ ー。 材質 は 定か で は な い が 、 
邪 の 侵入 を 阻む と し て 宮殿 の 柱 に 利用 さ 
れる 、 硬質 な 石 と 見 られ て いる 。 持ち 主 
の FG 回 復 力 を 大 きく 高め 、 手数 の 多 さ を 
利用 し た 怒 湊 の 連続 攻撃 を 可能 に する 。 
[装備 ] マ オ [ 斬 攻 ]97[ 打 攻 ]296[ 術 
攻 ]209[FG]241[ 強 化 ]5[ 衝 撃 190[ 価 格 ] 一 
[入手 ] ( 変 ) 

ヒュ ベリ オン 

【 ヒ ュ ベ リオ ン 】 功 武器 / 斬 り 、 突き な ど さ 
ま ざ ま な 戦い か た を 可能 に する 使い や すい 
槍 。 要 持 つ 獣 王 が 使っ た と いう 伝承 が ある 。 
見 る 者 の 目 を 釘付け に する デザ イン は 、 じ つ 
に 優美 で 幻想 的 。[ 装 備 ] ユ ー ジ ー ン [ 斬 
攻 1350[ 打 攻 1350[ 術 攻 ]115[FG]70[ 強 


二 


2-1 ※ 印 の つい て いる も の の 内 容 に 関し て は 、 編集 部 が 独自 に 推察 、 想像 し た も の で す 。 


化 ]5[ 衝 撃 1140[ 価 格 ] 一 [入手 ] ( 変 ) ハ ル 
ベル ト 、( 宝 ) ネ レグ の 塔 

ファ ー セ ゼル ナー 

【 フ ァ ー ゼ ルナ ー】 臣 武器 / 星 の 並び を 示 
し た タロ ッ ト カ ー ド 。 表面 に 刻ま れ た 紋様 そ 
の も の が 刻々 と 姿 を 変え ん 、 そ れ 自 体 ひ と つ 
の 暗示 と な る 。 カー ド に は 珍し く 、 打撃 に よ 
る 攻撃 を 得意 と する 。 [装備 1] ヒルダ [ 斬 
攻 ]62[ 打 攻 ]207[ 術 攻 ]163[FG]117[ 強 
化 ]5[ 衝 撃 ]90[ 価 格 ] 一 [入手 ] ( 変 ) リ リッ ク 
カー ド 

ファ ルス テ ヴ ェ ル ン 

【 フ ァ ル ステ ヴェ ルン 】 罰 武 器 / 槍 の 形状 
を ヒン ト に 作ら れ た 剣 。 風 すら 切り 婚 く 
と いわ れる 丸 は カレ ギア に 現存 し な い 金 
属 で で き て お り 、 つね に 蒼い 光 を 発し て 
いる 。 大 地 に 聖 獣 の 加護 が 続く 限り 、 輝 
き を 縮 や さ な い 。 [装備] ヴェ イグ [ 斬 
攻 ]609[ 打 攻 ]426[ 術 攻 ]264[FG]161[ 強 
化 ]5[ 衝 撃 ]100[ 価 格 ] 一 [入手 ] ( 変 ) フォル 
ティ ソー ド 

フェ イス タッ フ 

【 フ ェ イ スタ ッ フ 】 軌 武器 ノ 森 に 隠れ 住む 
若い 術 師 が 鍛え た 杖 。 彼 女 の 性 格 を そ 
の まま 受け 継い だ らし く 、 非常 に 気まぐれ 
で 、 術 の 効果 に ひど いばら つき が 出る と 
いう ウワサ が ある 。 とき に は 災い も 招く と 
いわ れ 、 御 し きれ る 自信 の ある 者 で な い 
と 使用 は 危険 。[ 装 備 ] ア ニー[ 斬 
攻 ]159[ 打 攻 ]198[ 術 攻 ]99[FG]54[ 強 
化 ]3[ 衝 撃 ]170[ 価 格 ]825[ 入 手 ] (店 ) サ ニ 
イタ ウン 、 アニ カマ ル 

フォ ル テ ィ ア ー ム ズ 

【 フ ォ ル ティ アー ムズ )】 罰 武 器 ノ / 竜 の うろ 
こ を 模 し た グロ ー ブ 。 単なる 武器 と いう だ 
け で な く 、 使用 者 の フォ ルス 能力 を 引き 出 
す 媒 体 と し て も すばらし い 人 性 能 を 誇る 。 
[装備 ] テ ィ ト レイ [ 斬 攻 ]104[ 打 攻 ]348[ 術 
攻 ]141[FG]1299[ 強 化 15[ 衝 撃 170[ 価 
格 ]12150[ 入 手 ] (店 ) バル ヵ カ (イベ ント 後 ) 
フォ ル テ ィ カ ー ド 

【 フ ォ ル ティ カー ド 】 罰 武 器 プ 運命 を も ね 
じ 曲 げ 、 新 し い 道 を 切り 拓く タロ ッ ト カ ー ド 。 
強 じ ん な 精神 力 な くし て は 扱え な い 。 [ 装 
備 ] ヒ ル ダ [ 斬 攻 ]324[ 打 攻 ]97[ 術 
攻 ]373[FG]260[ 強 化 ]5[ 衝 撃 ]50[ 価 
格 ]14580[ 入 手 ] (店 ) バル カ ( イ ベン ト 後 ) 
フォ ル テ ィ ス タッ フ 

【 フ ォ ル ティ スタ ッ フ 】 罰 武 器 / 再 誕 の 運 
命 を 見 守る 杖 。 操 る に は 膨大 な 魔力 と 
強い 精神 力 が 必要 。[ 装 備 ] ア ニー[ 斬 
攻 1485[ 打 攻 ]607[ 術 攻 ]1303[FG]166[ 強 
化 ]5[ 衝 撃 1140[ 価 格 ]17010[ 入 手 ] (店 ) バ 


(武器 ) フ ァ ー ゼ ルナ ー ー ブラ ンカ ー ジ 


ルカ (イベ ント 後 ) 
フォ ル テ ィ ス ピア ー 

【 フ ォ ル ティ スピ アー】 茹 武器 ノ / 聖 殿 の 意 
匠 の も と に な っ た 、 粧 厳 な デザ イン の 槍 。 手 
に し た も の の 能力 を 引き 出し 、 そ の 力 は 海 
すら 割る と いわ れる 。 [装備 ] ユ ー ジ ー ン [ 斬 
攻 ]512[ 打 攻 ]205[ 術 攻 ]279[FG]140[ 強 
化 ]5[ 衝 撃 ]140[ 価 格 ]18225[ 入 手 ] (店 ) バ 
ルカ (イベ ント 後 ) 

フォ ル テ ィ ソ ー ド 

【 フ ォ ル ティ ソー ド 】 罰 武 器 ノ 運命 を 司る 
剣 。 選ば れ し 者 が 手 に する こと で 恐る べき 
力 を 発揮 する 。 力 な き 人 間 が 振る えば 、 剣 
の 力 に 飲ま れ て 命 を 落と すこ と も ある と い 
う 。 [装備 ] ヴ ェ イ グ [ 斬 攻 ]465[ 打 攻 ]326[ 術 
攻 ]233[FG]140[ 強 化 15[ 衝 撃 1100[ 価 
格 ]13365[ 入 手 ] (店 ) バ ルカ (イベ ント 後 )、 
( 英 ) ミ ル ハ ウス ト 

フォ ル テ ィ ト ン フ ァ ー 

【 フ ォ ル ティ トン ファ ー】 四 武器 / 大 型 の 美 
し い ト ン フ ァ ー。 使用 者 の 精神 に 感応 し 、 
フォ ルス 能力 を 最大 限 に 引き 出す 。 正義 を 
貫く 強い 心 を 持て ば 、 その 威力 は すさ まじ 
いも の に な る 。 [装備 ] マ オ [ 斬 攻 ]149[ 打 
攻 ]372[ 術 攻 ]326[FG]186 [強化]5[ 衝 
撃 ]80[ 価 格 ]15795[ 入 手 ] (店 ) バ ルカ (イベ 
ント 後 ) 

プラ チ ナ トン ファ ー 

【 プ ラチ ナ ト ン ファ ーj】 茹 武器 ノ 祭 儀 用 と 
し て 用 いら れる プラ チ ナ 製 の トン ファ ー。 
希少 な 金属 の た め 値 は 張る が 、 そ の ぶん 
威力 に は 信頼 が 置け る 。 [装備 ] マ オ [ 斬 
攻 ]129[ 打 攻 ]324[ 術 攻 ]283[FG]162[ 強 
化 ]5[ 衝 撃 ]80[ 価 格 ]12150[ 入 手 ] (店 ) バ 
ルカ (イベ ント 後 )、 モ クラ ド 村 
フラ ム ベ ル グ 

【 フ ラム ベル グ 】 蓄 武器 ノ 波 打つ 刃 を 持 
つ 大 剣 。 そ の 形状 と 鋳造 時 の 特殊 な 加 
工 に より 、 光 の 加減 で 刀身 が 括 を まとっ 
て いる よう に 見 える 。 肉 を えぐ り 取 りな 
が ら 切 りつ ける た め 、 傷跡 は 非常 に 醒 く 、 
生涯 消え る こと は な い 。 心 に も 体 に も 敗 
北 の 印 を 深く 刻む 忌 ま わ し き 剣 。 [装備 ] 
ヴェ イグ [ 斬 攻 1]352[ 打 攻 ]1246[ 術 
攻 ]176[FG]106[ 強 化 15[ 衝 撃 ]100[ 価 
格 ]8060[ 入 手 ] (店 ) ベ ル サ ス 、 モク ラド 村 
ブラ ンカ ー ジ 

【 ブ ラン カー ジ 】 罰 武器 ノバ イラ ス の アゴ 
を 用 いた 魔性 の トン ファ ー。 一 撃 目 は 先端 
部 を 突き 刺す よう に 放ち 、 そ の あと ね じ り 
な が ら 引 き 抜 き 、 最後 に 振り 下ろ し て 殴り 
つけ る 。 相手 の 肉 を が っ ちり と くわ え ぇ 込む 
の で 斬 撃 威力 が 非常 に 高い も の の 、 バイ 


[ファ ルス テ ヴ ェ ル ン ] 
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武器 》) ブ ラン ディ ッシュ ーー ミス リル アー ムズ 


ツル ナチ テッ ク 」 


と 


[マイ クロ フォ ン ] 


ラス の 魔性 の 影響 で FG が 回 復 し な く な 
る 。 [装備 ] マ オ [ 斬 攻 ]444[ 打 攻 ]150[ 術 
攻 ]363[FG]0[ 強 化 15[ 衝 撃 ]180[ 価 格 ] 一 
[入手 ] ( 変 ) プラ チ ナ トン ファ ー 
ブラ ン デ ィ ッ シュ 

【 ブ ラン ディ ッシュ j】 蓄 武器 ノ 派 手 な 朱色 
の グロ ー ブ 。 自己 主張 の 強い 人 に ぴっ た 
り 。 手首 の 部 分 に 返し た 輪 を 握り 込む と 、 
威力 が 大 きく 上 が る し くみ 。 [装備 ] テ ィ トレ 
イ [ 斬 攻 ]45[ 打 攻 ]151[ 術 攻 ]61[FG]129[ 強 
化 ]4[ 衝 撃 ]70[ 価 格 ]1615[ 入 手 ] (店 ) バビ 
ログ ラー ド 、 バル カ 、 ラジ ル ダ 

ブリ ガト リー ギ 

【 ブ リガ トリ ー ギ 】 茹 武器 ノ 暁 光 を イメ ー ジ 
し 、 バイ ラス の 角 を 加工 し て 作ら れ た 槍 。 
繊細 な 細工 が ほど こさ れ て いな が ら 、 その 
頑丈 さ は 人 智 の 及ぶ と ころ で は な い 。 と く 
に 殴打 に よる 攻撃 力 に 秀 で て いる 。 [ 装 
備 ] ユ ー ジ ー ン [ 斬 攻 1178[ 打 攻 1445[ 術 
攻 ]92[FG]184[ 強 化 ]5[ 衝 撃 ]160[ 価 格 ] 一 
[入手 ]( 変 ) ト ライ デン ト 

ブル ー ス ハー プ 

【 ブ ルー スハ ー プ 】 囲 武器 ププ ルー ス を 演 
奏する の に ふさ わし い コ ー ド で 作ら れ た ハ 
ー モ ニカ 。 孤独 な 魂 に 響く 哀 菊 漂う メロ ディ 
ー ラ イン が 、 憂い を 秘め た 唇 か ら つ む が れ 
る 様子 は 格別 。 [装備 ] ヒ ル ダ [ 斬 攻 139[ 打 
攻 ]130[ 術 攻 ]112[FG]119[ 強 化 15[ 衝 
撃 ]100[ 価 格 ] 一 [入手 ]( 変 ) ソ ウル カー ド 
フル ー リ ー 

【 フ ルー リー】 茹 武器 / カ レギ ア 海 軍 の 正 
規 装備 の ひと つ で あぁ ある 槍 。 取り立て て 
強力 な 品 で こそ な い が 、 左右 に 取り 付け ら 
れ た 小さ い 刃 が 殺傷 能力 を 高め る 。 [装備 ] 
ユー ジー ン [ 斬 攻 ]145[ 打 攻 ]158[ 術 攻 ] 
79[FG]40[ 強 化 13[ 衝 撃 ]100[ 価 格 ]705[ 入 
手 ] (店 ) ペ ト ナ ジャ ンカ 、 サ ニ イ タウ ン 
ブレ ディ ッ ト 

【 ブ レデ ィ ッ ト 】 罰 武器 / 穂 身 が 30cm 以 上 
に も な る 長槍 。 突 くだ け で な く 斬 る の も 
容易 。[ 装 備 ] ユ ー ジ ー ン [ 斬 攻 ]127[ 打 
攻 ]51[ 術 攻 ]69[FG]135[ 強 化 13[ 衝 
撃 ]120[ 価 格 ]545[ 入 手 ] (店 ) ミナ ー ル 、 ペ 
トナ ジャ ンカ 

ブロ ー ド ソー ド 

【 ブ ロー ド ソ ー ド 】 茹 武器 / 護 身 用 だ け で 
な く 人 簡単 な 工具 と し て も 利用 され る 安価 
な 剣 。 切れ味 は それ な りな の で 武器 と し 
て は 頼り な い が 、 刃物 に 慣れ て いな い 人 
で も 安心 し て 扱え る 。 [装備 ] ヴ ェ イ グ [ 斬 
攻 ]100[ 打 攻 ]70[ 術 攻 150[FG]30[ 強 
化 ]3[ 衝 撃 ]1100[ 価 格 ]300[ 入 手 ] (店 ) スー 
二 、 ミナール 


ペイ ルド ラグ 

【 ペ イル ドラ グ 】 罰 武 器 / 見 る も の を 圧倒 
する 巨大 な 両刃 の 剣 。 切 れ 味 その も の よ 
り も 、 刀身 全体 を 使っ た 打撃 が 強力 。 並 
の 剣士 で は 持ち 上 げ る こと すら か な わな 
い 。 [装備 ] ヴ ェ イ グ [ 斬 攻 1382[ 打 
攻 ]531[ 術 攻 136[FG]83[ 強 化 15[ 衝 
撃 ]240[ 価 格 ] 一 [入手 ] ( 変 ) フ ラム ベル グ 、 
( 宝 ) ユ リス の 領域 ・ 下 層 

ベル ナ テ ッ タ 

【 ベ ルナ テッ タ 】 四 武 器 / こ の 世 の 理 すら 
ね じ 曲 げ る と いう 究極 の 杖 。 ひ と た び 手 
に し た 者 は 、 人 の 生死 すら 思う が まま に 
操る と いう 。 [装備 ] ア ニー[ 斬 攻 1500[ 打 
攻 ]727[ 術 攻 ]420[FG]240[ 強 化 15[ 衝 
撃 ]140[ 価 格 ] 一 [入手 ] ( 変 ) フォ ル テ ィ ス タ 
ッ プ 

ポー リィ カー ド 

【 ホ ー リ イィ カード 】 蓄 武器 / 聖 別 さ れ た 特 
別 な タロ ッ ト カ ー ド 。 賭博 に 使う と 凛 が 当 
た る 。 [装備 ] ヒ ル ダ [ 斬 攻 1185[ 打 攻 ]56[ 術 
攻 ]213[FG]149[ 強 化 14[ 衝 撃 150[ 価 
格 ]3160[ 入 手 ] (店 ) ピ ピス タ 、 ノル ゼン 
ホー リィ スタ ッ フ 

【 ホ ー リ ィ ス タッ フ 】 田 武器 神聖 な 儀式 
に 用 いら れる 杖 。 邪 を 灰 う オー ラ を 放ち 、 
陣 術 を 使用 する 際 の 媒体 と し て も 珍重 され 
る 。 [装備 ] ア ニー[ 斬 攻 1278[ 打 攻 ]347[ 術 
攻 ]173[FG]195[ 強 化 14[ 衝 撃 ]140[ 価 
格 ]3795[ 入 手 ] (店 ) ピ ピス タ 、 ノル ゼン 
ホー ン ロ ッ ド 

【 ホ ー ン ロッ ド 】 罰 武 器 / 獣 の 角 か ら つ く 
られ た 杖 。 高い 魔力 が 宿る と され る 、 老 
いた 獣 の 角 を 用 いた も の ほど 高価 。[ 装 
備 ] ア ニー[ 斬 攻 ]210[ 打 攻 ]262[ 術 
攻 ]131[FG]72[ 強 化 14[ 衝 撃 ]1140[ 価 
格 ]2260[ 入 手 ] (店 ) バビ ログ ラー ド 、 バル 
カ 、 ラジ ル ダ 


マイ クロ フォ ン 

【 マ イク ロフ ォ ン 】 茹 武器 / 有 能 な 演奏 家 
が そろ っ て も 、 や は り 唄 い 手 が いな いこ と 
に は 始ま ら な い 。 渋み が か っ た 中 年 の 魅 
力 で うら 若き 乙女 た ち を 片っ端 か ら ノ ッ ク 
アウ ゥ ト 。 魂 の 叫び が ここ に ある 。 [装備 ] ユ 
ー ジ ー ン [ 斬 攻 ]90[ 打 攻 ]120[ 術 
攻 ]40[FG]90[ 強 化 ]5[ 衝 撃 ]140[ 価 格 ] 一 
[入手 ] ( 変 ) ヤ ンタ オ 

ミス リル アー ムズ 

【 ミ スリ ルアー ムズ 】 茹 武器 ノ パ ンチ の 軌 


2-1 ※ 印 の つい て いる も の の 内 容 に 関し て は 、 編集 部 が 独自 に 推察 、 想像 し た も の で す 。 


跡 が 臼 く 輝 く 、 ミス リル 銀製 の グロ ー ブ 。 格 
闘 家 に は むさ くる し い 人 間 が 多く 、 これ ほ 
ど ジ ェ ン トル な グロ ー ブ が 似合う 者 は 少な 
い 。 [装備 ] テ ィ トレ イ [ 斬 攻 ]91[ 打 攻 ]303[ 術 
攻 ]122[FG]260[ 強 化 15[ 衝 撃 155[ 価 
格 ]9545[ 入 手 ] (店 ) モ クラ ド 村 

ミス リル トン ファ ー 

【 ミ スリ ルト ン フ ァ ー】 茹 武器 ノ ミス リル 銀 
の トン ファ ー で 、 高い 威力 を 持ち な が ら 非 常に 
軽く 扱い や すい 。 [装備 ] マ オ [ 斬 攻 ]98[ 打 
攻 ]245[ 術 攻 ]214[FG]122[ 強 化 ]5[ 衝 
撃 ]70[ 価 格 ]4425[ 入 手 ] (店 ) ノ ル ゼ ン 、 ベ 
ル サ ス 

ムー ンカ ー ド 

【 ム ー ン カー ド 】 茹 武器 / 月 の 紋様 が 刻ま 
れ た タロ ッ ト カ ー ド 。 使用 者 の 魔力 を 高め 
る 。 [装備 ] ヒ ル ダ [ 斬 攻 ]245[ 打 攻 ]74[ 術 
攻 1282[FG]197[ 強 化 ]5[ 衝 撃 150[ 価 
格 ]8680[ 入 手 ] (店 ) ベ ル サ ス 
ムー ン セ プター *※ 

【 ム ー ン セプター】 革 武器 / 満 月 の 夜 ご と 
に 月 の 魔力 を 込め て 生み 出さ れる 杖 。 これ 
を 生成 する の と 引き 換え に 作り 手 は 1 歳 年 
を と っ て し まう 。 その た め 一 隙 に ひと つ し か 
作ら れる こと は な い 。 柄 に は 蒼 月 石 の 欠片 
が 埋め 込ま れ て いる 。 [装備 ] ア ニー[ 斬 
攻 ]319[ 打 攻 ]399[ 術 攻 ]200[FG]109[ 強 
化 ]5[ 衝 撃 ]110[ 価 格 ]14870[ 入 手 ] (店 ) ノ ル 
ゼン 、 ベル サス 、 モク ラド 村 

モル ゲン シュ テル 

【 モ ル ゲ ン シ ュ テル 』】 臣 武器 ノ 鎖 と 鉄 球 が 
つい て いて 、 ト ン フ ァ ー を 振り 回 し た と き 
の 遠心 力 で 鉄 球 を 当て る 武器 。 鉄 球 に 
は 鋭い トゲ が 多数 つい て お り 、 ヒット する 
と 同時 に 相手 を 血まみれ に する 。「 明 け 
の 明星 ] と いう 神秘 的 な 名 か ら は ほど 遠 
い 、 な か な か 残酷 な 武器 。[ 装 備 ] マ オ 
[ 斬 攻 ]64[ 打 攻 ]161[ 術 攻 ]141[FG]80[ 強 
化 ]4[ 衝 撃 190[ 価 格 ]2100[ 入 手 ] (店 ) バビ 
ログ ラー ド 、 バルカ 、 ラジ ル ダ 


ヤン タオ 
【 ヤ ンタ オ 】 罰 武器 / 突 きよ り 斬 り を 重視 
し た 片刃 の 槍 。 曲線 を 描く 刃 の 美 し さ は 、 
も と も と 演舞 に 使用 d れ て いた と ころ か ら 
来 て いる 。 [装備 ] ユ ー ジ ー ン [ 斬 攻 ]167[ 打 
攻 ]67[ 術 攻 191[FG]46[ 強 化 13[ 衝 
撃 ]100[ 価 格 ]905[ 入 手 ] (店 ) サ ニ イ タウ ン 、 
アニ カマ ル 

ユ ワ ン ヤ ン * 


(武器 ) ミ スリ ルト ン フ ァ ー ロッ ド 


【 ユ ワン ヤン 】 茹 武器 ノ 三 日 月 状 の 刃 を ふ 
た つ 重 ね た 武器 。 そ の デザ イン と 白銀 の 
輝き が 、 見 る も の の 心 を 奪う 。 握 っ た ま 
ま 相 手 に 斬り つけ た り 突 き 刺 し た りす る 
ほか 、 投げ て 用 いる こと も で きる 。[ 装 備 ] 
ティ トレ イ [ 斬 攻 ]203[ 打 攻 ]1210[ 術 
攻 ]74[FG]163[ 強 化 ]5[ 衝 撃 185[ 価 格 ] 一 
[入手 ]( 変 ) ブ ラン ディ ッシュ 、 キョ グエン 近郊 
の 小屋 の アイ テム 交換 イベ ント 


リコ ー タ ダー 
【 リ コー ダー】 蓄 武 器 プ カレ ギア 全土 の 学 
童 は 、 す べから < く こ の 楽器 を マス ター すべ し 。 
穴 の 押さ を え か た に よっ て さま ざま な 音階 を 出 
すこ と が 可能 。 タン ギン グ で 切れ の いい 音 
を 出す こと 。 [装備 ] マ オ [ 斬 攻 ]132[ 打 
攻 ]127[ 術 攻 ]111[FG]116 [強化 1]5[ 衝 
撃 ]140[ 価 格 ] 一 [入手 ] ( 変 ) エ トゥ ー リ ア 
リュ ッ セ ル 

【 リ ュ ッ セル 脇 武 器 ノ 頑丈 な 鎧 も 員 通 し 、 
相手 の 体 に ぶつ り と 風穴 を 開け る 、 非常 
に 鋭い 長槍 。 見 た 目 の 繊細 さ に 油断 し て と 
甘く 見 て いる と 痛い 目 に 会 う 。 [装備 ] ユ ー ジ 
ー ン [ 斬 攻 1387[ 打 攻 ]155[ 術 攻 ]1211 
[FG]106[ 強 化 ]5[ 衝 撃 ]140[ 価 格 16820[ 入 
手 ] (店 ) ベ ル サ ス 、 モ クラ ド 村 
リリ ッ ク カ ー ド 

【 リ リッ ク カ ー ド 】 罰 武 器 ノ 術 者 の 理 力 を 引 
き 出す 、 特殊 な 紋様 が 刻ま れ た タロ ッ ト カ ー ド 。 
見 つめ て いる だ け で 精神 が 研ぎ 澄 ま さ れる 。 
[装備 ] ヒ ル ダ [ 斬 攻 ]161[ 打 攻 ]48[ 術 
攻 ]186[FG]129[ 強 化 ]4[ 衝 撃 140[ 価 
格 ]2485[ 入 手 ] (店 ) ラ ジル ダ 、 ピピ スタ 
リリ ッ ク セ プター * 

【 リ リッ クセ プター】 罰 武 器 ノ 使用 者 の 理 
力 を 解き 放つ 杖 。 先端 の 朱 玉 に は フォ ル 
ス に 長け た 獣 王 の 涙 が 用 いら れ て いる 。 
[装備 ] ア ニー[ 斬 攻 ]241[ 打 攻 1302[ 術 
攻 1151[FG]82[ 強 化 14[ 衝 撃 ]170[ 価 
格 ]2935[ 入 手 ] (店 ) ラ ジル ダ 、 ピピ スタ 
レザ ー ア ー ム ズ 

【 レ ザー アー ムズ 】 四 武 器 ノ 拳 を 守る 皮 製 
の グロ ー プ 。 は め て お け ば ぱ ば ケガ を 防ぐ だ 
け で な く 、 相手 を 殴っ た と き の 威 力も アッ 
プ す る 。 [装備 ] テ ィ ト レイ [ 斬 攻 ]30[ 打 攻 ] 
99[ 術 攻 ]40[FG]85[ 強 化 ]3[ 衝 撃 ]170[ 価 
格 ]765[ 入 手 ] (店 ) ペ トナ ジャ ンカ 、 サ ニ イ 
タウ ン 

ロッ ド 

【 ロ ッ ド ] 茹 武 器 ノ 樹齢 数 百年 の オー ク の 


[りほ ーー ター 
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(武器) ロン ギ ヌ ス 一 《 防 具 》 ウ イッ チク ロー ク 


樹 の 枝 か ら 作ら れ た 杖 。 高潔 な 賢者 に た 
と えら れ 、 曲がり くね っ た も の ほど 価値 が 
高い と いわ れ て いる 。 [装備 1 アニ ー[ 斬 
攻 ]120[ 打 攻 ]150[ 術 攻 ]75[FG]41[ 強 
化 ]3[ 衝 撃 ]1140[ 価 格 ]505[ 入 手 ] (店 ) ミ ナ 
ー ル 、 ペ トナ ジャ ンカ 

ロン ギ ヌ ス 

【 ロ ン ギ ヌス 】 武 器 / 伝 説 に 名 を 残す 
英雄 王 の 血 を 受け た 聖 槍 で 、 非常 に 高 
い 威 力 を 誇る 。 も と も と は 「 長 い 槍 」 や 
「 槍 を 持つ も の 」 と いう 程度 の 意味 し か な 
か っ た 名 前 が 、 持ち 主 の 神格 化 と と も に 
歴史 に 残る 固有 名 詞 と な っ た 。 [装備 ] ユ 
ー ジ ー ン [ 斬 攻 ]570[ 打 攻 ]163[ 術 
攻 1231[FG]168[ 強 化 ]5[ 衝 撃 ]120[ 価 
格 ] 一 [入手 ]( 変 ) リ ュ ッ セル 、( 宝 ) ユ リス の 領 
域 ・ 中 層 


0 


アー キュ イ バ ス ※* 
【 ア ー キ ュ イ バス 】 四 防 具 プ 剣術 の 試合 用 
に 考案 され た 鎧 。 斬り 、 突き な ど さ ま ざま 
な 攻撃 パタ ー ン に 対す る 防御 を 念頭 に お 
いて 作ら れ て いる 。 装 館 性 は 重視 され て 
お ら ず シン プル な デザ イン で は ある が 、 圭 
室 の かり の ロイ ヤル グリ ー ン に 染め られ て 
お り 、 御前 試合 で の 着用 も 可能 。 実戦 で 
は や や 耐久 性 に 不安 が 残る も の の 、 使い 
心地 は まず まず 。 [装備 ] ユ ー ジ ー ン [ 斬 
防 ]255[ 打 防 ]255[ 術 防 ]112[HP]102[ 強 
化 ]5[ 衝 撃 1120[ 価 格 ] 一 [入手 ] ( 変 ) シ ル バ 
ー メ イル 、( 宝 ) ウ ォ ン ティ ガ の 聖 殿 

アイ アン アー マー 

【 ア イア ン ア ー マ ーj】 罰 防 具 プ 鉄 を 打ち 出 
し て 成形 し た 鎧 。 非常 に 重く 、 扱い に は 訓 
練 が 必要 。 [装備 ] ヴ ェ イ グ [ 斬 防 ]122[ 打 
防 ]122[ 術 防 ]105[HP]87[ 強 化 ]4[ 衝 
撃 ]120[ 価 格 ]1250[ 入 手 ] (店 ) アニ カマ ル 、 
バビ ログ ラー ド 、 バル カ 

アイ アン プレ ー ト 

【 ア イア ンプ レー ト 】 罰 防 具 プ 鉄製 の 胸 当 
て 。 質実 剛健 と は この こと 。 頑丈 さ に は 信 
頼 が お ける が 、 重 さ と 着脱 の 不便 さ で 、 慣 
れ な いと 少々 つら い 。 砂漠 地帯 の 強い 日 
差し で 熱 す れ ば 、 表面 で 調理 を 行なう こ 
と も 可能 。 [装備] ティ トレ イ [ 斬 防 ]63[ 打 
防 ]147[ 術 防 ]99[HP181[ 強 化 14[ 衝 


撃 ]105[ 価 格 ]1345[ 入 手 ] (店 ) アニ カマ ル 、 
パ バビ ログ ラー ド 、 バル カ 

アイ アン メイ ル 

【 ア イア ン メ イル ]】 罰 防 具 ノ 鉄製 の 全身 負 。 
具足 、 区 手 な ども 鉄製 で 、 すべ て 身 に つ 
ける と 身動き が 取れ な い ほ ど 。 着脱 は ふ 
た り 以 上 で 行なわ な いと 命 の 危険 が あ 
る 。 [装備 ] ユ ー ジ ー ン [ 斬 防 ]196[ 打 
防 ]84[ 術 防 ]70[HP152[ 強 化 14[ 衝 
撃 ]150[ 価 格 ]1440[ 入 手 ] (店 ) ア ニカ マル 、 
バビ ログ ラー ド 、 バル カ 

アト モス バル ト 

【 ア トモ スバ ルト 】 牙 防具 相手 の 刃 を 友 
き 、 攻撃 力 を 弱め て し まう と いう 鎧 。 衝撃 吸 
収 の 性 能 に 優れ て お り 、 冷静 な 状況 下 で 
の 戦い を 可能 いす る 。 [装備 ] ヴ ェ イ グ [ 斬 
防 ]372[ 打 防 ]372[ 術 防 ]300[HP]250[ 強 
化 ]5[ 衝 撃 1100[ 価 格 ] 一 [入手 ]( 変 ) プ ラチ 
< ッ ー 

アラ キラ ー ス 

【 ア ラキ ラー ス 】 牙 防具 / 硬 い カ ッ ト ガ ラス 
で 表面 を 覆 っ た 胸 当 て 。 鏡 の よう な きら 
めき で 相手 を 惑わ す が 、 気 を つけ な いと 
自分 の 目 も くら ん で し まう 。 [装備 ] テ ィ ト レイ 
[ 斬 防 ]356[ 打 防 ]356[ 術 防 ]91[HP]211[ 強 
化 ]5[ 衝 撃 1115[ 価 格 ] 一 [入手 ]( 変 ) ル ー ン 
プレ ー ト 、( 宝 ) ユ リス の 領域 ・ 下 層 
ヴァ ル メ ガー 

【 ヴ ァ ル メガ ー】 罰 防具 東方 の デザ イン 
を 取り 入れ た 豪華 ジャ ケッ ト 。 真紅 に 
染め 抜い た 補 元 や 、 重厚 な 刺し ゅ う の 帯 
な ど は 、 身 に まとう だ け で 人 目 を 引く 。 風 
格 あ る 姿 に カリ スマ 性 が アッ プ す る 。 [ 装 
備 ] マ オ [ 斬 防 ]190[ 打 防 ]400[ 術 
防 ]470[HP]300[ 強 化 ]5[ 衝 撃 185[ 価 格 ] 一 
[入手 ] ( 変 ) フォ ル テ ィ ジ ャ ケッ ト 

ヴィ ジア ー ヌ *※ 

【 ヴ ィ ジ アー ヌ 】 罰 防 具 / 物 理 防 御 に 非常 
に 優れ た クロ ー ク 。 若い 女性 が 大 好き な 
聖 獣 の 意思 が 人 遺 さ れ て いる らし く 、 気 に 入 
られ る と 脱げ な く な る と いう 。 [装備 ] ア ニ 
ー[ 斬 防 ]262[ 打 防 ]262[ 術 防 ]12[HP]6[ 強 
化 ]5[ 衝 撃 ]110[ 価 格 ] 一 [入手 ] ( 変 ) ク リス 
タル クロ ー ク 

ウイ ッ チ グロ ローク ナ 

【 ウ イッ チク ロー ク 】 罰 防具 高位 の 術 師 
に の み 着 用 が 許さ れ た クロ ー ク 。 階級 に 
よっ て 色 が 分 けら れ て お り 、 黒 は 第 2 位 を 
表わす 。 腰 より 下 ま で 覆う 長め の 丈 は 陣 
術 師 の 正装 。 胸元 が 大 きく 開い て いる の 
は 、 陣 術 帥 た ちの 祖 と も いう べき 偉大 な 
女性 術 師 が 、 胸 に 陣 の 紋様 を 刻ん で いた 
こと に 由来 する 。 [装備 ] ア ニー[ 斬 


2-1 ※ 印 の つい て いる も の の 内 容 に 関し て は 、 編 集 部 が 独自 に 推察 、 想像 し た も の で す 。 


防 ]152[ 打 防 ]152[ 術 防 ]152[HP]141[ 強 
化 ]5[ 衝 撃 ]70[ 価 格 ]4425[ 入 手 ] (店 ) ノ ル 
ゼン 、 ベル サス 

ウィ ッ チ ジャ ケッ ト 

【 ウ ィ ッ チ ジ ャ ケッ ト 】 了 防具 ノ 術 師 の 普 
段 着 と し て 用 いら れる ジャ ケッ ト 。 どの 位 
置 に 印 を 刻む か で 、 その 術 師 の 得意 と す 
る 術 は も ちろ ん 、 師事 し た 師匠 、 属す る コ 
ミュ ニテ ィ ま で わか る と いう 。 [装備 ] マ オ 
[ 斬 防 ]92[ 打 防 ]214[ 術 防 ]245[HP]153[ 強 
化 ]5[ 衝 撃 150[ 価 格 ]4795[ 入 手 ] (店 ) ノ ル 
ゼン 、 ベ ル サ ス 

ウイ ッ チ ロー ブ 

【 ウ イッ チロ ー ブ 】 落 防具 ノ 術 師 愛用 の ロ 
ー プ 。 持ち 主 は 裏地 に 使用 する 術 の 符号 
や 印 を びっ し り と 刺繍 し 、 自ら の 術 力 を 高 
め る 。 そ の た め 他 人 の も の を 借り た り 古 
着 を 着用 する こと は 無 意 味 で 、 ロー ブ そ の 
も の が 術 師 の パー ソナ リティ を 表す も の と 
な る 。 彼女 た ちの 持つ 能力 へ の 譜 望 と 恐 
怖 か ら 、 これ を 着 て いる だ け で 人 括 害 の 対 
象 と な る 地方 も ある 。 [装備 ] ヒ ル ダ [ 斬 
防 ]330[ 打 防 ]127[ 術 防 ]213[HP]86[ 強 
化 ]5[ 衝 撃 160[ 価 格 ]5165[ 入 手 ] (店 ) ノ ル 
ゼン 、 ベル サス 

ヴィト ログラム 

【 ヴ ィ ト ログ ラム 】 罰 防具 / 生 命 の 源 、 豊 
和 村 の 大 地 を 司る 鎧 。 あら ゆる 攻撃 を 跳ね 
返す と いわ れる ほど の 硬 さ を 持つ 。 上 腕 
と 腰 を 守る 部 分 に は 象牙 細工 の レリーフ 
が 刻ま れ て お り 、 豊作 を 祈る 祭り で は 神 
具 と し て 祀 ら れる 。 [装備 ] ユ ー ジ ー ン [ 斬 
防 ]600[ 打 防 ]300[ 術 防 ]230[HP]180[ 強 
化 ]5[ 衝 撃 ]150[ 価 格 ] 一 [入手 ] ( 変 ) フォ ル 
チ ィ メイ ル 

ヴェ スト ス 

【 ヴ ェ ス トス 】 罰 防 具 グ 天才 鍛冶 師 と 詩 わ 
れ た 名 工 の 手 に よる 最高 傑作 。 師 の 念 に 
より 術 へ の 耐性 が 非常 に 高まる 。 [装備 ] 
ヴェ イグ [ 斬 防 ]254[ 打 防 ]254[ 術 
防 ]310[HP]202[ 強 化 15[ 衝 撃 ]1100[ 価 
格 ] 一 [入手 ]( 変 ) ミ スリ ルアー マー 

ウェ ディ ング ドレ ス 

【 ウ ェ デ ィング ドレ ス 】 茹 防具 花嫁 さん だ 
けが 着る こと の で きる ドレ ス 。 多 く の 女 性 
が これ に 袖 を 通す こと を 夢み 、 あるいは 
それ を 叶え て きた 。 清廉 潔白 ・ 純 潔 を 表 
す 純 白 の 生地 に は 美しい 刺し ゅ う が 施 さ 
れ 、 そこ か し こ に 小さ な 宝石 が あし ら わ れ 
て いる 。 一 生 に 一 度 の 感動 に 、 HP も よく 
回 復 す る 。[ 装 備 ] ア ニー[ 斬 防 ]90[ 打 
防 ]90[ 術 防 ]170[HP]140[ 強 化 15[ 衝 
撃 ]100[ 価 格 ] 一 [入手 ] ( 変 ) ゴ ー ル ドク ロー 


(防具 》 ウィ ッ チ ジャ ケッ ト ー グラ ン デ ィ エ ル 


ク 、 聖火 台 の アイ テム 交換 イベ ント 
エク サー ル 

【 エ クサ ー ル 】 蓄 防具 プ 世 の 法 陣 師 が 死 
ぬ ま で に 一 度 は 見 た いと 願う クロ ー ク 。 
古 の 時 代 に は 、 こ れ を まとっ た も の は 天 
に 上 る こと すら で きた と いう 。 飛翔 能 力 
は 失わ れ て 久しい が 、 いま で も 跳躍 カ ア 
ッ プ に は な る 。[ 装 備 ] ア ニー[ 斬 
防 ]300[ 打 防 ]300[ 術 防 ]300[HP]270[ 強 
化 ]5[ 衝 撃 ]75[ 価 格 ] 一 [入手 ] ( 変 ) フォ ル 
ディ クロ ー ク 

エン ダー ル 

【 エ ンダ ー ル ]】 落 防具 重力 を 操る 力 を 秘 
め た クロ ー ク 。 近づく も の を 抗力 で 弾き 飛 
ば す 。 い か が わし いこ と を し よう と し て 近 
づく 不 眉 な 募 も これ で 一 網 打 尽 。 [装備 ] 
アニ ー[ 斬 防 ]293[ 打 防 ]293[ 術 
防 ]112[HP]112[ 強 化 ]5[ 衝 撃 ]120[ 価 
格 ] 一 [入手 ] ( 変 ) ス ピリ ッ ト ク ロー ク 、( 宝 ) 
ユリ ス の 領域 ・ 中 層 


キル ト ジ ャ ケッ ト * 
【 キ ルト ジャ ケッ ト 】 蓄 防具 / 中 綿 が 暖か 
い ジ ャ ケッ ト 。 2 枚 の 布 の あい だ に 平たく 
伸ばし た 綿 を は さ み 、 な な め 格 子 に 縫い 
合わ せ て 防寒 性 を 高め て いる 。 手軽 に 羽 
織 れ て 見 た 目 以上 の 保温 性 を 備え て いる 
こと か ら 、 カレ ギア の 中 緯度 以 北 の 地方 
で は 、 日 和 常 着 と し て 一 般 的 に 用 いら れ て 
いる 。 より 軽快 な 動き を 追求 し て 袖 部 分 
を 取り 外し た 「 ち ゃ ん ちゃ ん こ 」 タ イプ 、 就 
寝 時 の 底 冷 え 対 策 に 、 体 を すっ ぽ り 包み 
込む 「 か い 巻 き ] タ イプ な ど 、 地域 に よっ 
て さま ざま な 派生 が ある こと が 知ら れ て い 
る 。 装備 品 を 扱う 店 で 売ら れ て いる も の 
は 綿 を 厚め に し た り 、 防火 性 の 高い 布地 
を 用 いる な ど 、 戦い を 意識 し た 防具 と し て 
改良 され た も の で 、 特 別 な 戦闘 訓練 の な 
い 人 間 で も 手軽 に 扱え る る の の ひと つ 。 
た だ し し ょ せん は キル ト の ジャ ケッ ト な の 
で 、 その 人 性能 は 気休め 程度 と 考え た い 。 
[装備 ] マ オ [ 斬 防 ]30[ 打 防 ]70[ 術 
防 ]80[HP]150[ 強 化 13[ 衝 撃 ]70[ 価 
格 ]375[ 入 手 ] (店 ) スー ルズ 、 ミナ ー ル 
ダラ レン ディ エル 

【 グ ラン ディ エル 】 茹 防具 大 いな る 安寧 
を 意味 する 鎧 。 その 名 と は 裏腹 に 、 不吉 
な まで の 防御 力 は 世 の 支 配 者 た ち に 恐れ 
られ 、 氷河 に 封印 され て いた と いう いわ 
れ が ある 。 鎧 の な ん た る か を 知り 、 究極 


[ウイ ッ チ ロー プ ] * 
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の 力 を 求め よう と する 不屈 の 探究 心 を 持 
つ 、 熟練 し た 剣士 だ な けが 手 に で きる 。 [ 装 
備 ] ヴェ イグ [ 斬 防 ]444[ 打 防 ]444[ 術 
防 ]300[HP]200[ 強 化 15[ 衝 撃 ]120[ 価 
格 ] 一 [入手 ]( 変 ) フ ォ ル ティ アー マー 

クリ スタ ルク ロー ク 

【 ク リス タル クロ ー ク 】 臣 防具 水晶 の カ 
で 集中 力 が 高まる クロ ー ク 。 胸元 と 上 腕 
部 に 水晶 の 装飾 が ほど こさ れ て いる 。 お し 
ゃ れ 度 が 高い の で 術 者 ・ 一 般 人 を 問わ ず 
女性 に た い へ ん 人 気 。 [装備 ] ア ニー[ 斬 
防 ]132[ 打 防 ]132[ 術 防 ]132[HP]123[ 強 
化 ]4[ 衝 撃 ]90[ 価 格 ]3425[ 入 手 ] (店 ) ピ ビ 
スタ 、 ノル ゼン 

クリ スタ ル ジ ャ ケ ッ ト 

【 ク リス タル ジャ ケッ ト 】 罰 防 具 ン 水晶 の 
パワ ー で 、 着 て いる も の に 癒し を も た ら 
す ジ ャ ケッ ト 。 ほ っ こり まっ た り し た 気持 
ち に な れる 。 [装備 1 マオ [ 斬 防 ]80[ 打 
防 ]186[ 術 防 ]213[HP]133[ 強 化 ]4[ 衝 
撃 ]70[ 価 格 ]3690[ 入 手 ] (店 ) ピ ビス タ 、 ノ 
ル ゼ ン 

クリ スタ ル ロ ー ブ 

【 ク リス タル ロー ブ 】 蓄 防具 水晶 の パワ 
ー を 秘め た ロー ブ で 、 身 に まとう と 精神 が 研 
ぎ 澄 まさ れる 。 補 ぐ りや 袖口 に 、 細工 を 施 
し た 水晶 を あし ら っ て あり 、 月 の 光 の も と で 
は えも いわ れ ぬ 美 し は と な る 。 その た め 術 
師 で は な い 女 性 も 、 夜 の 外出 の 際 に まとう 
外 奏 と し て 愛用 し て いる 。 [装備 ] ヒ ル ダ [ 斬 
防 ]287[ 打 防 ]110[ 術 防 ]185[HP]75[ 強 
化 ]4[ 衝 撃 ]180[ 価 格 ]3955[ 入 手 ] (店 ) ピ ビ 
スタ 、 ノル ゼン 

クリ スプ レイ ス 

【 ク リス プレ イス 】 罰 防具 プ 国 祖 ゴ ルド バ 
の 后 ク リス が 、 夫 の た め に と 自分 の 名 を 冠 
し て 作ら せ た 胸 当て 。 当時 は 鋳物 の 技術 
が 未 発達 だ っ た た め に 、 現在 の 観点 か ら 
見 た 斬 撃 防御 力 と し て は 少々 不安 が ある 
も の の 、 全体 的 に 信頼 の お ける 能力 を 有 
し て いる 。 何 者 か の 手 に よっ て 王城 の 展 
示 室 か ら 持ち 去ら れ た あと 、 何 百 年 に も 渡 
っ て カレ ギア 各地 を 転々 と し て いた が 、 近 
年 キョ ダグ エン の オー クシ ョ ン に た び た び 姿 
を 見 せる よう に な り 、 好事家 の あい だ で 高 
値 で 取引 され て いる と いう うわ さ が あ る 。 
[装備 1 ティ トレ イ [ 斬 防 ]48[ 打 防 ]128[ 術 
防 ]203[HP]193[ 強 化 ]5[ 衝 撃 190[ 価 格 ] 一 
[入手 ]( 変 ) ジ レバ ー プ レー ト 、( サ ) オ ー ク ショ ン 
ゴー ルド クロ ー ク 

【 ゴ ー ル ドク ロー ク 】 囲 防具 純金 の 糸 で 
織り 上 げた 、 大 変 ゴ プー ジャ ス な クロ ー ク 。 
遠く か ら 拝見 する と 、 さ な が ら 後 光 が 差 し 


て いる よう に 見 え 、 お 年 寄り か ら あ り が た 
が られ る 。 [装備 ] ア ニー[ 斬 防 ]100[ 打 
防 ]100[ 術 防 ]100[HP]93[ 強 化 14[ 衝 
撃 ]110[ 価 格 ]2015[ 入 手 ] (店 ) バビ ログ ラ 
ー ド 、 バル カ 、 ラジ ル ダ 

ゴー ルド ジャ ケッ ト 

【 ゴ ー ル ドジ ャ ケッ ト 】 罰 防 具 ノ 金糸 で 織 
り 上 げた ゴー ジャ ス な ジャ ケッ ト 。 うま く 着 
こなさ な いと ちょ っ と 下品 に な る の で 注意 
が 必要 。 [装備 ] マ オ [ 斬 防 ]60[ 打 
防 ]141[ 術 防 ]161[HP]101[ 強 化 14[ 衝 
撃 190[ 価 格 ]1345[ 入 手 ] (店 ) バ ビ ロ グ ラー 
ド 、 バル カ 、 ラジ ル ダ 

ゴー ルド ロー ブ 

【 ゴ ー ル ドロ ー ブ 】 田 防具 純金 の 糸 で 織 
っ た ゴー ジャ ス な ロー ブ 。 体 の ライ ン を 強調 
し た デザ イン で 、 裾 は 大 きく 後ろ に 引き ずる 
ロン グ タ イプ 。 育 が 高く スタ イル の いい 女性 
が 着る と 、 圧倒 的 な 魅力 を か も し 出す 。 ま 
た 純金 製 の た め に ずっ し り と し た 重み が あ 
り 、 歩く た びに ゆれ る 布地 の 具合 ひと つ に 
も 、 素 材 の 重量 感 が 見 て 取れ る 。 防具 と し 
て は も ちろ ん 、 存在 感 を アビ ピール する た め の 
衣装 と し て も る うっ て つけ 。 [装備 ] ヒ ル ダ [ 斬 
防 ]217[ 打 防 ]83[ 術 防 ]140[HP]57[ 強 
化 ]4[ 衝 撃 ]1100[ 価 格 ]1480[ 入 手 ] (店 ) バ 
ビ ロ グ ラー ド 、 バル カ 、 ラジ ル ダ 


サニー レイ ン 

【 サ ニー レイ ン 】 罰 防具 / 雨 露 を 織り 上 げ 
た 、 大 変 珍し い ク ロー ク 。 水 の 温 度 は 気温 
の 変化 に 影響 され に くく 、 夏 涼し く 冬 暖か い 。 
弾力 が あり と くに 打撃 攻撃 に 対す る 防御 性 
能 に 優れ て いる が 、 粗雑 に 扱う と あっ と いう 
間 に ほ ころ ん で し まう の で 、 取り 扱い に は 丁 
定 さ が 大 切 と な る 。 袖 を 通す と ひじ か ら 下 の 
辺り が 少し 透け る デザ イン で 、 若者 の あい だ 
で は 、 つね に 彼女 に 着 て 欲し い 服 ラン キン 
グ の 上 位 を 占め る 。 [装備 ] ア ニー[ 斬 
防 ]123[ 打 防 ]182[ 術 防 ]141[HP]152[ 強 
化 ]5[ 衝 撃 185[ 価 格 ] 一 [入手 ] ( 変 ) ミ ステ ィ 
クロ ー ク 、( 宝 ) ネ レグ の 塔 

サフ ィ ー ロ 

【 サ フィ ー ロ 】 牙 防 具 プ 水生 の 角 を 思わ せ 
る 、 巨大 な 肩当 て の つい た 鎧 。 遠く か ら 
で も 敵 を 威 菊 する 。 イ ー ス タリ ア で と れ 
る 珍し い 鉱 石 を 鉄 に 混ぜ て 作っ て ある た 
め 、 独特 の 深い 碧 色 に 輝く 。 [装備 ] ユ ー 
ジー ン [ 斬 防 ]128[ 打 防 1298[ 術 
防 ]106[HP]81[ 強 化 15[ 衝 撃 ]120[ 価 格 ] 一 
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[入手 ] ( 変 ) スチ ー ル メイ ル 、 ラジ ル ダ 港 の ア 
イ テ ム 交換 イベ ント 

シー リコ ヨー ト * 

【 シ ー リ コー ト 】 茹 防具 ノ 無 上 朋 な デザ イン 
な が ら 、 聖者 の 加護 を 受け た 由緒 ある ロ 
ー プ 。 けが れ た 魂 の 人 間 の も と か ら は 、 手 
を すり 抜け る よう に し て 去っ て いく 。 高い 
性 能 に 惚れ こん で どん な 防具 屋 で も 一 度 
は 取り 扱い を し よう と する の だ が 、 翌朝 に 
は 必ず 店 頭 か ら 消え て し まう た め に 、「 己 
の 心 を 映す 鏡 ] と いう 名 が つけ られ た 。 
[装備 ] ヒ ル ダ [ 斬 防 ]590[ 打 防 ]290[ 術 
防 ]390[HP]180[ 強 化 ]5[ 衝 撃 180[ 価 格 ] 一 
[入手 ] ( 変 ) フ ォ ル ティ ロー ブ 

ジャ ステ ィ ン 

【 ジ ャ ステ ィ ン 』】 牙 防具 / 導 の 力 に 魅入 ら 
れ た 胸 当 て 。 魔 に 飲み 込ま れ な い 強 い 心 
を 持つ も の の み が 、 導 の 奥 に 輝く 一 条 の 
勇気 を 得る こと が で きる 。 [装備 ] テ ィ ト レイ 
[ 斬 防 ]340[ 打 防 ]560[ 術 防 ]340[HP]95[ 強 
化 ]5[ 衝 撃 ]110[ 価 格 ] 一 [入手 ] ( 変 ) フ ォ ル 
ティ プレ ー ト 

シル バー アー マー 

【 シ ル バ ー ア ー マ ー】 罰 防具 プ 銀 細工 が ま 
ぶし い 、 装 飾品 と し て も 価値 の 高い 鎧 。 熱 伝 
導 率 が 高い の で 火気 厳禁 。 [装備 ] ヴェイ グ 
[ 斬 防 ]162[ 打 防 ]162[ 術 防 ]139[HP]116[ 強 
化 ]4[ 衝 撃 ]1100[ 価 格 ]2070[ 入 手 ] (店 ) ラ ジ 
ル ダ 、 ピピ スタ 

シル バー クロ ー ク 

【 シ ル バ ー ク ロー ク 】 罰 防 具 プ 銀 糸 を 織り 
込ん だ クロ ー ク 。 銀 は 抗菌 防臭 効果 に 優 
れ て いる た め 、 清潔 感 を 重視 する 若い 女 
性 に 大 変 評判 が いい 。 [装備 ] ア ニー[ 斬 
防 ]75[ 打 防 ]75[ 術 防 ]75[HP]70[ 強 
化 ]3[ 衝 撃 ]110[ 価 格 ]755[ 入 手 ] (店 ) サ ニ 
イタ ウン 、 アニカ マル 

シル バー ジャ ケッ ト 

【 シ ル バ ー ジ ャ ケッ ト 】 罰 防具 胸元 に 銀 
細工 の プレ ー ト が 輝く ジャ ケッ ト 。 作 り 手 
に よっ て さま ざま な ロゴ が あり 、 本体 が 同 
じ で も ここ が ちがう だ け で 値段 が 数 倍 に 
な る こと も 。 [装備 ] マ オ [ 斬 防 ]46[ 打 
防 ]106[ 術 防 ]122 [HP]76[ 強 化 13[ 衝 
撃 190[ 価 格 ]825[ 入 手 ] (店 ) サ ニ イ タウ ン 、 
プ ナニ カマ ル 

シル バー プレ ー ト 

【 シ ル バ ー プ レー ト 】 軌 防具 銀製 の 胸 当 
て 。 ジェ ント ル な 輝き に 目 を 奪わ れる 。 コー 
ディ ネイ ト す る 衣服 の セレ クト は さる こと な が 
ら 、 肉体 的 に も 精神 的 に も 成熟 し た 男 で な 
いと 、「 服 に 着 ら れ た 」 状態 に な っ て し まう 。 
[装備 ] テ ィ ト レイ [ 斬 防 ]84[ 打 防 ]194[ 術 
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防 ]131[HP]107[ 強 化 14[ 衝 撃 185[ 価 
格 ]2260[ 入 手 ] (店 ) ラ ジル ダ 、 ピピ スタ 

シル バー メイ ル 

【 シ ル バ ー メ イル 】 茹 防具 プ 銀 細工 が 施さ 
れ た 全身 鎧 。 太陽 の 照り 返し を 受け て 輝 
く 姿 は 壮観 で 、 身 に つけ て いる と 自然 と 
気持 ち が 引 き 締 まる 。 [装備 ] ユ ー ジ ー ン 
[ 斬 防 ]259[ 打 防 ]111[ 術 防 ]93[HP]69[ 強 
化 ]4[ 衝 撃 ]130[ 価 格 ]2445[ 入 手 ] (店 ) ラ ジ 
ルル ダ 、 ビビ スタ 

シル バー ロー ブ 

【 シ ル バ ー ロ ー ブ 】 落 防具 プ 魔 を 表 う 銀 系 
を 織り 込ん だ ロー ブ 。 術 師 の フォ ルス 能力 
を 高め る 。 [装備 ] ヒ ル ダ [ 斬 防 ]164[ 打 
防 ]63[ 術 防 ]106[HP]43[ 強 化 13[ 和 
撃 ]100[ 価 格 ]890[ 入 手 ] (店 ) サ ニ イ タウ ン 、 
プア ニカ マル 

スケ ー ル アー マー 

【 ス ケー ルアー マー』】 罰 防具 薄い 鉄板 を 
うろ この よう に 重ね 合わ せ た 鎧 。 相手 の 剣 
先 が 継 ぎ 目 か ら 侵 入 す る の を 防ぐ 。[ 装 備 ] 
ヴェ イグ [ 斬 防 ]106[ 打 防 ]106[ 術 
防 ]91[HP]76[ 強 化 13[ 衝 撃 ]100[ 価 
格 ]960[ 入 手 ] (店 ) サ ニ イ タ ウン 、 アニ カマ ル 
スケ ー ル プレ ー ト 

【 ス ケー ルプ レー ト 】 罰 防 具 プ 小さ な 鉄板 
を うろ こ 状 に つなぎ 合わ せ た プ レー ト 。 近 
年 弱点 で ある 継ぎ 目 部 分 の 改良 が 進み 、 
初心 者 で も 安心 し て 使え る も の が 出回る 
よう に な っ て いる 。 [装備 ] テ ィ ト レイ [ 斬 
防 ]55[ 打 防 ]128[ 術 防 ]86[HP]70[ 強 
化 ]3[ 衝 撃 ]85[ 価 格 ]1030[ 入 手 ] (店 ) サ ニ 
イオ まり ウン 、 ア ニカ サル 

スケ ー ル メイ ル 

【 ス ケー ル メ イル 】 革 防 具 / 薄 い 鉄 板 を 人 魚 
の うろ この よう に 重ね 合わ せ た 全 身 鎧 。 
鉄板 同士 が 触れ 合う 音 が 大 変 う る さく 、 
隠密 行動 に は 不向き 。 [装備] ユー ジー ン 
[ 斬 防 ]170[ 打 防 ]73[ 術 防 ]61[HP]46[ 強 
化 ]3[ 衝 撃 ]130[ 価 格 ]685[ 入 手 ] (店 ) サ ニ 
人 サン 、 ア ニカ マル 

ーー 

【 ス ター アー マー】 蓋 防具 / 星 の 欠片 と 呼 
ば れる 、 了 石 の 半 輝 石 を 胸部 に ちり ば め た 
鎧 。 月 光 を 浴び る と 星 の 輝 き の よ うに 見 え 、 
その 姿 は 凛々 し くも 幻想 的 。 お と ぎ 話 で は 
この 鎧 を まとっ た 戦士 を 、 天 か ら や っ て 来 た 
勇者 と し て 描い て いる 。 [装備 ] ヴ ェ イ グ [ 斬 
防 ]186[ 打 防 ]186[ 術 防 ]160[HP]133[ 強 
化 ]4[ 衝 撃 ]100[ 価 格 ]2635[ 入 手 ] (店 ) ピ ビ 
スタ 、 ノル ゼン 

スタ ー プ レー ト 

【 ス ター プレ ー ト 】 罰 防具 / 星 の 欠 訂 を ち 
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り ば め た 胸 当 て 。 ぱっ と 目 を 引く 派手 さ は 
な い が 、 じ っ くり 見 る ほど に 味わい が ある 。 
[装備 1 ティ トレ イ [ 斬 防 ]97[ 打 防 ]223[ 術 
防 ]151[HP]123[ 強 化 14[ 衝 撃 185[ 価 
格 ]2900[ 入 手 ] (店 ) ピ ピス タ 、 ノル ゼン 
スタ ー メ イル 

【 ス ター メイ ル 】 罰 防 具 / 星 の 欠片 と 呼ば 
れる も の を ちり ば め た 鎧 。 鎧 1 体 を つく る の 
に 必要 な 欠片 は 、 自然 に 精製 され る も の な 
ら 数 百年 分 に 及ぶ 。 [装備 ] ユ ー ジ ー ン [ 斬 
防 ]298[ 打 防 ]128[ 術 防 ]106[HP]80[ 強 
化 ]4[ 衝 撃 1130[ 価 格 ]3160[ 入 手 ] (店 ) ピ ビ 
スタ 、 ノル ゼン 

スチ ー ル アー マー 

【 ス チー ルアー マー 及 防 具 ノ 鋼鉄 製 の 鎧 。 
鉄 に 亜鉛 な ど を 加え て 精製 し 、 高い 強度 を 
得る こと に 成功 し て いる 。 ペ ト ナ ジャ ンカ の 
製鉄 技術 の 粋 を 集め た 逸品 。 [装備 ] ヴ ェ イ 
グ [ 斬 防 ]141[ 打 防 ]141[ 術 防 ]121 
[HP]101[ 強 化 ]4[ 衝 撃 ]120[ 価 格 ]1615[ 入 
手 ] (店) バビ ログ ラー ド 、 バル カ 、 ラジ ル ダ 
スチ ー ル プレ ー ト 

【 ス チー ルプ レー ト 】 罰 防 具 ノ 鋼鉄 製 の 胸 
当て 。 鉄製 の も る の より さら に 頑丈 さ が ア 
ッ プ し 、 若干 の 軽量 化 に も 成功 し て いる 。 
[装備 ] テ ィ ト レイ [ 斬 防 ]73[ 打 防 1169[ 術 
防 ]114[HP]93[ 強 化 14[ 衝 撃 1105[ 価 
格 ]1750[ 入 手 ] (店 ) バビ ログ ラー ド 、 バル 
カ 、 ラジ ル ダ 

スチ ー ル メイ ル 

【 ス チー ル メ イル 】 茹 防具 / 鋼 の 全身 鎧 。 
大 変 重い が 頑丈 さ は 折り 紙 つ き 。 当 然 な 
が ら 鍛 え 上 げた 了 肉 体 で な いと 、 立っ て い 
る こと すら 困難 。 [装備 ] ユ ー ジ ー ン [ 斬 
防 1225[ 打 防 ]97[ 術 防 ]80[HP]60[ 強 
化 ]4[ 衝 撃 ]150[ 価 格 ]1880[ 入 手 ] (店 ) バ 
ビ ロ グ ラー ド 、 バル カ 、 ラジ ル ダ 

スピ リッ トク ロー ク 

【 ス ピリ ッ ト ク ロー ク 】 罰 防具 ノ 霊 的 な カ 
で 守ら れ た クロ ー ク 。 その 身 で 浄化 させ た 魂 
た ち す べ て の 加護 を 受け る 。 肩 と 胸 の 部 分 
に は 軽い 材質 の 金属 で 作ら れ た プレ ー ト が 
取り 付け られ て お り 、 防御 力 を 大 きく 高め て 
いる 。 [装備 ] ア ニー[ 斬 防 ]174[ 打 防 ]174[ 術 
防 ]174[HP]162[ 強 化 15[ 衝 撃 190[ 価 
格 ]5680[ 入 手 ] (店 ) ベ ル サ ス 、 モク ラド 村 
スピ リッ ト ジ ャ ケッ ト 

【 ス ピリ ッ ト ジ ャ ケッ ト 】 罰 防 具 プ 術 師 た ち 
の 霊 的 な 加護 を 受け た ジャ ケッ ト 。 デザ イン 
に も こだわ り 高 貫 で 上 品 な スタ イル な の で 、 
公式 の 場 で も 着用 で きる 。 [装備 ] マ オ [ 斬 
防 ]106[ 打 防 ]246[ 術 防 ]281[HP]176[ 強 
化 ]5[ 衝 撃 170[ 価 格 ]16200[ 入 手 ] (店) ベル 


サス 、 モク ラド 村 

スピ リッ トロ ー ブ 

【 ス ピリ ッ ト ロ ー ブ 】 茹 防具 霊 的 な 加護 
を 受け た ロー ブ 。 術 だ け で な く 斬 撃 か ら 身 
を 守る 効果 も 高い 。[ 装 備 ] ヒ ル ダ [ 斬 
防 ]379[ 打 防 ]146[ 術 防 ]245[HP]99[ 強 
化 ]5[ 衝 撃 ]80[ 価 格 ]6715[ 入 手 ] (店 ) ベ ル 
サス 、 モク ラド 村 

スペ ル エ イム 

【 ス ペル エイ ム 】 甘 防具 / 厚 手 の 毛織 の ジ 
ャ ケッ ト 、 足首 まで う 裾 が 特徴 の ロー ブ 。 
物理 攻撃 に も か な り の 耐性 を 持ち 、 敵 の 
呪文 を 無効 化す る と いう 。 ある 程度 の 技能 
を 持っ た 術 師 が 着 な いと 身分 不相応 な 感 
が 否め な い 。 [装備 ] ヒ ル ダ [ 斬 防 ]399[ 打 
防 ]252[ 術 防 ]114[HP]73[ 強 化 15[ 衝 
撃 195[ 価 格 ] 一 [入手 ]( 変 ) ク リス タル レル ローブ 、 
モク ラド 村 ・ ナ イラ の 部 屋 

セン チャ グレ 

【 セ ンチ ャ グレ 】 茹 防具 / 品 の いい ジャ ケ 
ッ ト 。 緑 の 地 に 白 で 刺し ゅ う を ほど こし た デ 
ザイ ン は カレ ギア 王室 ゆか り の も の 。 そ の 昔 、 
と ある 仕立 て 屋 が 夢 に 見 た も の を 再現 し た 
こと か ら 始 まっ た と いう 。 HP 回 復 能 力 の 高 
さ は 、 王 家 の 加護 を 受け て いる 証拠 。 [ 装 
備 ] マ オ [ 斬 防 142[ 打 防 142[ 術 防 ]256 
[HP]333[ 強 化 15[ 衝 撃 ]170[ 価 格 ] 一 [入手 ] 
( 変 ) ジ ウィ ャ ッ チ ジャ ケッ ト 

ソレ ー テ ィ ア 

【 ソ レー ディ ア 】 茹 防具 / 異 界 の 笑 で 鋳造 
され た 胸 当 て 。 貫 け る の は 同じ 材質 の 丸 
の み と さ れ て いる 。 これ を 所 持 し て いた 
海賊 干 ア イフ リー ド は 、 正しき 道 を 歩む も 
の に の み 授 け よ うと 、 ほか の 財宝 共々 海 
に 沈め た 。 [装備 ] テ ィ ト レイ [ 斬 防 ]333[ 打 
防 ]422[ 術 防 ]262[HP]223[ 強 化 15[ 衝 
撃 ]115[ 価 格 ] 一 [入手 ]( 変 ) プ ラチ ナ プ レ ー 
ト 、( サ ) サル ベー ジ 


た 


タダ シュ ター ロ 

【 ダ シュ ター ロ 】 罰 防 具 / 和 失わ れ た 古代 技 
術 で つく られ た 鎧 。 た と ぇ 所 有 者 が 死ぬ ほ 
どの タメ ー ジ を 受け て も 、 こ れ 自 体 に は み じ 
ん の 傷も つか な いと いう 。 [装備 ] ヴ ェ イ グ 
[ 斬 防 ]156[ 打 防 ]1214[ 術 防 ]155 
[HP]137[ 強 化 15[ 衝 撃 1130[ 価 格 ] 一 [ 入 
手 ] ( 変 ) スチ ー ル アー マー、 ラジ ル ダ で グミ を 
愛す る 男 か ら も ら う 

チェ イン アー マー 

【 チ ェ イ ン ア ー マ ー』】 罰 防具 金属 の 鎖 で 


2-1 ※ 印 の つい て いる も の の 内 容 に 関し て は 、 編集 部 が 独自 に 推察 、 想像 し た も の で す 。 


表面 を っ た 鎧 。 防 御 性 能 は 保ち つつ も 、 
一 枚 板 で 作っ た も の に 比べ 格段 に 軽量 化 
され て いる 。 [装備 ] ヴ ェ イ グ [ 斬 防 ]93[ 打 
防 ]93[ 術 防 ]79[HP]66[ 強 化 13[ 衝 
撃 ]180[ 価 格 ]735[ 入 手 ]( 店 ) ペ トナ ジャ ンカ 、 
サ ニ エ イタ ウン 

チェ イン プレ ー ト 

【 チ ェ イ ンプ レー ト ]】 茹 防具 ノ / 鎖 を つなげ 
て 作っ た 胸 当 て で 、 素早 い 動 き が 身上 の 
格闘 家 の た め に 腕 や 右 肩 を 露出 し た デザ 
イン 。 体 を 覆う 面積 こそ 小さ いも の の 、 急 
所 に は 頑丈 な 鉄板 が 使わ れ て お り 、 いざ 
と いう と き に は 必要 最低 限 の 防御 力 は 発 
揮 す る 。 動き や すい が じゃ ら じ ゃ ら と うる 
さい の で 、 身 を 潜め て 行動 する に は 極め 
て 不向き 。 [装備 ] テ ィ ト レイ [ 斬 防 ]48[ 打 
防 ]111[ 術 防 ]75[HP]61[ 強 化 13[ 衝 
撃 ]65[ 価 格 ]490[ 入 手 ]( 上 店 ) ペ トナ ジャ ンカ 、 
サ ニ イ タウ ン 

チェ イン メイ ル 

【 チ ェ イ ン メ イル 』】 団 防具 / 鎖 の よう に つ な 
ぎ 合 わせ た 金属 の 輪 で 、 表面 全体 を 到 っ 
た 鎧 。 ち ょ っ と し た も の を 引っ か け て お く 
こと も で きる 。 [装備 ] ユ ー ジ ー ン [ 斬 防 ]148 
打 ]63[ 術 防 ]53[HP]40[ 強 化 13[ 衝 
撃 ]110[ 価 格 ]540[ 入 手 ] (店 ) ペ ト ナ ジャ ン 
方 、 サ ティ タウ ン 

チャ ルミ ー ル 

【 チ ャ ルミ ー ル 】 罰 防 具 プ し っ か り し た 生 
地 で 作ら れ た クロ ー ク 。 華 美 な 装飾 を 廃し 、 
実用 的 か つ 自 然 体 の お し ゃ れ を 追及 し た 
バラ ンス の よい 仕上 が り 。 手首 の あたり が 
大 きく 膨らん だ パフ スリ ー ブ は 、 女性 の か 
わい らし さ を 引 き 出す デザ イン と し て 世代 を 
間 わ ず 人 気 が 高い 。 防具 と し て も な か な か 
の 性 能 を 持ち 、 地味 な が らい い 仕 事 を し て 
いる 。 [装備 ] ア ニー[ 斬 防 ]98[ 打 防 ]98[ 術 
防 ]133[HP]112[ 強 化 ]5[ 衝 撃 ]190[ 価 格 ] 一 
[入手 ] ( 変 ) ヘ ー ン クローク 

ディ アマ ン テ ィ ク ス 

【 デ ィ ア マン ティ クス 】 防 具 プ 胸部 に ダイ 
アモ ンド の 埋め 込ま れ た 鎧 。 物理 防御 力 
を 犠牲 に し て 、 術 へ の 耐性 を 大 幅 に 上 げ 
て いる 。 [装備 ] ヴェイグ [ 斬 防 ]16[ 打 
防 ]16[ 術 防 ]278[HP]152[ 強 化 15[ 衝 
撃 ]190[ 価 格 ] 一 [入手 ] ( 変 ) アイ アン アー マー 
ディ スペ レー ト 

【 デ ィ ス ペレ ー ト 】 罰 防 具 / 軟 ちら かい 金 属 
で で きた 胸 当 て で 、 ひと り ひ と り の 体型 に 
合わ せ て 形 を 変え る 。 多 少 の ゆとり を 持 
っ た 収縮 率 で は ある が 、 胸 全 体 を し っ か 
り と 天 う た め に 多少 動き に くく な る 。 背 中 
を し っ か り 支 える の で 姿勢 を 美しく 保つ 


《 防 具 》 チェ イン プレ ー ト ~ー バル ディ フェ ルト 


効果 も ある 。 [装備 ] テ ィ ト レイ [ 斬 防 ]202[ 打 
防 ]223[ 術 防 ]216[HP]142[ 強 化 ]5[ 衝 
撃 ]115[ 価 格 ] 一 [入手 ] ( 変 ) ス ター プレ ー ト 
ディ メー テル 

【 デ ィ メ ー テ ル 】 罰 防具 ンプ 凶悪 な を まで の 術 
防御 力 を 誇る ロー ブ 。 死 の 使い が 着 て いる 
と 噂 され て いる 。 [装備 ] ヒ ル ダ [ 斬 防 ]64[ 打 
防 ]42[ 術 防 ]555[HP]6[ 強 化 15[ 和 
撃 ]80[ 価 格 ] 一 [入手 ]( 変 ) プ リズ ムロ ー ブ 、 
( 宝 ) サ イグ ロー グ の 館 


ナッ シェ ビル ド \ 

【 ナ ッ シ ェ ビル ド 】 茹 防具 / 古 代 カ レギ ア 
後期 に 作ら れ た 胸 当 て 。 キョ グエン の 近く 
で と れる 土 を 各種 混合 し て 焼い た も の で 、 
今 で は 骨董 品 の 部 類 に 入る 。 当然 の こと 
な が ら 鉄 製 の 胸 当 て に 比べ る と 防御 力 は 
劣る 。 先 人 た ちの 雄 を し の び 、 感激 で 
HP が 多め に 回 復 す る 。 [装備 ] テ ィ ト レイ [ 斬 
防 ]16[ 打 防 ]32[ 術 防 ]16[HP]161[ 強 
化 ]5[ 衝 撃 ]85[ 価 格 ] 一 [入手 ]( 変 ) ア イア ン 
プレ ー ト ( 宝 ) 登山 洞 ( ゲ オル ギア ス 戦 後 ) 


バイ タル バー ナ 

【 バ イタ ル バ ー ナ 】 牙 防具 ノ 鎧 の 形 を 模 し 
た ジャ ケッ ト で 、 と ある 英雄 王 が 戦場 で 着 
て いた も の の レプ リカ 。 金属 で で き て い 
る わけ で は な い の で 、 防御 力 は それ な り 
だ が 、 身 に つけ る と 勇ましい 気持 ち に な 
れる 。 [装備 ] マ オ [ 斬 防 ]172[ 打 防 ]172[ 術 
防 ]274[HP]181[ 強 化 ]5[ 衝 撃 190[ 価 格 ] 一 
[入手 ] ( 変 ) クリ スタ ル ジ ャ ケ ッ ト 、( 宝 ) シ 
ャ オル ー ン の 聖 殿 

バウ ルス タン グ 

【 バ ウル スタ ング 】 罰 防 具 / そ の 昔 カ レギ 
ア 正規 軍兵 士 が パレ ー ド の と き に 身 に つけ 
た 胸 当 て 。 見 た 目 の イ ン パ クト を 重視 し て い 
る た め に 非常 に 装飾 性 が 高い 。 いざ と いう 
と き の た め に は 身 を 星 し て 用 心 を 警護 する 
た め 、 防御 力も な か な か の も の で 、 と くに 術 
へ の 耐性 が 高い 。 [装備 ] テ ィ ト レイ [ 斬 
防 ]89[ 打 防 ]197[ 術 防 ]329[HP]178[ 強 
化 ]5[ 衝 撃 ]100[ 価 格 ] 一 [入手 ]( 変 ) ミ スリ 
ルプ レー ト 、( 宝 ) ギ リオ ー ヌ の 聖 殿 
バル ティ フ ェ ルト ※* 

【 バ ルディ フェ ルト 】 罰 防具 魔性 に 魅入 
られ た 鎧 。 一 度 身 に つけ る と 装備 者 の 肉 
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《 防 具 》 バ ル マ デ ィ フ ェ ン 一 フェ ザー クロ ー ク 


に 食い 込ん で 離れ よう と し な い 。 また 非 
常に 高い 防御 能力 を 持つ も の の 、 HP の 
回 復 量 が 極端 に 下がる た め 、 それ を 補え 
る だ け の 技量 を 持つ も の し か 使い こなせ 
な いと 言わ れ て いる 。 [装備 ] ヴ ェ イ グ [ 斬 
防 ]461[ 打 防 ]461[ 術 防 ]16[HP]4[ 強 
化 ]5[ 衝 撃 1150[ 価 格 ] 一 [入手 ] ( 変 ) ルー 
ン ア ー マ ー 

バル マテ ィ フ ェ ン 

【 バ ル マ デ ィ フ ェ ン 】 罰 防 具 プ 袖口 と 補 の 
ファ ー が 暖か そう な 印象 の ジャ ケッ ト 。 雪 
の 日 に も 映え る 鮮やか な オレ ンジ 色 、 きり 
っ と ウエ スト を マー ク す る 本 皮 の ベル ト な 
ど 、 随 所 に デザ イナ ー の こだわ り が 見 られ 
る 。 大 き な ジ ッ パ ー は 手袋 を し た 状態 で も 
楽に 開閉 で きる よう に 工夫 され た 、 ファ ッ 
ショ ン 性 と 実用 性 を 兼ね 備え た デザ イン 。 
も ちろ ん 見 た 目 だ な け で な く 、 防具 と し て も 
な か な か の も の 。 [装備 ] マ オ [ 斬 防 ]81[ 打 
防 ]173[ 術 防 ]189[HP]91[ 強 化 ]5[ 衝 
撃 180[ 価 格 ] 一 [入手 ] ( 変 ) ムー ンジ ャ ケッ ト 
ハル モニ ア ※ 

【 ハ ル モ ニ ア 】 罰 防具 /「 橋 梁 の 死闘 」 で 
命 を 落と し た 、 聖者 エト レー の 血 を 含ん だ 
ロー ブ 。 高い HP 回 復 力 で 術 者 を 北 多 の 災 
いか ら 守 る 。 [装備] ヒル ダ [ 斬 防 ]262[ 打 
防 ]123[ 術 防 ]199[HP]232 [強化]5[ 衝 
撃 180[ 価 格 ] 一 [入手 ] ( 変 ) ス ピリ ッ ト ロ ー プ ブ 
ビグ ラー トン 

【 ビ グラ ー ト ン 】 茹 防具 プ / 水 や 風 を 通さ な 
い 、 特殊 素材 の ジャ ケッ ト 。 左右 の 身頃 を 
ジッ パー と いう 特殊 な 金具 で 開閉 する 、 画 
期 的 な デザ イン を 取り 入れ 、 一 躍 ノ ル ゼ ン 
の 戦士 に 注目 を 浴び た 。 世に 送り 出さ れ た 
当時 は 、 こ れ を 着る こと が 北 の 大 地 に 生き 
る 勇者 の 最大 の 喜び で あり 、 また 最強 の 
戦士 の 証 で あっ た と いう 。 現存 で も まだ ま 
た 希少 価値 が 高く 、 形態 変化 を 狙っ て スピ 
リッ ト ジ ャ ケッ ト の 武具 継承 に 命 を か ける 猛 
者 た ち が あ と を 立た な い 。 [装備 ] マ オ [ 斬 
防 ]381[ 打 防 ]412[ 術 防 ]71[HP]219[ 強 
化 ]5[ 衝 撃 ]70[ 価 格 ] 一 [入手 ]( 変 ) ス ピリ ッ 
ト ジ ャ ケッ ト 、( 宝 ) ユ リス の 領域 ・ 下 層 

ピロ クセ ー ム 

【 ピ ロク セー ム 】 罰 防具 プ 肩当 て が 2 枚 ず 
つつ いた 奇抜 な デザ イン の 鎧 で 、 目 立ち 
た が り に は も っ て こい 。 鎧 へ の 強 す ぎる 
愛 ゆ え に 、 家族 を す て て 武具 と と も に 生 
きる 道 を 選び 、 つい に 能力 継承 の ノウ ハ 
ウ を 説い た ビ ピロ クシ ア の 、 最 初期 の 研究 
対象 。 アイ アン メイ ル の 継承 で この 形 に な 
る こと を 突き 止め て いる 。 彼 の 猪突 猛進 
な 情熱 が その まま 受け 止め る か の よう 


に 、 斬 撃 へ の 防御 に 秀 で て いる 。 [装備 ] 
ユー ジー ン [ 斬 防 ]312[ 打 防 ]56[ 術 防 ] 
68[HP]71[ 強 化 15[ 衝 撃 ]1100[ 価 格 ] 一 [ 入 
手 ] ( 変 ) ア イア ン メ イル ( 宝 ) イー フォ ン の 聖 殿 
(イー フォ ン 戦 後 ) 

ファ イナ クロ ス 

【 フ ァ イ ナ クロ ス 】 落 防具 / 森 に 毅 居 する 
老婆 が 織っ た ロー プ ブ 。 彼女 の 手 に より 花 
や 小動物 を イメ ー ジ し た 刺し ゅ う が 施 され 
て いる 。 簡素 だ が な か な か の 防御 力 。 [ 装 
備 ] ヒ ル ダ [ 斬 防 ]161[ 打 防 ]161[ 術 防 ] 
161[HP]65[ 強 化 15[ 衝 撃 ]80[ 価 格 ] 一 [ 入 
手 ] ( 変 ) ムー ン ロ ー プ ( 宝 ) イー フォン の 聖 殿 
(イー フォ ン 戦 後 ) 

ファ ウル フェ ザー 

【 フ ァ ウ ルフ ェ ザ ー】 茹 防具 / 体 に な じ む 
柔らか な 質感 の ロー ブ 。 アル ヴァ ン 山 脈 に 
棲む 巨 租 の 羽 が 織り 込ん で あり 、 打撃 攻 
撃 に 対し て 高い 防御 力 を 持つ 。 [装備 ] ヒ 
ル ダ [ 斬 防 ]279[ 打 防 ]379[ 術 
防 ]108[HP]119[ 強 化 15[ 衝 撃 165[ 価 格 ] 一 
[入手 ] ( 変 ) ウ イッ チロ ー ブ 

フー スガ ンプ ブ 

【 フ ー ス ガン ブ 】 罰 防具 ノ 白 銀 に 輝く 鎧 。 
長らく 雪 の 中 に 眠っ て いた あい だ に HP 回 
復 力 こそ ほとん ど 失 っ て し まっ た も の の 、 
その 堅 年 さ は 不変 。 [装備 ] ユ ー ジ ー ン [ 斬 
防 ]444[ 打 防 ]444[ 術 防 ]180[HP]12[ 強 
化 ]5[ 衝 撃 ]130[ 価 格 ] 一 [入手 ] ( 変 ) ル ー ン 
メイ ル 

ブ ェ ー ロ ステ ル 

【 ブ ェ ー ロ ステ ル 】 臣 防具 身頃 を か き 合 
わせ る よう に し て 着る ジャ ケッ ト で 、 北国 で 
多く 用 いら れ て いる 。 圧縮 し た 羊 の 毛 を 詰 
め て いる の で 、 見 た 目 以上 に 暖か く 、 防御 
性 能 も 高い 。 ちな み に 合わ せ を 反対 に す 
る と 亡くな っ た 人 に 服 を 着せ る と き の 「 死 に 
装束 ] と な る 。 着 慣 れ て いな いと よく 間違う 
の で 注意 が 必要 。 [装備 ] マ オ [ 斬 防 ]12[ 打 
防 ]233[ 術 防 ]165[HP]172[ 強 化 ]5[ 衝 
撃 ]1100[ 価 格 ] 一 [入手 ] ( 変 ) ゴ ー ル ドジ ャ ケ 
ッ ト 、 フ ェ ニ ア の 聖 殿 ( 試 練 ク リア 後 ) 

フェ ザー クロ ー ク ※ 

【 フ ェ ザ ー ク ロー ク 】 罰 防具 / 羽 の よう に 
軽い クロ ー ク 。 サ ニ イ タ ウン に お いて 帆船 
の 機構 を 元 に 、 風 の 力 を 内 部 に 取り 込み 
防御 力 へ と 層 元 する 特殊 な 技術 が 開発 さ 
れ 、 試験 的 に 用 いら れ て いる 。 あま り に 風 
の 強い 日 に は いっ し ょ に 飛ば され る こと も 
ある の で 着用 は 控え た い 。 [装備 ] ア ニー 
[ 斬 防 ]66[ 打 防 166[ 術 防 ]66[HP]61[ 強 
化 ]3[ 衝 撃 ]70[ 価 格 ]590[ 入 手 ] (店 ) ペ ト ナ 
ジャ ンカ 、 サ ニ イ タウ ン 


2-1 ※ 印 の つい て いる も の の 内 容 に 関し て は 、 編集 部 が 独自 に 推察 、 想像 し た も の で す 。 


ブ ェ ザー ジャ ゲッ ト 

【 フ ェ ザ ー ジ ャ ケッ ト 】 罰 防具 背中 に 羽 
を あし ら っ た 、 ラ ブリ ー な ジャ ケッ ト 。 羽 の 
付け 根部 分 に 特許 技術 を 採用 し 、 装備 者 
が 歩く た びに 羽ばたく よう な 動き を する よ 
うに 設計 され て いる 。 年 端 の いか な い 少 
年 少女 が この ジャ ケッ ト を まとっ て 街中 を 
開 歩 する 様子 は 、 さ な が ら 天 使 が 降臨 し 
た か の よう 。 と くに ロー ティ ー ン の 少年 の 姿 
を 「 ど うに か し た い ほ どの 可愛 さ ] だ と 遠く 
か ら 近 く か ら 愛 で る 婦女 子 が あと を た た な 
いと いう 。 [装備 1 マオ [ 斬 防 ]40[ 打 
防 ]93[ 術 防 ]106[HP]66[ 強 化 13[ 衝 
撃 ]50[ 価 格 ]1635[ 入 手 ]( 店 ) ペ トナ ジャ ンカ 、 
サ ニ イ タウ ン 

フォ ル テ ィ ア ー マ ー 

【 フ ォ ル ティ アー マー】 茹 防具 聖なる 者 
の 思 ち ょ う を 受け る 鎧 。 過酷 な 試練 に 打ち 
勝つ だ け の すばらし き 性 能 を 誇る 。 [装備 ] 
ヴェ イグ [ 斬 防 ]326[ 打 防 ]326[ 術 防 ]279 
[HP]233[ 強 化 15[ 衝 撃 1100[ 価 格 ] 
12150[ 入 手 ] (店 ) バル カ ( イ ベン ト 後 ) 

フォ ル テ ィ ク ロー ク 

【 フ ォ ル ティ クロ ー ク 】 罰 防具 着る 者 に 
生命 力 を 吹き 込む クロ ー ク 。 数 多 の 命 を 
抱く 森 の ご と き 深 い 罰 に 輝い て いる 。 身 
に まとう と あら ゆめ る 能力 を 高め 、 装備 者 を 
勝利 の 運命 に 導く 。[ 装 備 1 ア ニー[ 斬 
防 ]231[ 打 防 ]231[ 術 防 ]231[HP]214[ 強 
化 ]5[ 衝 撃 190[ 価 格 ]15185[ 入 手 ] (店 ) バ 
ルカ (イベ ント 後 ) 

フォ ル テ ィ ジ ャ ケッ ト 

【 フ ォ ル ティ ジャ ケッ ト 】 罰 防具 受け た フ 
ォ ル ス を 吸収 し 、 防御 力 に 変え る と いわ れ 
て いる ジャ ケッ ト 。 [装備 ] マ オ [ 斬 防 ]140 
[ 打 防 ]326[ 術 防 ]1372[HP]233[ 強 化 ]5[ 衝 
撃 ]70[ 価 格 ]10125[ 入 手 ] (店 ) バ ルカ (イベ 
ント 後 ) 

フォ ル テ ィ プ レー ト 

【 フ ォ ル ティ プレ ー ト 】 茹 防具 / 最 も 硬い 
樹木 に よっ て 作ら れ た 胸 当 て 。 弾性 の ある 
材質 の た め に 衝撃 の 多く を 吸収 し 、 ま た 装 
備 者 が 強い フォ ルス 能力 を 持つ ほど 防御 力 
が 高まる 。 [装備 ] テ ィ ト レイ [ 斬 防 ]169[ 打 
防 ]390[ 術 防 ]264[HP]215[ 強 化 15[ 衝 
撃 ]185[ 価 格 ]13160[ 入 手 ] (店 ) バ ルカ (イベ 
ント 後 ) 

フォ ル ティ メイ ル 

【 フ ォ ル ティ メイ ル 】 罰 防 具 プ 受け た 傷 を 
自ら 癒す 全身 鎧 。 運命 に 送ら っ て 生き る 
意志 を 持つ も の の み が 着 用 で きる 。[ 装 
備 ] ユ ー ジ ー ン [ 斬 防 ]521[ 打 防 ]223[ 術 
防 ]186[HP]140[ 強 化 15[ 衝 撃 ]1130[ 価 


《 防 具 》 フ ェ ザ ー ジ ャ ケッ トー プリ ズム ジャ ケッ ト 


格 ]14175[ 入 手 ] (店 ) バル カ ( イ ベン ト 後 ) 
フォ ル テ ィ ロ ー ブ 

【 フ ォ ル ティ ロー ブ 】 罰 防具 静電気 を 帯 
び 、 湊 い ブル ー に 輝く ロー プ 。 術 師 の 危 
機 に は 雷 を 呼び 、 害 な す も の を 焼き 尽く 
す と いう 。 [装備 ] ヒ ル ダ [ 斬 防 ]502[ 打 
防 ]193[ 術 防 ]324[HP]132[ 強 化 15[ 衝 
撃 ]80[ 価 格 ]11135[ 入 手 ] (店 ) バル カ ( イ 
ベン ト 後 ) 

ブラ ー ヴ ァ ス 

【 ブ ラー ヴァ ス 】 罰 防 具 プ この 世 で も っ と 
も 軽い 鎧 。 防御 の 点 で も ほか に 引け を と 
ら な い 。 長く 娘 の 塔 に 眠っ て いる た め に 、 
聖なる 鳥 が 己 の 羽 か ら 生 み 出 し た と いう 伝 
承 を 生ん だ 。[ 装 備 ] ヴ ェ イ グ [ 斬 防 ]203[ 打 
防 ]203[ 術 防 ]181[HP]176[ 強 化 15[ 衝 
撃 ]65[ 価 格 ] 一 [入手 ] ( 変 ) シ ル バ ー ア ー マ 
ー、( 宝 ) フ ェ ニ ア の 聖 殿 
プラ チ ナ アー マー 

【 プ ラチ ナ ア ー マ ー】 牙 防具 / ま ば ゆい ば 
か り に 輝く 、 プラ チ ナ 製 の 鎧 。 鎖骨 の あ た 
り ま で 露出 する デザ イン な が ら 、 魔力 に よ 
る 加護 の た め に 高い 防御 力 を 誇る 。 [ 装 
備 ] ヴェ イグ [ 斬 防 ]283[ 打 防 ]283[ 術 
防 ]243[HP]202[ 強 化 15[ 衝 撃 1120[ 価 
格 ]9400[ 入 手 ] (上 店) モク ラド 村 
プラ チ ナ プレ ー ト 

【 プ ラチ ナ プ レ ー ト ]】 茹 防具 白金 製 の 胸 
当て 。 動き や すさ を 追求 し て シン プル な デ 
ザイ ン に な っ て いる も の の 、 性 能 は 非常 に 
高い 。 [装備 ] テ ィ ト レイ [ 斬 防 ]147[ 打 
防 ]340[ 術 防 ]229[HP]187[ 強 化 15[ 衝 
撃 ]105[ 価 格 ]10125[ 入 手 ] (店 ) モク ラド 村 
プラ チ ナ メイ ル 

【 プ ラチ ナメ イル 】 罰 防 具 ノ 白金 製 の 鎧 。 
その 価格 は 一 般 市 民 な ら ひ と 財産 。 先祖 
代々 受け 継い で 大 切 に 使う 。[ 装 備 ] ユ ー ジ 
ー ン [ 斬 防 ]453[ 打 防 ]194[ 術 防 ]162[H 
P]121[ 強 化 ]5[ 衝 撃 ]150[ 価 格 ]10845[ 入 
手 ] (店 ) モク ラド 村 

プリ ズム クロ ー ク 

【 プ リズ ムク ロー ク 』】 落 防具 一 見 する と 、 
滑ら か な 光沢 を 持つ 白い クロ ー ク 。 光 を 受 
ける と 虹 色 に 輝き 、 さ ま ざ ま な 角度 に 屈折 
する まばゆい 光 が 敵 を 工 う 、 その 姿 は 聖女 
の よう と 称え られ る 。 [装備] アニ ー[ 斬 
防 ]201[ 打 防 ]201[ 術 防 ]201[HP]186[ 強 
化 ]5[ 衝 撃 ]110[ 価 格 ]7230[ 入 手 ] (店 ) モ ク 
ラド 村 

プリ ズム ジャ ケッ ト 

【 プ リズ ムジ ャ ケッ ト 】 茹 防具 / 虹 色 の 光 
を 放つ ジャ ケッ ト 。 反 射す る 光 に よっ て 
相手 を 惑わ す 。 [装備 ] マ オ [ 斬 防 ]121[ 打 
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防 ]283[ 術 防 ]324[HP]202[ 強 化 ]5[ 衝 
撃 190[ 価 格 ]7955[ 入 手 ] (店 ) モク ラド 村 
プリ ズム ロー ブ 

【 プ リズ ムロ ー ブ 】 罰 防 具 / 虹 色 に 輝く ロ 
ー プ 。 光 の 屈折 で 敵 の 目 を くら ます 。[ 装 
備 ] ヒ ル ダ [ 斬 防 ]436[ 打 防 ]168[ 術 
防 ]282[HP]114[ 強 化 ]5[ 衝 撃 ]100[ 価 
格 ]8680[ 入 手 ] (店 ) モク ラド 村 

フレ イタ ニ エ ル 

【 フ レイ タニ エル 】 罰 防 具 /「 数 多 の 笑 」 
の 名 を 持つ 鎧 。 何 度 も 焼き 窯 で 鍛え られ 
た た め 、 真っ 赤 に 染まっ た まま の 姿 に な 
っ た と いう 。 希少 価値 の 高い プラ チ ナ メイ 
ル が 形状 変化 し て この 鎧 に な る こと も あぁ あ 
り 、 か つて この 方 法 で 作ら れ た も の が 、 極 
北 の 館 に 一 人 知れ ず 眠 っ て いる と いう 。 
[装備 ] ユ ー ジ ー ン [ 斬 防 ]567[ 打 防 ]331[ 術 
防 ]191[HP]150[ 強 化 ]5[ 衝 撃 ]135[ 価 
格 ] 一 [入手 ] ( 変 ) プ ラチ ナメ イル 

ブレ バン テディ 

【 ブ レバ ン デ ィ ]】 罰 防具 派手 さき は な いも 
の の 、 し っ と り と し た 大 人 の 女性 の セン ス が 
光る クロ ー ク 。 袖口 と 裾 の 大 き な ド レー プ や 
光 の 加減 で 金色 の 輝き を 放つ 布地 な ど 、 
既製 品 に は な い 魅 力 が ある 。 泉 か ら 現れ 
出 た 女神 が 地上 に 人 遺し た と いわ れ て いる 。 
[装備 ] ア ニー[ 斬 防 ]124[ 打 防 ]124[ 術 防 ] 
262[HP]302[ 強 化 15[ 衝 撃 190[ 価 格 ] 一 [ 入 
手 ] ( 変 ) プ リズ ムク ロー ク 、( サ ) サル ベー ジ 
ブロ ンズ アー マー 

【 ブ ロン ズ ア ー マ ー 玉 防 具 ン 青銅 製 の 鎧 。 
の ど 元 や 胸部 な ど 、 最低 限 守り た い 部 分 
に の み 人 金属 を 使う こと で 、 それなり の 軽量 
化 と 機動 性 を 確保 し て いる 。 [装備 ] ヴ ェ イ 
グ [ 斬 防 ]81[ 打 防 ]81[ 術 防 ]69[HP]58[ 強 
化 ]3[ 衝 撃 ]120[ 価 格 ]350[ 入 手 ] (店 ) ミ ナ 
ー ル 、 ペ ト ナ ジャ ンカ 

ブロ ンズ メイ ル 

【 ブ ロン ズ メ イル 】 罰 防具 ノ 青 銅製 の 全身 
鎧 。 た い へ ん 重く 動き づら い が 、 防御 力 は 
それ な り に 高い 。 [装備 ] ユ ー ジ ー ン [ 斬 防 ] 
129[ 打 防 ]55[ 術 防 ]46[HP]35[ 強 化 ]3[ 衝 
撃 ]150[ 価 格 ]420[ 入 手 ] (店 ) ミ ナー ル 、 ペ ト 
ナジ ャ ンカ 

ベー ルイ ー ル 

【 ベ ー ル イー ル 】 茹 防具 戦う 者 を 勝利 に 
導く クロ ー ク 。 HP の 回 復 量 が 多く 、 体力 に 
不安 の ある 術 者 に は あり が た い が 、 引 き 換 
え ぇ に 各種 の 防御 性 能 を 犠牲 に し て いる た 
め 、 戦闘 で は 立ち 回 り に 気 を 配る こと が 必 
要 と な る 。 [装備 ] ア ニー[ 斬 防 ]12[ 打 
防 ]12[ 術 防 ]18[HP]1333[ 強 化 15[ 衝 
撃 ]90[ 価 格 ] 一 [入手 ]( 変 ) ウ イッ チク ロー ク 、 


( 宝 ) ギ リオ ー ヌ の 聖 殿 ( 試 練 ク リア 後 ) 
ボル レッ クス 

【 ボ ルレ ックス 】 四 防 具 / 斬 撃 防御 に すぐ 
れ た 胸 当 て 。 樹脂 を 加工 し た 材質 で 作ら 
れ て お り 、 大 変 軽く また 装備 者 の 体型 に 
合わ せ た 調 整 も で きる た め に 、 使 用 感 は 
よい 。 斬 撃 に は 優れ た 防御 力 を 見 せる も 
の の 、 割れ や すい た め に 突き に は 有 弱い 。 
[装備 1 ティ トレ イ [ 斬 防 ]231[ 打 防 ]13[ 術 
防 ]121[HP]123[ 強 化 ]5[ 衝 撃 195[ 価 格 ] 一 
[入手 ] ( 変 ) ス チー ルプ レー ト 


マク シミ リア ン 

【 マ クシ ミリ アン 】 罰 防具 / フォルス 耐 性 に 
優れ た 鎧 。 六 因 子 の 加護 を 受け て お り 、 自 
然 界 の フォ ルス を 体現 する 聖 獣 王 の 眠る 山 
に 隠さ れ て いる 。 [装備 ] ユ ー ジ ー ン [ 斬 
防 ]203[ 打 防 ]123[ 術 防 ]306[HP]112[ 強 
化 ]5[ 衝 撃 ]1130[ 価 格 ] 一 [入手 ] ( 変 ) ミ スリ 
ル メ イル 、( 宝 ) 獣 王 山 

マル クリ オー ザ 

【 マ ルク リオ ー ザ 】 罰 防 具 プ 鮮やか な 赤 が 
美しい ジャ ケッ ト 。 上 質 の 皮 を 染め エナ メル 
加工 を 施し て ある の で 、 術 防御 力 が 非常 に 
高い 。 また その すばらし い 光 沢 は お し ゃ れ 
着 と し て も 十分 に 通用 する 。 隠 密 行 動 の 隊 
に 目立ち すぎ る の が 難点 。 オート クチ ュー ル 
な の で 店 頭 で 手 に 入れ る こと は ほぼ 不可 
能 で あり 、 一 般 人 が 入手 する 場合 は オー ク 
ショ ン を 利用 する こと が 多い と いう 。 [装備 ] 
マオ [ 斬 防 ]14[ 打 防 ]19[ 術 防 ]472[H 
P]41[ 強 化 ]5[ 衝 撃 ]70[ 価 格 ] 一 [入手 ]( 変 ) 
ミス ティ ジャ ケッ ト 、( サ ) オークション 
ミス ティ クロ ー ク 

【 ミ ステ ィ ク ロー ク 】 茹 防具 / 肩 が 大 きく 露 
出し た 、 ちょ っ と 大 人 の 雰囲気 を か も し 出 
す デ ザイ ン の クロ ー ク 。 魔力 が 込め られ た 
織物 で 作ら れ て お り 、 防御 力 は 高い 。 [ 装 
備 ]」 ア ニー[ 斬 防 ]115[ 打 防 ]115[ 術 
防 ]115[HP]107[ 強 化 14[ 衝 撃 ]170[ 価 
格 ]2635[ 入 手 ] (店 ) ラ ジル ダ 、 ピピ スタ 
ミス ティ ジャ ケッ ト 

【 ミ ステ ィ ジ ャ ケッ ト 】 落 防具 / 何 で つく ら 
れ て いる の か わか ら な い 、 謎 の ジャ ケッ 
ト 。 不思議 な 着 心地 で 心 が 落 ち 着く 。 
[装備 ] マ オ [ 斬 防 ]69[ 打 防 ]162[ 術 
防 ]185[HP]116[ 強 化 14[ 衝 撃 ]50[ 価 
格 ]2825[ 入 手 ] (店 ) ラ ジル ダ 、 ピピ スタ 
ミス ティ ロー ブ 

【 ミ ステ ィ ロ ー ブ 】 罰 防具 門外 不 出 の 織 


2-1 ※ 印 の つい て いる も の の 内 容 に 関し て は 、 編集 部 が 独自 に 推察 、 想像 し た も の で す 。 


りか た で つく られ た ロー プ ブ 。 フ ォ ル ス を 秘 
め た 不思議 な 素材 が 用 いら れ て いる 。 率 
その も の は 和 白 に 近い が 、 光沢 を 出す 独特 
の 織り か た と 、 内 部 か ら ゆ っ くり と あふ れる 
フォ ルス に よっ て 、 紫紺 の 輝き を 放つ 。 [ 装 
備 ] ヒ ル ダ [ 斬 防 ]249[ 打 防 ]96[ 術 
防 ]161[HP]65[ 強 化 14[ 衝 撃 160[ 価 
格 ]1880[ 入 手 ] (上 店) ラジ ル ダ 、 ビビ スタ 

ミス リル アー マー 

【 ミ スリ ルアー マー】 茹 防具 / ミスリル 銀 
で 作ら れ た 鎧 。 金属 製 な が ら 皮 の 鎧 と 同 
じ く らい の 軽 さ で 、 大 変動 きやすい 。 [ 装 
備 ] ヴ ェ イ グ [ 斬 防 ]214[ 打 防 ]214[ 術 
防 ]184[HP]153[ 強 化 15[ 衝 撃 180[ 価 
格 ]5535[ 入 手 ] (店 ) ノ ル ゼ ン 、 ベル サス 
ミス リル プレ ー ト 

【 ミ スリ ルプ レー ト 】 牙 防具 強く て 軽い 、 
ミス リル 銀製 の 胸 当 て 。 素早 い 動き が 身上 
の 格闘 家 に と っ て は 、 い つか は 欲し い 一 品 。 
[装備 1 ティ トレ イ [ 斬 防 ]111[ 打 防 ]257[ 術 
防 ]173[HP]141[ 強 化 15[ 衝 撃 165[ 価 
格 ]3690[ 入 手 ] (店 ) ノ ル ゼ ン 、 ベル サス 
ミス リル メイ ル 

【 ミ スリ ル メ イル 』】 茹 防具 ノ ミスリル 銀 で つ 
くっ た 全身 鎧 。 体 の ほとん どの 部 分 を 析 
っ て いる と 思え な い ほ どの 軽 さ 。 [装備 ] ユ 
ー ジ ー ン [ 斬 防 ]343[ 打 防 ]147[ 術 
防 ]122[HP]92[ 強 化 15[ 衝 撃 ]110[ 価 
格 ]4060[ 入 手 ] (上 店) ノル ゼン 、 ベル サス 
ムー ンク ロー ク 

【 ム ー ン クロ ー ク 】 罰 防 具 プ 月 の 力 を 宿 し 
た クロ ー ク 。 普段 は 落ち 着い た 風合い の 
紺色 を し て いる が 、 装備 者 の フォ ルス が 高 
まる と 、 身 を 守る 淡い オー ラ を 発する 。 ラ 
イト アッ プ 効 果 で 普段 より 美人 に 見 える こ 
と 間違い な し 。 [装備 ] ア ニー[ 斬 防 ]87[ 打 
防 ]87[ 術 防 ]87[HP181[ 強 化 14[ 衝 撃 ] 
90[ 価 格 ]960[ 入 手 ] (店 ) ア ニカ マル 、 バビ ロ 
グラ ー ド 、 バル カ 

ムー ンジ ャ ケッ ト 

【 ム ー ン ジャ ケッ ト 】 牙 防具 不思議 な オ 
ー ラ で 夜道 を 照ら す ジ ャ ケッ ト 。 閣 夜 に 浮 
か ぶ 月 を ほう ふつ と させ る こと か ら こ の 名 
が つい て いる 。 [装備 ] マ オ [ 斬 防 ]52[ 打 
防 ]122[ 術 防 ]140[HP]87 [強化 14[ 衝 
撃 170[ 価 格 ]1055[ 入 手 ] (店 ) アニ カマ ル 、 
バビ ロダ ラー ド 、 バ ルカ 

ムー ン ロ ー ブ 

【 ム ー ン ロー ブ 】 茹 防具 / 月 の 力 を 宿 し た 
ロー ブ 。 つ ね に 放ち 続け て いる 光 が 途 絶 
える まで 、 月 の 加護 が 続く 。 [装備 ] ヒ ル ダ 
[ 斬 防 ]189[ 打 防 ]72[ 術 防 ]122[HP]49[ 強 
化 ]4[ 衝 撃 ]80[ 価 格 ]1150[ 入 手 ] (店 ) ア ニ 
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カマ ル 、 バビ ログ ラー ド 、 バル カ 
メッ シュ クロ ー ク 

【 メ ッシュ クロ ー ク 】 罰 防具 / 上 質 な 網目 
織 で 織り 上 げた クロ ー ク 。 ウエ スタ リア 大 陸 
の 女性 が 好 ん で 着用 する 日 常 着 で 、 い わ 
ゆる 防具 と し て の 性 能 に 特筆 すべ きも の 
は な い 。 絹 織り な の で 肌触り に 優れ 、 長 
期 に 渡る 旅 で も 着用 の 負担 が 上 少な いこ と 
が 、 装備 品 と し て 扱わ れる 理由 と な っ て 
いる 。 体 の ライ ン が ほん の 少し わか る シル 
エッ ト 、 絹 独 特 の 美しい 光沢 な ど が 、 決し 
て 高価 で な いな が ら も どこ と な く 上 品 さ を 
醸し 出す ポイ ント 。 [装備 l ア ニー[ 斬 
防 ]57[ 打 防 ]57[ 術 防 ]57[HP]53[ 強 
化 ]3[ 衝 撃 190[ 価 格 ]455[ 入 手 ] (店 ) ミ ナー 
ル 、 ペ トナ ジャ ンカ 

メッ シュ ジャ ケッ ト * 

【 メ ッシュ ジャ ケッ ト 】 罰 防 具 ン 身頃 と 袖 の 
部 分 で 素材 を 変え た た 、 セ ンス の ある ジャ ケ 
ッ ト 。 身頃 の 部 分 に は 、 近年 ミナ ー ル で 開 
発 さ れ た 、 ス ポー ツ 用 の 発汗 性 の 高い 特 
殊 素 材 を 使用 。 戦闘 時 に か く 汗 を す ば や 
く 燕 発 さ せ 、 不快 感 を 残さ な い 仕 様 と な っ 
て いる 。 また 網目 織 に な っ た 袖 部 分 は 、 通 
気性 が よく 夏 で も 快適 。 ジャ ケッ ト そ の も の 
の 頑丈 さ に よっ て 防御 性 能 を 高め る の で 
は な く 、「 戦 い の た め の 特 別 な 装備 な の だ ]」 
と いう 使用 者 の 心理 的 負担 を 軽減 し て 、 
戦闘 の 効率 を 高め よう と いう 発想 に よっ て 
生み 出さ れ た 。 [装備 ] マ オ [ 斬 防 ]35[ 打 
防 ]81[ 術 防 ]92[HP]158[ 強 化 13[ 衝 
撃 170[ 価 格 ]490[ 入 手 ] (店) ミナール 、 ベト 
ナジ ャ ンカ 

メン ソ ア ク ルス 

【 メ ン ソ アク ルス 】 罰 防具 / 朋 の あたり ま 
で を 保護 する 、 長め の 鎧 。 勇者 と 称え ら 
れ た 戦士 が 身 に 着け て いた と いう 。[ 装 
備 ] ヴ ェ イ グ [ 斬 防 ]260[ 打 防 ]220[ 術 
防 ]205[HP]195[ 強 化 15[ 衝 撃 ]115[ 価 
格 ] 一 [入手 ] ( 変 ) スタ ー ア ー マ ー、 ノ ル ゼ ン 
で ガ ジ ュ マ か ら も ら う 


ラズ リー ト 

【 ラ ズリ ー ト 】 罰 防具 HP 回 復 量 が 非常 
に 多い 鎧 。 半面 、 防御 に 関し て は 着用 者 
の 力量 に 頼る と ころ が 大 きく 、 邪 な 心 を 抱 
け ば た ち ま ち 壊 れる と いわ れ て いる 。[ 装 
備 ] ユ ー ジ ー ン [ 斬 防 ]32[ 打 防 ]12[ 術 防 ] 
10[HP]255[ 強 化 15[ 衝 撃 ]125[ 価 格 ] 一 [ 入 
手 ] ( 変 ) スタ ー メ イル 


ITEM DICTIONARY 


/9 


/4 ダ 


《 防 具 》 ラ ナウ ン シ ー  《 護 待 ) エ ソ テ リ ッ ク 


ラナ ウン シー 

【 ラ ナウ ン シ ーj』 茹 防具 ノ 術 防御 に 特 化し 
た ロー ブ 。 長 衣 に 上 着 を 重ね て 着こなす 。 
ゆっ た り と し た 袖口 や 裾 に どこ と な く 高 級 
感 が 漂う の が 人 気 の 秘 訣 。 すぐ に 傷む の 
で まめ に お 手入れ が 必要 。 [装備 ] ヒ ル ダ 
[ 斬 防 ]18[ 打 防 ]12[ 術 防 ]311[HP]164[ 強 
化 ]5[ 衝 撃 ]160[ 価 格 ] 一 [入手 ] ( 変 ) ミ ステ ィ 
ロー ブ 

リィ イー ティ アル 

【 リ ィ ー デ ィ ア ル 】 罰 防 具 プ 年 若い 暗殺 者 
の た め の ジ ャ ケッ ト 。 ア クセ ント に な っ て い 
る デザ イン 性 の 高い 大 振り の 金具 を は じ 
め 、 若者 向き の ディ テー ル が 随所 に 施さ れ 
て いる 。 また 携帯 用 の 武器 を 障 す ベル ト 
や ボケ ッ ト が いた る と ころ に 用 意 さ れ 、 任務 
に 赴く 彼ら を サポ ー ト する 心配 り も 万 全 。 
[装備 ] マ オ [ 斬 防 ]321[ 打 防 ]260[ 術 
防 ]291[HP]241[ 強 化 ]5[ 衝 撃 ]80[ 価 格 ] 一 
[入手 ] ( 変 ) プ リズ ムジ ャ ケッ ト 、( サ ) サ ル ベ 
2 

リフ レー ル 

【 リ フレ ー ル 】 罰 防具 ノン 打 撃 攻 撃 に 優れ た 
耐性 を 持つ ロー ブ 。 頑丈 に で き て いる の で 
術 師 の 普段 着 と し て 愛用 され て いる 。 洗濯 
に も ろ 強 い 。 [装備 ] ヒ ル ダ [ 斬 防 ]114[ 打 防 ] 
278[ 術 防 ]194[HP]71[ 強 化 ]5[ 衝 撃 ]180[ 価 
格 ] 一 [入手 ] ( 変 ) ゴ ー ル ドロ ー ブ 、 聖火 台 
の アイ テム 交換 イベ ント 

ルー ン ア ー マ ー 

【 ル ー ン アー マー】 罰 防具 地味 な 装飾 な 
が ら 、 不思議 な 力 を まとっ た 鎧 。 古代 文字 
で 祈り の 言葉 が 刻ま れ て いる と いう 。 [ 装 
備 ] ヴ ェ イ グ [ 斬 防 ]246[ 打 防 ]246[ 術 防 ]211 
[HP]176[ 強 化 ]5[ 衝 撃 ]100[ 価 格 ]7230[ 入 
手 ] (店 ) ベ ル サ ス 、 モク ラド 村 

ルー ンプ レー ト 

【 ル ー ン プレ ー ト 】 罰 防 具 ノ 古代 文字 の 刻 
まれ た 胸 当 て 。 時 を 超え た 言霊 の 力 が 使 
用 者 を 守る 。 [装備 ] テ ィ ト レイ [ 斬 防 ]128[ 打 
防 ]295[ 術 防 ]200[HP]162[ 強 化 15[ 衝 
撃 ]185[ 価 格 ]7750[ 入 手 ] (店 ) ベ ル サ ス 、 モ 
クラ ド 村 

ルー ン メ イル 

【 ル ー ン メイ ル 】 罰 防 具 ノ 太古 の 時 代 に は 
も っ と も 高貴 な 色 と さ れ た 、 淡い 紫 に 輝 
く 鎧 。 裏側 に 彫り 込ま れ た 古代 文字 の 呪 
術 で 使用 者 を 守る 。 [装備 ] ユ ー ジ ー ン [ 斬 
防 ]394[ 打 防 ]169[ 術 防 ]141[HP]106[ 強 
化 ]5[ 衝 撃 ]130[ 価 格 ]5165[ 入 手 ] (店 ) ベ 
ル サ ス 、 モク ラド 村 

レザ ー ア ー マ ー 

【 レ ザー アー マー】 較 防 具 / な めし 皮 の 鎧 。 


街 か ら 街 へ 旅 す る と き は 、 最低 で も この く 
らい の 装備 を し て お きた い 。 [装備 ] ヴ ェ イ 
グ [ 斬 防 ]70[ 打 防 ]70[ 術 防 ]60[HP]50[ 強 
化 ]3[ 衝 撃 ]100[ 価 格 ]275[ 入 手 ] (店 ) スー 
ルズ 、 ミナ ー ル 

レザ ー メ イル 

【 レ ザー メイ ル 】 茹 防具 ノ な めし 皮 和製 の 全 
身 鎧 。 市 場 に 多く 流通 する 材質 の も の だ が 、 
あま り 通 気性 が よく な いた め 夏 場 は 蒸れ る 。 
[装備 ] ユ ー ジ ー ン [ 斬 防 ]112[ 打 防 ]48[ 術 
防 ]40[HP]130[ 強 化 13[ 衝 撃 1130[ 価 
格 ]325[ 入 手 ] (店 ) スー ルズ 、 ミナ ー ル 


(護符 


アー スリ スト 

【 ア ー ス リス ト 】 茹 護符 武器 に 地 属性 を 
付加 する 護符 。 相反 する 属性 を 付加 する 
と 両 属性 が 無効 に な る 。 [装備 ] ヴェ イグ 、 
オオ ボ 。 ま ーー ジー ン 、 チ ニー ゲル トシ レイ 、 ビル ゲ 
[価格 ]2500[ 入 手 ] (店 ) バ ルカ 

アク アリ スト 

【 ア クア リス ト 】 茹 護符 ノ 武 器 に 水 属性 を 
付加 する 護符 。 相反 する 属性 を 付加 する 
と 両 属性 が 無効 に な る 。 [装備 ] ヴェイグ 、 
マキ 、 ユー ジー ン 、 アニ ー、 学 人 T ト レイ 、 ヒルダ 
[価格 ]1500[ 入 手 ] (店) アニ カマ ル 
ウィ ー ク チェ ッ ク 

【 ウ ィ ー ク チェ ッ ク 』】 罰 護 符 ノ 衰弱 を 防止 
し 、 防 具 に 風 耐性 を 付加 する 護符 。 相反 
する 属性 を 付加 する と 両 属性 が 無効 に な 
る 。 [装備 1 ジェ イグ 、 マオ 、 ユー ジー ン 、 アニ 
ー、 テ ィ ト レイ 、 ヒ ル ダ [価格 ]2500[ 入 手 ]( 店 ) 
ノル ゼン 

ウェ ボン リフ ァ イ ナ ー 

【 ウ ェ ポ ン リ ファ イナ ー』】 軌 護符 プ 戦 闘 終 
了 時 に 1/16 の 確率 で 、 同時 に 装備 し て い 
る 武器 の 覚醒 率 が 0.01% 上 昇 する 護符 。 
武器 の 覚醒 率 が 50% に な る まで 有効 。 [ 装 
備 ] ヴ ェ イ グ 、 マオ 、 ユー ジー ン 、 アニ ー、 ティ ト 
レイ 、 ヒ ル ダ [価格 ] 一 [入手 ]( 英 ) イ ー フ ォ ン 
エ ソ テリ ッ ク 

【 エ ソ テ リ ッ ク 】 茹 護符 装備 者 の 精神 力 
を 飛躍 的 に 高め る 護符 。 身 に つけ て い 
る と 、 RG に 関係 な く 奥 義 を 発動 で きる 。 
[装備 ] ジ ヴェ イグ 、 マオ 、 ユージーン 、 アニ 
ー、 ティト レイ 、 ヒル ダ [価格 ] 一 [入手 ] ( 宝 ) 
サイ グロ ー グ の 館 


2-1 ※ 印 の つい て いる も の の 内 容 に 関し て は 、 編集 部 が 独自 に 推察 、 想像 し た も の で す 。 


ガン ホー ベル ト 

【 ガ ン ホ ー ベ ルト 】 罰 護 符 王 の 盾 の な か 
で も トッ プク ラス の 術 者 や 戦士 の み が 使 い 
こなせ る と いう ベル ト 。 HP 残 量 に 応じ て 
RG が 変化 する 。 [装備 ] マ オ 、 ユー ジー ン 
[価格 ] 一 [入手 ]( サ ) サル ベー ジ 
きん の フォ ー ク 

【 金 の フォ ー ク 】 罰 護 符 ノ 碑 沢 な 純金 製 の 
マイ フォ ー ク 。 食事 の と き に さっ と 懐か ら 取 
り 出 し て 使え ば 、 料理 が ぐっ と 引き 立つ 。 
装備 し て お く と 、 料理 を 食べ た と き の HP 回 
復 量 が 2 倍 に な る 。 [装備 ] ヴ ェ イ グ 、 マオ 、 
テー ジー ン 、 ア ニー、 人 トレ イ 、 ヒル ダ | 舞 
格 ] 一 [入手 ] オ ー ク ショ ン 

くう じん の た まし い 

【 空 神 の 魂 】 護 符 プ 装備 し て お く と ヴェ イ 
グ の 特技 「 幻 龍 斬 ] が 「 空 襲 剣 ] に 変化 す 
る 。 [装備 ] ヴ ェ イ グ [価格 ] 一 [入手 ]( サ ) ミ 
ナー ル ・ コ ンプ リー ト お や じ 
クー ル ラ スタ ー 

【 ク ー ル ラス ター】 茹 護符 プク ー ル で イカ 
し た 戦い が 実現 で きる 護符 。 敵 を 倒し た 
と き に ⑲ ボ タン を 押し て いる と 、 キメ 台詞 
を 吐い て RG を 0 に する 。 [装備 ] ヴェイグ 、 


マオ 、 ユー ジー ン 、 アニ ー、 ティ トレ イ 、 ヒル 
ダ [ 価 格 ] 一 [入手 ] ミ ニ ゲ ー ム 「 河 下り ] 
ゲイ ルリ スト 


【 ゲ イル リス ト 】 茹 護符 武器 に 風 属性 を 
付加 する 護符 。 相反 する 属性 を 付加 する 
と 両 属性 が 無効 に な る 。 [装備 ] ヴ ェ イ グ 、 
ユー ジー ン 、 ア ゴン ティ トレ し キ 、 セ 
ダ [ 価 格 ]1500[ 入 手 ] (店 ) バル カ 


サニー ハッ ト 

【 サ ニー ハッ ト 】 四 護 符 ノ 術 の 詠唱 中 に HP 
が 回 復 す る 帽子 。 世 の 術 使い あこ が れ の 
一 品 。 [装備 ] ア ニー、 ヒルダ [価格 ] 一 [ 入 
手 ]( サ ) サルベージ 

シャ イニ ング オー ブ 

【 シ ャ イニ ング オー ブ 】 罰 護 符 プ 戦闘 時 に 
武器 、 防具 の 潜在 能力 の 覚醒 率 が 2 倍 に 
な る オー プ ブ 。 謎 の 館 の 主人 が 所 持 し て いる 
と いわ れる 。 [装備 ] ヴ ェ イ グ 、 マオ 、 ユー ジ 
ー ン 、 アニ ー、 ティ トレ イ 、 ヒル ダ [価格 ] 一 [ 入 
手 ] サ イグ ロー グ の 館 ・60 階 で ボス に 勝利 
する と も ら え る 

シル バー ガン トレ ッ ト 


《 護 符 》) ガ ン ホ ー ベ ルト ー ディ レイ チェ ッ ク 


【 シ ル バ ー ガ ント レッ ト 】 罰 護符 ノ 白 銀 の 
驚 手 。 攻撃 を 受け た と き に タイ ミン グ よく 
ガー ド する と 、 ダ メー ジ を 無効 化 で きる 。 
使い こなせ る の は 近接 戦闘 に 長け た 戦 
士 の み 。 [装備] ヴェ イグ 、 テ ィ ト レイ [ 価 
格 ] 一 [入手 ] サ ル ベ ー ジ 

ステ ッ プ ブー ツ 

【 ス テッ プ ブ ー ツ 】 茹 護符 / 軽 や か な 身 の 
こなし が 実現 する プー ツ 。 サイ ド に つい た 
羽 で 浮力 を 得 て い る の で 、 体 に 負担 を か 
けず に 機 般 な 動き を 可能 に し て いる 。 戦 
闘 中 に バッ クス テッ プ す る と HP が 5 回 復 す 
る 。 1 装備] ツェ イア 、 マオ 、 ユージーン 、 ア 
ニー、 ティ トレ イ 、 ヒル ダ [価格 ] 一 [入手 ] 
( サ ) ミ ナー ル ・ コ ンプ リー ト お や じ 

せん こう の た まし い 

【 肉 光 の 魂 】 落 護符 装備 し て お く と ヴェ イ 
グ の 特技 | 絶 翔 斬 ] が 「 光 衝 ] に 変化 す 
る 。 [装備 ] ヴ ェ イ グ [価格 ] 一 [入手 ]( サ ) ミ 
ナー ル ・ コ ンプ リー ト お や じ 


た 


ダー クリ スト 
【 ダ ー ク リス ト ]】 罰 護 待 ノ 武器 に 閣 属 性 を 
付加 する 護符 。 相反 する 属性 を 付加 する 
と 両 属性 が 無効 に な る 。 [装備 ] ヴェイ グ 、 
マオ 、 ユー ジー ン 、 アニ ー、 ティ トレ イ 、 ヒル ダ 
[価格 ]2000[ 入 手 ] (店 ) バル カ 

ダッ シュ ブー ツ 

【 ダ ッシュ ブー ツ 】 罰 護符 特殊 な クロ ー 
ク ・ エ クサ ー ル と 同じ 素材 を 用 いて 作ら れ 
た ブー ツ 。 装備 し て いる と 戦闘 時 の 移動 束 
度 が 1.2 倍 に な る 。 [装備 ] ヴ ェ イ グ 、 マオ 、 
ユー ジー ン 、 ア ニー、 チ ィ ト レイ 、 ビ ルズ ダ 【 値 
格 ] 一 [入手 ]( サ ) オ ー ク ショ ン 

ダブ ルト リッ ク 

【 ダ ブル トリ ッ ク 】 罰 護 符 / 特 技 か ら 通 党 
攻撃 や 特技 へ 連携 で きる 護符 。 [装備 ] ヴ 
ェ イ グ 、 ユー ジー ン 、 ティ トレ イ [価格 ] 一 [ 入 
手 ] ( 英 ) ミ ル ハ ウス ト 

ティ スト ーション オー ブ 

【 デ ィ ス トー ショ ン オ ー ブ 】 四 護符 プア ワー 
グラ ス 使用 時 の 効果 時 間 が 5 倍 に 引き 延 
ば され る オー ブ プ ブ 。 謎 の 館 の 主人 が 所 持 し 
て いる と いわ れる 。 [装備 1 ヴェ イグ 、 マオ 、 
ユー ジー ン 、 ア ニー、 チト レイ 、 ヒ ル ダ ] 舞 
格 ] 一 [入手 ] サ イグ ロー グ の 和 館 ・40 階 で ボ 
ス に 勝利 する と も ら え る 

ティ レイ チェ ッ ク 

【 デ ィ レ イチ ェ ッ ク 】 朗 護符 プ 鈍 足 を 防止 
し 、 防具 に 地面 性 を 付加 する 護符 。 相反 
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《 護 待 ) デ クス タリ イィ オーブ  〈《 宝 石 》 ほ う せ き 


(店 ) サ ニ イ タ ウン 
デ ク ス タ リ イィ オー ブ 


ス に 勝利 する と も ら え る 


/ パ ラック チェック 


(店 ) アニ カマ ル 
パラ ライ チェ ッ ク 


(店 ) キョ グエン 
ひょう ま の た まし い 


ふう じん の た まし い 


フリ ー ズ チェ ッ ク 


手 ] (店 ) ベル サス 
フレ アリ スト 


する 属性 を 付加 する と 両 属性 が 無効 に な 
る 。 [装備 ] ヴ ェ イ グ 、 マオ 、 ユー ジー ン 、 ア 
ニー、 ティ トレ イ 、 ヒル ダ [価格 ]1500[ 入 手 ] 


【 デ クス タリ イィ オー ブ 】 落 護符 プア イ テ ム 使 
用 時 の 硬直 時 間 が 半分 に な る 神秘 的 な 
オー プ ブ 。 そ の 恐る べき 効果 に 、 いつ の 世 
も 血 で 血 を 洗う 争奪 戦 が 繰り 広げ られ て 
きた 。 今 は 謎 の 館 の 主人 が 所 持 し て いる 
と いわ れる 。 [装備 ] ヴ ェ イ グ 、 マオ 、 ユー 
メーン 、 ア ニ ユー、。 チ ティト レイ 、 セ ルズ ダ [| 条 
格 ] 一 [入手 ] サ イグ ロー グ の 館 ・20 階 で ボ 


【 パ ニッ クチ ェ ッ ク 】 罰 護 待 ノ 恐慌 を 防止 
し 、 防具 に 闇 属 性 を 付加 する 護符 。 相反 
する 属性 を 付加 する と 両 属性 が 無効 に な 
る 。 [装備 ] ヴ ェ イ グ 、 マオ 、 ユー ジー ン 、 ア 
ニー、 ティ トレ イ 、 ヒル ダ [価格 ]2000[ 入 手 ] 


【 パ ララ イチ ェ ッ ク 】 罰 護符 プ マ ヒ を 防止 
し 、 防 具 に 光 属 性 を 付加 する 護符 。 相反 
する 属性 を 付加 する と 両 属性 が 無効 に な 
る 。 [装備 ] ヴ ェ イ グ 、 マオ 、 ユー ジー ン 、 ア 
ニー、 ティ トレ イ 、 ヒル ダ [価格 ]2000[ 入 手 ] 


【 氷 魔 の 魂 】 落 護符 装備 じ て お く と ヴェ イ 
グ の 特技 「 無 影 衛 ] が 「 有 霧氷 翔 」 に 変化 す 
る 。 [装備 ] ヴ ェ イ グ [価格 ] 一 [入手 ]( サ ) ミ 
ナー ル ・ コ ンプ リー ト お や じ 


【 風 神 の 魂 】 切 護符 装備 し て お く と ヴェ イ 
グ の 特技 「 瞬 連 鹿 ] が 「 風 神剣 ] に 変化 す 
る 。 [装備 ] ヴ ェ イ グ [価格] 一 [入手 ]( サ ) ミ 
ナー ル ・ コ ンプ リー ト お キ セ レ 


【 フ リー ズ チ ェ ッ ク 】 罰 護 符 / 凍 結 を 防止 
し 、 防具 に 水 耐性 を 付加 する 護符 。 相反 
する 属性 を 付加 する と 両 属性 が 無効 に な 
る 。 [装備 ] ヴ ェ イ グ 、 マ オ 、 ユ ー ジ ー ン 、 
アニ ー、 ティ トレ イ 、 ヒル ダ [価格 ]2500[ 入 


【 フ レア リス ト 】 罰 護符 武器 に 火 属 性 を 
付加 する 護符 。 相反 する 属性 を 付加 する 
と 両 属性 が 無効 に な る 。 [装備 ] ヴ ェ イ グ 、 


ダ オ 、 ユー ジー ン 、 アニ ー、 ティ トレ イ 、 ヒル ダ 
[価格 ]2500[ 入 手 ] (店 ) バル カ 

プロ テク トリ ファ イナ ー 

【 プ ロ テ ク トリ ファ イナ ー』】 罰 護 符 プ 戦闘 
終了 時 に 1/8 の 確率 で 、 同時 に 装備 し て 
いる 防具 の 覚醒 率 が 0.01% 上 昇 する 計 
符 。 防 具 の 覚醒 率 が 50% に な る まで 有効 。 
1 半生! プイ オグ 、\ オ 、 ユー ジー ン 、 ア ニ 
ー、 ティ トレ イ 、 ヒル ダ [価格 ] 一 [入手 ] ( 英 ) 
シャ オル ー ン 

ポイ ズン チェ ッ ク 

【 ポ イズ ンチ ェ ッ ク 】 茹 護符 プ 熱 毒 を 防止 
し 、 防 具 に 火 耐性 を 付加 する 護符 。 相反 
する 属性 を 付加 する と 両 属性 が 無効 に な 
る 。 [装備 ] ヴェイグ 、 マオ 、 ユー ジー ン 、 ア 
ニー、 ティ トレ イ 、 ヒル ダ [価格 ]1500[ 入 手 ] 
(店 ) ペ トナ ジャ ンカ 


まじ ん の た まし い 

【 魔 神 の 魂 】 落 護符 装備 し て お く と ヴェ イ 
グ の 特技 「 絶 水 刃 ] が 「 魔 神剣 ] に 変化 す 
る 。 [装備 ] ヴ ェ イ グ [価格 ] 一 [入手 ]( サ ) ミ 
ナー ル ・ コ ンプ リー ト お や じ 

も うこ の た まし い 

【 猛 虎 の 魂 】 護 符 / 装 備 し て お く と ヴェ 
イグ の 特技 「 裂 破 衛 ] が 「 虎 牙 破 斬 ] に 変 
化す る 。 [装備 ] ヴェイグ [価格] 一 [入手 ] 
( サ ) ミ ナー ル ・ コ ンプ リー ト お や じ 


ライ トリ スト 

【 ラ イト リス ト 】 蓄 護符 武器 に 光 属 性 を 
付加 する 護符 。 相反 する 属性 を 付加 する 
と 両 属性 が 無効 に な る 。 [装備 1] ヴェイグ 、 
マオ 、 ユー ジー ン 、 アニ ー、 ティ トレ イ 、 ヒル ダ 
[価格 ]2000[ 入 手 ] (店 ) サ ニ イ タ ウン 


( 主 全 / 


ほう せき 

【 宝 石 】 否 宝石 ノ 単なる 装飾 品 と いう だ け 
で な く 、 身 に つけ る こと で さま ざま な 能力 を 
アッ プ さ せる 。 パ ー ル 。、 オニ キス 、 トバ パーズ 、 
エメ ラル ド 、 サフ ァ イ ア 、 ダイ アモ ンド の 順に 
効果 が 高く な る が 、 入手 も 困難 に な る 。 


2-1 ※ 印 の つい て いる も の の 内 容 に 関し て は 、 編 集 部 が 独自 に 推察 、 想像 し た も の で す 。 


( 薬 ) 
medicine 


アッ プル グミ キネ 

【 ア ッ プ ル グ ミ 】 蓄 薬 最 大 HP の 30% が 
回 復 す る グミ 。 甘 酸っぱ い リ ン ゴ の 味 が 
する 。 [価格 ] 一 [入手 ] 各 地 の 宝 箱 な ど 
アワ ー グ ラス 

【 ア ワー グラ ス 】 罰 薬 プ 時 間 の 流れ を 歪め 
る 、 芝 ろ し い 威 力 を 秘め た 聖杯 。 戦闘 中 に 
一 定時 間 敵 の 動き を 止め 、 味 方 の み が 行 
動 で きる 状態 を 作り 出す 。 [価格 ] 一 [ 入 
手 ] ( 英 ) グ リー ム ア ニ ム 

ウッ チャ リグ ミ 

【 ウ ッ チ ャ リグ ミ 】 牙 薬 / 使 っ て お く と 灘 死 
時 に HP が 自動 回 復 す る 、 土 依 際 の 攻防 
の た め の グ ミ 。 シ ー ラ グ 橋 の 近く に 生え 
る リキ シフ ルー ツ が 原料 と 言わ れ て いる 
が 、 詳 し いこ と は 定か で は な い 。[ 価 
格 ] 一 [入手 ] ( 宝 ) イー フォ ン の 聖 殿 、( 敵 ) 
ブレ イド ナイ ト な ど 

エリ クシ ー ル 

【 エ リク シー ル 】 了 茹 薬 濃い 藍 色 を た た え 
た 飲み 薬 。 戦闘 不能 を 含め た すべ て の 状 
態 異常 を 回 復 し 、 HP や FG も 最大 値 ま で 
回 復 す る 。 5 種類 の 怪し い リ キッ ド を 食材 
調達 施設 に 持っ て いく と 、 調合 し て も ら え 
る 。 [価格] 一 [入手 ] 食 材 調 達 施設 で 、 5 種 
類 の リキ ッ ド と 交換 

オー ル テ ディバイド 

【 オ ー ル ディ バイ ド 】 罰 薬 プ 敵 ・ 味 方 が 受 
ける すべ て の ダメ ー ジ を 1/2 に する 。 も う 一 
度 使用 する まで 効果 が 持続 する 。[ 価 
格 ] 一 [入手 ] ( 英 ) バル ティ 

グレ ー プ グミ 

【 グ レー プ グ ミ 】 罰 薬 最大 HP の 75% が 
回 復 す る グミ 。 市 場 に 流通 する グミ の な 
か で は も っ と も 効果 が 高い 。 サ ニ イ タ ウン 
に 住む 少女 が 開発 し た と いう の は 、 その 
筋 で は 有名 。 [価格]2000[ 入 手 ] (店 ) ピ ビ ピ 
スタ な ど 

バー スト ボトル 

【 バ ー ス ト ボ トル 】 茹 薬 プ ひと 口 飲む だ け 
で 気持 ち が 高 ぶる 火 酒 。 戦闘 中 に あお れ 
ば RG が 100 に な り 、FG が 一 定量 回 復 する 。 
移動 中 に 飲む と FG が 全 回 復 す る 。[ 価 
格 ]600[ 入 手 ] (店 ) アニ カマ ル な ど 
パナ シー アボ トル 

【 パ ナシ ー ア ボトル 】 茹 薬 プ ご さま ざま な 体 
の 不調 を 治療 する 飲み 薬 。 戦闘 不能 以外 
の 状態 異常 が 回 復 す る 。 [価格]200[ 入 
手 ] (店 ) ミ ナー ル な ど 


《 薬 》 アップル グ ミー 《 パ ラメ ー タ 上 昇 ) ベル ベー ヌ 


ピー チ グ ミ ネ 
【 ピ ー チ グミ 】 蓄 薬 プ 最大 HP の 50% が 回 
復 す る グミ 。 むせ 返る よう な 濃厚 な 桃 の 
香り が た ま ら な い 。 [価格 ]500[ 入 手 ] (店 ) 
スー ルズ な ど 

ライ フ ボ トル 

【 ラ イフ ボトル 】 軌 薬 プ 戦闘 不能 を 回 復 す 
る 飲み 薬 。 最大 時 の 50% ま で HP が 回 復 
し た 状態 で 復活 で きる 。[ 価 格 ]800[ 入 手 ] 
(店 ) ス ー ル ズ な ど 

ライ ム グ ミ 

【 ラ イム グミ 】 茹 薬 プ さわ や か な ライ ム の 
香り が 、 気持 ち を すっ きり させ る グミ 。 食 
べ る と HP 回 復 力 が 一 時 的 に 上 昇 す る 。 
[価格 ]800[ 入 手 ] (店 ) バル カ な ど 
リキ ュー ル ボ トル 

【 リ キュ ー ル ボトル 】 藻 薬 / 現 百 色 の リキ ュ 
ー ル 。 戦闘 中 に 飲め ば 、 状態 異常 や ステ ー タ 
ス 減 少 を 防止 する こと が で きる 。 た だ し 能力 
アッ プ の 効果 も 打ち 消し て し まう の で 注意 。 
[価格 ]400[ 入 手 ]( 店 ) ペ トナ ジャ ンカ な ど 


(パラメータ 上 昇 ) 


Pararmeter uP 


カモ ミー ル 
【 カ モミ ー ル 】 了 パラ メー タ 上 昇 ノ キク 科 、 
お よび シソ 科 の 植物 で カミ ツレ と も 呼ば れ 
る 。 抗菌 作用 が ある こと で も 知ら れ て お り 、 
煎じ て 飲む と HP 回 復 力 が 1 上 昇 する 。[ 価 
格 ] 一 [入手 ] ( 宝 ) 迷 い の 森 な ど 

サフ ラン 

【 サ フラ ン 】 パ ラメ ー タ 上 昇 プ アヤ メ 科 の 
植物 で 、 花 は 染料 、 根 は 薬草 と し て 珍重 さ 
れる 。 煎 じ て 飲む と 術 防御 力 が 1 上 昇 する 。 
[価格 ] 一 [入手 ] ( 宝 ) カ レー ズ な ど 

セー ジ 

【 セ ー ジ 】 落 パラ メー タ 上 昇 プ シソ 科 の 薬草 
の 一 種 で 、 殺菌 効果 が 高く 、 肉 料 理 に 用 い 
られ る 。 煎じ て 飲む と 最大 HP が 10 上 昇 する 。 
[価格 ] 一 [入手 ]( 英 ) ド レン プ ( 暴 走 状態 ) 
セ ボ リー 

【 セ ボリ ー】 パラ メー タ 上 昇 プ シソ 科 に 
属す る 薬草 の 一 種 。 ダイ エッ ト 効 果 が あり 、 
煎じ て 飲む と FG 回 復 力 が 1 上 昇 する 。 [ 価 
格 ] 一 [入手 ] ( 宝 ) カ レー ズ な ど 

ベル ベー ヌ 

【 ベ ル ベ ー ヌ 】 了 パラ メー タ 上 昇 ノ 別名 レ 
モン ヴァ ー ベ ナ と も 呼ば れる 薬草 の 一 種 。 
胃腸 の 調子 を 整え る 効果 が あり 、 煎じ て 飲 
むと 斬 撃 ・ 打 撃 防御 力 が 1 上 昇 す る 。 [ 価 
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(パラ メー タ 上 昇 ) ラ ベン ダー … (その 他 》 プ ラオ リキ ッ ド 


格 ] 一 [入手 ]( 宝 ) カ レー ズ な ど 

ラベ ンダ ー 

【 ラ ベン ダー】 罰 パラ メー タ 上 昇 プ シソ 科 
の 薬草 の 一 種 。 紫 の 小さ な 花 は と て も 香り 
が よく 、 高い リラ ックス 効果 で 知ら れ て いる 。 
煎じ て 飲む と 斬 撃 ・ 打 撃 攻撃 力 が 1 上 昇 
する 。 [価格 ] 一 [入手 ]( 宝 ) 迷 い の 森 な ど 
ロー ズ マ リー 

【 ロ ー ズ マリ ー】 パラ メー タ 上 昇 ノ 肉 料 
理 に 多く 用 いら れる 薬草 の 一 種 。 頭 の 回 
転 を よく し 、 記憶 力 を よく する と いわ れ 、 
煎じ て 飲む と 術 攻撃 力 が 1 上 昇 す る 。 [ 価 
格 ] 一 [入手 ] ( 宝 ) カ レー ズ な ど 


(装備 強化 〉 
strengthen a equipment 


か いれ ん せき 

【 回 錬 石 】 茹 装備 強化 汚れ な き 命 を 司 
る 石 。 武器 に 使う と FG 回 復 力 が 、 防具 に 
使う と HP 回 復 力 が 1 上 昇 す る 。 [価格 ] 一 
[入手 ] ( 宝 ) カレ ー ズ な ど 、 オー クシ ョ ン 
さん れん せき 

【 斬 錬 石 】 罰 装 備 強化 燃え 立つ 疾 を 司 
る 石 。 武器 に 使う と 斬 撃 攻 撃 力 が 、 防 具 に 
使う と 斬 撃 防御 力 が 1 上 昇 する 。 [価格 ] 一 
[入手 ] ( 散 ) ク ロー ネル な ど 、 オー クシ ョ ン 
じゅ つれ ん せき 

【 術 錬 石 】 装 備 強化 流れ ゆく 水 を 司る 
石 。 武器 に 使う と 術 攻撃 力 が 、 防具 に 使う 
と 術 防 御 力 が 1 上 昇 す る 。 [価格 ] 一 [入手 ] 
( 敵 ) ユ シア (暴走 状態 ) な ど 、 オー クシ ョ ン 
せい れん せき 

【 醒 錬 石 】 玉 装備 強化 疾風 の ご と き 風 を 
司る 石 。 武器 また は 防具 に 使う と 覚醒 率 
が 1% 上 昇 する 。 [価格 ] 一 [入手 ] ( 宝 ) オ 
ゲン シス な ど 、 オーク ショ ン 

だ れん せき 

【 打 錬 石 】 玉 装備 強化 プ 堅 生 な 大 地 を 司る 
石 。 武器 に 使う と 打撃 攻撃 力 が 、 防 具 に 使 
うと 打撃 防御 力 が 1 上 昇 す る 。 [価格 ] 一 [ 入 
手 ]( 英 ) ト ー マ 、 クロ ー ネ ル な ど 、 オー クシ ョ ン 


(その 他 ) 


other 


アー スパ ウタ ダー 
【 ア ー ス パウ ダー】 落 その他 大 地 か ら 精 
製 し た パウ ダー。 武具 に 使用 する と 地 属 性 


が 付加 され る 。 属性 が 付加 され て いな い 
武具 に の み 使 用 可能 。 [価格 ] 一 [入手 ] オ 
ー ク ショ ジン 

アク アパ ウタ ダー 

【 ア クア パウ ダー】 落 その 他 プ 水 か ら 精 製 
し た パウ ダー。 武具 に 使用 する と 水 属性 
が 付加 され る 。 属性 が 付加 され て いな い 
武具 に の み 使 用 可能 。 [価格] 一 [入手 ] 
( 敵 ) ア ル メ ディ ッ プ 、 シャ オル ー ン 

ヴィ オレ ッ ト リ キッ ド 

【 ヴ ィ オ レッ トリ キッ ド 】 落 その他 プ 謎 の 生 
物 が 中 に 入っ た 紫色 の 液体 。 この 世 の 終 
わり か と 思う よう な 嫌 な 臭い が する の で 、 命 
が お し けれ ば ふた を 取っ て は いけ な い 。 エ 
リク シー ル の 材料 と な る 。 [価格 ] 一 [入手 ] 
( 英 ) ネ ゴー モ 、 ディ ケイ ヴァ ー 

グリ ュー ン リ キッ ド 

【 グ リュ ー ン リキ ッ ド 】 了 その 他 プ どろ り と 
し た 緑色 の 液体 。 と て つも な く 嫌 な 臭い が 
する の で 、 絶 対 に ふた を 取っ て は いけ な い 。 
エリ クシ ー ル の 材料 と な る 。 [価格 ] 一 [ 入 
手 ] ( 散 ) ヒ ー ス イン セー ク 、 パウ ミー 
ゲイ ル パ ウ ダー 

【 ゲ イル パウ ダー】 茹 その 他 ノ 風 か ら 精 製 
し た パウ ダー。 武具 に 使用 する と 風 属性 が 
付加 され る 。 属性 が 付加 され て いな い 武 
具 に の み 使 用 可能 。 [価格 ] 一 [入手 ]( 英 ) 
プ ュ ー ア イ 、 サレ 

ゲル プリ キッ ド 

【 ゲ ルプ リキ ッ ド 】 落 その 他 プ 酸 酵 途中 の 
有機 物 を 思わ せる 黄色 の 液体 。 じっと 眺 
め て いる と 、 と きど き 沸 き 立 つよ うに も 見 え 
る 。 ど うし よう も な いく らい すご い 臭 い が 
する の で 見 て 見 ぬ フ リ を 決め 込み た い 。 
エリ クシ ー ル の 材料 と な る 。 [価格 ] 一 [ 入 
手 ] ( 散 ) ビ デュ ー サ 、 ファ ー オ スト 
ダー ク パ ウ ダ ー 

【 ダ ー ク パウ ダー】 茹 その 他 / 月 食 の 夜 に 
生ま れ た 花 の 露 か ら 精 製 し た パウ ダー。 武 
具 に 使用 する と 闇 属 性 が 付加 され る 。 属性 
が 付加 され て いな い 武 具 に の み 使 用 可能 。 
[価格 ] 一 [入手 ]( 英 ) ハ ウ ボ ー ン 、 イー フォ ン 
ダー クボ トル 

【 ダ ー ク ボトル 】 罰 薬 プ エン カウ ント 率 が 4 
倍 に な る 不思議 な ボトル 。 黒 くに ご っ た 水 
を 身 に ふり か ける と 、 魔 を 呼び 寄せ る 著 
悪 な を オー ラ を まとう 。 [価格 ]300[ 入 手 ]( 店 ) 
サ ニ イ タウ ン な ど 

プラ オリ キッ ド 

【 プ ラオ リキ ッ ド 】 落 その 他 / 妙 に 泡 立 っ 
て いる 青色 の 液体 。 カ ク テ ル を 思わ せる 
美しい 色 と は 裏腹 に 、 非常 に キツ イ 臭 い が 
する の で 、 興味 本 位 で か で の は お すす め 


2-1 ※ 印 の つい て いる も の の 内 容 に 関し て は 、 編集 部 が 独自 に 推察 、 想像 し た も の で す 。 


で き な い 。 エリ クシ ー ル の 材料 と な る 。[ 価 
格 ] 一 [入手 ] ( 敵 ) ス ー チ ー 

フレ アパ ウタ ダー 

【 フ レア パウ ダー】 罰 その他 プ 笑 か ら 精 製 
し た パウ ダー。 武具 に 使用 する と 火 属 性 が 
付加 され る 。 属性 が 付加 され て いな い 武 
具 に の み 使 用 可能 。 [価格 ] 一 [入手 ] ( 敵 ) 
マニ プ ド ー ル 

ホー リィ ボトル 

【 ホ ー リ ィ ボ トル 】 茹 薬 プ エン カウ ント 率 が 
1/2 に な る 不思議 な ボトル 。 白く 輝く 聖水 
を 身 に ふり か ける と 、 諸 気 を 革 う 聖なる オ 
ー ラ を まとう 。[ 価 格 ]300[ 入 手 ] (店 ) サ ニ 
イタ ウン な ど 

マジ カル アロ マ 

【 マ ジ カ ル ア ロマ 】 罰 その 他 ノ 夢見 心地 
に な れる 不思議 な 香料 。 ひ と た びそ の 香 
り を い だ 店 主 は た ち ま ち う っ と り と し て 、 
知ら ず 知 ら ず の うち に 気 前 が よく な る 。 買い 
物 を する 際 に 持っ て いる 個数 X1% 分 割引 
され る 。 [価格 ] 一 [入手 ] ( 英 ) ジ ル バ 、( 宝 ) 
サイ グロ ー グ の 館 

まね き ネ コ 

【 ま ね き ネ コ 】 落 その 他 プ 福 を 招く と いわ れ 
る ネコ の 置物 。 右手 す を 上 げた 猫 は お 金 を 、 
左手 を 上 げた 猫 は お 客 を 呼ぶ 。 港町 ミナ ー 
ル で の み 購 入 で きる 。 ミナ ー ル 限定 の お 土 
族 と し て 隠れ た 人 気 で 、 な ぜ か ね こ に ん の 
お 気に入り 。 [価格 ]528[ 入 手 ] (店 ) ミ ナー ル 
ライ ト パ ウ ター 

【 ラ イト パウ ダー】 茹 その 他 ノ 星 の 欠 片 か 
ら 精 製 し た パウ ダー。 武具 に 使用 する と 
光 属 性 が 付加 され る 。 属性 が 付加 され て 
いな い 武 具 に の み 使 用 可能 。[ 価 格 ] 一 
[入手 ] ( 英 ) ラ ムソウ ル 

ロー トリ キッ ド 

【 ロ ー ト リキ ッ ド ]】 落 その 他 プ 血 の よ うな に 
ご り の ぁ る 赤色 の 液体 。 出 ど ころ が わか ら 
な いう え に 腐 臭 を 思わ せる 嫌 な 臭い が す 
る の で 、 極力 ふた を 取ら な ず 、 深い 追求 
も 一 切 し な いで お く の が み の た め 。 エ リク 
シー ル の 材料 と な る 。 [価格 ] 一 [入手 ]( 英 ) 
ボル ティ ー プ 、 ハッ クア ー マ ー 


(貴重 品 〉 


valuables 


アイ フリ ー ド の て か が み 
【 ア イフ リー ド の 手鏡 】 落 貴重 品 ノ 海賊 王 


アイ フリ ー ド が 愛用 し て いた と いう 手鏡 で 、 
海賊 王 の 遺産 を すべ て 引き 揚げ る と 入手 
で きる 。 ス テー タス 画面 で の 姿 が 大 きく 見 
える と いう その 効果 は 、 勇気 と 知恵 と 度 
胸 を 兼ね 備え た 者 だ けが 手 に する に ふさ 


アカ トゲ サボ テン 

【 ア カト ゲ サ ボ テン 】 藻 貴重 品 プ ピピ スタ 
の 名 物 。 砂漠 地帯 で は 貴重 な 水分 豊富 
な 食べ 物 と し て 、 お も に 生 で 食 さ れ て いる 。 
枯れ た り 燃 えた りす る と 真っ 赤 に な り 、 赤 
い 火 の 粉 が 吹き 上 が る こと か ら こ の 名 前 
が つけ られ た 。 食材 屋 の 店 員 に 話し か け 
る と 分 け て も ら う こと が で きる 。 


【 あ ら す じ ブ ッ ク 】 茹 貴重 品 プ それ まで に 
た どっ た 旅 を な ぞ る こと が で きる 本 。 再 誕 


【 暗 号 メ モ 】 落 貴重 品 ノ 海賊 王 が 残し た 宝 
の あり か が 記さ れ た 暗号 を 解読 し 、 実際 
の 場所 を メモ し た も の 。 


か い ぞ く の た か ら ば こ 
【 海 賊 の 宝箱 】 昭 貴重 品 ノ カレ ギア 内 海 か 
ら 引 き 揚 げた 宝箱 で 、 海賊 王 ア イフ リー ド の 
遺産 の ひと つ 。 か つて カレ ギア で 使わ れ て 
いた | 古代 の 地図 」 が 収め られ て いる 。 


【 ガ ジュ マ の 旗 】 貴 重 品 プ アラ ジル ダ で ガ 
ジュ マ の 平和 と 安 憲 の た め に 掲げ られ る 
旗 。「 勇 気 」 の 花 言葉 を 持つ ヒマ ワリ と 「 愛 」 
の 花 言葉 を 持つ スイ セン を 組み 合わ せ た 
デザ イン の 紋章 。 ガ ジ ュ マ の 長 フォ グマ が 所 


か ぜ の ダイ ヤ モ ン ド 

【 風 の ダイ ヤ モ ン ド 】 落 貴重 品 / 聖 獣 ・ ウ ォ 
ン テ ィ ガ か ら 力 を 得 た 証 。 逆 巻 く 風 を 表 わ 
す レ リー フ で 、 中 心 に は 空気 を 恩 わ す 激 し 
い 風 を 閉じ 込め た 石 が あし ら わ れ て いる 。 


【 キ ノコ 】 罰 貴 重 品 プ トヨ ホウ ス 河 近く の 山 
林 に 育つ 大 型 菌類 。 大 河 の 恵み で 土 の 状 
態 が よい ペ ト ナ ー ル 山地 一 帯 で は 、 菌類 が 
非常 に よく 育つ た め に 、 さ ま ざ ま な 種類 の も 
の が 見 られ る 。 専門 知識 の な い 者 に 食用 
と そう で な いも の を 見 分 ける の は 困難 。 


【 ギ ン ナ ル の メモ 】 罰 貴重 品 ン 漆黒 の 刻 
の ギン ナル が 残し た メモ 。 バル カ 収 容 所 の 


《 そ の 他 》) フ レア パウ ダー < 貴重 品 ) ギ ン ナ ル の メモ 


[キノ コ ] 

と っ て も と っ て も すぐ に 生 
えて くる の で 、 貧乏 学生 の 
食料 と し て も 人 気 。 適度 
な 湿気 と 栄養 分 を 保つ こ 
と で 、 自 分 の 部 屋 に 栽培 
する こと も で きる 。 
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(貴重 品 )》 きん の フラ イ パ ン と ぎん の お た ま … ちえ の ほう ぎょ く 


仕掛 け の 解除 方 法 が 走り 書き で メモ され 
て いる 。 あわ て て 書い た 様子 が うか が える 
が 、 それ を 差し 引い て も 決し て うま いと は 
言い が た い 字 。 

きん の フラ イ パ ン と ぎん の お た ま 

【 金 の フラ イ パ ン と 銀 の お た ま 】 茹 貴 重 品 / 
食材 の うま み を すべ て 引き 出す 伝説 の 調 
理 器具 。 料理 人 に と っ て は 剣 や 共 で は な 
く 、 こ れこ そ が 得 物 。 オー クシ ョ ン に て 入手 
する こと が で き 、 博物 館 に 展示 し た あと 観 
覧 する と 、 ティ トレ イ が 称号 「 真 正 料理 人 ] 
を 手 に 入れ る 。 

ゴー ジャ ス ド レ ス 

【 ゴ ー ジ ャ ス ド レ ス 】 茹 貴 重 品 プ 初代 カレ 
ギア 王妃 が 着 て いた ドレ ス 。 当時 は 加工 
技術 が 未 発達 で 貴重 品 だ っ た 星 の 欠片 が 
ふん だ ん に 使わ れ て いる 。 オ ー ク ショ ン に 
て 入手 する こと が で き 、 博物 館 に 展示 し た 
あと 観覧 する と 、 アガ ー テ が 称号 「 ゴ ー ジ ャ 
スレ ディ ー」 を 手 に 入れ る 。 

こ だ い の ちず 

【 古 代 の 地図 】 玉 貴重 品 プ は る か 昔 に 描 
か れ た 世界 地図 。 す で に すべ て の 大 陸 が 
発見 され て お り 、 一 見 し た と ころ 現在 の も 
の と 変わ ら な いよ うに 見 える 。 
コレ クタ ー ず か ん 

【 コ レク ター 図鑑 】 玉 貴 重 品 プ アイ テム コレ 
クタ ー 必 携 の 書 。 それ まで に 入手 し た す 
べ て の アイ テム が 記録 され る 。 


し ゅ う よ う じ ょ の か き ぎ 
【 収 容 所 の 鍵 】 罰 貴重 品 プ バル カ 収 容 所 
の 扉 を 開け る 鍵 。 能力 者 の 脱走 を 防げ る 
よう に 対 フ ォ ル ス 仕様 の 扉 に な っ て いる た 
め 、 鍵 その も の も わずか な フォ ルス を 癌 び 
て いる 。 

し ょ だ い カ レギ ア お う の よ ろ い 

【 初 代 カ レギ ア 王 の 鎧 】 罰 貴 重 品 / 初 代 
カレ ギア 王 ゴ ルド バ が 、 武術 の 稽古 の 際 に 
身 に つけ て いた 鎧 。 た くさ ん の 傷 を な ぞ る 
と ゴル ド バ 王 の 勇姿 が まぶた に 浮か ぶ 。 オ 
ー ク ショ ン に て 入手 する こと が で き 、 博 物 
館 に 展示 し た ぁ と 観覧 する と 、 ユー ジー ン 
が 称号 [忠臣] を 手 に 入れ る 。 

スー ルズ ぎゅ うに ゅ うじ る し の ミル ク か ん ※ 
【 ス ー ル ズ 和 牛乳 印 の ミル ク 告 】 落 貴重 品 ノ 
最高 級 の ミル ク と し て 名 高い 、 スー ルズ 和牛 
乳 の ミル ク 向 。 色とりどり の ラベ ル に は 、 
マニ ア な コレ クタ ー が 多数 いる 。 オーク ショ 
ン に て 入手 する こと が で き 、 博物 館 に 展示 


し た あぁ と 観覧 する と 、 ヴェ イグ が 称号 | 考え 
込む 青年 」 を 手 に 入れ る 。 

せき た ん 

【 石 炭 】 罰 貴重 品 プ 大 昔 に 枯れ た 植物 が 
地面 の 中 で 炭化 し た 可燃 性 の 石 で 、 カレ 
ギア 全域 で も っ と を 一般 的 な 燃料 と し て 用 
いら れる 。 製鉄 所 の 巨大 な 溶鉱炉 も これ 
に よっ て 稼動 し て いる 。 素手 で 触る と 真っ 
黒 に な る の で 、 扱う と き に は 軍手 が 必須 。 
そう げ けつ せき 

【 蒼 月 石 】 陣 貴 重 品 プ ヴェイ グ が クレ ア か ら 
も ら っ た お 守り 同然 の 石 。 月 の 周期 に 合わ 
せ て 満ち 欠け する こと か ら 、 死者 の 復活 を 
暗示 し 、 光 が 満 ちる と き に 聖なる 王 が 鬼 る 
と され て いる 。 カ レギ ア 王 家 に 伝わる 「 ゴ 
ルド バ の 月 」 と 同じ 石 だ が 、 な ぜ こ の よう な 
希少 価値 の 高い 石 が スー ルズ 近郊 の 河原 
に 落ち て いた の か は 謎 。 クレ ア を 慕う 近隣 
の 村 の 若者 が 彼女 に 贈 ろ うと 持参 し た も 
の の 、 ヴェ イグ の 存在 を 知っ て 、 涙 な が ら 
に 捨て て いっ た 一 と いう こと も ある の か 
も し れ な い 。 一 ゴル ド バ の 月 

そう じゅ う せ いて ん 

【 善 獣 聖典 】 罰 貴 重 品 ノ バビ ログ ラー ド に 
根付 く 蒼 獣 信 仰 の 教え を 説い た 聖典 。 聖 
職 に 就く 人 間 が 使う も の は 古代 カレ ギア 語 
で 記さ れ て お り 、 素人 が 読み 解く の は 極め 
て 困難 。 か ろう じ て 「 我 ら … 蒼 き 海 … 含 き 
空 … 蒼 き 都 市 に 生ま れん 愛し き 海 愛し 
き 空 … か の 海 と 空 守 り 伝え ん 」 の 部 分 が 
読み 取れ る の み 。 


だ な 


タダ チョ ウ の た ま ご 

【 ダ チョ ウ の 卵 】 茹 貴重 品 プ ビビ スタ の ダ 
チョ ウ が 産ん だ タマ ゴ 。 ダチ ョ ウ の タマ ゴ は 
地上 最大 の サイ ズ を 誇り 、 鶏卵 の 20 僅 以上 
も の 重き さき に な る 。 ダチ ョ ウ を 飼う 少女 に 話し 
か ける と 譲っ て も ら え る 。 

タロ ッ ト カ ー ド 

【 タ ロッ トカ ー ド 】 茹 貴重 品 プ ヒル ダ が 母 
ナイ ラ か ら 託 され た タロ ッ ト カ ー ド で 、 彼女 
が 物心 つい た と きか ら ず っ と 使い 続け て い 
る 。 本 来 は 使用 し て いく うち に どん どん 傷 
ん で いく に も 関わ ら ず 、 非常 に 手入れ が 人 行 
き 届 いて いる た め に 新品 同様 の 輝き を 放 
つ 。 断面 は 触れ れ ば 切れ そう な ほど 鋭い 。 
ちえ の ほう きよ く 

【 知 恵 の 宝玉 】 罰 貴重 品 / 妖 しげ な 光 を 
放つ 宝玉 。 ヒュ ー マ を 象徴 する 知恵 の 源 。 
ふた つ そ ろう こと で ユリ ス の 領域 を 拓く 。 


2-1 ※ 印 の つい て いる も の の 内 容 に 関し て は 、 編集 部 が 独自 に 推察 、 想像 し た も の で す 。 


チェ ロ 

【 チ ェ ロ 】 落 貴重 品 / 神 と 讃え られ る 名 匠 
の 作っ た チェ ロ 。 死ぬ まで に 作り 上 げた 
数 百 緒 の な か に は 、 芸術 唱 に 匹 蔽 する 価 
格 の も の も ある と いう 。 オ ー ク ショ ン に て 
入手 する こと が で き 、 博物 館 に 展示 し た あ 
と 観覧 する と 、 ヒル ダ が 称号 「 チ ェ ロ 奏者 
を 手 に 入れ る 。 

ちか ら の ほう きょく 

【 力 の 宝玉 】 罰 貴重 品 ノ 妖 し げ な 光 を 放 
つ 宝 玉 。 ガ ジ ュ マ を 象徴 する 力 の 源 。 ふた 
つ そ ろう こと で ユリ ス の 領域 を 拓く 。 

ちの ブラ ッ ク ダ イヤ 

【 地 の ブラ ッ ク ダ イヤ 】 茹 貴重 品 ノ 聖 獣 ・ 
ラン ド グ リ ー ズ か ら 力 を 得 た 証 。 堅 年 な 盾 
を 思わ せる レリーフ で 、 中 央 に 大 地 を 揺 る 
が す マ グマ の 力 を 閉じ 込め た 石 が は め 込 
まれ て 1 いる 。 

ちゅ うし ょ う が 

【 抽 象 画 】 罰 貴 重 品 / 稀 代 の 名 画 と 称 さ 
れ て いる が 、 な に が 描か れ て いる の か よく 
わか ら な い 。「 抽象 的 ] と は か くも 便利 な 言 
葉 。 オーク ショ ン に て 入手 する こと が で き 、 
博物 館 に 展示 し た あと 観覧 する と 、 アニ ー 
が 称号 | 評論 家 ] を 手 に 入れ る 。 

ちん こん じょう 

【 鎮 魂 錠 】 貴 重 品 プ ど ん な に 荒れ 狂う 心 
も 静め て し まう 薬 。 極め て 貴重 な 丸 薬 で 、 製 
法 を 知る 者 と し て 知ら れ て いる の は 、 ラジ ル 
ダ ・ ヒ ュー マ の 長 イ ー ガ と ガ ジ ュ マ の 長 フ ォ グ 
マ の み 。 ラジ ル ダ 近 郊 の アズ ー ラ 海岸 に の み 
自生 する ベル デ 革 が 原料 と な っ て いる 。 
つう こう し ょ う 

【 通 行 証 】 貴 重 品 プ カレ ギア 王国 軍 発 行 
の 通行 許可 証 。 軍兵 士 や 特別 に 許可 され 
た 民間 人 に の み 給 付 さ れ て いる 。 ポ ク ナ 
ン 大 橋 を 渡る さい に ユー ジー ン の 元 部 下 の 
兵士 か ら 譲り 受け る 。 

と し ょ か し だ し カー ド 

【 図 書 貸し 出し カー ド 】 罰 貴 重 品 ノミ ナー 
ル 役 場 の 図書 室 の 貸し 出し カー ド 。 誰が ど 
ん な 本 を 借り た の か ひと 目 で わか る よう に 
な っ て いる 。 本 の 回 収 の 仕事 を 引き 受け 
る と 手渡 され る 。 


ナイ ラ の て が み 

【 ナ イラ の 手紙 】 落 貴重 品 プ ヒル ダ の 母 ・ 
ナイ ラ が 娘 に 宛て た 手紙 。 数 奇 な 運命 の 
も と に 生ま れ 、 苦難 の な か 生き る こと を 強 


(貴重 品 ) チェロ ー マジ カル ポッ ト 


いら れ て きた 娘 に 対す る 謝罪 と 情愛 の 気 
持ち が 伝わっ て くる 。 

ナカ コン ニ う ぜ き 

【 ナ カコ 鉱石 】 罰 貴重 品 ノ 産出 量 が 極端 
に 少な く 、 非常 に 貴重 な 鉱石 。 登山 洞 の 
格子 状 の 格子 を 開く レバ ー に 用 いら れ て い 
る 。 特殊 な 磁力 を 発する の で 、 ほか の 種類 
の 金属 と いっ し ょ に 使う こと は で き な い 。 


バト ル ブ ッ ク 
【 バ トル ブッ ク 】 茹 貴重 品 ノ 戦闘 の 解説 や 
戦歴 が 詳細 に 記録 され て いあ る 。 

ひか り の アメ ジス ト 

【 光 の アメ ジス ト 】 茹 貴重 品 / 聖 獣 ・ ギ リオ 
ー ヌ か ら 力 を 得 た 証 。 レリーフ の 中 央 に 分 
られ て いる の は 淡い 光 を 放ち 続け る 石 で 、 
時 折 電 気 を 帯び た 紫色 の 関 光 が 走る 。 

ひ の ル ビー 

【 火 の ルビ ー】 茹 貴重 品 / 聖 獣 ・ フ ェ ニ ア 
か ら 力 を 得 た 証 。 その 中 央 に は 永久 に 燃 
え ぇ 続け る 笑 を 閉じ 込め た 石 が は め 込 まれ 
て いる 。 

ピピ スタ と くさ ん の あさ お り も の 

【 ピ ピス タ 特 産 の 麻 織物 】 落 貴重 品 ノ 見事 
な 模様 が 目 を 引く ピピ スタ 特産 の 麻 織 物 。 
肌触り が よく 通気 性 に も すぐ れ て お り 、 シ 
ー ツ な ど に 利用 し て も る よい 。 オ ー ク ショ ン に 
て 入手 する こと が で き 、 博物 館 に 展示 し た 
あと 観覧 する と 、 クレ ア が 称号 [純朴 な 娘 | 
を 手 に 入れ る 。 

ヒュ ー マ の は た 

【 ヒ ュー マ の 旗 】 落 貴重 品 プ ラジ ル ダ で ヒュ 
ー マ の 進歩 と 発展 の た め に 掲げ られ る 旗 。 
「 希 望 」 と 「 真 実 」 の 花 言葉 を 持つ 、 スズ ラン 
と バラ を 組み 合わ せ た デ ザイ ン の 紋章 。 ヒュ 
ー マ の 長 イ ー ガ や 住民 た ち が 所 持 し て いる 。 
【 ブ ッシュ ベイ ビー の 像 】 落 貴重 品 / 愛 くる 
し い 表 情 が た ま ら な い 、 ブッ シュ ベイ ビー の 
像 。 ア ニカ マル の 樹 で 彫 ら れ て いる 。 オー 
クシ ョ ン に て 入手 する こと が で き 、 博物 館 
に 展示 し た あぁ と 観覧 する と 、 マオ が 称号 
| カワ イイ も の 好き 」 を 手 に 入れ る 。 


マジ カル ボッ ト 
【 マ ジ カ ル ポ ッ ト 】 茹 貴重 品 ノ 一 定時 間 ご 
と に 食材 が 送ら れ て くる 便利 な ポッ ト 。 食材 
調達 施設 で の み 購 入 可 能 。 ひと つ 持 っ て お 
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く と ずっ と 使い 続け る こと が で きる 。 渡し た チ 
ケッ ト と ポッ ト の レベ ル に よっ て 、 配達 され る 食 
材 の 数 や 種類 が 変わ る 。 

みず の アク アマ リン 

【 水 の アク アマ リン 】 茹 貴重 品 / 聖 獣 ・ シ 
ャ オル ー ン か ら 力 を 得 た 証 。 真ん中 に あ 
し ら わ れ た 半 透 明 の 石 の 中 に は 、 こ ん こ 
ん と 湧き 続け る 水 が た た えら れ て いる 。 
つぎ つぎ に 水 が 出 る に も 関わ ら ず 、 決し て 
あふ れ 出 る こと は な い 。 

むら さき すい し ょ う 

【 紫 水晶 】 了 貴重 品 プ ヒル ダ が 母親 か ら 
託さ れ た 水晶 。 彼女 の 瞳 の 色 を 思わ せる 
深い 輝き は 、 ヒ ル ダ を 心から 愛し て いた 両 
親 の 思い が し の ば れる 。 

も くさ ざい 

【 木 材 】 貴 重 品 プ ペ ト ナ ー ル 山地 で 育っ 
た 木 を 切り 出し た 木材 。 衝撃 に 強く まっ 
すぐ に 育つ 種類 の た め 、 イカ ダ を 組む の 
に 最適 と され て いる 。 


や み の エ メラ ルド 
【 痢 の エメ ラル ド 】 罰 貴重 品 / 聖 獣 ・ イ ー フ 
ォ ン か ら 力 を 得 た 証 。 中 心 に は 闇 の 中 で 
息づく 深い 緑 の 植物 を 閉じ 込め た 石 が 埋 
め 込 まれ て いる 。 

ユリ の ブロ ー チ 

【 ユ リ の ブロ ー チ 】 茹 貴重 品 プ ユリ を か た 
どっ た プロ ー チ 。 ペ ト ナ ジャ ンカ 製鉄 工場 の 
秘密 の 扉 を 開け る カギ に な っ て いる 。 製鉄 
工場 で 起こ っ た 謎 の 怪 事件 を 解く 糸口 。 


リブ ガロ の つの 
【 リ ブ ガ ロ の 和 角 】 牙 貴重 品 プ 幻 の バイ ラ 
ス ・ リ ブ ガ ロ の 角 。 致死 の 病 と 芝 れ られ る 
デス ガロ 熱 の 特効薬 と 言わ れ て いる 。 リ 
ブ ガ ロ の 存在 自体 が 不 確 定 の た め 、 手 に 
入れ る の は 砂漠 の 中 か ら 砂 金 を 拾い 上 げ 
る よう な も の 。 近年 オバ チア シス で いく つか の 
目撃 情報 が ある が 、 バイ ラス の 巣窟 と 化し 
た た め に 帰っ て きた も の が お ら ず 、 真 偽 の 
ほど は 定か で な い 。 


ワー ルド マッ プ 


【 ワ ー ル ド マ ッ プ 】 茹 貴重 品 / 冒 険 者 に は 
欠か せな いも の 。 足 を 運ん だ 場所 は 自動 
的 に チェ ッ ク さ れる 。 街 の 施設 や 店 の 品 
ぞ ろ え ぇ る も 明記 され て お り 、 旅行 ガイ ド と し 
て も 便利 。 


(食材 ) 


イカ 

【 イ カ 】 茹 食材 低 脂 肪 、 低 カ ロリ ー で 高 
タン パク の 魚介 類 。 斜め 格子 に 切れ 目 を 
入れ て 調理 する と 、 加 熱し て も る 丸 ま ら な い 。 
脚 が 10 本 も ある の で 得 し た 気分 に な れる 。 
[価格 ]108[ 入 手 ] (上 店) バビ ログ ラー ド 港 、 
バル カ 港 、 モ クラ ド 村 、 食材 チケ ッ ト な ど 
イチ ゴ 

【 イチ ゴ 】 罰 食材 真っ 白 な 生 ク リー ム に 
添え る に ふさ わし い 、 真 紅 の 小粒 の 果物 。 
10 粒 程度 で 一 日 の ビタ ミン C の 必要 量 が 摂 
取 で きる と いう 、 美容 の た め に も うっ て つけ 
の フル ー ツ 。 [価格]72[ 入 手 ] (店 ) ペ トナ ジ 
ャ ンカ 、 サ ニ イ タウ ン 、 キョ グエン 、 ノル ゼ ン 、 
食材 チケ ッ ト な ど 

エビ 

[エビ ]】 玉 食材 昆虫 と 同じ 館 足 動物 で 、 
非常 に 多く の 種類 が ある 。 先 の と が っ た 
も の で 背 わ た を 取り 除い て か ら 調 理 する 
と 、 え ぐみ が な く お い し く 仕 上 が る 。[ 価 
格 ]164[ 入 手 ] (店 ) バビ ログ ラー ド 港 、 バ 
ルカ 港 、 モ クラ ド 村 、 食材 チケ ッ ト な ど 
キウイ 

[キウイ 】 罰 食材 プン シルエット が 似 て いる こ 
と か ら 、 飛べ な い 鳥 の 名 前 が つい た 果物 。 
条 いも の は リン ゴ と 一 緒 に ビニ ー ル 袋 に い 
れ て お く と 、 リンゴ か ら 出 る エチ レン ガス の 
影響 で 早く 熟す 。 ビタ ミン が 豊富 な の で 、 
朝食 メニ ュー に 加え て 1 日 1 個 は 食べ た い 。 
[価格 ]56[ 入 手 ] (店 ) ペ トナ ジャ ンカ 、 サ ニ 
イタ ウン 、 キョ グエン 、 ノル ゼン 、 食材 チケ ッ 
ト な ど 

キュ ウリ 

【 キ ュ ウ リ 】 茹 食材 全体 の 95% が 水分 で 
で きた 、 た い へ ん みず みず し い 野 菜 。 塩 
を まぶし て まな 板 の 上 で ご ろ ご ろ と 転がす 
「 板 ずり ] を する と 、 ぶつ ぶつ し た トゲ が 取 
れ 、 つ る ん と し た 表面 に な る 。 生食 する と 
き に は と くに 、 こ の 板 ず りほ か 、 適度 な 塩 
で し め る 「 塩 も み ] な ど を し て お く と お いし く 
仕上 が る 。 [価格 ]28[ 入 手 ] (店 ) ベ ル サ ス 、 
モク ラド 村 、 食材 チケ ッ ト な ど 


2-1 ※ 印 の つい て いる も の の 内 容 に 関し て は 、 編集 部 が 独自 に 推察 、 想像 し た も の で す 。 


ジャ ガイ モ 

【 ジ ャ ガイ モ 】 國 食材 プ ホ ク ホク の 食 感 が 
お いし い イ モ 。 食べ る 部 分 は 栄養 を た っ 
ぶり た くわ えた 種 に あたる 。 芽 の 部 分 に は 
ソラ ニン と いう 毒素 が ある の で 、 きち ん と 取 
り 除 いて 調理 する こと 。 上 肥 ご と ふか し て バ 
ター を つけ る だ け の 、 ワイ ルド な 食べ か た 
が こと の ほか うま い 。 [価格 ]24[ 入 手 ] (店 ) 
スー ルズ 、 アニ カマ ル 、 バビ ログ ラー ド 、 ノル 
ゼン 、 ベル サス 、 モク ラド 村 、 食材 チケ ッ ト 
な ど 

シャ ケ 

【 シ ャ ケ 】 落 食材 / 海 で 数 年 過ごし た あと 、 
生ま れ た 川 に 戻っ て くる と いう 習性 を 持 
つ 。 遡 上 の 季節 で ある 秋 の も の が 、 脂 が 
の っ て お いし い 。 [価格 ]136[ 入 手 ] (店 ) バ 
ビ ロ グ ラー ド 港 、 ケ ケ ッ ト 街 道 沿 い の 小 屋 、 
バル カ 港 、 食材 チケ ッ ト な ど 

タイ 

【 タ イ ]】 罰 食材 淡白 な 味 の 白 身 魚 。 お め 
で タイ と き に は 必ず 食卓 に 登場 する 。 高級 
魚 と いう だ け で な く 、 鮮度 が 落ち て も 味 へ 
の 影響 が 少な いこ と か ら 、「 腐 っ て も タイ 」 
の こと わざ を 生ん だ 。 [価格 ]180[ 入 手 ]( 店 ) 
バビ ログ ラー ド 港 、 バル カ 港 、 食材 チケ ッ ト 
な ど 

ダイ コン 

【 ダ イコ ン 】 藻 食材 輪切り に し て 煮 た り 、 
率 の よう に 細切り に し て 魚 に 添え た り と 、 
用 途 は 多彩 。 才能 豊か な 役者 や 、 女性 の 
し い 脚 の た と えと し て 、 引き 合い に 出さ 
れる こと も し ば し ば 。 限ら れ た 場所 で し か 
栽培 され て いな いた め に 、 購入 で きる の は 
主 都 バル カ の 食材 屋 の み と な っ て いる 。 
[価格 ]44[ 入 手 ] (店 ) バル カ 、 食材 チケ ッ ト 
な ど 

タコ 

【 タ コ 】 田 食材 プ / ぐ に ゃ ぐに ゃ の 体 、 獲物 
に 巻き つけ る 8 本 の 足 な ど が そこ は か と な 
く 恐怖 心 を あお り 、 海 の 怪物 と も 言わ れる 。 
その 感触 や イメ ー ジ か ら 、 食す る 文化 は 少 
な い 。 吸盤 の 吸い つき の よさ で 鮮度 が 判 
断 で きる 。 [価格 ]68[ 入 手 ] (店 ) バ ビ ロ グ ラ 
ー ド 港 、 バル カ 港 、 食材 チケ ッ ト な ど 

タマ ゴ 

【 タ マ ゴ 】 食 材 プ お も る に ニワ トリ の タマ ゴ 
を 指す 。 殻 の 色 は 白 の ほか に 赤 、 ピ ンク 、 
青 な ど が ある が 、 ニワ トリ の 種類 に よる も の 
で 、 栄養 価 の ちがい は それ ほど な い 。 大 き 
な も の に な る と 黄身 が 双子 に な っ て いる こ 
と が あり 、 お 得 感 が ある 。 傷ん だ も の が 混 
じ ら な いよ うに 、 器 に か ひとつ ずつ 割っ て 、 
中 身 を 確か め て か ら 使 うと よい 。[ 価 


(食材) ジャ ガイ モー ニン ジン 


格 ]28[ 入 手 ] (店 ) ミナール 、 ペ ト ナ ジャ ンカ 、 
パピ ログ ラー ド 、 バル カ 、 ラジ ル ダ 、 ピ ビ ス タ 、 
食材 チケ ッ ト な ど 

タマ ネギ 

【 タ マネ ギ 】 罰 食 材 プ 植物 の 球根 部 分 を 
食す る 野菜 。 時 間 が た つと だ ん だ ん 芽 が 
出 て くる 。 緑 の 芽 が 見 えて きた ら 取 り 除 い 
て 調理 する こと 。 よく 切れ る 包丁 で 手早く 
切る と 、 繊維 が つぶ れず 涙 が 出る 成分 が 
空気 中 に 広がり に くい 。[ 価 格 ]28[ 入 手 ] 
(店 ) バル カ 、 ラジ ル ダ 、 ピピ スタ 、 バビ ログ 
ラー ド 、 ノ ル ゼ ン 、 ベル サス 、 モ クラ ド 村 、 
キョ グエン 、 食材 チケ ッ ト な ど 

チー ズ 

【 チ ー ズ 】 罰 食 材 プ ミル ク を 固め た 長期 保 
存 の きく 食品 。 作り か た に よっ て は 表面 に 
カビ が びっ し り 生 えた も の も ある 。 独特 の 
臭い が 好き 嫌い を 分 ける 。 臭 いも の ほど 
美味 いと いう と き に 、 南国 フル ー ツ の ドリ ア 
ン と と も に 引き 合い に 出さ れる こと 多 し 。 
[価格 160[ 入 手 ] (店 ) サ ニ イ タ ウン 、 アニ カ 
マル 、 バル カ 、 ラジ ル ダ 、 キョ グエン 、 ノル ゼ 
ン 、 食材 チケ ッ ト な ど 

チキ ン 

【 チ キン 】 罰 食材 プ ニ ワ トリ の 了 肉 。 屋外 で 
た っ ぷり 0 日 の 光 を 浴び 、 適度 に 運動 し て 育 
っ た 上 鳥 は 、 身 が し まっ て た い へ ん 美味 。 
[価格 ]88[ 入 手 ] (店 ) バビ ログ ラー ド 、 バル 
カ 、 モク ラド 村 、 食材 チケ ッ ト な ど 

と うふ 

【 と うふ 】 罰 食 材 プ 大 豆 の し ぼり 汁 を 固め 
た 、 和 白く 柔 ら か い 食品 。 し ば ぼり かす の お か 
ら と と も ども 栄養 た っ ぷり 。 ヘル シー な 食材 
と し て 、 バル カ 全 土 で 近年 人 気 が 高 まっ て 
いる 。 [価格 ] 一 [入手 ] 食 材 チ ケッ ト な ど 
トマ ト 

【 ト マト 】 罰 食材 ノ 非 常に 栄養 価 に 富ん だ 
野菜 で 」 ト マト が 赤く な る と 医者 が 青く な る 」 
と 言わ れる 。 全体 的 に 丸み を 帯び 、 ずっ 
し り と 重い も の が 、 品質 の よい 証拠 。 生 で 
食べ る な ら そ の まま が ぶり と 、 和え 物 な ど 
に 加え る 場合 は 、 熱湯 に つけ て 皮 を むく 、 
「 湯 むき ] を し て お く と お いし くい た だ ける 。 
塩 や ソー ス 、 醤油 に マヨ ネー ズ と 、 食 文化 
や 習慣 に よっ て 、 用 いる 調味 料 が 多数 報 
告 さ れ て いる 。 [価格 ]20[ 入 手 ] (店 ) ピ ピス 
タ 、 キョ グエン 、 ノル ゼン 、 ベル サス 、 食 材 
チケ ッ ド な ど 

ニン ジン 

【 ニ ンジ ン 】 罰 食材 プ カ ロ チン と いう 栄養 
素 が 豊富 に 含ま れ て いる 、 自然 な 甘み の あ 
る 野菜 。 茎 の 付け 根 が 小さ い ほど 、 芯 も 細 
く 甘 み が 高 い 。 ゆで て ば くり と 食べ た り 、 じ 
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っ くり と 煮込む と おい しさ が 引き 立つ 。 これ 
を 嫌い な 子供 に いか に 食べ させ る か で 、 昔 
か ら 世 の 母親 が 苦心 を 重ね て いる 。[ 価 
格 ]24[ 入 手 ] (店 ) スー ルズ 、 アニ カマ ル 、 バ 
ビ ロ グ ラー ド 、 ピピ ビス タ 、 キョ グエン 、 ノル ゼン 、 
ベル サス 、 モ クラ ド 村 、 ケ ケ ッ ト 街 道 沿い 
の 小屋 、 食材 チケ ッ ト な ど 

パス タ 

【 パ スタ 】 罰 食 材 ノ 小 麦 粉 に 水 と 塩 を 加 
えて 練り 上 げた も の 。 麺 状 、 板 状 の ほか 
に 、 貝 の 形 を し て いた り 中 に ひき 肉 を 詰 
め た り と 、 種類 は 多岐 に 渡る 。 プ ブレッド や 
ライ ス よ り も ちょ っ と お し ゃ れ な 感じ の ある 
食材 。 [価格]100[ 入 手 ] (店 ) バル カ 、 ラジ 
ル ダ 、 ビビ スタ 、 キョ グエン 、 食材 チケ ッ ト 
な ど 

バタ ー 

【 バ ター】 罰 食材 プ 牛 や ヤギ の 乳 か ら 作 る 
油脂 で 、 多 く の 料 理 で 使用 する 。 皮膚 の 
老化 を 防ぐ ビタ ミン A や ビタ ミン E が 豊富 に 
含ま れ て いる 。 [価格 ]64[ 入 手 ] (店 ) バ ル 
カ 、 ラジ ル ダ 、 食材 チケ ッ ト な ど 

/% ナ ナナ 

【 バ ナナ j】 切 食材 / 南 国 特産 の 甘い 果実 。 
青い うち に 収穫 し て 、 暗い 部 屋 で 美しい 
黄色 に な る まで じっくり と 発酵 させ る 。 上 
を むい た ら レ モン 汁 を し ぼっ て 、 黒く な る 
の を 防ぐ こと 。 [価格 ]68[ 入 手 ] (店 ) ペ トナ 
ジャ ンカ 、 サ ニ イ タウ ン 、 キョ グエン 、 ノ ル ゼ 
ン 、 食材 チケ ッ ト な ど 

ビー フ 

【 ビ ー フ 】 蓄 食材 プ 牛 の 肉 。 乳 を 出さ な く 
な っ た 乳牛 を 食用 に し た 場合 も ある が 、 食 
肉 用 と し て 改良 され た 品種 の 味 は 格別 。 
白い 脂肪 が 網目 の よう に 入っ た 「 因 降 り 」 
は 、 舌触り が よく コク が あり 、 絶品 と いわ れ 
て いる 。 [価格 ]96[ 入 手 ] (店 ) ミ ナー ル 、 ラ 
ジル ダ 、 ピ ゼ ビスタ 、 キョ ゲ エ ン 、 ノ ルレ ゼン 、 ズ ペ 
ル サ ス 、 食材 チケ ッ ト な ど 

ブレ ッ ド 

【 ブ レッ ド ]】 落 食材 小麦 粉 や ライ 麦 な ど 、 
さま ざま な 穀物 粉 を 練り 上 げ て 焼い た 食 
べ 物 。 配合 や 発酵 の 有無 な ど に 、 地域 に 
よる 特色 が 見 られ る 。 その まま で プレ ー ン 
な 味 を 楽し ん だ り 、 ジャム や バタ ー を つけ 
た り と 、 食べ か た も 自在 。 [価格 ]40[ 入 手 ] 
(店 ) ミ ナー ル 、 ペ ト ナ ジャ ンカ 、 食材 チケ ッ 
ト な ど 

ポー ク 

【 ポ ー ク 】 罰 食材 豚肉 。 クセ が な く 適 度 
に 脂 が の っ て お り 、 と て も 食べ や すい 。 寄 
生 虫 が いる こと が ある の で 、 必ず 火 を 通 
し て 食す る こと 。 バビ ログ ラー ド で は 聖 獣 


に 捧げ る 肉 と し て 珍重 され て お り 、 巡礼 者 
に は 「 聖 獣 様 の 力 を 体 に 取り 込む 」] と し て 、 
豚肉 を 使っ た 料理 を ふる まう な ら わ し に な 
っ て いる 。 [価格]108[ 入 手 ] (店 ) アニ カマ 
ル 、 パ ビ ロ グラ ー ド 、 食材 チケ ッ ト な ど 
マグ ロ 

【 マ グロ 】 罰 食材 プ カ レ ギア 内 海 に 多く 見 
られ る 回 遊魚 。 眼 ( ま な こ ) が 黒い こと か ら 、 
眼 黒 、 ま ぐろ と 呼ば れる よう に な っ た と され 
る 。 脂 の の っ た 冬 の も の は と くに 美味 。 
[価格 ]208[ 入 手 ] (店 ) バ ビ ロ グ ラー ド 港 、 
バル カ 港 、 食材 チケ ッ ト な ど 

に 

【 ミ ソ 】 茹 食 材 / 燕 し た 大 豆 に こう じゃ や 塩 
を 加え て 発酵 させ た も の 。 乳酸 菌 が 豊 語 
に 含ま れる 。 だ し 汁 に 溶い て スー プ に し た 
り 、 野菜 な ど に つけ て 食し た りす る 。 塩分 
が 高い の で 摂取 し すぎ に は 注意 し た い 。 
[価格 ] 一 [入手 ] 食 材 チ ケッ ト な ど 

ミル ク 

【 ミ ルク 】 落 食材 栄養 満点 の 乳 。 その ま 
ま 飲 むと お な か が ご ろ ご ろ す る こと が ある 
の で 、 デザ ー ト な ど に 利用 し て 食べ や すく 
する と よい 。 な お テー ブル な ど に こぼし た 
と き に ふき 取っ た 雑 由 は 、 す みや か に 洗 
い 乾 か さ な い と た い へ ん な こと に な る 。[ 価 
格 ]64[ 入 手 ] (店 ) スー ルズ 、 サ ニ イ タウ ン 、 
アニ カマ ル 、 ラジ ル ダ 、 ビビ スタ 、 ケ ケ ッ ト 街 
道 沿い の 小屋 、 食材 チケ ッ ト な ど 

ライ ス 

【 ラ イス 】 落 食材 プ コ メ を 炊い た も の 。 体 
積 の 1.2 倍 、 質量 な ら 1.5 倍 の 水 で 炊く の が 
ベス ト 。 [価格 ]56[ 入 手 ] (店 ) サ ニ イ タ ウン 、 
アニ カマ ル 、 バビ ログ ラー ド 、 バル カ 、 モク 
ラド 村 、 食材 チケ ッ ト ( 別 紙 参 照 ) な ど 
リン ゴ 

[リン ゴ 】 茹 食材 プ 1000 以 上 も の 品種 が あ 
る 、 さ わ や か な 香り と 甘み の 果物 。 生 で 食 
べ る の は も ちろ ん 、 焼き 菓子 や ジャ ム に し 
て も 、 適度 な 酸味 と か ぐ わ し い 芳 香 が 楽し 
め る 。 [価格 ]68[ 入 手 ] (店 ) キ ョ グエン 、 ノル 
ゼン 、 食材 チケ ッ ト な ど 
レタ ス 

【 レ タス 】 罰 食材 栄養 価 そ の も の は それ 
ほど 高く は な い が 、 その 歯ごたえ か ら サ ラ 
ダ に は 欠か せな い 野 菜 。 結球 し た も の だ 
け で な く 、 さまざま な 形 の も の が ある 。[ 価 
格 ]28[ 入 手 ] (店 ) ミナ ー ル 、 ペ ト ナ ジャ ンカ 、 
ベル サス 、 モク ラド 村 、 食材 チケ ッ ト な ど 
レモ ン * 

【 レ モン 】 蓄 食材 プ ビ タ ミ ン C の 代名詞 の 
よう な 果物 。 二日酔い 改善 、 美肌 効果 、 ス 
トレ ス 解 消 な ど に 大 い に 期 待 で きる 。 上 記 


2-1 ※ 印 の つい て いる も の の 内 容 に 関し て は 、 編集 部 が 独自 に 推察 、 想像 し た も の で す 。 


の トラ ブル が 3 拍子 そろ っ た ヒル ダ は 、 レ モ 
ン の ハチ ミツ 漬け の ほか 、 紅茶 に 入れ た 
り 化粧 水 を 作っ た り し て いる らし い 。 な お 
この よう な 彼女 の 習慣 に つい て 「 下 り の リ り 
フト に 乗っ て し まっ た クセ に 、 ロー プ を た ぐ 
り よ せ て 必死 に 上 が ろう と し て いる 」 と 評 し 
た ティ トレ イ は 、 3 日 ほど 人 事 不 省 と な っ た と 
いう 。[ 価 格 ]48[ 入 手 ] (店 ) バ ルカ 、 食材 チ 
ケッ ト な ど 
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アイ フリ ー ド 

【 ア イフ リー ド 】 較 人 物 ノ カレ ギア 中 の 海 
を 荒らし 回 っ た と いう 伝説 の 海賊 王 。 正 
規 軍 す ら 手 玉 に 取る 鮮やか な 手 管 と 並 外 
れ た 統率 力 で 、 と き の 人 為政者 か ら 恐 れ ら 
れ て いた 。 義 依 心 に あふ れ 、 民衆 か ら の 
人 気 は 非常 に 高く 、 彼 の 活躍 と 冒険 謀 は 
今 な お 語り 草 に な っ て いる 。 死期 を 悟っ 
た と き に 後世 の 子孫 の た め に 財宝 を 遺し 
た と 言わ れ て いる が 、 その 真 偽 は 定か で 
は な い 。 マウ ロ 

アイ フリ ー ド の は か 

【 ア イフ リー ド の 墓 】 団 伝説 の 海賊 王 ア 
イフ リー ド の 墓 。 地図 に 記さ れ て いな い 陣 
島 に あり な が ら も 、 どこ か ら と も な く 員 ぎ つ 
けた 人 間 に よ る 慕 荒 らし が 絶え を ない 。 彼 が 
生前 手 に 入れ た 財宝 は すでに 別 の 場所 
に 移さ れ て いる 一 アイ フリ ー ド 、 マウ ロ 
あお の せい で ん * 

【 蒼 の 聖 殿 】 岡 建造 物 な ど プ アパ ビ ログ ラー 
ド の 聖山 に ある 聖 獣 を 祀る 聖 所 。 古来 よ 
り 水 の 聖 獣 シャ オル ー ン が 眠っ て いる 。 
星 の 欠 片 と 呼ば れる フォ ルス 結晶 体 を 含 
ん だ 石 で 造ら れ て いる らし く 、 聖 殿 全体 が 
潤い 蒼 色 に 輝き 、 その た た ず ま い は まさ 
に 荘厳 。 カ レギ ア 全 土 より 巡礼 者 や 観光 
客 が 訪れ る 。 一 バビ ログ ラー ド 、 ソ ポチ ャ 
ナ の 滝 、 シ ャ オル ー ン 

あお の せき ひ 

【 青 の 石碑 】 団 ノ 聖 獣 シ ャ オル ー ン を 奉る 
石碑 。 世界 の 北東 に ある 。 

アガ ー テ 

【 ア ガー テ 】 加 国王 プ ノ カ レギ ア の 現 女王 。 
先代 の ラド ラス 王 の ひと り 娘 で 、 歴代 の 国 
王 と 同じ く 生 まれ な が ら に し て 月 の フォ ルス 
を 持つ 。 大 き な 瞳 、 長く 伸び た 四肢 、 豊か 
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な 銀髪 と いう 、 ガ ジュ マ の 中 で も 突出 し た 
非常 に 美しい 容姿 に 恵まれ た 女性 。 幼い 
頃 よ り も っ と も 近しい 存在 と 感じ 続け て い 
た 軍 の 将軍 ミル ハウ スト に 、 臣下 へ の 親 し 
み 以 上 の 感情 を 抱い て いる が 、 立場 の 差 
は も ちろ ん 、 種族 の 違い と いう 超え られ な 
い 璧 に 苦悩 し て いる 。 弱冠 20 歳 で の 即位 
に 戸惑い つつ も 、 国民 の た め に 責務 を ま 
っ と うし よう と いう 責任 感 に 駆り 立て られ て 
いる 。 

アカ ダマ ダケ 

【 ア カ ダ マ ダケ 】 図 その 他 プ ペ ト ナ ジャ ン 
カ 近 郊 の 森 に 自生 する キノ コ 。 芳 醒 な 香 
り と し ゃ き し ゃ き と し た 病 ご た え で 、 た い へ 
ん 美味 。 

アカ ダマ ダケ ステ ー キ 

【 ア カ ダ マ ダケ ステ ー キ 】 較 その 他 ノ バル 
カ の 酒場 の メニ ュー。 世界 3 大 珍味 の ひと 
つ 、 ア カ ダ マ ダケ を 分 厚く 切っ て 、 炭火 で さ 
っ と 焼い た も の 。 アカ ダマ ダケ は 小ぶり の 
も の が 多い た め 、 ステ ー キ と し て 楽し め る 
ほど の 大 き さ ・ 厚 み を 持つ も の は 員 重 。 世 
界 中 の 食 が 楽し め る 王 都 な ら で は の 、 た い 
へ ん 柳沢 な 味 。 

アカ トゲ サボ テン や き 

【 ア カト ゲ サ ボ テン 焼き 】 回 その他 ノバ ル 
カ の 酒場 の メニ ュー で 、 アカ トゲ サボ テン 
の 丸焼き 。 熱々 の と ころ に ナイ フ を 入れ た 
と き に 、 真っ 赤 な 炭 が 勢い よく 噴き 出す も 
の が 美味 し い 。 

あか の せき ひ 

【 赤 の 石碑 】 団 ノ 聖 獣 フ ェ ニ ア を 奉る 石碑 。 
世界 の 南方 に ある 。 

アズ ー ラ か い が ん 

【 ア ズー ラ 海 岸 】 較 その 他 プ ノラ ジル ダ 近 く 
の 海岸 。 鎮魂 錠 の 材料 ・ ベ ル デ 草 が 自生 
し て いる 。 ア ガー テ と 心 が 入 れ 替 わっ て し 
まっ た クレ ア が 流れ 着い た 場所 で も ある 。 
アニ ー 

[アニ ー] 回 人 物 / 本 名 ア ニー・ パー ス 。 
高 名 な 医者 で あっ た ドク ター・ バ ー ス の ひ 
と り 娘 で 、 父親 か ら 直 々 に 医学 の 英才 教 
育 を 受け て いる 。 幼い 頃 に 母親 と 死に 別 
れ た た め 、 より 父親 を 慕っ て 育つ こと に な 
り 、 父 を 殺め た ユー ジー ン や ガ ジ ュ マ 全 般 
に 対す る 深い 憎悪 を 生み 出し て いた 。 早 
く ヒ ル ダ の よう な 凛と し た 美 し さ を 持つ 、 
大 人 の 女性 に な り た いと 思っ て いる 、 微 
妙 な お 年 頃 の 15 歳 。 ドク ター・ バ ー ス 
プア ニ か ま 

【 ア ニ 全 】 加 文化 / 「 ア ニカ マル の 釜戸 」 
の 略 。 アニ カマ ル で は 一 般 的 な 釜戸 。 ナ 
ン を 焼い た り 、 温め も の を し た り と 、 料理 


[ 准 の 避 殿 ] 
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(用語 〉 アニ カマ ル 一 うさ に ん 


[アニ カマ ル 式 風 ] 
肩 ま で な みな み と お 湯 を 
は ら な い の は 、 水 が 貴重 
な 砂漠 の 町 アニ カマ ル な 
ら で は の 発想 。 


に は 欠か せな い 。 また 砂漠 地帯 の 常 と し 
て 夜 は 非常 に 冷え 込む の で 、 暖 を と る の 
に も 非常 に 重宝 する 。 

アニ カマ ル 

【 ア ニカ マル 】 図 地名 砂漠 の エメ ラル ド 、 
選 気 楼 に 浮か ぶ 砂 の 街 、 湯 いた 旅人 の 癒 
し の 水がめ な ど 、 さま ざま な 言葉 で 語ら れ 
る 、 砂 の 海 に 浮か ぶ 町 。 旅人 が 持ち 込ん 
だ た デス ガロ 熱 で 街 全 体 が 壊 減 し か けた 過 
去 が あり 、 よそ 者 を 極度 に 嫌う 風潮 が あ 
る 。 一 デス ガロ 熱 

アニ カマ ル し き ふ ろ 

【 ア ニカ マル 式 風呂 】 図 文化 プア ニカ マル 
で 一 般 的 な 風呂 。 浅め の 湯船 に お 湯 を は 
り 、 立 ち 上 る 湯気 で 体 を 温め る も の で 、 浴 
槽 と サウ ナ の 中 間 に 位 置 す る と いっ た 趣 。 
キョ グエン で は 「 ダ イエ ッ ト 半 身 浴 ] と し て 流 
行 の 兆し 。 一 水車 式 打ち 風呂 

アニ カマ ル の き 

【 ア ニカ マル の 樹 】 罰 その 他 プ 非常 に 成 
長 が 早い 樹 で 、 村 の 名 前 の 由来 に も な っ 
て いる 。 数 年 で 大 人 5 人 が 手 を つなが な 
いと 、 幹 を 取り 囲 め な い ほ ど に な る 。 

アム ジル 

【 ア ムジ ル 】 回 人 物 プ ヒル ダ の 父親 で ヒュ 
ー マ 。 サ ニ イ タ ウン 近郊 に 住む 実業 家 の 
長男 で 、 家督 を 継ぐ べく 英才 教育 を 受け 
て 育つ 。 カ レギ ア 各 地 の 市場 の 視察 旅行 
の 途中 で ナイ ラ を 見 初め 、 周囲 の 反対 を 
押し 切り 出 寿 し 、 結婚 。 娘 を 王 の 盾 の ト 
ー マ か ら 守 る た め に 命 を 落と す 。 享年 27 
歳 。 二 ヒル ダ 、 ナイ ラ 

あら し の フォ ルス 

【 嵐 の フォ ルス 】 図 フォ ルス ノ 王 の 盾 ・ 
星 の サ レ が 持つ フォ ルス 。 風 と 痢 の 導 術 
を 操る 。 威力 は 強大 。 一 サレ 

イー ガ 

【 イ ー ガ 】 回 人物 ノ ラジ ル ダ の ヒュ ー マ の リ 
ー ダ ー。 フォ グマ と 共に 代々 | 鎮魂 錠 ] の 製 
法 を 受け 継ぐ 。 製薬 で 作り 上 げた 富 に よ 
っ て 、 現在 の 地位 を 獲得 する 。 大 規模 な 
集落 の 運営 ・ 管 理 は 、 知 的 作業 に 秀 で た 
ヒュ ー マ が 担う べき だ と 考え て お り 、 ガ ジ ュ 
マ 側 の リー ダー・ フ ォ グ マ と は 一 触 即発 の 
関係 。 ユラ ジル ダ 、 フォ グマ 

イー フォ ン 

【 イ ー フ ォ ン 】 回 聖 獣 2 本 の 腕 に 4 本 の 須 
を 持つ 、 痢 を 司る 聖 獣 。 ゼ レン 湿原 に 隠 
され た 聖典 に 眠っ て いる 。 荒 々 し い 人 性格 
で 、 力 及ば ぬ も の は そば に 寄る こと すら 
許さ な い 。 一 闇 の エメ ラル ド 
いおう の いす ず すみ 

【 硫 黄 の 泉 】 國 腐敗 し た 卵 の 臭い に 例 


えら れる 硫黄 の 泉 。 鼻 を 突く 臭い に さえ 目 
を つむ れ ば 、 神経 痛 や 肩こり な ど 、 万 病 
に 効く 水 と し て 利用 で きる 。 

い ば し ょ 

【 居 場所 】 賠 与え られ る の で は な く 自 分 
で 作る も の 。 

いろ つき せっ けん 

【 色 つき 石けん 】 閉 そ の 他 プ きれ いな 色 
と 芳しい 香り が つい た 魅惑 的 な 石けん 。 
ペ ト ナ ジャ ンカ で は 白い 石けん が 一 般 的 
で 、 色 つ き の も の は お 客 様 用 な ど 特 別 な と 
き に し か 利用 され な い 高 級 品 。 効 少 の ティ 
トレ イ は これ を めぐ っ て 姉 と 激しい 取り 合 
を し た 。 

いん の ひ 

【 陰 の 碑 】 団 ノ こ の 世 の 理 の あり か を 記し 
た 陰陽 対 の 碑 の ひと つ 。「 聖 な る 星 は 、 相 
応 の 強 さ を 持つ 者 の み が 、 見 る 事 が で き 
る で あろ う 」 と いう 言葉 が 刻ま れ て いる 。 
ヴェ イグ 

【 ヴ ェ イ グ 】 回 人 物 ノ 本 名 ヴェ イグ ・ リ ュ ン 
グ ベ ル 。 ス ー ル ズ 村 に 住む 18 歳 の 青年 。 
幼い 頃 に 両親 と 祖父 を 相次い で 失い 、 以 
来 ベ ネッ ト 家 で 育て られ る 。 ラ ドラ ス の 落 
日 の 影響 で フォ ルス 能力 が 覚醒 し 、 氷 の 
フォ ルス の 暴走 に よっ て 幼なじみ で あり 家 
族 同然 の クレ ア を 氷 の 中 に 閉じ 込め て し 
まっ た こと が ある 。 そ の こと が 生い立ち の 
後ろ め た さと と も に 彼 の 立ち 居 振 る 舞い 
に 陰 を 落と し 、 閣 達 で は な か っ た 表情 を 、 
より 厳し いも の に 変え て し まっ た 。 養父 マ 
ルコ と 村 の 老 剣 士 の 手ほどき に より 、 同 
年 代 の 若者 を は る か に 潜 鈴 する 剣 の 腕 を 
持つ 。ー ク レア 

ウォ ン テ ィ ガ 

【 ウ ォ ン ティ ガ 】 回 聖 獣 プ ベ オ 平 原 の 巨塔 
に 眠る 、 風 を 司る 聖 獣 。 非常 に 落ち 着い 
た 物腰 で 、 本 来 底 護 す べき 対象 で ある ヒ 
ト に 対し て も 、 紳士 然 と し た 態度 を 月 さ な 
い 。 ~ 風 の ダイ ヤ モ ン ド 

うさ に ん 

【 う さ に ん 】 回 人 物 ノ 北海 に 浮か ぶ 小 さ な 
島 に 隠れ 住む 不思議 な 生き 物 。 優雅 な 耳 
と 愛らしい 尻尾 を 持ち 、 全体 的 な 風貌 は 
ガ ジ ュ マ に そっ くり 。 ボディ イラ イン は いわ ゆめ る 
「 ず ん 胴 」 だ が 、 毛 の ボリ ュー ム が 相当 な も 
の と 思わ れる た め 、 実際 に は どん な 体型 
な の か は 見 た 目 か ら は 判別 し に くい 。 また 
言語 を 体得 し て お り 、 使用 する 言葉 は 現代 
カレ ギア 語 と ほぼ 変わ ら な い 。 た だ し 語尾 
が 「 ピ ョ ン 」 や 「 ウ サ 」 な ど で 結 ば れる と いう 
特徴 を 持つ こと が わか っ て いる 。 背中 に チ 
ャ ッ ク が つい て いた と する 謎 の 研究 報告 


2-1 ※ 印 の つい て いる も の の 内 容 に 関し て は 、 編集 部 が 独自 に 推察 、 想像 し た も の で す 。 


が ある な ど 、 彼ら に 関す る 情報 その も の が 
迷走 し て いる 感 が ある 。 今後 の 生態 解明 
が 強く 待た れる と ころ 。 
ウス バカ カゲ ロウ 

【 ウ スパ バカ カゲ ロウ 】 団 明る く 輝く 笑 を 
見 る と 、 危険 と わか っ て いて も 飛び 込ん 
で し まう 、 は か な い 忠 。 同 じ こ と を 何 度 教 
えて も 一 向 に 覚え られ な い 人 を 表現 する 
と き の 引 き 合 い に 出 され る 。 

ウソ ツ ツ キ 

【 ウ ソ ツ ツキ 】 講 プ 大 きく 鋭い くち ば し を 
持つ 包 。 ウソ を つく と [ 必 マ メキ に つつ 
か れる よ ! 」 と いう の が 、 子供 を し か る と き 
の 常 奏 句 。 

ウマ イナ ゴ 

【 ウ マイ ナ ゴ 】 団 ノ 容 は どう あれ 美味 い は 
美味 い 。 

うみ の うた 

【 海 の 歌 】 罰 その他 プ 広い 海 プ ノ ビー ん と 
広がる 青い 海 -/ 室 は どこ に 眠っ て 
る ? ププ ク ブ ク プ クー 沈ん だ 財宝 に 騙 
せる 思い を アッ プ テ ン ボ で 歌い 上 げ て い 
る 。 潜水 中 に 耳 が 痛く な っ た ら 、 鼻 を つま 
ん で ぷっ と する こと 。 

うみ を みはる し ょ う ね ん 

【 海 を 見 張る 少年 】 団 人 物 / 津 波 に 備え 、 
見 張り 続け る 感心 な 少年 。 サ ニ イ タ ウン の 
運河 沿い を パト ロー ル し て いる 「 湾 岸 警 備 
隊 チ ルド レン 」。 隊員 は まだ ひと り 。 

うん が 

【 運 河 】 回 文化 人 や 物資 の 運搬 の た め 、 
人 工 的 に 作っ た 川 。 サ ニ イ タ ウン は 運河 
が 中 心 の つく り で 、 こ の 上 に 家屋 が 建設 
され て いる 。 

エト レー の ひ 

【 エ トレ ー の 碑 】 較 ノミ ナー ル の 北側 に か 
か る 、 エト レー 橋 の いわ れ を 記し た 記念 碑 。 
偉人 エト レー を 介 ん で 建て られ て いる 。 黒 
御影 石 を 使っ た 上 質 の 碑 。 一 エト レー 橋 
エト レー ば し ま 

【 エ トレ ー 橋 】 図 建造 物 な ど / ミ ナール の 
北側 に か か る 橋 。 リン ドブ ロム 家 が バル カ 
統一 を な す 以 前 に 起こ っ た 異教 徒 の 反乱 
の 際 、 ミ ナー ル の 人 々 と アル ヴァ ン 山 脈 の 
人 々 を 和解 させ た 場所 。 偉人 エト レー を 
介 ん で 名 が つけ られ た 。 
エメ ラル ドア ゲハ 

【 エ メラ ルド アゲ ハ 】 図 緑青 色 に 輝く 見 
事 な 羽 を 持つ アゲ ハ 蝶 。 標本 は キョ グ エ 
ン の オー クシ ョ ン に も 登場 する と いう 。 世 
の 昆虫 マニ ア 垂 海 。 

えん こ 

【 塩 湖 】 困 ノノ か つて 海 だ っ た 場所 の 海面 


《 用 語 〉》) ウス バカ カゲ ロウ ~ー オッ クス 


が 下がり 、 水 が 取り 残さ れ て 湖 と な っ た も 
の 。 水 の 流入 ・ 流 出 が な く 、 塩分 濃度 が 
極め て 高い 。 魚 は も ちろ ん 、 環境 適応 能 
力 の 高い 微生物 で すら ほとん ど 棲 息 で き 
な い 。 また 浮力 が 高い の で 泳げ な い 人 で 
も ぷかぷか と 浮か ぶ こ と が で き 、 一 般 的 
な 海 や 川 と は ひと 味 違 っ た 水遊び が 楽し 
め る 。 上 が っ た ら 真 水 の シ ャ ワー で ちゃ ん 
と 塩分 を 落と さ な い と 、 ヒリヒリ し て た い 
へ ん な こと に な る 。 

オア シス 

【 オ アシ ス 】 較 建造 物 な ど ノ 砂漠 地帯 で 
湧き 水 が あ り 、 部 分 的 に 緑化 され た 場所 。 
クロ ダダ ク 砂 漠 の オア シス は 、 行 商人 や 周 
辺 に 住む 動物 の ほか 、 バイ ラス た ち に と っ 
て も 頓 い の 場 に な っ て いる 。 

お うこ く は っ ぷと くし ゅ いし めん じょう 

【 王 国 発布 特殊 医師 免状 】 加 文化 プ 王 都 
で 研究 を 修め 、 国王 に 認め られ た 医者 だ 
けが 国王 か ら 直 々 に 発行 され る 医師 免 
状 。 医学 的 な 知識 や 技術 の ほか 人 間 性 
も 問わ れる 。 

お う の た て 

【 王 の 盾 】 回 団体 / フ ォ ル ス 能 力 者 の み で 
組織 され た 、 国王 直属 の 特殊 部 隊 。 隊長 
の 座 に ジル バ が つい て か ら は ミル ハウ スト 
将軍 率い る 正規 軍 と は 異な っ た 部 隊 と な 
っ て いる 。-ーp224 

オー クシ ョ ン 

【 オ ー ク ショ ン 】 回 その 他 ノ 参加 者 が 品物 
に 対し て 自由 に 値 を つけ 、 も っ と も 高い 値 
段 を 提示 し た 人 が 、 そ の 額 で 購入 する こ 
と が で きる 。 キ ョ グエン で 人 気 の 競売 。 専 
門 的 な も の や マニ ア 好 み の 商 品 が 扱わ れ 
る こと も 多く 、 と くに 「 く だ ら な いも の に わ 
ざわ さ ざ 高 い 値段 を つけ て 楽し む 娯 楽 」 と 
抑 控 され る こと も ある 。 

オオ ツノ カブ トム シ 

【 オ オツ ノ カ ブ ト ムシ 】 団 プ 身 体 の 三 倍 の 
長 さ の 角 を 持つ カブ トム シ 。 威 踊 に は 効果 
的 だ が 、 大 きす ぎる た め に 自分 で も 扱い 切 
れず 、 大 抵 は 小柄 な 相手 に ほん ろう され て 
し まう 。 強 そ うに 見 えて じつは 弱い 。 

オー ロラ 

【 オ ー ロ ラ 】 図 ノ 空 に 浮か び 上 が る 色 鮮 や 
か な 光 の 帯 で 大 気 中 で 放電 現象 。 破滅 の 
兆し と し て 忌み 嫌 わ れる 土地 も 少な く な い 。 
オス ミナ さん ち 

【 オ スミ ナ 山 地 】 地 名 ノノ ー ス タリ ア 地 
方 北部 の 山地 。 高地 が 複雑 に 入り 組ん で 
いる 。 

オッ クス 

【 オ ックス 】 回 人 物 プ バビ ログ ラー ド に 住 


[ 海 を 見 張る 少年 ] 
混迷 する 世界 を と も に 守 
る 、 友 情 パ ワー あふ れる 
隊員 随時 募集 中 。 


[ 王 の 下 ] 
カレ ギア 王家 の c 紋 章 を べ 
ー ス に し た 王 の 盾 の 紋章 。 


ペク 


\ ク 
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(用 語 》) お と の フォ ルス … か わく だ り 


[ お ひろ め 千 物 と 
ニ ボ ン 茶 ] * 


む ヒ ュー マ の 男性 。 ガ ジ ュ マ の 女性 で ある 
ダナ と 恋人 同士 で ある た め 、 戒律 と 偏見 
と いう 二 重 の 困難 の な か で 、 ふた り の 仲 
を 守り 続け て いる 。 一 ダナ 

お と の フォ ルス 

【 音 の フォ ルス 】 図 フォ ルス ノ 引 き 金 に な 
る 音 を 聞か せる こと で 暗示 を か け 、 他 者 を 
操る 能力 。 王 の 盾 ・ 四 星 の ワ ルト ゥ が 持つ 。 
いっ た ん 暗示 が 作用 する と ワル トッ ゥ 自身 の 
フォ ルス は 必要 な いせ いで フォ ルス 反応 が 
出 な いた め に 、 探知 が 極め て 困難 。 ま た 
術 を 使っ た 痕跡 が 残ら な い の で 、 多く の 場 
合 被 術 者 の な ん ら か の 事件 と し て 処理 さ 
れ て し まう 。 究極 の 「 手 を 汚さ な い 」 フ ォ ル 
ス 。 一 ワル トゥ 

お は な を ささ ける お ん な の こ 

【 お 花 を 捧げ る 女の子 】 囲 人 物 プ アガ ー テ 
新 女王 の お 披露 目 儀式 で 、 女王 に 花 東 を 
手渡 す 役 に 抜 握 され た 女の子 。 式典 の 日 
を どき どき し な が ら 待 っ て いる 。 王 都 バ ル 
カ で 暮らす 、 明る く か わい らし い 子 供 と い 
っ た 風 の 利 発 そ うな まな ざし が 好 印 象 。 
お ひろ め グ ミ 

【 お ひろ め グ ミ 】 較 その 他 ノ バル カ 港 宿屋 
[霧笛 屋 」 限定 の お みや ば げ 。 お 披露 目 儀式 
を 目当て に 作ら れ た グミ で キレ イ に 加工 し 
た 箱 に 入っ て お り 、 見 か け は ゴー ジャ ス か 
つ 和 気品 高く 、 お 披露 目 ム スー ド を 盛り 上 げ る 。 
味 は 当たり 障 り の な い 、 いわ ゆる お 土産 も 
の の 味 。 ちな み に 寺 笛 屋 に 宿泊 し た さい 
ニ ボ ン シ 定 食 か わか め 定 食 の どちら か か ら 
選ぶ こと が で きる 。 

お ひろ め の き ぎし き 

【 お 披露 目 の 儀式 】 図 文化 プア ガー テ 女 
王 即 位 の 儀式 。 儀式 の 日 取り が 決ま っ た 
と き 、 王 都 バ ルカ の 宿 代 が 通常 の 3 倍 ま で 
跳ね 上 が っ た 店 も あっ た と か 。 

お ひろ め ひ も の と ニ ボ シ ち ゃ 

【 お ひろ め 和 干物 と ニ ボ シ 茶 】 加 その 他 ノ 
バル カ 港 宿屋 | 霧笛 屋 」 の 限定 みや ば げ 。 
干物 は お 酒 に も 合う らし い 。 ニ ボ シ 茶 は 
バル カ 港 の 名 物 。 

オル セル グ 

【 オ ル セ ル グ 】 加 人 物 プ マオ の 真実 の 名 
前 。 古 代 カ レギ ア 語 で 「 け が れ な き 瞳 を 
意味 する 。 


か い が ん 
【 海 岸 】 較 その 他 プ 厄介 ご と が ある と き は 
ここ と 相場 が 決ま っ て いる 。 拳 と 拳 で 友 


情 を 確か め 合 う 場 合 に も 利用 され る 。 

が いと う 

【 街 灯 】 加 文化 / 霧 が 多く 昼間 で も 薄 暗 
い バ ルカ で は 必需 品 。 街 に 設置 され て い 
る も の の 多く は ガス を 利用 し た 最新 型 。 
ガ ガ ー イ お う 

【 ガ ガー イ 王 】 回 国王 ノ 第 16 代 カレ ギア 国 
王 。 胸 に ライ オン の レリーフ の 刻ま れ た 鎧 
を 愛用 し 、 獅子 王 と し て 知ら れ て いる 。 

ガ ジ ュ マ 

【 ガ ジュ マ 】 回 文化 プ ヒ ト の 中 で 身体 的 能 
力 に 秀 で た 種族 で 、 建国 以来 カレ ギア を 
治め 続け て いる 。 要 を 持つ も の 、 角 を 持 
つも の な ど 、 外見 的 な 特徴 は 非常 に 多岐 
に 渡る 。 自分 と 近い 外見 を 持つ 者 同士 が 
夫婦 に な る こと が 多い 。 先天 的 に フォ ルス 
に 敏感 で あり 、 フォ ルス 能力 者 と し て の 才 
能 が 開花 する の は ほとん どの 場合 ガ ジ ュ マ 
と な っ て いる 。 

ガッ プラ 

【 ガ ッ プ ラ 】 回 人 物 プ ペ ト ナ ジャ ンカ の 製鉄 
工場 で 働く 設計 士 。 ほか の 工員 に 内 緒 で 
隠し 部 屋 を 作り 、 自分 の 貴重 品 を 管理 し 
て いた 。 自動 的 に 鍵 が か か る 扉 を 作っ て 
し まっ た が た め に 部 屋 に 閉じ 込め られ て し 
まい 、 3 日 3 晩 助 け を 呼び 続け た 。ー ユ リ 
の プロ ー チ 

カレ ー ズ 

【 カ レー ズ 】 図 建造 物 な ど ノ 地下 水路 。 山 
の 上 流 で 地下 水脈 に 届く 深い 井戸 を 掘 
り 、 湧き 出 た 地下 水 を 農地 まで 引く 仕組 
み に な っ て いる 。 近く に 水源 が な い 地 域 の 
水不足 を 解消 する た め の も の だ が 、 そ も そ 
も そう いっ た 場所 の 土 は 非常 に 硬い こと 
が 多く 、 建設 に は 膨大 な 資金 と 時 間 が 費 
や され る 。 

カレ ギア お うり つ は く ぶ つか ん 

【 カ レギ ア 王 立 博物 館 】 皿 文化 歴史 
的 ・ 文 化 的 価値 ある る の を 、 王 都 バル カ は 
も と より 、 カ レギ ア 全 土 か ら 集め た 博物 館 。 
開館 ま も な い た め 展 示 品 の 種類 が 少な く 、 
アイ テム の 充実 が 待た れる 。 全館 禁煙 。 
カレ ギア じょう 

【 カ レギ ア 城 】 図 建造 物 な ど ノ 王 都 バル 
カ の 中 心 に 据え られ た 巨 城 。 内 部 は 巨大 
な 迷宮 の よう に な っ て いる 。 年 に 1 度 宝物 
の 一 般 公開 が 行なわ れる と き に は 、 カ レ 
ギア 中 か ら 見 学者 が 訪れ る 。 

か わく だ り * 

【 河 下り 】 図 文化 - トヨ ホウ ス 河 の 激流 を 
イカ ダ で 下る 河 下 り 。 川下 の サ ニ イ タウ ン 
に 客 を 送り 届け た あと 、 屈強 な ガ ジ ュ マ の 
男 た ち が 再 び 上 流 ま で 引き 上 げ る らし い 。 


2-1 ※ 印 の つい て いる も の の 内 容 に 関し て は 、 編集 部 が 独自 に 推察 、 想像 し た も の で す 。 


人 手 が 足 りな く な る と 、 行き の イカ ダ に あ 
ら か じ め 引 き 手 が 乗っ て いる こと も ある 。 
か ん けつ せん 

【 間 欠 泉 】 悦 一 定 周期 で 温水 が 高く 噴 
き 出す 泉 。 大 迫力 の 光景 に 、 観光 に 訪れ 
る 人 多数 。 決し て 噴出 孔 の 上 に 顔 を 出し 
て は いけ な い 。 

ガン コー キ * 

【 ガ ンコ ー キ 】 較 人物 プ / カ レギ ア 中 で 指名 
手配 され て いる サギ 師 。 得意 の 変装 を 駆 
使 し て 豪遊 し 、 別人 に 成り すま し て 逃げ る 
と いう の が 手口 。 極めて 効 稚 な 手法 で あ 
る に も 関わ ら ず 、 まん ま と だ まさ れる 人 が 
あと を 断 た な いと ころ が 、 や は りら 全土 指名 
手配 の 所 以 。 そ ろ そ ろ 結 婚 で も し て 腰 を 
落ち 着け た いと 思っ て いる 、 脂 の 乗り 切 
っ た 39 歳 。 

か ん じょう れ っ せ きい せき 

【 環 状 列石 遺跡 】 岡 建造 物 な ど プ ウエ スタ 
リア 大 陸 の 北西 に 遣 さ れ た 遺跡 。 巨大 な 
石 が サー クル 状 に 並ん で いる 。 一 見 し た 
と ころ 何 を 意味 する の か 理解 し が た い が 、 
あま ね く 地 上 を 照ら す 光 を 表現 し て いる 、 
と いう の が 近年 の 研究 で 導 か れ た 説 。 

か ん ぞう こ 

【 乾 蔵 庫 】 較 その 他 プ バビ ログ ラー ド で よ 
く 見 られ る 、 木製 の 食料 貯蔵 庫 。 通気 性 
が よい の で 長期 保存 が 可能 。 異国 の 人 間 
に は た だ の 木 箱 と な ん ら 変 わり な いよ う 
に 見 える 。 

キ ガ お う 

【 ギ ガ 王 】 回 国 モ ノ 第 6 代 カレ ギア 国王 。 
公務 以外 で は 鎧 を つけ ず 、 肉弾 戦法 を 主 
と し た 野性 味 あ ふれ る 武人 。 

きか ん し ゃ ず き の か ん こう きゃ く 

【 機 関 車 好き の 観光 客 】 囲 人 物 プ 科学 技 
術 の 最 先端 ・ バ ルカ の 機関 車 が 大 好き な 
男性 。 奥 さん に ドレ ス を 買う の と 引き 換え 
に 、 30 回 以上 も 乗車 し て いる 。 サ ニ イ タウ 
ン へ の 帰路 に つく と き は 、 も ちろ ん | ニ ボ 
シ 茶 ] や 「 モ クモ クッ キー」 な ど を 買っ て 帰 
る つも り 。 

き の せ き ひ 

【 黄 の 石碑 】 団 ノ 聖 獣 王 ゲオ ルギア ス を 奉 
る 石碑 。 世界 の 中 心 に ある 。 

キノ ボリ ブフ ブタ 

【 キ ノボ リブ タ 】 較 プ 機 嫌 が よ いと き に は 
樹木 に 登る と いう 習性 を 持つ ブタ 。 ご 機 
嫌 を と る こと で 、 普段 は で きそう に も な い 
こと を させ て し まう 、 と いう 格言 の 元 に な 
っ て いる 。「 お だ て よ され ば 登ら し めん 」 
き ば の フォ ルス ※ 

【 牙 の フォ ルス 】 図 フォ ルス キュリ ア の 


《 用 語 》) か ん けつ せん き ょ だ いせ き ぞ う 


助手 ・ ミ ー シ ャ の 持つ フォ ルス 。 バ イラ ス を 
使役 する も の で 、 自己 と 他 者 と の 境界 が 
完全 に は 確立 され て いな い 、 年 の 若い 者 
が 能力 者 に な る こと が 多い と され る 。 本 来 
は 術 者 の 指揮 下 に お いて バイ ラス の 行動 
を コン トロ ー ル し よう と いう 、 自己 防衛 的 な 
意味 合い の も の 。 だ が ラド ラス の 落日 の 影 
響 を 受け バイ ラス が 凶 果 化 し た こと と 、 
走 状態 の ミー シャ が 他 者 か ら 身 を 守る た 
め 、 本 能 を むき 出し に し て 力 を 振る うた め 、 
殺傷 目的 で バイ ラス を 操る と いう 非常 に 攻 
撃 的 な フォ ルス と な っ て いる 。 一 ミー シャ 
キャ ンド ルツ リー 

【 キ ャ ンド ルツ リー】 団 ノ 謎 の 館 の 敷地 内 
に 輝く も み の 木 。 色とりどり の 飾り や 電 飾 
で 見 る も る の を 圧倒 させ る 。 

キュ リア * 

【 キ ュ リ ア 】 加 人 物 ノ ミナ ー ル で 診療 所 を 
開い て いる 女性 医師 で 、 王国 が 発給 する 
特殊 医師 免状 を 持つ 、 有 能 な 医師 。 カ レ 
ギア 軍 の 要請 に よっ て 各地 を 訪問 し 医療 
活動 を する こと も 多く 、 自分 の 診療 所 は 持 
た ず に 宿屋 の 一 室 を 借り て 診察 を 行なっ 
て いる 。 アニ ー の 父 を 尊敬 し て いた 。 迷い 
を ずばり と 指摘 し 的 確 な 方 向 へ と 導い て く 
れる 、 信頼 の お ける 人 物 。 一 王国 発布 特 
殊 医 師 免状 

キョ グエン 

【 キ ョ グエン 】 岡 地名 プイ ー ス タリ ア 大 陸 と 
ノー スタ リア 大 陸 の 中 間 に 位置 する 街 。 両 
大 陸 の 街 の な か で は 生活 水準 が も っ と も 
高い 。 世界 中 か ら 集 め ら れ た 貴 品 ・ 珍 品 
を めぐ っ て 、 好事家 た ち が 競 い 合 う オ ー ク 
ショ ン が 開催 され て いる 。 一 ワ ン ・ ギ ン 
キョ グエン せん す 

【 キ ョ グエン 扇子 】 半 その 他 プ キョ グエン 
の 伝統 工芸 の 集大成 と ちる いう べき 、 細 級 
に し て 大 胆 な 装飾 の 扇子 。 上 流 階級 の 女 
性 の 身だしなみ で ある と 同時 に 、 有事 の 
さい に は 敵 に 投げ つけ て 使用 する と いう 、 
意表 を 突い た 武器 で も ある 。 

キョ グエン きん こう の こ や ※* 

【 キ ョ グエン 近郊 の 小屋 】 岡 建造 物 な ど ノ 
キョ グエン の 郊外 に ある 陶芸 小屋 。 普段 
は バル カ か ら や っ て くる 陶芸 家 が 、 半年 の 
あい だ 寝起き し て 焼き 物 を 作っ て いる 。 
周囲 に 民家 が な く 、 多 少 派 手 な こと を し て 
も まる で 聞こ えな い 。 そ れ を 利用 し て 、 最 
近 で は 盗賊 た ち が 出 入り し て いる と ささ や 
か れ て は いる が 、 キョ グエン か ら の 被害 も 
特に 報告 され な い の で 捜査 は 進ん で いな 
また 。 

き ょ だ いせ き ぞ う 
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《 用 語 〉》 き り -… くろ の せき ひ 


【 巨 大 石像 】 団 ノ キ ョ グエン の 職人 が 千 人 
が か り で 作り 上 げた と いう 仙人 の 像 。 仙人 
その も の より も 、 キョ グエン に これ ほど まで の 


M 0 。 | 技術 を 要 し 、 か つ 働 < 意 欲 の ある 人 間 が 和 
し て 消費 社会 の Be 2 
Sana Pr \ た と いう こと の ほう が 伝説 級 。 

も 、 悲哀 を 感じ させ な いけ 

な げ な まな ざし に 、 旅 人 は 【 寺 】 加 その 他 ン 細か な 水滴 が 煙 の よう に 
iod 立ち 込め て 、 地表 を 妖 う 現象 。 王 都 バル 


3 カ の 風物 主として 知ら れ て いる が 、 非常 


に 濃い た め 街 並み を 知ら な い 人 間 は 歩く 
の も 困難 と いわ れ て いる 。 転じ て 、 将来 
の 見 通し が 立た な い 状 態 を 表わす と き に 
る 使用 する 。 | ティ トレ イ は 女性 に 喜ば れ そ 
うな 手品 を 覚え た が 、 出会い の チャ ンス 
は 霧 の 中 ] な ど 。 

ギリ オー ヌ * 

【 ギ リオ ー ヌ 】 回 聖 獣 光 を 司る 聖 獣 。 銀 
色 に 輝く 四肢 を 持ち 、 気高く 美しい 。 沈 
み 、 ま た 昇る 太陽 や 、 死 と 再生 の 象徴 と 
し て あがめ られ 、 と くに 多く の 二 元 性 と 矛 
盾 を 抱え て 生き る こと を 運命 づけ られ た 
ハー フ た ちの 心 の 支え に な っ て いる と の 
説 も ある 。 環状 列石 遺跡 に 礼 ら れ て いる 。 
ー 光 の アメ ジス ト 

きり の お くに ある ゆめ の つづ き が みた い 
【 邑 の 奥 に ある 夢 の 続き が 見 た い 】 賠 ノ ジ 
ベー ル と 接触 する た め の 合 言葉 。 ムー ド 
の な い 男 に は わか ら な い 、 いい 台詞 。 
ギン ナル ミ * 

【 ギ ン ナ ル ]】 較 人 物 プ 特殊 部 隊 王 の 盾 ・ 独 
立 遊 撃 部 隊 「 深 黒 の 四 ] の ひと り 。 自称 
[し な や か な 身 の こ な し か ら 繰 り 出 す 華 過 
な 全 技 で 敵 を 翻弄 する 、 王 の 盾 一 の いい 
男 ]。 一 王 の 盾 、 漆黒 の 翼 
きん の せい は い 

【 銀 の 聖杯 】 団 ノ カ レギ ア 王 家 に 伝わっ て 
いた 聖杯 。 代 々 の 王 は 即位 の 儀式 の 際 
に 、 ソ ポチ ャ ナ の 滝 の 聖 水 を この 杯 に 受 
け 、 正当 な 王位 継承 者 で ある こと を 知ら し 
め た と いう 。 近年 何者 か に 盗ま れ 、 行 方 
不明 に な っ て いた 。 

クウ ・ ホ ウ 

【 ク ウ ・ ホ ウ 】 加 人物 ノワ ン ・ ギ ン の 右腕 と 
し て 屋敷 を 切り 盛り する 男 。 日 常 生活 の 
世話 か ら オ ー ク ショ ン の 管理 、 痢 取引 の 来 
配 ま で 、 ワン ・ ギ ン の 成功 は この 男 の 存在 
あっ て の も の 。 非常 に ビジ ネス ライ ク な 性 
格 で 一 見 冷酷 な 印象 を 受け る が 、 実は ボ 
ス に あま り よ い 感 情 を 持っ て いな い 。 
ググ ラ じ いさ ん 

【 グ グラ じい さん 】 加 人物 ノ トヨ ホウ ス 河 の 
河 下 り を 一 手 に 引き 受け る ガ ジ ュ マ の お 
爺さん 。 屈強 な ガ ジ ュ マ の 男 た ちと と も に 


小屋 に 寝泊り し 、 1 年 中 休む こと な く 河 下 
り を 取り 仕切 る 。 一 河 下 り 

グミ づく り の し ょ うじ ょ 

【 グ ミ 作 り の 少女 】 導 人 物 プ お 母さん を 手 
伝っ て グミ を 作り 、 家計 を 支え て いる 感 
心 な 女の子 。 サ ニ イ タ ウン の 一 角 に 住ん 
で いる 。 グ ミ の 本 質 を 見 抜く こと に か け 
て は 天 弁 の 才 が あり 、 最大 時 の 75% も の 
体力 を 回 復 す る と いう 、 脅威 の 「 グ レー 
プ グ ミ 」 を 開発 し た の は ほか な ら め ぬ 彼 女 。 
特許 申請 を し な か っ た た め に 、 亡くな っ 
た 父親 が 残し た 借金 を 完済 で きる 日 は 遠 
さか っ て し まっ た が 、 そ の お か げ で 一 粒 
2000 ガ ルド と いう 破格 の 安さ で の 商品 化 
が 可能 と な っ た 。 

グリ ュ ン ヘル デ 

【 グ リュ ン ヘ ル デ 】 較 地 名 プ ノ ユ リス に 飲み 
込ま れ た 思念 の 断片 が 具現 化し 、 ユ リス 
の 領域 の 内 部 に 作り 上 げた 街 。 決し て 叶 
うこ と の な い 欲 望 が 人 の 形 を と り 、 か り そ 
め の 街 に あたかも 住人 と し て 暮らし て いる 
か の よう に 存在 し て いる 。 空間 全体 に 虚無 
感 が 漂い 、 意思 の 強い 人 間 で な けれ ば 、 
あっ と いう 間 に 取 り 込 まれ て し まう と いう 。 
クレ ア 

【 ク レア 】 較 人 物 ノ スー ルズ 村 に 住む 17 歳 
の 少女 で 、 ヴェ イグ と 見 妹 の よう に 育つ 。 
近隣 の 街 で も 評判 に な る ほど の 器量 よし 
で 、 その 美 し さ を 一 目 見 よう と 、 こっ そり と 
スー ルズ を 訪れ る 男性 も ちい る と か 。 両親 
の 教育 と 育っ た 環境 の た め 、 き ら び や か 
な 見 か け に 反し て 非常 に 純朴 な 性 格 だ 
が 、 意外 な ほど の 芯 の 強 さ も 兼ね 備え て 
いる 。 ヴェイ グ の フォ ルス の 暴走 に よっ て 
一 年 の 歳 月 を 氷 の 中 で 過ごし て いる た め 、 
外見 に 経年 変化 が な い の を 、 村 の 少女 た 
ち は ち ょ っ と うら や まし く 思 っ て いる らし 
9。 nw マコ ウキ プア 。 ザビ / 

クレ ー タ ー 

【 ク レー ター】 団 ノ は る か 昔 に 天 か ら 降 っ 
て きた 岩 の せ いで で きた と され る 穴 。 赴 
径 は 数 キロ メー トル に 及び 、 底 の 部 分 に 
は 湖 が で き て いる 。 

クロ ダダ ク さ ば ぱく 

【 ク ロダ ダク 夏 漠 】 較 地名 プ ウ エス タリ ア 
大 陸 の 西 に 位置 する 広大 な 砂漠 。 ひ と た 
び 足 を 踏み 入れ る と 強烈 な 日 差し に た ち 
まち き が 訪れ る 。 ま と も な 準備 な し で 挑 
む の は 自殺 行為 。 行き 交 う 行商 人 に と っ 
て は 旅 の 最大 の 難所 と 恐れ られ て いる 。 
くろ の せき ひ 

【 黒 の 石碑 】 憶 ノ 聖 獣 ラ ンド グリ ー ズ を 替 
る 石碑 。 世界 の 北方 に ある 。 


2-1 ※ 印 ひつ いて いる も の の 内 容 に 関し て は 、 編集 部 が 独自 に 推察 、 想像 し た も の で す 。 


ケイ ト 

【 ケ イト 】 加 人物 ノ 20 年 ほど まえ に カレ ギ 
ア 中 を 旅 し た 画家 。 非常 に 惚れ っ ぽい 性 
格 で 、 ゆ く < 先々 で モデ ル と 称し 、 好み の 
女性 を 追い か け 回 し て は 、 その 美しき 姿 
を キャ ン バ ス に お さめ た 。 数 多 の 恋 は つ 
い ぞ 実ら な か っ た よう だ が 、 歴戦 の 証 と も 
いう べき 女性 画 が 世界 中 に 残さ れ て い 
る 。 若 か り し 頃 の り ポ プラ も ケイ ト に 見 初め 
られ た ひと り 。 

ゲオ ルギア ス 

【 ゲ オル ギア ス 】 略 聖 獣 6 体 の 聖 獣 を 統 
べ る 土 。 ヒュ ー マ の 利己 的 な 考え 方 が や 
が て 世界 の 分 断 と 破 減 を 招く と 考え て い 
る 。 ヒュ ー マ へ の 制裁 を めぐ っ て 他 の 聖 
獣 と 対立 し 、 獣 王 山 に 封印 され て いる 。 
ー 獣 王 山 

ケ ケ ッ ト か いと どう 

【 ケ ケッ ト 街 道 】 岡 建造 物 な ど プ スー ルズ 
と ミナ ー ル を つなぐ 主要 街道 で ウエ スタ リ 
ア 大 陸 で は 最 北 端 。 行き 交 う 旅人 の た め 
に 街道 沿い に 小屋 が 設け られ て いる 。 近 
郊 の 人 々 が 自由 に 利用 する 水車 は 、 冬場 
に な る と 凍てつい て 氷 の 彫刻 の ご と き 姿 
を 見 せ 、 短い 夏 の 景色 と は また ちがっ た 
趣 が 楽し め る 。 

こう さ 

【 黄 砂 】 団 舞い 上 が っ た 砂 が 大 気 中 に 
混じり 、 空気 が 黄色 く か すん で 見 える 現象 。 
春 に な る と ピピ スタ 周辺 の 砂 が 飛来 し て 起 
こる 。 洗濯 物 に 付着 する と せっ か く 洗 っ た 
の が 台無し に な る の で 、 黄砂 の 季節 に は 
部 屋 干し が 基本 。 

こう すい 

【 香 水 】 加 その 他 プ 花 な どか ら 香 り 成分 を 
抽出 し た も の 。 うま く 使 え を ば その 人 の 魅力 
を さら に 引き 出し て くれ る が 、 量 を まち が え 
る と た だ の 香 害 。 混雑 する 馬車 や リフ ト 、 
室内 で は 香水 の つけ すぎ に くれ ぐれ も 注 
意 。 ちなみに ヒル ダ が 好 ん で 使う バラ の 香 
り は 、 香水 の な か で は 大 変 メ ジャ ー な 香り 
の 王様 。 さま ざま な 品種 が 使わ れ て いる 。 
こおり わり そう 

【 永 割り 草 】 団 ノ 春 の 気配 を 感じ る と 、 厚 
い 氷 を 突き 破っ て 芽 を 出す 花 。 その 茎 は 
非常 に 硬く 、 普通 の 人 間 に は 手 折る こと 
が で き な い 。 煎じ て 飲む と 滋養 強壮 に 効 
果 が ある 。 

ゴー ルド フィ ッシュ ※* 

【 ゴ ー ル ド フ ィ ッ シュ 】 較 プ 砂 金 を 腹 に た 
め 込 む 習 性 か ら 、 語 の 象 微 に な っ て いる 
魚 。 体 の 色 は 赤い が 、 金 の お か げ で 輝い 
て 見 える と いう ウワサ も ある 。 


《 用 語 ) ケ イト 一 サ ニ イ タウ ン 


コガ ネネ コ 
【 コ ガ ネ ネ コ 】 図 ノ 金 色 の 体毛 を 持つ お と 
な し い 猫 。 群れ を 作ら ず ウ エス タリ ア 大 陸 
の 各地 を 転々 と し て いる 。 まれ に 商家 に 
住み 着く こと が あり 、 その 家 に 繁栄 を も た 
ら す と いう 。 

ゴル ド バ 

【 ゴ ルド バ 】 回 国王 プ カ レ ギア 王国 を 興し 
初代 国王 と な っ た 勇者 。 月 の フォ ルス を 自 
在 に 操り 、 国家 の 統一 を 進め た 。 
ゴル ド バ の つき 

【 ゴ ルド バ の 月 】 加 そ の 他 ノ 王家 に 伝わる 
石 で 、 深い 藍 色 の 輝き を 持つ 。 初代 王 ゴ 
ルド バ の ころ か ら す で に 王家 に 存在 し 、 歴 
代 の 君主 が 受け 継い で きた 。 月 が 満ち る 
ほど 輝き が 増し 、 満月 の 夜 に は 目 も くら む 
ば か り の 光 を 放つ 。 ゆる ぎ な い 王 家 の 権 
力 を 象徴 する る も の と され て いる 。 
ゴル ド バ の ひ 

【 ゴ ルド バ の 日 】 回 文化 初代 国王 ゴル ド 
バ の 即位 が 行なわ れ た 日 。 建国 記念 日 と 
し て 盛大 に 祝 わ れる 。 大 切な 儀式 な ど は 
この 日 に 執り 行なう の が な ら わ し 。 

コン プリ ー ト お や じ ま ネ 

【 コ ンプ リー ト お や じ 】 回 その他 / プ ミナール 
の 体育 館 で 住民 た ちの 体力 向上 の た め 
に 運動 指導 を し て いる 、 元 戦士 の お や じ 。 
現役 を 退 い た あと は カレ ギア 中 の バイ ラス 
や つ わ も の た ちの デー タ を 収集 する こと を 
生業 に し て いる 。 腰 と くる ぶし を 痛め て 仕 
事 が で き な い で いる 彼 に 代わ っ て バト ル 
ブッ ク の バイ ラス の 情報 を 補完 する ご と 
に 、 感謝 の 印 と し て お 宝 を 譲っ て くれ る 。 
ヴェ イグ の 必殺 技 を 変更 で きる と いう 貴重 
な 護符 を 持っ て いる こと か ら 、 お や じ 自 身 
も ヴェ イグ や マル コ と 同じ 流派 の 剣術 使 
いか 、 ある い は その 関係 者 か も る し れ な い 
が 、 詳細 は 謎 。 また 仕事 だ と は 言い つつ 
も 、 世界 に ふた つと な い 自 慢 の 一 品 を 手 
放し て まで の 力 の 入れ よう に 、 お や じ を 知 
る ミナ ー ル の 住民 た ち は 、 若 か り し 頃 に 世 
界 中 の バイ ラス を 倒し て きた 輝かしい 思い 
出 を も う 一 度 バ トル ブッ ク の デー タ の うえ 
で 堪能 し た いか ら な の だ と 、 噂 し て いる 。 


さか な を みつ め る じょう じ ょ 
【 魚 を 見 つめ る 少女 】 較 人 物 プ 「 泳 いで 
いる と ころ を 躍り 食い する の が 一 番 」。 

サ ニ イ タウ ン 

【 サ ニ イ タ ウン 】 較 地名 ノウ エス タリ ア 大 


[ゲオ ルギア ス ] 
聖 獣 を 統べる 王 は 2 又 に 
分 か れ た 体 能 を 持ち 、 そ 
の 風 来 も ほか の 聖 獣 と は 
一 線 を 画す 立派 な も の 。 
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《 用 語 〉) サニー イミ ドリ ガメ ーー ジ ベ ー ル 


[サレ の 剣 ] 

サレ 愛用 の レイ ビア は 先 
代 国 王 ラ ドラ ス か ら 下 則 さ 
れ た も の 。 王 の 丘 で は 主 
君が代 替わり する た びに 
新しい 王 か ら 剣 が 支給 さ 
れる が 、 彼 は アガ ー テ か ら 
賜っ た も の を 決し て 手 に 取 
ろう と し な いと いう 噂 。 


[リフ ト の シー ト 
カバ ー」 


< 
SS 


陸中 東部 の 水上 都市 で 、 ト ヨ ホ ウス 河 の 河 
口 に 位置 する 。 街 の な か を 縦横 無尽 に 運 
河 が めぐ り 、 大 小さ ま ざ ま な 船 が 、 物資 の 
運搬 や 交通 手段 と し て 利用 され て いる 。 
じつは 街 全 体 が 減 ん を だ ラン ド グ リ ー ズ の 了 肉 
体 の 上 に ある 。 一 幻 の 島 

サ ニ イ ミド リガ カメ ※ 

【 サ ニ イ ミ ドリ ガメ 】 較 そ の 他 プ サ ニ イ タウ 
ン 地 方 で 見 られ る ミド リガ メ 。 昔 か ら 幸 運 
を 呼 応 生き 物 と し て 珍重 され て いる 一 方 
で 、 あま り の 往 殖 力 の 高 さ に 、 飼い 主 の 財 
政 を 破たん させ る と いう ウワサ も ある 。 
ザビ ピ ィ 

【 ザ ビィ 】 回 その 他 ノ クレ ア が 飼っ て いる 
ペッ ト 。 家族 同然 の ヴェ イグ に も よく な つ 
いて いる 。 一 度 な つく と 、 家族 と そう で は 
な い 者 と の 見 分 けが よく で き 、 知ら な い 者 
へ の 警戒 心 が 強 い 。 ク レア と アガ ー テ が 
入れ 替わっ た と きも 、 その 本 能 で きち ん と 
見 分 け て いた 。 

サル ベー ジ 

【 サ ル ベ ー ジ 】 回 その 他 ノ 本 来 は 座礁 し た 
船 を 救出 し た り 、 海 諾 か ら 船 体 や も の を 
引き 揚げ る 海難 救助 の こと 。 ベ ル サ ス に 
住む 海賊 王 の 子孫 ・ マ ウロ と と も に 、 海底 
に 眠る 先祖 の 遺産 を 探す さい の 作業 を 指 
す 。 何 世代 も さか の ぼる 時 代 に 沈め た 
数 々 の 宝箱 が 、 難解 な 暗号 メモ の 記す 位 
置 と 寸分 た が わ ぬ 場所 か ら 発見 で きる の 
は 、 ひと え ぇ に 潮流 が 穏やか で 風 と 無縁 な 
カレ ギア の 海 で あれ ば こそ 。 一 アイ フリ ー 
ド 、 マウ ロ 

サレ 

【 サ レ 】 回 人 物 ノ 王 の 圧 ・ 四 星 の 筆頭 で 、 
4 人 の 中 で は 唯一 の ヒュ ー マ 。 ラド ラス の 落 
日 以前 か ら フ ォ ル ス 能 力 を 覚醒 へ させ て お り 、 
履 の フォ ルス を 操る 。 他 者 の 苦し み に ゆ が 
む 顔 を 見 る の が 至上 の 喜び と いう 、 残忍 
で 歪曲 し た 性 格 。 一 王 の 眉 、 風 の フォ ルス 
360 ど ちょ う ぼ ぽう 

【360 度 眺望 】 囲 ノ 360 度 どこ を 向い て も 
絶景 が 楽し め る 観光 スポ ッ ト 。 より 遠く ま 
で 見 渡せ る 望遠 鏡 完 備 (1 分 10 ガ ルド ) 。 
近隣 の お 土産 屋 に は 謎 の 木刀 や タ ペ ス ト 
リー な ど が 所 狭し と 並ん で いる 。 

シー トカ バー ※* 

【 シ ー ト カバ ー】 較 その 他 プ バビ ログ ラー ド 
の リフ ト の シー ト に 取り 付け る カバ ー。 きち 
ん と 男女 別に な っ て お り 、 シー ト に 合わ せ 
て か わい らし い 刺 し ゅ う が し て ある 。 毎日 稼 
動 が 終わ る と は ず し 、 管理 人 さん が 手洗 
いす る 。 空 の 旅 を 快適 に 楽し め る よう 、 ラ 
ベン ダー や ロー ズ 、 ジャ スミ ン な どの り リネン ウ 


ォ ー タ ー で 香り 付け し 、 仕上 げに ぱり っ と 
の り が きか せ て ある 。 マナ ー の 愚 い 海 の 荒 
くれ 者 た ち が 汚 し て いく の が 管理 人 さん の 
最近 の 悩み 。 リフ ト 

シー ラグ ば し 

【 シ ー ラ グ 橋 】 図 建造 物 な ど プ ウエ スタ リ 
ア 大 陸 と ボー ダリ ア 諸 島 を つなぐ 唯一 の 
橋 。 陸路 で バビ ログ ラー ド に 参 語 す る 人 は 
た いて いこ の 橋 を 渡っ て くる 。 アニ カマ ル 
側 か ら 通過 する と 、 ボー ダリ ア 側 に 足 を 踏 
み 入 れ た 瞬間 に 、 がらり と 熱帯 の 気候 に 
変わ る の が 感じ られ る 。 

し せい 

【 四 星 】 加 その 他 プ カレ ギア 王国 の 王族 を 
守る 組織 、 王 の 盾 の な か で も 、 選りすぐり 
の 強い 力 を 持っ た 4 人 。 

し っ こく の つば さ 

【 漆 黒 の 】 加 団体 プ モ の 丘 指揮 下 の 独 
立 遊撃 部 隊 。 と は 名 ば か り の 、 厄介 者 を 
まとめ た 半端 者 集団 。 王 の 盾 の 隊員 に す 
ら 存 在 を 把握 され て いな い 。 構成 員 は 現 
在 3 名 。 な お 隊 の 名 前 が セン ス の 見 せ ど こ 
ろ ら し く 、 し ょ っ ちゅ う 名 前 が 変わ っ て いる 
の が 特徴 で 、( か ろう じ て ) 知ら れ て いる も 
の だ け で も 「 漆 黒 の ]「 深 黒 の 牙 」| 漆黒 
の 爪 」「 漆黒 の 鍵 」 の 4 種類 が 存在 じ て い る 。 
ー ギ ン ナ ル 、 ド ルン プ ブ 、 ユシア 

し つも ん に し つも ん で か えす 

【 質 問 に 質問 で 返す 】 剛 プ 相手 の 質問 に 
答え ず 逆 に 質問 を し 返す こと で 、 自分 の 答 
ぇ や 態度 を は ぐら か そう と する 、 卑 快 か つ 
軟弱 な 話術 の ひと つ 。 

シ ニ シ ャ の は な 

【 シ ニシ ャ の 花 】 較 その 他 ノ バルカ 地方 で 
は ご く < 一 般 的 な 花 。 清 殺 な 華やか さと 甘 
い 香り で 人 気 が 高い 。 訪問 先 で この 花 が 
飾ら れ て いれ ば 、 歓 迎 さ れ て いる 証拠 。 
し ね ん 

【 思 念 】 加 文化 ヒト が 心 に 抱く 負 の 感情 
が 増幅 され 、 ゲ オル ギア ス の 思念 と し て 呼 
ば れ た も の 。 と くに ヒュ ー マ と ガ ジ ュ マ の あ 
い だ に 見 られ る 確執 が 表面 化 さ れる 傾向 
が ある 。 世界 の 浄化 の た め に ヒュ ー マ 不 
要 論 を 唱え た 聖 獣 王 の 意思 に 拠る と ころ 
が 大 きい と され る 。 本 来 は 心 に 思う こと や 
考え る こと を 指す 。 

じ の フォ ルス 

【 磁 の フォ ルス 】 較 フォ ルス ノ 王 の 盾 ・ 四 
星 の ト ー マ が 持つ フォ ルス 。 土 や 岩 に 磁力 
を 帯び させ 、 意 の まま に 操る 。 術 者 の 身 
体 能力 が 高い ほど 術 の 威力 は 増加 する 。 
ーー トーマ 

ジ ベ ー ル 


2-1 ※ 印 の つい て いる も の の 内 容 に 関し て は 、 編集 部 が 独自 に 推察 、 想像 し た も の で す 。 


【 ジ ベー ル 】 較 人 物 プ ノバ ルカ に 居 を 構え る 
謎 の 紳士 。 表向き は 引退 し た 実業 家 と い 
っ た 風貌 だ が 、 カレ ギア 城 の 隠し 通路 の 
存在 を 知っ て いた り 、 情報 屋 と の 交流 が 
あっ た り と 、 裏 世 界 で か な り の 権力 を 振 
る う 人 物 。 バ ルカ 正規 兵 た ちる も 、 彼 の 住 
居 の 前 は 避け て 通る と いう 。 有力 者 に 助 
力 を 請 い た い の な ら 相 応 の 対価 や 姿勢 が 
必要 と な る の は 、 ど この 世界 で も 同じ で 、 
メ セ チ ナ 洞 窟 か ら ハ ッ ク を 救出 し て くる と い 
う 依頼 は 、 隠し 通路 の 情報 の 価値 を 考え 
れ ば 、 極め て お 買い 得 な 取引 と いえ る 。。 
ちな み に 趣 味 の 委 栽 は 10 万 ガル ド 以 上 の 
値 が つく 玄人 は だ し の 腕前 。 一 ハッ ク 、 霧 
の 奥 に ある 夢 の 続 き が 見 た い 

シャ オル ー ン 

【 シ ャ オル ー ン 】 困 聖 獣 / 水 を 司る 聖 獣 。 
バビ ログ ラー ド で 「 蒼 獣 様 」 と し て 祀 ら れ て 
いる 。7 体 の 聖 獣 の な か で は も っ と も ヒト 
に 親近 感 を 抱い て お り 、 と き に は その 要 
すら 貸し て くれ る こと も ある と いう 。 態度 や 
口調 は 幼い 子供 の よう だ が 、 ほか の 聖 獣 
と 同じ く 聖 戦 の 時 代 よ り 生 き 続 け て いる 。 
一 水 の ア クア マリ ン 、 一 p223 

ジャ ン ニ 

【 ジ ャ ン ニ 】 較 人 物 プ ガ ジ ュ マ の 女性 で べ 
ル サ ス スラ ム を まとめ る 指導 者 。 押圧 され 
た ガ ジ ュ マ た ちの 境遇 を 変え よう と 、 アガ ー 
テ を 代表 に 立て . ス カラ ベ べ と の 交渉 に 挑む 。 
ミナ ー ル で 政治 学 を 修め た だ け に 、 指導 
者 と し て の 能力 は な か な か の も の 。 

じゅ うお うさ ん 

【 獣 王 山 】 岡 建造 物 な ど ノ 王 都 バル カ の 北 
に あぁ る 。 初代 王 ゴ ルド バ の 即位 式 が 行わ 
れ 、 以来 王家 代々 の 聖 所 と な っ て いる 。 聖 
な る 戦い の お り に 聖 獣 王 ゲオ ルギア ス が 封 
じ ら れ た 場所 で も ある 。 一 聖なる 戦い 

し ゅ うち ょ う 

【 苗 長 】 図 文化 / ガ ジュ マ た ちの 街 、 ピ ピ 
スタ を まとめ る ド バ ル 。 身分 差 の 希薄 な 自 
由 な 共同 体 に お いて の 指導 者 。 近代 化 さ 
れ た 組織 に 対し て 、 プリ ミ テ ィ ブ な ニュ ア 
ンス を 持つ 。 

じゅ ひょう 

【 樹 水 】 団 ノ 樹 に つい た 水滴 が 冷や され 
て 凍り 、 花 が 咲い た よう に 見 える 現象 。 
幻想 的 で 美しい 。 

じゅ ん ば く の ワ ニ ま * 

【 純 白 の ワニ 】 団 ノ 「 奇 跡 に に っ て 生ま れ 
た ワニ ]」「 霞 を 食べ て 生き て いる ]「 新 種 を 
発見 し た が っ て いる 学者 の 妄想 ] 等 、 
様々 な 説 が ある 。 見 える 人 と 見 えな い 人 
が いる の で 議論 は 平行 線 。 作家 な ど 、 芸 


《 用 語 〉》 シ ャ オル ー ン 一 ジル バ 


術 系 の 職業 に つい て いる 者 ほど 見 える 傾 
向 に ある よう だ 。 

じょう きき か ん し ゃ 

【 蒸 気 機関 車 】 罰 文化 プア ガー テ 女 王 の 
お 披露 目 の 儀式 に 合わ せ て 投入 され た 最 
新鋭 の 蒸気 機関 車 で 、 型番 は TKG-4。 首 
都 バ ルカ の 要 所 を つない で お り 、 住 民 だ 
け で な く 旅 人 も 無料 で 利用 で きる 。 1 度 に 
多く の 人 々 が 移動 で きる の は 、 大 都会 の 
イン フラ と し て た い へ ん 効率 の よい スタ イ 
形 。 

じょう きせ ん 

【 燕 気 船 】 回 文化 / カ レギ ア 内 海 を 縦横 に 
走り 、 主要 な 港 を 結ぶ 定期 船 。 蒸気 の 力 
で 船体 の 左右 に つい た 外輪 を 回 し 進む 。 
予備 の 動力 と し て マス ト も 備え て は いる 
が 、 風 が な く 年 中 お だ や か な 内 海 で は ほ 
と ん ど 利 用 する 機会 は な い 。 短い 航路 の 
客 は 甲板 で 過ごす こと が 多い が 、 長 距 離 
を 旅 する 場合 や 特等 切符 の 人 は 、 個室 に 
な っ た 客室 で 船旅 を 楽し む 。 一 p225 

じ ょ お うがい 

【 女 王 具 】 民 絶海 の 孤島 に 眠る 巨大 な 
上 員 。 中 か 6 ら 美女 が 出 て きた と いう 伝説 が あ 
り 、 絵画 の 題材 と し て 広く 用 いら れ て いる 。 
し ょ くさ ざい ちょう たつ し せつ 

【 食 材 調達 施設 】 図 建造 物 な ど ノ 世界 中 
の 食材 を 扱う 施設 。 た だ し 配給 は チケ ッ 
ト 制 。 チ ケッ ト を 渡し て お け ば 、 その 場 で 
直接 買う こと も で きる 。 

ジョ ニレ イス * 

【 ジ ョ ニレ イス 】 較 人物 ノベル サス に 名 を 
残す 吟遊 詩人 。 高 貢 な 家 の 出 で あっ た と 
か 、 時 の 為政者 の 御 落 出 で あ っ た と か 、 さ 
ま ざ ま な 説 が ある も の の 、 素性 は 明らか で 
は な い 。 彼 の も の と され る 服 と 帽子 に は さ 
わる と 粋 な 伊達 男 に な れる と いう 都市 伝 
説 が あり 、 つ ば の 部 分 や 袖口 は 、 少し で も 
か っ こよ く な り た いと 願う 男 た ちの 切実 な 
願い と 手 の 脂 を 吸っ て 、 今や ぎ と ぎ と に な 
っ て いる 。 

ジル バ 

【 ジ ル バ 】 回 人 物 プ 本 名 ジル バ ・ マ ディ ガン 。 
現 女王 アガ ー テ の 側近 で 、 ま つり ご と に 不 
慣れ な 彼女 に 代わ っ て 政治 の 一 切 を 取り 
仕切 る 、 実質 的 な 指導 者 。 現 王家 で ある 
リン ドブ ロム 家 の 人 間 に し か 発現 し な い 月 
の フォ ルス を 持つ こと か ら 、 王 家 の 傍 系 の 
生ま れ と 思わ れる 。 月 の フォ ルス が 持つ 特 
殊 能 力 の ひと つ 、 ふた り の 人 間 の 肉体 を 
入れ 替え る 力 を 使っ て ドク ター・ バ ー ス の 了 肉 
体 を 乗っ 取り 、 先王 ラド ラス を 暗殺 する 。 
一 月 の フォ ルス 、 ドク ター・ バ ー ス 


[シャ オル ー ン の 
マフ ラー] 

シャ オル ー ン お 気に入り の 
マフ ラー に は 、 バビ ログ ラ 
ー ド 聖典 の モチ ー フ の 元 と 
な っ た 文様 が 織り 込ま れ 
て いる 。 、 


[ 映 王 山 ] 


2 の 


ITEM DICTIONARY 


2 


《 用 語 〉 し ろ の せき ひ ー スラ ム 


[人 生 を 考え る 場所 ] 
苦悩 や 米 問 も 水 に 流し て 
すっ きり する こと 。 


[スー ルズ 印 の 

ミル ク 和 名 ] 

オー クシ ョ ン で も 人 気 だ 
と いう ラベ ル 。 カ ラフ ル 
で か わい らし い 。 


し ろ の せき ひ 
【 白 の 石碑 】 詳 ノ 聖 上 獣 ウ ォ ン ティ ガ を 奉る 
石碑 。 南西 に ある 。 

し ん きろ う 

【 情 気 楼 】 困 ノ 地 表 近 く の 空 気 の 温度 が 変 
化す る こと に よっ て 、 そこ に な いも の が 見 え 
る と いう 自然 現象 。 建造 物 や オア シス が よ 
く 知ら れ て いる 。「 幻 の 庭 」 も この 自然 現象 
に よる も の で は な いか と 考え られ て いた 。 
じん せい を か ん が える ば し ょ 

【 人 生 を 考え る 場所 】 較 その 他 別 名 トイ 
レ 。 思索 の 深淵 に 立つ こと が で きる 。 
すい し ゃ し き う ち ぶ ろ 

【 水 車 式 打ち 風呂 】 罰 文化 首都 バル カ 
の タキ ー ト 工務 店 の オリ ジ ナ ル 商 品 。 浴 醒 
か らく < くみ上げ た 熱湯 を 水車 で 運搬 し 、 打 
ち 水 の よう に 落と す 。 水 車 を 通し て 動か 
すう ち に 、 お 湯 は ほど よく 冷め 、 し か も ま 
ろ や か に な る 。 

すい し ょ う の ス カル 

【 水 晶 の スカ ル 】 団 ノ ヒ ュー マ の 頭蓋 骨 を 
か た どっ た 水草 。 学術 調査 で は 数 万 年 前 
に 作ら れ た も の と わか っ て いる が 、 そん な 時 
代 に どの よう に し て ここ まで 精 な も の が 作 
られ た の か は 、 未だ に 解明 され て いな い 。 
スイ セン 

【 ス イセ ン 】 回 その 他 ノ 水辺 に 咲く 冬 の 花 
で 、 花 言葉 は [ 愛 |。 ラ ジリ アン スイ セン が 
よく 知ら れ て いる 。 

スマ ャ ジー 

【 ス ー ジ ー】 回 人 物 プ ベル サス の 実力 者 ・ 
スカ ラベ べ の ひと り 娘 で 、 アガ ー テ の 命 に よ 
っ て カレ ギア 城 に 軟禁 され て いた 。 警備 
の 目 を か いく ぐっ て の 単身 脱出 に 成功 し た 
数 少な い 少 女 の ひと り 。 逃亡 直後 は 恐怖 
と 背中 合わ せ の うち に サ ニ イ タウ ン で 潜伏 
生活 を 送っ て いた が 、 故郷 ベル サス に 戻 
っ て か ら は 元 来 の 賠 達 さき を 取り 戻す 。 ガ 
ジュ マ の こと を 毛嫌い する 父親 に 似 ず 、 極 
め て 客観 的 な 考え の 持ち 主 。 ち な み に 城 
か ら の 脱出 手段 は ゴミ 袋 の 中 に 隠れ る と 
いう 古典 的 な 方 法 で 、 カ レギ ア 軍 の 警備 
の 意外 な 盲点 が 浮き 彫り と な る きっ か け 
と な っ た 。… ス カラ ベ 

スー ルズ 

【 ス ー ル ズ 】 図 地名 プ ウ エス タリ ア 大 陸 北 
部 に ある 村 で 、 ヴェ イグ や クレ ア の 故郷 。 
村 全 体 が 生活 共同 体 の よう な 結束 の も と 
に 機能 し て お り 、 住民 同士 の 結び つき が 
と て も 強い 。 短い 夏 の 間 は 避暑 に 訪れ る 
観光 竹 で に わか に に ぎわ う 。 また 酷 農 が 
さか ん で と くに 牛乳 は 高 品質 の も の が と れ 
る た め 、 質 が よく な る 晩秋 か ら 初 冬 に か け 


て は 、 冷え 込む 時 期 に も 関わ 5 ら ず 、 し ぼり 
た て の 牛乳 を 求め る 旅人 が 訪れ る こと も 
し まし ば 。 

スー ルズ ぎゅ うに ゅ う ス ー プ 

【 ス ー ル ズ 和 牛乳 ス ー プ 】 回 その 他 プ バル カ 
の 酒場 の メニ ュー。 言わ ず と 知れ た スー 
ルズ の 牛乳 を ベー ス に し た 、 コク の ある ク 
リー ム ス ー プ 。 ご ろ ご ろ 切 っ た 鶏肉 や 野菜 
が 入っ て いる の が 特徴 。 トッ ピン グ で 魚介 
類 を 加え た り 、 付け 合せ に パン を 注文 す 
る の も 人 気 。 

スカ ラベ 

【 ス カラ ベ 】 回 人 物 ノ 交易 の 街 さ ル サ ス の 
実質 的 な 支配 者 で ある クエ ス 家 の 当主 。 
根っから の ヒュ ー マ 偏 重 主義 で 、 家 朱 を 
継ぐ や ガ ジ ュ マ の 指定 区 移住 策 を 打ち 出 
す 。 ひとり 娘 の スー ジー を 湖 愛 し て お り 、 
アガ ー テ 女王 の 命 に よっ て 王 の 盾 が 彼女 
を さら っ た こと が 、 ガ ジ ュ マ を よく 思わ な い 
性 格 に 拍車 を か けた 。 

スズ ラン 

【 ス ズラ ン 】 回 その 他 プ 白い 小さ な 鈴 状 
の 花 を 咲か せる た め に この 名 で 呼ば れ 
る 。 春の 訪れ を 告げ る 象徴 的 な 花 で 、 ラ 
ジル ダ 地 方 で は ホッ カイ スズ ラン が 有名 。 
花 言葉 は 「 希 望 ]。 可 憐 な 姿 に 似合わ ず 
猛毒 を も っ て いる 。 

ステ ィ ー ブ 

【 ス ティ ー ブ 】 回 人物 プス ー ル ズ 村 の 装備 
品 屋 で 働く 若者 。 ヴェ イグ や クレ ア と 効 な 
じみ で 、 同じ く 同 年 代 の モニ カ と は 友だち 
以上 恋人 未満 の 伸 。 ふ さ ぎ が ちの モニ カ 
を 気 に か け て お り 、 な ん と か 元気 づけ た 
いと 思い つつ も 、 自分 の 力 が 及ば な いこ 
と を 歯 が ゆ く 感じ て いる 。 

ス み カケ ワラ ビ 

【 ス ナカ ケ ワ ラビ 】 較 食用 と し て 多く 用 
いら れる 植物 。 茎 の 先 の 丸まっ た 部 分 に 
砂 を 握り 込ん で いて 、 近づく と 突然 砂 を 
投げ つけ て くる 。 採取 する 場合 は 目 を 保 
護 す る こと を 訟 れ な いよ うに 。 

スノー フォ ー ル 

【 ス ノー フォ ー ル 】 較 上 空 の 気流 の 影響 
で で きた 巨大 な 雪 玉 が 地上 に 落下 する 現 
象 。 雪 玉 の 直径 は 3 メー トル を 超え る こと も 
あり 、 見 学 の さい に は 十分 な 注意 が 必要 。 
ノル ゼン 観光 協会 が 運用 する 生命 保険 に 
入っ て お く と 、 も し も の と きも 安心 。 

スラ ム 

[スラ ム 】 較 地 名 ノベル サス の 街 に ある ガ 
ジュ マ 居 住 区 。 住 環境 は 極端 に 悪い 。 指 
導 者 ジャ ン ニ に よる 解放 運動 が 行なわ れ 
て いる が 、 状況 は 芳しく な い 。 一 ジャ ン ニ 


2-1 ※ 印 の つい て いる も の の 内 容 に 関し て は 、 編集 部 が 独自 に 推察 、 想像 し た も の で す 。 


せい じゃ の ちか ら 

【 聖 者 の 力 】 加 その 他 ノ 聖 獣 イー フォ ン の 
こと 。 あ る い は その 力 。 ヒュ ー マ の 往 栄 と 
発展 を 助け る も の と し て 、 この 名 で 呼ば れ 
る 。 ラジ ル ダ の ガ ジ ュ マ に 伝わる 痢 の 力 と 
同一 。 痢 の カ 

せい な る た た か い 

【 聖 な る 戦い 】 回 文化 プ は る か 古 え の 時 代 
に 聖 獣 た ちの 間 で 起こ っ た 戦い 。 ヒュ ー 
マ を 減 ぼ そう と する 聖 獣 王 を 6 体 の 聖 獣 が 
阻止 し 、 獣 王 山 に 封印 し た 。 各地 に 残る 
聖 獣 に まつ わる 聖 所 は 、 こ の 戦い で 傷 を 
負い 眠り に つい た 聖 獣 た ち を 祀っ た も の 。 
セレ ー ナ 

【 セ レー ナ 】 図 人 物 ノ ティ トレ イ の 姉 で 21 歳 。 
深緑 に 輝く 髪 を 持つ 、 長身 の 美しい 女性 。 
ティ トレ イ が 悪い 事 を し な いよ う 、 ぎゅ っ と 頭 
が し まる お し お き サ ー ク レッ ト を つけ させ て 
いる 、 と いう ウワサ が まこ と し や か に ささ や 
か れる ほど 、 弟 へ の 教育 に 熱心 。 街中 の 
男 の あ こ が れ の 的 で ある に も 関わ ら ず 恋 の 
ウワサ が な い の は 、 第 が 心配 な の と 、 彼 が 
一 生 懸 命 に セレ ー ナ に 近づく 男 を 追い 払 
っ て いる か ら 。 以前 旅 の 途中 の ハッ ク に 一 
目 ば ぼれ され て お り 、 ハッ ク が よく 訪れ る ジ ベ 
ー ル の 家 に は 彼女 と お ぼ ば し き 女 性 の 思い 
出 の 絵 が 残さ れ て いる 。 一 ティ トレ イ 

セ ゼ レン し つけ ん 

【 ゼ レン 湿原 】 図 地名 プイ ー ス タリ ア 大 陸 
南部 に 広がる 湿原 。 季 飾 に と ら わ れず さま 
さま な 植物 が 生育 する 一 方 で 、 バイ ラス の 
巣窟 に も な っ て いる 。 

ゼ レ ン し つげ けん の いずみ 

【 ゼ レン 湿原 の 泉 】 図 建造 物 な ど ン ゼ レ ン 
湿原 の 中 心 部 に 広がる 泉 。 最深 部 に 眠る 
聖 獣 イ ー フ ォ ン の 力 の 影響 で 、 泉 の 周り で 
は 四季 の 花 が すべ て 咲く と いう 非常 に 珍 
し い 現 象 が 起こ る 。 

ぜん ぜん 

【 全 然 】 画 ノ 否 定 を 伴っ て 使う 接頭 語 。 マ 
オォ お 得意 の 「 全 然 大 丈夫 」 は 間違い 。 

そう じゅ うさ ま ぼ ん さい 

【 蒼 獣 様 盆 栽 】 回 その 他 ノ バビ ログ ラー ド 
の お 土産 。 小さ な 鉢 に 入っ た 樹木 の 枝葉 
が 、 蒼 獣 様 の 姿 を 横 し て 整え られ て いる 。 
横 に 張り 出し た 枝 を 蒼 獣 様 の マフ ラー に 見 
立て て いる あたり に 造形 美 が 感じ られ る 。 
そう じゅ うさ まゆ の み 

【 蒼 獣 様 湯 の み 】 較 その 他 プ バビ ログ ラー 
ド の お 土産 。 大 小 の 湯呑 み に 蒼 獣 様 の 
次 が あし ら わ れ て お り 、 食事 時 に は いつ 
も あり が た い 気 持ち に な れる 。 
そこ な し め ぬ ま 


《 用 語 〉 せ いじ ゃ の ちか ら … タキ ー ト こう む て ん 


【 底 な し 沼 】 団 ノ 足 を 踏み 入れ る と ずぶ ず 
ぶ と 沈み こん で し まい 、 底 が な いと 言わ れ 
る 沼 。 昔 か ら 禁 忌 の 場所 と し て 恐れ られ 、 
人 が 近寄ら な いこ と が 更 な る 恐怖 を あお 
る 。 実際 は や わら か い 泥 が 数 メー トル ほど 
許 に た まっ た だ け だ が 、 一 度 は まる と 足 を 
と られ て し まい 、 上 が る の が 困難 な の で 、 
や は り 近 寄ら な い に 越 し た こと は な い 。 

ソ ボ ポチ ャ ナ の た き 

【 ソ ポチ ャ ナ の 滝 】 図 建造 物 な ど ノ バビ ロ 
グラ ー ド ・ 蒼 の 聖 殿 を 臨む 大 涯 布 。 標高 2 
生 メ ー ト ル 以 上 の 山頂 か ら の 落下 は 世界 
ーー の 高 さ を 誇る 。 滝 の 水 は 聖 水 と し て 、 バ 
ビ ロ グ ラー ド の お みや ば げ も の 屋 で 売ら れ 
て いる 。 

そら を と び た い お と この こ 

【 空 を 飛び た い の 男 の 子 】 加 人 物 ノ サ ニ 
イタ ウン に 住む 、 羽 を 持つ ガ ジ ュ マ の 男 の 
子 。 大 きく な っ た ら 空 を 飛ぶ の が 目標 らし 
い が 、 お じい さん か ら 「 夢 みた いな こと ば っ 
か り い い お っ て …… 」 と 言わ れ て いる と こ 
ろ を 見 る と 、 彼ら 一 族 の 持つ 思 は 飾り 羽 だ 
と 推測 され る 。 


た 


だ い が ん めん の いし ま 

【 大 顔面 の 石 】 囲 大 き な 顔 を か た どっ た 
石 。 か つて 近く に あっ た 犬 の 像 の 混雑 緩 
和 の た め に 、 新しい 待ち 合わ せ ス ポッ ト と し 
て 作ら れ た や や 不 遇 な 像 。 古代 カレ ギア 
語 で 「 合 わせ る 」「 助 け 合 う ]} と いっ た 意味 
の 名 前 を 持つ が 、 あま り 知 られ て いな い 。 
だ い だ ん そう 

【 大 断層 】 講 ノ 過 去 の 大 地震 の 際 に で き 
た 断層 。 断面 に は 折り 重なっ た 地層 の 様 
子 が くっ きり と 浮か び 上 が っ て いる 。 この 
断層 を 造っ た 地震 は 、 聖なる 戦い の 余波 
だ と いう 研究 結果 が 報告 され て いる 。 

だ いち に いき る ヒト 

【 大 地 に 生き る ヒト 】 了 岡 種族 の 垣根 ・ 利 
害 の 対立 を 越え た 、 と も に 歩む も の と し て 
の 気持 ち が 込 め ら れ た 言葉 。 ク レア が べ 
ル サ ス の 演説 で 使っ た 一 節 。 

ダイ ヤ モ ン ド ダ スト 

【 ダ イヤ モン ド ダ スト 】 較 ノ 空 気 中 の 水分 
が 細か い 氷 の 粒 に な っ て 漂い 、 太陽 に 照 
ら さ れ て 輝く 現象 。 と て も ロマ ンチ ッ ク 。 
タキ ー ト こう む て ん 

【 タ キー ト 工 務 店 】 加 その 他 ノ 王 都 バル カ 
の 水 回 り 工 事 を 一 手 に 引き 受け る 大 手工 
務 店 。 カ レギ ア 全土 で も まだ 珍し い 水 洗 ト 
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《 用 語 〉) た つま き ーー デス ガロ ね つ 


[ティ ー ト レー イ の 花 」 

年 順 の 娘 さ ん に 見 せる と き 
に は お 酒 の 席 で 行なう と 
好感 度 が 上 が る と は 本 人 
の 弁 だ が 、 功 を 奏し た の か 
どう か は 定か で な い 。 


[ダナ の た ん す ] 
「 どう せ 着 る か ら た た まな 
い 」 は いけ な い 。 


イレ や 、 趣味 と 実益 を 兼ね た 水車 式 打ち 
風呂 を 開発 し た の も ここ 。 第 3 弾 の 商品 と 
し て 、 寝ぼけ 眼 の まま で も 勝手 に 体 が 洗え 
る 、「 回転 プラ シ 式 自動 ボディ ウォ ッシュ ル 
ー ム 」 を 開発 中 。 一 水車 式 打ち 風呂 

た つま き 

【 竜 巻 】 書 ノ 空 気 の 流 れ が 渦 に な っ て 上 
空 に 巻き 上 が る 現象 。 海 の 上 で 発生 する 
と 水 と と も に 魚 を 巻き 上 げ て 、 は る か か な 
た の 陸地 に 魚の 雨 を 降ら すこ と も ある 。 
ダナ 

【 ダ ナ 】 罰 人 物 ノ バビ ログ ラー ド に 住む ガ 
ジュ マ の 女性 で 、 オッ クス の 恋人 。 ヒュ ー マ 
と ガ ジ ュ マ と を 分 か つ 理 不 尽 な 風潮 を な ん 
と か 乗り 越え を た いと 考え て は いる も の の 、 
根強い 偏見 に 悩ん で いる 。 整理 整頓 が 非 
常に 苦手 で 、 自宅 の た ん す は 小さ な カオ ス 
と 化し て いる 。-ー オ ックス 

ダナ の た ん す 

【 ダ ナ の た ん す 】 回 その 他 プ カオ ス の ご と 
きた ん す 。 洗濯 物 の ブラ ッ ク ホ ー ル と 化し 
て いる 。 若い 女性 の も の と は 思え な い 。 
ち じ ょ うえ 

【 地 上 絵 】 回 文化 / ツ ル ベ ナ 荒野 に 描か 
れ た 巨大 な 絵 。 火 の 聖 獣 フェ ニア を あ が 
め る た め に 、 古代 の 人 々 が 遺し た 。 

ちち と は は の し ょ う ぞ う 

【 父 と 母 の 肖像 】 還 その 他 プ ミナ ー ル の 食 
堂 の 店 主 作 。 投げ や りな 性 格 を の まま の や 
りっぱ な し の 絵 。 ぶっ きら ぼう だ が 故郷 の 
村 に 残し て きた 、 老い た 両親 を 気 に か け 
て いる に 違い な い 。 

チャ ッ ク マ ン シ リ ー ズ ※ 

【 チ ャ ッ ク マ ン シ リ ー ズ 】 回 文化 数 10 年 
前 に ベス ト セ ラー を 博 し た 冒険 小説 シリ ー 
ズ 。 第 1 作 の 「 俺 は チャ ッ ク マ ン 」 は その 
年 の ポチ ョ ム 新 人 賞 を 受賞 、 そ の 後 年 2 冊 
と いう ハイ ペー ス で 作品 が 生み 出さ れ た 。 
挿し 絵 に 人 気 画家 を 採用 し た り 、 一 大 セン 
セー ショ ン を 巻き 起こ し た 。 
つき の フォ ルス ※ ま 

【 月 の フォ ルス 】 罰 フォ ルス プ カ レ ギア 王 
家 の 人 間 に の み 発 現す る フォ ルス 。 古 の 
伝承 に は 「 暗 黒 の 月 | と も 詠 ま れ 、 善悪 の 
区 別 な い 混 池 を 思わ せる 。 
ツル ベ ナ こ う や 

【 ツ ル ベ ナ 荒野 】 國 地名 プ ゼ レン 湿原 の 
南 に 広がる 荒野 。 太古 の 昔 か ら 積 み 重 な 
っ た 地層 が 露出 し 、 広大 な 岩山 と な っ て 
いる 。「 聖 な る 鳥 ] の 伝承 が ある 地域 で 、 
荒野 の いた る と ころ に 鳥 の 復活 を 待つ 聖 
火 台 が 造ら れ て いる 。 

ティ ア の は な 


【 テ ィ ア の 花 】 囲 / 白 ユリ に 似 た 可憐 な 花 。 
花 の 汁 は 猛毒 で 麻酔 薬 と し て 用 いら れる 
ほか 、 口 に は 出せ な いよ うな 怪し い 薬 の 原 
料 に も な る 。 

ティ ー ト レー イ の は な 

【 テ ィ ー ト レー イ の 花 】 導 その他 / テ ィ ト レ 
イ が 樹 の フォ ルス で 出し た 、 花弁 が 4 枚 の 
黄色 い 花 。 

ディ スカ バリ ー 

【 デ ィ ス カバ リー】 罰 そ の 他 プ カレ ギア 中 
に 埋もれ た 世界 の 謎 を 発見 し て いく こと 。 
また その 発見 物 。 サ ニ イ タ ウン の ネコ 好き 
の じい さん が その 筋 の 大 家 で 、 カレ ギア 3 
大 陸 と 南方 諸島 に お ける 発見 物 の 傾向 
や 、 ディ スカ バリ ー の た め の 心 構え を 腰 々 と 
語っ て くれ る 。 旅 の 途中 で 思い が け な い 
場所 で これ に 遭遇 する と 、|「 な に か 見 つけ 
て うれ し い !」 と いう 気持 ち に な れる と いう 
の は 彼 の 弁 。 また 結果 を 報告 し に いく と 、 
「 素 晴らし い ! こん な も の を 発見 する な ん 
て ステ キ ! |」 と いう 、 じ いさ ん 直々 の 、 妙 に 
か わい らし くも あり が た い 賞 賛 が 受け られ 
る と いう < 。 ご p218 

ティ トレ イ 

【 テ ィ ト レイ 】 回 人 物 ノ 本 名 ティ トレ イ ・ ク ロ 
ウ 。 ペ トナ ジャ ンカ 製鉄 工場 で 姉 ・ セ レー ナ 
と ふた り 働く 青年 。 屈託 の な い 気 さく な 性 
格 で 住民 か ら 慕 われ て お り 、 ま た その 人 柄 
は と き に 、 頑 な な 心 を 開か せる 包容 力 を も 
発揮 する 。「 姉 貴 を 守る た め 」 に 習得 し た と 
いう 格闘 術 は 、 む しろ 製鉄 工場 の 製品 を 
不届き 者 か ら 守 る た め に 発揮 され て いる よ 
う で 、 接近 戦 で は 拳 を 武器 に 、 遠 距離 か 
ら は 左腕 に 装着 し た 弓矢 で 攻撃 する と い 
う 「 格 闘 弓 士 ] を 名 乗る も る 、 本 人 の 法案 し 
た 戦闘 スタ イル の た め 、 扱う 人 間 は ほとん 
どい な い 。 ラ ドラ ス の 落日 で 本 人 も 知ら ぬ 
まま 樹 の フォ ルス を 発現 させ て いた が 、 土 
の 盾 に 姉 を 奪わ れ た こと で 突如 能力 を 暴 
走 さ せ た 経 緯 を 持つ 。 根っから の シス コン 
で 、 姉 に 集まる 悪い 虫 を 片っ端 か ら 追い 
払っ て いる 。 本 人 曰く 「 お れ よ り い い 男 だ 
っ た ら 姉 中 を 任せ て も いい 」。 一 セレ ー ナ 
ティ トレ イ の うた 

【 テ ィ ト レイ の 歌 】 半 その 他 プ か ティトレイ 
は ーー ノ メラ メジ ノボ サポ サン ボワ ワリ ジー 
ン ! ノア チョ ー) ヒル ダ を し て |「 ア ンタ 天 
才 | と 言わ し め た 、 マオ 澤 身 の 一 曲 。 3 節 
目 の 「 ボ ワ ワ ワ ワ ー ン 」 の 解釈 に 諸説 ある 。 
デス ガロ ね つ 

【 デ スガ ロ 熱 】 較 文化 / か つて クロ ダダ ク 
砂漠 一 帯 で 猛威 を 振る っ た 風土 病 で 、 高 
部 を 出し た の ち に 死に 至る 。 数 十 年 前 の 


2-1 ※ 印 の つい て いる も の の 内 容 に 関し て は 、 編集 部 が 独自 に 推察 、 想像 し た も の で す 。 


「 ア ニカ マル の 人 災厄] を 最後 に ウィ ルス は 全 
減 し た と 考え られ て いた が 、 ご く 一 部 が カ 
レー ズ の 中 で 生き 残っ て お り 、 再び 第 加 す 
る 者 が 現れ た と の 報告 が ある 。 

テル アラ か いと う 

【 テ ル ア ラ 街道 】 図 建造 物 な ど ン ウエ スタ 
リア 大 陸 を 東西 に 貫く 大 街道 。 東 に 水上 
都市 サ ニ イ タウ ン 、 西 に 死 の 砂 海 クロ ダダ 
ク が あり 、 カレ ギア の 緑 の 宝石 箱 と 呼ば れ 
る 。 豊か な 自然 を 愛し た こと で 知ら れる 第 
32 代 の ヤー ジ 王 は 、 多彩 な 動植物 を 観察 
する た め に 、 し ば し ば この 街道 沿い を お 妨 
び で 旅 し た と いう 。 

トー タス キン グ 

【 ト ー タ スキ ング 】 較 人 物 プ サナ ニ イ タ ウン 
伝説 の 騎士 。 ピ ンチ に な る と 鎧 の 中 に 手 
足 を 入れ て 身 を 守る と いう 戦法 は 、 決し 
て 気 が 弱 い の で は な く 、 幸運 を 呼ぶ ミド リ 
ガメ に あや か っ た 戦略 な の だ と いう 主張 
が あっ た と か な か っ た と か 。 

トー タス キン グ の ヨロ イ 

【 ト ー タ スキ ング の ヨロ イ 】 較 その 他 ノ サ 
ニ イ タ ウン の 英雄 ・ ト ー タ スキ ング が 愛用 し 
て いた 鎧 で 、 武器 屋 の 展示 品 。 宿屋 の 親 
父 が ひそ か に 狙っ て いる が 、 当然 販売 の 
予定 は な い 。 

トー マ 

【 ト ー マ 】 加 人物 ノ 王 の 盾 ・ 四 星 の ひ と り 
で 、 磁 の フォ ルス を 操る 。 屈強 な 肉体 の 格 
闘 派 で 、 極め て 粗暴 な 性 格 。 ジル バ の 命 
に より カレ ギア 中 か ら ヒ ル ダ や ミリ ッ ツ ァ を 
始め と する ハー フ を 集め 、 自分 の 兵士 と し 
て 育て て いた 。 一 王 の 盾 、 磁 の フォ ルス 
ドク ター・ バ ー ス 

【 ド クタ ー・ バ ー ス 】 較 人 物 ン アニ ー の 父親 
で 、 先代 カレ ギア 国王 ラド ラス の 主治 医 を 
務め る 。 医療 に 携わる る の な ら 名 を 知ら ぬ 
も の は いな いと 言わ れ た 大 学者 。 当 時 の 
主 の 証 隊長 で ある ユー ジー ン ・ ガ ラル ド に 
殺さ れ た と され て いた が 、 実際 は 王女 の 側 
近 ジ ル バ の 罠 に は まり 命 を 落と し て いた こ 
と が の ち に 判明 。 ユー ジル バ 

と く と うみ ん 

【 特 等 民 】 較 文化 / 思 念 の 影響 を 受け た 
ビビ スタ で 考え 出さ れ た 、 ヒ ト の 階級 化 の 
ひと つ 。 す べ て の ヒト の な か で も っ と も 優 
れ て た 種族 を 指し 、 角 の 生え た ガ ジ ュ マ 
が 相当 する 。 し か し な が ら 何 を も っ て ほか 
の ガ ジ ュ マ や ヒュ ー マ に 対し て 秀 で て いる 
と し て いる か は 明確 に され て いな い 。 支 
配 者 層 が 事実 を 歪曲 し ヒエ ラル キー を 作 
り 上 げ よ うと し た 顕著 な 例 。 

と さん どう 


《 用 語 》 テ ル ア ラ か い ど う ー ドラ ガン お う 


【 登 山 洞 】 図 建造 物 な ど プ バビ ログ ラー ド 
に つなが る 洞窟 。 トン ネル 状 に 山 を 空 た れ 
て お り 、 山道 その る の が 参道 に な っ て いる 。 
内 部 に バイ ラス が 棲み つき 危険 が 増し て い 
る こと すら 、 蒼 獣 様 に 御 目 文字 する た め の 
試練 と 捉え られ て いる 。 

ド ネ ル 

【 ド ネル 】 加 人 物 ノ 王 の 丘 所 属 の 能力 者 
で サレ の 部 下 。 土 の フ ォ ル ス を 持ち 、 土 か 
ら オ リ ジ ナ ル と 寸分 違わ ぬ 能 力 を 持つ 人 
形 を 作り 出し て 戦わ せる 。 どん な 言葉 に も 
強調 語 の 「 ド 」 を つけ て 、「 ド 〇 〇 」 と 言う の 
が ログ セ 。… 王 の 盾 、 サレ 、 泥 の フォ ルス 
ド バ ル 

【 ド バル 】 回 人物 プ ピ ビ ピス タ の 長 。 代々 
「 聖 な る 鳥 」 の 伝承 を 守っ て いる 。 昨今 の ヒ 
ュー マ の 世界 的 な 横暴 か ら 、 ヒュ ー マ 全 般 
に 強い 嫌悪 感 を 持っ て お り 、 厳し い 環 境 め 
え ガ ジュ マ し か 住め な い ピ ピス タ の 地 を 、 争 
い の な い 理 想 郷 に し よう と 考え て いる 。 
トミ ッ チ * 

【 ト ミッ チ 】 回 人物 ノ サ ニ イ タウ ン を 根城 に 
する 漁師 。 手 下 と と も に 善良 な 市 民 を 襲 
っ て は 小金 を 稼い で いる 。 バ ルカ 海軍 に 
よる 海港 封鎖 に 目 を つけ 、 ヴェ イグ た ち に 
船 の 提供 と 見 せ か けた 追い は ぎ を し か け 
る も 、 あっ さり と 返り 討ち に 遣っ た 、 た い 
へ ん 損 な 役 回 り 。 元 来 の ずぼら な 性 格 と 
酒 背 の 悪さ が た た っ て 、 10 数 年 前 に 奥 さ 
ん と 娘 に 逃げ られ 、 以来 ふた り と は 音信 
不通 。 そ ろ そ ろ 体 力 の 衰え が 気 に な り 始 
め る 年 齢 と な っ て きた が 、 長 年 の 飲酒 で 
ぽろぽろ に な っ た 体 で いま さら まっ と うな 
仕事 に 就け る は ず も な いと 、 少々 や け に 
な っ て いる と か 。 

トモ イ 

【 ト モイ 】 加 人 物 プ ノ ネ レグ の 塔 の 近く に ひ 
と り で 暮らす 男 。 奇妙 な 夢 を 見 る よう に な 
っ て か ら 、 謎 の 頭痛 や 耳鳴 り に 悩ま され 続 
け て いる 。 朴 評 と した 雰囲気 だ が 、 夢 の 中 
で は 一 転 、 何 か に 駆り 立て られ る よう な 様 
子 を 見 せる 。 一 夢 の フ ォ ル ス 

トヨ ホウ ス が わ 

【 ト トヨ ホウ ス 河 】 國 地名 プ ウ エス タリ ア 大 
陸 を 東西 に ぬう よう に し て 流れ る 、 水量 豊 
か な 河 。 カレ ギア 全土 で も 1、 2 を 争う 激流 
と し て 知ら れる 。 サ ニ イ タ ウノ ン 方面 へ の 交 
通 網 と し て 、 ググ ラ じ いさ ん の 河 下 り が 有 
名 。 ググ ラ じ いさ ん 、 河 下 り 

ドラ ガン お う 

【 ド ラガ ン 王 】 回 国王 ノ 第 10 代 カレ ギア 国 
王 。 民衆 と の 交流 を と くに 大 切 に し た 。 ミ 
ナー ル に カレ ギア 最大 級 の 図書 館 や 健康 
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《 用 語 〉 ド リア ング ミー ニノ ン 


[ドリ アン グミ ] ネ * 


[トヨ ホウ ス 河 ] 

狭い 谷底 を ぬう 激しい 流 
れ が 見 どこ ろ の 、 カレ ギア 
三景 の ひと つ 。 


R ツ グリ ダミ 1 

ノル ゼン の 道具 屋 「 ゆ きだ 
る ま ] に は 、 ド ング リグ ミ は 
も ちろ ん 各種 グミ が と ころ 
狭し と 並ぶ 。 グ ミ 好 き に は 
夢 の 光 景 。 


増進 の た め の ス ポー ツ 施 設 を 建設 し 、 文 
化 的 な 発展 を 推進 し た が 、 その 動機 が 自 
ら の 持ち ネタ [「 ミ ナー ル に は 、 皆 あ る 」 を 言 
いた か っ た だ け 、 と いう の は と き を 超え て 
語り 草 と な っ て いる 。 

ドリ アン グミ 

【 ド リア ング ミ 】 較 その 他 / か つて 発売 き 
れ た グミ の 一 種 。 ひと 粒 食 べ だ け で 周囲 3 
メー トル に バイ ラス が 全く 寄り つか な く な る 
と いう 代物 。 一 度 食 べた ら 強 烈 な 香り が 
一 週間 も の あい だ 取れ ず 、 わずか 数 ヶ月 で 
市 場 か ら 姿 を 消し て いる 。 現在 は ベル サ 
ス の 道具 屋 に 展示 され て いる 標本 で の 
み 、 そ の 姿 を 楽し す F こ と が で きる 。 

トリ トリ そう 

【 ト リト リ 草 】 加 その他 プ ペ ト ナ ジャ ンカ 地 
方 か ら 南 の 地域 で 見 られ る 食 鳥 植物 。 昆 
虫 に 似 た 葉 で 鳥 を お びき 寄せ る 。 初め は 
土 の 上 で 、 大 きく な っ た ら 水 に 浮か べ て 育 
て る 。 成長 に 20 年 以上 か か る と いわ れ て 
いる 。「 ト リト リ 草 の 鉢 ] と し て ペ ト ナ ジャ ンカ 
の 民家 に 飾ら れ て いる 。 

トリ トリ ソウ 

【 トリ トリ ソウ 】 囲 鳥 な どの 大 型 の 生き 
物 を 常食 に する 珍し い 花 。 昆虫 に 擬態 し 
て 鳥 を 誘う 。 よっ て 来 た 獲物 は べったり と 
か ら め 取 っ て 離さ な い 。 羽毛 が 溶け た 死 
が い を 見 つけ た ら 、 きっ と 近く に これ が 咲 
いて いる だ ろう 。 

ドル ン ブ * 

【 ド ルン ブ 】 回 人 物 / 特 殊 部 隊 王 の 盾 ・ 独 
立 遊 撃 部 隊 [漆黒 の 細 ] の ひと り 。| 見 事 な 
筋肉 を 誇る 肉体 派 。 その 体 と 岩 を も 砕く 強 
烈 な パン チ で 身 を 時 し 味方 を 守る 。」 と 墓 
石 に 刻む 予定 だ と いう 。 一 王 の 盾 、 漆黒 
の 糞 

どろ の フォ ルス 

【 泥 の フォ ルス 】 較 フォ ルス プ サ イ グロ ー グ 
の 館 に 登場 する も クローネ ル の 持つ フォ ル 
ス 。 泥 で 人 形 を 作り 上 げ 、 任意 の 人 間 の 
能力 を 持た せる こと が で きる 。 術 者 本 人 
より も 力 の 省 る 人 間 の 場合 は 完全 な トレ 
ー ス が 可能 だ が 、 一級 の 術 者 を 真似 る 場 
合 は 劣化 コピ ー に な っ て し まう 。 一 ド ネ ル 

ドン グリ グミ 

【 ド ング リグ ミ 】 較 その他 プ マ フ マ フ の 好 
物 で ある ドン グリ を グミ に し た も の 。 木の実 
が 採れ な を い 冬 の あい だ も 、 こ の グミ が あれ 
ば 栄養 状態 を 良好 に 保つ こと が で きる 。 ノ 
ル ゼ ン の 道具 屋 「 ゆき だ る ま 」 の 専売 品 。 


ナイ ラ 

【 ナ イラ 】 較 人 物 ノ ヒル ダ の 母親 で 2 本 の 
角 を 持つ ガ ジ ュ マ 。 若く し て 高い 技術 を 持 
つ 占 い 師 と し て 知ら れ 、 ま た その 美 し さ も 
あっ て 、 辻 占 で あり な が ら も 大 変 な 人 気 を 
博す る 。 旅 上 で 後 の 夫 と な る アム ジル と 出 
会 い 、 ま も な く 結 婚 、 そ の 年 の 暮れ に ヒル 
ダ を 出産 する 。 体 が 弱く 、 生死 の 境 を さま 
よっ た 赤ん坊 の ヒル ダ を 救っ て も ら う た め 、 
ギリ オー ヌ の 聖典 を 目指 し て 旅 に 出 た こと 
が ある 。 そ の 後 元気 に 育っ た ヒル ダ を 春 
われ て いる 。 その 後 極北 の モク ラド 村 に 居 
を 構え 、 生き別れ た 娘 を 想っ て 暮らし て い 
た 。 一 ヒル ダ 、 アム ジル 

ナタ リー 

【 ナ タリ ー】 回 人 物 ノ 王 の 盾 に よっ て さら 
われ た 少女 の ひと り 。 キ ュー ト な お 団子 頭 
が 目印 。 カ レギ ア 城 に 幽閉 され て いる 間 
に 仲良 く な っ た ポー ラ と と も に 、 無事 に 改 
郷 サ ニ イ タ ウン に 戻る も 、 世界 で 何 が 起こ 
っ て いる の か 見 に 行く の だ と 、 さ っ そく 旅 
立ち の 準備 に 余念 が な い 。 た い へ ん 活動 
的 な 性 格 。 

デ チッ ツ 

【 ナ ッ ツ 】 回 人 物 ノ 収容 所 に と ら わ れ て い 
た ユー ジー ン の 元 部下 。 ヒュ ー マ の 娘 の 
拉致 に 抵抗 し て 投獄 され る 。 

な な つば の クロ ー バ ー 

【 モ つ 葉 の クロ ー バ ー】 周 見 つけ る と 恋 
愛 が 成就 する と いう ジン クス が ある 植物 。 
7 枚 も つい た その 葉 は 花弁 か と 見 まごう 美 
し さ 。 安産 祈願 、 学業 成就 、 交通 安全 、 
多分 な ん で も イケ る 。 

に きゅう みん 

【 二 級 民 】 回 文化 プ / ピ ピス タ の 階級 制度 の 
ひと つ で 、 特 等 民 で ある 角 を 有 し た ガ ジ ュ 
マ 、 優良 民 で ある 羽 を 持つ ガ ジ ュ マ に 対し 
て 、 それ 以外 の ガ ジ ュ マ 全 般 が 相当 する 。 
に じ の フォ ルス 

【 虹 の フォ ルス 】 加 フォ ルス ノ 王 の 盾 ・ ミ リ 
ッ ツ ァ が 持つ フォ ルス で 、 光 を 操る 。 乱 反 
射 で 実体 を 持っ た 幻覚 を 作り 出し た り 、 
光 の 進路 を 歪め て 擬似 亜 空間 を 構築 し た 
りす まる 。 ミリ ッ ソ ツァ 

に っ き 

【 日 記 】 加 文化 / ア ニー の 趣味 兼 習慣 。 3 
日 続け ば 上 出来 と いう か ら 、| クセ に な っ て 
いる 」 彼女 は な か な か の も の 。 盗み 読み は 
デリ カシ ー に 欠け る 行為 な の で 厳禁 。 テ ィ 
トレ イ に 見 られ る と 減る 気 が す る らし い 。 

ご メン 

【 ニ ノン 】 加 人 物 プ レン パオ 空中 庭園 に 隠 
れ 住 む 少 女 。 対象 の 重力 を 消し て し まう と 


2-1 ※ 印 の つい て いる も の の 内 容 に 関し て は 、 編集 部 が 独自 に 推察 、 想像 し た も の で す 。 


いう 羽 の フォ ルス を 持っ て いる 。 能力 を 制御 
で きず フォ ルス が 思い が け な い 力 を 発揮 す 
る た め 、 周り の 人 々 に 迷惑 を か け な い よう 
に と 逃げ 続け 、 つい に 幻 の 庭園 に た どり つ 
く 。 レン パオ 空中 庭園 、 羽 の フォ ルス 

に ん きよ ょ 

【 人 魚 】 回 文化 上 半身 が ヒュ ー マ 、 下 半 
身 に 尾ひれ を 持つ 伝説 の 美女 。 か つて 
海 の 怪物 か ら 村 を 守る た め に 、 命 を か け 
て 戦っ た と いう 言い 伝え が ノル ゼン に 残 
され て いる 。 正体 は 水 に 慣れ た ガ ジ ュ マ 
で ある と も 、 ハー フ で ある と も 言わ れ て い 
る 。 ノル ゼン の ハー フフ 伝承 を 裏付け る 貴 
重 な 手がかり 。 

ね こ 

【 猫 】 回 その 他 プ ね こ に ん の 家 な ど に 住 
む 小 動物 。 寒さ に は 強く な く 、 遠 赤外線 ス 
イッ チ を 入れ る や いな や 、 どこ か ら と も なく 
忍び 寄っ て くる 。 タマ ネギ 、 イカ 、 タコ な ど は 
食べ られ な い の で 、 ね こ に ん の 家 で は こ 
れ ら の 食材 は 猫 の 手 の 届 く と ころ に は 置か 
な い 。 し な や か な 体 、 優雅 な た 足 さ ば き 、 美 
し い 毛 並み な ど 、 その 魅力 を 挙げ れ ば き 
り が な く 、 他 者 に 婚 び な い 気 高 さ は と き と 
し て 飼い 主 に すら 背 を 向け る が 、 また それ 
ゆえに 愛さ れ て いる 。 明る さ に よっ て 瞳孔 
が 拡大 ・ 収 縮 す る 瞳 は 、 移り 気 な 女性 の 
心 を 例え る こと に も 用 いら れる 。 一 p224 
ね こ に ん 

【 ね こ に ん 】 回 人 物 ノ うさ に ん と と も に 暮 ら 
す 、 や は り 謎 だ ら け の 生き 物 。 猫 の 亜 種 と 
見 え を な くも な い が 、 全体 的 な 雰囲気 は ガ ジ 
ュ マ 。 寒 が り の ね こ に ん は 遠 赤外線 で 暖 
を 取る お うち に 住ん で お り 、 屋根 の 上 に は 
魔 除 け の ミカ ン を 飾る の が な ら わ し 。 
ネコ の ぬい ぐる み 

【 ネ コ の ぬい ぐる み 】 図 その他 プ サ ニ イ タ 
ウン の ネコ 好き の じい さん 所 有 の ぬい ぐる 
み 。 さま ざま な 角度 か ら と ら え た 猫 の 魅力 
が 満載 、 し か し な が ら タ イプ に こだわ ら ず 
ひたすら 「 猫 ] だ け に こだわ っ て 和 無 差別 に 
集め まく っ て いる た め 、 や や まとまり の な 
い 感 が ある 。 

ね むれ る つば さ 

【 眠 れる 要 】 較 文化 ツル ベ ナ 荒 野 に 眠 
る 聖 獣 フ ェ ニ ア を 指す 。 

ネ レ グ の と う 

【 ネ レグ の 塔 】 図 建造 物 な ど / ノ ー ス タリ 
ア 大 陸 の 東端 に を そ び ぇ る 不気味 な 塔 。 ノ 
ー ス タリ アー の 街 ノ レル ゼ ン に お いで ずら . 
存在 を 知る 人 は ほとん どい な い 。 垂直 移 
動 装 置 に よっ て 各階 が つなが り 、 最上 部 
は 雲 を 眼下 に 望む 眺め が 一 望 で きる 。 


《 用 語 〉 に ん ぎょ ー バイ ラス の え 


ノビ ビー と ユウ 
[アビ ピー と ユウ 】 加 人物 ノ ベ ト ナジ ャ ンカ 
の 宿屋 ・ 食 材 屋 の 創始 者 。 ヒュ ー マ と ガ ジ 
ュ マ の な じみ 同士 で 起業 し た 。 2 種族 間 
の 関係 が 良好 な ペ ト ナ ジャ ンカ の 気風 は 、 
彼女 た ちの 時 代 か ら 変わ ら な い 。 

ノル ゼン 

【 ノ ル ゼ ン 】 了 岡 地名 ノノ ー ス タリ ア 大 陸 の 
西岸 に ある 街 。 北方 随 一 の 大 き な 街 で 、 
主 都 バ ルカ を は じ め 世 界 中 の 港 を 結ぶ 定 
期 船 が 寄港 する 。 ヒュ ー マ と ガ ジ ュ マ の あ 
い だ に 生ま れ た ヒト 、「 ハ ー フ 」 に まつ わる 
伝説 が 多く 遺 さ れ て いる こと で も 知ら れ 
る 。 ハー ブ プ 

ノル ゼン さん し ろ ビ ー ル 

【 ノ ル ゼ ン 産 白 ビ ー ル 】 図 そ の 他 プ バル カ 
の 酒場 の メニ ュー。 寒冷 地 で 育つ 珍し い 
提 麦 を 使っ た ビー ル で 、 冷え た 体 を 即座 
に 温め る 。 まろ や か な 口当たり と 孝 酔 な 
香り で 女性 に 人 気 が 高い 。 

ノル ゼン の ゆき だ る ま 

【 ノ ル ゼ ン の ゆき だ る ま 】 回 文化 / 雪 玉 を 
ふた つ 重 ね た 雪だるま 。 一 見 よく ある 形 に 
見 える が 、 必ず 角 と 尻尾 が つい て いる 。 ノ 
ル ゼ ン に 残る ハー フ 伝 説 を 裏付け る 造型 。 


ハー フ 
【 ハ ー フ 】 回 文化 / ヒ ュー マ と ガ ジ ュ マ の 間 
に 生ま れ た ヒト を 指す 。 二 種 族 間 に 恋愛 
感情 が 芽生 える こと 自体 が 少な いう え に 、 
生ま れる 赤ん坊 は 身体 が 弱く 、 多く が 生後 
数 ヶ月 か ら 数 年 で 命 を 落と す 場 合 が ほ と 
ん ど 。 そ の た め 成 人 する ハー フ は 非常 に 
舌 な 存在 と いえ る 。 ヒュ ー マ に 近い 顔立ち 
や 体つき だ が 、 頭 部 に 2 本 の 角 と 尻尾 を 有 
し 、 ガ ジ ュ マ を も 凌ぐ 強力 な フォ ルス 能力 を 
持つ の が 特徴 。 

バイ ラス 

【 バ イラ ス 】 加 その他 プ フ ォ ルス の 力 に 触 
れ 、 ヒ ト に 害 を 及ぼ す よ うに な っ た モノ の 
総称 。 獣 や 植物 な どの 有機 生物 の ほか 、 
志 半 ば で 命 を 落と し た 旅人 た ちの 残留 思 
念 が 実体 化し た も の な ども 含ま れる 。 闇雲 
に 襲 いか か る だ け の 単純 な 思考 を 持つ も 
の か ら 、 高い 知能 を 有する も の まで 、 その 
種類 は じつに 160 種 に 及ぶ 。 体系 化 さ れ 
た 研究 書 と し て は 『 カ レギ ア 異 種 生物 大 全 」 
が と くに 有名 。 

バイ ラス の え 

【 バ イラ ス の 絵 】 囲 その 他 プ バイ ラス を 描 


[人 提 ] 

半 人 半 魚の は ヒュ ー マ 
に も ガ ジ ュ マ に も な い 筐 か 
し い 美 し さ 。 ハ ー フ が 美 し 
い 理 由 も うな ず け る 。 


本 
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《 用 語 )〉 バイ ラス の ぬい ぐる み ー ひこ うき か い の お う ご ん も けい 


[バイ ラス の 
ぬい ぐ で るみ] 
お ば あさ ん の 悲し み が 伝 


いた 絵 。 バビ ログ ラー ド の 民家 に 住む 孫 
が 自分 の 祖母 が バイ ラス 好き だ と 思い こ 
ん で 描い た も の 。 階段 に 飾っ て ある 。 
バイ ラス の ぬい ぐる み 

【 バ イラ ス の ぬい ぐる み 】 較 その 他 プ バイ 
ラス を モデ ル に し た ぬい ぐる み で 、 毛 系 で 
編ん で 作る 、 いわ ゆる 「 編 み ぐ る み 」。 細か 
い 目 で 編ん だ 生地 が バイ ラス の 不愉快 な 
皮 フ を 思い 出さ せ 、 妙 に 生々 し い 。 丁 寧 に 
作っ て ある が 孫 に は 不評 まっ た た め 、 潤 く 
泣く 戸棚 に し まっ て ある 。 

パク ショ ウ ダ ケ 

【 バ クシ ョ ウ ダ ケ 】 加 その 他 プ ロ に し た も 
の は た ち ま ち 笑 い 出 し て し まう と いう 、 毒 キ 
ノコ の 一 種 。 笑い すぎ で 呼吸 困難 を 起こ 
し 、 生命 を 脅かす こと も 。 食用 の アカ ダマ 
ダケ と そっ くり な の で 採取 に は 注意 が 必 
要 。 ちな み に 笑 い 上 戸 に 食べ させ る と 、 お 
と な し くさ せる こと が で きる と いう ウワサ も 。 
ば し ゃ 

【 馬 車 】 加 文化 / 道 が 続く と ころ な ら ど こ へ 
で も 。 300 ガ ルド で カレ ギア 中 の 主要 都市 
に 行け る と て も 便利 な 移動 手段 。 カ ウ ボ ー 
イハ ッ ト が 似合う 御 者 の お 兄さん は 、 あ る 
意味 最高 の 冒険 者 。 

ハタ ラキ モノ 

【 ハ タラ キモ ノ 】 較 鈍重 な 見 た 目 と は 斉 
腹 に 、 実に せわ し な く 樹 か ら 樹 へ 飛び 回 
る 動物 。 爪 や 手足 が 樹 上 生活 に 適し た 形 
に 進化 し て いる の で 、 地面 に 降り る と と た 
ん に 動作 が 鈍く な る らし い が 、 実 際 に 見 
た 人 人 はい ない 。 これ ほど まで に 攻 い て 一 
体 何 を し よう と いう の か 、 その 解明 が 待た 
れる と ころ 。 

ハチ ミツ いり マー ボー と うふ 

【 ハ チミ ツ 入 り マ ー ボ ー 豆 腐 】 図 その 他 ノ 
ティ トレ イ お 気に入り の 一 品 。 豆板 次 の 辛 
味 と ハチ ミツ の コク が 奏で る ハー モニ ー 
は 、 大 いな る 不協和音 。 本 人 も 多少 は キ 
ワ モ ノ と いう 自覚 が ある らし く 、 強い て すす 
め よ うと は し な い 。 普段 の 彼 か ら す る と あ 
りえ な い ほ どの 謙虚 さか ら も 、 その 特異 さ 
が 想像 で きる と いっ た と ころ 。。 料理 と し て 
作成 する こと が で き な い の が 惜しま れる 。 
ハッ ク 

【 ハ ッ ク 】 較 人 物 プ ビジ ベ ー ル の 元 で 考古 学 
者 に 関す る 研究 を 行なう 若者 で 、 世界 各 
地 の 聖 獣 伝説 の 残る 場所 を 旅 し て いる 。 
元 来 が どこ か 抜け て いる 性 格 の た め 、 旅 
先 で トラ ブル を 起こ さなか っ た た めし が な 
い 。 ひと り 旅 の 孤独 を 紛らわす た め に 絵 
を た し な み 、 巧 い と は 言い か ね る が な か 
な か 味 の あ る 作品 を 描く 。 


は ね の フォ ルス 

【 羽 の フォ ルス 】 図 フォ ルス ノレ ン パ オ 空 
中 庭園 に 住む 少女 ・ ニ ノン が 持つ フォ ル 
ス 。 対象 の 重 さ を 操る 。 有史 の 時 代 か ら 
研究 され て きた 数 々 の フォ ルス の 中 で も 
非常 に 珍し い 能 力 。 ニノ ン 

バビ アロ エ 

【 バ ビア ロ エ 】 図 その 他 プ バビ ログ ラー ド 
地方 で よく 見 られ る 観葉 植物 。 や けど や 
すり 傷 に し ぼり 汁 を すり 込ん だ り 、 シロ ッ 
プ が け に し て 食べ た り と 実用 的 。 

バビ ロ オ オア リ の つか 

【 バ ビ ロ オ オア リ の 塚 】 団地 中 で は な く 
土 を 盛っ て 作ら れる 、 バビ ロ オ オア リ の 
巣 。 高 さ は 2 メー トル 以上 に も な り 、 彼ら の 
生態 を 間近 で 観察 で きる 。 

バビ ログ ラー ド 

【 バ ビ ロ グ ラー ド 】 図 地名 プ ボ ー ダ リア 諸 
島 最 大 の 島 に ある 街 。 蒼 獣 を 祀る 霊峰 に 
抱か れ た 街 で 、 蒼 殿 へ の 登山 洞 を 使っ て 
行き 来 す る 。 また 島 の 北側 に は カレ ギア 
有数 の 港 が あり 、 山頂 と リフ ト に よっ て 結 
ば れ て いる 。 

バラ 

【 バ ラ 】 回 その 他 ノ 高貴 な 香り で 知ら れる 
花 の 王者 。「 真実 」 の 花 言葉 の 通り 、 見 る 
も の の 心 を 圧倒 する 美 し さ を 誇る 。 多 く 
の 品種 の な か で も タム クラ ン ロ ー ゼ ズ と い 
う ラ ジル ダ 地 方 の も の が 有名 。 

ハリ コア ラ 

【 ハ リコ アラ 】 団 ノ 丸 み を 帯び た 愛らしい 
姿 の 動物 。 つ ぶら な 瞳 と 愛 婚 の ある 鼻 に 
つら れ た 人 間 が あま り に 抱 こ うと する た め 、 
体 表 を 鋭い トゲ で お お う よ う に な っ た 。「 お 
前 に は 抱か れ て や らん 」 と いう 意思 表示 を 
体 全体 で 表わし て いる 。 

バル カ 

【 バ ルカ 】 岡 地名 /3 つ の 大 陸 に 囲ま れ た 
バル カ 島 に ある 、 カレ ギア の 王 都 。 島 全 
体 が 濃い 款 に 覆 わ れ て お り 、 遠方 より 了 臨 
む 姿 は 非常 に 幻想 的 。 一 p225 
パン チ モ ン キー 

【 パ ンチ モン キー】 國 近づく 者 に は 容赦 
の な い 強 烈 パ ンチ を 繰り 出す と いう どう 猛 
な 猿 。 バナ ナ が 大 好物 。 

ひこ うき か い の お う ご ん も けい 

【 和 飛行機 械 の 黄金 模型 】 庄 黄金 で 作っ 
た 飛行 機械 の 模型 。 か つて 空 を 飛ぶ 乗り 
物 が 存在 し た 時 代 に 、 そ れ を 模 し て 玩具 
や 置物 まで 作っ て いた 文化 が あっ た 。 バ パ 
ルカ に 遺 さ れ た 模型 は 、 実際 に 遠隔 操作 
に よる 飛行 が で きた 「 レ アバ ー ド 」 と 呼ば れ 
る も の 。 


2-1 ※ 印 の つい て いる も の の 内 容 に 関し て は 、 編集 部 が 独自 に 推察 、 想像 し た も の で す 。 


ピピ スタ 

【 ピ ピス タ 】 較 地 名 古代 カレ ギア 語 で 
「 鳥 の 杜 ] を 意味 する 集落 。 鋭い 日 差し と 
乾い た 大 地 と いう 厳し い 気候 の た め 、 環 
境 適応 能力 の 高い ガ ジ ュ マ し か 住ま な い 。 
進歩 的 な 文化 が 流入 し に くい 土地 柄 、 昔 
か ら の 伝統 が 多く 受け 継が れ て いる 。 
ヒマ ワリ 

【 ヒ マ ワ リ 】 回 その 他 プ 夏 に な る と 黄色 い 
花 を 咲か せる 。 1 日 の 太陽 の 動き に 合わ せ 
て 常に 花 を 動か し 続け る 様子 は 、 振り 向 
いて くれ な い 恋 人 を 追い 続け る けなげ な 
女性 を た と える と き に 用 いら れる 。 ラジ ル ダ 
地方 で よく 見 られ る 、 小型 の ドル チェ ジラ ー 
レ と いう 品種 が 有名 。 花 言葉 は 「 勇 気 」。 
ひみ つ し ょ う ひ ん 

【 秘 密 商 品 】 囲 その 他 ノ ラジ ル ダ の 装備 
品 屋 「 極 の 樹 ] の 片隅 に 置か れ て いる ナ 
ゾ の 商品 。 布 の 下 か ら は 、 妖 し げ な 角 や 
気味 の 悪い シミ が 見 える 。 ヴェ ー ル を 脱ぐ 
日 が 来る の か どう か は 、 主人 だ けが 知っ 
て いる 。 

ヒュ ー マ 

【 ヒ ュー マ 】 回 文化 / カ レギ ア で 見 られ る 
ヒト の うち 、 知 的 能力 に 秀 で た 種族 。 外 的 
特徴 と し て の 個体 差 が 小さ く 、 男女 間 わ ず 
小柄 な 体型 で 、 体毛 は 極め て 薄い 。 また 
ほとん どの 場合 フォ ルス を 操る 能力 を まっ 
た く 持 た な いで 一 生 を 終え る 。 

ヒル ダ 

【 ヒ ル ダ 】 加 人物 / 本 名 ヒル ダ ・ ラ ンプ ブリ 
ング 。 ヒ ュー マ の 父 と ガ ジ ュ マ の 母 の 間 に 
生ま れ た ハー フ 。 忌 むべ き 存 在 と し て 疎 ま 
れ 続 ける 自分 を 嫌悪 し 、 そ の 象徴 で ある 角 
を 自ら 折る と いう 過去 を 持つ 。 フォ ルス の 
源 で ある 角 を 失っ て も な お 強大 な 能力 を 
誇る こと か ら 、 本 来 の 能力 の すさ まじ さ が 
うか が える 。 と き お り 鏡 を 見 つめ て 「 な か な 
か ね 」 と つぶ や く 彼 女 の 姿 は 確か に 美 し 
い 。 ハー フ 、 アム ジル 、 ナイ ラーp222 

ファ ム 

【 フ ァ ム 】 較 人 物 ノ 王 の 盾 に よっ て さら わ 
れ た 少女 の ひと り 。 深い スリ ッ ト の 入っ た 
細身 の ドレ ス に 身 を 包み 、 長い 髪 を アッ プ 
に まとめ た スタ イル は 、 美女 の 宝庫 と いわ 
れる キョ グエン で も ひと きわ 目 を 引く し っ と 
り と し た 美 し さ 。 

プ エ ニ ー ア 

【 フ ェ ニ ア 】 回 聖 獣 若き 女性 の 姿 を し た 、 
火 を 司る 聖 獣 。 そ の 神秘 性 が ピピ スタ の 
「 聖 な る 鳥 ] 伝 承 を 今 に 伝え て いる の か も 
し れ な い 。 己 の 半身 と 他 の 五 聖 獣 の 力 か 
ら 生 み 出 し た マオ の 目 を 通し て 世界 を 監視 


《 用 語 〉 ピ ピス ター ベ オ へ い げ ん 


し 、 聖 獣 た ち が 力 を 下 し て まで 救う に 値 す 
る か どう か 見 極め よう と し て いる 。 一 火 の 
ルビ ー 

フォ グマ 

【 フ ォ グ マ 】 較 人 物 プ ラジ ル ダ の ガ ジ ュ マ の 
リー ダー。 代々 | 鎮魂 錠 ] の 製法 を 受け 継 
ぐ ガ ジュ マ の 家系 に 生ま れ 、 元々 ラジ ル ダ 
の 集落 を 拓 い た の が ガ ジ ュ マ で ある と いう 
自負 か ら 、 自分 こそ が 唯一 無 二 の 指導 者 
に な る べき だ と 思っ て いる 。 ヒュ ー マ の リ 
ー ダ ー・ イ ー ガ と は 大 猿 の 伸 。 ユ ラジ ル ダ 、 
イー ガ 

フォ ルス 

【 フ ォ ル ス 】 図 フォ ルス ノン 自然界 の 六 大 因 
子 の 力 。 フォ ルス を 自在 に 操る 者 を 「 フ ォ ル 
ス 能 力 者 ]」 ま た は 単に 「 能 力 者 ] と いう 。 万 
物 は この 六 元 素 で 形作ら れ て お り 、 フォル 
ス は それ が 純粋 な 形 で 顕 わ れ た も の 。 六 
大 因子 の 組み 合わ せ で さま ざま な 形 を と 
り 、 制御 に は 相応 の 精神 力 が 必要 。 同時 
に 横 走 の 危険 も は らん で いる 。 
フォ ルス キュ ー ブ 

【 フ ォ ル スキ ュー ブ 】 罰 フォ ルス ノ 不 可視 
で ある フォ ルス が 具現 化し た も の で 、 20 セ 
ンチ 四方 の 立方 体 ・ 半 透明 。 能 力 者 た ち 
は 自分 の 持つ フォ ルス を フォ ルス キュ ー ブ 
の 形 で 知覚 し て お り 、 フォ ルス の 使用 の 際 
に どの よう な 能力 を より 重視 する の か を 、 
調節 し て いる と いう 。 

プラ チ ナ オオ ガメ の た ま ご 

【 プ ラチ ナオ オガ メ の 卵 】 団 ノノ まる で プラ 
チ ナ の よう に 輝く 殻 を 持つ 、 オ オウ ミ ガ メ 
の 卵 。 装飾 品 と し て の 人 気 が 高 い が 、 そ 
の た め 法 で 禁止 し て いる に も 関わ ら ず 密 
漁 が 絶え な い 。 十 数 年 の うち の 絶滅 が 危 
ぶ ま れ て いる 。 

フラ ン ツ 

【 フ ラン ツ 】 加 人物 ノ 「 世 界 七 大 まぼろし 」 
と 呼ば れる 謎 を 追い 続け て いる 冒険 家 。 
1 年 の ほとん ど を 旅先 の テン ト で 暮らし 、 
古い 文献 の 研究 や 実地 調査 を 続け て い 
る 。 過酷 な 環境 で の 生活 に よっ て 作ら れ 
た 体 は 、 そ こら の に わか 剣士 な ど よ り よ っ 
ぽ ど 精 避 。 自炊 が 常 の た め に 料理 は お 手 
の も の 、 研究 で 培っ た 知識 は カレ ギア 王 
立 考古 学研 究 所 も 認め る クオ リティ 。 これ 
だ け の 条件 が そろ っ て いる の に 嫁 が も ら え 
な い の は 、 か つて 心 に 決め た 人 と 悲し い 
別れ を し た こと が ある た め 。 

ベ オ へ い ば げん 

【 ベ オ 平 原 】 図 地名 プ ノ ル ゼン の 南 に 広 
が る 平野 。 周囲 を 高い 山脈 に 囲ま れ て い 
る た め 、 緯 度 の わり に 気候 が 安定 し て お り 、 


[ 釣 穴 商品 ] 
怖く て 誰 も の ぞ き 見 で き な い 。 
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《 用 語 ) ベ オ へ い げ ん の と う … マウ ロ 


一 年 を 通し て 強い 風 が 吹く こと も な い 。 雲 
を 突き 抜け る 巨大 な 塔 を 建築 で きた の は 、 
建設 当時 の 技術 力も さる こと な が ら 、 立地 
条件 に 恵まれ て いた と いう の が 定説 。 

べ オ へ いけ ん の と う 

【 ベ オ 平 原 の 塔 】 図 建造 物 な ど / 天 に 向 
か っ て そびえ ぇ る 巨塔 。 そ の 先端 は 雲海 を 
も 突き 抜け て お り 、 最上 部 を 極め た 者 は 
いな に 3。 

ペ ト ナ ジャ ンカ 

【 ペ トナ ジャ ンカ 】 賠 地名 プ ウ エス タリ ア 
大 陸中 西部 に ある 工業 都市 。 トヨ ホウ ス 河 
の 豊か な 水 と 、 ペ トナ ー ル 山地 で と れる 
石炭 や 鉄鉱 石 で 、 日 々 大 量 の 鉄 が 作り 出 
され 、 カレ ギア 全土 へ 輸出 され て いる 。 
ベル サス 

【 ベ ル サ ス 】 國 地名 プ ウ エス タリ ア 大 陸 の 
北東 に 位置 する 交易 の 街 。 ノー スタ リア 各 
地 と の 航路 が 多く 、 取 引 さ れる 品物 が 豊富 。 
有力 者 スカ ラベ の 圧力 に より 、 ガ ジ ュ マ 排 民 
の 気運 が 高まっ て いる 。 スカ ラベ 

へ ヘレン 

【 ヘ レン 】 較 人 物 / 王 の 持 に よっ て さら わ 
れ た 少女 の ひと り で 、 ミナ ー ル 出身 。 豊か 
な 金髪 を 短め に カッ ト し 、 外向 き に カー ル 
させ た 、 今 風 の フ ァ ッ ショ ン が 好み 。 

ポー ラ 

【 ポ ー ラ 】 回 人物 ノ 王 の 盾 に よっ て さら わ 
れ た 少女 の ひと り 。 解放 され て か ら は 友 
人 の ポー ラ と と も に サ ニ イ タウ ン に 逗留 し 
て いる 。 も と も と は アニ カマ ル 出 身 で 、 砂 
漠 地 帯 の 伝統 的 な 服装 で ある 、 大 き な 布 
を 体 に 巻き つけ た よう な 、 ゆっ た り と し た 
衣装 を 身 に 着け て いる 。 
ボク ナン お お は し ま 

【 ポ ク ナ ン 大 橋 】 図 建造 物 な ど プ イー スタ 
リア 大 陸 の 中 央 部 に 架かる 橋 。 南 の ラジ 
ル ダ と 北 の キ ョ グエン を 結ぶ 。 普段 は 通 
行 す る さい に 高い 税金 が か か る が 、 その 人 金 
は すべ て ワン ・ ギ ン の 懐 に 転がり 込む 仕組 
み に な っ て いる の で は と の 噂 あり 。 
ほし の うた 

【 星 の 歌 】 加 その他 プ し ゅ ー、 し ゅ ー、 シ 
ュー ティ ング スタ ー ボ ク の お 願い か な え 
て ね ー リン 流れ 流れ て な ー が れ 一 星 
ー グ ボク も 一 緒 に 流れ ちゃ お っ か な ーー) 
夜空 に 光る 星 の 美 し さ を 純真 な 感性 で 素直 
に 詠ん だ 歌 。 と 思い き や 、 後半 で 一 転 、 こ ぶ 
し が きい た 演歌 調 の 歌 。 

ほし の か ん ば ぱい 

【 星 の 乾杯 】 加 そ の 他 プ コメ か ら 作 られ る 
高級 酒 で 、 気付 け 薬 に も 使わ れる 。 仕込 
み は 北 国 で され る が 、 熟成 の 最後 の 工程 


は サ ニ イ タウ ン の 夜空 の 下 で 行なう の が 鉄 
則 。 口 に ふく むと 満天 の 星空 が 広がる か 
の よう な 、 雄大 な 味わい が 楽し め る 。 

ボ ポチ ョ ム さ ん 

【 ポ チョ ム さ ん 】 加 人物 プ 誰 も が 知っ て る 
国民 的 民話 の 主人 公 。 大 人 か ら 子 供 ま で 
幅広 く 読み 親しま れ て いる 作品 で は ある 
が 、 こ の と ん ち 話 の 真髄 を 堪能 で きる の は 、 
や は り 酸 いも 甘い も 知り 尽く し た 熟年 世 
代 に な っ て か ら 。 マオ に は まだ 上 難しい 。 
ホッ トド ッ グ 

【 ホ ッ ト ド ッ グ 】 較 枯れ 木 の 板 を 利用 し 、 
巧み に 雪山 を 滑り 降り る 犬 。 テ クニ シャ ン 。 
ポプラ お ば さん 

【 ポ プラ お ば さん 】 加 人物 プ スー ルズ に 住 
む ガ ジュ マ の 女性 。 料理 が うま く 、 と くに お 
菓子 の 味 は 絶品 。 月 に 一 度 「 ポプラ の パ 
イ ・ パ ー テ ィ 」 と 称し て 、 村 人 みん な に 彼女 
の 力作 を 披露 する 会 を 開い て いる 。 若い 
頃 は 旅 の 画家 を 問 絶 さ せ た 美 貌 の 持ち 
主 で あっ た 。 

ほむら の と う 

【 始 の 塔 】 岡 建造 物 な ど / 聖 獣 フ ェ ニ ア が 
眠 る 塔 。 伝承 の 聖なる 鳥 を 信仰 する 民 が 、 
は る か 昔 に 建設 し た 。 知恵 な き 者 の 進入 
を 拒む た め に 地 中 深 くに 隠さ れ て お り 、 復 
活 の 謎 を 解い た も の だ けが その 姿 を 拝む 
こと が で きる と いう 。 


マウ スチ ュー マウ ス ※ 

【 マ ウス チュ ー マ ウ ス 】 較 夫婦 仲 が と て 
も 良い ネズ ミ 。 寄り 添う 様子 が つね に くち 
づけ を し て いる よう に 見 える こと か ら こ の 
名 が つい た 。 一 度 カ ッ プ ル に な る と 一 生 
パー トナ ー を 変え ず 、 伴 信 を 失う と その あ 
と は ひと り の まま で 生涯 を 終え る 。 この ネ 
ズミ を 題材 に し た 演劇 が 火付け 役 と な り 、 
[純愛 ブー ム 」 が 起こ っ た と か 。 

マウ ロ * 

[マウ ロ 】 回 人 物 プ ベル サス に 住む 影 の 薄 
い 若 者 で 、 伝説 の 大 海賊 干 アイ フリ ー ド の 
未 座 。「 も うけ た い 」 で は な く 「 も うか り た い 」 
が モッ トー と いう と こと ん 受身 な 生き か た 
を 身上 に し て お り 、 彼 の 家系 を 知る 数 少 
な い 友 人 か ら は 、 ご 先祖 様 に 顔 向け で き 
な いと 哀れ み の 表 情 で 見 られ て いる 。 好 
き な 食 べ 物 は 「 な ぜ か 親近 感 が 沸く 」] と い 
う 、 ひよ ょ ろり と し た ウィ ン ナ ー が 長い パン 生 
地 に くる り と 巻 か れ た ウィ ン ナ ー ブ レ ッ ド 。 
…ー ザ プイ プリ ー ド 


2-1 ※ 印 の つい て いる も の の 内 容 に 関し て は 、 編 集 部 が 独自 に 推察 、 想像 し た も の で す 。 


マオ 

【 マ オ 】 較 人 物 ノ 非常 に 高い フォ ルス 能力 
を 持ち 、 笑 や 闇 の 導 術 を 操る 少年 。 他人 
の フォ ルス を 感知 で きる と いう 特異 な 能力 
を 有 し て いる 。 聖 獣 た ち に よっ て 創 ら れ た 
存在 で 、 外見 は 13 歳 程度 だ が 、 ラド ラス の 
落日 を 期 に 命 を 得 た た め 、 実際 に ヒト と し て 
生き て いる の は 1 年 程度 、 な お ヒト で いう 
と ころ の 成長 期 を 意識 し た 仕様 な の か 、 
それ と も 彼 自 身 の 個 性 な の か は 定か で 
は な い が 、 食 に 対す る 興味 の 強 さ は | 自 
称 ・5 つ 星 料理 人 | の ティ トレ イ と 並ん で 一 
行 の な か で も 群 を 抜い て お り 、 旅先 で 民 
家 の 鍋 の 中 身 を つま ん で いく の は 早く も ラ 
イフ ワー ク と いう べき 域 に 達し て いる 。 一 
ペー 

マネ ー へ ヘビ の か わ 

【 マ ネー ヘビ の 反 】 団 体長 10 メ ー ト ル を 
超え る マネ ー へ ヘビ が 脱皮 で 残し て いっ た 
皮 。 か な り グ ロ テ ス ク 。 持 っ て いる と 人 金 持 
ち に な れる と 言わ れ て いる 。 

マフ マフ 

【 マ フ マ フ 】 菩 ノ 北 方 で よく 見 られ る 小 動 
物 で 、 性 格 は 温厚 で 従順 。 ペッ ト と し て も 多 
く 飼 われ て いる 。 一 ノー スタ リア ケ ナ ガ リス 
まぼろし シリ ー ズ 

【 幻 シリ ー ズ 】 回 文化 - 俗 に いう 「 世 界 セ 
大 まぼろし 」 と は 別に 、 非 常に レア 度 の 高 
い マ ニア 垂 洛 の アイ テム を 指す 。 その ほとん 
ど を 制覇 する 冒険 家 フ ラン ツ は 、「 幻 」 に 対 
する 徹底 ぶり が うか が われ る 。 な お 、 彼 の 
所 持 す る 幻 シ リー ズ の 各 品 は 以下 の 6 つ 。 
(1) グ レイ ファ ー の スウ ェ ー ド 皮 で 作っ た リュ 
ッ ク (2) 王室 御用 達 ブ ラン ド の 帽子 (3) ナ カ 
コ 鋼 製 の シャ ベル (4) ナ カコ 銅製 の 水筒 (5) 
伝説 の 地図 師 シ トー サ ・ ド ミ の 世界 地図 (6) 
飯 ご う 

まぼろし の し ま 

【 幻 の 島 】 図 建造 物 な ど ノ 聖 獣 ラ ンド グリ 
ー ズ が 眠る 島 で 、 一 夜 に し て 現れ た こと は 、 
誰 も 知ら な い 。 じつは ラン ド グ リ ー ズ の 背 そ 
の も の が 島 に な っ て お り 、 現在 の サ ニ イ タ 
ウン が それ に あたる 。 

まぼろし の に わ 

【 幻 の 庭 】 図 文化 / フ ラン ツ が 探し て いる 
七 大 まぼろし の ひと つ だ が 、 何 を 指す か 
に つい て は ネ レ グ の 塔 や 古 の 塔 な ど 諸説 
ある 。 現在 も っ と も 有力 な の は 、 レン パオ 
空中 庭園 。 

マヤ 

【 マ ヤ 】 較 人 物 ノ ラジ ル ダ 出 身 の 少女 。 王 
の 盾 に よっ て カレ ギア 城 に 軟禁 され て い 
た 。 儀式 の 失敗 に よっ て 帰郷 する も 、 負 の 


《 用 語 )》 マ オ …ー ミナ ー ル た いそ う 


思念 の 高まり に よる 大 災害 で 故郷 ラジ ル ダ 
を 失い 、 キョ グエン に 移り 住む 。 左右 に 分 
けた 髪 を ピン で 留め 、 カ ジュ アル に まとめ 
た ファ ッ シ ョ ン は 、 ほか の 少女 た ち に は な 
い 活発 な 雰囲気 が 感じ られ る 。 

ま よ い の も り 

【 迷 い の 森 】 図 地名 プ ミ ナー ル と ペ ト ナ ジ 
ャ ンカ の 間 に 広 が る 深い 森 。 か つて 住ん 
で いた 人 々 が 自生 する 貴重 な 薬草 を 守る 
た め 、 侵入 者 を 惑わ す 迷 宮 に な っ て いる 。 
マル コ 

【 マ ルコ 】 回 人物 アノ クレア の 父親 。「 手 を 
引く の で は な い 、 背中 を 押す も の だ 」 が 子 
育て の 基本 理念 。 寝る 前 の 読書 を ささ や 
か な 楽し み に し て お り 、 自宅 の 書架 に は 
若い 頃 か ら 愛 読 し て いる 本 を 大 切 に 保管 
し て いる 。 一 クレ ア 、 ラキ ア 

ミー シャ 

【 ミ ー シ ャ 】 加 人 物 プ キュ リア 先生 の 助手 
を 務め る ガ ジ ュ マ の 少年 。 ラ ドラ ス の 落日 
で フォ ルス 能力 に 覚醒 し 、 母親 に 疎 ま れ 
キュ リア の 保護 を 受け て いる 。 献身 的 で 
優し い 性 格 だ が 、 母親 が 見 せ た 拒絶 が ト 
ラウ マ と な っ て お り 、 自分 の 存在 を 否定 さ 
れる と フォ ルス の 暴走 を 起こ す 。 下 等 な バ 
イラ ス を 意 の まま に 操る 、 牙 の フォ ルス を 
持つ 。 一 牙 の フォ ルス 

ミス ガラ ウ 

【 ミ スガ ラウ 】 較 その他 ノ バビ ログ ラー ド 
特産 の お 酒 。 ヒルダ を し て に っ こり 微笑 ま 
し むる つ わ も の 。 ドク ター・ バ ー ス も ご 晶 由 。 
みだし な み 

【 み だ し な み 】 陣 プ 礼儀 や 作法 を 守っ て 、 
身なり を 整え る こと 。 ヒュ ー マ な ら 服 装 や 
髪型 な ど 。 ガ ジュ マ な 6 ら 尻尾 袋 が 一 般 的 。 
ティ トレ イ に は 無縁 の も の 。 

みつ あみ ま 

【 三 つ 編 み 】 加 文化 / カ レギ ア に お いて 、 
男女 問わ ず 定 番 と な っ て いる へ アス タイ 
ル 。 ユ ー ジ ー ン は 15 年 前 に 王 の 盾 入隊 を 
機 に 伸ばし 始め 、 以来 つね に 三 つ 編 み に 
し て いる 。 

みどり の せき ひ 

【 緑 の 石碑 】 講 ノ 聖 獣 イ ー フ ォ ン を 奉る 石 
碑 。 世界 の 南東 に ある 。 

ミナ ー ル 

【 ミ ナー ル 】 賠 地名 ノウ エス タリ ア 大 陸 東 
岸 の 港町 。 中 規模 の 町 な が ら 文 化 ・ 芸 術 
施設 が 充実 し て お り 、 と くに 図書 館 は カレ 
ギア 全土 で も トッ プク ラス の 蔵書 を 誇る 。 
ミナ ー ル たいそう 

【 ミ ナー ル 体 操 】 較 文化 / 頭 の 回 転 が よく 
な る すばらし い 体 操 。「 ミ ナー ル に は 皆 、 あ 


[みだし な み ] * 
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《 用 語 〉) ミ マー ナ じ ょ うお う … や み の ち か ら 


[モク モク ッ キ ー] 
一 度 食 べ る と 煙突 か ら 立 
ち 上 る 煙 を 見 る だ け で 、 ま 
た 食べ た く な る 。 


[ミル ハウ スト の 剣 ] 
女王 アガ ー テ 直々 に 賜っ 
た 剣 。 彼 は この 剣 に カレ 
ギア 王家 の 忠誠 と 女王 へ 
の 献身 を 署 っ て いる 。 


る 」 の 駄 酒 落 で 知ら れる 第 10 代 ドラ ガン 和 王 
に よっ て 考案 され た 。 海辺 の の どか な 町 な 
が ら 、 大 学者 を 何人 も 輩出 し て きた アカ デミ 
ッ ク な 環境 は 、 この ミナ ー ル 体操 に よる と こ 
ろ が 大 きい 、。 仕事 や 勉強 の 合間 に が ん ば 
れ ば 、 ド ラガ ン 王 並み に ギャ グ も 洗え る 。 

ミ マ ー ナ じょう お う 

【 ミ マー ナ 女 王 】 図 国王 ノ 第 5 代 カレ ギア 
国王 で 、 初 の 女王 。 賢 君 と し て 知ら れる 
一 方 、 し ょ っ ちゅ う 王 宮 を 抜け 出し て 街 に 
繰り 出し て いた と いう 、 お て ん ば ぶり で も 
後世 に 名 を 残し て いる 。 歴代 国王 の な か 
で も 非常 に 人 気 が 高い 。 

ミラ 

【 ミ ラ 】 較 人物 ノバ ビ ロ グ ラー ド 出 身 の 少 
女 で 、 世界 各地 で 少女 た ち を か き 集 め て 
いた 王 の 盾 が 、 聖 殿 に 立ち 寄っ た 際 に 連 
行 さ れる 。 戒律 に よっ て 家族 以外 の 異性 
に 顔 を 見 せら れ な いた め 、 常 に ヴェ ー ル 
を 被っ て お り 、 エキ ゾ チ ッ ク な 魅力 を 一 層 
引き 立て て いる 。 

ミリ ッ ツ ァ 

【 ミ リッ ツァ 】 加 人物 ノ 王 の 慎 の 四 星 の ひ 
と り で 、 唯一 の 女性 で あり ハー フ 。 光 を 操 
る 虹 の フォ ルス を 持つ 。 トー マ の 下 で 暗殺 
術 を 仕込 まれ 、 彼 の 直属 の 部 下 と し て 活 
動 す る 。 ヒル ダ と 同じ く 幼 いう ち に 王 の 拓 
の 一 員 と な っ た た め 、 親 の 顔 を 知ら ず に 
育っ て いる が 、 古代 カレ ギア 語 で 「 愛 ] を 
意味 する 名 前 か ら は 両親 の 深い 愛情 が 感 
じ ら れ る 。 一 王 の 盾 、 虹 の フォ ルス 

ミル ハウ スト ※* 

【 ミ ル ハ ウス ト 】 較 人 物 / 本 名 ミル ハウ ス 
ト ・ セ ルカ ー ク 。 数 年 前 に バル カ 正 規 軍 の 
将軍 と な る 。 フォルス 能力 を 一 切 持た な 
い ヒ ュー マ な が ら 、 卓越 し た 剣 技 と 王 へ の 
忠誠 心 は 、 彼 を 全 軍 の 総 指揮 官 の 地位 に 
立た せる の に 十分 で あっ た 。 ラド ラス 前 国 
王 亡 き 後 も アガ ー テ を 支え 、 混乱 の 続く カ 
レギ ア を 平定 し て いる 。 ル ー マ ー 公 が お 
も に 男性 か ら の 評価 が 高かっ た の に 対し 
て 、 彼 は 「 ミ ル 様 」 の 愛称 で 王 都 の 婦女 子 
た ちか ら 絶 大 な 人 気 を 誇る 。 
むら さき の せき ひ 

【 紫 の 石碑 】 団 ノ 聖 獣 ギ リオ ー ヌ を 奉る 石 
碑 。 世界 の 北西 に ある 。 

めし つか い 

【 召 し 使い 】 痢 文化 プ 主 人 の 子息 に は 例 
外 な く 「 坊 ちゃ ん 」 と 呼び か け 、 従う こと に 
な る 。 た だ 闇雲 に 追従 する だ け で な く 、 
迷い が ちな 魂 を 導 け て こそ 本 物 。 

メ セ チ ナ と うく つ 

【 メ セ チ ナ 洞窟 】 較 建造 物 な ど プ 首都 バ 


ルカ の 近郊 に ある 自然 洞窟 。 古代 カレ ギ 
ア 語 で 「 月 の 光 ] と いう 名 は 、 内 部 が 月 光 
の よう に 幻想 的 な 輝き を 放つ こと に 由来 
し て きる 。 

モウ ソウ ダケ 

【 モ ウソ ウ ダ ケ 』】 較 ノノ か つて 高 名 な 賢者 が 
この 竹 の 下 で 悟り を 開い た と 言わ れる 。 
まん じ り と も せ ず に 座っ て 究 想 する の で 
は な く 、 あく まで 妄想 を 打ち 破る の が 目的 
な の だ と 理解 する こと 。 

モク モク ッ キ ー 

【 モ クモ クッ キー】 回 その 他 プ ペ ベト ナ ジ ャ ン 
カ の 家庭 的 な お 菓子 。 煙突 か ら 立 ち 上 る 
煙 を イメ ー ジ し て 作ら れ た 、 ごつごつ し た 
ボリ ュー ム の ある 焼き 菓子 。 

モク ラド むら 

【 モ クラ ド む ら 】 較 地名 ノ オ ス ミナ 山地 の 
ふも と に ひっ そり と 存在 する 寒村 。 世間 の 
目 を 忍 ん で 生き て いか な けれ ば な ら な い 
事情 を 抱 を た 人 々 が 作り 上 げた 集落 で 、 
小さ くも 温か い 暮 らし が 営ま れ て いる 。 
モカ 

【 モ ニカ 】 加 人物 プス ー ル ズ 村 に 住む 少女 
で 、 クレ ア と 同じ 17 歳 。 サ レ と トー マ が 村 
を 襲 っ た と き に 、 図ら ず も クレ ア が 犠牲 に 
な る 原因 を 作っ て し まっ た こと を 悔い 、 以 
来 心 を 半 さ ざし て し まう 。 

も り の うた 

【 森 の 歌 】 較 その 他 プ ぉ ひょっと し て ノ ジ 
ャ ンプ し て も り の な か ー 草 深 い ア ル 
ヴァ ン 山 脈 は 、 こ の 歌 で 景気 づけ て 登る 。 


ヤー ジ お う 

【 ヤ ー ジ 王 】 図 国王 ノ 第 32 代 カレ ギア 国王 。 
元 来 無益 な 殺生 を 好ま な い 王 で あっ た が 、 
御前 狩り 用 に 放 た れ た 猿 の 存在 を 知る や 、 
「 小 動物 憐 み の 令 ] を 出し て その 猿 を 自分 
の ペッ ト と し 、 生涯 家族 同然 に 可愛 が っ た 
と いう 。 慈しみ 深い 王 と し て 、 歴代 国王 の 
な か で も 人 気 が 高 い 。 ふた つ 名 は 大 猿 王 。 
ヤ ド ラ レ キ ギ 

【 ヤ ドラ レギ 】 団 ノ 背 が 低く 葉 が びっ し り 
と 茂っ て いる の で 、 旅人 た ちの 雨宿り に 
利用 され て いる 樹 。 人 の 気配 が な いと き 
は 、 動物 た ち も や っ て 来る と いう 。 

や み の ち か ら 

【 闇 の カカ 】 加 文化 プラ ジル ダ で ヒュ ー マ の 
いう 聖者 の 力 と 同一 の も の 。 ガ ジュ マ に と 
っ て は 種 の 存続 を ゆる が す 禁 忌 と 考え ら 
れ て いる 。 聖 獣 イー フォ ン そ の も の 、 ある い 


2-1 ※ 印 ひつ いて いる も の の 内 容 に 関し て は 、 編集 部 が 独自 に 推察 、 想像 し た も の で す 。 


は その 力 を 指す 。 ラジ ル ダ で は 、 対立 し た 
ヒュ ー マ と ガ ジ ュ マ が 、 それ ぞ れ 闇 の 力 を 
得 よ うと し て いた 。 一 聖者 の カカ 
ヤマ テマ ツウ 

【 ヤ ミ マ チ ソ ウ 】 図 プ 新 月 の 夜 に ば ぼんやり 
光る 花 を 咲か せ 、 夜道 を 照ら す ラ ジル ダ の 
植物 。 と て も 幻想 的 。 夜 彼女 を 家 に 送り 
届け る と き に この 花 が 咲い て いる 道 を 通る 
と 、 自然 と いい 雰囲気 に な れる 。 

ユー ジー ン 

【 ユ ー ジ ー ン 】} 回 人 物 / 本 名 ユー ジー ン ・ ガ 
ラル ド 。 カ レギ ア 王 家 の 直 属 ・ 王 の 盾 の 元 
隊長 。 洗練 され た 槍術 と 清 謙 潔白 な 人 柄 
で 、 部隊 を 退 い た あと も 慕う 兵士 は 多い 。 
武術 の 腕 の 研 さ ん は いう まで も な く 、 さら に 
胡 の 編み か た や 尻尾 袋 へ の こだわ りな ど 、 
大 人 の お し ゃ れ の 追求 に も 努力 を 惜しま 
な い 。 まさ に ダン ディ 。 

ゆう りょう みん 

【 優 良 民 】 回 文化 / ピ ピス タ の 階級 制度 の 
ひと つ 。 羽 の 生え た ガ ジ ュ マ が 相当 する 。 
階級 と し て は 第 2 位 に 当たり 、 特等 民 ほ ど 
の 特権 は な いも の の 、 それに 順 する 優秀 
な 民族 と し て 優位 に 立つ 。 一 特等 民 、 二 
等 民 、 劣等 民 

ゆき の うた 

【 雪 の 歌 】 較 その 他 プ さら さら ふわ ふ 
わ プ ひ ゅ る る …… プ ゴゴ ーッ ! 雪 の 舞う 
さま を 視覚 的 に と ら え た 歌 。 大 気 中 の ゴミ 
や 有害 物質 と と も に 凍っ た 水分 が 落下 し て 
いる だ け な の に 、 人 は な ぜ か 雪 に ロマ ン を 
感じ る 。 最後 の 一 節 は GO で は な いら し い 。 
ユシア 

【 ユ シア 】 図 人 物 / 特 殊 部 隊 王 の 盾 ・ 独 立 
遊撃 部 隊 [ 深 黒 の 思 」 の 紅 一 点 。「 妖艶 な 
魅力 と すさ まじ い フ ォ ル ス 能 力 を 合わ せ 持 
つ 、 現代 に 蘇っ た カレ ギア の 魔女 」 と 銘 打 
ち 、 自身 の グラ ビア を 製作 し て いる らし い 。 
ー 王 の 盾 、 漆黒 の 夏 

ゆめ の フォ ルス 

【 夢 の フォ ルス 】 図 フォ ルス ン 対 象 を 術 者 
の 夢 の 中 に 取り 込ん で し まう フォ ルス 。 閉じ 
込め られ た 者 は 、 術 者 の 思う 通り の 役 ど こ 
ろ を 演じ な いと 、 現実 世界 に 戻る こと が で 
き な い 。 子供 同士 の 遊び に 用 いら れる こと 
も ある が 、 夢 の 中 で の 行為 に よっ て 本 物 の 
肉体 も る 傷つい た り 命 を 落と し た りす る こと も 
ある た め 、 扱い を 誤る と 非常 に 危険 。 

ユリ ス 

【 ユ リス 】 図 その 他 プ 破 減 の も の 。 生命 が 
ある と ころ 必ず 存在 する 「 惑 れ ] や 「 憎 し 
み 」 と いっ た 負 の 感情 が 呼び 合い 実体 化 
し て 生ま れる 。 聖 獣 王 ゲオ ルギア ス に よ 


(用語 》) ヤ ミ マ チ ソ ウ ー ラジ ル ダ 


っ て 抑え られ て いた が 、 ヒ ト の 負 の 感情 の 
高まり を 受け て 強大 化し 、 自ら の 内 部 空 
間 に す べ て を 取り 込 も うと する 。 
よう の ひ 

【 陽 の 碑 】 団 ノ こ の 世 の 理 の あり か を 記し 
た 陰陽 対 の 碑 の ひと つ 。「 世 界 の 中 央 、 そ 
こ か ら 南 方 ・ 北 方 ・ 南 東 ・ 北 東 ・ 南 西 ・ 北 
西 に 聖なる 星 あ り 。 七星 陣 」 と いう 言葉 が 
刻ま れ て いる 。 

ツ メア 

【 ヨ ッ ツ ア 】 固 人 物 プ ノバ ルカ で 活動 する ガ 
ジュ マ の 情報 屋 。 その 筋 で は 「 カレ ギア の 
辞書 ] で 通っ て いる 。 抜け 目 の な いし た た 
か な 性 格 だ が 、 以前 王 の 盾 に よっ て 収容 
所 送り に な り そ う に な っ た と ころ を ユー ジー 
ン に 救 わ れ て 以来 、 彼 に だ け は 頭 が 上 が 
ら な い 。 


ラキ ヤ 

【 ラ キア 】 図 人 物 ノ クレ ア の 母親 。 ポプラ 
お ば さん に 引け を と ら な い 料 理 上 手 で 、 ク 
リー ム ス ー プ を 作ら せ た ら 右 に 出る も る の が 
いな い 。 つ つま し や か な 美 し さ の ある 女性 
に 見 える が 、 若い 頃 は 相当 な お て ん ば で 
鳴ら し た と いう 。 夫 で ある マル コ と 真っ 暗 
闇 の 洞窟 の な か で 出会い 、 お 互い の 顔 も 
わか ら ぬ まま に 惹 か れ あ っ て 結婚 を 決意 し 
た と いう な れ そ め は 、 当時 の スー ルズ 女性 
を 沸か せ た 乙 女 チ ッ ク ラ ブス トー リー で あ 
っ た 。--~ ク レア 、 マル コ 

ら じ ょ うま と 

【 螺 状 窓 】 回 文化 キョ グエン の 伝統 的 な 
建築 様式 。 擬 宝 珠 を 3 つ 重 ね た よう な 形 に 
璧 を を くり 抜き 、 格子 状 の ガラ ス を は め 込 
む 。 外 か ら 見 る と 単なる 明か り 取 り の 窓 に 
し か 見 えな い 「 隠 れ た 碑 沢 ]」 感 が 、 趣味 に 
うる さい キョ グエン の 人 々 の 心 を 捉え た 。 
壁 の 厚み が あれ ば ある ほど より 区 沢 で 洗 
練 さ れ た も の と され 、 最盛 期 に は 敷地 に 対 
し て 居住 面積 が 極 紀 に 小さ い 建 物 が 急増 
し 、 寝 る 場所 が 確 保 で きず に 野宿 を する 
人 まで 現れ た と いう 。 現在 で は 宿屋 | 青 狼 
酒家 」 に 見 られ る の み と な っ て いる 。 
ラジ ル ダ 

【 ラ ジル ダ 】 國 地名 プイ ー ス タリ ア 大 陸 の 
中 南部 に ある 小さ な 町 。 ヒ ュー マ と ガ ジ ュ マ 
と の あい だ で 小競り合い が 絶え を な いこ と で 
知ら れ て いる 。 ひと つの 自治 区 内 に ヒュ ー 
マ と ガ ジ ュ マ そ れ ぞ れ の 長 を 立て 、 独自 の 
政策 を 掲げ る な ど 、 一 触 即発 の 様相 。 奇 
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《 用 語 〉 ラ ドラ ス ー レッ ド パ ン ダ 


し くも ラド ラス が 崩御 し た 日 、 50 年 に 一 度 
の 人 奇 祭 [は だ か 祭り ] が 行なわ れ て いた 
と いう の は 、 知る 人 ぞ 知 る 真実 。 

ラド ラス 

【 ラ ドラ ス 】 回 国王 ノ 先 代 の カレ ギア 国王 
で 現 女 王 ア ガー テ の 父親 。 歴代 の 王 の 中 
で も 極め て 強い フォ ルス 能力 を 有 し て い 
た 。 病 の 床 に 伏し た の ち 自 ら の フォ ルス を 
暴走 させ 、 落 命 する 。 ラド ラス の フォ ルス に 
感化 され て 世界 中 の バイ ラス が 凶暴 化し た 
り 、 本 来 フ ォ ル ス 能 力 を 持つ こと が ほとん 
ど な い は ず の ヒュ ー マ に まで 能力 の 覚醒 
が 現れ た り と 、 彼 の 死 は し ば し ば 世界 の 
混乱 と 同時 に 語ら れる 。 ラド ラス の 沙 日 
ラド ラス の らく じ つ 

【 ラ ドラ ス の 落日 】 加 その 他 プ 先代 の カレ 
ギア 国王 ・ ラ ドラ ス の 崩御 の 日 。 死 の 間際 
に 自身 ひ フ ォ ル ス を すべ て 解放 し 、 そ れ が 
引き 金 と な っ て 世界 中 の バイ ラス の 凶暴 
化 お よび 多く の 人 間 の フォ ルス 能力 覚 
醍 ・ 暴 走 が 起こ る 。 賢 王 と 墓 わ れ た 君主 
の 崩御 と 混乱 の 世 の 夜 明け と いう 、 二 重 
の 意味 を 持つ 。ー ラ ドラ ス 
ラル レン お お は し 

【 ラ ルレ ン 大 橋 】 図 建造 物 な ど ノ ケ ケ ッ ト 
街道 の も っ と も 北側 に か か る 橋 。 利用 者 
は 9 割方 が スー ルズ 村民 の た め 、 基本 的 
に は 村人 が 費用 を 出し 合っ て 補修 工事 を 
行なっ て いる 。 石造 り の アー チ 橋 で 、 な か 
な か 立派 な 姿 。 

ラン ド グ リ ー ズ 

【 ラ ンド グリ ー ズ 】 回 聖 獣 ノ 大 地 を 司る 聖 
獣 。 聖 獣 王 ゲオ ルギア ス を 除い た 6 体 の 
な か で は も っ と も 年 を 重ね て お り 、 重厚 で 
あり な が ら も どこ か 愛 が ある 。 た また ま 亡 
骸 の 上 に 街 が で き て し まい 、 そ の まま の 
姿 で 数 百年 を 過ごし て いる 。 サ ニ イ タウ ン 
の 住人 は 、 恐れ 多く も 聖 獣 様 の 背中 の 上 
で 日 々 の 暮らし を 営ん で いる な ど 、 当然 知 
り も し な い 。-- 地 の プラ ッ ク ダ イヤ 

リキ シフ ルー ツ の き 

【 リ キシ フル ー ツ の 樹 】 団 四股 を 踏む か 
の よう な 姿 が 凛々 し い 大 樹 。 ウ ッ チ ャ リグ 
ミ の 原料 と され て いる 、 真っ 赤 な 実 を つ 
ける 。 果実 は を の まま 食す と 、 裸 の 付き 
合い が 恋し く な る 。 

リブ ガロ 

【 リ ブ ガ ロ 】 囲 そ の 他 ノ 砂漠 の オア シス に 
棲む と いう 伝説 の バイ ラス 。 角 は 万 病 の 
特効薬 と され る 。 デ スガ ロ 熱 

リフ ト 

【 リ フト 】 図 その 他 ン 聖典 を 守る 山頂 の 街 
バビ ログ ラー ド と 、 カ レギ ア 内 海 に 面 し た 


バビ ログ ラー ド 港 を つなぐ 乗り 物 。 新規 考 
案 中 の リフ ト は 、「 理 論 上 は 、 目 に も 止ま ら 
ぬ 速 さ で 街 か ら 港 へ 降り る こと が 可能 た 
が 、 乗っ て いる 人 は お し り が モ ゾ モ ゾ す 
る は ず だ 」 と 、 リ フト を 預かっ て 数 10 年 の 
管理 人 さん は 言う 。 管理 事務 所 に は 新型 
リフ ト の 模型 も 多数 保管 され て いる 。 一 
シー トカ バー 

リュ ー ダ ス ・ セ ッ ト * 

【 リ ュー ダス ・ セ ッ ト 】 罰 その 他 プ 顔 が 隠 
れ て いる の に 隠れ て な い 、 微妙 な 仮面 を 
中 心 に し た 装備 一 式 。 これ を 身 に つけ て 
いた 剣士 リュ ー ダ ス は 、 憂い を 帯び た 流 
や か な 瞳 と 漆黒 の マン ト に 覆 わ れ た 痩 
駆 、 深い 影 を 刻ん だ 甘い マス ク で 、 世 の 
女性 た ち を 次 々 と 失神 させ て いっ た 。 
りゅう ひょう 

【 流 氷 】 団 ノ 海 を 漂う 水 の か た まり が 集 ま 
っ た も の 。 氷 同 士 が こす れ て 出す 音 は 、 
夜 に な る と と て も 悲し げに 聞こ える 。 

ルー マー ※* 

【 ル ー マ ー】 岡 人物 プ 銀 牙 公 の 名 で 知ら れ 
る 名 将軍 で 、 先代 の 王 ラ ドラ ス の 右腕 と し 
て 名 を 馳せ た 。 国民 的 な 人 気 も 非常 に 高 
く 、 老衰 に よっ て 死 を 迎え た 彼 の 葬儀 は 
国葬 と な り 、 歴代 国王 と 並ん で 獣 王 山 に 
葬 ら れ た 。 リン ドブ ロム 家 以 外 の 人 間 が 獣 
王 山 に 埋葬 され る の は 極め て 異例 の こと 
で 、 ラド ラス 前 王 の 彼 に 対す る 信頼 の 高 さ 
が うか が われ る 。 な お 効 少 の アガ ー テ 王女 
の 遊び 相手 を させ る と 右 に 出る も の は いな 
か っ た と いう の も 王宮 で は 有名 な 話 で 、 王 
女 は 彼 を 「 白 い 歯 の お じ ち ゃ ん 」 と 呼び 、 
父親 以上 に 親しん だ と いう 。 

レイ ン ボ ー フ ラ ワ ー 

【 レ イン ボー フラ ワー】 較 花弁 の 色 が 一 
枚 ず つ 異 な る 非常 に 珍し い 花 。 と くに 青 
色 の 花びら は 品種 改良 で の 再現 に 成功 し 
て な い 色 で 、 自然 界 で も この 花 に し か 見 
られ な い 。 目 を むく よう な 高値 で 取引 され 
て いる 。 

れ っ と うみ ん 

【 劣 等 民 】 較 文化 / ピ ビス タ に 了 級 制度 が 
導入 され た と き 、 最 下 層 に 位置 する 階級 
と し て ヒュ ー マ 全 体 に つけ られ た レッ テル 。 
レッ ド パ ン ダ 

【 レ ッ ド パン ダ 】 図 プ 色 素 の ある 部 分 は す 
べ て 赤い 熊 。 見 た 目 が 毒々 し いた め 悪 魔 
の 動物 と 言わ れ て 乱獲 され た た め 、 絶滅 
危機 動物 と し て 保護 対象 に な っ て いる 。 
保護 色 に も な ら な い 赤 い 色 を な ぜ ま と う よ 
うに な っ た か に つい て は 諸説 あり 、 学会 
で も 混迷 を 極め て いる 。 


2-1 ※ 印 の つい て いる も の の 内 容 に 関し て は 、 編集 部 が 独自 に 推察 、 想像 し た も の で す 。 


レベ ッ カ 

【 レ ベッ カ 】 図 人 物 ノ ノル ゼン 出身 の 少女 
で 、 クレ ア た ちと と も に カレ ギア 城 に 軟禁 
され て いた ひと り 。 色白 の 肌 、 色素 の 薄 
い 紫 が か っ た 髪 は 、 ま さ に 典型 的 な 北国 
の 美人 と いっ た 趣 。 

レン パオ くう ちゅ う て い えん 

【 レ ン パ オ 空 中 庭園 】 屈 建造 物 な ど プ 眼 
下 に キョ グエン を 臨む 、 レン パオ 山脈 の 頂 
に ある 庭園 。 重 力 を 操る 羽 の フォ ルス を 
持つ 少女 が 住む 。 徒歩 以外 の 移動 手段 
を 持た な い フ ラン ツ が 、 どの よう に し て た 
どり つか た か は 謎 。 ニノ ン 

ロニ カイ ル 

【 ロ ニカ イル 】 図 人物 ノ ヘ ソ 出 し ルッ ク の 
火付け 役 と な っ た 、 巨 漢 の カリ スマ 武闘 家 。 
片手 で グレ イフ ァ ー の 首 を 折る ほど の 豪傑 
で 、 自慢 の 腹筋 を 誇示 する た め に 、 極端 
に 丈 の 短い シャ ツ を 愛用 し た 。 ベル サス の 
武器 屋 に 伝わる 服 は 、 ロ ニカ イル 42 歳 の と 
き の も の と され て いる 。 ロニ と カイ ル と いう 
美少年 と イケ メン の 二 人 組 と いう の は 、 後 
世 の 研 究 家 に よる 誤り と いう 噂 だ 。 


ワタ 

【 ワ ジ 】 団 大 量 の 雨 が 降っ た と き に の み 
河 と な る 枯れ た 大 地 。 普段 は 単なる 谷 に 
見 える 。 水 が 引い た あと に は 魚や 動物 や 
人 の 死 が い が 見 られ る こと も ある 。 
わす れ て そう 

【 忘 れ て 草 】 団 プ 花 言葉 は 「 私 を 忘れ て 下 
さい 」。 恋人 に 別れ を 告げ る と き に この 花 
を そっ と 差し 出せ ば 、 ほ か に は 余計 な 言 
葉 は いら な い 。 手 折 られ た 茎 を 見 つけ る 
た びに 、 今 日 6 カレ ギア の どこ か で ひと つ 
の 恋 に 終止 符 が 打 た れ た の だ と 、 し ん み 
り と 感じ 入る の が 詩 的 な 楽し みか た 。 
ワル トゥ 

【 ワ ルト ゥ 】 図 人物 ノ 王 の 盾 ・ 四 星 の ひと 
り 。 先代 国王 ラド ラス の も と で は 、 隊長 ユ 
ー ジ ー ン の 片腕 と し て 王 の 盾 を 率い て い 
た 。 ラド ラス 崩御 の 直後 に 王 の 侍医 ドク タ 
ー・ バ ー ス 暗殺 の 罪 で ユー ジー ン が 隊 を 退 
いて 以降 は 、 自ら 隊長 を 名 乗る こと な く 、 
あく まで 副長 の 立場 の まま で 王 の 盾 を 和 守 
り 続 け て いる 。 アガ ー テ の 側近 ・ ジ ル バ の 
横暴 に 流さ れ 、 ま た フォ ルス 能力 偏重 に な 
りつ つ あ る 組織 の な か で 、 主君 に 忠義 を 
尽く す 人 格 者 。 他 者 を 操る 高度 な 音 の フ 
ォ ル ス を 持つ 。 一 王 の 慎 、 音 の フォ ルス 


《 用 語 》) レベ ッ カ ー ワン ハン ドレ ッ ド ロン リー 


ワン ・ キ ギン 

【 ワ ン ・ ギ ン 】 回 人物 プ キ ョ グエン に 居 を 
構え る 大 富豪 。 世の中 の すべ て は 人 金 で 解 
決 で きる と いう 考え を 持っ て お り 、 事 あ る 
ご と に 「 お いく ら で す か な 2? 」 と 談判 を 持 
ち 出 す 。 世界 中 の 珍品 を 集め て 開催 する 
オー クシ ョ ン は 募 大 な 利益 を 上 げ 、 キョ グ 
エン 全体 の 経済 を も 潤し て いる 。 

ワン ハン ドレ ッ ド ロン リー 

【 ワ ン ハ ンド レッ ドロ ン リ ー】 その 他 ン ノ 
人 生 に 待ち 受け る 100 の 悲哀 を 包み 込ん 
で くれ る 、 懐 の 深い ノル ゼン の 銘酒 。 食 
材 屋 「 マ マ の スー プ 」 が この 世に 生み 出し 
た 最高 傑作 。 ゆっ くり と 時 間 を か け て 競 成 
させ た ぶん 、 一 般 的 な お 酒 よ り も 格段 に 。 
血行 が よく な り 体 が 温まる と いう 。 発売 と 
同時 に すぐ 売り きれ る 人 気 商 品 だ が 、 か な 
り 高 額 で も ある 。 幻 の 一 品 。 


(文責 : フ ァ ミ 通 書籍 編集 部 ) 


| は ニカ イル ] 

あま り に きわ どい デザ イン ゆ 
え ぜ ひと も 美男 子 に 着 て も 
らい た か っ た と いう 願望 が 、 
歴代 の 歴史 家 ( 女 性 ) の 目 
を 曇ら せ て きた 。 罪 な 男 。 
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ヴェ イグ の 発見 レベ ル が 高い と 見 つけ られ る めずらし いも の 。 どの くら い 発 見 し た か は 、 サ ニ イ タウ ン の ネコ 好き の 
じい さん が 判定 し て くれ る 。 詳細 な 発見 場所 は 、 P319 の 表 を 参照 し て ほし い 。 


【 紫 の 石碑 】 


【 白 の 石碑 】 間 ” っ 生 【 七 つ 葉 の クロ ー バ ー】 23 


【 赤 の 石碑 】 。 ii ョ IN 還 || キノ ボリ ブタ) 


【 緑 の 石碑 】 、 。。 計 | レッド パ ンダ 】 


【 青 の 石碑 】 [ 【 ゴ ー ル ド フ ィ ッ シュ 】 


【 黒 の 石碑 】 い \ 【 テ ィ ア の 花 】 


2 | の の RW 馬 / (本 [エト レー の 縛 】 


【 モ ウソ ウ ダ ケ 】 


関連 資料 1 ププ ディ スカ バリ ー の 発見 物 


【 ウ ソ ツ ツキ 】 。 和 、 【 バ ビ ロ オ オア リ の 塚 】 


【 底 な し 沼 】 ee。 |。| | 【 マ ネー へ ビ の 皮 】 


【 ス ノー フォ ー ル 】 


【 リ キシ フル ー ツ の 樹 】 


【 巨 大 石像 】 で 【 ハ タラ キモ ノ 】 


【 オ オツ ノ カ ブ ト ムシ 】 


【 エ メラ ルド アゲ ハ 】 ぐさ きき ョ | | 【 硫 黄 の 泉 】 


【 純 白 の ワニ 】 279 


【 プ ラチ ナオ オガ メ の 卵 】 


ITEM DICTIONARY 


関連 資料 1 プ デ ィ ス カバ リー の 発見 物 


【 ハ リコ アラ 】 


【 ウ マイ ナ ゴ 】 ad ※※ _ 3 ーー ーー 3 


【 ウ スバ カカ ゲロ ウ 】 0 【 水 晶 の ドク ロ 】 


【 飛 行 機械 の 黄金 模型 】 


【 ヤ ミ マ チ ソ ウ 】 


227 【 レ イン ボー フラ ワー】 ……… we 


【 ト リト リ ソ ウ 】 〔 【 ア イフ リー ド の 墓 】 
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関連 資料 1 プ デ ィ ス カバ リー の 発見 物 


【 大 顔面 の 石 】 と パン チ モ ツ キーーーーーー- 


【 ホ ッ ト ド ッ グ 】 


(コガ ネネ コ 】 


【 マ ウス チュ ー マ ウ ス 】 【 ダ イヤ モン ド ダ スト 】 


【 キ ャ ンド ルツ リー】 ーー 


【360 度 眺望 TP。。 【 氷 割り 草 】 


2/ 


ーー ツー ピー ツー クー ーー の 2 の ーーー レー 
ITEM DICTIONARY 


関連 資料 2 プ ヒ ル ダ の カー ド 


ヒル ダ の カー ド 


ヒル ダ が 子供 の ころ か ら 持 っ て いた と いう カー ド 。 占い に 、 戦闘 に と いろ いろ 役に立っ て くれ る 優れ も の 。 モク ラド 
村 で 破 ら れ て か ら は 、 母親 の 使っ て いた カー ド を 使う こと に な る 。 


[奇術 節 】 【 慈 母 】 [名 


[運命 の 輪 [変化 


カ 】 


【 星 
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関連 資料 3 プシ ャ オル ー ン の 動き 


本 村 S8S シャ オル ー ン の 動き 


229 


ITEM DICTIONARY 


関連 資料 4/ 猫 (その 他 の 動物 ) 関連 資料 5/ 王 の 計 


本 訂 獲 ( そ の 他 の 動物 ) 


街 に は 、 た くさ ん の 動物 が うろ つい て いる 。 ネコ 、 ハト は か な り の 数 確認 で きる 。 それ ら 小 さ な 生 き 物 に 関し て も 、 
細か い 設 定 が 用 意 さ れ て いる の だ 。 大 き さ の 比較 な ども お も し ろ い 。 


王 の 盾 の 戦士 に は 、 剣士 タイ プ と 魔術 師 タ イプ が いる 。 それ ぞ れ ヒュ ー マ が 中 心 で 構成 され て お り 、 ここ か ら 抜 
_ 撮 され る と 四 星 の よう な 特殊 部 隊 へ 行く こと も 可能 な の か も し れ な い 。 


222 


関連 資料 6 燕 気 船 関連 資料 7/ 街 の 建物 


ヴェ イグ た ち が 途 中 か ら 乗 る こと が で きる よう に な る 蒸気 船 。 実際 ゲー ム 中 で 船 の 上 を 歩き 回 る こと は で き な い 
が 、 この よう に 詳細 な 設定 が 施さ れ て いる 。 ぜひ 歩い て 確認 し た か っ た 。 


バル カ を 中 心 に 栄え る 王国 の 様子 


さま ざま な 街 や 村 に 、 民家 や 公共 の 建物 な ど 、 詳細 な 設定 画 が 用 意 さ れ て いる 。 これ は その 一 部 だ が 、 地面 の 
模様 や 、 そ こ に 生息 する 動物 、 街 の 小物 まで 、 細か く 設定 され て いる の が わか る 。 


スラ ム 入 り ロ 
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ITEM DICTIONARY 


関連 資料 7/ 街 の 建物 


(もい パフ ライ イキ と な / 
坊 四 部 @M 』 


3 て 相 必 に 
の He 
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関連 資料 7 街 の 建物 


隊 当 


還 還 較 


22/ 


ITEM DICTIONARY 


| | カ | レ | ギア | 生物 | 白書 | | 


カレ ギア に 息づく バイ ラス た ち を 、 
編集 部 独自 に 生物 学 的 視点 で 捕らえ て 詳し く 解 説 じ て いま す 。 
また 、 同様 に 、 主人 公 た ち が 戦 うこ と に な る 
キャ ラク ター た ち に 関し て る まとめ て あり ます 。 
命 あ る る も の すべ て を 知っ て 、 戦う 意味 を 考え まし ょ う 。 


[生物 白書 の 見 方] 


フラ ナッ ツキ 

に され た アク ラナ ッ 
ツ ォ の 頑 夫 な 針 は 剣山 と 
し て も 重宝 され る 。 


較 名 称 
バイ ラス 、 また は ボス キャ ラク ター の 分 類 


と 名 前 で す 。 


防 一 ガン ジュマ 了 一 ハー フス 
軸 一 ヒュ ー マ 、 図 一 由 、 国王 昆虫 、 
植 物 、 関 一 水棲 生物 、 
[精神 体 、 回 一 聖 獣 、 
回 一 腸 虫 類 、 に ビ 飛 賢 、 
較 一 不死 者 、 共 一 不定 形 、 

記 一 無 機 物 


ハリ ネズ ミ が バイ ラス 化し た も の 。 国 中 に 飛び 散っ た 強力 な フォ ルス は 、 パ 


で (も 利用 され る か 羽 い 生物 に 強大 な 力 を 与え 、 バ ルカ 周辺 の 生 史 


に も 大 き な 影 響 を 及ぼ し て いる 。 


"イン ド エ メ ラル ド ・ ・2 の 6 


ワル こ レン レト La し バイ ラス 化し た も の 。 
が 、 ウ サギ な どの 獲物 を 見 つけ る と 急降下 し 、 足 の 鋭い 爪 で 英 づ か み に 3 
獣 王 山 の 岩 壁 に 果 を 作っ て 群れ で 生活 する 。 


時 3 レ 2 の Lo 4 LE 


レッ ドコ ンド ル が バイ ラス 化し た も の 。 コ ンド ル は 大 空 を 飛ぶ 優雅 な 姿 と け 
腹 に 、 ハゲ ワシ の ご と く 動 物 の 腐 肉 を 漁る 。 は る か 上 空 か ら 鋭 般 な 吊 覚 
物 を 見 つけ る と 、 急降下 し て ご 馳走 に あり つく 。 


の 詳細 な デー タ 図解 。 
回 生息 地 。 と くに 必要 な も の に つい て は 、 欄外 に 絵 
園 最大 HP。 や 写真 を 用 いた 解説 を 取り 入れ て いま 
隊 戦 闘 に 勝つ と 得 ら れる 経験 値 。 す 。 さら な る 理解 の た め に ご 活用 くだ さい 。 
回 戦闘 に 勝つ と 得 ら れる ガル ド 。 また 、 イラ スト は 、 編集 部 で 想像 し た も の 
了 戦 闘 に 勝つ と 入手 する こと が で きる ア を 独自 に 描き 下ろ し た も の で す 。 


イ テ ム と 、 その 確率 。 


説明 
各 バ イラ ス ・ ボ スキ ャ ラク ター の 説明 で 
すま 


MONSTER DICTIONARY 


普段 は ! は る か 上 空 を 優雅 = 飛ん で U 


229 
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アイ スケ レッ ト 一 アル ボッ クス 


寒い 場所 で 亡くな っ た ヒト が バイ ラス 化し た も の 。 ア イス ケレ ッ ト !( - 料 きれ た と ト 
ま た アイ スゲ レット と 化し 、 促 間 を 増やそ うと さら に ヒト を 湯 う と いう 噂 が 流れ 
た が 、 こ れ は 誤り 。 火 に 叶い た め 、 旅人 は た いま つ を 灯 せ ば 興 われ に くい 。 


FEEEEECFPCEPFPCCFPCECCEHPCEF た EHP た EHPCE す た に すす CEEPPEEEPEEEEPPPEPPPPPPPEEEPPEEPPEEPKPPPEPEPPKEPEPCEPKKEEEE『 と た すま と ま た たせ と まさ すま も すす た りす と に と と どす た は ます まま に いす に PE も まま と と いと と どか nett と と CFP 
PE で で だ CC の と と と CC で で た で と と で の が ジミ ダシ ジミ ダシ が ミミ メメ ミタ メス タメ メジ ネス ミス メメ さよ ス メト メメ ミミ ネネ ネス ネネ エネ ネネ ス ネネ ミズ エネ ネネ エメ ネネ ス ネス ネス マメ 流さ と か る か る た なか な メタ タス タタ スス タタ ぶ メ スス スス スペ ス 2 


タタ タタ ゲタ ゲタ ダダ ヌ ダ 7 ワダ 7 ゲ テ 7 デ ワタ 7 タテ ヌケ タケ タタ タタ タダ タタ タタ タタ ヌ タゲ ダテ ゲ ヲ ダ ワダ ワ 7 テ デ テテ デ テ ワ 7 テテ デ ワ テ 7 ワ テ B ワ BZB テ ヲ テ ヲ テ ヲ デ ヲ デモ チワ 7 ダテ 7 デマ ワダ 7 ワ 7S7 テ ワタ 7 


PP FPP で すす すす で で ナ す すす せ すす すす すす すす すす すす すす と すす と す とき と と すす どど すす と たと た ど た に い た た に い と と と と ャ と と ミ エド すす すす すま すす や で どしどし と と と て と と す を と です すす と と と と と と を と と と たと と と と と と と も か どす と と せな でも か と と か と を とか 


ムラ サキ バチ が パイ ラス 化し た も の 。 小さ な 虫 な ど を 主食 と する た め 積 極 的 に 
ヒト を 苗 う こと は な く 、 攻撃 され て も 防御 を 徹底 し て 相手 が 去る の を 待つ 。 た 
だ し 、 巣 に 近づこ うと する 相手 に は 容赦 し な い 。 


プク ラナ ッ ツ ォ 
剥製 に され た アク ラナ ッ 
ツ ォ の 丈夫 な 針 は 剣山 と 
し て も 重宝 され る 。 


ハリ ネズ ミ が バイ ラス 化し た も の 。 国 中 に 飛び 散っ た 強力 な フォ ルス は 、 ここ 。 ト 
や 剥製 に も 利用 され る か 弱い 生物 に 強大 な 力 を 与え 、 バル カ 周 辺 の 生態 氷 
に も 大 き な 影 響 を 及ぼ し て いる 。 


た ナミ ャ ミル た ミミ と ミミ シミ ダメ ミミ シミ ミナ マミ スマ サメ ナド か と で すす サシ も で ササ ダサ すす と と と で サシ で トマ エマ マミ マテ ミド アマミ マ ドド で で て ドミ サド や エミ メ ささ ド ペ エメ ミミ て ミミ メ ャ ささ メキ ミダ ャ ミタ シ ミミ マウ メキ タタ ャ ステ タネ ベベ メタ] 


た ささ ささ だ ささ で ミミ ささ ぶさ ささ ぶさ ミミ ネト ミミ ペペ ネネ ミ だ ささ ※ だ 全く た だ だ ささ ささ なさ ミミ ミト ベネ メ よ ミス まさよ よさ ミ メメ よ ス ま よ ま また る よる た た な る だ た さる る な る さえ さ だ ぶな る る た な る た な る た まな な た な な ペ な なさ ホス] 


プル ー コ ンド ル が バイ ラス 化し た も の 。 普段 は は る か 上 空 を 優雅 に 飛ん で いる 
が 、 ウ サギ な どの 獲物 を 見 つけ る と 急降下 し 、 足 の 鋭い 爪 で 驚 づ かみ に す る 。 
獣 王 山 の 岩 壁 に 巣 を 作っ て 群れ で 生活 する 。 


DCC ドミ エエ ミミ ズミ ペ メメ スミ メス ネ メ ミス メス ミス ネス スス スズ ミ ステ メ スス スス ススメ ススメ スス スス ミス スス スス スズ スス スペ ミス ミネ ミミ ネス ネス ネス ミミ ミネ さま る スペ スス さえ スス よる る KS スス メス スス スネ ス メス スス ミス スス スス スズ ミス スス スス スス スペ スス スス スス スペ スス 


ドン ドド サド ヤドン テテ ンド サド ドサ ドド ツナ シイ ャ ジイ ャ で チマ で イシ マテ ャ ャ マヤ テマ ジ ギ ャ ギヤ ヤ や サド で ササ ドド サヤ サザ サド ササ ジジ ササ や で やや ぱす ジ で ササ シマ サシ で で サシ ササ か や や ダチ と ササ ツジ で で も サ で ジ ジ や ダサ や サド ジマ サジ て やや サジ 


レッ ドコ ンド ル が バイ ラス 化し た も の 。 コン ドル は 大 空 を 飛ぶ 優雅 な 姿 と は 裏 
腹 に 、 ハ ゲ ワ シン の ご と く 動 物 の 腐 肉 を 漁る 。 は る か . マヤ ャ ワイ 「 
物 を 見 つけ る と 、 急降下 し て ご 馳走 に あり つく 。 


た た れれ たれ か され と とせ が や たたく な な な なかた の ささ スス ミス メス スミス スス ネス 5 ミス スス 2 スス えな スミ スス メメ スス ネネ スネ ステ メ スス スミ メメ ミ ネス ミル メ ズ メス メル ペ ミエ メメ ミス タテ タメ メタ ミ テ ルズ メル メ メメ ズミ テス ス キャ タメ メメ ベ ミネ タメ メメ 21 
で で で で て でも で で て を で や を ささ くささ スス ススメ ミト エミ さそ た ミタ アメ タメ で ぶさ よく ミミ タメ メア で バネ エネ ズミ な ス キタ パ た な ぶさ スス で ネネ くさ を シジミ ペタ ペタ 


宝箱 に 潜ん で いた 動物 が バイ ラス 化し 、 宝箱 と 融合 し た も の 。 同種 の ディ ファ 
ー ト は 術 撃 ( こ 強 く 、 アル ボッ クス は 斬 撃 や 打撃 に 強 \ 3 これ は 融合 し た 動物 の 
種類 や 、 も と も と の 宝箱 の 性 質 の 違い に 
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アル メデ ィ ッ プー イー フォ ン 


宮 ラル メデ ィ 。 ッ プ テー 


_ 6 因 の 和 還 657 回 41 le 30 ジジ ガサ アジ ポ ササ ウザ 


科 ジ ッッ 、 2 こっ っ と も らち 20 グー ae02 や さくさく ささ ミ スミ ミミ メス ミ メメ ミミ ネネ マネ ミス ネス ネ ミミ ス ネス ペニス 


iriii ワ iii ワ ワ ワ ii ワケ ワケ ワケ ワケ 


ン ログ ラー ド 周 辺 の 河川 生息 nn 


の 。 味 や 食 感 が 多 特 で 、 パピ ロ グラ ー ー ド 地方 の 珍味 と され る 。 


りー ロレ ン 


ささ ささ ささ ささ る KEKRESSESYKKERKSNKESSSGSSKSSKKNSSKSKSESSKSSSKSSXRSKKSSYXSSSKSSSRSSKESYKSSSSSSSSSSRKXSSSSSSXSSXSSSXKSSXS2 


_ 四 ミナール 平原 園 1781 園 24 回 37 ' 、 TITTO0 0 


吾 ビ ー フ : 27%6、 レタ ス :6%4 


ヤキ ャ イナ キャ ザイ ネエ ャ ネネ キャ ルキ アイ キャ で ネネ ャ ネエ ャ ネネ ネネ ネネ イネ ネネ キネ ナ ルネ ネネ ャ ネネ キネ ネネ ャ バキ ャ スネ ャ イネ キイ ネネ ネイ を ネエ テ ュ キ ャ ャ マキ で テイ ャ で ネエ さよ ャ ネネ トド ト で で ドキ ネネ ャ ネエ ネネ ャ ャ ャ ドキ で トト ネエ すす で キャ ネト さて ャ ネネ キネ エ ャ ャ キテ キュ トナ ネエ を キャ ネ さ ネエ ネネ トキ ネト 


、 河川 近く の 陸地 に 生息 する エピ の 一 種 が バイ ラス 化し た も の 。 外山 に 道 填 す 「 


る と 大 き な ハ サミ 2 泡 を 吹い て 攻撃 する 。 


すま ドミ ミネ ミミ ミミ ミミ ミト ミミ ミミ ミミ ミミ ミミ た さま さま ささ だ まさ きよ まさ ミミ ス ミミ ミミ ミミ ささ ささ ささ スミ ミミ くさ ミミ さよ ささ ミミ えさ で きま ささ ささ ささ ささ なさ まさ まき さき きま ささ きる べき ささ ささ まさ ミミ KEK ぶさ 


選 ア > ンク ロウ ラー TI 
早い の 導 4 下 回 48 


ダダ ス だ ベタ スス 注入 えさ な る スス ス ス スネ スス スス スス ささ ささ な ミス さく スミ ミミ スミ ミス スミ ミミ ミス ベス スミ スス まる まさる KSKSSRRXXCRSRSSARXKRXXKSRCRSKARACSSXKXRKYSXKKSRKKKXKESRZZS2ESSXKXXEXKSK な 4 


な ま が が た が な まな が な また な また が まま たま まい ませ まま まま まま た ま ま さま Y ま さま まき まま さか まさき まさ ま ま さま た だ KS まだ SKKRKKSRARSKRSSKEXREAKSAKKSKRRKKKSKE は KEKEKSKESEKKSKEKSEKKEKEKKKEKRAER2 


ww も の 。 木の実 や 小動物 を 主食 と する 雑食 件 だ が 
性 構 いい 森 に 迷い 込ん だ ヒト を 虐 う こと も ある 。 


人 アレフ ランク ラス 0 1 0 DI 0 02000oIoo5$5 ぅ 515 や 61560 


で で で で せく ささ ささ ミミ スペ スス スミ ミスミ ミネ る ペペ スミ スス ミス ミミ スス スス スペ さだ KS スペ ミス ささき メス ミス スペ ミスミ ペ スペ ミミ ス よ で ミミ ミミ ミミ メス ミス ズミ さま さも くさ ささ ミミ ささ KSXKSSXAYXXASXXZSXXSXK2 


曽 ト チ ジ ロンガ 人 囲 2163 国 33 回 59 
頭 キ ウイ : 17%、 タマ ゴ コ :896 


了 を を を を 全 また を を を を ま を を を を めで を を する も を る そ を を を ネス を を る を る そそ 拓 た を を みた で る を を を キネ を を る る る や る そそ スズ を ネ る る も を る を ネ を ネネ ネネ ネネ まで を を る るみ を を を を を を を た を な た を を を る を 生 六 あ を を 


クリ オ ネ キ ノコ が ソ バイ ラス 化し た も の 。 性 格 は お と な し く 、 動物 の 死骸 か ら 伏 分 


を 吸収 する が 、 空腹 時 は 獲物 を 求め て 攻撃 的 に な る 。 


動物 の 死骸 を 片付け る 礎 
の 掃除 屋 の よう な 存在 。 
空腹 時 に は 積極 的 に 死骸 
を "増やす ” た め に 自ら 積 
極 的 に 獲物 を 狙う 。 


間 の 力 を 司る 型 . その 絶大 な る 力 は 、 は る か 古代 に ゼ レン 湿原 の 泉 の 底 に 
眠り 、 ラジ ル ダ 地 方 の * 間 の 力 " の 伝説 の 由縁 と な っ た 。 か つて イニ フォ ン を 
含む 六 聖 獣 は 、 ヒ ュー マ の 残 滅 を も くろ む 聖 獣 王 ゲオ ルギア ス を 封 有 し た が 、 | 
_ 種族 問 の 争い は 止む こと は な く 、 陳 獣 王 が 正しかっ た と 考え る 者 も 出 た 。 そ こ | 
で 聖 獣 た ち は 、 ふ た つの 種族 を 共存 に 導 こ うと する 者 た ち に 試練 を 課 し 、 そ 
_ れ が 叶わ な けれ ば ヒュ ー マ が 聖 『 獣 王 に 滅ぼさ れ て も や む な し 、 と いう 結論 に 
電 し た の た 。 - 「 | 
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イン セ ウ ルス 一 ヴェ スパ 


ツェ ス ノ パ 

その 慎重 な 性 格 と 巣 の 大 
き さ ゆ え 、 通常 の スズメ バ 
チ と 直 っ て 人 里 近く に 巣 
を 作る こと は な い 。 


ュー ニニ ニー ニニ ニャ マニー ニー ニー ニー ニャー ャ ュー ニッ ニニ ニュー ニャー バト ニュ ペ ニュ ニュ ッッ ネト ニュ キー ュー ュー ュー ミー ここ こさ ミキ マト ャ ささ 


か さく や と さぶ も くく パ ト よ ズミ スペ ミ タメ よ ミ スエ メス エメ メ メメ よさ きよ エス エエ エス ズ セ スズ エエ で ミセ くく で ミミ さそ で で で も ミミ た で ミネ く ミス そく ネ さ スス ネス ネズ ネネ メス ペタ な エス スペ ネネ ミス ス ネネ ペペ スス ペペ タス ペタ ベス 2 


で EPC に た に キー で で た た た た た だ た た トキ ぶた た ただ ト ミド さだ た ミミ スト ミミ よ まま まま よさ よ さよ お たよ まま に ま ま よさ よ た よさ ミミ まま まま まま ま ミミ よさ さよ ささ た また だま まさ た か KERSSERRSRDRESRASSACESRESRRESA も か 2 


甲虫 の 一 種 が バイ ラス 化し た も の 。 樹液 を 主食 と し 、 樹木 の 少な い 地 方 や 洞 
窟 に 生息 する 個体 は 動物 を 細 っ て 体液 を 吸収 する 。 外敵 が 近寄る と 強力 な 
アゴ で 吹っ飛ば す 。 


甲虫 の 一 種 が バイ ラス 化し た も の 。 単体 で の 行動 を 好み 、 不用 意 に 近寄る と 
攻撃 され る 。 堅い 表皮 に 器 わ れ て いる 甲虫 系 の バイ ラス を 狙う 外敵 は 少な く 、 
- 般 的 に この 種 の バイ ラス は 天敵 が 少な いと 言わ れ て いる 。 


イノ シシ が バイ ラス 化し た も の 。 動く $ も の を 見 る だ け で すぐ さま 興奮 し 、 な り ふ 
りか まわ ず 突 進 す る 。 その た め 、 食事 の と き 以 外 は 一 日 じゅ う を ぼ と ん ど 寝 て 
過ごす こと で エネ ルギー の 浪費 を 防い で いる 。 


製鉄 [ 場 で 生産 され て いた 揚 点 防御 用 の 盾 が バイ ラス 化 し た も の 。 バ パイ ラス 
化し て も 防御 能力 に 特筆 すべ き 向 上 は 見 られ な い が 、 っ ゥ 属性 の 導 術 を 多用 
する 。 無理 に 装備 し よう と する と 腕 を 吹っ飛ば され る 。 


EK が KYE ま に ESPNEECEEESEEPEKEEESRSEREEEEREEEREEHEEEEEEEEEEEESEECENPEEEEEEECEEEEEENEEEEEEKEKEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEPSEECEPSEREEPEKSERSSRNEEERKEER2 
トキ ネト ネト ト キャ キャス イキ ャ ネイ キャバ ネネ ミス ささ スネ ャ ネネ ネト ささ 


まる る を る る る も る や る る で そる る や さも も も る も も も さ も も も な も る る を を で も ももこ を る る も る さる な る で な も で る な る る な な る も で も も る こも くる 


ツノ コウ モリ が バイ ラス 化し た も の 。 鋭い 角 は 外敵 を 攻撃 する た め の も の で 、 
花 の 蜜 や 虫 な ど を 主食 と する 。 これ ら が 少な い 地 域 で は 、 動物 の 体液 を 吸う 
個体 も 確認 され て いる 。 この 場合 、 生き た まま の 獲物 に 近づか な けれ ば な ら 
な い リ スク を 減ら す た め に 大 群 で 襲い か か る 。 


メド < トペ ネネ ド トド ドド トペ ネネ ネネ テ ペペ ネネ ミネ ュ ペ ミュ ネネ ャ ャ ネタ ャ ャ se 
で ミア エ ミネ メメ ネ エメ ミミ メス た ミエ メメ ミ ネタ ネネ スネ ベネ な ミミ メス ミミ ネネ ミネ ささ べべ さん くも シス くべ ミミ メ エ ミネ スエ ミネ エエ エメ よ エ ネエ エ メメ エメ ミエ メ エエ エエ よ ミ メ ミ メ で ネネ で な ささ よき スネ スミ ミス シミ ミネ ミ ささ ぶさ で ネズ ミス ネズ テス エミ エス 2 


ミド リバ チ が バイ ラス 化し た も の 。 ドリ ル 状 の 手 で 樹木 や 岩 壁 に 巣 を 作り 、 飛 
び 道 具 に も な る お 尻 の 針 は 小動物 の 捕獲 に 用 いる 。 


エク スガ ス 王 の 計 兵 士 


際 2000 ロ フス し こい の 央 人 の 引い オハ の フー0P 
_ 攻撃 する 。 体 の 大 き さ や 形 を 自在 に 変え られ る が 、 一 個体 の 質量 は 一定 で あ 
り 、 周 半 の ガス の 密度 に よっ て その 質量 は 変化 する 。 | 


コン の oo ンー 
但し た も の 。 その 急速 か っ 強 力 な 進化 過程 ゆえ 、 生 物 学者 の みな ら ず 導 条 了 
究 者 の あい だ で も 注目 を 集め て いる 。 


"アク ラナ ッ ツ ォ ” と 同じ く ハ リネ ズミ が バイ ラス 化し た も の だ が 、 同種 の 生き 物 

_ で も る 掴 土山 で 誕生 し た バイ ラス と は 、 生物 的 な 能力 に 大 き な 格 差 が 生じ る 。 

_ 高山 に 囲ま れ て いる スー ルズ 地方 は 、 ラ ドラ ス 王 が 放っ た フォ ルス の 影響 が 比 
較 和 的 小さ か っ た と 思わ れる 。 


王 の 直 半 術士 
よ の 誠 天 士 


非 公式 の 偵察 や 潜入 の 任 
務 を 行う た め 、 軽 装 か つ 
の 盾 に 所 展 す る ヒュ ー マ の 半生 国 の 警護 を 担当 する | ほか 、 私 服 に 近い デザ イン 。 


すま 4 で 間 飲 の 倶 二 1 了 動 な ども 行う 。 


スス スス スス スス スス スル スペ ミ ス キス ネル ベス ベネ メト ス ホス ぶ ぶ ふさ ミ ペ メス ベス ネス ネス ネタ % え KNXX ス XS べ よ ベベ ミミ エス ネス スス ミズ エミ ズミ ミネ ぶ よ と スエ ネト ズ て ミサ マエ ャ マズ ャ キメ アヤ ャ マ ャ で ヤ サ そ も: で で で で で で も て も で シャ で で サ で ササ や と ササ の ぎの 


0 ター サー ビーツ ツ eo か パオ ベ メメ を な さ メ スス ペペ ミミ スネ ミミ ネス ミス ベネ ズミ ※ ス ささ タメ トペ ミミ ネバ 


olio し も すす も ルト する すす すい むれ に に たい Pe た なれ すたれ も も も まりも も もり まとも た も とも 


信光 な ぶる な ぶ ぶ と ぶ ス ぶ ぶな くる ベス スペ メ スス ス XX ネタ スネ ペペ XXX ベ X ミ メメ ミネ マメ メス ミネ ネス マ ネネ ネネ ミミ さぶ ミス くそ て タス と と くそ て くく: と て て です マタ る を キャ すそ を す や サ と を です むせ で も も を サジ と を 


の 盾 に 所 属す る ヒュ ー マ の 兵士 。 正規 軍 と は 任務 の 性 質 が 異な る た め 、 戦 
_ 闘 用 より る 機敏 性 を 重視 し て 軽装 と な っ て いる 。 


MONSTER DICTIONARY 


カー スコ ッ ト … ガレ プティ ッ ク 


SO 重 鉱物 か ら な る 黒 砂 が バイ ラス 化し た も の 。 出 の 術 で 寺 員 抽 「 
行者 に 朋 い か か る 。 黒 砂 は 暗黒 の 力 が 宿り や すい と され る 。 


2 で で で 3 す で で で で で で で で ミ マ ママ で で スイ で ママ そる か oo 
も も を も る を 本 を を きた を を を を を もせ を を 


シシ エア ャ テト ャ ルッ ャ テテ ャ テテ ャ ドア ネル ャ テテ と テル ャ テテ ッ テ ャ ャ ャ ャ テッ ティ 


を すす きす す で すす で で さや で さや で で で すさ で すさ ささ ささ ミミ ミル さこ ささ ささ ささ ミミ る て ミ ささ さま ささ ささ ささ まま ささ まき ささ きる さえ まき きる あ さる る きも もい いい 


アカ カブ トム シ が バイ ラス 化し た も の 。 外 届 と 半 過 する と 、 飛行 中 に 久 降 下 し 
て 鋭い 角 で 攻撃 する 。 通常 の カプ トム ン と 同じ く 、 飛ぶ と き は 忠 い 前 次 を 持ち 
ト 上 げ て 、3 つ に 連 ま れ て いた 後 翔 を 動か す が 、 飛ぶ こと 自体 は 得意 で は な く 、 
飛行 と いう より ジャ ンプ の 動作 に 近い 。 


カル リッ クス 

喉 の 奥 に ある 油 袋 は 炎 の 
噴射 に 使う だ け で な く 、 越 
冬 の た め の エ ネル ギー 貯 
蔵 庫 と し て も 機能 。 


2 


2 っ 


さま ざま な 上 中 の 幼虫 が 集合 し て パイ ラス 化し た も の 。 プルー ォ ン フリ オン キ 
“ラム エン プリ オン "を 無尽 蔵 に 生み 出す こと が で きる 。 


人 2232RSSSEASS32S25SRSE2320083828S223823 の AR2022020822002028202008823828 が 23203 オミ る スネ スス スミ る スス 2 タス な 
SS の SS びす すす ず で で で そ で すす す で す すてき で で で で で で で も で くる で で いで くさ で で も で すく で も て きす て て AO 
の の や ので で や や や ササ サザ せ す サ す せ で ササ サイ すす すす ミナ オ サ さ アキ オメ て と よ ミ ミミ そよ そそ と スス スス たい なの な いな なさ さか る と もみ か なれ れれ な た 0 


で すす ので で すす や すそ を で で てすと と (と と とせ と と スミ ミエ ミミ ミス エス スス エミ ネス ミオ スエ ミト スス スス ESLKSLLSR2RSR ス RACLLSLMSELSMLSMLLM22L442ccuuiuii し 2 し 00002 


登山 洞 で 亡くな っ た ヒト の ガイ コツ が バイ ラス 化し た も の 。 8 も ルン リト リー 
ク で 蹴り を くり 出す 。 同じ く 登 山 洞 に 出現 する "ラン カー カス "は 、 亡くな っ て 間 
も な い ヒ ト の 死 体 が バイ ラス 化し た も の 。 


ハゲ コン ドル が バイ ラス 化し た も の 。 喉 の 奥 に は 油 僅 が あり 、 クチ バシ を 火打 
ち 石 の よう に 使っ て 引火 し 、 笑 を 噴射 し て 外敵 を 攻撃 する 。 捕獲 し た 小動物 
を 突 で 焼い て か ら 食 べ る 性 質 が あり 、 バビ ログ ラー ド 周 辺 で 起こ る 森林 火炎 ーー 
の 大 抵 の 原因 は カル リッ クス で ある 。 ー 


0020222222 が 4222002232220224060329238202424322320832222623222222632 計 2 3 オス ボタ スス ネオ 2022000328 ホ 52 
CK いす で すす す で す で で で すさ で で てく で や さく で さく くべ うく く きる ささ ミタ 
の の 0 ジー タン の の げに レレレ 0 ロカ mn シー なく メジ な な スズ な ぶな 


よー テテ ネ テテ ャ アキ ャ テッ ャ ャ テッ テテ アッ ョ ネッ テテ テテ テテ ッッ キテ タ ャ ルネ ャ テテ テテ アテ と を エネ た ャ ネ さ アテ ャ セ を と よ ャ を また ア テテ テテ キャ チ か で た ャ ネネ テト アポ ャ アテ アテ テア テキ チッ ネイ ッッ エエ ャ テア テバ ャ イア キテ バテ ャ テ ャ キア か キザ イッ ャ ボテ テテ アテ アテ テキ ナナ ャ アテ テテ テテ テオ ナッ ボボ テテ よ メ ティ ペナ: 


食 虫 植物 ウン ボカ ズラ が バイ ラス 化し た も の 。 仰い 動き で 旬 物 を 滑 販 させ 、 ュー 
の 中 か ら 突 然 手 の よ うな 触手 を 出し て 捕獲 する 。 


、 言う こと 、 晶 指す こと は カッ コイ イ の だ が 、 い か ん せん 剣 の 実力 が 追い つい て 
。 いな いよ うだ 。 た び た び 変わ る チー 名 は 彼 が 考え て いる が 、 精選 は 当初 
、 2 還っ て ひい sa しい 


-_ な < 動き が 非常 に す 加 く 、 ナウ バリ へ の 侵入 者 に 
ーー の (00 


Y の 開 と 静寂 を 好み 、 光 に 月 い 。 


IT 


が イラ ス 化し 、 シャ ー ー ベ ッ ト 汰 に な っ が こも の 。 た だ け で 東 っ て し まう 内 


0 ーー ドル ンズ 、 ユシア と と も に 王 の 盾 に DA CO 。 ・「 


ee ち ラス の よう な 人 を 月 し 、 委 | | 


| グー アク ティ 、 
0 あの MkS2mym | 
は 地面 で も 空中 で も 描け 。 - 

- る 。 待機 し て いる 藤 手 は こく 。 

0 次 の 旨 順 に 備え る 。 、 


体 と 陣 術 は 會 威 だ が 、 条 撃 以外 の 攻撃 力 は ほぼ 秋 無 。 入庫 の 中 に ク カ ズー ャ ー コイ ィ イ 
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グラ ン バ パス ク 一 グレ イフ ァ ー 


大 樹 が バイ ラス 化し 、 迷い の 森 の 生態 系 の 頂点 に 君 臣 し て いる 。 1 で の 自 伯 に 
似合わ ず 空 高 く ジ ャ ンプ し て 大 地 を 震わせ 、 強力 な 導 術 を 操っ て ナ ワ パリ に 


侵入 する も の を 一 掃 す る 。 火 に だ け は 弱い た め 、 通行 者 は 野宿 の 際 に は 決し 。 


て 尊 き 火 を 絶 や し て は な ら な い 。 


や や や すす やす すさ ママ ママ よく くさ ささ て ア エス メス スス エエ きく さ うさ スス スス ここ ペ たと もたもた た も よく な る える えれ か ん 20 人 00030005 人 0000 
か テ ジ テンテン シス メス スス スス ンス ステ スス スズ ココ スス スス スス スス スス 2 の ko 


SEE テマ ギャ ヤヤ で も さ や で そそ で で で そそ る で で ミミ で こす で で すす す で すぐ く で て で マイ で で (で て SiSoAtAoetoooi2 和 oto2oioo 


開 の 世界 に の み 存 在 す る エネ ルギー er 物理 的 
な 攻撃 力 を 有 し て お ら ず 、 術 撃 に 特 化し て 外敵 を 攻撃 する 。 


クレ イク トッ ト 
毛 友 は コー ト な ど に 加工 さ 
れる 。 育っ た 環境 や 健康 
状態 に よっ て 毛並み の 美 
し さ に も 差 が 出る 。 


2 っ 


ミド リフ クロ ウ が バイ ラス 化し た も の 。 羽 を 手裏剣 の よう ! に 飛ば し て 外洋 を 攻撃 
する 。 その 鯉 や か な 緑色 の 羽 は 、 帽子 や 衣服 に つけ る アク セ サ リ ー と し て 若 で 
人 気 だ が 、 気性 が 荒い の で 捕獲 に は 危険 が 伴う 。 


octdooioooioAo 人 Agi 
8 さも 沈め: を 


同和 す す す サ ス ス フ イ で オロ ズバ と ルイ スス (ミス スエ スス ULAALLLLLALLLLAASAALLLLLLLCLMLLULtL2242 し 2 しれ 02 人 00402 人 20000 


ムラ サキ オオ トカ ゲ が バイ ラス 化し た も の 。 暗闇 を 好み 、 旧 は ほとん ど 見 えな 
い が 、 優れ た 聴覚 と 吊 覚 で 獲物 を 見 つけ て 襲い か か る 。 


キツ ネ が バイ ラス 化し た も の 。 オノ の よう に 鋭く 大 き な 尾 を 持ち 、 体 を 丸め て 高 
速 で 回 転 し て 獲物 を 追い か ける 。 回 転 時 に 触れ る と ヒト の 体 を も 両断 する 芯 
ろ し い 森 の ハン ター だ 。 黄金 色 に 輝く 毛皮 は 高級 晶 と され る が 、 クレ イグ トッ ド 
の 捕獲 は つね に 危険 と 隣り 合わ せ 。 


関す やずや や そそ やせ そ きす すそ す て で すさ て エサ エチ マ さそ そく すく て さて と さて くく えて えさ ええ すさ た さえ ささ ええ る えん くるる えも る も さく OK いよ く か さかさ る えみ かる か か な か みう スス か みか か スス か 2 か 2 人 dk 
2 ササ サス アシ バナン スイ バス スズ スズメ ズ ズン スス メス テス ズ ス テス ステ スズ スス ステ タス スズ テス ズ ス タス 20 みる た る る る るる 2 スタ オタ 
SO が CKCRRGGR が RY パパ むさ で で で で すく hheo 


常人 全 人 


シロ イタ チ が バイ ラス 化し た も の 。 バ イラ ス 化 する と 大 抵 の 動物 は 体 が 大 きく な 
る が 、 グ レイ ファ ー は その 格差 が 激しい 。 巨大 な 腕 か らく り 出 され る バン プチ は 
た だ で さえ 強烈 だ が 、 笑 る と 速度 まで 倍 に な る 。 


、、。 レツ クツ 一 匹 の オス が 地 中 深 くに 作っ た 東 で 
ハー レム を 形成 し 、 大 勢 の メス が 地上 に 出 て 食料 を 捜し 回 る と いう 、 一 般 的 な 
アリ と は 逆 の オス 主導 の 社会 性 を 持つ 。 外 敵 に 章 遇 する と 卵 を 発射 し て 攻撃 
する が 、 無精 卵 な の で 隊 化 する こと は な い 。 


プル ー ロ プス ター が バイ ラス 化し た も の 。 ヒト を 簡単 に 吹っ飛ば せる ほど の 勢 
いで 水泡 を 吹き 、 小 魚 な ど を 気絶 させ て か ら 捕 食す る 。 


光 船 の 網 に 引っ か か っ た 
クロ ウマ ー が 怒っ て 泥 師 
を 水泡 で 吹っ飛ば すこ と 
が し ば し ば ある 。 


ーー 泥 の フォ ルス の 能 
力 者 。 能 力 者 の 力量 に よっ て コピ ー で きる 能力 の 種類 や 精度 は 異な る 。 攻撃 
力 や 防御 カ は 比較 的 コピ ー し や すく 、 体力 や 導 術 は コピ ー が 難し いと され る 
が 、 ク ロー ネル ほど の 吾 練 者 に な る と 、 相手 の 潜在 能力 まで 見 抜き 、 相手 の 実 
力 以 上 の 能力 を 泥 人 形 に 付与 で きる 。 


ヒマ ワリ が バイ ラス 化し た も の 。 フォ ルス の 影響 力 の 違い の た めか 、 スー ルズ 周 
に 生息 する 同種 の "パシ ィ フ ラ ワ ー" より も 力 が 強い 。 


ワニ ガメ が バイ ラス 化し た も の 。 通常 の ワニ ガメ は 、 ミ ミズ の よう な 苦 を 動か し 
- て 魚 を ど を 誘い こん で 捕食 する が 、 NO に な る 。 
ー Se し て 小動物 を 仕 廊 め る 。 


グレ ッ グ アン ト 一 ゲー トル 
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ゲオ ルギア ス (完全 体 ) 


ー サル ティ ベン ギン 


太 聖 獣 の 力 を 授かっ た 者 た ちの 手 で 時 っ た ゲオ ル ギア ス 。 その 強 き ! は アガ ー 
テ の 月 の フォ ルス で 復活 し た と き と は 比べ 物 に な ら な い 。 


コ ジラ 太 画 100000 杜 6400 還 0 で か で を ミヤ さと 
SS や 3 る お きき な や そ サザ やや マイ て ギャ アヤ ヤ ア ミセ イイ ヤマ イミ イイ エマ アティ イナバ メ イマ ミズ て ここ たと とら を 22 た 


ビニ に と に に に し たく こと に は は hahaoC4D2R3o3GR3624230S6SS2 


聖 獣 王 た る ゲオ ルギア ス は 、 か つて が : hm 

す 決断 を し た 。 正確 に は 、 ヒ ュー マ を 滅ぼす こと で 、 ヒト 同士 の 争い を 止め 、 
憎しみ や 始 み とい っ た 負 の 心 が 生 じ る こと を 押え る こと が 目的 た っ た 。 ヒト の 
貨 の 心 が 生 み 出 す 破 滅 の 獣 “" ユ リス” を 自ら の 身 の 内 に 縛 め て きた 聖 獣 王 に 
と っ て 、 ふた つの 種族 の 真 の 平和 共存 が 実現 し な い 以 上 、 そ の どちら か を 減 
ぼ す し か な か っ た の だ 。 


ダチ ョ ウ が バイ ラス 化し た も の 。 自分 に 俺 害 を くわ える も の に 向かっ て 猛 スピ ー 
ド で ダッ シュ し 、 ク チバ シ で 攻撃 する と すぐ に 逃げ 出す 。 その 驚異 的 な ダッ シ 
ュ の 速 さ は 、 要 が 退化 し て 飛べ な い 弱 点 を 補っ て 余り ある 。 も と も と 鳥類 の 中 
で いち ば ん 体 が 大 きい ダチ ョ ウゥ は 、 バイ ラス 化し て も その 大 き さ に 劇 的 な 変化 
は 見 られ な い 。 


HORP む 3RHRR3RH が や サポ か する で ササ サイ ササ サイ ボイド アイ イス (と すし た と し に Li ル と すい くれ れれ か と 2aezaiokiziar れ di な 82238 
83 で も ヤキ で やや や くささ くさ こさ こつ は こい つも に ocnkokoiokaiouvoohabtdehimyeo0o0o 人 dsa 
半生 2 か ササ お サポ の お サ おお りお か が 29 お の び や サザ ジジ のせ や シ ツ ミ で ヤツ パ で ヤメ メ で シマ た て シ ル ペ ミル た と とく な ネ ホ ま た れる 入る 22 人 2 人 2222022030382SS8R8 


半生 RSRR イ イ キ イサ エン エス イエ (フエ ピコ エピ コス エコ は ロロ ココロ エス も と に も も も も も も も 1 


カイ ザー ペン ギン が バイ ラス 化し た も の 。 歩く の が 非常 に 遅い た め め 、 水 や 雪 の 
ト [で は ね お も に スラ イデ ィング で 移動 する 。 性格 は お と な し い が 、 イリ 
と 目 に も 止まら ぬ ク チバ シ の 猛攻 を くり 出す 。 


通常 の ペン ギン と 違っ て 
流線型 の 体つき で は な い 
た め 泳 ぐ の は 苦手 。 胸 部 
の 筋肉 が 異常 に 進化 し て 
いる 理由 も 不明 で ある 。 


34500 BE 圏 2786 回 3200 


リッ 6 レー ラク ミ : 16 ーー シー こぐ ーー ーー 、 。 


ERR 


干 の 盾 の 四 星 の ひと り で 、 履 の フォ ルス の 能力 者 。 他 人 の 不幸 を 見 て 笑う ふ 
ざけ た 態度 な が ら 、 叫 の 強 さ と 権力 に まかせ て 任務 を 冷徹 か つ 残 忍 に 遂行 
する 、 歪ん だ 性 格 の 持ち 主 。 ラ ドラ ス の 落日 以前 か ら フ ォ ル ス 能 力 者 だ っ た サ 

レ は 、 英 に な る まえ に 危険 な 能力 者 を 味方 に 引き 入れ て 管理 する 、 下 の 后 の 
異 の 日 的 の も っ と る 頭 著 な 例 と いえ る 。 


水 の 力 を 司る 聖 獣 。 実 齢 は 不明 だ が 、 聖 鹸 らし か ら ぬ 可愛 らし い 外 見 と 少年 
の よう な 心 を 持ち 、 ヒト と の 交流 を 好む 。 大 空 を 舞う シャ オル ー ン らし く 、 聖 憶 
の な か で は 割 と 高い 位置 に ある 蒼 の 聖典 に 棲む 。 


ヤシ ーー wl 聖 獣 下 ゲオ ルギア ス を 復 
活 さ せ 、 ガ ジュ マ だ けが 暮らす 理想 の 世界 を 望ん だ が 、 聖 獣 王 の 、 ひい て は 
ユリ ス ” の 降 喝 が も た ら す も の は 、 世界 の 破 減 だ な け だ っ た 。 心 の 中 に 秘め て 
いた カン ジュマ モモ 上 キモ 義 の 思い を ユリ ス に つけ こま れ 、 操 られ た 彼女 も また 、 既 
れ な 披 害 者 だ た っ た の か も し れ な い 。 

カレ ギア 王家 が 代々 受け 

継ぐ "月 の フォ ルス "を 有 


する ジル バ は 、 王 家 の 遠 
緑 に あたる 。 


RS 童話 に 登場 する 青い 伺 は 幸せ を も た ら す と 
され る が 、 ジ ル ヒ ル は 大 和 群 で ヒト に 襲い か か る 危険 な 烏 だ 。 


SEESERS 


Co かさ ネ スミ か する か る と ミス も た くん メス メス た ミミ タネ スス て トミ よ タツ で を を か な で と も パ だ ど GH8H22H 
か タタ スタ ぶ な ※ ペ ミタ スミ さぶ る で で XSSY く メメ ペ な で ささ メド マドン で ジジ パサ 


作る な メス ミタ ベム ス ネネ ミ スネ ペペ ミネ スペ マミ な ぶ Y ペ な ペタ で させ YK の 


EE 


ー ク モ と シャ レコ ウ ベ が 可 合 し て パイ ラス 化し た も の 。 バ イラ ス 化 の も と と な っ た 
要素 は フィ ズ ケ イノ と ほぼ 同じ だ が 、 地域 ご と に フォ ルス の 影響 力 が 異な り 、 バ 
OO 
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スー スー 一 ステ ィ ア ー フ ァ ル ク 


ヒル が バイ ラス 化し た も の 。 通常 の ヒル は 、 吸血 を する と き ( に 口 か ら 麻 本 の よ 
うな 物質 を 注入 する た め 獲 物 は 気づか な い 。 パ バイ ラス 化し て 体 が 大 きく な っ 
た スー チー は 、 コッソリ と 吸血 で き な く な っ た か わり に 、 同一 対象 に 大 群 で 
いか か る 危険 な 習性 を も つ 。 


RY ジー 前 足 が ド リル 状 に 進化 し た か わり に 、 
後ろ 足 は 退化 。 休憩 時 に は お 尻 の 針 を 木 や 壁 に 突き 刺す 。 


暗 間 の 何者 か と が イコ ツ が 陳 合 し た も の 。 空間 移動 の 特殊 能力 で 相手 を 翻 寺 
し な が ら 、 鋭い 爪 で 徐々 に 体力 を 削っ て いく 陰険 な 性 質 を 持つ 。 


樹木 の 根 が バイ ラス 化し 、 火 属 性 と 地 属性 の 強力 な 導 術 を 操る よう に な っ た 
も の 。 ス コア ー ブ の 根 を 煎じ て 飲む と 、 術 力 が 格段 に 増す 効果 が ある と され 、 
導 術士 た ちの あい だ で 高値 で 取り 引き され て いる 。 


< ジン ン リュ スク "の 上 うな 大 樹 の バイ ラス が 年 齢 を 重ね た も の 。 伸縮 自在 の ツタ 
を 振り 回 し 、 林 や 地 の 導 術 まで 操 る 。 火 に 岬 いと いう 負 点 は 変わ ら ず 、 分 
の 抜け た 枯れ 木 の ご と く 非 常に 0 


岩石 の 塊 が バイ ラス 化し た も の 。 能力 者 が "デュ ロッ ク "を 改良 し た と いう 説 も 
ある が 、 庄 り 。 大 が か りな 建築 現場 で 活躍 する と 便利 か る し れ な い 。 


西 を 装備 し た カレ ギア 干 国軍 の ヒュ ー マ 兵 。 ガ ジュ マ の "ラン スソ ル ジャー "と 
同じ 階級 。 戦場 で は 導 術 も 駆使 し て 前 衛 の ガ ジ ュ マ 兵 を 援護 する 。 な お 、 カ 
レギ ア 土 国軍 に お いて 比較 的 少数 で ある ヒュ ー マ 兵 は お も に 城内 の 警備 を 担 


槍 を 装備 し た カレ ギア 王国 軍 の ヒュ ー マ 上 級 兵 。 ガ ジュ マ の “ラン スナ イト "と 
同じ 階級 。 カ レギ ア 圭 国軍 で 随 一 の 攻撃 力 を 診 


アリ が バイ ラス 化し た も の 。 グレ ッ グ アン ト と 異な り 、 発 射す る 卵 に は 毒 が ある 。 
攻撃 し た あと は すぐ に 逃げ る 慎重 な 性 格 の バイ ラス だ 。 


オッ ト セ イ が バイ ラス 化し た も の 。 オ ッ ト セ イ は アシ カ 科 に 属し 、 ア ザラ シン や セイ 
ウチ と と も に 鱗 脚 類 に 属す る 。 中 で も 両足 で 体 を 支え る オッ ト セ イ は 地上 を 歩 
く の が 最も 得意 。 ス ワッ プリ オ も 雪 や 氷 の 上 を スラ イデ ィング や ジャ ンプ を 駆使 
し て 回 用 に 移動 する 。 


2 あな シシ 3 スカ か と を と を で ぶな シ と スイ さる えん どど を スミ タテ と な で と ええ シン と チン ン デ シバ ル と タタ シス メア と シタ シシ ンチ と ジン と 2 ツイ サンテ デ シン ナッツ イダ る パイ ギ ササ おのおの 


13 すす も で て も て る くく くく まで くも くく て てく で ママ で ラ ヤセ サザ も REO の SC 


その 名 の と お り 、 も と も と は カレ ギア じゅ う の 海 を 暴れ 回 っ て いた 海賊 
の 一 味 。 ア ガー テ 女 主 の お 披露 目 の 儀式 を 控え 、 バ ルカ 大 陸 周 辺 を 運航 
する すべ て の 船舶 の 航行 が 禁止 され て 以降 、 生 計 が 成り 立た な く な っ た 
海賊 た ち は 活 動 の 場 を 港町 へ と 移し た 。 海賊 が 違法 に 手配 し た 船舶 に 旅 
人 を 誘い こみ 、 金 品 を 奪う ケー ス が 各地 で 多発 し て いる 。 


エキ エエ ヤ エ ヤ XYX 々 ヤ XY キ 7Y ヤ や 7T す 7 や サ すす ヨ サキ 9 す や や ゃ zY〉 ヤ キネ キネ ホ †† す 「 す イ 人 ~] す Q、) ボボ パ ペ | ペ | | | こう 


ステ ルコ ー ブ 一 セイ ル シ ー フ 


ステ ルフ コー プ ブ 

ヒト に は 到底 真似 で き な 
いそ の 怪力 は 建設 業 に 欠 
か せな い 。 バ パイ ラス を 操 
れる 牙 の フォ ルス の 能力 
者 が 現場 指揮 を 執る ? 


スワ ッ プ リオ 

鱗 脚 類 の うち 、 腹 を ひき 
ずら ず に 歩く の は オッ ト セ 
イ だ け 。 


MONSTER DICTIONARY 


22/ 


222 


セン ルコ マー 一 ダー ダー 


閣 の 療 気 が 集合 し 、 バ イラ ス 化 し た も の 。 里 い 煙 を 吐い て 攻撃 する 。 


剣 を 装備 し た カレ ギア 王国 軍 の ヒュ ー マ 兵 。 ガ ジュ マ の “ プ レイ ド 、 ソル ジャ ー” 
と 同じ 階級 。 年 に 一 度 の 選抜 試験 に 合格 する か 、 国王 か ら 特 別に 功績 を 認 
め ら れ た ソル ジャ ー が ナイ ト へ と 昇格 で きる 。 ミル ハウ スト も 当初 は ソー ド ソ ル 
ジャ ー と し て 入隊 し 、 その 類 ま れ な 実力 を 認め られ て 異例 の スピ ー ド で ナイ ト 
の 称号 を 授かっ た 。 


剣 を 装備 し た カレ ギア 王国 軍 の ヒュ ー マ 上 級 兵 。 ガ ジュ マ の “プレイ ドナ イト "と 
同じ 階級 。 接近 戦 で は 多彩 な 剣 技 を 披露 し 、 遠 距 離 の 相手 も ボウ ガン で 正確 
に 射止め る 。 戦況 に 応じ て 前 衛 で も 後衛 で も 戦え る オー ル マ ィ ティ な 実力 と 、 
高度 な 判断 力 が 要求 きれ る 要職 た 。 


ヒュ ー マ 兵 は ナイ ト と も な 
る と ガー ド や 連続 攻撃 が 
手 強 く な る が 、 ガ ジュ マ 兵 
は あく まで も 攻撃 を 重視 す 
類 る 前 衛 タイ ブ だ 。 

に 


砂漠 に 生息 する ダチ ョ ウ が バイ ラス 化し た も の 。 体 が 大 きく 、 走る の も 加 い 。 
性 格 は どう 和 猛 だ 。 捕獲 の 際 は ヒッ ト & ア ウェ イ の 行動 パタ ー ン を 逆手 に 取り 、 
狭い 場所 に 誘導 し て 追い 詰め る 、 


2 


クロ クリ オ ネ キ ノコ が バイ ラス 化し た も の 。 動く も の を 見 つけ る と 胞子 を まき 散 
らし 、 胞子 は 寄生 主 の 体内 で 成体 に な る まで 潜伏 する 。 


宝箱 に 潜ん で いた 動物 が バイ ラス 化し 、 宝箱 と 融合 し た も の 。 自力 で は 動け 
な いた め 、 一 撃 必 殺 の 攻撃 力 と 導 術 で 獲物 を 確実 に 仕留め る 。 


めった に 訪れ な い 獲 物 を 
確実 に 仕留め る 驚異 的 な 
攻撃 力 を も つが 、 意外 と 
少食 。 ウサ ギ の 1 匹 で も 食 
べ れ ば 数 ヵ月 は 平気 。 


岩石 の 塊 が バイ ラス 化し た も の 。 アル ヴァン 山脈 で は 定期 的 に カレ ギア 王国 軍 
の 強化 合宿 が 行わ れ 、 デ ュ ロ ッ ク は 格好 の 訓練 相手 に な る 。 


古代 魚の 化石 が バイ ラス 化し た も の 。 パワ フル そう な 外見 に 似合わ ず 攻撃 よ 
り も 陣 術 を 得意 と し 、 色 る と 黒色 の 煙 を 吐き 出し て 攻撃 する 。 


品 グ レー ニブ グ S:SZ、 レジ スト エ ZS7DE:15% 0 ーー の シシー 


暗 間 の 何者 か と ガイ コッ が 融合 し た も の 。 外見 は "スケ リッ チ " と 酷似 し て いる 
が 、 最終 奥義 級 の 導 術 を も 操る 不死 系 最強 の バイ ラス だ 。 


タフ ファ ン ガ ーー デリ スト 
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暗黒 の 力 が 意識 を 持っ た も の 。 闇 の 導 術 "ソウ ルプ レイ "や 、 相手 の 体力 を 鶴 
う 陣 術 “ドレ イン サー クル “な ど 、 珍 しい 術 を 多用 する 。 


ゲオ スギ アス の 思念 に よっ て 世界 の 治安 が 悪化 し て 以降 、 と くに 富裕 層 の 多 
い キ ョ グエン で は 私 設 の 警備 兵 を 雇う 世帯 が 増え た が 、 盗賊 も オー クシ ョ ン の 
客 を 装っ て 侵入 する な ど 、 手口 が 巧妙 化し て いる 。 


Me 磯 の フォ ルス の 能力 者 。 も と も と ガ ジ ュ マ 至 上 主義 
者 だ っ た トー マ に は 、 聖 獣 王 の 思念 の 影響 は ほとん ど 現 れ な か っ た 。 ジル バ パ 
の 密命 を 受け 、 NPG IM する た め に 教育 係 を 担当 
し て いる ほか 、 忠誠 心 の な い サ レ を 監視 する た め 、 渋々 な が ら 彼 の 補佐 を 行 
っ て いる 。 サレ の 典 の フォ ルス と 、 ト ー マ の 磁 の フォ ルス が 合わ さる と 特殊 な 磁 
気 典 が 発生 し 、 そ の シナ ジー で 絶大 な 破壊 力 を 生む 。 


土 の フ ォ ル ス の 能力 者 。 戦う 相手 の 能力 で は な く 、 王 の 盾 の 上 官 の 能力 を 泥 
人 形 に コピ ー し て お り 、 や や 実戦 経験 不足 か 。 登 山 洞 で 任務 に 失敗 し 死 記し 
た と され て いる が 、 キ ョ グエン 地方 で 目 骨 情 報 が ある 。 


ーー ボン ーー シラー ニー の レー の 0 > か ゃ を ささ ささ ささ で かさ で ささ 


srvxxxxvrrrtktxxrttrtssttsrttsttstrtstrtrttktskknrrsesstwrxsrexstsrssssntwsswessssrtensnsastetssrstsrsrrtttrrtrrrrrrxtrrvwrtyrrttrretksst 


暗 聞 を 好む ダー クコ ブラ が バイ ラス 化し た も の 。 届 や 獲物 を 攻撃 し た あと は す 
ぐに 防御 の 体勢 を と る ほか 、 中 央 の 頭 が 獲物 を 捕食 し て いる あい だ 、 左右 の 
2 つの 頭 は つね に 周囲 を 警戒 する な ど 、 性 格 は 非常 に 慎重 。 光 に 弱い た め 、 
撃退 する に は 光 属 性 の 攻撃 が 効果 的 。 
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シル バー イタ チ が バイ ラス 化し た も の 。 雑食 性 だ が 性 格 は 好戦 的 。 異 常に 発 
達し た 両 腕 で 、 獲物 は お ろか グレ イフ ァ ー な どの バイ ラス を も 柚 う 。 


5 92279.1226 RA 3 つの 頭 は それ ぞ れ 固 有 の 意思 を 持っ て 
9 生 列 が 可能 iP 2 、 獲物 を 暗 ら せる た め に 使用 する 。 娠 の 
砂漠 に 生息 し 、 ne お の ー 


未知 の 植物 が バイ ラス 化し た も の 。“ ゲ イル スマ ッシュ ” や “フィ アフ ルス トー ム “ 
な ど 、 奥義 級 の あり と あら ゆる 風 の 導 術 を 操る 。 


アカ ハリ ネズ ミ が バイ ラス 化し た も の 。 外敵 に 唱 遇 する と 背中 の 針 を 飛ば し て 
威 中 し 、 そ れ で も 退散 し な い 相手 に は 体 を 丸め て 突進 する 。 


漆黒 トリ オ の メン パー。 巨体 の わり に は 力 は 騰 い 。 愛用 の オノ も 普段 は 樹林 の 
伐 杯 に 使い 、 メンバー 内 で は 料理 担当 らし い 。 ちな み に ギ ン ナ ル は 狩猟 を 、 
ユシア は 洗い 物 と お 財布 管理 を 担当 し て いる と か 。 


ヒト の 負 の 部 分 が バイ ラス 化し た も の 。 な ぜ か 悪人 を 襲う こと は な い 。 


ドラ ステ ィ ル 一 ニ グ シェ イド 


トリ ネー ク 
3 つの 頭 が 同時 に 獲物 を 
飲み 込む こと は な い が 、 胃 


へ の 入り 口 に は 食道 の 詰 


まり を 防ぐ 弁 が ある 。 
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ネー トス コル ブ ノ ク ト ファ ルク 


サソリ が バイ ラス 化し た も の 。 怒る と シッ ポ を 立て て 威 忠 す る が 、 横 方 向 か ら 
攻撃 すれ ば 安全 。 通常 の サソリ を 払い の ける 方 法 と 同じ だ 。 


サソリ は 尻尾 を 横 に 向け 
る こと が で き な い た め 、 正 
面 に 立た な けれ ば 針 に や 
られ る 心配 は な い 。 


雪 の 結晶 が バイ ラス 化し た も の 。 普段 は 寺 の 中 に 溶け 込み 、 足元 か ら 突 然 現 
れ て 獲物 を 引き ずり こも うと する 。 


回 ネ レ グ の 培 園 5521 国 174 回 215 
ce 調 タ マ ゴ : 15%、 ライ フ パ ー ル : 9% 


ツノ コウ モリ が バイ ラス 化し た も の 。 獲物 めがけ て 弾丸 の よう に 大 群 で 飛び か 
か り 、 致命 傷 を 負わ せ て か ら 体 液 を 吸収 する 。 


と / 


2-2 


の ゃ その 美しい 毛色 と 滑ら か な 手触り か ら 、 毛 
皮 の 材料 と し て 用 いら れる 。 た だ し 、 非常 に 手強い バイ ラス の た め 、 潜 腕 の ハ 


ググ ラ の 河 下 り 便 が 開業 し 、 陸路 を 歩く 旅人 が 激減 し て か ら は 、 山賊 の も っ ぱ 


陣 ※ ア イ テ ム は な し 


ンタ ー か フォ ルス の 能力 者 で な いと 捕獲 が 困難 な うえ 、 加工 する まえ に 毛皮 の 
フォ ルス を 月 念 に 洗浄 する 必要 が ある 。 最高 級 晶 と され る ハー マッ ス の 毛皮 
は 、 女性 た ちの 永遠 の 憧れ の 的 だ 。 
" 毛むくじゃら の 動物 の バイ 
ラス と 思わ れ が ち だ が 、 す 
べ て の 毛 を むし る と 何 も 残 
ら な い 精 神体 だ 。 


トヨ ホウ ス 河 上 流 の 山 生地 常 を 拠点 と する 山賊 の 親玉 。 料理 に 毒 を 盛っ た り 
両手 の 武 半 に も 毒 を 塗っ た りす る な ど 、 毒 で 相手 を 弱 ら せる の が 常 奏 手段 。 


ら の 収入 源 は 備 兵 の 仕事 に な っ た た め 、 王 の 盾 に 金 で 雇 わ れ た 。 


を あす を を を を を と を を を とる な そる る を て るる な る 


ハウ ボー ン 


生き きす 宇和 や きき KN や SSRNSNNNRRSSSRSRNSSSSSAKSSSSSYSSSSSSSSSSSSSSSESESSS ま 
前 ーー ero っ 


タメ ナイ メメ バシ タイ サマ タナ シシ アオ ナマ アア ミタ オメ イダ ミンス ッ コマ オシ シメ ツル スズメ ャ テテ シス 2 さえ マズ ナマ イチ ミ メイ イッ ダテ ミス イナバ 3 サテ と アイチ サ ツ テ と マン アサ サイ サザ ツイ ジン ツ ザ ジジ や て ツ サ ずぶ で チタ サミ ダシ 


3 スス れれ るる て くさ ルネ る も れる まこと も 3 まる くる まく た も て も ん てる ん スミ ズ トス た ス セ ペ を アベ ルイ ンタ アセ ンマ ウツ ジル ザ サシ な で や サザ ジア で ササ 2 が SOO064R が 2 


NN EMI 錠 い 小 や 後ろ 足 で の 強力 な キッ ク 
を 駆使 し て 獲物 に い か か る 。 怒る と 失 の プレ ス ま で 吹く 。 


獣 王 山 付近 に 生息 し て いた オナ ガマ ント ヒヒ が 、 ユリ ス の 領域 か ら の 強い フォ 
ルス の 影響 を 受け て バイ ラス 化し た も の 。 な お 、 獣 王 山 周辺 の 森林 に 生息 U 
て いた テ ナ ガ ザル は “マー ロン エイ プ ” と いう 別種 の バイ ラス に な っ た が 、 そ の 

外見 は パウ ミー と 非常 に 随 似 し て いる 。 


603dododio 人 od れん か スル ん えも 爺さん ら スス スタ シタ メス シタ メメ ミタ ドッ マミ マツ シッ マタ イダ を タツ サッ イサ ツ で サパ で ダ や セ び ダ の や の の の OS220 の 2 か か 3 


軸 ハ ウラ ニブ 


ん か が セタ ルド ダス トペ タル さる ドミ ス スペ タス スス スス ベス ス スベ スス シス エネ ネス ネネ スエ メス ススメ スエ スエ ミミ スミ と セ タス よそ ベア ャ ャ ベ エ ミズ エン マエ で ドイ を イド ザン や イ シャ ンジ で サタ ザジ ジジ ザジ ンタ ダサ サ ダシ サ サジ 2 


画 サ イグ ロニー ー グ の 半 。 園 10 園 0 回 0 


ん か シル オバ オセ ジ ナク シナ オイ サオ シル アシ タマ オダ ダス シ メダ クキ % タ スケ ダス スネ る スズ メス そ ア ミズ ズ とみ と シ と スシ シ グン シア シル メメ シシ ツテ デシ シメ シン ダンテ シ ツイ シン サイ て ツィ シシ ジジ ジ ツア ンジ ジジ ジ ダマ ジジ ウジ ジジ むか ゆめ の おち 和 サ セ の の のち 5 の 2 


ラー プク レイ ドル が 生み 出す 昆虫 。 弱い 生命 力 だ が 大 群 で 敵 を う 。 


ハー マッ ス 一 ハウ ラー ブ 
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パシ ィ フ ラ ワ ー ー バル プ エ ッ ジ 


ヒマ ワリ が バイ ラス 化し た も の 。 つ ね に 太陽 の 光 を 浴び る よう に 移動 する 。 性 
格 は お と な し い が 、 外敵 に は 肥大 し た 腕 状 の 葉 で 攻撃 する 。 


と て と デ シャ シシ シシ と と と と と と と と と と と と と と と エチ ャ エエ て ャ イエ ャ エエ キャ と そ よ て て と ャ エ と と テ エミ エエ シ ャ エチ ネネ エ チミ て と たと えと な と と ええ と と そま と る を と も の いか や とも な か な ん な か 
で で やや で な る で で も で で で と で すもも で すそ も も る な なる も も する も で も も な で な る で も で で や な る る や も る ささ る ャ も で 


すす で で P ザ チャ サポ サチ で チチ ビジ ザ チャ マテ そ ャ イア ャ エア テ て て ア キャ と シシ た て と と と と と と と と と と スス スミ スエ スキ スミ ル まさ さま きか か トス ベル シシ ベス 


鎧 が バイ ラス 化し た も の 。 見た目 ほど 防御 力 は 高く な い が 、 驚異 的 な 攻撃 力 
を 誇 a "攻撃 は 最大 の 防 各 な り “ を 体現 し た よう な 性 質 だ 。 


カメ レオ ン が バイ ラス 化し た も の 。 体 の 色 を 周囲 の 景色 と 同化 させ 、 大 型 の 島 
系 バイ ラス な どの 外敵 か ら 身 を 守り つつ 、 獲物 を 待ち 伏せ て 捕食 する 。 うっ 
か り 踏 むと 毒 の 液 を 吐い て 攻撃 され る の で 要 注 意 。 


9 の DDH まや PP や PP や や や で ヤヤ マヤ GBSGOOAUKCKoo な oooko か xtdkdoo0so 人 co 


食 申 植物 セ フ ァ タロ ス が バイ ラス 化し た も の 。 体 の 表面 が 特殊 な 粘膜 で わ 
れ て いる た め 火 に 強い 。 毒 の 煙 を 吐い て 虫 や 小動物 を 弱 ら せ て か ら 捕 食す 
る 。 巨大 な 個体 に な る と ヒト まで 襲 うこ と も ある 。 


バル ー 

両手 に は め て いる グロ ー 
ブ は 岩石 を 削っ て 作っ た 
も の で 、 子 供 が 成長 する 


es プラ ウン カン ガル ー が バイ ラス 化し た も の 。 本 来 、 カ ン ガ ルー は ライ バル の オス 
や 外敵 と 戦う と き は 、 尾 で 体 全体 を 支え て 長い 足 で 蹴り を くり 出す が 、 巻 で は 
パン チ で 戦う イメ ー ジ が 強い 。 格闘 家 が 練習 相手 に バル ー を 利用 する と いう 庄 
が 広まっ た 結果 だ ろう か 。 


930 あの の や で の ザ の な ちの お の の の PR や で で て べく スペ ペド スエ トマ エエ ミア エニ マズ エマ ベス ムスメ エス さよ ネス まさよ ス ネス ミス KS まや oo 


ガイ コツ の 化石 が バイ ラス 化し た も の 。 貴重 な アイ テム “オー ルディ バイ ド 「 を 洲 
と す 唯 一 の バイ ラス だ が 、 強い フォ ルス に 満ち た 空間 で な けれ ば 誕生 し な い 
た め 、 自然 界 で は めった に 見 る こと が で き な い 。 


2 


ee お SH だ に に た で を た た KmN た な ただ も か か な いか な な か か か か 


キツ ネ が バイ ラス 化し た も の 。 毛皮 は 衣服 に 用 いら れる が 、 極寒 の 地 に 生息 
する バル プ エ ッ ジ の 毛皮 は 保温 性 に 優れ て お り 、 見 た 目 の 美しき を 重視 する 
か 、 実用 性 を 重視 する か で 、 バイ ラス の 毛皮 が 使い 分 けら れる 。 
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オレ ンジ カン ガル ー が バイ ラス 化し た も の 。 同種 の リバ ルー" よ り も パン チ の リー 
チ や 速度 に 優れ て お り 、 攻撃 後 の 防御 も 怠ら な い が 、 ガー ド 中 に 操作 キャ ラ 
の 前 進 防御 を 命中 させ る と の け ぞ ら せ る こと が で きる 。 バ ング ルー に 勝つ こと | 
が 若き 格闘 家達 の 登竜門 た 。 


バン グル ー ~ ビデ ュー サ 


オッ ト セ イ が バイ ラス 化し た も の 。 バ イラ ス 化 し て ヒト を 恐れ な く な る と 、 魚介 類 
な どの 食料 を 狙っ て 船舶 に 堂々 と 乗り 込ん で くる 。 


ダー クリ オ ネ キ ノコ が バイ ラス 化し た も の 。 暗 く 湿っ た 場所 を 好み 、 光 に 弱い 。 
外敵 に は 間 必 性 の 導 術 で 攻撃 を 仕掛 ける 


ヘラ フク レス カプ トム シン が バイ ラス 化し た も の 。 ヘ ラク レス カプ トム シン は も る と も と 世 
錯 明 大 の カプ トム シ だ が 、 パイ ラス 化す る こと で さら に 体 が 大 きく な っ て いる 。 
危険 を 顧み ず 捕獲 を 試み 、 鋭い 角 に や られ て 大 怪我 を する カブ トム シ 愛 好 家 
が 続出 し て いる 。 | 


クラ ゲ が パイ ラス 化し た も の 。 ビデ ュー サ は 雷 の 導 術 を 使う が 、 俗 に "電気 クラ 
ゲ と 呼ば れる 一 般 の クラ ゲ は 電気 を 放出 する わけ で は な く 、 刺さ れる と 感電 
に 似 た ショ ッ ク が ある こと か ら こ う 呼 ば れる 。 


| 
ラド ラス の 沙 日 以降 、 海 で | 
*。 も バイ ラス が 念 増 。 魚 を 
食い 荒らす ビデ ュー サ や バ 
ン シ ー ル は 漁師 た ちか ら 目 
の 敵 に され る 。 


ー 
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ファ ー オ スト ー フラ イラ ー ブ 


プ ュ ー ア イ 

生き て いる ヒト が パイ ラス 
化す る こと は な い が 、 死 後 
は 体 の さま ざま な 部 位 が 
バイ ラス 化し うる 。 


オオ カミ の ガイ コツ が バイ ラス 化し た も の 。 和 群れ で 行動 し 、 他 を 計 昌 し て いる 
相手 を 優先 的 に 種 う な ど 、 か な り 知 能 が 高く 危険 な 相手 。 


ドリ アン の 実 が バイ ラス 化し た も の 。 ドリ アン は 強烈 な 匂い な が ら も 非常 に 甘 
く 、 栄養 も 豊富 で "果実 の 王様 "と され て いる 。 バイ ラス 化す る と 匂い は な く な 
る が 、 実 が 堅く な っ て 食用 に は 適さ な く な る 。 


風雨 に さら され 白骨 に な っ た 頭蓋 月 と クモ が 融合 し た バイ ラス 。 8 本 の 足 で 潮 
や 天井 を す 速 く 動き 回 り 、 外敵 に 飛び か か っ て 攻撃 する 。 


塔 に 放置 され て いた 古い 盾 が バイ ラス 化し た も の 。 防御 力 が 高い うえ に 非常 
に 慎重 な 性 格 で 、 導 術 を 展開 する 前 後に も 防御 を 固め る 。 


ジン ド て て と くも て し に に に と と て と と くも bk22d52 和 yk か 2002 
SSSSSSSSESKSSSRSSCEKSSKKXSEYSKSNSSC で や YY 
ダダ 


3 あな な な わか が 六 が る を な る 光る が あああ を 


11 イイ エエ イイ ティ ババ (エイ バイ て イイ スス で は 00 が 20208028222 が 32 


トン ポ が バイ ラス 化し た も の 。 の うに 2 て CD て な の 
風 の 導 術 を 使っ て 中 や 小動物 を 仕 調 め る 。 


いつか 22000882232228 
ヤヤ ヤヤ 2 
すす すぐ で 


です ササ を ヤサイ で マキ て トミ もたれ れれ か 23522 


何ら か 9 シー と り わ け ヒ ト は 人 死後 、 邊 は フュー ント 
頭蓋 則 は フィ ズ ケ イノ に 、 首 か ら 下 の 骨 は ガル トン に な る 可能 性 が あり 、 体 の あ 
ら め ゆる 部 分 が バイ ラス 化す る 可能 性 が ある 。 OO こ = バ 
イラ ス 化 し や すい と され る 。 ' 


まけ YY イシ ジ ルーベ ンプ シッ ダッ シ テ ズバ マテ ィ ィ イア ミ ケミ ンズ ステ エケ シス シス スス: なか ao の RSE3c48 人 5 
RC で で で ま させ ドサ ペペ スパ パネ や る も 


9 の お サ ジン テンサ キツ サジ ウサ ザ ジジ ツタ サ ジイ パシ シシ シイ スルメ メス メ テオス イ スイ ステ ガス 


2-2 


ブラ キロ ッ パ ー ブレ イド ナイ ト 


エ m ャ キュ ティ ャ hr0 て で て て す し 人 有 し すす し し つや うす や すす うす すす すす すす すす すす 


ゴー ルデン フク ロウ が パイ ラス 化し た も の 。 通常 の フク ロウ は 昼間 は 森 の 中 で 
眠り 、 夜間 に 活発 に 動き 出す が 、 プ ラン オウ ル は 号 夜 問わ ず 活 発 に 動き 回 り 、 
寝 た い と き に 寝る 。 若 で は 、 昼夜 逆転 の 生活 を 送る 者 を "フク ロウ 症候 群 "と 
呼ぶ が 、 定職 に つか ず 遊 ん で ば か り の 困り 者 は "プラ ン オ ウル 症候 群 " な ど と 
搬 拉 され る 。 | 


ィ ノ ン シ が パイ ラス 化し た も の 。 体毛 は ほとん ど 退 化し て いる か わり に 筋肉 が 
発達 し て お り 、 近づく も の は 強力 な 突進 で 吹っ飛ば す 。 


体毛 の 少な い 流線型 の 体 

"空気 抵抗 を 軽減 し 、 目 
様 に 向かっ て まっ すぐ に 突 
進 する 。 


剣 を 装備 し た カレ ギア 王国 軍 の ガ ジ ュ マ 兵 。 ヒ ュー マ の “ソー ド ソ ル ジ ャ ー "と 
同じ 階級 。、 ソ ー ド ソル ジャ ー よ り も ガー ド が や や 甘い が 、 高い 体力 と 攻撃 力 を 
活か し て 戦場 で は お る に 前 衛 を 担う 。 


22/ 


重 を 装備 し た カレ ギア 王国 軍 の ガ ジ ュ マ ト 上 級 兵 。 ヒ ュー マ の "ソー ドナ イト "と 
同じ 階級 。 遼 距 離 の 相手 に は ボウ ガン で 攻撃 し 、 接近 戦 で は カレ ギア 軍 で い 


ちば ん の 攻撃 力 を 活か し て 勇敢 に 攻め 立て る 。 
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フロ ー ズ ドク ロウ ー ヘリ アン シト 


名 前 こそ "凍り し カラ ス ” だ が 、 も と も と は カラ ス で は な く 氷 の 塊 が バイ ラス 化し 
た も る の 。 アル ヴァ ン 山 脈 が お も な 生息 だ が 、 寒い 時 期 に な る と スー ルズ 地方 ま 
で 下り て くる 。 火 で 溶 か せ ば た だ の 水 に な る 。 


まま も すす て て て て いく ocaadohb2oaodsnik ね 3225OS22 が SS が 2 


こぶ こぶ らき 人 


3 を すそ マダ イペ シイ で ポイ イマ ネン すそ で て さて 1 さて て スエ て て こい と て いたく て も れれ 3 か 226005OS0923 が GSGOSO2328 が 8 


クイ ー ン カタ ツ ム り が バイ ラス 化し た も の 。 性 格 は お と な し く 、 攻撃 され る と 朋 の 
中 に 閉じ こも る 。 し か し 、 ひ と た び 把 る と 氷 の 塊 を 吐き 出し 、 高速 回 転 し て 突 
進 す る 。 ちょ っ か い は 出し た く な い 相 手 た 。 


人 0220R22S2R2SSSSSS2GS2288&86% る さ を か 0 を る な 2 


亡 や 換 が 冷気 で 固まり バイ ラス 化し た も の 。 天然 ガス の バイ ラス 「 エ クス ガス 
と 同様 、 周囲 の 温度 や 環境 に よっ て その 質量 が 変化 する 。 


カメ レオ ン が バイ ラス 化し た も の 。 通常 の カメ レオ ン 以 上 に 力強く 長い 古 で 、 
申 や 小動物 を す 速 く 捕獲 する 。 口 か ら 毒 の 玉 の よう な も の を 吐き 出す こと も で 
きる が 、 こ ちら は お も に 外敵 の 撃退 用 た 。 


しか 0 か 0020248000006980280820088908808828 


へ ドロ が バイ ラス 化し た も の 。 工場 地 帯 の 周辺 に 出現 し や すい バイ ラス で 、 そ 
の 生息 数 は 環境 汚染 の 目安 の ひと つ に も な っ て いる 。 


PT コイ ナイ チ と テン イミ ルス うれ バン ピス 6220R34R3SRR2EROR20R2308843S200 


ヒマ ワリ が バイ ラス 化し た も の 。 普段 は お と な し い が 、 動く も の を 見 る と 雅 い タ 
ネ を 連射 し た り 、 強力 な 導 術 を くり 出し た りす る な ど 、 地味 な 見 た 目 な が ら 非 
常に 手強い 。 お 金持ち の 多い キョ グエン 地方 で は 蒙 邸 の 広い 庭 に へ リア ント 
を 放っ て 盗賊 対策 と し て も 利用 され る 。 


ベル キィ ー 一 ボル ー ド 


樹木 の 根 が パイ ラス 化し た も の 。 枯れ 木 や 生命 力 が 論 え た 老 木 な ど は 比較 的 
フォ ルス の 影響 を 受け て バイ ラス 化し や すい 。 例外 的 に 生命 力 の 強い 大 樹 が 
バイ ラス 化し た “グラン バス ク ” より も る 体力 や 攻撃 力 は 劣る る の の 、 年 の 功 な の 
か 地 属 性 の 導 術 を 使い こなす 。 


ベル ク フ ワ ロッ グ 

ベル ク フ ロ ッ グ 自身 も 毒 
を 持っ て いる た め 、 ト リネ 
ー ク の 毒 も 平気 。 そ の ラ 
アカ ガエル が バイ ラス 化し た も の 。 動 き が 鈍い た め 、 獲物 は お も に 猛毒 の 液 を 1 有朋 は ラン 
飛ば し て 仕留め る 。 食欲 は 星 盛 で 、 本 来 カ エル の 天敵 で ある は ず の へ ビ が 大 ナリ ト で そり 

好物 。 トリ ネー ク と も し ば し ば 死闘 を くり 広げ る 。 


南 が パ イラ ス 化 し た も の 。 群れ で 行動 し 、 仲間 の 絆 は 非常 に 強い 。 普段 は お 
と な し い が 、 ナ ワ バリ を 荒らす も の に は 容赦 な く 襲 いか か る 。 ご く 稀 に 生ま れ 
る 、 体 が 金色 に 輝く 変種 は "リプ ガロ "と 呼ば れる 。 


ガマ カエ ル が バイ ラス 化し た も の 。 自分 より も 強い 相手 に 遭遇 する と バッ クス 
テッ プ で さっ さと 逃げ 出す 。 ちな み に 、 キズ 薬 と し て 有名 な “ガマ の 油 " は ガマ 
ガエル が 原料 と 思わ れ が ち だ が 、 は る か 昔 の 戦場 で 兵士 を 治療 し た 僧 介 の 
靖 が が ガマ ガエル に 似 て いた こと に 由来 する 。 | 


ヘドロ が バイ ラス 化し た も の 。 地 中 を す 速 く 動 き 回 っ て 獲物 を 細 う 。 他 の 生物 259 
そっ くり に 変身 する こと も で きる 特異 な バイ ラス だ が 、 自 然 界 で の 目撃 例 は な 
い 。 ペラ ッ ン な どの 既存 の パイ ラス が 、 強力 な フォ ルス 能力 者 に よっ て 何ら 
か の 能力 を 付与 され た 産物 と 思わ れる 。 
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ボル ティ ー プ ーー マニ プ ド ー ル 


ボル ティ ー プ 
堅い ウロ コ を 何 層 に も 重 
ね て 盾 や 負 な どの 防具 に 
加工 する 。 そ の 色 の 上 品 
さか ら 、 部 屋 の 装飾 用 と し キオ オム カ デ が バイ ラス 化し た も の 。 mm 強度 の わり | に 
くも へ の の の の 常に 軽く 色 も 上 唱 で 、 防 具 や アク セ サ リ ー、 家 の 了 な ど さ ま ざま な 商品 に 加工 
され 、 キョ グエン 地方 の 特産 物 と な っ て いる 。 


テ ナ ガ ザル が バイ ラス 化し た も の 。 お も に 樹 上 で 生活 し 、 ムチ 状 の 長い 腕 で 枝 
を 渡る 。 通常 の チ テ ナ ガ ザル と 同様 、 歌 の よう な 鳴き 声 で 仲間 と 意思 疎通 を し 
た り 、 進入 者 に 対し て ナ ワ バリ を 主張 し た りす る 。 


の 40 の ーー ー 味 。 ググ ラ の 河 下 り 便 が 開業 し て 
登山 者 が 激減 し た うえ 、 カレ ギア 軍 に よる 海上 の 取り 締まり 強化 の 影響 で 海 
賊 が 陸 に も 進出 し 、 最近 の 山賊 稼業 は 落ち 目 ら し い 。 


NO ウー し た も の 。 毛 の 色 は 地味 で コー ト な ど に は 使わ な い が 、 
触り 心地 が 非常 に 良い た め ヌ イグ ルミ な ど に 加工 する 。 


EERESSSNSSSSSCCSSSSCSCENVSSIYSYeCAVtKCVSVYYSYVKKWYWS さ きき 


に 20032SS3SSH3S280332823232RR8SCSSR2824826 が SG お の % る る まる 光る 6 な まな る きめ あがき 


2 イイ イス て いさお 


ro どこ 
庭 で バイ ラス 化し た 人 形 に 襲わ れ た と いう 話 が 広まり 、 大 量 に 焼却 処分 され 
た 際 、 火 に 強い 特性 を 持っ た 一 部 の 人 形 が 生き 残っ た 。 


宙 を 気まま に 動き 回 り 、 誰 
2 に -_ も いな い 場 所 で 攻撃 の 動 
に 作 を くり 返す な ど 、 不気味 


な 行動 か 目立つ 。 


< の 


主 の 盾 の 四 星 の ひと り で 、 虹 の フォ ルス の 能力 者 。 銘 異 的 な カカ が 宿る と され 
る ハー フ の 体 を 持つ が 、 そ れ ゆ え ぇ に 幼い ころ に 両親 に 捨て られ た 。 た と え ヒ ュ 
ー マ と ガン ジュ マ が 演 お うと も 、 ふた つの 種族 が 共存 し よう と も 、 ハー フ で あぁ る 彼 
女 に は 関係 の な い 話 だ っ た 。 彼女 は た だ 、 ハ ー フ の 居場所 を 求め て いた だ け 。 
それ が 、 二 の 盾 だ け だ っ た の だ 。 


カレ ギア 王国 正規 軍 を 統率 する 若き 将軍 。 フォ ルス を 持た な い ヒ ュー マ で ある 
彼 が 軍 の 頂点 に 任命 され た こと は 、 種族 を 間 わ ず 心 技 体 と も に 優れ た 者 を 褒 
め る ラド ラス 王 の 人 格 を よく 表し て いる 。 ラ ドラ ス 王 亡き あと 、 ミ ル ハ ウス ト は 変 
わら ぬ 忌 誠 を アガ ー テ 姫 に 誓い な が ら 、 先王 が 培っ た 平和 を 維持 する こと を 
巴 の 何より の 使命 と し て いる 。 


ホッ ト ア デリ ゲー ター が パイ ラス 化し た る の 。 アリ ゲー ター 科 の ワニ の 多く は 性 格 
が お と な し く 、 モル ゲイ ター も 近寄ら な けれ ば 害 は な い 。 


アカ クジ ャ ク が バイ ラス 化し た も の 。 慎重 な 性 格 で 、 外敵 に は 遠く か ら 羽 根 を 
飛ば し て 威 忠 する が 、 色 る と クチ バシ と 要 で 殴り か か る 。 


ーー ド 


ミリ ッ ツ アテ ー モル ター フ 


ーーーーーーーー 
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モル ド プ ラン ト ^ 偽 兵 


ーー 


モル トド フラ ント 
幼体 は 頭 部 の 花弁 の 奥 に 
ある 器官 か ら 異臭 を 放っ 
て ハエ な ど を 誘い 、 成体 
に な る と この 器官 で 強酸 
を 生成 する よう に な る 。 
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や ジジ ポト ヤシ チャ て マミ バイ と て スミ エエ エト ト ミー テル まこ ここ 2 いて oo 人 3 人 8 


送電 二 ーー 体 か ら 異 臭 を 放出 し 、 ハエ な ど を 集 
め て 捕食 する 。 大 き な 個体 に な る と 積極 的 に 動き 回 り 、 強酸 性 の 嘩 液 を 吐い 
て 小動物 や 、 とき に は ヒト を も 襲う よう に な る 。 


漆黒 トリ オ の 紅 一 点 。 の 他 の メン 
バー と 同じ く 精 神 的 な 未熟 さか ら 実力 を 発揮 で きず に いる 。 


ヒュ ー マ と カジ ュ マ の 古代 戦争 に お いて 、 ヒト か ら 生 じ た 負 の 心 を 糧 に 成長 し 
た 、 世界 を 殺す 敵 。 聖 油 ゲオ ルギア ス と と も に 封印 され た が 、 ジル バ を そそ 
の か し て ゲオ ルギア ス を 復活 させ 、 カレ ギア じゅ うに 思念 を ば ら ま いて ヒト の 負 
の 心 を 増長 させ た 。 聖 獣 王 が 完全 に 復活 し た と き に は 、 すでに ユリ ス は 型 獣 
王 の 縛 め を 逃れ る 力 を 蓄え て いた の た 。 


ユリ ス が 生み 出す 分 身 。 小さ い 体 な が ら 奥 義 級 の 導 術 を 自在 に 操る 


間 全 長 上 TTTTTTITT1ITEITTITIYTOTOTOT010101000000 ュ 0 
固 ミ ナー ル 平 原 園 3000 園 20 回 240 
再 ※ ア イ テ ム は な し 


バイ ラス が 大 量 発 生 し て いる 今日 の カレ ギア で は 、 本 来 は 影 の 商売 で あっ た 
は ず の 備 兵 稼業 が 一 般 大 衆 化し て いる 一 方 で 、 備 兵 が 雇い 主 を 騙し て 金品 
を 強奪 する ケー ス も 急増 し て いる 。 2 セイ ル シ ー フ ら 犯 
罪 集団 の 中 に は ヒュ ー マ が 圧倒 的 に く 、 一 部 の ガ ジ ュ マ 至 上 主義 者 に と っ 
て は 格好 の 批判 材料 に な っ て いる 。 


エエ ヤ 〒 マ エキ 0 の ド 5p す ます すす … す すす すす | っ 0550500O040OWOmI 


2-2 


ラー ブ ク レ イド ル … ラス ザウ ラー 


ラー ブ ク レ イド ル 
タツ ノオト ン ゴ ヨゴ の よう に オ 
ス が 体内 に 無数 の 卵 を 蓄 
。 え 、 剛 化 する と 同時 に 幼 
さま ざま な 躍 の 幼虫 が バイ ラス 化し て 融合 し た も の 。 地上 を 遺 う 分 身 『 ハ ウラ 体 を 体外 に 放出 する 。 
ー プ と 、 空 を 飛ぶ 分 身 フラ イラ ー ブ " を 無尽 蔵 に 生み 出し て 外敵 を 攻撃 する 。 リン 
ラー プク レイ ドル 本 体 は その 巨体 ゆえ 、 積極 的 に 攻撃 し て くる こと は な く 、 移動 ノン 
する 際 に も 分身 の 助け を 借り る 。 (ペー 


NN 人 9 Se 
久 


未知 の 植物 が バイ ラス 化し た も の 。 全 身 の ト ゲ に 刺さ れる と 体 が マヒ し て し ま 
う 。 光 の 導 術 を 操る が 、 な ぜ か ライ ソム 自身 も 光 に 弱い 。 


植物 の 種 が バイ ラス 化し た も の 。 植物 系 の バイ ラス と し て は 珍し く 和 群れ で 行動 
する 。 外敵 に は 体 当 た り し て 攻撃 し 、 賞 死 状態 に な る と その 身 を 破裂 させ て 
周囲 に 無数 の トゲ を 飛ば す 危 険 な 性 質 を 持つ 。 


小さ な 虫 な どの 獲物 を 見 つけ る と 勢い よく 突進 する 。 
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生 す る まえ に 喰い か か る 、 この うえ な く 狼 狐 な ハン ター だ 。 


」 
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ラディ ー キ ャ ベル ー ラン スナ イト 


ラディ ー キ ャ で ル 

表皮 の 毛細 血管 を 流れ る 

血液 と フォ ルス の 働き に 

よっ て 、 体 温 と 外界 の 温 

度 と の バラ ンス を 取る 。 角 を 持つ 馬 が バイ ラス 化し た も の 。 燃え る よう に 紅い 体 の 表皮 に 管 が 密 
集 し て お り 、 燈 熱 の 砂 漢 で も 生活 で きる よう 体温 を 調節 する 。 


イオ ボネ オオ タネ を る ネオ ネス れれ ボタ 松本 


ガル エン プリ オン が 生み 出す 昆虫 。 兄弟 種 の フルー エン プリ オン ” の よう に 
空 は 飛べ な い が 、 攻撃 力 は こち ら の ほう が 数 倍 強 い 。 


2 フ 0 リ ウル 89 tt や ('X'Xooeoeoeocococ1c1I1S15156161'01010 
著 | 画 ギ リオ ー ヌ の 聖 殴 園 5802 園 260 回 272 _ 
の 調 リ キュ ー ル ボトル : 12%、 ラ イト パウ タダ ター: 4 


光 の エネ ルギー が 集まっ て バイ ラス 化し た も の 。 普段 は 宙 を 漂っ て いる が 、 動 
くも の を 見 つけ る と 吸い 寄せ られ る よう に 接近 し 、 強い 電流 で マヒ させ る 。 そ 
の 性 質 か ら 、 厳し い 環境 に も 常時 配置 で きる 警備 兵 と し て 、 ヒ ト に 利用 され て 
いる ケー ス も ある 。 


邪悪 な た 黒い 霧 が 漂う 登山 洞 内 で は ヒト の 死体 は バイ ラス 化し や すく 、 証 提 隙 
減 を 図っ て 登山 洞 に 死体 が 投 識 され る ケー ス が 多発 し て いる 。 


槍 を 装備 し た カレ ギア 王国 軍 の ガ ジ ュ マ 兵 。 ヒュ ー マ の “スピ アソ ル ジ ャ ー と 
同じ 階級 。 槍 に よる 接近 戦 の ほか 、 導 術 も 得意 と する 。 


06 の ポジ で RI か S そ や で や で で で で て てく で ベ て で て て マイ さも スト で くく KA の Eo 


8 る 2 


模 を ぁ 0PCNuR の リッ コト ピュ ー マ の スピ アナ イト と 
同じ 階級 。 戦地 で は 騎馬 に 乗り 、 前 衛 で 果敢 に 活躍 する 。 、 
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ウー ク 


リー ピン ベン < ルアー ブ 


クリ ー ン ペン ギン が バイ ラス 化し た る の 。 ペン ギン 系 の バイ ラス は 胸 の 基 肉 の 
発達 が 著しい が 、 歩行 や 水泳 に は あま り 役 立っ て は いな い 。 本 来 は 生態 系 の 
能 者 で ある ペン ギン の 自衛 の ひ た め の 進化 と 思わ れる 。 


泥 の 塊 が バイ ラス 化し た も の 。 獲物 の 前 に 突然 現れ 、 た ち ま ち 地 中 へ と 引き 
ずり 込ん だ り 、 導 術 で 攻撃 し た りす る 。 砂漠 で 亡くな っ た ヒト の 魂 が 宿っ て い 
る と され 、 仲間 を 増やそ うと 積極 的 に ヒト を 襲う 。 


黄金 の 輝き を 放つ 幻 の バイ ラス 。 “ホー ント ホー ス “ の 突然 変異 で 、 そ の 角 を 前 
じ て 飲 むと 万 病 に 効果 が ある 。 非常 に 日 立つ 体 色 ゆえ 、 角 が 目当て の ヒト 以 
外 に も 外敵 に 狙わ れ や すく 、 群れ の 仲間 に 守ら れる よう に オア シス の 最 奥 地 
で 生活 し て いる た め 、 捕獲 は 困難 を 極め る 。 


ルアー プ 

鮮やか な 色 の 羽根 は 帽子 
な ご に アタ セ サ リ ー と し て 
添え た り 、 羽根 ペン に 加 
エメ ラル ドク ジャ ク が バイ ラス 化し た も の 。 美しい 杜 を 大 きく 広げ る 姿 は 優雅 だ 工 し た りす る 。 
が 、 それは 成 跡 の ポー ズ 。 羽根 は 衣服 や アク セ サ リ ー に 用 いら れる な ど 、 捨て 


る と ころ が な い 貴 重 な バ イラ ス だ 。 
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ルビ ナス マテ ル 一 レン メデ ュ ズ 


ルビ ナス マテ ル 
魔力 を 吸収 する 性 質 を 持 
つっ 鉱 石 は 、 導 術 士 の 護身 
用 の 武器 な ど に 加工 され 


る が 、 強力 な フォ ルス を 浴 鉱石 が バイ ラス 化し た も の 。 外敵 と 遭遇 する と テレ ポー ト で 距離 を 買 き “バー 
びる と バイ ラス 化す る こと 


スト サー クル "の 陣 術 で 守り を 固め 、 火 の 導 術 を 操っ て 攻撃 する な ど 、 非常 に 
慎重 で 負 獲 な バイ ラス と いえ る 。 


へ ドロ が バイ ラス 化し た も の 。 体 を 大 き な 腕 の よう に 変形 させ る こと が で き 、 獲 
物 を 殴っ て 気絶 させ て か ら 体 全体 を 包み こん で 捕食 する 。 


モグ ラ が バイ ラス 化し た も の 。 畑 を 荒らす 害 獣 と し て 悪名 高く 、 自 分 の ナ ワ バ パ 
り の 上 を 通る も の を 攻撃 し て すぐ に 地 中 へ 隠れ る 性 質 か ら 、 俗 に "いた ずら 
モグ ラ ” な ど と 呼ば れる 。 平地 が 生息 地 ゆ え 、 古人 が バビ ログ ラー ド の 街 を 高 
山 に 築い た 理由 の ひと つと 考え る 説 る ある 。 


溶 購 の 塊 が パイ ラス 化し た も の 。 アル ヴァ ン 山 脈 は これ まで 大 噴火 の 記録 は 
な い が 、 地底 深く で 胎動 し て いる 溶 央 が ご くま れ に 地表 に 噴き 出 て 固まり 、 
“デュ ロッ ク "の 変種 の よう な バイ ラス が 生ま れる 。 


浅学 を 人 を 宇和 を 


お ジジ ポポ ポポ だ の す や と ツイ シャ テミル と トッ と と と と と たと と たら と もい いて な も ンド iciobod な Ad 


し びれ クラ ゲ が バイ ラス 化し た も の 。 触手 に 刺さ れる と 体 が マヒ する ほか 、 近 
寄っ た だ け で マレ ヒ 状 態 に 陥る 特殊 な 陣 術 まで 操る 。 


エス カル ゴ が バイ ラス 化し た も の 。“ ど エスカルゴ" と は そもそも 食用 に する カタ ツ 
ムリ の 総称 で あり 、 数 種類 存在 する エス カル ゴ が バイ ラス 化し た も の に 対し て 
ほとん どの も の を "ロー ネイ ル "と 呼ぶ 。 フ ロー リッ ク と は 同種 属 、 


イノ シン が バイ ラス 化し た も の 。 動く も の を 見 つけ る と 防御 そっ ちの け で 特攻 し 
て くる 危険 な 習性 の た め 、 ベト ナ ジ ャ ンカ 周辺 で は 怪我 人 が 続出 し 、 グ ダラ の 
川下 り 便 の 開業 と 繁盛 の キッ カケ に も な っ た 。 


アオ サソリ が バイ ラス 化し た も の 。 アニ カマ ル の 砂漠 の 地下 に 巣 を 作っ て 生活 
する 。 カ レー ズ で 見 か ける 小さ な 横穴 は ロッ クス コー ピオ ン の 巣 な の で 不用 意 
に 近寄っ て は いけ な い 。 獲物 を 仕 表 め る 際 に は お 尻 の 針 で 刺し て マヒ させ る 
が 、 ヒ ト に と っ て は 体 の 動き が 少々 鈍く な る 程度 。 


土 の 盾 の 四 星 の ひと り で 、 音 の フォ ルス の 能力 者 。 人 命 を 顧み ず 任務 を 強引 
に 遂行 する サレ と トー マ に 対し 、 ワ ルト ゥ は 音 で ヒト を 操っ て 秘密 裏 に 、 証拠 を 


か っ た ユー ジー ン へ の 散 意 と の あい だ で 葛藤 する が 、 上 国 を 守り た い 想 い は 
同じ だ っ た 。 旧友 と の 死闘 の すえ 、 ワル トッ は 王国 の た め に 、 ユー ジー ン と と る 
に 戦う こと を 決意 する 。 


ロー ネイ ル 一 ワル トゥ 


ワウ ワ グ ア ー ロ 
肥大 化し た で 、 自 分 よ 
り 大 きい 動物 を も 餌食 に 
する 。 そ の 独 猛 か つ 無 謀 
な 性 質 は 、 まさに "猪突 猛 
進 " そ の も の だ 。 
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SPECIAL COLUMN 


「 バ パイ ラス と ヒト は 共存 で きる か ? 」 


バイ ラス の 生態 、 進化 な と 、 戦闘 を 重ね る ご と に 気 に な り 出 し た あら ゆる こと を 、 
実際 の ゲー ム の 設定 と は 別に 、 編集 部 独自 に 検証 し て みた 。 


⑨ | バイ ラス]」 の 定義 

バイ ラス と は 、 自然 界 に も と も と 存在 する も の が フォ ル 
ス の 影響 に よっ て 怪物 へ と 姿 を 変え た も の で ある 。 も 
と より カレ ギア の どこ に で も 現れ る 可能 性 は あっ た が 、 
出現 数 は ご くわ ず か で 、 生態 系 に お ける 例外 的 な 存在 
だ っ た 。 と くに 危険 な バイ ラス の 出現 が 報告 され た と 
き に 軍 が 駆除 する だ け で 、 生 肖 系 に 大 き な 影 響 を 及 
ぽ す こ と も な か っ た の だ 。 し か し 、 ラド ラス の 落日 が き 
っ か け で 大 量 に 発生 し た バイ ラス は 、 カレ ギア の 生態 
系 を 激変 させ な が ら も 、 生態 系 ビラ ミッ ド の 主要 な 構 
成 要 素 と な り 、 より 殺伐 と し た 共 肉 強 食 の 秩序 を 築き 
つつ ある 。 

な お 、 フォル ス の 影響 で 姿 を 変え た も の すべ て が 
バイ ラス と 呼ば れる こと に な る 。 た と えば 、 植物 が フ 
ォ ル ス に よる 肥大 化 な どの 影響 を 現し た 場合 で も 、 そ 
れ ら は すべ て バイ ラス の 扱い に な る の だ 。 


⑥ バ イラ ス 化 の 法則 

動植物 が バイ ラス 化す る と 、 も と と な っ た 個体 より も 巨 
大 化す る ケー ス が 圧倒 的 に 多い 。 砂漠 や 高山 な どの 
厳し い 環 境 に 耐え うる 生命 力 と 、 か つて の 天敵 に も 対 
抗 で きる 攻撃 力 を 獲得 する 一 方 で 、 体格 が 大 きく な る 
こと で 行動 の 機敏 性 や 隠匿 性 が 犠牲 に な る こと は 避 
けら れ な い 。 そ れ ゆ え に 、 バイ ラス 化し た 動植物 は 導 
術 や 毒 な どの 新た な サバ イ バ ル 手段 を 会 得 し て いる 
場合 が 多い よう だ 。 これ に 対し 、 人 工 物 や 鉱石 な ど 無 
機 物 が バイ ラス 化し た 場合 、 も と と な っ た 無機 物 の 質 


量 や 大 き さ か ら 変化 する こと は な い 。 生命 と 精神 の パ 
ワー の 塊 で ある フォ ルス は 、 動植物 な どの 有機 物 に 対 
し て は 肉体 の 構造 を 遺伝 子 レベ ル で 組み 換え て し ま 
う が 、 無機 物 に 対し て は 本 来 の 構造 を その まま に 、 フ 
ォ ル ス 自 体 が 精神 管理 と 神経 伝達 な どの 役割 を 担う 
よう だ 。 また 、 バイ ラス 化す る と 性 格 が 凶暴 に な る ケ 
ー ス も 多い た め 、 こ の 点 も バイ ラス 化 の 法則 と 考え ら 
れ が ち だ が 、 も と も と が 凶暴 な 一 部 の 動物 の バイ ラス 
を 除き 、 ラド ラス の 落日 まで は ヒト が バイ ラス に 襲わ れ 
る 例 は ご くわ ず か だ っ た 。 ラド ラス の 落日 以降 、 パイ ラ 
ス の 大 量 発生 に よっ て 生息 密度 が 増し た こと で 、 より 
過酷 に な っ た 生存 競争 を 生き 抜く た め に 、 後天 的 に 
凶暴 な 性 質 を 身 に つけ た と する 説 が 有力 で ある 。 


〇 ヒト は バイ ラス に な りえ る か 

250 ペ ー ジ で 図 に 示し た よう に 、 ヒト は 死後 に 体 の あ 
ら ゆ る 部 位 が バイ ラス 化し うる が 、 生き て いる ヒト が 
バイ ラス 化し た 例 は な い 。 ほか の 動物 に は な い ヒ ト 
の 高度 な ” 理性 "だ けが 、 心 の 力 で ある フォ ルス を 完 
全 に 支配 で きる (も し く は 、 フォ ルス に よる 支配 を 抑 
えて いる ) と 考え る 説 が 一 般 的 で ある 。 そ の 一 方 で 、 
フォ ルス を 持つ も の が 何ら か の 原因 で "理性 "に よ 
る 精神 管理 機能 を 失っ た と き 、 体内 の フォ ルス が 過 
度 に 反応 し 、 精神 的 な 暴走 状態 に 陥っ て 自己 の 制 
御 が 一 切 で き な く な る 現象 も また 、 ヒ ト 特 有 の も の 
で ある 。 
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MONSTER DICTIONARY 


川 


oc 
%@ ら 68 @ 


っ 愉 ②⑳ ダ の Si 


消耗 し た 体力 の 回 復 と 、 明日 へ の 活力 と を 約束 する 数 々 の 料理 。 
作り か た や その 効果 を マス ター し て 、 過酷 な 旅 を 支え る 手段 と し まし ょ う 。 
ひと つ ひ と つの 食材 へ の 知識 と 愛情 は 、 
あな た の 料理 を 一 悦 す ば らし いも の へ と 変え る で し ょ う 。 
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[料理 レシ ピ の 見 方 ] 


ハン バー ガー 


( 3 W 


9 プレ ッ ド レタ 先 。 
丸 型 の パン を 上 で に スラ イス する 永 に きち キシ ャ を の も の 


@⑮ に ーー タ に 


1 ナー ル で 潜 い par ペ ト ナ ジャ ンカ を 号 朱 すず と きま 
上 人 大 の ハン / \ ン バー ガー っ て . 甘 
し ーーーーーー- 


⑯ 名 称 
料理 の 名 前 で す 


@ 盛 り 付 け 例 

盛り 付け 例 で す 。 丹精 込め て 作っ た 料理 
は 、 き っ と こん な ふう に 上 手 に で き 上 が る 
こと 請け 合い で す 。 


食材 

1 回 で 使う 材料 で す 。 食べ る 人 が どん な に 
多く て も 、 ど の 食材 も ひと つ ずつ 用 意 すれ 
ば 大 丈夫 で す 。 


@⑩ 説 明 

料理 の 説明 で す 。 どん な と き に どの 料理 
を 作る と よい か 、 な どの 指針 に な り ま す 。 
た だ 「 お いし い 」 で 済ま す の で は な く 、 料理 
の さま ざま な 側面 を 知っ て いて こそ 、 腕 の 
よい 料理 人 と な れる で し ょ う 。 


@ 百 得 方 法 

まず は レシ ピ を 覚え な けれ ば 始ま り ま せん 。 
料理 が 作れ る よう に な る 方 法 も 、 ちゃ ん と 
押さ えて お きま し ょ う 。 


人 @ 
凍 手 で 包み 込む よう に 大 切 に 跡 わっ て 
ハン バー ガー 


2 アァ ファン 義 を 生き 文 と う 作 人物 送 の な 拉 軽 メニ ュー ーg。 き 
1 き に は お 世話 に を を こと 鞭 進 いな し だ ぜ 。 人 g ye 


切り 口 か ら の ぞ く 虹 は 夢 の か た まり 


サン ドイ ッ チ 


到 震 料 


cs ) ルッ 
の 太 愛 艇 理 送信 バ 


レタ ス 
ミナ ー ル 展 穴 雪 の 導 奏 閑 増 の 4 だ 


二 全 み eo と っ て も 食 本 生 代 
で 3 ペ べ や すい メニ ュー. 手軽 さ が ウ ケ て 、 アル ヴァ ン 山 劇 を 行き 来 する な ひ P 回 往 ) ジ 
で ws 旅人 た ちの あい だ で 注目 さ ね て いま す . バン ズ の 生地 や 焼 きか た cb 
レーmcss を 変え た り 、 は さむ 只 を 工夫 し た り と 、 パ リエ ーション は 無限 大 。 
527 き な 口 で が ぶっ と か じ れ ば 、 体 に や る 気 が み な ぎり ます Te 
ャ ン ハ ンス ポイ ント 本 委 作れ る よう に を る に は …… ア ルヴァン 山 航 の 山 小 謙 で は 、 い つも 続か が 作 島 全 中 鈴 交 
7 米 ま し て くれ て いま す 。 ぜひ と も ご 礎 開 に 合え て 財 鼻 を 
[ 7 誤 細 6 《》 大 応用 メニ ュー 
の 3 チー ズ で … マッ ー 。 二 タ マ ゴ で ーーーー…… バ 守 トマ ト で ーーーーーー で る 十 バ ター で ーー マッ 
チー ズバ パー ガー タマ コパ バー ガー トマ トバ ー ガ ー = まろ や か サン ドイ ッ チ 
コク が 勝 し て ぐっ と 味わい 深い お | 厚め の 目玉 焼き を は さん だ バー ガ 。 フレ ッシュ な トマ ト の 食 感 が 食 倶 パン に パタ ー を 答 る の は 、 野 葉 の 
いし き 。 チー ズ が アツ アツ の ハン ー。 碧 合 は な り っ 、 黄身 は と ろり 、 を そそ り ます 。 理 大 了 特 産 の この 味 を 引き 立て る だ け で を なく 、 の 
2 の ー ザ ー の あい だ で 、 少 し と ろ け | の 2 色 の コン トラ スト は 、 熱 礎 を 問 買っ 赤 な 補 石 が 手 に 入れ ば 、 息 末 分 で ペタ つか な いよ うに する た 
らい が 食べ ご ろ で す 。 ける お まじ な い だ と か 、 除 書 と し て る 踊 の 誕 で す 。 め 。 体力 も し っ か り 早 補 。 
* り P 図 権 S96 追 寺 1 分 科 替 書類 エ シークレット ファ ケタ ー 夫 デップ * ド た 敵 克 4% 候 沼 


YR トレ 生生 の O と こと mol FPP レン ピ と 阿 も 
| を 症 婁 が すご く 楽 に な る か 4 の 
な ら 


⑬ 効 能 

料理 を いた だ いた と き の 効 果 で す 。 メニ ュ 
ー に よっ て 違い が あり ます か ら 、 ちゃ ん と 把 
握 し て きま し ょ う 。 

・HP 回 復 …… 最大 HP に 対し て 何 % ぶ 
の HP が 回 復 す る か を 示し て いま す 。 HP0 
の 「 戦 闘 不能 」 状態 の と き は 、 こ の ぶん 
HP が 回 復 し た 状態 で 復活 し ます 。 
・RG……RG の 増減 を 示し て いま す 。 変 
動 が な い 場 合 も あり ます 。 

・ 追 加 効 果 …… 一 定量 FG が 回 復 し た り 、 
ー 定 時間 ステ ー タ ス 異 常 を 防ぐ と いっ た 
パラ メー タ 変 化 で す 。 料理 を 決め る と き の 
大 き な ポ イン ト に な り ま す が 、 追加 効果 が 
な い 料 理 も あり ます 。 

.SF…… “シークレット ファ クタ ー" と いう 、 
料理 に 秘め られ た 特殊 効果 で す 。 発現 は 
ラン ダム で す が 、 戦 況 を 覆す 非常 に 大 き 
な 効果 と な り ま す 。 HP 回 復 量 と な らん で 、 
作る 料理 を 決め る 重要 な ポイ ント に な り ま 
す 。 な お 熟練 度 が 上 が る と 発現 し や すく な 
り ま す 。 


薄切り に し た パン に 、 こ れ ま た 薄く スラ イス し た 長 を た っ ぷり は さむ 、 
お 弁当 や 軽食 に ぴっ た り の 料理 、 た っ ぷり 野 設 の みず みず し い 味 
わい に 、 鞍 いで 葬 堆 し た 心 も ち ょ っ と 落ち 着き ます . か くし 味 の ガ ー 
リッ クベ ペー スト を 入れ すぎ る と 、 裁 が 熱 薄 を 帯び て し まう ほど の 色 疾 
を 左 い に な る の で 、 デー ト の まえ に は 要 注 意 。 

* 信 れる よう に な る に は ー… 疹 欠 な 汎 で 魚 間 の ミナ ー ル の 食堂 で は 半 争 
の 、 闘 繊 的 な メニ ュー と し て 


こっ そり と 和仁 の 中 に 導 さ れ て いま す . 


S 十 ボ ポーク ぞ 
カッツ サンド 
ー ク カツ レツ を 使 -> た サン ドイ ッ 
角 し お 内 は 揚げ る まえ に 叩 * 信 
ュー は 「 カ ッ パ OO 所 鐘 ば れ ます 。 | ば し て お きま し ょ う 。 世 は の ソ ー ス 24 
マヒ を 防ぐ 効果 は カッ パ の 品 い ? が 厩 さ れ た うま み を 引き 出し ます 。 
1 分 凌 マ に 夫 目 証 シ ー ク レッ トブ フェ ケタ ー 素 ア カップ 


s。 プ 二 キ ュ ウ で ………… で 守 
> カッ パサ ンド 

伝 培 の バイ ラス 「 カッ パ : の 好物 と 
され る ゆえ 、 キュ ウリ を 使っ た メニ 


ナー ル マ ネ み ちえ 5 れる 。 誠 を 生 に で で 各 
ラウ レン MS 2 や 疾 を よ げ て お く の が いい ぜ 。 チク ッ ト を 
ー ワ アニ カマ あず い 回 


@ 応 用 メニ ュー 

基本 の レシ ピ に 食材 を ひと つ 追 加 し た 、 
応用 メニ ュー で す 。 料理 の 熟練 度 が 上 が 
る ご と に 、 新しい メニ ュー が 作れ る よう に な 
り ま す 。 


_ 熟練 度 
応用 メニ ュー を 作る の に 必要 な 熟練 度 を 
示し て いま す 。 


⑳ 応 用 メニ ュー の 追加 効能 

それ ぞ れ の メニ ュー が 持つ 独自 の 効能 で 、 
基本 料理 の 効能 に 追加 され ます 。 な お 3 
つ 目 の メニ ュー の 追加 効能 は 必ず 「 シ ー ク 
レッ ト フ ァ ク ター 率 ア ッ プ 」 に な り ま す 。 


ティ トレ イ 先 生 の ひと こと MEMO 
自称 五星 シェ フ の ティ トレ イ 先 生 の 、 あ 


り が た い コ メン ト で す 。 作る 料理 を 選ぶ 参 
考 に し まし ょ う 。 
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⑩⑥ 
ラキ ヤ さ ん 直伝 


クリ に ム ス ー プ 


creamSsoup 


93 で YeAoVNYoNChuwnrn readWMPvcNOt で St が NR も Aero en 35 


baden NRNoOWKNMR か OR 


W ミル ク 3 ) ジャ ガイ モ 


ぼり た て の 新鮮 な も の ベ ウ 衝 込 み に 適 し た スー ルズ 男 1 


RPC 人 como9woemーS5 ニ ビン ea な Ya PRroroeraes ea rp ae FN endRE 人 RRBOPRSKI 和 eee 
ゃ マ 
ン ン ン 
小さ いも の な ら 丸 ご 6 
いも の な ら 丸 ご と 使用 
肖 
SweetOAe mee ば アー か geoCNNAtRSN こり ZS meeSSDSRNeiOoNawnlweyK 人 NIRCNEDRARRReARRe oyeKawrNbCNNSRCNNWNNi 


We スー ルズ 特産 の 濃厚 な ミル ク と 、 甘み た っ ぷり の 高原 野菜 を ふん だ 

CDSRPe2eeerYaaaoseg ん に 使っ た 、 あっ た か い ク リー ム ス ー プ ! ホワ イト ソー ス は ご こ が さ な 

”。 。  。 。 。 いよ う 吾 火 で じっくり 煮詰め て 、 な め ら か に 仕上 げ け ます, 我が家 を 思 
ーーーーー いい 出す 懐か し い 味わい に 元気 ちり も り 。 バ イラ ス た ちと の 戦い で 、 

“ ーーーーーーーー いつ も より 多め に お 金 が 手 に 入る こと も あり ます よ 。 

(シー クッ ト フ ァ ク ター) 4 

狼 得 ガル ド 2 倍 * 作れ る よう に な る に は …… ク レア の 家 で 出 て くる お 料理 で す 。 マオ と ユー ジ 

NNN 08RHREG6S 友 3 ー ン と 一 緒 に 食卓 を 囲ん だ と き に 、 レシ ピ を 覚え られ ます 。 

応用 k ニ ュー 


で reo の hs M 
SASGOSRSNSNAD We ーー 中 が Ce ツー な 4 の mg や 


3 寺 2OeSEoe 1 _ 」 ブ レッ ド で . SR NSRETN ド に と 昌 S8NS5RT 
キン スー プ に つつ パン スー プ の クリ ー ム 雑炊 


や わら か な 鶏 の も も 肉 を 加え れ | パン を 添 える な らし っ か りこ ん が り ライ ス を 加え て オシ ャ レ な 雑炊 に 。 

ば 、 ボ リト ー ム た っ ぷり の チキ ンス | 焼い た も の が よく 合い ます 。 スー プ みん な 大 好き な ほん の り 甘 い 味 

除 0 腹持ち が よく 、 体 力も ち に 浸し て 柔らか くし て か らい た だ き は 、 き っ と 素材 に 秘め られ た 力 を 2 の 
ょ っ と 多め に 回 復 で きま す 。 . まし ょ う 。 FG が グッ と 回 復 し ます 。 最大 限 に 引き 出し て くれ る は ず 。 

*HP 回 復 3% 追 加 、 *※FGO ひ と つ 全 快 * シー クレ ッ ト フ ァ ク ター 率 ア ッ プ 


記 べ お おま _ スール ズ で 手軽 に 家人 お まり に 手 利 が ルド が 入 え 3 


ん だ ! と りあ え ず は 手 時 く 理 レベ ル を 上 げ と きた いよ な 。 
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ハン バー ガー 


の 
両手 で 包み 込む よう に 大 切 に 味わっ て 


ハン バー ガー 


hamburdger 


に 


9% 寺 み 上 Tcz み 2 1 


くき 馬 に 間 れ の グ に 人 


NOSGKO8RX48NoR、 


LA の を SENSIERSEscSPckemSaaeBom へ te tt 
* 


レタ ス 
| 軸 ESSei55 に 2 


Yoo PRS "pwrwewoe= 
: 


夏 


eioOPOMee:SN5RSDSGAazeOKEYSo9 mesyASyhA ey 


バン ズ と 呼ば れる 丸 型 の パン に お 肉 や 野菜 を は さん だ 、 と っ て も 食 


効能 
(HP 回 復 715%6_ SM べ や すい メニ ュー. 手軽 さ が ウ ケ て 、 アル ヴァ ン 山 脈 を 行き 来 する 
(RG) 十 3 TA 旅人 た ちの あい だ で 注目 され て いま す , バ ンズ の 生地 や 焼き か た 


《 シ ー RS 前 ッ ト ファ クタ ー) 
前 2 


用 メ メニュ ーー 


を 変え た り 、 は さむ お 具 を 工夫 し た り と 、 バ リエ ーション は 無限 大 。 
大 き な 品 で が ぶっ と か じ れ ば 、 体 に や る 気 が み な ぎり ます 。 

※* 作 れる よう に な る に は …… ア ルヴァン 山脈 の 山小屋 で は 、 い つも 誰か が 作 
り 置 き し て くれ て いま す 。 ぜひ と も ご 厚意 に 甘え て 味見 を 。 


の セー ャ ーー Pot 


コク が 増し て ぐっ と 味わい 深い お 
いし さ 。 チー ズ が アツ アツ の ハン 
バー ガー の あい だ で 、 少し と ろ け 
る くら い が 食 べ ご ろ で す 。 
*HP 回 復 5% 追 加 


20BFMAPrWoe ar で や し ae ko4oerd、>roocoo ba 


フレ ッシュ な トマ ト の 食 感 が 食欲 
を そそ り ま す 。 東大 陸 特 産 の この 
真っ 赤 な 宝石 が 手 に 入れ ば 、 冒 
険 者 と し て も 中 級 の 証 で す 。 

* シ ー ク レッ ト フ ァ ク ター 率 ア ッ プ 


、 厚め の 目玉 焼き を は さん だ バー ガ 
、 一 。 白身 は ぷり っ 、 黄身 は と ろり 
、 の 2 色 の コン トラ スト は 、 熱 毒 を 避 
| ける お まじ な い だ と か 。 

* 1 分 間 熱 毒 防止 


(テイト レイ 先生 の ひと こと MEMO】 アル ヴァ ン 山 脈 を 行き 交 う 旅人 御用 達 の お 手軽 メニ ュー だ 。 ベ ー ス の 食材 は ミ 


_ ナ ー ル で 買い 出し で きる か ら 、 ペ ト ナ ジャ ンカ を 目指 す と き に は お 世話 に な る こと 間違い な し だ ぜ 。 それ に し て も あの 山 ぎ 
小屋 の ハン バー ガー っ て 、 Sai し 


2-3 


切り 口 か 


本 シド イッ チ 


Sandwich 


サン ドイ ッ チ 


ら の ぞ く 具 は 夢 の か た まり 


太 材 料 娘 
⑮ シル 者 
ミナ ー ル の 人 の 人 バン ー 9 っ ぶす か スク ラン ブル に | 
ーー ツーーーーーーー ツ ーーーーーーーーーーー キ ーー PS 
レタ ス | | 
5 ミナ ー ル 選 表 吉 の 名 地 培 の も の 
に ー… 薄切り に し た パン に 、 これ また 落 く スラ イス し た 具 を た っ ぷり は さむ 、 


NNNAG332KGNetyAEGKec SNS SPP 


(RG) - ー3 


デン 


この っ トマ ッ ク タ こ ) 


Ss な 臭い に な る の で 、 デ 


~ お 借 当 や 軽食 に びっ た り の 料理 。 た 


っ ぷり 野菜 の みず みず し い 味 
わい に 、 戦い で 興奮 し た 心 も ち ょ っ と 落ち 着き ます 。 か くし 味 の ガ ー 
リッ ク ペ ー ス ト を 入れ すぎ る と 、 敵 が 熱 毒 を 帯び て し まう ほ と の 強烈 
ー ト の まえ に は 要 注 意 。 


二 員 吉 効果 * 作 れる よう に な る に は …… 珍 妙 な 献立 で 評判 の ミナ ー ル の 食堂 で は 異 交 
ーーーーーーーーーー" の 、 常識 的 な メニ ュー と し て 、 こ っ そり と 袋 の 中 に 隠さ れ て いま す 。 
用 メニ ュー 
あー ee の の as 0 6 yZ kgU で > DS 昌 Se EY SS まで の PP こ > 壮 
まろ や か サン ドイ ッ チ カッ パサ ンド カツ サン ド 
パン に バター を 塗る の は 、 野 菜 の | 伝説 の バ パイ ラス 「 カ ッ パ ] の 好物 と 、 ポー ク カ ツレ ツ を 使っ た サン ドイ ッ 
味 を 引き 立て る だ け で な く 、 具 の | され る ゆえ 、 キ ュ ウ リ を 使っ た メニ | チ 。 お 肉 は 揚げ る まえ に 叩い て 伸 
水分 で ベタ つか な いよ うに する た | ュー は 「 カ ッ パ 〇 〇 」 と 呼ば れ ま す 。 ば し て お きま し ょ う 。 甘口 の ソー ス 
め 。 体力 も し っ か り 回 復 。 | マヒ を 防ぐ 効果 は カッ パ の 呪い ? | が 隠さ れ た うま み を 引き 出し ます 。 
*HP 回 復 4 追加 | *1 分 間 マヒ 防止 」 ※ シ ー ク レッ ト フ ァ ク ター 率 アッ プ 


[ティ トレ イ 先 生 の ひと こと MEMO】 基本 的 な 材料 な ら 、 レ シ ピ と 同じ く ミ ナー ル で そろ えら れる ぜ 。 敵 を 熱 土 に で き 
る と 戦闘 が すご く 楽 に な る か ら 、 まず は シー クレ ッ ト ファ クタ ー の た め に 料理 の 腕 を 上 げ て お く の が いい せ 。 チケ ッ ト を 
、 あん まり 持っ て いな いな ら 、 応用 メニ ュー は アニ カマ ル ま で お あず け だ 。 
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フル ー ツ ポン チ 


得 
シロ ッ プ の 海 に 輝く 果物 た ちの 競演 


フル ー ツ ポン チ 


fruitpunch 


太 材 料 太 
が Ye ea プン er で 2 で イェ に SASPOO 作 4 PPmRPPnVRRGORKSRP6 人 GeoaoSONRSNS 
革 KS 
= イ 7 て 1 (に ) 大 きい も の は イチ ョ ウ 切 り に する 
ee Zsaae や 3 の NT PNGEPGSp6Re eezreSe7GPGRSG66 CORYWSKEP Ss MooveiAORA 和 IP を 9e0Kfeevdetr な ataWoe い vw 958 が YOMOgaawa BN 
パナ ナ 2 1 1 
形 よく 斜め に スラ イス し て | 
PornOcPPeaSSC だ 82 oo re" ッ Ge2tos まあ ) つい や Af っ 83 お 6 か Es さも の wssa00a Pom WO2ROSOcaWGAAAANeO6eo ト コア VS ここ Kat5SN2Rb3NODtub 


効能 
(HP 回 復 )206。 や 
1 分 間 替 防止 。。 


《 シ ー ク レッ ト フ ァ ク ター) 


甘い シロ ッ プ に ひと 口 大 に 切っ た フル ー ツ を 泳がせ た 、 まる で 宝石 
箱 の よう な デザ ー ト 。 盛り つけ る 器 も カッ ト ガ ラス の ボウ ル を 使う な 
ど 工 夫 を 凝ら し て 。 山 ぶ どう の 甘い 液 を 加え た シロ ッ プ は 、 魅惑 の 
大 人 味 で 熱 毒 を 防ぎ ます , 冷た ー く し て いた だ く の で 、 見 て いる 相手 
も 思わ ず 凍 りつ いて し まい そう 。 


全員 六 結果 * 作れ る よう に な る に は …… 疲 れ た 体 に 優し い デ ザー ト の レシ ピ は 、 体 が 資 
ーーーー- 本 の 男 た ちの 街 ・ ペ トナ ジャ ンカ の 民家 で 覚え られ ます 。 

用 メニ ュー た 

ユミ ルク で es 補 エリ ン ゴ で 、 0 df ーー トゲ ン の * 半 
9 フル ー ツ ヨー グル ト の アッ プル ポン チ 旨 スッ パ ポ ンチ 
フル ー ツ の ビタ ミン と 乳 製品 の カ | リン ゴ の シャ キシ ャ キ し た 歯 ご た . 薄切り レモ ン の ハチ ミツ 漬け を 浮 
ル シ ウ ム が いっ し ょ に 取れ る 、 栄 | え が た ま ら な い ア ッ プ ルポ ンチ 。 6 | か べた 、 き り っ と 酸味 の 効い た 味 。 
差 価 の 高い 優秀 レシ ピ 。 疲れ も 朴 で 優し い 甘 さ は 、 ひ と 口 食べ | キン キン に 冷や し て 、 素 材 の 持ち 
一 気 に 吹き 飛び そう で す 。 . れ ば 一 気 に リ ラッ クス ムー ド 。 1 味 を 引き 出し まし ょ う 。 
*HP 回 復 7% 追 加 *RHG を 5 に する * シ ー ク レッ ト フ ァ ク ター 率 ア ッ プ 


だ 。 イチ ゴ や パナ ナ 、 キウイ は 東大 陸 の キョ グエン や 北 の ノ ル ゼ ン で も 手 に 入る らし いか ら 、 手軽 に 作っ て どん どん 食 | 


ティ トレ イ 先 生 の ひと こと MEMO】 お れ の 故郷 ベト ナジ ャ ンカ で は 、 食後 の デザ ー ト と 言え ば この フル ー ツ ポン チ 


べ よ う ぜ 。 いや ーー 、 ホン ト 、 gs 


唐 揚げ 


符 
二 度 揚げ が お 


唐 揚げ 


friedchicken 


も 光 お いし さ の 秘 


文 材料 5 


SGS RNAieesoy SNSONKN も 6CK2986ecew を wa の 0 YENACC kkXYrSrbeCPsd 


レモ ン の 2 イカ 1 

王 都 バル カ 特 産 の 香り 高い も の マブ 港 近く で 売ら れる 活き の いい も の 

チキ ン 

バビ ロ ・ コ ー ML 1 
mW かい te プー に ASP eo ea 29COSXS8 な oo 四 ee 
効能 ー ちょ っ ぴり スパ イス を 利 か せ た 衣 を まとっ た 、 お か ず の 王様 . レモ ン 
(HP 回 復 720% を た っ ぷり し ぼっ て 、 アツ アツ を が ぶり と いた だ きま し ょ う 。 材料 に 


下味 を し っ か りつ け て お く の が 、 お いし さ の ボイン ト で す 。, 少な い 
材料 で 簡単 に 作れ て 、 満足 感 が 高い お 利 ロ レシ ピ 。 食後 の 戦闘 で 
は ダメ ー ジ 半減 、 き っ と 向かう と ころ 敵 な し で す , 


(RG 十 4 


62RAASIvSvARATwac 2 2 4 っ の Ra みな 


WTNintpoWtorowefeORrNCIGGHRGKTSSRLPRKNNGNOOeeeAIBS RBS 


NOS ー》 


0 * 作 れる よう に な る に は …… 料 理 人 の 強い 味方 、 マジカル ポッ ト の レベ ル を 6 

yePeerxwnvaewecaemereraartiorr-faeo まで 上 げ る と 、 食材 調達 施設 の スタ ッ フ か ら 教わる こと が で きま す 。 

用 メ ニュ ーー 

MC) < ES キキ エピ で eee YA こっ Se- eee > 和仁 
SS 18 本 唐 揚げ 海鮮 フラ イ 揚げ だ し 豆腐 

イカ と タコ 、 合わ せ て 18 本 の 足 を 熱 を 加え る と 赤く 染まる エビ は 、 と うふ に 片栗粉 を まぶし て 油 で 揚 

片っ端 か ら 揚 げろ 、 揚げ ろ ! 鶏 小麦 粉 だ な け の 薄い 衣 で 揚げ て 。 げた 、 酒 の 有用 に も な る 一 品 。 この 


の 足 は 食べ な い の で カウ ント し ま 
せん 、 悪し か ら ず 。 
*HP 回 復 6% 追 加 


2 な ca4eeoeoio3 


地道 な 努力 っ て や つ だ な よっ o 


き 
oe 2 MV SPP 


英 は この 美しい 色 に 見 と れ て 、 攻 
撃 が 当たら な く な る と いい ます 。 
* 戦 闘 開始 10 秒 間 攻 撃 回 避 


| 9 
: 
| 
| 
| 
| 


了 科 [ テ イト レイ 先生 の ひと こと MEMO】 イ カ は 港町 で 、 チ キン は チケ ッ ト を 利用 すれ ば 序盤 で も 手 に 入る 食材 だ 。 必ず | 
、 使う レモ ン は 首都 バル カ に し か 売っ て な い 果 物 だ か ら 、 行 く 機会 が あっ た ら 買い だ めし て お く の が 、 五 つ 星 料理 人 へ の | 


20 
人 生 に も 戦い に も 新しい 発見 が 。 
* ネ シー クレ ッ ト フ ァ ク ター 率 ア ッ プ 
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27 の 


リゾ ッ ト 


(67 
濃厚 チー ズ と も っ ちり し た 米粒 に 問 絶 


リゾ ッ ト 


fiSOttOo 


文 材料 大 
時 000 WRWCYAc が eo っ Yo Pa ee 
の ライ ス | 語 ミ ルク 
押 和 の 生 に まい 遇 剖 本 を 挫 み 和牛 で も ヤギ で も お 好み で 
か チー ズ 」 | 
レン 期間 の 長い 濃い 味 の も の | 
ネス ワン wc "poo S の MCirpo Ah 安 と の ROOTSK5RDYSYSGPRooASG っ RY rw な ES 0 


ce お eo の auc っ erca se っ 


効能 一 SC 
(HP 回 復 )256 

Rey 二 7 

9 クレ ・ ッ ト ファ クタ ー) - 
SS 
SS の 


文 応用 メニ ユー 


OrwioY2p0ox0pzPr の 


ユエ チキ ン で RS yY 
リゾ ー ト リゾ ッ ト 

大 きめ に 切っ た 鶏肉 を いっ し ょ に 

者 込ん だ リゾ ッ ト 。 チキ ン と ミル ク 

の ハー モニ ー が 、 バカ ンス の 開放 

感 を いや が うえ に も 盛り 上 げ ま す 。 


1 

る 

記 

YYertePeeOAO erGoowefK6C3WeAPtSASE125A3rer 


野菜 の うま み を 閉じ 込め た スー プ で ライ ス を 煮込み 、 粉 チ ー ズ を 
ふり か けた メニ ュー。 お 米 は 洗わ ず 、 その まま 使う の が 通 で す 。 焦 
が さ な い よう 、 水 っ ぽく な ら な いよ う 、 根 気 よく 煮詰め て いく の が 
上 手 に 仕上 げ る ポイ ント 。 そ の ね ば り と が まん 強 さ を 戦 , 閣 で も 活 
か せ ば 、 攻撃 が いつ に も 増し て 多め に 決ま る よう に な り そ う で す 。 

* 作れ る よう に な る に は …… サ ニ イ タ ウン の 食材 屋 で 、 旅人 に 振舞 われ る タ 
食用 の も の が 煮込ま れ て いま す 。 大 鍋 か ら こ っ そり 味見 を し ちゃ いま し ょ う 。 


上 


30OK… か SV 03RGSoNsSgz NN 


十 バ ター で … で の oe…… y 長 
こっ て リゾ ッ ト 
チー ズ の コク を さら に 引き 立て る 
の は 、 新鮮 な ミル ク か ら 作 っ た バ 
ター。 3 種 の 乳 製品 の そろ い 踏 み 
で 、FG も り も り 、 育ち 盛り に も グー。 


: グ いか めし リゾ ソ ッ ト 

洋食 、 和 食 を 問わ ず 、 相 性 良し 
と され て いる イカ と ライ ス 。 ぷ ぶり ぷ 
り の イカ が ライ ス の 食 感 を 引き 立 
て 、 素材 の パワ ー を 引き 出し ます 。 


* HP 回 復 10% 追 加 。 ※ ま FG ふ た つ 全 快 * ネ シー クレ ッ ト フ ァ ク ター 率 ア ッ プ 


3 3 ナラ オラ 、 ティ 


トレ イ 様 の 学 を 内 ら いな 


カシ ー ラ イス 


の 
野菜 の 甘み と スパ イス の 香り が 溶け 合う 


カレ ー フ ラフ イス 


CUrrVrICG 


材料 1 
ボ YKtkeecyevowpeo RY 思 の 9 まい も 0 科せ く っ F つら PC fP は apr (wc で の oro ch oN osaoRSPtDK 
トメ 92cpeke tc 濃い 色 の も の が 甘み あり 
RSSMOSRC NN sy NE 4 PPP 2 SE も Re fcO 人 SE SS でき " 全 … an 


の ジャ ガイ モ 、 ポ に ー ク 
ベッ ウ 芽 を 取っ て 食べ や すい サイ ズ に 衣 切 薄切り お 季 8 な ほう で 


MGvesoRofegiotm48 な ivtksSA SS で -aAgeytoeviosi 人 Ra eee か YBI 


効能 みん な の 大 好き メニ ュー の 代表 格 、 ご ち そ う の 金 字 塔 . カレ ギア 全土 

(HE 復 )30 % 1 で 国民 的 な 料理 で す . 地域 色 豊 か な スパ イス の 調合 が 味 を 際立た せ 

(Re〉 十 10 kyoo7akitr 人 9 る ボイン ト 。 バル カ 建 国 以前 の 時 代 に は 、 この スパ イス ひと 粒 が 黄金 

(Fo) と っ 人 人 に の か た まり に 匹敵 し た と か , 暑 さ 寒さ を 吹き 飛ば す 香辛料 の お か げ で 、 

あッ ター) oo 二 RG は ぐ ぐ ん と 上 昇 。 汗 を か きか き 食 する 姿 に 敵 も 尻込み し て し まい ます 

DO * 作 れる よう に な る に は ……・ オア シス を 抱く 砂漠 の 集落 、 アニ カマ ル が カレ ー 
Co Ye の 本 場 。 きっ と 民家 の お 鍋 の 中 で 、 今日 も ぐつ ぐつ 煮込ま れ て いる は ず 。 


用 メニ ュー 


っ YWP anSNESS NSRWOyeyatxese 


〇 の ciees 交 Mo 3 0 1 SA 9 の" サキ xmfise 和 3 7 
ハニ ー カ レー | SS 海 物 カ レー | り まろ や カレ ー 

すり お ろ し た リン ゴ と 隙 し 味 の ハ 、 新鮮 な タコ の ブツ 切り を 加え た シ 、 スパ イシ ー な 辛 さ る いい けれ ど 、 

チミ ツ の 香り が 引き 立つ 、 甘 ロカ 。 フード テイ スト の カレ ー。 ぷ り ぷ | ミル ク の コク を 活か し た レシ ピ も 


レー。 食べ や すい アレ ンジ を 工夫 り の 「 海 の 公 物 」 は フォ ルス の 力 捨て が た いも の 。 一 晩 寝かせ て 277 
し て 、 た くさ ん 召し 上 が れ 。 、 を みる みる 回 復 さす て くれ ます 。 | うま み を 引き 出し て 。 
*HP 回 復 8% 追 加 、 * ま FG ふ た つ 全快 、 *※ シ ー ク レッ ト フ ァ ク ター 率 ア ッ プ 


臣 [ テ ィ トレ イ 先 生 の ひと こと MEMO】 故 衝 は バラ バラ の お れ た ち だ けど 、 全員 の 口 に 合う も の と いっ た ら 、 間 違い な く 
_ この カレ ー ラ イス だ 。 ポ ー ク 以外 の 食材 は アニ カマ ル に 行く まで に 買え る ぜ 。 さす が 超 ド 級 の メジ ャ ー Me ula | 
だ が お れ は ポー ク カ レー だ け じ ゃ な くっ て 、 ビー フ ヤ チキ ン の も 大 好き だ 。 3 」 


ーー ツ ツ ツ ツイ ーーーーーーー マ ーー アーーーーー レ ーー テニ ーー エロ ロニ エロ エエ TTYT「†「 キ 0 0 


COOKING RECIPE 
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オム ライ ス 


⑥ 
チキ ン ラ イス を ふん わり タマ ゴ で や さ し く 包ん で 


オム フイ ズ 


anomelet containing fried riCe 


友 材料 大 
ーー os 各 ピー ao っ 1 で Ao ORC5 あ SER5pooEPNko っ と まま Ps ymWeweyYweymueteumueNPNNNGSIONNSNaooewertaetabttK 
ー 人 島 の タマ ゴ | ③: 丁寧 に みじん 切り し て お く 
あッ mor PenofNeriyamr Ss ep 
き 
9 ヽ ママ 科 を っ DSef5 っ と 上 る 1 【9h 仙 を たく た 


語 エ ーー 鮮やか な 黄色 の 玉子 焼き の 中 に は 、 甘み が 出る まで 炒め た タマ ネギ 
(dp 計 )30% と 其 肉 の ケチ ャ ッ プラ イス . こん も り と 山 型 に 仕上 げ て 、 た っ ぷり の 
4 ケチャップ で いた だ きま す , 口 の まわ り を 真っ 赤 に 築 め て 、 が つが つ 
Se ほお ば る あさ まし い 姿 は 、 バイ ラス に と っ て は 了 幽 鬼 その も の 。 一 目 見 


ーー お あ KN ロタ 間際 まみ S よ う で よ 

二 員 和 民 果 * 作れ る よう に な る に は …… 聖 殿 を 戴く 山頂 の 街 バ ビ ロ グ ラー ド で 、 巡礼 者 
Ota Pc Ye の 疲れ を 労 う た め に 振舞 われ ます 。 民家 に いた だ き に 参り まし ょ う 。 

用 メニ ュー 


エバ ター で oe 区 1 EK : REPTDT 7 チー ズ で ・ CCOODD > 針 

まろ や か オム ライ ス め : デミ オム | と ろ け る オム ライ スズ 
フラ イ パ ン に た っ ぷり の バタ ー を トマ ト を 煮込ん だ デミ グラ スソ ー ス を  」 ライ ス に 混ぜ る だ け で な く 、 ホ ワイ 
熱し て タマ ゴ を 焼き 上 げ れ ば 、 甘 」 た っ ぷり か け て いた だ きま す 。 ひと ト ソ ー ス も チー ズ を 加え て アツ アツ 
く て ふわ ふわ の オム ライ ス に 。 プ | 口 食べ れ ば みな ぎる 勇気 ! この 、 の オム ライ ス に 添え た 一 品 。 と ろ 
レー ン な 味 の ま まで 召し 上 が れ 。 お いし さ の まえ に 怖い も の な し ! | み の あ る チー ズ が た ま ら な い 。 
*HP 回 復 626 追 加 、 *1 分 間 恐 慌 防 止 、 * ネ シー クレ ッ ト フ ァ ク ター 率 ア ッ プ 


ANYNOr6RQNRAeReNW 


3 角 8Nm 


( ィ ィ トレ イ 先 生 の ひと こと MEMO】 バビ ログ ラー ド は 訪れ る だ け で も ひと 苦労 の 、 す ん げ 一 高い と ころ に ある 街 だ け | 
3 うと 、 不 思 議 と 足 が 前 に 出る ん だ よ な ぁ 。 こうち も 私 居 に し て くる も 222 さ | 


野菜 サラ ダ 


9 
赤 、 曰 、 緑 の 彩り 鮮やか な 


野菜 サラ ダ 


vedetable salad 


の か 6 


キュ ウリ 
めん Ma | 


3 ダイ コン 1 
| バルカ 近郊 産 の も の を 細切り 。 | 
re *… ww eS CTP033PRNdEKo8 和 BSD Ya mw MAOeot 人 の Oh yeeeee を で ovenetatAKTNSISetagsaaeaoeetwe 和 IND 
5 ニン ジン 
隊 Modikdii 


レタ ス 
重 人 MS 


効能 My に 
(HP 回 復 )30%6 cakeey 0 ks 
(RG)- 6 、 


Stringe5、 


シー クレ ッ ト フ ァ ク ター: ぅ 
0 


用 メ ニュ ー ル 


7 で 


お ん た ま サ ラダ 


も ちろ ん タマ ゴ は 半熟 で 盛り つけ 
て ! キュ ウリ と レタ ス の 緑 の じ ゅ 
うた ん の 上 に 、 は っ と 目 を 引く 真 
ん 丸 の 黄 色 が 映え ます 。 
*HP 回 復 11% 追 加 


ーー ドー を ーー ーーー ーー ーー シー も ーー 


と に か く 野 菜 を 食べ た い ! 思い た っ た ら さ っ と 作れ る お 手軽 サラ 
ダ 。 お 好み の 野菜 を ざく さく 切っ た ら 、 お 酢 と 油 の ドレ ッ シ ン グ で さ 
っ と 和え て 完成 で す . 血液 サラ サラ 効果 で チャ ー ジ の 速 さ は いつ も 
の 倍 ! お いし そう な 盛り つけ は 、 簡単 そう で も な か な か 奥 が 深い 
も の 。 探求 の 道 は 留まる と ころ を 知り ませ ん 。 

* 人 作れ る よう に な る に は …… マ ジ カ ル ポ ッ ト の 合計 レベ ル を 12 に し た ら 、 胸 を 
張っ て 食材 調達 施設 の スタ ッ フ か ら 教 わり まし ょ う 。 


Ca を FSS の SS っ KS で YKPICS NSFateoNYB 


ip KG お Ha 


] 9 上 と うふ で - etexwePdeebpkdeeig 
シャ キ シャ ケ サ ラ ダ ダイエット サラ ダ 


直 火 で さっ と 秋 っ た シャ ケ を 、 ひ 
と 口 大 に 切っ て あし ら っ て 。 フォ ル 
、 ス の 力 が 回 復 し な く な っ た 弱っ た 
体 を ふる い 立 た せま す 。 

*1 分 間 束 騙 防止 


me PO の が 


億 [ティ トレ イ 先 生 の ひと こと MEMO】 サラ ダ は 食卓 で は 脇役 に 徹する こと が 多い メニ ュー だ けど 、 シン プル な だ け に | 
料理 人 の セン ス が 試さ れる と いっ て も 過言 じゃ な いん だ 。 2 」 


、 最近 で は も うす っ か り 定 番 と な っ 


た 、 お 豆腐 を 使っ た サラ ダ 。 ゴマ 


| な ど し っ か り し た 味つけ の ドレ ッ シ 


ング で いた だ きま し ょ う 。 


、 ※ シ ー ク レッ ト フ ァ ク ター 率 アッ プ 


で き な い か ら 、 配達 し て も ら え る よう に チケ > トリ 
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2 の 


272 


カル ボナ ー ラ 


⑩ 
クリ ーー ミキ 生 マキ ザー が 決め 手 


カル ボナ ー ラ 


Carbonara 


文 材料 太 
パス タ で タマ ゴー 
クリ ー ム に 合う 太め の も の | あ バビ ログ ラー ド か ら の 直送 ! 
rs に mm > る OCR SpbOer ーー なー mrinfetteviekM08GR の geekoxewtrefGASNGG 
らき 科 バタ ー 8 
me な ハー タブ 「 万 三 の 実り 」 和 机 品 
3 PP 


7 交 章 フレ ッシュ な バタ ー と チー ズ 、 タ マ ゴ で 作っ た コク の ある ソー ス を パ 
(HP 四 和 3506 スタ に か ら め た 料理 。 タ マ ゴ ソー ス が 半 夫 に な れ ば 成功 で す な め 
ay+4 らち か な 天 さ わり の お か げ で 動き る いつ に な く 快 論 、 戦 いで 体 が すく 
= ニー ニー ーーーーーーー- む の を 防ぎ ます , クリ ー ミ ィ な 味 の 向こう に 見 え 隠れ する 黒 コ ショ ウ 


1 分 間 マヒ 防止 っ 世 
(シー ー ク レッ ト フ ァ ク ター) 


の 刺激 が 、 身 を 襲う あら ゆる 災い か ら 身 を 守る 役割 も 果たし ます 。 


ステ ー タ ス 流 少 無効 * 作 れる よう に な る に は …… ミ ルク 色 の 温か な パス タ は 、 駿 の 王 都 バル カ に 
ーー morr 似合い ます 。 食堂 で 湯気 を 上 げ る で きた て の 一 皿 を つま み 食 い 。 
用 メニ ュー 
ユミ ルク で 2 SS 次 っ つ 十 ポ ー ク で ……… の の y 父 1 の 2 十 イ カ で …… で の の lr の y 答 
"| スー プス パ | 6 う 他人 カル ボナ ー ラ イカ ル ボ ナー ラ 


ミル ク で 煮込ん だ た た っ ぷり の スー | 
プ で ゆで 上 げ 、 パス タ を いた だ き | 一 ラ 。 よく ある ベー コン で は な いと 


腔 こま を 合わ せ て 他人 カル ボナ し っ か り し た 味つけ で いた だ く こ 
| と が 多い イカ で す が 、 乳 製品 と の 


ます 。 最後 の ひと すく いま で 、 残 "ころ が ミソ で す 。 思わ ず 走 り 出し | 相性 も な か な か で す 。 新しい 味 


さ ず し っ か り 食べ て 。 . た く な る ほど の うま さ 。 の 発見 に 直感 も 潮 え 渡り ます 。 
*HP 回 復 626 追 加 、 *1 分 間 鈍 足 防 止 、 * シ ー ク レッ ト フ ァ ク ター 率 ア ッ プ 


[ティ トレ イ 先 生 の ひと こと MEMO】 初め て 食べ た と き の 衝撃 は 今 で も は っ きり 覚え て る ぜ 。 トマ ト と か 肉 の 味 が 普通 


、 だ と 思っ て た パス タ に 、 こ ん な クリ ー ム 系 の ソー ス が ある な ん て な ぁ 。 パ ニッ クチ ェ ッ ク が 足り な いと き は 、 これ を 食べ て | 
戦う べし ! 基本 レシ ピ な ら バ ルカ で 食材 が 買え る か ら 安 心 だ 。 


⑪ 
あふ れ 出 る 肉汁 は 幸せ の 証 


ハン バー グ 


hampurder 


友 材 料 友 
ビー フ へ 、 タ マネ ギー 明 
に いて 二 す cc アッ プ の し っ か り 炒め る と お いし い ' 
で の 98 ee 2 か TSCAASRWeotNKd20DA0R で ce Yi My 
な ジャ ガイ | | ニン ジン {を 
ペッ ウ で | り 内 に 肖 IAA で も OK 
ns 
効能 - ひき肉 と 炒め た タマ ネギ を よー く こ ね て 、 小 判 型 に し て 焼き 上 げ ま す 。 


(HP 回 復 )35% が 出 て くる 肉汁 が 透明 に な っ た ら で き あがり 。 つ け 合 わせ は こん が り 

(RG)+3 揚げ た ジャ ガイ モ と 、 甘 く 煮 た ニン ジン が 定番 で す 。 ご ち そう と 言っ 

1 分 間 印 中 防止 ーー デー た ら ハ ンバーグ だ っ た 、 幼い ころ の 甘美 な 気持 ち に 勇気 づけ られ て 、 

が 020 で や の WIS 戦 半 中 の どん な 卑 眉 な 攻撃 も 怖く な く な り ま す . 

人 が * 作 れる よう に な る に は …… ミナ ー ル の 酒場 で 顔 パ ス の お 客 に だ け 出 され る 
oe メニ ュー で す 。 聖 獣 王 を 倒し た ら 、 マス ター に 認め て も ら え る は ず 。 


用 メニ ュー 
エタ イコ ン で 。 0 * が WO dk2H94pes 1 十 と うふ で で の re の ir… 
お ろ し バー グ 夫 の エッ グ バ ー グ - 次 1 と う 00 の 0 時 
消化 を 助け る 大 根 お ろ し を 添え | お 了 肉 の 上 に 輝く の は うれ し い ヘル シー 料理 の 定番 、 と うふ で 作 
た 、 あ っ さり 味 の ハ ンバーグ 。 ポ ン | sunny-side up! フォ ー ク で つつ | っ た ハン バー グ 。 と うふ を し っ か り 
酢 を た っ ぷり か け て も り も り い た いて 黄身 が あふ れ 出し た ら 、 す か | 水切 りす る ひと 手間 が 、 料理 の 222 
だ く の が オス ス メ で す 。 . さ ず お 口 へ 放り 込み ます 。 | 完成 度 と 効果 を 上 げ る ポイ ント 。 
*HP 回 復 4% 追 加 」 *1 分 間 凍 結 防 止 | * シ ー ク レッ ト フ ァ ク ター 率 ア ッ プ 


科 [ティト レイ 先生 の ひと こと MEMO】 酒場 に こん な 隠れ メニ ュー が あっ た と は 、 さ す が の お れ も 気 づつ な か っ た ぜ ! 


ミナ ー ル だ け で は 食材 が そろ わな いか ら 、 一 見 さん お 断り に する マス ター の 気持 ち も わ か る よ 。 0 
0 Ak EC ul 
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ミー トー フワ 


2 
オー プン で 焼き 上 げ ち リッ チ な ハン パー グ 


ミー トロ ー フ 


meat loagf 


ここ 
ビー フ ] タマ ゴー 

~ 赤身 部 分 を ケチ 5 ず た っ ca | た ASS 

タマ ネギ | 語 ミル ク 1 
の セレ ン 湿原 の 水 で 育っ た も の 【 バー プ だ で 直 て た 邊 の 和 
文 効能 太 。 ひき 肉 を こね た ら パ ウン ド 型 に 詰め て 、 石窯 オー ブン で 焼き 上 げ ま す , 
(HP 回 復 )40%6 較 型 に 詰め る と き に 輪切り の ゆで 玉子 を 敷き 詰め て お く と 、 いた だ く と 

ーー… き に 切り 口 か ら の ぞい て と っ て も か わい く 仕 上 が り ま す , ひと 手間 か 

ーーーーーmー… ツ けた ちょ っ と リッ チ な ハン バー グ は 、 お な か も 心 も お サイ フ も ホク ホク 
テー に な れ そ うな 、 アイ テム も 手 に 入り や すく な る 予感 が いっ ぱい 。 
アイ テム 入手 時 人 * 作 れる よう に を な る に は …… ラ ジル ダ の 宿 に 泊まっ て ゆっ くり 疲れ を いや す と 、 


翌朝 お か みさ ん に ご ち そ うし て も ら え ます 。 ぜひ 一 泊 し て ご 賞味 を 。 


用 メニ ュー 
_ タ パスタ で see RS が = やっ YY y 克 イチゴ で ・ ee "で て 時 

み 。 ラザニア | る: こ ご こってり ミー トロ ー フ WY スト ロン グミ 

ラザニア は 大 きめ の 板 状 の パス た だ で さえ ぇ お 肉 の 主張 が 激しい お 肉 の 層 か ら 顔 を の ぞ か せる の 

タ 。 ミー トロ ー フ の 上 に ラザニア を ji と ころ に 、 バター を 練り 込ん で し ま | は 、 赤 く て 甘酸っぱ い イ チ ゴ 。 こ 
27 乗せ た らち 、 ホワ イト ソー ス で グラ タ | っ た こっ て り 好 き 大 興 徐 の 味 付 の 発想 、 ツ ワ モ ノ で す 。 スゴ 腕 料 

ン 風 に し て で き 上 が り 。 、 け 。 血圧 と 興奮 し すぎ に 要 注 意 ! . 理 人 だ け に 許さ れ た 新 境地 ! 

*HP 回 復 5% 追 加 * HG を 70 に する 


、 * ネ シー クレ ッ ト フ ァ ク ター 率 ア ッ プ 


を ティ トレ イ 先 生 の ひと こと MEMO】 レシ ピ を 覚え る と き は 大 抵 マ オ の つま み 食 いな ん だ けど さ 、 上 品 な お れ さ ま に は 


、 でき ね ぇ | 


っ て 言っ て た ら 、 ラ ジル ダ の 宿 の お か みさ ん が ご ち そ うし て くれ た 料理 だ 。 人 ' 


_ な い の が ちょ っ と 残念 だ けど 、 一 回 泊まっ て じっくり 味わい た い ぜ …。 


2-3 


ミー ト ソ ー ス 


@ 
パス タ の ゆで 加減 が 腕 の 見 せ ど こ ろ 


ミー ト ソ ー ス 


me8at Sauc@ 


支 材料 太 
パス ター めき タマ ネギ ドニ ンジ ゼン: 
2 | @ \ た 林 土 で 斉 っ た 原 和 葉っぱ は 刻ん で 添え も の に 

2 8 な 2 か ye が RNN: PPE ヤキ ーー em 9yyr の VIeRMeyeBeAC38WSSRNSOCNNwexevyiey な AN 
ピー フ | トマ ト 

2 ジル ベ ナ の 暴れ 邊 の ひき 内 | 秒 満 で は 次 重 を 分析 


ec 


拉 
(HP 回 復 )456 SS 


ひき 肉 の トマ ト ソ ー ス を あつ あつ パス タ に か ら め る パス タ の 王様 
お 肉 は ケチ ら ず た っ ぷり 使い まし ょ う 。 野 菜 の み じん 切り を 加え る と 、 


(Re) 二 4 - 歯ごたえ も 味わい も ぐっ と アッ プ し ます , あん まり あわ て て 食べ る と 、 
ーー ーー ーー 口 の まわ り が まる で 血 染め の よう に 真っ 赤 に な る の で 注意 ! そん 
ま SS こ じゃ ES cr な 姿 を 見 た ら 、 さ す が の バイ ラス も 硬直 し て し まい ます , 

全員 マビ 訂 ※* 作れ る よう に な る に は …… ガ ジュ マ の 集落 ・ ビ ピス タ の 家庭 料理 は 、 村 の 
ーーm ツ ーー ペー… の ーー… 入口 すぐ の 民家 で さっ そく 味見 し て お きま し よう 。 

用 メニ ュー 


3 ct64yS ove23o YY 
お 好 ミ ー ト ソー ス 


熟成 させ た チー ズ を サイ コロ 状 に 


切っ て 混ぜ 込み 、 さ ら に 粉 チ ー ズ 


を た っ ぷり と 。 これ が な けれ ば ミ 
ー ト ソー ス じ ゃ な い 、 と いう 声 多 し 。 


AE くく て で RTR 
まっ た り ミ ー ト ソー ス 
| パス タ を ゆで た ら ア ツア ツ の うち 
、 に 、 た っ ぷり の パタ ー に か ら め ま | 
、 す 。 ひき 了 肉 ソ ー ス を 引き 立て る か 
くし 味 で 、 FG が た っ ぷり 回 復 。 | 


新鮮 な 豚肉 を ソー セー ジ に し て 、 
ゆで 上 げた パス タ や ソー ス と いっ 
し ょ に 炒め ます 。 タマ ネギ を 多め 
に 使っ て 野菜 の 食 感 を 楽し ん で 。 


*HP 回 復 6% 追 加 *FG3 つ 全快 、 * シ ー ク レッ ト フ ァ クタ ー 率 アッ プ 


呈 ニ ィ ト レイ 先生 の ひと こと MEMO】 カル ボナ ー ラ と 並ぶ 、 パ スタ を 使っ た 料理 だ 。 食 材 を 5 つも 使う 分 、 こ っ ちの 


も が RI RG 変動 の 効果 も ある ぜ 。 応用 メニ ュー を 作り た いと き は 、 ビ は 2508 て で 電 和 昌 開 


- 生 


COOKING RECIPE 


27/ 
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海鮮 グラ タン 


2-3 


@ 
こん が り チ ー ズ の 下 に は 海 の 幸 た 


海鮮 クラ タン 


seafood gratin 


っ つぶ リ 


6006REAENKYSPRPdodWenNyeeoaee ReoeeronaseopaeAOS Ro 2 60 の 5SKoodeReee5hKe Paemee デ mewoaraacxoa で mteeen ら rfPAGPYEOSRSeeeeayewoeowewertoR 
メー 


ミル クー 


人 タマ ネギ 明 
欄 山 で 波 ん だ 水 に さら し て 夫 宮 だ な いま うに 他 っ くり 誠 圭 


1 の 9 


re TCR 0:ANSNANSRG+ つ 82 


ンカ イカ ら “ 0 に の 6 
7 ele 1 0 FT 量 は た っ ぷり 
効能 こん が り チ ー ズ で 覆 わ れ た 表面 を スプ ー ン で すく うと 、 海 の 幸 た っ 
(HP 回 和 /455% 。 = ざり の ホワ イト ソー ス の 海 が 広がり ます . 体 の 芯 まで ほか ほか 温 ま 
(RGy+s る オー ブン 料理 は 、 衰弱 する の を 防い で くれ る くら い 、 お 用 に 優し い 
1 分 間 胡 表 防 止 "メニ ュー で す 。 アツ アツ の ソー ス で 舌 を ヤケ ド し が ちな の で 、 RG が 
ーー 、 ちょ っ ぴり 上 昇 す る の は ご 愛 婚 。 
(シー クレ ッ ト フ ァ ク ター) 了 し 
遇 全員 外 よ * 作 れる よう に な る に は …… マ ジ カ ル ポ ッ ト の 合計 レベ ル が 18 に な る と 、 敬 
ーーーーーーーーーーーーーー 意 を 表し た 食材 調達 施設 の スタ ッ フ が レシ ピ を 教え て くれ ます 。 
用 メニ ュー 
YE 63KSSAK SrSeroo- Pe ec ed 33 て し SN 509ORCNgPSgS6obPBRIOaa の 2 exk mm a ペ eSYakeoaurfegsaCS2 
1 Are ee 補 を 十 シ ャ ケ で 6…… の ……… # ド ー エマ グロ で PTT ゞ > 往 
お めで と グラ タン | " 乏 お イク ラグ ラタン | や お か し ら グ ラタン 
お 祝い ご と に 欠か せな い タ イ を 丸 | 取り 立 し た ば か り の シャ ケ の タマ カブ ト と し っ ぽ 、 マグ ロ の 尾 頭 が 
ご と 使っ た 、 慶事 に も ふさ わし い 1 ゴ ・ イ クラ を か ざり 、 切り 身 を ソー | そそ り 立 つ 、 非 常に 豪快 な 一 品 。 
料理 。 吉 か ら 飛 び 出 た 頭 と 尾 が ス に 投入 し た 、 シ ャ ケ 好 き に は た | も ちろ ん 頭 の 肉 も 食べ られ ます 。 
また 格別 。 | ま ら な い グ ラタン で す 。 、 と くに 目玉 と 起 が 絶品 。 
*HP 回 復 12% 追 加 、 ※ 受 ける ダメ ー ジ 10%% ダ ウン | * ま シー クレ ッ ト フ ァ ク ター 率 ア ッ プ 
ra FRSYSSC2uaoalseoaessaowee era ゲン ワー eーm 入っ Mg 


ティ トレ イ 先 生 の ひと こと MEMO】 海 の 幸 メイ ン の アツ ア > ツ グ ラ タン だ 。 応用 レシ ピ で 使う 食材 も シー フー ド ば っ か 


_ り だ か ら 、 こい つ を 作る と き は 、 バビ ログ ラー ド 港 や バル カ 港 の 店 に よく お 世話 に な る ん だ 。 も ちろ ん 海 の バ イラ ス を 倒 


は 強く も な れる し 一 5 仔 Be 


本 人 ッッ ト 


ドラ イフ ルー ツ を 混ぜ 込ん だ ご 


メス トー 


fruit cheese 


フル ー ツ チー ズ 


な 才 : 共 イ ツマ 


ツチ ー ズ 


文 材 料 文 


ーー… ず の 
) oy 
8 


YA 役 Eub 


イチ ゴ 


ウン や ンー ュー 


Pt reRRYnEGNSPSKNONNoeee2dGSN 


リ ン ゴ 


キョ グエン 産 の セレ ブ 2 1 キョ グエン 産 の リッ チ な イチ ゴ キョ グエン 産 の マダ ム な リン ゴ 
we ET yr ke のち tr bB で PTeBuSo we PTY Pomw へ PRNpS0CYECRGows chorox 
、 パ ナナ |@ キウイ 5 
KS AS - 本 9 ま ッ 
大 効能 文 ーー ヤー た だ の チー ズ と 思う な か れ ! ほん の り 甘 い ク リー ムチ ー ズ に た くさ 


(HP 回 復 )50%% SONS 


OOWOeNWWNNNYNNLSNNGEYMNSeDe の SSR 


(RG〉 一 10 


ONSANNSNAONMKOYNNNAKgMNE め cdrSANNYia を の ーー 人 es 


Fe73 う 全快 


《 シ ー ク レッ ト フ ァ ク ター〉 
エン ハン スポ イン ト 十 30 


90SNeONneA0SeenyOY eee 人 


文 応用 メニ ュー 文 


0 人 NSNDoCGOSRSPeor SPPOneoosew cw: 光 rep ye 


十 ミ ルク で 

フル ー ツ チチ ー ズ 
ミル ク を 加え て ババ ロア 風 に 仕 
立て た フル ー ツ チチ ー ズ 。 この 
味 ! この ぷる ぷる ! スイ ー ツ 好 
き に は た ま ら な い 一 品 で す 。 
*HP 回 復 10% 追 加 


【 テ ィ ト レイ 先生 の ひと こと MEMO】 チー ズ を 使っ た デザ ー ト だ な 


ん の ドラ イフ ルー 


ツ を 加え た 、 エレ ガン ト な デザ ー ト で す 。 ペ ぺろ り と 


食べ られ る 口当たり の よさ を 持ち な が ら 、 フォ ルス の 力 を みる みる 
回 復 さ せる と いう 栄養 価 の 高 さ 。 武具 の 力 ま で 引き 出す こと も ある 
と いう の で すか ら 、 あな どれ ませ ん 。 

* 作れ る よう に な る に は …… キ ョ グエン の 宿屋 に 置か れ た せい ろ の 中 で 、 湯 


気 を 立て る お 銀 頭 。 その 中 に 


WT SKY NG が び WSKAM KR 人 で 和 の 29ESCTTBTD24SRe8PRGSSOeGGSRSDC み ss な og ss 


十 レ モン で …… 会 研 … y 
さっ ぱり フル ー ズ 
レモ ン の 酸味 が じつに さわ や か 
に マッ チ し ます 。 ひと 口 大 に 切っ 
て オー ドブ ル と し て お 客 様 に お 出 
し し て も 喜ば れ そ う 。 
ネ * 戦 闘 開始 30 秒 後に FG 十 200 


Mnet が ABYSSSMKSGSSePS3Ar9 


この 魅惑 の 味 が 隠れ て いま す 。 


er edo Anari や ジン で toee0eS SS25CAOK9MBoRcrRYSoCRRoo の 5 


に マー ブル チー ズ 

ここ まで 見 事 な 食 の 東西 の 融合 
が あっ た で し ょ うか 。 と も に 保存 食 
で ある ミソ と チー ズ 、 意外 性 を 超 
越し た ハー モニ ー で す 。 
※ シ ー ク レッ ト フ ァ ク ター 率 ア ッ プ 
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。 ドラ イフ ルー ツ が 入っ て て 見 た 目 が キレ イ だ ろ ? 


_ ヒル ダ も アニ ー も こい つ に は 目 が な いん だ よ な 。 ちな み に マ ー まさ ー ズ 用 の ミソ だ け は どこ の 街 で も 買え な いん だ 。 1 


_ チケ ッ ト を 使わ な いと 手 に 入ら な いか ら 、 ERRSN 


COOKING RECIPE 


ボル シ チ 


I6) 
北国 の 家庭 料理 は トマ ト ベ ー ス の さっ ぱり 味 


ボル ンチ 


borsSch 


2 の 


衣 材 料 友 陸 人 人 
< ピー フ | マネ ギ | トマ ト 
塞 さ に 0 導 ペン の | @ 放 leod2GSdeieAbezgs 2 PR 
ジャ ガイ モ | 2 ニン ジン 
どる ) 雪 の 中 で 保存 し て お いた も の | プ ザ "旅人 に 人 気 の ミ ニキ ャ ロッ ト 
た 能 トマ ト ソ ー ス で お 肉 と 野菜 を 煮込ん だ 、 北国 の メニ ュー。 見 た 目 に 
HP 回 復 )506_ 二 反し て さっ ぱり 味 で 、 サ ワー クリ ー ム を 添え て いた だ く こ と も あり ます . 
(RG) 十 9 PEkivY さす が 寒い 地方 の 料理 だ け あ っ て 、 体 を 温め る 効果 は 抜群 1 か 
1 分 間 滞 防止 ーー つ ぜ つが よく な り 、 術 を すばやく 唱え られ る と いう 効果 も 期待 され て 
呈 の 5 訴 3 科 I いま す , 雪原 に 赴く と き に は ぜひ と も 食べ て お きた いと ころ 。 
計時 間 1 ン 2 * 作 れる よう に な る に は …… 一 年 の 多く を 雪 に 閉ざさ され た ノル ゼン を 代表 する 
メニ ュー。 家庭 料理 で すか ら 普 通 の お 家 で ご ち そ うに な れ ま す 。 
大 用 メニ ュー 
エレ モン で ME し. 4 2 PTPPet 村 を ー マ 和 を SR 
さっ ぱり ボル シ チ | スイ ー ト ボル シ チ ブレ シ チ 


お 口直し の 薄切り レモ ン を 添え れ 
ば 、 と て も さっ ぱり し た 後味 。 大 き 
な ビー フ の か た まり だ っ て 、 ぺろ り 
と 食べ られ ちゃ いま す よ 。 
*HP 回 復 5% 追 加 


「 テ ィ ト レイ 先生 の ひと こと MEMO】 うお お お 、 こ りゃ あっ た まる ぅ ! 
な 。 ち な み に ノ ル ゼ ン っ て あん な に 雪 深 い の に 、 な ん で 新鮮 な 野菜 が 買え る ん だ ろう っ て 思わ な いか ? 


れ た 野菜 を 雪 に 埋め て 保存 し て る らし い ぜ ! 生活 の 知恵 だ よ な 一 。 


デザ ー ト だ け で な く 、 サラ ダ や 閣 


、 込み の 隠し 味 に も 重宝 する リン 
、。 ゴ 。 いち ょ う 切 り に し て 加え まし ょ 


う 。 深い コク と 甘み が 出 ます 。 
* 戦 闘 開始 30 秒 後に HP 十 30% 


、 交互 に 食べ る か 、 浸し て いた だ く 
| か は あな た 次 第 。 柔らか い 白 パ 
| ン は も ちろ ん 、 栄養 た っ ぷり の 肥 
| 芽 パ ン な ども オス ス メ で す 。 

、 *※ シ ー ク レッ ト フ ァ ク ター 率 アッ プ 


ノル ゼン で と れる 食材 ば か り を 使っ た 煮込み だ 


な ん で も 、 と 


まま 
9 ーー 
3 


ポテ ト サ ラダ 


ゆ 
ほくほく の ジャ ガイ モ が 食欲 を そそ る 


ボテ ト サ ラ ダ 


potato salad 


計 に 

が ジャ ガイ モー | 仁 ニシ ジン 人 タマ ネギ ー 

の ) あつ の まく CE が いて PE。 ほか の 料理 の 残り で も OK |@ 導く スラ イス し て 水 に きら す 
% キュ ウリ | レタ ス ! 

ベル サス 近 元 の 促 培 品 種 と 差 き が よい 案 冷 地 の も の を 使用 

効能 。 秒 で た ジャ ガイ モ を つぶ し て 色とりどり の 野菜 と 和え まし ょ う 。 簡単 
Cd 回)60% 。 。 に 作れ て ボリ ュー ム 満 点 の 、 マ ッシュ ポテ ト の サラ ダ で す . ニ ンジ ン 
(RG) 一 ー5 - 。 や タマ ネギ 、 キ ュ ウ リ は 薄く スラ イス し 、 しっかり 水気 を 切る こと 。 絶 


妙 の 味つけ に 仕上 が れ ば 、 いつ で も 奥義 が 使え る と いう 夢 の よ うな 


クタ 『 得 られ る 、 スペ シャ ル な メニ ュー で す . 
⑫p ー ク レッ ト ファ クタ ー) 効果 が 得 ら れる 、 スペ シャ ル な メニ ュー で す 


0 * 人 作れ る よう に な る に は …… 交 易 の 街 ベ ル サ ス で 食材 を 調達 する と 、 味見 を 
mo SS すす め て も ら え ます 。 で きた て ほくほく を ば くっ と いき まし ょ う 。 
用 メニ ュー 
も 7 あ タイ py SC を SS 時 SO wseas <eosssbssaessseees ッ を お 十 ト マト で ……………… 
サラ スパ た ま ポ ボテ サラ ダ 1 カラ フル サラ ダ 
、 真っ 赤 に 熟し た トマ ト を 加え る メニ 


宣 
き 
細め の パス タ を 加え た メイ ン デ ィ ッ ゆで 玉子 を フォ ー ク の 背 で つぶ し 
シュ 級 の サラ ダ 。 し っ か り 混 ぜ て 。 な が ら 、 ざ く ざ ぎく 混ぜ て 召し 上 が れ 。 | ュー。 種 は 取り 除い て お く と 水 っ 
を 
! 


ポテ ト を か ら め た ら 、 大 口開け て | 見 た 目 以上 の ボリ ュー ム と 栄養 で ぽく な り ま せん 。 ポテ ト サ ラ ダ の パ 297 
た らぶ ふく いた だ きま し ょ う 。 | 底 を 尽き た FG も 全快 し ます | ワー を 最大 限 に 引き 出し ます 。 
*HP 回 復 13% 追 加 、 *FG 全 回 復 、 * シ ー ク レッ ト フ ァ ク ター 率 ア ッ プ 


も 際 [ テ ィ ト レイ 先生 の ひと こと MEMO】 ベル サス は さす が 交易 の 中 心 だ け あ っ て 、 売っ て る 食材 も な か な か だ 。 買い 物 上 
する 機会 も 多い だ ろう か ら 、 きっ と この レシ ピ は 教え て も ら え る ぜ 。 街 の まわ り に 出る バル ー な ん か は 旅 の 後半 に な っ て | 
も けっ こう 手 こ て ず る ヤツ だ か ら 、 この シー クレ ッ ト フ ァ ク ター が 役に立つ ぜ 。 守 _ 


COOKING RECIPE 


パエリア 


⑥ 
大 ぶり の 魚介 が ライ ス の 上 に 踊る 、 情 熱 的 な 一 皿 


パエリア 


paella 


文 材料 太 


TA て 4 の YKP KERSPpaszosoy* き な 


FOOcfPOog in 3 aco6p て we TermOCPROWIRNSOSOSYRSnoeomeoosysign9c 


ライ ス 
0 オス ミナ の 土 で 育っ た コメ 8 の 全 北海 の 特産 品 を 輪切り に し て | で っ を レン パオ 


WFCSPhem NIResponens 


err な DE KeYYYWSX akkeaeaee の ooo 


ー タ マネ エビ 
④ 守 の 下 か 握り 出し た 新 タマ ネギ モク ラド の 沖 で 拓 れ た 事 エ ビ 


! CVD Ko の いあ RIs た WEBbsgFeeorsefCNK TRSK4PRRh 
効能 ”" 平たい お 鍋 に スー プ を 入れ た ら 、 鶏 肉 や 魚介 類 と ライ ス を いっ し ょ 
(HP 回 復 655%6 ”- に 炊き 上 げ ま す . その まま 食卓 に 出し て 、 みん な で いた だ きま し ょ 2 う 。 
(RG)+8 ーー 原色 の 食材 が 映え る 情熱 的 な 密 は 、 食べ た 人 に 恐れ を 知ら ぬ 心 を 


1 仙人 pF  ” ” ”"~… ご も た ら す 効果 アリ . そ の あふ れん ば か り の パッ ショ ン 、 戦 いで 得 た 


ーーーーー 経験 まで 一 気 に ア ッ プ させ て くれ そう で す , 
《 シ ー ク レ ッ ト ファ クタ ー》 en 
ko * 作れ る よう に な る に は …… オス ミナ 山地 の 向こう 側 、 隠れ 里 モ クラ ド で つま 
ーー ドー ーー アー ーー… み 食 い 。 民家 の 保存 袋 に 入っ て いる の で こっ そり いた だ きま し ょ う 。 
用 メニ ュー た 
針 2 い 3820 半 よ に 上 トマ ト で 90nisvsne Ve 
パ エ ー リ ア パ エ ー ジ ャ 
知幸 の うま さ を | すべ て の 具 材 を バタ ー で 炒め て 、 生 で いた だ く ト マト も いい で す が 、 
引き 立て ます 。 黄色 に 色づけ し た | うま み を し っ か り 閉 じ 込め ます 。 | 表面 が ちょ っ と こげ た も の も また 
292 ライ ス と の 相乗 効 果 で 見 栄え は も 。 ジュー シー| スパ イシ ー! 躍り | 格別 。 遠い 南 の 国 に 思い を は せ 
ちろ ん 、 体力 だ っ て し っ か り 回 復 。 上 が る お 味 に 動き も 機敏 に ! | る 、 パ エリ ア の 真髄 が ここ に 。 
*HP 回 復 9% 追 加 、 * 戦 闘 開始 10 秒 間 攻 撃 回 避 | * シ ー ク レッ ト フ ァ ク ター 率 ア ッ プ 
NBC なせ WT co VM 杜 csmOYwedANr mr eco 上 rieOASMORK 32RQqkeaNekieohcv 


幸 [ テ ィ ト レイ 先生 の ひと こと MEMO】 も と も と は 南国 の 料理 らし いん だ けど 、 レシピ は 意外 に も あん な 北 に ある モク ラ 
_ ド に 伝わっ て る ん だ 。 いろ ん な 理由 で あの 村 に や っ て 来 た 人 の 中 に 、 パエリア 好き な 人 が いた ん だ ろう な ぁ 。 街 で 覚 
えら れる レシ ピ の 中 で は 、 体力 回復 量 が 一 番 多い 料理 だ ぜ 


BE 


舟 盛り 


@ 
大 胆 な フォ ルム で 酔わ せ 、 飾 ら な い 味 で 魅せ る 


舟 盛り 


funarmori 


胡 材 料 太 


WRCNADSSNSy PCOh6wessmer ey は 3 PWR ツー asa SNSeFeCo か IS 
い ヾ SN マグ ロ 1 6 
Bs 切り 和 だ け で な く 中 落ち も 6 


SNRNePASYRCCmWeaeersoerー 


PP の Pu Pe 生 イア.ec2eeewecwdSBSSgSSSS3SASRSGmaotvweoemeetSD8 


ンコ イカ WO タコ 
3 グ 食べ や すい 短冊 切り で ゆで て スラ イス し 盛り つけ る 


neet っ ea と AG 6 rpvRer、 て SGge の So っ Rosa 


8 Eee 2 て と ToonPdarAeA0S20OSSWeReS 


ec エビ 
s ぶ 。 最近 安価 に 皮 が 銀色 の 新鮮 な も の を バル カ 近 海 の 甘 エビ を 使用 


き 


PRTRSSekoYe emo を SaodoeMo25SGvPevoKRSsAe NAS 


Neor の NARORNN NNNNPNSMmevenvtweueuevo nm Poane oO Meet 


vawovkuSdbcSsove9bxd0 RNNGRSKSK 


効能 友 ”。 屋形 船 を 模 し た 器 に 、 こ れ で も か と 言わ ん ば か り の お 刺身 て ん こ 盛 
(HP 回 復 770% り ! 夜 の 会 食 で これ が 出 て きた ら | 無 礼 講 」 の 合図 と か 。 新鮮 な 
(RG 一 。 。 食材 に し か 許さ れ な い 生 食 だ か ら こそ 、 フ ォ ル ス の 力も みな ぎり ます 


ーー 尽 気分 に ひ た っ て 大 胆 に 挑み た いも の 。 


SS * 人 作れ る よう に な る に は -…… 活 き の い い 材 料 が な いと ボ ヤ い て いた バル カ 港 
eee の 料理 屋 で 食べ られ ます 。 ギリ オー ヌ の 試練 を クリ ア 後 に 行き まし ょ う 。 
用 メニ ュー メ 


で oN が 82 RNN SVR た So 生か EKY3DCK 


タダ コン で Sv の マ を 
ヤマ ト | My プリ ンス オプ ウェ ルズ 
ツマ と 呼ば れる 率 の ご と く 細 切り 洋風 な イメ ー ジ で す が 、 意外と さ 
| 
[ 


に em ye OGKNS0T RSNSPoSSRxtsaswesoocteorodfRD 


@ う ジラ 3 2 く 238SSeSe > 壮 
S/ ビス マル ク 
や は り 魚 に は ライ ス 。 王道 の 取り 
合わ せ で す が 、 食欲 が 増し て ど 
ん どん 食べ られ ます 。 食欲 の 壁 299 


ee 


に し た ダイ コン を 添え て 。 ぐっ と 消 っ ぱり と し た 口当たり 。 怒り は 面 
化 も 良く な っ て 、 いく ら 食 べ て も も に 出さ ず 涼 し い 顔 を し て お く の が 


NRT9e0wNSOWSVeue30RYeUpVciwowd08prtoZAMROSSSAsnowth 


た れ な い 式 盛り に な り ま す 。 ジェ ント ルマン で す 。 の 向こう に は どっ さり お 宝 が 。 
*HP 回 復 4 追加 、 * ま RG を 5 に する ※ ネ シー クレ ッ ト フ ァ ク ター 率 ア ッ プ 
SRkNM9N2SWwbteee 窟 5SASisfNNYSS Sawea も ea JENNY KSEVPoPr earfoSysoevepa ま 人 aNAOYP Ye PNGOueyPaStAS FSSASNryK bet 


[ティ トレ イ 先 生 の ひと こと MEMO】 まえ に 行っ た と き は 、 アガ ー テ 女王 の お 披露 目 儀式 の ゴタゴタ で 、 せっ か く の 舟 


盛り が お あず け だ っ た ん だ よ な ー。 使う 食材 は 魚介 類 が 中 心 だ か ら 、 Ne 6 
だ な 。 ーー キー PR 


ーー デーーーー ペ ーーー テ ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーー ニ ーー ニー ーー ニー ニー ニニ ーー ここ に ーー 


COOKING RECIPE 


⑳ 
幻 の メニ ュー は ふた つの 料理 の ハー モニ ー 


グラ メス バ パ 


9gra-SD8a 


太 材 料 | 
バ パスタ ら チー ズ | あ 2 ニン ジン 
0 12 を し - 編 の ノン ゼル ・ ・ グ リュイ エー ル 。 8 紀 の アニ カマ ル Ph 
ーー PP Fe et 2 。 _ 9o9= イ 本 に AN 
効能 ーーーーー デ ーー 幻 の 料理 と 果 め られ て いた の は 、 グラ タン と スパ ゲ テ ィ ー が セッ ト に 
HP 回 復 〉70%6 At な っ た よく ば り 料 理 。 単に ホワ イト ソー ス と パス タ の コラ ボ と いう だ 
ay+s 。) う け な ら 、 な に も 幻 と いう に は 及び ませ ん 。 まれ に 敵 を 卒倒 させ て し 
受け る ダメ ー ジ 10% ダ ウン ーー まう ほど の 超絶 フォ ルス が 食べ た 人 か ら 発 せら れる 、 その 神秘 ゆえ 
っ 。。。-。 に 門外 不 由 で あっ た と いう の が 真相 の よう で す . 
二 員 気絶 * 作れ る よう に を る に は …… 多 好 き の 冒 険 家 か ら 情 報 を 得 て 登山 洞 へ 。 こ 


wowrwveras の レシ ピ を も の に で きる の は ギリ オー ヌ の 試練 を クリ ア し て か ら で す 。 
交 応用 メ ニュ ーー 


の VAWKOr SA 3 人 aco co Pe fts の 8 
EVO (2000 ee エエ ピ で 06 y 放 | / と 2 凌 PP 計 Ceyas y 答 
べき) ュー e 般 和 W/。 
ペー こっ て り グ ラス パ | 委 エビ グラ スパ 、 泡 ヴ イカ スミ グラ スパ 


2 


ホワ イト ソー ス の 海 に 見 え 隠 れ す 
る 、 ジュ ー シ ー な ポー クソ ー セ ー ジ を 
救い 出せ ! ぷり ぷり の 皮 が お い 
し い 、 文句 な し の ご ち そ う で す 。 

* HP 回復 5% 追 加 


| クリ ー ム や チー ズ と 相性 の よい エ 
ビ が どっ さり 入っ た グラ スパ 。 技 や 
| 術 を 使い まく っ た あと で も 、 ひ と ロ 
で フォ ルス の 力 が みな ぎり ます 。 
*FG 全 回 復 


泥 の よう な 驚 情 の グラ スパ は 、 イ 
カス ミ を 使っ た 上 級 者 の 味 。 真っ 
黒 に 染まっ た 歯 を むい て 戦う の 
だ か ら 、 敵 が 気絶 する は ず で す 。 

* シ ー ク レッ ト フ ァ ク ター 率 ア ッ プ 


二 トレ イ 先 生 の ひと こと MEMO] フラ ン ツ さん が 教え て くれ た 幻 に は いろ いろ あっ た けど 、 まさ か 料理 の レシ ピ ま | 
で ある と は な ぁ …。 激しい 戦闘 に な り そ う な と き は 、 ダメ ー ジ を 減ら す 効 果 を うま く 使っ て いこ う ぜ 。 基本 レン ピ の 上 続 あ 。 | 
YS 料理 の レベ ル ア ッ プ だ ! al 


マー ボー カレ ー 


⑳ 
東方 の 妙味 は 数 多 の スパ イス の 黄金 律 


マー ボー カレ ー 


mabocurry 


3 
材料 
と うふ 人 タマ ネギ ー 内 ) ジャ ガイ モ 
還 め の キョ クエ ン 線 ご し と うふ > $ 大 きめ に 切っ て 僅 を 楽し む 聞 の 落 く ずれ し に くい ミナ ー ル クィ ー ン 
ど ゝ ライ ス ま ニン ジン | な 、 ポーク 
牧 い た 土 で 育っ た アニ カマ ル 米 味 が 着手 なら 細かく 侯 ん で も | NN う 6 ま え に き っ と 焼い て お く 
Poree2200gksA8200Pooahweaeeetheme eeeRaCAoo 二 aa eo 和 AN 


効能 娘 。 
《HP 回 復 ?75% 


と NVAOCNNANRSGRGSNNNPYAOXVKRNA6OAAAYTOFeK SG 


ひき 肉 と と うふ を メイ ン と し た カレ ー に 、 東洋 の 調味 料 ・ 豆 板 醤 で 味 
つけ 。 さま ざま な スパ イス が 不思議 と 溶け 合っ て 、 豚 し い 味覚 の ハ 
ー モ ニー を 奏で ます 。 ひと 口 食べ れ ば 頭 潮 え まく り ! その 拳 の 喰 


(Re〉 一 
テッ テ り 、 いつ も と ひと 味 ち が いま せん か ? 金目 の も の へ の 感覚 まで 研 
、 き 澄 まさ れ て 、 な ん と 5 倍 の も うけ に な っ ちゃ うこ と も 。 

《 シ ー ク レッ ト フ ァ ク ター) 
講和 * 作れ る よう に な る に は …… レ シ ピ を 手 に で きる の は 真 の マジ カル ポッ トマ ス 
mm アーwwrrmaetom-aeeen ター の み 。 ポッ ト の レベ ル が 最大 に な っ た ら 教 えて も ら え ます 。 
用 メニ ュー 
リン ゴ で PT の | e9 商 WNPeW ii 記 の 4 ミン で FT > 微 

リン ボー カレ ー | ーー プ ギュ ウ ボ ー カ レー | ご G ミソ カレ ー 
酸味 ・ 甘 味 と も に 文句 な し の ざく | 豚 と 牛 の 狭間 で 所 れ る 、 浮 気性 "ひき 肉 と ミソ の 相性 は 多く の 料理 
切り リン ゴ が ご ろ ご ろ 。 酢豚 な ど 1 な あな た に は ギュ ウ ボ ー カ レー が オ | で 証明 済み 。 コレ ステ ロー ル を 下 
に も 見 られ る よう に 、 東洋 の 味 に スス メ 。 肉汁 を 閉じ 込め た こっ て り 。 げ る ミソ の 効果 で 体質 改善 、 キ レ 
は フル ー ツ が よく 合い ます 。 、 味 で 、 RG が ぶーん と 上 が り ま す 。 の いい 戦い が 期待 で きま す 。 
※HP 回 復 11% 追 加 、 *RG を 70 に する 、 * シ ー ク レッ ト フ ァ ク ター 率 アッ プ 

を 3 


【 テ ィ ト レイ 先生 の ひと こと MEMO】 いか に も 「 好 き な も の ば っ か り で 創作 し まし た 1 」 っ て 感じ の レシ ピ だ けど 、 味 の 
か な ん と いっ て も 獲得 ガル ド 5 倍 っ て の が 見 逃 せ な い ぜ 。 ガル ド を が っ ぱ ぽ り 持っ て そう な 相手 と や 
、。 半 還 細 Eo 者 MdcAMMMkeeulk 


ーーーーーー テ ーーーーーーーーーーーー デ ーーーーーーーー ペ ーーー ア ーーーーーーー ボ ーー ツーーーーーーー ーーーー ニ ーー トー 


COOKING RECIPE 


2 の 


みそ お で ん 


22 
お 味 が た っ ぷり し み 込 む ま で 待っ て 


みそ て お で ん 


miso-odenn 


材料 友 の 
<) ミソ タマ ゴ 
2 北国 に 多い 赤い タイ ブ の ミソ | Re ① で た ま ご に し た 大 きめ の も の | 計 AR に 
と うふ 5 ダイ コン | 電 タコ 
KSBA 2 バル カ ダ イ コン を ゆで て 輪切り に グル で PASEOESNS 
See ターcfPa PRE3ENNmeeepcen 和 aaaoe 27 か wmvwwwctpeo Svgsys 間 Nm 
和 家族 で 、 友 だ ち 同 士 で 、 お 鋼 を 囲む と き に は や っ ぱり お で ん 。 大 き 
(HP 回 和仁 759% 。 め に 切っ た 具 を と ろ 火 で じっくり 煮込み ます 。 お鍋 の へ り に ミノ を 馬 
3 て 少し ずつ 溶かし 込み まし ょ う 。 体 の 芯 か ら じ ん わり 温まる か ら 、 


戦 間 開 始 390 後に HP306 激戦 の 最 中 で も 、 突如 力 が みな ぎり ます . 明日 へ の 活力 が 得 ら れ 、 
ーー 戦い か ら 学 ぶ こ と も 多く な る で し ょ う 。 
《 シ ー ク レッ ト フ ァ ク ター》 


獲得 経験 値 4 倍 * 作れ る よう に な る に は …… 門 外 不 出 の レシ ピ を 知る の は キョ グエン の 物 知 

ーーーーーーーーーー デ ーー り じ いさ ん の み 。 ギリ オー ヌ の 試練 を 乗り 越え た ら 教え て も ら え ます 。 

SS 

KSE ジャ ガイ モ で - 人 NE っ ye 生き だ 、 二 ポー ク で 絢 0 か Xens 導 と 員 こす で CSepiSswAediet y 欠 

ジャ ガ お で ん | で プ も つ お で ん | Z3S 吸盤 お で ん 

火 が 通っ て ほくほく に な っ た ジャ ガ | いま や すっ か り 市 民権 を 得 た 、 豚 」 タコ を 丸ごと 放り 込み 、 熱い 出汁 

イモ は 、 自 ら の 体 を 少し ずつ 削り 、 の 内 臓 ・ も つ を 投入 。 コ ラー ゲン | の 中 で その 身 を 真っ 赤 に 染め て 、 
292 落と し て 出汁 に 溶け 込み 、 う まみ | で お 肌 つ や つや 、 今 日 の わた し | 足 を くる り と 丸め る 色っぽ い 姿 を 

と コク を 加え て いき ます 。 | は ひと 味 ちがう 技 の 沈 え 。 | 楽し み ま す 。 頭 か ら ガ ブリ と 。 

*HP 回 復 10% 追 加 * 与 える ダメ ー ジ 10% ア ッ プ 1 ※ シ ー ク レッ ト フ ァ ク ター 率 ア ッ プ 


区 ティ トレ イ 先 生 の ひと こと MENMO】 さす が 物知り じい さん 、 獲 得 経験 値 4 倍 の レシ ピ を 出し て くる と は 恐れ 入っ た ぜ 。 
培い NE E チケ ッ ト を た くさ ん 集め と いて 、 いい て 1 


ゆ 
主役 を は れる ボリ ュー ム 満 点 の メニ ュー 


ャ ス サ ラ ダ 


gdOrdeouS-Salad 


文 材 料 方 
VO 人 APRYYSRPaePY 和 PPaawene6K2c0O の Ro の Ni ー" す … で NYA NFS 90 人 DP Pr 4 Creames 
e ぐ キュ リリ トマ | し の エ 

水車 の 落 水 で ほど よく 冷や す ぶり っ と 熟し た も の を 選ぶ So | tioy コ ー ジ 2 地 ア ッ プー 
SW レタ ス WearNSENt hwewaeSwesuwrs し タイ 5 の の "一 oy 
⑳ 湯 人 用 六 の 地元 ミナ ー ル 産 さっ と 湯引き し て そぎ 切り に この で て オス ミナ の 水 に き 6 す 


効能 ーー 。 食材 を 6 つも 使っ た 豪華 版 の サラ ダ . 魚介 類 や お 肉 が た っ ぷり 入っ 
(HP 回 復 ?7755% = = て 、 メ イン ディ ッシュ に も な る ボリ ュー ム で す 。, 野菜 は 和え る 直前 まで 
(RG) RG を 5 に する ーー し っ か り 冷 や し て お きま し ょ う 。 シャキシャキ 冷た い 食 感 は 、 ど ん な 
ーー ーーーーーー に ほてっ た 体 で も た ち ど こ ろ に クー ル ダ ウ ン , 触れ れ ば 切れ る 冷 


9 mper 了 = クー 
(シー クレ ッ ト ファ クタ ー) な 丸 の よ うに 、 敵 の 防御 も 切り くず し ます 。 


英 防御 無効 * 作れ る よう に な る に は ・…… ミ ナー ル の 酒場 で マス ター の お 手伝い 。 ヒル ダ 
Waozeataemeweewwwoae ra が アル バイ ト を や り 遂 げ けれ ば 、 お 礼 に レシ ピ を も ら え ます 。 

大 応用 メ ニュ ー 廊 

"68 時 0 かな PPef ど 95 aar rna ター PPraiciea6akzo な eraewaaeereeeas 


ON 7 交 H SN 2 を eo ck 大 
マリ ネ | ny ツテ サタ ミノ サラ タダ 


薄切り に し た 生 の シャ ケ を 加え て 、 、 マグ ロ の ほぐし 身 を 加え て 、 マ ヨ 。 も ろ み ミソ と みず みず し い キ ュ ウ リ 
オリ ー プ オイ ル で 和え る マリ ネ 。 ほ | ネー ズ で 味 を 整え ます 。 パン だ け | の 取り 合わ せ を 中 心 に し た サラ 
ど よ く 脂 の 乗っ た シャ ケ の 味 と フレ で な く ご は ん と も 合う 庶民 的 な お | ダ 。 タイ や 豚肉 と の 相性 も ば っ ち 297 
ッシュ な お 酢 の 酸味 で 食欲 増進 。 "いし き に 、 心 和 ん で ダメ ー ジ 軽減 。 " り の 、 し っ か り し た お 味 で す 。 
*HP 回 復 5% 追 加 、 * 受 ける ダメ ー ジ 10% ダ ウン 」 * シ ー ク レッ ト ファ クタ ー 率 アッ プ 
5 3 


卓 [ テ ィ ト レイ 先生 の ひと こと MEMO】 酒場 の マス ター の 手伝い は ちょ っ と 骨 が 折れ る が 、 敵 の 防御 を 無効 化 で きる 効果 が | 
ある か ら 、 ヒル ダ が 仲間 に な っ た ら す ぐ 教 わっ と く の が オス ス メ だ 。 材料 を 6 つも 使う 上 級 メ ニュ ー だ けど 、 Mk 
ASME AE 


COOKING RECIPE 


スペ シャ ル ピ ザ 


レン) 
心 や さ し き 者 だ け に 許さ れ た 至高 の 味 


スペ シャ ルビ ピザ 


SpeCial-DIZZ8 


文 材料 文 
@ ぐ 9 ブレ ッ ド トマ トー 動 間 

ルー ズ の 守 ん だ で 生地 1 荒野 の 岩肌 の ご と くき く 切り に 人 気 の 具 は 全体 に 散ら し て 
め 記 区 3 レタ ス 14 ケス イカ 

人 くき を て に L で 人 1 GA に 近い 重い 部 分 で も OK 1 小 & め に 切っ て 食べ や すく 


や waK マ ーッ の 


効能 ーーーーーーー- ふん わり パン 生地 、 さ くさ く ク リス ピー 生地 、 あ な た は どちら の クラ 
ZHP 回 復 859% フト が お 好み で すか ? こん が り 焼 けた チー ズ の 香り が 身 も よじ れ 
(RG〉 RG を 70 に する で そう な 、 具 だ くさ ん の スペ シャ ル ピ ザ , 食欲 を そそ る 香り に 大 興奮 し 
ーーー ュー て 、 ラッ シュ ゲー ジ は 沸点 ギリ ギリ 、 破竹 の 勢い で 敵 を 蹴 散 らし ます , 
ーーーーーーーーー どん な 攻撃 だ ろう と 使い も の に な ら な くす る 、 凶悪 オー ラ も 大 噴出 。 


(シー クレ ッ ト フ ァ ク ター> SS > 
全 ダ メー ジ 9 割 減少 ※ 作れ る よう に な る に は …… カ レー ズ で 道 に 迷っ た お じい さん を 外 へ 案内 する 
ーーーーーーーーーーーーー- と 、 お 礼 に 教え て も ら えま す 。 ギリ オー ヌ の 試練 の あと に 行っ て み ま し ょ う 。 
上 
時 om 2 ーー 」Eー フ で ーー Se Ye 上 パス タ で 886 > 答 
2 シー フー ド ビ ピサ ミー トピ ザ ン ノ スパ ピザ 
、 ビバ 炭水化物 1! 一 歩 ま ち が え 


| 
ピザ と いっ た ら 定 番 の シー フー ド | ミー ト ボ ー ル を トッ ピン グ し た スタ ミ | 
ピザ 。 五臓 六 騰 に し みわ た り 、 一 、 ナ た っ ぷり の メニ ュー。 その 腹 持 | れ ば 即 ゼイ 肉 と な る エネ ルギー 源 
| ち | 


299 了 ぐ っ すり 眠っ た か の ご と く 、 体 ちゆ え 、 戦 い の 最 中 に 思い 出し 、 を 、 大 胆 に 摂取 で きる の は 若 さ ゆ 
力 が 完全 回 復 し ます 。 | た か の よう に 力 が みな ぎり ます 。  . え 。 恐れ る も の は な に も な し 。 
*※HP 回 復 15% 追 加 、 * 戦 闘 開始 30 秒 後に HP 十 30%6 | * シ ー ク レッ ト ファ クタ ー 率 アッ プ 


* 旅先 で 困っ た と き は …… * 


シス テム 解説 ノ 290 参考 資料 310 


て 新米 冒険 家 に 贈る 50 の 解答 集 こ ーー 
謎 と 冒険 に 満ち た カレ ギア の 大 地 に 挑む 新米 冒険 家 諸君 。 本 稿 は 先 人 の 経験 を 元 に 編 畑 
され た 、 探索 行 の 疑問 に 対す る 解答 集 で ある 。 若 獣 の 護り が 諸 攻 等 を 導 か ん こと を ……。 


出撃 メン パー は どう 組み 合わ せる ? 


探索 行 の 途中 で は 、 さま ざま な 場面 で 凶暴 な バイ ラス た ちと 遭遇 する 。 彼ら バイ ラス と 
の 戦闘 を 苦労 せ ず こなす こと が で きれ ば 、 探索 行 は スム ー ズ に 進め られ る だ ろう 。 戦闘 に 
出撃 する メン バー 選び は 、 その た め の 第 一 歩 で ある 。 敵 バ イラ ス の 特徴 や 仲間 の 能力 を 
考え 、 出撃 メン バー を 吟味 する と よい 。 以下 の 例 を 参考 に 出撃 さそ る メン バー を 選 ぼ ぽう. 

【 物 理 攻撃 重視 】 物 理 防御 力 の 低い バイ ラス が 多く 出現 する 場所 で は 、 物 理 攻撃 を 得意 と 
する 仲間 を メン バー に 加え よう 。 ヴェ イグ 、 ユー ジー ン 、 ティ トレ イ の 3 人 に アニ ー を 入れ た 組み 
合わ せ が 基 本 。 全員 を 隊列 前 方 に 配置 すれ ば 、 ア ニー の 陣 術 効果 を 最大 限 に 活か せる 。 

【 術 攻撃 重視 】 術 防御 力 が 低い バイ ラス を 多数 相手 に する な ら 、 術 攻撃 を 使え る 仲間 で 出撃 
メン バー を 組む と いい 。 マオ と ヒル ダ 、 アニ ー の 3 人 は 必須 だ 。 隊列 は 術 使い た ち を 後列 に 配 
置 し 、 物 理 攻撃 が 得意 な 残る ひと り を 前 列 に 。 後列 を 狙わ れ な いよ うに 気 を 配 ろう 。 


隊列 効果 が うま く 使え な い 


_ 出撃 メン パー の 隊列 は 戦闘 前 に 変更 で きる が メン バー が 互い に 特定 の 位置 関係 に ある と 、 
隊列 効果 が 発現 し 能力 値 が 上 昇 する 。 隊列 効果 の 種類 と 位置 関係 は 以下 の と お り 。 複数 
の 効果 が 発現 する 可能 性 が ある 場合 は 攻撃 力 、 防 御 力 、 術 攻撃 力 、 術 防御 力 、HP 回 復 力 、 
FG 回 復 力 の 順 で 優先 され る 。 効果 を 利用 し た けれ ば ある 程度 メン バー 同士 を 近づけ よう , 


【 隊 列 勤 果 と 位置 関係 】 


※ 隊 列 効 果 ア イコ ン 
@ 攻 撃 カ 上 昇 
人 防御 上 昇 
胃 凍 訂 2 。 細 細 旨 HP 回 復 上昇 
MI 全文 加 カ 上 昇 
ーーーーー 一 ボー * 入 御 力 上 昇 
*FG 回 復 カ 上 昇 


に 


li oe ee 


に 区 拉 
ーー に は ee 1 SS を 
トコ と 
II 


0 ' タ W ア 3 sm 


仲間 が 活躍 し て くれ な い の た が? 


_ 戦闘 中 の 行 動 を オー ー ト 設定 に し て いる 出撃 メン バー は 、 
あら か じ め 与 えて お いた 作戦 に 従い 戦闘 行動 を と る 。 彼ら 
が 予想 する と お り に 活躍 し て くれ な い 、 と 感じ た ら 、 まず は 作 
戦 を 見 直し て みる と いい だ ろう 。 以下 に 戦闘 目的 と メン バー 
の 戦闘 能力 の 差 に よる 、 作戦 の セッ ト 例 を 紹介 する の で 参 
考 に し て も らい た い 。 な お アニ ー は いずれ の 場合 で も 、 陣 術 eee イン 
に よる 支援 を 第 一 に 考え 作戦 を セッ ト す る こと 。 前 列 と 後列 ト 。「3・ 後 方 を 援護 し ろ 」 と 「4・ 前 
どちら を 優先 支援 させ る か は 状況 に 応じ て 変え よう 。 線 を 援護 し ろ 」 を 使い 分 け よう 。 


【 作 戦 セ ッ ト 例 】 


【 作 戦 行動 】1・ 目 の 前 の 敵 を 狙え 【 作 戦 行動 】2・ 奥 の 敵 を 狙え 
【 攻 撃 頻度 】4・ 勇 敢 に 戦え [攻撃 頻度 】4・ 勇 敢 に 戦え 
【 術 技 条件 】5・ 術 技 優先 で いけ 【 術 技 条件 】3・ 先 制 を 狙え 


【 作 戦 行動 】7・ 敵 の 数 を 減ら せ 【 作 戦 行 動 】7・ 敵 の 数 を 減ら せ 
【 攻 撃 頻 度 】3・ バ ラン ス よ く 戦 え 【 攻 撃 頻 度 】3・ バ ラン ス よ < 戦え 
【 術 技 条 件 】3・ 先 制 を 狙え 【 術 技 条件 】2・ 切 り 札 は 取っ て お け 


【 作 戦 行動 】8・ 強 敵 は まかせ た 【 作 戦 行 動 】8・ 強 敵 は まかせ た 
【 攻 撃 問 度 】2・ 冷 静 に な れ [攻撃 頻度 】2・ 冷 静 に な れ 。.- 
【 術 技 条 件 】4・ ダ メー ジ を 稼げ 【 術 技 条 件 】4・ ダ メー ジ を 稼げ 


フォ ルス キュ ー ブ っ て 何 に 使う ? 


フォ ルス キュ ー ブ と は 術 技 セッ ト 時 に 現われ る 六面体 の 
[ 作戦 ] こと 。 一 定 条件 下 で 術 技 を 使う と 、 対応 する フォ ルス キュ ー 
ーP.310 ブ の 頂点 に 配置 され た 特殊 効果 が 発動 し 、 術 技 の 効果 
' に 影響 を 与え る 。 フォ ルス キュ ー ブ は 一 見 する と 複雑 そう に 
見 える か も し れ な い が . うま く 利 用 で きれ ば 非常 に 効果 的 。 

戦闘 の あら ゆる 局面 で 役立つ こと うけ あい だ た 。 以下 は 術 技 。。 生 は ひ と 種類 。 組み 人 

の セッ ト か ら 、 特殊 効果 が 発揮 され る まで の 流れ を まとめ わせ が 複雑 そう に 思え る が 、 実際 に 

た も の . し っ か り 理 解 し て 特殊 効果 を 戦闘 に 活か そう 。 は 6 通り な の で 見 た 目 より も 簡単 < 


[ 特 列 効 果 発動 まで の 流れ 】 


術 技 を セッ ト す る | 術 技 は 一 度 に 4 種類 まで セッ ト で き 、 方 向 キー た お と 対 刺 じ て で いる 術 技 
名 の 右 に 表示 され て いる 六面体 が フォ ルス キュ ー ブ だ 。 特殊 効果 名 は フォ ルス 
キュ ー ブ の 状態 に よっ て 、 8 種類 の 中 か ら 54 つ が 表示 され て \ る 。 


キュ ー ブ を 動か し 術 技 を セッ ト し た ら フ ォ ル スキ ュー ブ を 回 転 させ 、 特 果 任意 の 術 技 と 合わ せ 
特殊 効果 を 変更 | る 。 術 技 を 使っ た 際 に 発動 する 特殊 効果 は 、 こ の 時 点 で 決ま る の で 慎重 に 選 
は 2 な お キュ ー ブ は 縦 方 向 に も 回 転 す る こと を 忘れ な いよ うに 。 


術 技 を 使う と | 特殊 効果 を 合わ せ 終 えた ら 術 技 セッ ト は 完了 。 あと は 戦闘 で 術 技 を 使え ば 、 同 | 
特殊 効果 が 発動 。 | 時 に 特殊 効果 も 発動 する 。 た だ し フォ ルス ゲー ジ ( 以 下 FG) が 満 タ ン に な っ て い 
な いと 、 特殊 部 果 は 発動 せ ず 術 技 だ けが 出る の で 注意 が 必要 だ 。 


殊 勤 果 に つい て いる マー ク の 意味 は ? 


フォ ルス キュ ー ブ の 特殊 効果 名 の 下 に は 、 特殊 効果 の 
発動 回 数 と 効果 レベ ル を 示す 星 形 マ ー ク が 表示 され て 
いる 。 効果 レベ ル は 発動 回 数 が 一 定 値 に 達する た び 上 
昇 し 、 そ れ に よっ て 特殊 効果 が 強化 され る の だ 。 さら に 発 
動 回 数 を 重ね て いけ ば 、 武 具 覚 醒 率 の 初期 値 が 少し 上 
が る た め 便 利 。 術 技 は で きる だ け FG が 最大 まで た まっ た 。 。 語 折 っ ょ ルス キュ ー ブ を 回 転 させ 
状態 で 使い 、 特殊 効果 の 発動 を 狙っ て いこ う 。 な お 効果 て 、 セ ッ ト さ れ て いな い 特殊 効果 
レベ ル ア ッ プ に 必要 な 発動 回 数 は 、 どれ か ひと つの 特殊 "効果 レベ ル も 確認 し て お こう 。 
効果 を 集中 し て 上 げ る より 、 すべ て を 平均 的 に 上 げ る ほ 
う が 回 数 が 少な く て 済む 


フォ ルス キュ ー ブ の セッ ト 例 が 知り た い 

フォ ルス キュ ー ブ と 特殊 効果 の 仕組 み 自 体 は さほど 難し 
いも の で は な い が 、 それ に 術 技 を 合わ せる と や や 複雑 に な 
る 。 ここ で は 特殊 効果 を 使い こなす 足がかり と し て 、 実際 の 
フォ ルス キュ ー ブ セ ッ ト 例 を 仲間 別に 紹介 し て いこ う 。 慣れ な 
いう ち は よ く 使う 術 技 に 最適 な 特殊 効果 を 合わ せる だ け で 軸 上 
も 、 術 技 の 使い 勝手 が か な り 違 っ て くる 。 最終 的 に は 4 種 に 還る 和 名 
類 の 術 技 と 特殊 効果 を すべ て 対応 させ る こと を 目標 に し よ 効果 は 同時 利用 で き な い 。 ど ち 
う . また 特殊 効果 の 発動 回 数 や 術 技 の 使用 回 数 を 稼ぐ た 5 も 使え る も の だ っ た 場合 の 選 
め 、 ひと 通り の 組み 合わ せ に こだわ ら な いこ と も 大 切 た . か 


【 オ スス メ 特 殊 効 果 】 


より 多く の コン ボ を 決め る に は 、 術 技 重 直 時 間 を 減少 させ る "ファ スト "と 、 敵 の ラッ 
シュ ゲー ジ (以下 RG) を 低下 させ る "スタ ン " が 有効 。 た だ し この ふた つ は 共用 で き な 
い 。 英 の 能力 に 合わ せ て 両者 を 使い 分 け て いく 必要 が ある 。 


最 優先 し た い 特 殊 効 果 は 、 術 技 詠唱 時 間 を 短縮 する "ミス ティ "。 上 位 導 術 に セッ ト 
し て お け ば 使い 勝手 は 格段 に よく な る 。 また 効果 範囲 の 広い 導 術 に "ドレ イン "を 合 
わせ て お く と 、 複数 の 敵 に 対し て 状態 異常 を 付加 させ る こと も 可能 だ 。 


コン ボ を 狙う な ら 敵 を 浮か せる 効果 を 発揮 する "フロ ー ト "が 便利 。 効果 レベ ル を 高 
め れ ば 重い 敵 で も 浮か せら れる 。 また ユー ジー ン の 術 技 は 出 が 遅い も の が 多い が 、 
鋼 体 時 間 を 延ばす " リ ペ ル "を セッ ト す れ ば 途中 で 諸 魔 され る 心配 も 減る 。 


陣 術 の 効 果 を 高め る "サポ ー ト "と 孤 方 陣 を 広げ る "ワイ ド * が 非常 に 便利 。 どちら も 
使え る よう に セッ ト し て お こう 。 また オー ト 設 定 で 戦わ せる な ら 、 敵 を 追尾 する "エイ ミン 
グ "を 利用 する と 前 列 で 戦う 仲間 を 効果 的 に サポ ー ト し て くれ る 。 


攻撃 重視 で 行く な ら 、" フ ァ スト "や 奥義 の 必要 RG が 減少 する "スペ シャ ル " が 有効 。 
強敵 相手 で 防御 面 に 不安 が ある な ら 、 HP 回 復 力 を 高め る "ヒー ル " や 自分 の RG を 
| 低下 させ る "クー ル " が お すす め 。 これ ら を 戦う 英 に 合わ せ て 使い 分 け よう 。 


-] マオ と 同様 、 広 範囲 導 術 と ドレイン" の 組み 合わ せ が 強 力 。 ザコ 相手 な ら 特 に 効 
| 果 的 だ 。 加え て FG 使 用 量 を 少な くす る "メン タル "、FG を 回 復 させ る "サプライ "の ふ 
| た つ を 利用 すれ ば 、 導 術 の 連続 使用 で 多大 な ダメ ー ジ を 与え る こと が で きる 。 


常 技 と 術 技 、 奥義 を 使い 分 ける 理由 は ? 


戦闘 時 は お も に 通常 技 、 術 技 、 奥義 を 使い 敵 と 戦う 。 
術 技 や 奥義 は 攻撃 カ が 高い た め 、 つい それ ら だ け を 使い 
た く な り が ち 。 し か し 術 技 は 使う と FG が 低下 し 、 そ の 状 
態 で は 本 来 の 効果 が 発揮 され な い 。 また 奥義 は 条件 が 
揃わ な けれ ば 出 な いた め 、 常時 頼れ な い の が 難点 だ 。 こ 病 に 1 
れ に 対し 通常 技 は 、 使い勝手 が よく 安定 し た ダメ ー ジ が ユラ ーー EL の 9 人 
期待 で きる 。 この 3 つ を 使い 分 け て 敵 に 連続 攻撃 、 す な は 無理 に 通常 技 を 使う 必要 は な 
わ ち コン ボ を 決め て いく の が 戦闘 の セオ リー。 それ ぞ れ の い 。 後方 か ら 術 と 奥義 を 繰り 出せ 。 
特徴 を 頭 に 入れ て お こう 。 


奥義 は と うす れ ば 出せ る ? 


奥義 は 術 技 を 上 回 る 効果 を 備え た 攻撃 法 だ が 、 発動 
させ る に は いく つか の 条件 を 揃え な けれ ば な ら な い 。 ま 
ず 戦 闘 前 に 奥義 を 術 技 別に セッ ト し て お く 。 戦闘 時 に 術 
技 を 使う と その 方 向 の FG が 低下 する が 、 残り の FG の 術 
技 に 奥義 を セッ ト し て あり 、 な お か つ FG が 発動 に 必要 な 
ほど た まっ て いれ ば 一 定時 間 FG が 金色 に 点滅 。 そ の 方 
向 の 術 技 を 出す よう に 操作 する と 、 術 技 に 代わ り 奥 義 が 
発動 する の だ 。 FG が 全快 で ある こと 、 錬 術 以外 の 術 技 
を 直前 に 使う こと 、 RG が 一 定 以 上 ある こと が 条件 、 


奥義 準備 時 に 注意 する こと は ? 


奥義 を 使う に は 術 技 同様 、 あ ら か じ め セ ッ ト し て お く 必 要 が ある 。 た だ し 発動 条件 か ら わ 
か る よう に 、 術 技 使用 後に その 術 技 に セッ ト し た 奥義 を 使う こと は で き な い 。 例え ば ヴェ イ 
グ が " 絶 水 刃 "に " 連 塵 裂 水 撃 "を セッ ト し て いた 場合 、 " 絶 水 刃 " を 使う と FG が 低下 し て し 
まう た め 、 直後 に " 連 塵 裂 水 撃 " を 出せ な い の だ 。 コン ボ の 組み 立て や 敵 へ の 対応 な ど 、 
和 也 を 考え る 場合 は この 関係 に 注意 する こと 以下 の 方 法 も 参考 に し て も らい た い 。 


は べ て の 打 接 に 異な る 身 落 を セッ ト す る 】 ひ と つの 奥義 は ふた つの 術 技 に 関係 し て わり 、 基 っ ーー 
方 に セッ ト で きる 。 戦闘 へ の 対応 力 を 重視 する な ら 、 すべ て の 術 技 に 異な る 奥義 を セッ ト し て 
お く と いい だ ろう 。 この 場合 術 技 と セッ ト し た 奥義 を 連続 で 使い た けれ ば 、 同じ 術 技 を 複数 装 
備 する 必要 が ある が 、 っ がく の 午 店 生き 滑る の さあ お すま 8 でき 2 ーー 


[の 和 接 に じ 商 半 を セッ ト す る 反対 に 奥義 に 関係 する ふた つの 術 技 に 同じ 奥義 を セ 
ッ ト し て お け ば 、 同一 術 技 を 複数 セッ ト せ ず に 済む 。 例え ば " 軍 鹿 裂 氷 撃 " は " 絶 水 刃 "と " 肢 連 
塵 "に 関係 する が 、 双方 に " 連 塵 裂 水 撃 " を セッ ト す れ ば " 絶 水 刃 " 後 で も " 剛 連 放 後 で も " 連 鹿 : 

_ 裂 氷 撃 " が 出せ る 。 区 こ 


効率 の いい 奥義 セッ ト 方 法 と は ? 

奥義 は 術 技 同様 キャ ラク ター の レベ ル が 上 が る と 使え る 3 よう に な る 。 た だ し 衛 技 と 違い 、 
セッ ト す る た びに スマ ッシュ ボイン ト (以下 SP) を 消費 し な けれ ば な ら な い 。 その た め 奥 義 の 
セッ ト は よく 考え て 行なう こと が 大 切 だ 。 以下 は 奥義 セッ ト に 関す る 注意 点 を まとめ た も の 。 
効率 よく 奥義 を セッ ト で きれ ば 、 戦闘 で 取れ る 戦法 も 増え る ぜひ 活用 し よう 。 


【 奥 義 セッ ト 順 番 は 低 消費 の も の か ら 】 奥 義 セ ッ ト に 必要 な SP 量 は 、 その 術 技 の 奥義 を セッ 
ト し 直す た び 前 回 の 7 割 程 度 に 減少 し て いく 。 その た め SP 消 費 が 少な いも の を 優先 し て セッ 
ト す れ ば 、 SP 消 費 が 多い 奥義 の 必要 SP 量 を か な り 軽 減 さ せる こと が 可能 に な る の だ 。 


【SP を より 多く 獲得 する 】SP は 戦闘 中 に 術 技 を 使う と 獲得 で きる 。 その 際 の 獲得 量 は 目的 
の 術 技 で 敵 を 倒し た り 、 テク ニカ ルス マッ シュ を 決め た り 、 錬 術 を 装備 し て 戦う と 増え る 。 こ 
れ ら を 心掛け て 戦闘 を 行 な お う 。 同じ 術 技 を 複数 装備 する と 獲得 量 が 減少 する の で 注意 。 


コン ボ を 稼ぐ 意味 は ある ? 


敵 一 体 に 連続 攻撃 を 加え る と コン ボ が 繋が り 、 戦闘 終了 時 に 最大 回 数 を 確認 で きる . 
この コン ボ 数 が 増え る と 、 戦闘 後に 獲得 で きる エン ハン ス ボ イ ント (以下 EP) や 、 GRADE 
が 増加 する 。 また コン ボ 中 は 敵 を 一 方 的 に 攻撃 し て いる た め 、 結果 的 に 受け る ダメ ー ジ を 
抑え て いる こと に な る 。 と ん な 戦闘 で も コン ボ 数 を 狙う に 越し た こと は な い だ ろ う 。 


コン ボ を 繋げ ける コツ が 知り た い 


コン ボ は 通常 技 一 術 技 一 奥義 の 順 で 攻撃 を 繰り 出す の が 基本 の 繋げ か た 。 た だ し こ 
れ だ け で は すぐ に 限界 が 見 えて し まう 。 さら に 上 を 目指 し た けれ ば 、 奥義 直後 の 隙 を 仲間 
に 援護 攻撃 し て も ら お う 。 た だ し オー ト 設 定 の 仲間 に は あま り 期 待 し な い ほう が いい 。 ひと 
_ り で で きる だ け コ ン ボ を 繋げ た けれ ば 、 以下 の 2 点 に 注意 し つつ 挑戦 し て みる と いい だ ろう 。 


【 出 の 早い 術 技 や 奥義 を 使う 】 


コン ボ は 通常 技 か ら 術 技 、 ま た は 術 技 か ら 奥 

義 に 移る 瞬間 が も っ と も 切れ や すい 。 そこ で 攻 : oo 

撃 が 早く 出る 術 技 や 奥義 を 中 心 に コン ボ を 組 半 議 ドン と 
み 立 て れ ば 、 自 然 に 繋が りや すく な る 。 フォ ル 議 朗 科 直 4 は コン ボ 用 の 特殊 
スキ ュー ブ の 特殊 効果 も 同時 に 活用 し よう 。 議 計 2: io05 。 cs 効果 と いえ る 。 


【 ア イ テ ム 効 果 を 利用 】 


コン ボ 中 の 英 は 無防備 状態 に な っ て いる が 、 

逆 に アワ ー グ ラス を 使っ て 時 間 を 止め 、 敵 を 強 7 

制 的 に 無防備 に させ る こと で も コン ボ は 繋げ ら 、 < ニン 
れる 。 問題 は アワ ー グ ラス の 入手 量 が 非常 に ーー 胃 議 グロ ー グ の 館 の バイ 
少な い 点 。 こと ぞ と いう 場面 で 使い た い 。 gy . ラス か がら 入手 可能 だ 。 | 


和義 は どう すれ は 出る ? 


- 仲間 ふた り が 協力 し て 繰り 出す 税 奥 義 は 、 トド メ X 奏 用 
- の 強力 な 攻撃 方 法 だ 。 た だ し 秘 奥 義 の 発動 条件 は 非常 
に 厳し い 。 武具 の 潜在 能力 を 何 度 も 発動 させ た り 、 仲間 
の ダウ ン を 繰り 返し て 発動 カウ ンタ ー を 一 定量 た め な け 
れ ば な ら な いか ら だ 。 その 状態 で 通常 な ら 敵 残り 1 体 、 ボ の も 
ス な ら HP10% 以 下 で 、 双方 行動 可能 で ある こと が 必要 2 で 二天 生 1 の 間 持 
が ある 。 この よう に 状況 作り は 難し いも の の 、 ヒッ ト 数 が 続 す る の で その 間 に コン ボ を 稼ご う 。 
稼げ ける た め 狙 う 価値 は 十分 に ある 。 - その 前 に 倒し て し まわ な いこ と 。 


ガル / ガ 2 人 //273 天 メア / ケ ルカ 


と / 
/ 


ライ ン 移 動 が うま く 活か せな い 


戦闘 フィ ー ル ド を 分 ける 3 つの ライ ン は 、 うま く 利用 すれ ば 戦闘 を 有利 に 3 進め られ る 。 敵 
の 攻撃 は 防御 する より も 、 ライ ン 間 移動 で 回 避 し た ほう が 何かと リス ク が 少な いか ら た 。 ラ 
イン に 関す る 以下 の 行動 を 参考 に 、 戦 閣 に 活か す と いい 。 た だ し ライ ン 移 動 ば か り で は 攻 
っ 移動 中 は わずか な 時 間 だ が 無防備 に な る 。 無 意 味 な 利用 は 禁物 だ 。 


多大 な ダメ ー ジ を 受け て し まう 。 ん は キツ に 移 重 て づ 上 の に 回 
と いい 。 目標 が ライ ン を 合わ せ て きた り 、 他 の 敵 が 攻撃 し て きた ら 注意 し よう 。 


【 別 ライ ン 攻 撃 可能 な 術 技 】 術 技 の な か で も 広範 囲 攻 撃 可 能 な 一 部 の 導 術 は 、 複数 の 2 
ン に 対し 同時 に 効果 を 及ぼ す 。 頻繁 に ライ 3 で 効 な 攻撃 手段 
送 に こち ら が ライ ン 移動 する 際 、 こ の よう な 攻撃 に 気 を 付け な いと 一 方 的 に 攻撃 され る 。 


_ タ ダメ ー ジン を より 多く 与え た い の だ か 


な える ダメ ー ジ 量 が 拉 える と 戦闘 は 楽に な る が 、 それ に は いく つか の 方 法 が ある 。 ダメ ー 
ジ を 増やす 早道 は 、 強力 な 武具 を 手 に 入れ エン ハン ス で 強化 する こと 。 ます は こ こ か ら 始 
め よ う 。 それ 以外 の ダメ ー ジ 増加 方 法 は 以下 を 参照 の こと 。 コン ボ は 厳密 に 言う と ダメ ー [ 
' SN 時 間 で た ダメ ー ジ を 胡 え る 3 目前 に は 利用 まる: 


5 [ 点 必 竹下 う 】 一 部 の 敵 は 、 人 走 の 属性 を 備え た 攻撃 に 対し て 遇 性 質 を も っ 、 この 惨 ( 
点 属性 を うま く 突く こと が で きれ ば 、 通常 時 の 1.5 倍 の タメ ー ジ を 写 え られ る 。 攻撃 属性 は 武具 [ 
の 種類 や アイ テム 、 線 り 出す 術 技 や 奥義 に よっ て 変え られ る の で 最適 な も の を 選ば ぼう 。 


[RG を 高め て 攻撃]HG が 上 上 昇 する と 攻撃 が 理加 し 、 100 に な っ て ラテ: ッシュ パー スト する と 与 ーー 
えら れる ダメ ー ジ 量 は 通常 の 1.2 倍 に な る 。 RG が 高い と HP 回 復 量 が 低下 する な どの デメ リッ 
ト が ある が タ ダメージ に 関し て は 高い ほう が いい 。 状況 に 応じ て RG を 操作 し よう 。 


ダメ ー ジ を 受け すぎ て つら い 


_ 敵 か ら 受 ける ダメ ー ジ を 抑え る に は 、 防具 を 強化 し た り 防 御 を 使う の が 一 般 的 な 対処 法 。 
それ で も ダメ ー ジ が 減ら な けれ ば 、 RG の 値 に 注意 し た ほう が いい , RG が 増加 する と 攻撃 力 
は 上 昇 す る が 逆 に 防御 力 が 低下 する た め 思 わ ぬ 大 ダメ ー ジ を 受け る 場合 が ある 。 前 線 で 
積極 的 に 攻撃 する ほど 上 昇 量 は 高まる の で 、 こま め に クー ルチャ ー ジ を し て RG を 下げ よう 。 


受け た ダメ ー ジ を 回 復 させ た い 


敵 か ら 受 けた タメ ー ジ を 放置 し た まま 戦闘 を 続け る と 、 いずれ は HP が 尽き て 戦闘 不能 に 
陥る 。 そ の た め 早 め の 回 復 が 必要 に な る の だ 。 戦 園 中 に HP を 回 復 する 方 法 は 以下 の 5 つ 、 
た だ し この 中 で 即効 性 の ある 方 法 は "アイ テム を 使う "だ け で 、 ほか の 4 つ は 事前 に 何ら か 
の 準備 が 必要 と な る 。 普段 か ら HP 回 復 を 念頭 に お いて 、 戦闘 行動 を と る こと が 大 切 だ 。 


【HP 回 復 方 法 】 
アイ テム を 使う | グミ 系 の アイ テム を 使用 する と 、 一 肢 で HP を 回 復 で きる 。 即効 性 が あり 確実 な 回 復 
方 法 だ が 、 使用 回 数 に 制限 が ある 。 また 連続 使用 は で き な い の で 乱用 は 厳禁 だ 。 
敵 を 倒す 敵 に トド メ を 差す と RG な どの 能力 に 応じ て HP が 回 復 する 。 操作 する キャ ラク ター の 
HP が 満 タ ン に 近い 場合 、 傷つい た 仲間 に 最後 の 一 撃 を 譲る こと も 戦法 の ひと つ 。 


アニ ー の 陣 術 を | アニ ー が 作り 出す 孤 方 陣 の 範囲 内 に 入っ て いる と 、 少し ずつ HP が 回 復 する 。 "ワイ 
使う ド " や "レッ ト " な どの 特殊 効果 を 利用 し 、 預 法 陣 に 入り や すく する と より 確実 。 


FG 全 快 の FG が 全快 し て いる 術 技 を 使う と 、 そ の 術 技 の HP 回 復 能力 に 応じ て HP が 回 復 する 。 
術 技 を 使う 術 技 を 装備 する 際 、 HP 回 復 用 の 術 技 を ひと つ 設 定 し て お く と いざ と いう と き 安 心 。 


仲間 の HP 回 復 | 敵 を 倒し た り 術 技 を 使用 し た 際 の HP 回 復 効 果 は 、 隊列 効果 が 及 ん で いる 同士 な ら 
- 効果 を 分 配 する | 効果 が 分 配 さ れる 。 乱戦 時 は 積極 的 に 攻撃 を し た ほう が 結果 的 に 仲間 も 救 われ る 。 


状態 異常 に な っ て し まっ た ! 


敵 の な か に は 攻撃 や 特殊 能力 に よっ て 、 仲間 に 状態 異常 を 与え て くる 者 が いる 。 状態 異 
常 は 直接 タメ ー ジ と し て 現われ る こと は な い が 放置 し て いる と 戦闘 能力 が 低下 し 非常 に 危 
険 。 あら か じ め 状 態 異常 の 属性 と 同属 性 の 防具 や 、 対応 する 護符 を 装備 し て お け ば 予防 
する こと は 可能 だ が 準備 が 間に合わ な か っ た 場合 は 以下 の 方 法 で 早め に 回 復 させ よう , 


[状態 異常 回 復 方 法 】 


アイ テム を 使う HP 回 復 と 同様 、 即 効 性 に 優れ た 回 復 手 段 。 パナ シー アボ トル な どの アイ テム を 
使っ て 状態 異常 を 回 復 さ せよ う 。 アイ テム の 所 持 数 に は 限界 が ある の で 、 頻繁 
に 状態 異常 に 陥る 戦闘 で は リキ ュー ル ボ トル を 使っ た 予防 が 効果 的 だ 。 


アニ ー の 陣 術 を 。 | 孤 方 陣 に は HP 回 復 効 果 と 同じ く 、 状態 異常 を 回 復 さ せる 能力 が ある 。 た だ し こ 
使う 「 ちら は 回 復 させ られ る 状態 異常 が 孤 法 陣 ご と に 異な っ て いる の で 、 対応 する も の 
っ を 使わ な けれ ば 意味 は な い 。 戦闘 前 の 陣 術 選択 は 念入り に 行 な お う 。 


| 自然 回 復 を 待つ | 一 部 の 状態 異常 は 時 間 が 経過 する と 自然 に 回 復 する 。 敵 が 身 く 状態 異常 が 長 
回 計 引い て も 被害 が さほど 拡大 し な い 、 と 判断 し た ら 、 時 間 に 任せ れ ば アイ テム を 温 
存 可 能 。 逆 に 戦闘 不能 な ど 自然 回 復 し な いも の は 最 優先 で 回 復 させ た い 。 


強敵 と 戦う と き の 心構え は ? 


戦闘 で 戦う 敵 の 能力 は それ ぞ れ 異な っ て お り 、 有効 な 
戦法 も 違う 。 その た めす べ て の 敵 に 対し て 同じ 戦法 で 挑ん 
で いる と 、 余計 な ダメ ー ジ を 受け た り 長 期 戦 を 強い られ る 
危険 性 が 高い . と くに 相手 が ボス クラ ス の 強敵 だ っ た 場合 、 
取る べき 戦法 を 間違う と メン バー が 全滅 する 麗 れ すら ある 。 衣 ! 
効率 よく 安全 に 戦闘 を 行なう た め に も 、 敵 の 能力 を 知り 、 つの いあ が 
それ に 適し た 戦法 を 状況 に 応じ て 選択 する よう に 心掛け よ 。 混 さ っ て いる と 危険 度 は 跳ね 上 が 
う 。 以下 は 敵 の 能力 特徴 と 、 そ れ に 対す る 基本 戦法 を ま る 戦法 を 利用 し て 早め の 排除 を 。 
と め た も の 。 仲間 の 戦闘 能力 を 踏ま を た うえ で これ ら の 戦 
法 を 用 い 、 行く 手 を 阻む 敵 た ち を 打ち 破っ て も らい た い 。 


【 敵 の 特徴 と 対処 法 】 


《 物 理 攻撃 の 得意 な 敵 〉 


物理 攻撃 力 が 高かっ た り 、 攻撃 速度 が 早い 敵 
に 対し 接近 戦 を 挑む の は 自殺 行為 。 こう し た 
敵 は HP や 防御 力 の 高い 仲間 が 防御 を 使っ て 陸 7 計 了 き Y 潤二 
足止め あし 、 そ の 間 に 術 攻 撃 可 能 な 仲間 が 離れ る 人 Ro か セロ に な り 
て 術 を 放つ 。 術 ヒッ ト 後に 防御 役 で 追加 攻撃 鹿 や の ウ 及 記 あ いい 粗 
を た た き 込 も う 。 慎重 に 戦え ば 対処 は し や すい 。 衣 5 | 


《 術 攻撃 の 得意 な 敵 〉 


敵 が 遠 距 離 か ら 術 を 使っ て くる 場合 は 、 と に か 

く 接 近 す る こと が 大 切 。 ライ ン 移動 を 使っ て 前 

線 役 の 敵 を すり 抜け 、 術 を 使う 敵 に 攻撃 を 仕 時 ラ ッ ン ュ バー スト じ 
掛け よう 。 術 は 詠唱 を 妨げ られ る と 出せ な く な 議 織 oN ー いる 蔽 の 詠唱 は 

る の で 、 た いて い の 場 合 は これ で 何と か な る 。 計量 e 電 | 騰 で き な い 。 ダ メー 

あと は 一 気 に 時 み か け て 倒せ ば いい 。 本 2 7 無視 で 速攻 勝負 を 。 


《 遠 距離 攻撃 を 多用 する 敵 ) 


岩 や 泡 な ど で 遠 距 離 攻撃 を する 敵 に 対し 、 正 

面 か ら 接近 し よう と する と 近づく 前 に 多大 な ダ 

メー ジ を 受け て し まう 。 前 方 役 は ライ ン 移 動 で 寺 5 件 し て いる だ け で - 
攻撃 を か わし つつ 近づき 、 密 落 し て か ら コ ン ボ いい は 距離 を 郊 さ れる 。 
を 狙 お う 。 後方 か ら 術 で 攻撃 する 仲間 は 、 ラ イ SA 明和 電 っ イン 移動 で 回 避 す 
ン を ずら し て 術 を 使い 攻め る と いい 。 Sc2 る こと が 大 切 だ 。 


(頻繁 に 防御 する 敵 〉 


防御 か ら の 反撃 を 姓 っ て くる 敵 は や っ か いな 相 

手 。 攻撃 を 防御 させ て RG を ゼロ に し 、 クー ル る ( 

ダウ ン さ せれ ば 防御 は 解け る が 、 反撃 を 受け る 3: | 状 電 識 議 語 衝 に 回 り 込 ん で 技 
可能 性 は 極め て 高い 。 か と 言っ て 無視 し て も 状 還 デ "> プ - 量 み 撃 ち に する 方 法 も 。 
況 が 改善 され る わけ で は な い の で 、 あ る 程度 の 引 語 議 較 aa 才 ." 生 粒 防 御 さ え 解除 すれ ば | 
タダ メー ジ は 覚悟 し て 攻め 込む べき だ 。 2 - 手強い 敵 で は な い 。 


戦闘 ラ ンク の 彰 響 は うー 


戦闘 全般 の 難易 度 は 、 戦闘 ラン ク を 変更 する こと で 変え られ る 。 戦闘 ラン ク の 影響 は 
以下 に まとめ る よう に 、 メリ ッ ト と デメ リッ ト が 両方 ある 。 戦闘 の 腕 に 自信 が ある な ら ば 、 
あえ て 高 ラン ク を 狙う の も いい だ ろう 。 遂に 敵 が 強 す ぎ て どう し よう も な く 感じ 、 これ まで 
紹介 し て きた 戦法 も 通用 し な いと 思っ た ら 、 遇 開 ラ ンク を 下げ る の も ひと つの 手 た 


リッ トー 矯 得 要素 の 増加 1 戦闘 ラン ク を 上 げ る と 、 エン ハン スズ 時 に 革 現 する 浴 在 能力 の 総 
数 が 増え る 。 戦い が 厳し く な る ぶん 対応 方 法 も 広がる わけ だ 。 また 高 ラ ンク で 戦闘 を こなす と 
入手 GRADE が 増え 、 再 冒険 時 の 特典 を より 多く 獲得 で きる 。 苦戦 を 承知 で 高 ラ ンク に 挑 
戦 する 価値 は ある 。 な お ラン ク を 下げ る と どちら の 要素 も 低下 する の で 注意 。 


【 デ メリ ッ ト ー 敵 の 強化 】 戦 闘 ラン ク の 高 さ は 敵 の 強 さ に 直接 影響 する 。 ラン ク が 上 が る ほど 
敵 の レベ ル と HP、 物 理 攻撃 力 、 術 攻撃 力 が 上 昇 し 、 最高 ラン ク の UNKNOWN で は 
NORMAL に 比べ すべ て の 要素 が 倍加 する 。 よほど 戦闘 に 長け て いな けれ ば 無謀 な 選択 と 言 
えよ う 。 逆 に ラン ク を 下げ れ ば 敵 が 玉 く な る が 、 戦闘 好き に は 物足りな く な る 可能 性 も ある 。 


戦闘 で 何 が も ら え る の か が か? 


戦闘 後に 首 得 で きる も の は 、 以下 の 6 種類 に 分 けら れる 。 この うち GRADE を 除く 5 つ は 、 
仲間 を 強化 し 戦闘 を 楽に する た め に 必要 不可 欠 な も の だ 。 戦闘 を 繰り 返す 理由 は 、 これ ら 
の 獲得 要素 を いか に 多く 手 に 入れ る か 、 と いう こと に か か っ て いる と 言え よう . それ ぞ れ の 役 
割 を 理解 し て 、 で きる だ け 多 く 獲 得 で きる よう な 戦闘 行動 を 心掛け る と いい . GRADE は クリ 
ア 後 再度 冒険 する 際 の 特典 獲得 に 必要 。 これ も 多い ほど 探索 行 が 楽に な る の で 重要 だ 。 


【 戦 闘 獲得 要素 】 キー 
敵 が 個別 に 持っ て お り 、 戦 闘 後 合計 値 を 参 加 メ ン バ ー で 分 配 する 。 経験 値 を 一 定 
数 獲得 すれ ば 、 レ ベル が 上 が り HP な ど 各種 能力 値 が 増加 。 新た な 術 技 や 奥義 が 
使え る よう に な る 。 状態 異 常 の まま 則 闘 を 終え る と 獲得 量 が 減る の で 気 を 付け よう 。 


経験 値 と 同様 敵 一 体 ご ご と に 決ま っ た 金額 を 持ち 、 戦闘 が 終わ る と その 合 計 額 が 
獲得 で きる 。 ガル ド は パー ティ 全体 で の 共用 で 、 アイ テム や 武具 の 購入 、 宿 屋 な ど 
各 施 設 の 利用 に 使わ れる 。 ムダ 遣い は 控え て 有効 な 使い か た を 心掛け よう 。 


個々 の 敵 は ノー マル アイ テム と レア アイ テム を 最大 ひと つ ず つ 持っ て いる 。 戦闘 が 終 
わる と それ ら が 手 に 入る の だ が 、 何 を 人 手 で きる か は アイ テム ご と の 入手 確率 で 決ま “ 
る 。 確率 の 伴い レア アイ テム が 欲し けれ ば 戦闘 を 繰り 返す し か な い 。 


EP は 武具 を エン ハン ス す る 際 に 必要 と な る 。 隊 開 を 析 え る た び 肖 の 強 き に 応じ た 雪 ! 
値 を 獲得 で きる うえ 、 戦 闘 で コン ボ を 決め 高 ヒッ ト 数 を た た き 出 し て いる と ボー ナス 
EP が も ら え る 。 強敵 と の 戦闘 で は で きる だ け コ ン ボ を 狙い 獲得 EP を 増やそ う 。 


束 馬 の 修 但 時 に 消費 する 8P は 、 戦闘 時 の 行動 次 炎 第 で 獲得 量 が 大 きく 変化 する 。 
-_ 獲得 SP を 増やし た けれ ば 術 技 で 敵 を 倒す 、 テク ニカ ルス マッ シュ を 決め る 、 錬 術 を 
装備 し て 戦う と いっ た 行動 が 必要 。 戦闘 準備 の 段階 か 5SP に 配 虎 し て お こう 。 


GRADE は 冒険 クリ ア 後 、 再度 冒険 を 始め る 際 に グレ ー ド ショ > リプ で 特典 を 購入 す ーー 0 


| る た め の 通貨 の よう な も の 。 GRADE を 得 られ る 戦 同行 動 は 決ま っ て いる の で 、 そ れ | 
| を 実行 し よう 。 また 戦闘 ラン ク を 上 げ て 戦闘 を すれ は 、 獲得 で きる 量 は 増え る 。 | 


[ フィ ー ル ド 


ーP.318 


戦 得 委 素 を 場 き や し た い | 


- 戦 還 時 の 算 得 要素 を 増やす ポイ ント は 要素 に よっ て 穫 2 の 
な る が 総じて 言え る の は 難し い 状況 に 挑戦 し 、 それ を 見 事 に 
に 乗り 越え れ ば いい と いう こと 。 個々 の 条件 等 に つい て は 
前 項 を 参照 し て も らい た い が いずれ に し て も 戦闘 時 の 操作 


の 腕前 が 問わ れる こと は 確か だ 。 騙 い ザコ 敵 と 戦う 序盤 の 


うち か ら 、 戦闘 の 腕 を 鍛え て お く と いい 、 自信 が な けれ ば と PPP PeoRcf ペ 
に が く 戦 闘 回 数 を こなす こと も ひと つの 方 法 だ 。 GRADE 以 。 種類 の 条件 を 満た す と 獲得 。 同 条 
外 の 要素 な ら ば 、 戦闘 を 重ね た 回 数 に 応じ て 獲得 量 が 増 。 件 で 擬 得 で きる の は 一 度 だ けが だ 。 
える 。 自分 の 腕 に 合わ せ て 戦闘 を こなす こと が 大 切 だ . 


フィ ー ル ド 上 の 宝箱 の 中 身 は ? 


フィ ー ル ド 上 を 移動 し て いる と 、 時 折 室 逢 が 見 つか る こと 
が ある 。 この 宝箱 の 中 に は 食材 チケ ッ ト が 入っ て お り 、 各地 
に 点 在 する 食料 調達 施設 の 係 具 に 渡す と 、 マジ カル ポッ ト 
へ その 食材 を 配達 し て くれ る よう に な る 。 渡し た チケ ッ ト の 数 
は 配達 され る 食材 の 選択 確率 に 影響 する の で 、 消費 量 の 
多い 食材 の チケ ッ ト は で きる だ け 多 く 入 手 し 、 施設 の 係員 
に 渡す と いい だ ろう 。 な お フィ ー ル ド 宝 箱 の 配置 場所 は 、 い 
くつ か の 候補 地 か ら ラ ンダ ム に 決定 する 。 以前 取っ た 場所 


で 見 つか ら な い 場合 は 周囲 を 再度 探索 し て みよ う 、 


2 し な い 


フィ ー ル ド 上 に 隠さ れ て いる 発見 物 を 探す デ スカ パリ ー は 、 冒険 の 息抜き ば か り で な く 
称号 獲得 条件 に も 関係 する の で 、 見 過ごす の は 得策 で は な い 。 と は いえ 発見 物 は 明確 な 
目印 が ある わけ で は な く 、 ヒン ト だ け を 頼り に 探し て いて は 見 つか り に くい は ず だ 。 そん な と 


“ き は 以下 の 2 点 に 注意 し て 探索 する こと を お すす めす る 。 発見 物 に 関す る ヒン ト は サ ニ イタ 
ウン の ネコ 好き の じい さん が 教え くく れる の で 、 一 度 は 聞い て お く と いい だ ろう , 


[ウェ イク の レベ ル を 高め る 】 発 見 物 に は それ ぞ れ 其 易 度 が 設定 され て お り 、 パー ティ の 観察 


力 が それ を 上 回 ら な けれ ば 、 た と え 発 見 物 の 真 上 を 通過 し た と し て も 見 つけ る こと は で き な い 。 


観察 力 は ヴェ イグ の レベ ル と 同じ な の で 、 見 つか ら な い 場 合 は ヴェ イグ の レベ ル を 上 け よ う 。 な 
お 最大 レベ ル は 52 な の で 、 終盤 戦 な ら この 問題 は ほぼ な く な る 。 こ 


[ボイン ト 周 辺 を くま な くく ] 先 区 度 と 同様 に 発見 物 は それ ぞ れ 発見 範囲 が 異な っ て の 


いる 。 も っ と も 狭い も の は 、 発 見物 の ポイ ント に 接触 する ほど 近づく 必要 が ある 。 多少 見 回 っ 


So た 程度 で 見 つか ら な く て も 、 あき ら め ず に 探 そう 。 発見 範囲 は 発見 物 の 種類 と 関係 し 、 生物 、 
2 や 物 加 は 導く < 有 然 現象 は 広い 傾向 に ある 。 ヒン ト か ら 探 す 場 合 の 参考 に し よう 。 
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サル ベー ジ が うま くい か な い …… 


海底 に 眠る 宝 を 引き 上 ける サル ベー ジ は 、 貴重 な アイ テ 
ム を 実際 に 手 に 入れ られ る の で 早め に こなし て お きた い イ 
ベン ト 。 だ が 目印 の 少な い 海 上 で の 探索 は 非常 に 難し い 。 
マウ ロ が 教え て くれ る ヒン ト だ け で は 、 見 当 が 付か な い 場 
合 も ある だ ろう 。 これ は 中 盤 以降 の ヒン ト に 、 ディ スカ バリ 、 ee 
ー で の 発見 物 ポ イン ト を 指定 され る た め た 。 従っ て まず は サル ベー ジ で 手 に 入る アイ テム は 
ディ スカ バリ ー を こなし て 発見 物 を 見 つけ 、 それ か ら サ ル ベ 希少 な も の ば か り 。 ユリ ス 出 現 後 
ー ジ を 行なう ほう が 効率 は いい 。 無 痢 に 船 を 出す 前 に 、 関 の 生 の 
係 す る 情報 を すべ て 集め て か ら 行 動 す る よう に し よう 。 


タダ ンジ ション の 仕掛 けが 解け な い !? 


各地 に 点 在 す る ダン ジョ ン に は さま ざま な 仕掛 けが 存在 
し 、 探索 の 行く 手 を 阻ん で いる こと が ある 。 この よう な 仕掛 
け は ほとん と の 場合 、 特定 の 仲間 の フォ ルス 能力 で 突破 
する こと が 可能 だ 。 た だ し 一 部 の 仕掛 け は 、 フ ォ ル ス の 使 
い 方 に 注意 し て 解く 必要 が ある 。 カレ ー ズ 内 の 岩 を 破壊 
する 際 、 出力 過剰 だ と た バイ ラス が 降っ て くる の は その いい に 語 の 名 格子 な ど サブ イベ ント 
例 と 言え る 。 仕掛 け は 基本 的 に リス ク 無 し で 解除 で きる は に 関係 する 仕掛 け も わずか だ が 存 
ず な の で 、 も し 危険 な 状態 に 陥る こと が あっ た ら フ ォ ル ス の 在 する 。 フォ ルス は 使わ す に 進め 。 
使い 方 その も の を 見 直し て みた ほう が いい だ ろう 。 


ダン ジョ ン 内 で アイ テム が 切れ た ! 


冒険 アイ テム は どれ も 即効 性 が ある うえ 効果 が 一 定 な た め 、 つい つい 頼り た く な っ て し まう も 
[ ダン ジョ ン ] の .。 た だ し 所 持 数 に は 制限 が あり 、 大 量 調達 は ショ ッ プ で し か で き な い 。 ダン ジョ ン 探 索 中 
ee に アイ テム を 切ら し て し まっ た ら 、 脱出 する まで 補充 は 見 込め な いと 覚悟 する べき だ ろう 。 よ 


っ て 切ら し て か ら の 対処 法 を 考え る の で は な く 、 切ら さ な い よう に 行動 する こと が 大 切 。 以 
下 を 参考 に 探索 を 進め 、 そ れ で も 間に合わ な けれ ば 途中 で 引き 返す 勇気 を も と う 。 
5// 【 普 段 の 回 復 は 料理 を 頼 り に 】 戦 闘 中 に 減っ た を HP を いち いち アイ テム で 回 復 し し いた の で は 、 
狭 い ダ ンジ ョ ン す ら 突 破 す る こと は 不可 能 。 そこ で 料理 を 利用 し よう 。 料理 は 一 度 に 仲間 全 
員 を 回 復 さ させ られ る うえ 、 特殊 な 能力 を 付加 し て くれ る も の も あり 便利 だ 。 戦闘 中 に 負っ た ダ 
メー ジ が 致命 的 な も の で な けれ ば 、 少 々 我慢 し て 戦闘 終了 後に 料理 を 行 お う 。 
【 ア ニー の 陣 術 で 急場 を し の ぐ で 】 ア ニー が 描く 孤 法 陣 は 、 ほ か の 仲間 の HP を 回 復 で きる 数 少 
な い 手 段 。 加え て 状態 異常 も 回 復 で きる の で 、 こ れ を 利用 し な い 手 は な い 。 仲間 が 瀬 死 状 
態 に 陥っ た ら 、 アニ ー の 術 技 や 作戦 を 回 復 主体 に 変え た れ ば 、 そ れ だ け で 生存 率 は 飛躍 的 に 
高まる 。 た だ し 支援 力 が 低下 する た め 、 究 地 を 脱し た ら 忘れ ず に 元 に 戻し て お こう 。 


料理 舟 練 度 を 上 ける 意味 は ? 


料理 を 作る と 回 数 が カウ ント され 、 それ に 応じ て 星 形 マ 
ー ク が つく 。 この マー ク は 料理 の 熟練 度 を 示し て お り 、 1 一 3 
個 まで は 熟練 度 が 1 上 が る た びに カス タム 料理 の レ パ ー ト 
リー が ひと つ ず つ 増 える の だ 。 カス タム 料理 は 元 の レシ ピ に 
食材 を ひと つ 加 える だ け で 、 より 強力 な 効果 を 発揮 する 便 に 
利 な も の . すべ て の カス タム 料理 を 作れ る よう に 料理 吉 練 ao 
度 を 上 け よ う . な お 熟練 度 は 最大 4 まで 上 が り 、 シー クレ ッ ト 100 回 に な る た び 増 える 。 まん ベ 
ファ クタ ー の 発現 確率 は その 時 点 で 最大 値 に な る . ん な く 料 理 を 実行 し て いこ う 。 


料理 の レン ピ が 集まら な い 


た いて い の 料 理 レ シ ピ は 、 街 な ど の 拠点 を チェ ッ ク し て いれ ば 見 つか る 。 チェ ッ ク 可 能 な 
場所 を 見 落と さ な い よう に 。 だ が 一 部 の レシ ピ は チェ ッ ク す る だ け で は 覚え られ な い 、。 以下 
の 手段 で 修得 で きる レシ ピ に は 注意 が 必要 た 。 レン ピ が 多い ほ と 食 材 を ムダ な く 利 
きる し 、 多彩 な 効果 が 戦闘 の あら ゆる 状況 に 対応 し て くれ る た め 冒 険 が 楽に な る だ ろう . 


【 サ ブイ ベン ト を こなす 】 サブ イベ ント の な か に は 、 達成 時 の 報酬 と いう 形 で レシ ピ を 教え て くれ 
る も の が ある 。 忘れ ず に こ な そ う 。 また サブ イベ ント と いう ほど 大 が か り で な く で て も 、 特定 の 人 物 。 
に 話し か ける と いっ た 簡単 な 行動 が 必要 な レシ ピ も ある の で 注意 し た い 。 6 


に ニー 及 で も ら え る マジ カル ポッ ト は 、 が ルド を っ つき 
むこ と で 機能 の レベ ル ア ッ プ が で きる 。 この レベ ル が 一 定 値 に 達する た び 、 > に 
Eo 安価 で レベ ル が 上 が る ポッ ト 機 能 を 優先 し て 高め る と いい 。 


食材 を よく 切ら すん だ けど …… 


探索 中 に 食材 が 切れ る の は 、 戦闘 が 激しい こと だ けが 原因 な わけ で は な い 。 よく ある ケ 
ー ス が 、 必要 食材 が 共通 する 料理 ば か り 作 っ て し まう と いう も の だ 。 これ を 続け る と 共通 食 
材 だ けが 切れ 、 残り の 食材 が 余る と いう 困っ た 状況 に 陥る 。 こう し た 事態 を 解決 する に は 、 
お も に 以下 に 拳 げ る 方 法 が 有効 。 加え て 必要 食材 の 異な る 料理 を 選ぶ よう に 心掛け よう 。 


【 食 材 チケ ッ ト を 集め る 】 レシ ピ に 共通 する 食材 の チケ ッ ト を た くさ ん 手 に 入れ 、 食料 調達 施 
設 へ 多め に 渡し て お け ば 、 配達 され る 確率 が 高まる 。 これ で 共通 食材 を 切ら す 心 配 も 多少 は 
減る だ ろう 。 た だ し 確実 に 配達 され る わけ で は な い の で 、 あま り 頼 り に し な いよ うに 。 


【 よ り 多 く の レ シ ピ を 集め る 】 こ ちら は 必要 食材 が 重 な ら な い レ シ ピ を 選ぶ た め に 必要 な 方 法 。 
具体 的 な 集め 方 は 前 項 を 参照 し て ほし い 。 また こち ら の 方 法 を 活用 し た けれ ば 、 戦闘 終了 時 
の オー ト 料 理 設定 は 切っ て お く ほ うがい い 。 多少 面倒 に な る が 食材 切れ より は マシ だ 。 


シー クレ ッ ト フ ァ ク ター を 利用 し た い _ 

料理 を 実行 し て いる と 、 時 折 シ ー ク レッ ト フ ァ ク ター が 発 
現す る こと が ある 。 この シー クレ ッ ト フ ァ ク ター の 効果 は 選 
ん だ 料理 に よっ て 異な る が どれ も 非常 に 役立つ も の ば か 
り 。 た だ し 発現 確率 が と て も 低い た め 、 確実 性 に 欠け る の 
が 難点 だ 。 それ を 承知 で 利用 し た けれ ば 、 ほ か の 料理 に 還 還 
比べ て シー クレ ッ ト フ ァ ク ター の 発現 確率 が 少し 高い 熟練 ,-。_ 面 面 で 料理 する と 、 シ ー 
度 3 の カス タム 料理 を 作ろ う 。 また 料理 回 数 が 増え る ほ と クレ ッ ト フ ァ ク ター が 発現 し た か ど 
発現 確率 は 上 が る 。 100 回 以上 作っ た 料理 の 熟練 度 3 カ フグ わ か る た め 汗 備 が し W す Vs 
スタ ム 料 理 は 、 シーク レッ ト フ ァ ク ター 発現 確率 が 269% 程 
度 と か な り 高い 。 地道 に 料理 し 続け る こと が 大 切 だ 。 


お すす め の 料 理 を 教え て ! 


料理 は カス タム 料理 まで 含め る と 全部 で 72 種 類 ち ある. これ ほど 多い と 何 を 作る か 迷っ て し 
まう か も し れ な い が その 場合 は まず 料理 の 効果 を 目安 に する こと 。 料理 こと に HP 回 復 量 や 
特殊 効果 、 発 現 可能 性 が ある シー クレ ッ ト フ ァ ク ター が 異な る の で 、 現在 の 仲間 の HP 状態 や 
つき の 戦闘 に 必要 な 効果 を 考え て 料理 を 選ぶ と いい . も う ひ と つの 目安 は 料理 に 使用 する 食 
材 や 費用 。 効果 が 高い 料理 は 総じて 食材 を 多く 消費 し 、 費用 も か か る 。 以下 に 紹介 する の 
は こう し た 基準 か ら 選択 し た お すす め の 料 理 。 これ を 参考 に し て 作る 料理 を 選 ぼ う . 


【 目 的 別 お すす め 料 理 】 


《HP 回 復 効 率 重視 ^ 


受け た ダメ ー ジ が 大 きけ れ ば 、 迷わ ず HP 回 復 

量 の 多い 料理 を 作れ ば いい 。 だ が それ ほど 深 縮 靖 宮 

刻 な 状態 で な けれ ば ポテ ト サ ラ ダ が お すす め 。 本 8 拉 計時 。。。。/ の) 品物 
この 料理 は HP1% 回 復 当 た り の 費用 が 2.2 カ 半 2 十 F HMSM 還 上 は 最高 。 ふ と ころ 
ルド し か か か ら ず 、 金銭 負担 が 低い た め だ 。 EE 王 に 優し い 料理 だ 。 


(特殊 効果 重視 ) 


料理 の 特殊 効果 は どれ も 特徴 的 な の で 、 状況 

に 応じ て 選択 する の が 一 番 。 それ で も な お ひと ロタ 

つ を 挙げ ける と すれ ば マー ボー カレ ー が いい 。 ダ ' お 2 1 RG を 72C き 3 っ ボス と の 戦闘 で 役 に 
メー ジ の 減少 効果 は 戦闘 中 継続 する の で 、 強 2 立つ 特殊 効果 。 必 
敵 と 戦闘 する 際 に は か な り 頼 り に な る 。 ず 食 べ て か ら 挑 も う 。 


(シー クレ ッ ト ファ クタ ー 重 視 ) 


シー クレ ッ ト フ ァ ク ター は 発現 確率 が 低い 。 戦 

闘 そ の も の に 影響 する 効果 に 頼 ろ うと する と 逆 1 

に 危険 だ 。 むし ろ 獲 得 要素 を 増加 させ る も の 2 還 和 細 細 性 2 re が 5 公 に な 
を 選 ぼ う 。 これ な ら 発現 と 無関係 に 戦闘 を こ な 際 23H 明 叶 時 開 。 </ ら レア アイ テム | 
せる た め 、 イレ ギュ ラー が 無く て 済む 。 0 | 稼ぎ の 役に立つ 。 


サブ ィ ベ ント ] 
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S サブ イベ ント は どこ で 起こ る? 


- 置 際 を 続け て いる と 各所 で メイ ン の 控 索 行 と は 無関係 な サブ イベ ント を 体験 する 和 機 会 
_ に 出くわす は ず 無視 し て も 構わ な い の だ が . 先 を 急い で いる の で な けれ ば で きる だ け こ な 
し た ほう が いい 。 サブ イベ ント 達成 に よっ て 入手 で きる も の は 、 武具 や アイ テム を は じ め 称 
_ 号 、 料 理 の レシ ピ な ど さ ま ざま で 、 どれ も 探索 行 の 役に立つ か ら だ 。 敵 の 強 さ に 行き 詰まる 
よう な 事態 に 陥っ た ら 、 息抜き を 兼ね て サブ イベ ント に 挑戦 し 、 体勢 を 立て 直 そ う , 


ミニ ゲー ム が 3 うま く で き な い 


サブ イベ ント の 多く は 会 話 や アイ テム を 届け る こと で 進め られ る . し か し 一 部 の サブ イベ 
ント に は 、 ミ ニ ゲ ー ム が セッ ト に な っ て いる も の が ある 。 この よう な サブ イベ ント を 達成 する に 
ミニ ゲー ム を クリ ア し な けれ ば な ら な いた め 、 アク ショ ン の 腕 に 自信 が な いな と の 理由 で 


- 保 廊 し て し まう こと も ある だ ろう . だ が どの ミニ ゲー ム も ちょ っ と し た コツ を つか みさ えす れ ば 、 


クリ ア だ け な ら 何と か な る 。、 以下 の 攻略 法 を 頼り に 挑戦 し て ほし い . 
ミニ ゲー ム 攻 略 ヒ ント 】 
(酒場 の アル バイ ト ) 
客 の 元 へ 一 気 に 近づこ うと する と お 酒 を 落と し 
や すい 。 小刻み に 移動 し いつ で も 止ま れる 体 ー 
勢 を 整え よう 。 あと は 酔っ 払い の 動き を 先読み 人 強引 に 突っ 切 : 


し つつ 進む 。 酔っ 払い が な か な か どか な いり 場 合 1 - あ ジ を e 生 聞 か 
は 、 手 近 な 客 に 話し か け て 仕切 り 直 そう 。 ( も 最後 まで あせ る 


(トヨ ホウ ス 河 下 り 〉 


ルー ト は 4 つ あ り 障 害 物 の 配置 も 異な る 。 称号 

獲得 の た め に は 全部 クリ ア す る 必要 が ある が 、 ーー ン ン 

まず は 自分 に 合っ た ルー ト を 極め て か ら ほ か の 和 区 。 訪 。 | 当 や コウ モリ で こま 
ルー ト に 挑戦 し よう 。 ボス 戦 で は ダメ ー ジ 覚悟 2 。 め に 点数 を 稼ぐ 。 積 
で 放 撃 し た ほう が ハイ スコ ア を 考える 。 ま 「 も る と 結構 大 きい 。 


《 パ ニ 2 


ミッ ショ ン は 全部 で 39。 長期 戦 確実 な の で 、 

時 間 の ある と き に じっくり 挑 も う 。 攻略 の ポイ ン に 

ト は アイ テム の 効果 を 覚え る こと 。 また アイ テム - アイ テム の 場所 に 注 
は 出現 限界 数 が 決ま っ て いる の で 、 危険 な ア . | 意 。 棚 い 場合 は 近 
イ テ ム を 持ち 運べ べ ば 多少 安全 に な る 。 づか な い ほ う が 和 無難 。 


に うき に ん カー ド ) 


- ま ず は ヒン ト を 参考 に し て 、 左右 に 大 きく 仲間 

た ち を 振り 分 ける こと か ら 推理 を 始め る 。 その レー ( 

- うえ で 細か い 矛 盾 を 消し つつ 回 答 を 導 こ う 。 ヒ 普 識 ] 左右 と は キャ ラク タ 
ント の な か に 何 度 も 名 前 が 登場 する 仲間 が い ln [ し ー 側 か ら 見 た 方 向 を 
な ら 、 その 人 間 を 目安 に する と 早い _ 還 守 9 | 示す 。 注意 し よう 。 


、 アイ テム を すく ぐ 切 らし て し まう …・ 


_ アイ テム は 戦闘 時 に も っ と も 大 量 に 消費 する 可能 性 が あ 
_ る 。 これ まで 再三 述べ て きた よう に アイ テム の 所 持 数 に は 限 
界 が ある た め 、 気 前 よく 使う の は 厳禁 、 それ が ダン ジョ ン 探 
索 時 な ど 、 補充 が 難し い 状況 な ら ば な お さら だ 。 HP や 状態 
異常 回 復 を 行ない た けれ ば 、 料理 を 最 優先 に 利用 する こ 
ー と くに 状態 異常 防止 能力 を も つ 料理 を 戦闘 前 に 食べ 戦闘 後に 獲得 する アイ テム を あて 
て お け ば 、 アイ テム の 消費 量 は か な り 抑 えら れる 。 続い て アア 。。 に する の は 確実 性 に 欠け る 。 普段 
ニー の 陣 術 を 優先 し 、 ア イ テ ム 使用 は 最後 の 手段 と 考え る 。 消費 量 を 抑え る こと が 大 。 
ピー チ グ ミ ひと つき さえ 惜しむ つも り で 節約 し て いこ う . 


レア アイ テム が も っ と 欲し い ! 


アイ テム は 大 ま か に よっ て 2 種類 に 分 ける こと が で きる 。 ひと つ は ショ ッ プ で 買う こと が で 
きる ノー マル アイ テム 。 ほとん どの グミ や ボトル 類 が これ に あたり 、 比較 的 気軽 に 使え る 。 
も う ひ と つが 宝箱 や 敵 か らし か 入手 で き な い レア アイ テム だ 。 こち ら は 入手 が 難し いぶ ん 
強力 な 効果 を も つも の が 多い 。 レア アイ テム を 大 量 に 獲得 し た けれ ば 、 それ を 所 持 し て い 
る 敵 と 戦う の が 一 番 の 早道 . 以下 の ポイ ント に 気 を 配っ て 戦 閣 し 、 入手 確率 を 高め よう 。 


[テク ニカ ルス マッ シュ を 狐 う 1 二 中 に 特定 の 条件 を 満た し て 敵 を 倒す と 、 テク ニカ ルス マッ 

シュ が 発生 。 これ に よっ て アイ テム の 入手 確率 が 増加 する た め 、 レ アア イ テ ム も 入手 し や すぐ 
な る 。 テク ニカ ルス マッ シュ に は 8 つの 種類 が あり 、 増加 率 も 異な る 。 例え は 秘 奥 義 で 倒す と 
7% 以 上 も 増加 する 。 敵 を 見 極め て 、 テ クニ カル スマ ッシュ を 極力 狙っ て いこ う 。 


[| アイ テム を 盗む 」 を 利用 】 浴 在 能力 の 「 ア イ テ ム を 盗む お] が 発現 し て いる 武器 を 用 いて 戦闘 
する と 、 時 折 ア イ テ ム を 盗め る こと が ある 。 目標 の 敵 を こう し た 敵 で 何 度 も 攻撃 し 、 潜在 能力 
の 発動 を 狙 お う 。 た だ し この 方 法 で は 、 そ の 敵 か ら 獲 得 し た こと が ある アイ テム し か 入手 で き な 
に だ 以前 に レア アイ テム を 一 一 度 も 獲得 し て いな けれ ば 盗め な い の で 注意 。 


貴重 品 が な か な か 集まら な い 


- アイ テム の な か で も 貴重 品 に 属す る も の は 、 戦闘 より も 

イベ ント 全般 に 関わ っ て いる こと が 多い 。 その た め つ い 軽 

視 し て し まい が ち に な る が コレクター 図鑑 を 完成 させ た け - 

-_ れ ば 集め る 必要 が ある 。 貴重 品 の な か で も サブ イベ ント で 

の み 入 手 で きる も の は 取り 逃がし や すく 、 と くに オー クシ ョ 。 の [ 1 
ン イ ベン ト で 手 に 入る 貴重 品 が くせ 者 。 オー クシ ョ ン は 終 ユー ッ シ ョ ン で し か 手 に 入れ られ 

融 近 くま で 冒険 を 進め る と 開催 され な く な る の で 、 その 前 に - な い 貴 重 品 は 多い 。 すべ て 手 に 


責 重 品 を 集め 切ら な く て は な ら な い 。 仲間 の 強化 を 兼ね て 人 れる まで り く 挑戦 する こと 。 


_ ガル ド を 稼 だ ら 、 33 ショ ン に つき 込 も う 。 3 


ー キ キジ バシ スイ 


トド 演 ポン スコ 
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ド エ シ ロン スコ 


エン ハン ス す る と き の 注 意 点 は ? 


武具 を 強化 する エン ハン ス は 、 手 っ 取り 早く 戦闘 能力 を 増強 で きる 便利 な 手段 だ 。 た 
だ し エン ハン ス を 行なう に は EP を 獲得 し な けれ ば な ら ず 、 その た め に は 戦闘 回 数 を 重ね よ 
う 。 戦闘 を 楽に する た め つら い 戦 い を 重ね る 、 と いう ある 意味 矛盾 し た 行動 を 強い られ る 
の だ 。 以下 の 注意 点 を 参考 に 、 で きる だ け 効 率 よ く エ ン ハ ンス を 実行 し て いこ う 。 


【EP を より 多く 稼ぐ 】EP は 戦闘 に 勝利 する た び 一 定 値 ず つ 獲 得 で きる 。 さら に その 戦闘 で 倒 
し た 敵 の レベ ル が 高かっ た り 、 連続 ヒッ ト 数 が 多い と ボー ナス が も ら え る 。 で きる だ け 多 く ボ ー 
ナス を も ら え る よう に 、 強い 敵 で 回 数 の 多い コン ボ を 組み 立て て 戦う と いい だ ろう 。 


【 強 化し た い 能 力 優先 で 】 武 具 ひ と つ を エン ハン ス す る 際 に 必要 と な る EP の 量 は 、 エ ン ハン ス 
回 数 を 重ね る た びに 少し ずつ 増え て いく 。 その た め 強 化し た い 能 力 を 優先 し て 高め て いっ た ほ 
うがい い 。 これ を 逆 に し て し まう と 、 武具 が さほど 強く な っ て いな い 状 態 で 延々 と 戦う 洞 目 に な 
る 。 この 点 で 見 る と 、 平均 的 な 強化 も 有効 と は 言え な い の で 注意 し よう 。 


強力 な 潜在 能力 が 欲し い ! 


エン ハン ス を 続け て いる と 、 や が て 武具 に 秘め られ て いた 
潜在 能力 が 発現 する 。 この 潜在 能力 は 武器 と 防具 、 そ れ 
ぞ れ 32 種 類 ず つ 存 在 し 、 と れ も 戦 , 閣 に 役立つ も の ば か り だ 。 
で きる だ け 強 力 な も の を 発現 させ た いと ころ た だ が. 発現 する 
潜在 能力 は 武具 の 入手 時 点 で 決定 され て し まう 。 こだわ る 
の な ら ば 、 何 度 も 武具 を 手 に 入れ 直 そ う 。 な お 発現 可能 性 
の ある 洪 在 能力 は 、 戦闘 ラン ク が 高い ほ と 種 類 が 増え る 。 び 強 力 な も の が 出る 可能 性 が あ 
困難 に 挑戦 し て 強力 武具 を 手 に 入れ る の も ひと つの 手 だ 。 る 。 何 度 も 繰り 返す こと が 大 


能力 継承 させ た ほう が いい の ? 


潜在 能力 だ け で 見 る な ら は 、 新品 の 武具 を つき つき 強化 し 潜在 能力 発現 を 繰り 返す ほ 
う が 良 さそ うに 見 える 。 た が 武具 の 能力 を 新品 の 武具 へ 継承 させ る と 以下 の 継承 ボー ナス 
が つく 。 これ に よる 能力 値 増加 量 は 無視 で き な い 。 さら に 武具 の イレ ギュ ラー 化 は 継承 回 数 
が 増え る ほど と 高まる 。 で きる だ たけ 能力 継承 し た ほう が 結局 は 強力 な 武具 に な る と 言え よう . 


【 強 化 回 数 と 能力 値 ボ ー ナ ス 】 能 力 継承 を する と 、 まず 能力 ご と の 強化 回 数 ぶん だ け 対 応 す 
る 新しい 武具 の 能力 値 が 上 が る 。 例え ば 武器 の 斬 撃 を 3 回 強化 し て いれ ば 、 斬 撃 値 が 3 上 
が る わけ だ 。 加え て その 強化 回 数 が 多い も の ほど 、 能力 が 更に 上 昇 する 確率 が 高まる 。 どれ 
か ひと つの 能力 を 優先 させ て 高め た けれ ば 、 EP を 残し た まま 偏っ た 強化 状態 に し て お くい い 。 


【 特 殊 な 能力 継承 】 強 化 回 数 が も っ と も 多い 能力 が ひと つ だ け だ っ た 場合 、 低 い 確率 で 特殊 
な 能力 継承 が 行なわ れる 場合 が ある 。 これ は 通常 の 能力 上 昇 に 加え 、 さ ま ざ ま な 付加 効果 
が 現われ る と いう も の だ 。 これ を 狙う 場合 で も 、 平 均 強化 は や ら な い ほう が いい だ ろう 。 


壮 ま ま イレ ギュ ラー は どう や っ て 起こ す ? 

本 ZZ2 。。。 下 具 の 能力 継承 を 何 度 も 繰り 返し て いる と 、 ご くま れ 

[ エン ハン スズ ] _ に イレ ギュ ラー が 発生 する こと が ある 。 これ に より 入手 で 
きる イレ ギュ ラー 武具 は 、 非常 に 貴重 か つ 優れ た 能力 を 
秘め た も の ば か り 。 と くに 形態 変化 し た 武具 は 、 こ の 方 法 
で し か 手 に 入ら な いも の も 多い た め 貴 重 品 を 上 回 る 希少 
さ を 誇る 。 この よう に イレ ギュ ラー は 戦闘 か ら デー タ 収集 。 コッ - 図 赴 の コレ ンプ リート を 
に まで 影響 する が 、 あま り に 発生 確率 が 低い の が 難点 。 指す 際 の 最大 の 難関 。 ひたすら 
能力 継承 を 重ね る こと で し か が 発生 確率 は 上 が ら な い の 迷 り 如 し て イレ キュ ラー を 狙え 。 
で 、 地道 に 継承 を 続け よう 。 


4 お すす め の エ ン ハ ンス 方 針 を 教え て ! 


エン ハン ス に より 武具 は 強化 で きる が . その 武具 を 扱い 
ー[ エン ハン ス ] 戦闘 力 と する の は あく まで も キャ ラク ター 自身 。 その た め キ 
ya ャ ラク ター の 能力 に 合わ せ て エン ハン ス を 行なう こと が 、 戦 
闘 力 を 高め る うえ で 重要 と な る 。 以下 に 紹介 する キャ ラク 
ター 別 の エン ハン ス 方 針 を 参考 に 、 EP を や りく り し て いこ 
う . 潜在 能力 や イレ ギュ ラー な ど 、 不 確定 要素 が 高い 能力 

は あく まで ホ ボー ナス 的 な も の と し て 捉え 、 基本 の 能力 を 優 _ + ぇ と 便利 に 使え る 。 キャ ラク タ 

先 し て 強化 する ほう が 結局 は 戦闘 の 役に立つ は すず だ 。 ー の 能力 と 相談 し て 選ぶ と いい 。 


[キャ ラク ター 別 お すす め エ ン ハ ンス 例 】 


通常 技 か ら 奥 義 ま で 、 攻撃 方 法 の 大 部 分 が 斬 撃 タイ プ の 特性 を 備え て いる 。 その た め 
武器 も 親 撃 を 最 優先 し 、 続 いて FG 回 復 を 強化 する と いい だ ろう 。 防具 は 術 防 御 を 上 げ 
る の が 無難 だ が 、 武器 の FG 回 復 を 頼り に し て HP 回 復 を 高め る 手 も あ る 。 


武器 は 術 攻撃 を 最 優先 。 続け て FG 回 復 を 上 げ 、 術 技 や 奥義 を 使い や すく し て お きた い 。 
防具 は 極度 に 低い 斬 撃 を 上 げた いと ころ だ が 、 前 線 で 戦わ せな い の な ら ば あえ て 保留 し 
て お き 、 先 に HP 回 復 を 強化 し て お く と いう 方 法 で も 役に立つ だ ろう 。 


ヴェ イグ 同様 、 攻 撃 全般 の 強化 の た め 斬 撃 を 優先 する 。 FG 回 復 力 の 低 さも 武器 強化 
で 補っ て お きた い 。 防具 は 真っ 先 に 術 防御 を 上 げ 、 続け て HP 回 復 を 強化 。 斬 撃 や 林 撃 
に 強い か ら と 油断 し で いる と 、 術 で あっ と いう 間 に 倒さ れ て し まう た め だ 。 


積極 的 に 攻撃 させ る 必要 は な い の で 、 武器 は FG 回 復 を 最 優先 。 陣 術 の 使用 チャ ンス を 
少し で も 増やそ う 。 また 状況 に 応じ て 前 方 と 後方 を 行き 来 する の で 、 防 具 強 化 は 平均 的 
に 。 HP 回 復 を 上 げ れ ば 倒れ に くく な り 、 支援 役 と し て の 活躍 が 期待 で きる 。 


打撃 タイ プ の 攻撃 方 法 が 多い た め 、 そちら を 優先 し た く な る と ころ 。 し か し ボウ ガン を 使っ 
た 術 技 や 奥義 は 斬 撃 タイ プ な の で 、 多用 する な ら そ ちら の 強化 を 忘れ ず に 。 防具 は 前 線 
に 出る こと を 踏ま えて 、 斬 撃 と 打撃 防御 を 先 に 強化 し て お こう 。 


導 術 使い の マオ と 同じ く 、 武器 は 術 攻撃 を 最 優先 。 FG 回 復 も 強化 し て お け ば 万 全 だ 。 
防御 能力 は それ な り に ある が 、 HP 回 復 力 が 低い せい で 倒さ れ や すい 。 防具 の HP 回 復 を 
強化 し て カバ ー し 、 恋 の た め 斬 撃 と 打撃 防御 も 高め て お く と いい だ ろう 。 


室 石 を ラン クア ッ プ させ た い 


目的 の 能力 値 を 確実 に 上 げ ら れる 宝石 は 、 キ ャ ラク ター 


や 武具 の 能力 補助 に 最適 装備 品 だ 。 宝石 は 各地 の シ 


ョ ッ プ で 買え る だ け で な く 、 手 持ち の 宝石 同士 を 合成 させ て 


別 の 宝石 に 変え る こと も で きる 。 その 際 宝 石 が より 高価 で 強 


力 な も の に ラン クア ッ プ する 場合 が ある が その 組み 合わ せ 


の で きる 宝石 は 以下 の よう に 決ま っ て いる 。 合成 の 順番 に 
よっ て 結果 が 変わ る 点 に は 注意 が 必要 だ 。 この 組み 合わ 
せ 以 外 、 つま り ラ ンク アッ プ し な い 合成 は あま り 効 率 が いい 
と は 言え な い 。 高価 な 宝石 ふた つと 手数 料 を 費やす の だ か 
ら 、 で きる だ け ラ ンク アッ プ す る 組み 合わ せ を 試そう 。 


【 ラ ンク アッ プ す る 組み 合わ せ 】 
- プ ブイ 
ウン 


に SE に キー モニ ン チャ = ジ 


プロ テク ト + リカ バー 一 リカ バー プロ テク ト 


シ 
マイ ンド ーー デー マイ ティ ーーー マイ ティ 
レジ スト  + ブレ イク ブレ イク 
ヒー ル 。 。 + メン タル ーー メン タル 
フォ ルス  + メデ ィ カ ル メデ ィ カ ル 
ライ フ + ネイ チャ ー 一 ネイ チャ ー 


と 
マッ スル  + ミス ティ ミス ティ ェ マッ スル 
フ 


最強 の 宝石 を 手 に 入れ た い ! 


合成 に 必要 な 金額 が いき な り 跳 
ね 上 が っ た ら ラ ンク アッ プ す る 証 
拠 。 実行 する か どう か よく 考え よう 。 


4 ! 


+ シー ルド 


41 は 


! 


+ マイ ンド 
+ レジ スト 
* ャ ー セ 一 光 
+ フォ ルス 
er 


1 


! 


! 


! 


者 
a 


宝石 は パー ル 、 オニ キス 、 ト パー ズ 、 エメ ラル ド 、 サフ ァ イ ア 、 ダイ アモ ンド の 順 で 高価 に 
な り 、 能力 値 の 上 昇 率 も 高い 。 た だ し サフ ァ イ ア 以上 の 宝石 は ショ ッ プ で 扱っ て いな いた 
め 、 自分 で 材料 を 揃え 合成 で 作り 出す 必要 が ある 。 以下 は そう し た 宝石 合成 の 一 例 だ 。 
実行 に は 多額 の ガル ド を 費やす た め 、 お いそ れ と 挑戦 する わけ に は いか な いか も し れ な い 
が 完成 すれ ば 確実 に 役立っ て くれ る 。 機会 を 見 計ら っ て 挑戦 し に て みる と いい だ ろう 。 


【 例 ) ミ ステ ィ ダ イア モン ド を 作る 】 
ミス ティ 系 宝石 の 最高 峰 、 ミス ティ ダイ アモ ンド を 合成 する 
に は 、 ミ ステ ィ サ ファ イア と マッ スル サフ ァ イ ア が ひと つ ず つ 
_ 必要 で あり 、 さらに 逆算 する と ミス ティ エメ ラル ド ふ た つと マッ 
- スル エメ ラル ド ふ た つが 必要 だ と わか る 。 この うち ミス ティ エ 
メラ ルド は バル カイ ベン ト 後 に ショ ッ プ で 買え る が 、 マッ スル エ 
メラ ルド は さら に ミス ティ トパーズ と マッ スル トパーズ の 合成 で 


し か 複数 入手 が で き な い 。 素材 を 揃え た ら 前 項 の ラン クア 


ーッ プ 表 に 従っ て 合成 を 行 な お う 。 


ショ ッ プ で は 手 に 入れ られ な い 貴 _ 
重 な 品 だ け に 、 効果 は 絶大 。 多 
額 の ガル ド が 必要 な 点 は ネッ ク だ 。 


称号 の 種類 と 効果 が 知り た い 


各地 で 探索 を 続け て いる と さま ざま な 称号 を 獲得 する 機 
会 が ある この 称号 を 導 得 する と 、 キャ ラク ター の 能力 値 に 
ポー ナス ポイ ント が 加え られ る の だ 。 称号 ひと つ 程度 で は 価 
感 で きる ほど 差 は な いも の の 、 多数 集め れ ば その 影響 は 無 
視 で き な いも の に な る 。 称号 の 種類 と ボー ナス に つい て は 、 
関連 資料 で まとめ て いる の で 一 度 は 見 て お こう 。 な お 称号 和紀 を セッ トナ る か は 気 の 
は ステ ー タ ス 画 面 で セッ ト で きる が 称号 変更 に よっ て 能力 問題 。 い っ その こと 自由 称号 に し 
値 ポー ナス が 変化 する わけ で は な い の で 安心 し て いい . ーー 


称号 を 手 に 入れ る に は ? 


称号 は 探索 行 を 続け て いる だ け で ある 程度 は 自動 的 に 
獲得 で きる が . すべ て を 入手 で きる わけ で は な い 。 称号 は 
サブ イベ ント に 関連 し て いる も の が 多い の で 、 より 多く の 称 
号 が 欲し けれ ば サブ イベ ント に 的 戦 す る と いい だ ろう. その 
過程 で 貴重 な アイ テム が 手 に 入る こと も ある の で 一 石 二 鳥 
だ 。 ほか に も ディ スカ バリ ー や サル ベー ジ 、 スク リー ンチ ャ ッ スク リー ンチ ャ ッ ト で 手 に 入れ る 
ト や デー タ 収 集 な ど で も 称号 を 獲得 で きる 。 息抜き 目的 で 。 号 は 意外 に 訪れ や すい 。 ク リア 後 
これ ら を 体験 し つつ 、 称号 獲得 を 目指 し て みよ う . RA 


【 サ ブイ ベン ト を こなす 】 サ ブイ ベン ト を 達成 する と 、 アイ テム だ け で な く 称 号 を 獲得 で きる こと が 
ある 。 な か に は 仲間 全員 が 一 度 に 称号 を も ら え る サブ イベ ント も あり 、 と て も お 得 。 そう し た サ 
ブイ ベン ト は 早め に こなし て お き 、 全体 の 戦力 増強 を 図っ て お こう 。 


[ミニ ゲー ム で 好成績 を 得る 】 ミニ ゲー ム が 関係 する サブ イベ ント は 、 そこ で 好成績 を 得 な けれ 
ば 報酬 が ち も ら えな い 。 と は いえ 獲得 で きる 称号 の ボー ナス も 高い の で 、 ぜひ と も 挑戦 し よう 。 
仲間 が 個別 に クリ ア し な けれ ば 称号 が も ら え な い ミ ニ ゲ ー ム も ある の で 注意 。 


バト ルプ ブック を 完成 させ た い 


戦闘 で 敵 を 倒す と 、 その つと 敵 の 情報 が バト ル ブ ッ ク に 
記録 され て いく 。 ミナ ー ル の 体育 館 に いる コン プリ ー ト お や 
じ は 、 こ の 敵 情報 の 収集 数 に 応じ て 貴重 な アイ テム や 称 
号 を くれ る 。 探索 中 に 戦闘 を 行なう 際 は 、 敵 情報 集め も 
考え つつ 戦っ て いく と いい 。 敵 の 情報 の うち 名 前 や レベ ル 王 計 0 
な ど は 割 と すぐ 集まる 。 これ に 対し て 時 間 が か か る の が 所 この 場 る レア ァ ァ イ テム の 楓 
持 ア イ テ ム だ 。 と くに レア アイ テム は 、 一 度 で も 入手 で き な が 最後 まで 埋まら な い は ず 。 根 包 
- けれ ば デー タ と し て 記録 され な い 。 戦 園 時 に スマ ッシュ ヒッ 戦闘 を 繰り 返す し か 手 は な い 。 
ト を 狙う な ど し て 、 レア アイ テム を 落と させ よう . 


コレ クタ ー 図 鑑 を 完成 させ る に は ? 


デー タ 収 集 を 生き 甲斐 と する 冒険 者 に と っ て 、 コレ クタ ー 
図鑑 の コン プリ ー ト は 冒険 の 一 大 目標 で も ある だ ろう が 、 
その 道のり は 非常 に 厳し い . 図鑑 コン プリ ー ト を 阻む 壁 は 、 
貴重 品 と イレ ギュ ラー 武具 の ふた つ . この うち 貴重 品 は サ 
ブイ ベン ト と オー クシ ョ ン を こなせ ば いい の で 、 時 間 と ガル ンー 
ド が あれ ば いずれ は 入手 で きる 。 これ に 対し て イレ ギュ ラー 語 は オー ッ ン ショ ン イベ ント が 
武具 は 運 に 左右 され る 。 何 度 も 武具 の 能力 継承 を 行なっ で き な く な る と 集め られ な く な る 。 
て 、 少し で も イレ ギュ ラー 発生 確率 を 高め よう 。 探索 を 保留 し て で も 挑戦 し よう 。 


グレ ー ド ショ ッ プ で の お すす め は ? 


探索 行 を クリ ア し 、 再 度 冒 険 に 出る 際 は グレ ー ド ショ ッ プ 
を 利用 で きる 。 ここ で は 前 回 の 探索 で 手 に 入れ た GRADE 
を 使い 、 さま さま な 特典 を 得る こと が 可能 た だ 。 特典 に は デー 
タ 引 き 継 ぎ と 戦闘 ボー ナス の 2 種類 が ある の で 、 自分 の 探 
索 ス タイ ル に 合わ せ て 選ぶ と いい 。 も っ と も 高価 な 特典 は 
「 最初 か ら 6 人 | の 5000GRADE だ が 、 一 回 の クリ ア で これ 
を 手 に 入れ る の は 非常 に 難し い 。 GRADE は 持ち 越し が 可 
能 な の で 、 体験 し た けれ ば 何 度 も クリ ア し て みよ う 。 


再 冒 際 な ら で は の 特典 は ある ? 


再 置 険 時 の 特典 は 、 前 項 で 説明 し た よう に グレ ー ド ショ ッ プ で 獲得 で きる 。 だ が それ と は 
別に 、 初回 の 探索 行 に は な い 独自 の 特典 が 再 冒 除 時 に は 与え られ る 。 ひと つ は 戦闘 ラン 
ク 制 限 で 、 再 冒険 2 回 目 で MANIA、 3 回 目 以降 で UNKNOWN ラ ンク が 選択 で きる よう に 
な る 。 加え て サイ グロ ー グ の 館 40 階 以降 へ の 道 も 開き 、 さら な る 強敵 た ちと の 戦い を 満喫 
する こと が 可能 だ 。 さら に 初回 で は 不可 能 だ っ た 、 マオ と ヒル ダ に よる 究極 秘 奥義 も 使え 
る よう に な る 。 また 、 うさ に ん の 村 で は ムー ビー が 見 られ る よう に な る 。 


、【 マ オ と ヒル ダ の 究極 秘 奥 義 】 

この 究極 秘 奥義 は マオ と ヒル ダ が 操作 可能 で 、 か つ ユ ー ジ 

ー ン が 出撃 し て いる と き に 発動 可能 。 ユー ジー ン と ヒル ダ で 

秘 奥義 | デュ アル ・ ザ ・ サ ン 」 を 出し 、 その 後 マ オ と ヒル ダ が 特 

定 の ボタ ン を 入力 する こと で 7 つの 秘 奥義 が 連続 発動 する 。 , 

_ 最後 まで 出せ れ ば 仲間 の HP が 全快 し 、 10 万 も の 経験 値 が ご が 品 紗 奥 状 カレー アース 、 
獲得 で きる の だ 。 ボタ ン 操 作 は 関連 資料 を 参考 の こと 。 出す の に 非常 に 苦労 する ぶん 見 返 

ここ ' “ り は 大 きい の で 狙う 価値 は ある 。 


還 FHEW 間 キャ ラク ター 術 技 一 覧 

[ 箱 の 見 方 】 

島 術 技 名 : 術 や 技 の 名 称 、 取得 LV: 術 や 技 を 取得 する の に 必要 な レベ ル 、 念 属性 : 術 や 技 に 付随 し て いる 属性 、 多 攻 撃 力 : 多い 
ほど 相手 に 与え る ダメ ー ジ は 大 きい (アニ ー の み 効力 : 味 方 に 対す る 効果 )、 人 FG 江 費 : 技 や 術 に 使う た め に 消費 する フォ ルス ゲー ジ 、 
人 @HP 回 復 : 戦 闘 中 その 技 や 術 を 使う こと で 回 復 する HP 量 


| キャ ラク ター 名 | 偽名 | 人 LV | 山尾 | 8 剛 カ | Fe 交 秦 | Hp 回 


まや キジ ・ ヴ ワイ ィ テ ト 


R・ エ リキ シル 


| 折笠 トック 電電 5 
@ 取 得 LV: ・ 術 や 技 を 取得 する の に 必要 な レベ ル 、 @ 必 要 術 技 名 1, 2: 泊め に の 本 な お た つの 科技 2 は むー 


@ 牛 性 : そ の 奥義 に 付随 し て いる 属性 、 攻撃 力 多い ほど 相手 に 与え る ダメ ー ジ は 大 きい (アニ ー の み 味 方 に 対す る 効果 の た め 無 語 


も だ @FG 消 費 : 技術 に 使う た め に 消費 する フォ ルス ゲー ジ 、 @HP 回 復 : 戦闘 中 その 技 や 術 を 使う こと で 回 復 する HP 量 


必要 和 技 名 1 | 必要 術 技 名 2 mm gz [real 
連 放 水 撃 
凍 牙 衝 裂 破 


凍 牙 龍 影 丸 
浅 無 影 刻 


絶 空 影 刃 
ER 
崩 龍 無 影 全 


ネガ ティ ブ ゲ イト 
キ ルス ラッ シュ 


フィ アフ ルス トー ム 


ブレ イク ・ レ ー ゲ ン 
Ci レー グ デ 


スト ー ン ブレ イク 
スト ー ン ブレ イク アク アス トリ ー ム 
アク アス トリ ー ム | シャ イニ ング レイ 


WT 6 
1 


ーー 


いい 


間 す 生き |!, 
NT 


0 


7 


間 


の 


【 龍 虎 減 自 斬 】 
ヴェ イグ + ア ニー 
ヒル ダ が 仲間 に 加わ っ た あと 


【 翔 破裂 光 剛 】 


テージ ー ン + ア ニー 


ウォ ン テ ィ ガ の 聖 大 を クリ ア し た あと 


【 デ ュ ア ル ・ ザ ・ サ ン 】 
ユー ジー ン + ヒ ル ダ 
LV35 以 上 、 ユージ ー ン と ヒル ダ の 戦闘 参加 
回 数 が 200 回 以上 


究極 税 奥 義 


【 デ ュ ア ル ・ ザ ・ サ ン 】 


発動 中 に マオ で 人 ボタ ン を 


6 回 押す 


[エク スプ ロー ジョ ン ・ ノ ヴァ 】 【 マ クス ウェ ル ・ ロ アー】 


発動 中 に マオ で と ボタ 


ン を 各 10 回 押す 


秘 奥義 一 覧 


【 イ ン フ ェ ル ノド ライ ブ ]】 


マオ + ォ ユー ジー ジ 
ヒル ダ が 仲間 に 加わ っ た あと 


【 イ ン ブ レ イス エン ド 】 

ヴェ イグ + マ オ 

LV25 以 上 、 ヴェ イグ と マオ の 戦闘 参加 回 数 が 
100 回 以上 


【 セ ル シ ウ ス ・ キ ャ リバ ー】 
ヴェ イグ + ヒ ル ダ 

LV40 以 上 、 ヴェ イグ と ヒル ダ の 戦闘 参加 回 数 
が 280 回 以上 


Ri 


* 各 ボタ ン は 初期 設定 の も の 

* 各 ボタ ン は 同時 押し で も 良い が 、 関係 の な い ボ タン や ステ ィ ッ ク 
を 入力 する と 失敗 に な る 。 

*3 週 目 以降 は 但 ボ タン を 6 回 以上 (6+ 周 回 数 -1) 未満 押す 。 


【 ア クエ リア ス ・ ス フィ ア 】 


「 ー ク アタ 


発動 中 に ヒル 


を 9 回 押す 10 回 押す 


。 


ボタ ン を 各 8 回 押す 


【 プ リズ ミッ ク ・ ス ター スズ 】 


発動 中 に マオ で ボタ ン を 


[ディ メン ジョ ナル ・ マ テリ アル ] 


デ 考 。 
発動 中 に ヒル ダ で と @ 発動 中 に マオ で ⑱、@、 
ぐ @、 罰 明 還 を 各 11 回 押す 


【 サ ウザ ンド ブレ イ バ ー】 


ティ トレ イ + ヒ ル ダ 
ヒル ダ が 仲間 に 加わ っ た あと 


【 イ ン フ ィ ニ ティ ア ・ ス トラ イク 】 
アニ ー+ テ ィ ト レイ 

LV30 以 上 、 ア ニー と ティ トレ イ の 戦 症 参 加 回 
数 が 150 回 以上 


マオ + テ ィ ト レイ 
LV45 以 上 、 マ オ と ティ トレ イ の 戦闘 参加 回 数 
が 300 回 以上 


習得 条件 
*2 週 目 以降 
* マ オ 、 ユー ジー ン 、 ヒ ル ダ が パー ティ に いて 、 
マオ と ヒル ダ を を 操作 で きる よう に な っ て いる 


【 ブ ライ ティ スト ・ ゲ ー ト 】 


発動 中 に ヒル ダ で @ ボ タン Se 
を 9 回 押す と ニ 


【 ブ ルー・ ア ー ス 】 


⑯、  ・ 全 員 の HP 全快 
・ 経 験 値 +100000 の ボー ナス 


関連 資料 4 


【 称 号 の 見 方 】 


キャ ラク ター 称号 一 覧 


代 関 連 パ ラメ ー タ : 称号 を 取得 時 に ボー ナス が 入 る パラ メー タ 、 鍛 ボー ナス 値 : パラ メー タ に 入る 数 値 、 


@ 取 得 条件 : 称号 を 入手 する の に 必要 な 条件 


ー キ ャ ラク ター 名 


S* ラ フ テ ィ ング マン 


PLD ラフ ティ ング マン PTYTENTTIDUTTI DAIZIYEELLELUULLLLUELTAALLLLLSLLLLLELZALYSLLLLLL は CELLEEUEAYELLLLLLSLLE EL さよ 
トレ ジャ ー ハ ンタ ー 


本 の ソム リエ 
ナイ スウ ェ イ ター 


自由 青年 (変更 可能 ) 
ドリ ー ム ・ ク リア 


ミス ター・ パ ー フ ェクト 


トラ ベラ ー 


選 界 仰天 不 中 議 発 見 
七星 陣 発 見 
冒険 家 


敬 科 の 冒険 家 
バト ル マ ス ター 


2 に ここ 


オー クシ ョ ン の 達人 


術 使 


記憶 衰 失 の 少年 


本 
くい し ん ぽう _ 


歌 好き 
創 ら れ し 者 


El の 滞 すい ーー キ ュー 
本 の ソム リエ 


ナイ ズ ウ ツェ イタ ー 


自由 少年 ん 
ドリ ー ー ム ・ ク リア 


ミス ター・7 パ ー フ ェクト 
ーー 
CS の 夫 ま 


偉大 な る 冒険 家 
驚 層 の 冒険 家 
パト ル マ ス ター 


3* ド レタ ャ ー ハ シンター 


炎 の 子 
オー クシ ョ ン の 達人 


打撃 防御 カ 


最大 HP 
打撃 防御 カ 
2 


1 「 、 半生 E 


町 撃 攻 撃 カ 


- 生 全 幸二 、、 ち こ ト に 
術 攻 撃 カ 


関連 パラ メー タ 


な し 
斬 撃 防御 カ 


. 打 華 防 御 力 2. 


術 攻撃 力 
術 攻 撃 カ 
HP 回 復 カ 


打撃 攻 業 力 。 | 3. 1 


最大 HP 
術 防御 カ 


HP 半 委 カ 


新 疫 攻 撃 カ 


親 撃 防御 カ 
5 > SS 革 に 5ES51 


打撃 防御 カ 


術 防御 カ 
最大 HP 
HP 回 復 カ 
FG 回 復 力 
打撃 攻撃 力 
FG 回 復 力 
術 防御 カ 
親 撃 防御 カカ 
打撃 防御 カ 


初め か ら . 


ミニ ゲー 3 ビン - ト で 100000 点 以上 
の スコア を 出す 


も すじ 486 で サル ペー ジ を や 


サブ イベ ント 「 移 動 図書 館 」 を クリ ア 


ミナ ー ル の 役場 に 行っ て 、 立 っ て いる 女 の 人 と 話 
な と 


キク リア 
ミニ ゲー ム 「 夢 の フォ ルス 」 の フリ ー ス テー ジ 全 30 面 
を クリ ア 


ーー 年 凶 の ミル ク 生ま バル の 


に 展示 し た あと 、 ヴェ イグ で 調べ る 。。 
サブ イベ ント 「 隠 れ う さ に ん 」 を 見 つけ る 


ディ スカ バリ ー で 50 個 以上 発見 
| パト ル ブ ッ ク を コン プリ ー ト 

サル ベー ジ で 「 ア イフ リー ド の 手鏡 」] を 入手 。 | 四 
サブ イベ ント 「 オ ー ク ショ ン 」 で 全品 目 を そろ える 


初め か ら 

クレ ア が さわ られ た あと に 入手 。 フ ェ ニ ア の 聖典 ク 
リア 後に な く な る 

クレ ア が さら われ た あと に 入手 


"サザ ブイ ベ *^ ン ト 「< て し ん ぼう] を の 2 田 ア ^ TYO 


フェ ニア の 聖典 クリ ア 後 
あら すじ 46…53 で サル ペー ジ を や る 
サブ イベ ント 「 移 動 図書 館 」 を クリ ア , 


AS ル の 後場 に 和 っ て 、 立 っ て いる 女 の 人 と 話 


に NN を 0 
ミニ ゲー ム 「 夢 の フォ ルス 」 の 最終 ステ ー ジ を クリ 


ア 


を クリ ア 


「 ブ ッシュ ベイ ビー の 像 」 を バル カ の 博物 館 に 展示 


- 半 > マオ で 調べ る 


ディ スカ バリ ー で 50 個 以上 発見 
パ バ NZ 52 As SS 


自由 中 年 (変更 可能 ) 
ドリ ー ム ・ ク リア 


ミス ター・ パ ー ブ フェ クト 


信 討 ちの 少女 


本 の ソム リエ 


7 た 


自由 少女 (変更 可能 ) 
ドリ ー ム ・ ク リア 


ミス ・ パ パー ラフ ェクト 


芝 界 人 守 議 発見 
七星 陣 発 見 

冒険 家 

偉大 な る 冒険 家 


オー クシ ョ ン の 佑 人 


、| 関連 パラ メー タ 


な し 
な し 


FG 回 復 カ 
術 攻撃 カ 
術 防御 カ 


な し 


親 撃 攻 撃 力 


最大 HP 
FG 回 復 カ 


打撃 防御 カ 
打撃 攻撃 カ 
親 撃 防御 カ 


者 ーーー 
.. 打 酸 防 製 力 


の 


OECD 


の 


で IIO 


mmk 
で IO の ER EAIO ら さい 


oi の 


い ) 


ミナ ー ル の 役場 に 行っ て 、 立 っ て いる 女 の 人 と 話 
を する 

ミニ ゲー ム 「 夢 の フォ ルス 」 の 最終 ステ ー ジ を クリ 
ア 後 に 入手 

ミニ ゲー ム 「 夢 の フォ ルス 」 の フリ ー ス テー ジ 全 30 面 


「 初 代 カ レギ ア 王 の 鐘 ] を バル カ の 博物 館 に 展示 


紀 チ a 和 | " 取得 条件 


初め か ら 持っ て いる 

初め か ら 持 っ て いる 。 ウ ォ ン ティ ガ の 聖典 を クリ ア 
後 、 自 動 的 に 失う 

あら すじ 09 で 迷い の 森 の 入口 で 取得 

サブ イベ ント 「 製鉄 工場 の 怪 ] を クリ ア 

迷い の 森 初 回 突破 時 に 取得 
初め か ら 持っ て いる 。 ウ ォ ン ティ ガ の 聖典 を クリ ア 


.. 後 、 自 動 的 に 失う し 半 っ 
あら すじ 46 一 53 で サル ページ を 経験 後 


ta を クリ ア 


ミナ ー ル の 役場 に 行っ て 、 立 っ て いる 女 の 人 と 話 
を する 
ミニ ゲー ム 「 夢 の フォ ルス 」 の 最終 ステ ー ジ を クリ 
ア 後 に 入手 

ミニ ゲー ム 「 夢 の フォ ルス 」 の フリ ー ス テー ジ 全 30 面 


タウ ン で の ネコ 好き の じい さん を 聞 
「 抽 昌 画 」 を バル カ の 博物 館 に 展示 し た あと 、 ア 


ディ スカ バリ ー を 64 個 すべ て 見 つけ る 
ディ スカ バリ ー で 聖 獣 の 石碑 を 7 つ 見 つけ る 


サフ イベ ント 「 オ ー ー ク ショ ン 」 で 全品 目 を そろ える 


大 イスラ エイ キタ さ 
自由 野郎 (変更 可能 ) 


ドリ ー ム ・ ク リア 


ミス ター・ パ ー フ ェクト 


_ トレジャー ハンター 

- ナ イス ウェ イト レス 
自由 旭 さ ん (変更 可能 ) 
ドリ ー ム ・ ク リア 


ミス ・ パ ー フ ェクト 


G・ ト レジ ャ ー ハ ンタ ー 
オー クシ ョ ン の 達人 


打撃 防御 カ 


親 撃 攻 撃 カ 
術 防御 カ 
親 撃 防御 カ 
打撃 攻撃 カ 


ーー 
の Co: 〇 ら 
e】 


トヨ ホウ ス 河 で みん な に キ ノコ 料理 を 食べ させ 


ミナ ー ル の 役場 に 行っ て 、 立 っ て いる 女 の 人 と 話 
を する 


ミナ ー ル の 役場 に 行っ て 、 立 っ て いる 女 の 人 と 話 
を する 


関連 克 料 5 


モニ カ と ステ ィ ー プ 


コン プリ ー ト お や じ 


ネコ 好き の じい さん 


武器 強化 が マイ ブー ム ? 


ワル トゥ と ユー ジー ン 


サブ イベ ント 一 覧 


スー ルズ の 武器 屋 な ど 


ミナ ー ル の 体育 館 


ミナ ー ル の 役場 


サ ニ イ タウ ン の 南 門 近く に 
ある 民家 


バル カ の ジ ベ ー ル の 家 


ペ ト ナ ジャ ンカ の 製鉄 工場 


メ セ チ ナ 洞 窟 


カレ ギア 城門 前 


バル カ の 博物 館 


クレ ア が いな く な っ て か ら … 


カレ ギア 城 で サレ と トー マ 
の 殆 破 まで 


ミナ ー ル に 到着 し て か ら 


アニ ー が 仲間 に な っ た あと 


サ ニ イ タウ ン に 到着 し て か ら 


メ セ チ ナ 洞 窟 で ハッ ク を 救 
出 二 カレ ギア 城 で サレ と ト 
ー マ の 撃破 まで 


暴走 ユー ジー ン に 勝つ ー 
帯 獣 ラ ンド グリ ー ズ に 会 う 
家 で 


暴走 ユー ジー ン を に 勝っ 
た あと 


ラジ ル ダ で 族 の 話 を 聞く 
ー 聖 獣 イー フォ ン の 試練 終 
了 ま で 


聖 獣 フェ ニア の 試練 終了 後 


キョ グエン 到着 … 聖 獣 ウ ォ 
ン テ ィ ガ の 試練 終了 後 


ネ レ グ の 塔 へ 登 填 後 一 ワ 
ン ・ ギ ン が 死ぬ まで 


武器 「 バ ルス ンク 」、 称号 「 恋 の キ 
ュー ピット ] 


5 種類 [ステ ッ プ ブー ツ 」、 10 種 類 
「 魔 神 の 魂 」、20 種 類 アッ プレ グミ 」、 
30 種 類 「 風 神 の 魂 }、 40 種 類 「 回 
錬 石 」、 50 種 類 「 ビ ピー チ グ ミ ]」、60 種 
類 「 カモ ミー ル 」、 70 種 類 「 猛 虎 の 
魂 |、 80 種 類 「 グ レー プ グ ミ 」、 90 種 
類 「 ラ ベン ダー」、 100 種 類 「 関 光 の 
魂 」、110 種 類 [「 ウ ッ チ ャ リグ ミ 」、 
120 種 類 「 空 神 の 魂 」、 130 種 類 
「 セ ー ジ 」、 140 種 類 「 醒 錬 石 」、 150 
種類 「 氷 魔 の 魂 」 


アイ テム 「 グ レー プ グ ミ 」「 ウ ッ チ ャ 
リグ ミ |「 ウ ッ チ ャ リグ ミ |「 エ リク 
シー ル 」「 ア ワー グラ ス 」、 称号 
「 本 の ソム リエ | 


| 称号 「 ト ラベ ラー」「 寺 星 陣 発 見 」 


「 冒 険 家 ]「 偉 大 な る 冒険 家 」「 敬 
慢 の 冒険 家 」「 世 界 伽 天 不思議 発 
見 」 


武器 「 ア ンダ リュ ー サ イト 」 


称号 「 名 探偵 ]「 迷 探偵 ] エ リク シー 
ル 、 5000 ガ ルド 


称号 「 や さ し い お じ ち ゃ ん 」、 宝石 
「 ラ イフ エメ ラル ド 


防具 「 リ フレ ー ル 」「 ウ ェ デ ィング ド 
レス 」 


称号 「 オ ー ク ショ ン の 達人 」「 考 え 
込む 青年 」| カワ イイ も の 好き 」 
「 忠 臣 」「 評 論 家 」「 真 正 料理 人 」 
「 チ ェ ロ 奏 者 ]「 純 朴 な 娘 」「 ゴ コー ジ 
ャ スレ ディ ー」 


バト ル ブ ッ ク の 英 情報 を 
コン プリ ー ト し て いく と 、 
その 数 に 応じ て アイ テ 
ム を くれ る 。 


STEP3 ま で 全て クリ ア 時 


ディ スカ バリ ー に 関す る 


情報 や 、 デ ィ ス カバ リー 
の 発見 数 に 応じ て 称号 
を くれ る 。 


ハッ ク か ら 助 けた お 礼 
に 、1 回 だ け ア ニー の 
武器 を も ら え る 。 


開か ず の 扉 を 開け る た 
め 鍵 と な る ブロ ー チ の 原 
版 の か けら を 集め る 。 


ペ ト ナ ジャ ンカ の 工場 長 
か ら 「 ナ カコ 鉱石 」 を 貰 
い 、 子供 を 助け る 。 


ハッ ク が 石碑 を 解読 す 
る こと に な る 。 あら すじ 
の タイ ミン グ に よっ て 解 
読 内 容 が 変化 。 


聖火 人 台 に いる 男性 に 錬 
石 系 の アイ テム を 渡す 
と 、 お 礼 に 防具 を くれ 
る 。 2 回目 まで 防具 が 
も ら え る 。 


ワル トゥ と ユー ジー ン の 
会 話 イ ベン ト 。 


デー タ の 見 方 】 2 
所 サブ イ バント が 発生 する 電 所 、@ 


宝石 コレ クタ ー の 婦人 


ミリ ッ ツ ァ と ヒル ダ 


羽 の フォ ルス の 少女 


チラ 見 せ ね こ に ん 


サル ペー ジ 


ヒル ダ の 時 読み 


新装 備品 入荷 


厚い カー テン 


隠れ うさ に ん 


ムー ピー うさ に ん 


美女 た ちの その 後 


特選 レシ ピ 


くい し ん ぼう 


キョ グエン に ある ワン ・ ギ | ベル サス で クレ ア が 演説 


ン の 部 屋 


ベル サス 洪 


レン パオ の 空中 庭園 


うさ に ん の 村 


ベル サス 


バル カ 港 


バル カ 


ピピ スタ の 民家 


うさ に ん の 村 


うき に ん の 村 


うさ に ん の 村 に ある ね こ に 
ん の 家 


食材 調達 施設 


ベル サス で クレ ア が 演説 
し た あと 


聖 獣 シ ャ オル ー ン の 試練 
終了 ー 聖 獣 ギ リオ ー ヌ の 
試練 終了 まで 


聖 獣 シ ャ オル ー ン の 試練 
終え て か ら 


聖 獣 シ ャ オル ー ン の 試練 
終え て か ら 


世界 中 どこ で も 行け る よ 
うに な っ た ら 


聖 獣 ギリ オー ヌ の 試練 終 
えて か ら 


ユリ ス の 領域 出現 後 


ユリ ス の 領域 出現 後 


ミニ ゲー ム 「 う さ に ん と 遊 
ぽう 」 を 全 ク リア 後 


ユリ ス の 領域 ・ 中 層 部 で 
マオ と ユー ジー ン の 幻影 を 
倒し て か ら 


聖 獣 シ ャ オル ー ン の 試練 
終え て か ら (ゲー ム 2 周 目 
以降 ) 


聖 獣 シャ オル ー ン の 試練 


終え て か ら (ゲー ム 2 周 目 
以降 ) 


クレ ア 旅 に 同行 し て か ら 


武器 「 デ ィ ス トラ ン ゲ ゲイ リュ イ 


オン 」 


称号 「 良 き 指導 者 」「 料 理 の 師匠 | 
「 孤 独 を 知る 女 ]、 アイ テム 「 ア ワ 


ャ ゲタ スズ ] 


貴重 品 「 ア イフ リー ド の 手鏡 」 


護符 「[ シ ル バ ー ガ ント レッ ト 」 な ど 


ヒル ダ が 占い を で きる よう に な る 


バル カ の ヨッ ツア か ら 
「 レ ア な 有力 情報 」 を 買 
っ て いる と ウワサ と し て 
知る こと が で きる 。 


ミリ ッ ツ ァ の 生い立ち が 明 
ら か に な る 。 


まね き ネ コ を 15 個 渡す 
た び ぴ びに 、 ね こ に ん の 持 
っ て いる 特殊 な 武器 が 
見 られ る 。 


装備 品 屋 に 新 商品 が 並ぶ 


称号 「 バ ニー ハン ター]」 . 


パー ティ ー メ ン バ ー の 日 記 が 読め 


る よう に な る 


レシ ピ 「 揚 げ 」「 野 菜 サ ラダ 」 
[海鮮 グラ タン 」「 マ ー ボ ー カ レー ] 


称号 「 く いし ん ぽう 」 


本 編 で 見 られ る すべ て | 
の ムー ビー を 見 る こと が 
で きる 。 | 


全 減 し た と き の セ リフ を 
聞く こと が で きる 。 


カレ ギア 城 に いた 各 街 
の ヒュ ー マ の 女性 た ち 
と 、 クレ ア と の 再会 の 様 
子 を 見 る イベ ント 。 


マジ カル ポッ ト の レベ ル 
が 一 定 に 達する と 、 レシ 
ピ を 教え て くれ る 。 


すべ て の レシ ピ を 習得 
する と 称号 が 貰え る 。 


チキ ンチ ケッ ト 


ーー で (4 所 


- ジャ ガイ モチ ケッ ト 
キウイ チケ ッ ト 


バナ ナチ ケッ ト 


レタ スチ ケッ ト 


パタ ー チ ケッ ト 


人 


レモ ンチ ケッ ト 
ビー フチ ケッ ト 


トマ トチ ケッ ト 


ミル クチ ケッ ト 
タマ ゴチ ケッ ト 


ライ スチ ケッ ト 
チキ ンチ ケッ ト 


ee 


パス タチ ケッ ト 


どう ふ チ ケッ ト 
マグ ロ チ ケ ッ ト 


ディ スカ バリ ー& サルベージ 一 覧 


ハリ コア ラ 


流水 


ウマ イナ ゴ 


ウス バカ カゲ ロウ 


大 断層 


問 和久 上 
~- レインボー フラ ワー 


トリ トリ ソウ 


黄砂 


0 本 
5 6 Go 時 和 - 


水晶 の スカ ル 


飛行 機械 の 黄金 模型 


360 度 眺望 


パン チ モ ン キー 


除 の 碑 


樹氷 


2 0 ST 7 


ハタ ラキ モノ 


震 気 楼 


硫黄 の 泉 


水割り 草 


セー スラ ベン グー DS 


] アイ フリ ー ド の 手鏡 


アッ プル グミ 、 ピーチ グミ 、 グレ ー プ グミ 、 
ウッ チャ リグ ミ 、 ライ ム グ ミ 


リィ イー ディ アル 
斬 錬 石 、 打 錬 石 、 術 錬 石 、 回 錬 石 、 醍 錬 石 


バー スト ボトル 、 パナ シー アボ トル 、 
リキ ュー ル ボ トル 、 ライ フ ボ トル 、 エ リク シー ル 


ブレ バン デイ 
サニー ハッ ト 
フレ アパ ウ ダ ー、 アク アパ ウ ダ ー、 
ゲイ ル パ ウ ダー、 アー スパ ウ ダ ー、 
ライ トバ パウ ダー、 ダー ク パ ウ ダ ー 


ロー ズ マ リー、 サフ ラン カモ ミー ル 、 セ ボ リー 
ン ル バー ガン トレ ッ ト PETTTTTETETTLEYLT LTE 


974/ 


テイ ルズ オブ リバ ー ス ファ イナ ル マ ニ アッ クス 
ーー カ レギ ア 見 聞録 一 


2005 年 4 月 14 日 初版 発行 
こつ CSC と の 浜村 弘一 
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2 倫 本 書 は 著作 権 法 上 の 保護 を 受け て いま す 。 本書 の 一 部 
放 に の ある い は 全部 に つい て (ソフ トウ ェ ア お よび プロ グラ ム を 含 
記 ベ む )、 株式 会 社 エ ンタ ー ブ レ イン か ら の 文書 に よる 承諾 を 得 
間 ず に 、 いか な る 方 法 に お いて も 無断 で 複写 、 複製 する こと 
を 禁じ ます 。 


久 本 書 の 内 容 ・ 不 良 交換 に つい て の お 問い 合わ せ 先 急 
エン ター ブレ イン カス タマ ー サ ポー ト 


衣 SS 電話 :0570-060-555 
8 (受付 時 間 は 土日 祝日 を 除く 12:00 一 17:00) 
メー ル ア ド レス : suppor@⑥mi enterbrain.co.p 


ご 質問 内 容 に より まし て は 、 ご 返答 まで に お 時 間 を いた だ 
く 場合 が ご ざい ます 。 また 、 本 書 に 記載 し て いな い ゲ ー ム 
内 容 に 関し まし て の ご 質問 に は 一 切 お 答え で きま せん の 
で 、 あら が かじ め ご 了承 くだ さい 。 
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エン タテ イン メン ト の 登録 商標 で す 、 
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だ だ 想像 、 推 察 で 製作 し た 攻略 本 で す 。 
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